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〔件名〕日本学術会議法第17条による推薦と内閣総理大臣による

会員の任命との関係について
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〔相談・応接要旨〕

日本学術会議法第17条による推薦のとおりに内閣総理大臣が日本学術

会議会員を任命すべき義務があるかどうかについて、相談があった。

内閣府が作成した別添説明資料について異論はない旨回答した。

〔備考〕

岩尾第一部長、近藤次長及び横畠長官に御相談済み。

【



平成SO年11月13日

内閣府日本学術会議事務局

日本学術会議法第17条による推薦と

内閣総理大臣による会員の任命との関係について

1 ． 日本学術会議の沿革等について

（1 ） 日本学術会議の設立経緯設立趣旨等について

敗戦後の我が国が貧困な資源、荒廃した産業施設等の悪条件を克

服し、文化国家として再建すると共に､世界平和に貢献し得るために

は､是非とも科学の力によらなければならないとの問題意識の下､従

来、個々の研究においては優れた成果が必ずしも少ないとは言い得

ないにも関わらず､その有機的、統一的な発達が十分ではなく､全科

学者が一致協力して現下の危機を救い、科学の進歩に寄与し得るよ

うな体制を欠いていたことを省みて、全国科学者の緊密な連絡協力

によって､科学の振興発達を図り、行政産業及び国民生活に科学を反

映浸透させるための新組織を国の審議機関として確立することを我

が国の科学振興の基本的な前提と位置付け、昭和23年7月に「日本

学術会議法（昭和23年法律第121号。以下「日学法」という｡)」が

制定され、昭和24年1月に日本学術会議が設立された。

近年､地球環境問題をはじめ､一つの専門分野の知識のみでは解決

できない複雑な問題について､様々な知識を統合し､解決に向けた選

択肢を示すことが求められている。こうした中で、日本学術会議は、

我が国の科学者の内外に対する代表機関として、全ての学術分野の

科学者を擁し、また､職務の独立性が担保されているといった特徴を

有しており、幅広い学術分野の科学的知見を動員しつつ課題に関す

る審議を行って意見を集約し、政府や社会に対してその成果を提示

できるところにその意義があるところである。政府や社会から尊重

されつつその役割を十分に発揮できるような位置付け及び権限を付

与し、安定的な運営を行うために必要な財政基盤を確保する観点か

ら、日本学術会議は､科学に関する重要事項の審議及び研究の連絡に

関する事務を所掌し、政府からの諮問に対する答申、政府への勧告等
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を行う国の行政機関として設置されているところである。
（※）例えば、国際リニアコライダー(ILC)については、高エネルギー物理学分
野の国際的なコミュニティにおいて建設の期待が高まっているところである

が、 ILCの建設及び運営には巨額の経費を要するため、我が国でこれを実
施する場合には学術研究全体に大きな影響を与えることも想定されることか

ら、学術に関する各分野の専門家で構成されている日本学術会議に対して文
部科学省から審議を依頼されたところであり、現在、日本学術会議において、

ILC計画における研究の学術的意義や、 ILC計画の学術研究全体におけ
る位置付け等について審議しているところである。

日本学術会議は、内閣総理大臣の所轄とされ、当初は「機関」とし

て総理府に置かれたものであり（総理府設置法第16条)、一旦、総務

省に置かれたこともあったが、現在は「特別の機関」として内閣府に

置かれているところである（内閣府設置法第40条第3項)。ざ

（2） 日本学術会議会員の選出方法の変遷について

日学法制定当初は、日本学術会議は､一定の資格を有する全国の科

学者により選挙された特別職の国家公務員である日本学術会議会員

（以下｢会員」という｡）によってこれを組織することとされていた。

その後、昭和“年頃から日本学術会議改革が議論されはじめ、昭

和57年10月22日に日本学術会議は改革要綱を採択し、総務長官に

提出した。また、同年8月l9日には自由民主党から日本学術会議の

改革に関する中間提言が出され、同年ll月22日には総務長官の私

的懇談会も報告を総務長官に提出した。総務長官はこれらを総合的

に勘案して、同月24日に総務長官試案を示し、この試案を基に総理

府と日本学術会議で協議を進めた結果、昭和58年に日学法改正法案

が第98回国会に提出され、同年11月に同法案は成立した。

このような状況の中で､会員の選挙制については､立候補者数の減

少による競争率の低下や無競争当選等、いわゆる学者離れなどの問

題点が指摘され､より良い会員の選出方法が検討された結果､会員の

選出方法は､科学者が自主的に会員を選出することを基本とし、学会

を基礎として選出された者を日本学術会議が会員候補者として内閣

総理大臣に推薦し、その推薦に基づき内閣総理大臣が任命する方法
へと改正された。

さらに、平成16年の日学法改正においては、会員構成の硬直化を
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防ぎ、個別の学会の利害にとらわれない政策提言を行うことができ

るよう、推薦される会員候補者の選考方法が2． （2）において後述

するとおりに改められた。

2．現行の会員選出方法について

（1）会員の選出に係る規定について

日本学術会議は､210人の特別職の国家公務員たる会員をもって組

織されており、 日学法第17条の規定による推薦に基づいて、内閣総

理大臣が会員を任命することとされている（日学法第7条第1項及

び第2項)。会員の任期は6年であり、 3年ごとにその半数を任命し

ている（同条第3項)。日本学術会議は､規則で定めるところにより、

優れた研究又は業績がある科学者のうちから会員の候補者を選考し、

内閣府令で定めるところにより、内閣総理大臣に推薦するものとさ

れている（同条第17条)。 日本学術会議会員候補者の内閣総理大臣

への推薦手続を定める内閣府令(平成17年内閣府令第93号)では、

会員候補者の内閣総理大臣への推薦は、任命を要する期日の30日前

までに、当該候補者の氏名及び当該候補者が補欠の会員候補者であ

る場合にはその任期を記載した書類を提出することにより行うもの

としている。また、日学法上、会員としての欠格条項は特段規定され

ていないが､会員に会員として不適当な行為があるときは､内閣総理

大臣は、日本学術会議の申出に基づき、当該会員を退職させることが

できることとされている（日学法第26条)。その不適当な行為とは、

いわゆる名誉を汚辱するような行為であり、例えば､犯罪行為等が想

定されているところである。

（※） 不適切な事案を背景として日本学術会議法施行令(平成17年政令第299号）

第2条に基づき辞職を承認された連携会員(会員と連携し、日本学術会議の職
務の一部を行わせるため、日学法第15条第1項に基づき置かれる一般職の国

家公務員）の例として、

①大学教授が文部科学省からの研究資金を不正使用したことが大学の調査で

判明し、大学から解雇された事例

②大学教授が論文でデータの改ざんやねつ造を行ったことが大学の調査で判

明し、大学から懲戒解雇相当の処分とされた事例

等がある。

上記の事例については、連携会員として不適当な行為があるとして会長が当

該連携会員を退職させることができる事由にも該当する可能性があると考え
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られる。

（2）会員候補者の選考手続について

日本学術会議における会員候補者の選考では、会員及び連携会員

（会員と連携し、日本学術会議の職務の一部を行わせるため、日学法

第l5条第1項に基づき置かれる一般職の国家公務員）は、幹事会が

定めるところにより、会員候補者を選考委員会に推薦することがで

きることとされており、選考委員会は､推薦その他の情報に基づき、

会員候補者の名簿を作成し、幹事会に提出することとされている。幹

事会は、この名簿に基づき、総会の承認を得て、会員候補者を内閣総

理大臣に推薦することを会長に求めるものとされている（会則第8

条第1項、第2項及び第3項)。会員が任期の途中において定年、死

亡、辞職又は退職により退任することで会員に欠員が生じた場合に

は、その後任者となる者（以下「補欠の会員」という｡）の候補者の

選考が行われ、また、補欠の会員の任期は、前任者の残任期間とされ

ている（日学法第7条第4項)。なお、総会は、原則として毎年4月

及び10月に会長が招集することとされている。

く‐

3． 日学法第7条第2項に基づく内閣総理大臣の任命権の在り方に

ついて

内閣総理大臣による会員の任命は、推薦された者についてなされ

ねばならず､推薦されていない者を任命することはできない｡その上

で、日学法第17条による推薦のとおりに内閣総理大臣が会員を任命

すべき義務があるかどうかについて検討する。

く

（1）まず、

①日本学術会議が内閣総理大臣の所轄の下の国の行政機関である

ことから、憲法第65条及び第72条の規定の趣旨に照らし、内

閣総理大臣は､会員の任命権者として、日本学術会議に人事を通

じて一定の監督権を行使することができるものであると考えら
れること

②憲法第15条第1項の規定に明らかにされているところの公務員
の終局的任命権が国民にあるという国民主権の原理からすれば、
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任命権者たる内閣総理大臣が、会員の任命について国民及び国

会に対して責任を負えるものでなければならないこと

からすれば、内閣総理大臣に、 日学法第17条による推薦のとおり

に任命すべき義務があるとまでは言えないと考えられる。
(※）内閣総理大臣による会員の任命は、推薦を前提とするものであることから「形

式的任命」と言われることもあるが､国の行政機関に属する国家公務員の任命

であることから、司法権の独立が憲法上保障されているところでの内閣による

下級裁判所の裁判官の任命や、憲法第23条に規定された学問の自由を保障す

るために大学の自治が認められているところでの文部大臣による大学の学長

の任命とは同視することはできないと考えられる。

、最高裁判所の指名した者の名簿によって行われる内閣による下級裁判所の裁

判官の任命（憲法第80条及び裁判所法第40条）

・大学管理機関の申出に基づく任命権者による大学の学長等の任命（教育公務

員特例法（昭和24年法律第1号）第10条）
〈

（2）他方、会員の任命について、日本学術会議の推薦に基づかなく

てはならないとされているのは、

①会員候補者が優れた研究又は業績がある科学者であり、会員と

してふさわしいかどうかを適切に判断しうるのは、 日本学術会

議であること

②日本学術会議は､法律上､科学者の代表機関として位置付けられ

ており、独立して職務を行うこととされていること

③昭和58年の日学法改正による推薦・任命制の導入の趣旨は前述

したとおりであり、これまでの沿革からすれば､科学者が自主的

に会員を選出するという基本的な考え方に変更はなく、内閣総

理大臣による会員の任命は、会員候補者に特別職の国家公務員

たる会員としての地位を与えることを意図していたこと

によることからすれば、内閣総理大臣は、任命に当たって日本学術

会議からの推薦を十分に尊重する必要があると考えられる。

く

（3）なお、 （1）及び（2）の観点を踏まえた上で、内閣総理大臣

が適切にその任命権を行使するため、任命すべき会員の数を上回る

候補者の推薦を求め、その中から任命するということも否定されな

い（日本学術会議に保障された職務の独立を侵害するものではない｡）
と考えられる。
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〆話 へ

日本学術会議の組織図
平成30年9月12日現 ）
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農学委員会 ｜電気電子工学委員雲
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計画､学術研究団体との連携､地区会議等

科学と社会委員会
勧告､要望及び声明の内容等の検討､総合

国際委員会
学術会議における国際活動の調整､その他

危機河F嗣寧露悪肩緬織準備委員会
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一学術行政体制の改革と発展
一斗 _間 一 . －

､ ＝亨一

新しい学術体制

" ■ ■ ■ ■ ﾛ ■』司 画一一■ F ､企÷一一・一一一一一F～q 一. 腸セロマーEｰ→■ｰ星一一一ユー■一一手一一q ■ や｡■■凸孚･巴＝r己～旬凸舎ターーーー→一凸 一一 .＝ .寺 司 △二.

｜ 敗戦を契機として､学術体制についても民主的改革を求める運動がまき起こった｡この
運動は､昭和二十一年三月、学術研究会議部長会が､当時のわが国の学界の中心的な
機関である帝国学士院(のち二十二年十二月、日本学士院と改称)、学術研究会議および
日本学術振興会の三団体の改組案を文部大臣に建議したことを発端とし､二十四年一月 ｜
『日本学術会議｣の設立となって結実したものである。

『

|働灘歸鞠鞠噺薙皐熟曼轆論巽鑿瀧壱｜
政府は､わが国における新学術体制の立案について､同委員会に調査立案を委託するこ ’
ととなった｡同委員会は､審議の結論を､二十三年四月、政府に報告したが､その骨子は ｜一口ロー自一■一一口｡』一宇■＝DD-■や画乙■G－ーqF－q串口－－－－■ 凸一一一箔一一一一■ 寸 ・一一.一 一 . . ｡←－．． －

次のとおりである。 －－－－Ⅷ…-------…‐ ’

（－)わが国科学者の内外に対する代表機関として､新たに全国各分野の科学者から民
主的に選出された二一○人の会員で構成する日本学術会議を法律に基づいて設立する
こと｡これに伴い､学術研究会議は廃止し､また、日本学士院は碩(せき)学優遇の栄誉機
関として日本学術会議に含ませること。

（二)内閣に科学技術行政協議会を設け､政府と日本学術会議との連絡および各省間の
科学技術行政の連絡に当たらせること｡それとともに､わが国における基本的諸科学の振
興に対し責任を負うべき行政機構を整備･強化すること。

(‘

(三)日本学術振興会は､私的性格を有する学術奨励団体として存置すること。
一い←←,弓二.竜キー■で”･qpf凸一戸二一b幸四口●凸･』邑戸ｵｰ÷盈一～写…磑卜包毎一員＝孟一囚君達F今一審■キニヤ弓淳二＝寸圭一一企■ぜ-ワーハ卸ロー畦全"F弘一ﾓ■ロー字壼冤ﾛ屯与6亭瞠七m“凸一身湧竿一氏＝い ﾛ密一一コ＝戸一舌モーロ△已寸一一ごﾛ■宅壺＝ﾜ甲

学術体制刷新委員会の以上のような結論を尊重し､二十三年七月には｢日本学術会議｜
法』が制定され､約四万三､○○○人の科学者による前例のない大規模な選挙が行なわ’
弘.三士四年=且内閣総理大臣所轄のもとに日本学術会議が設せられた｡またぐ砲学｜
･＝可些硲上室と一手L』詣二茎．八.‐ 『一再一．~ △”．‐一一 一一-- ． －

技術行政協議会｣も同月、同じく総理大臣所轄のもとに設けられて､戦後わが国の基本的
な学術体制はここに確立されることとなった。

なお､二十二年七月から二十四年一月の間に､総司令部の招きにより､米国科学学士
院の－行から成る学術顧問団､米国人文科学顧問団および米国科学使節団の三団体が
来日したが､いずれも学術体制刷新委員会の立案に直接の影響を及ぼすことは避け､各
地における視察､懇談あるいは調査報告書等を通じて､彼我の科学者の理解の増進に寄
与した。
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寅務を果し得る能力をもった全国的学術体制案を政府

に提案す為責任を担っていたのであります。

日本学術会議及び科学技術行政協磯会の成立によ

り，刷新委員会はその責務を完了したわけでありま
す。この二つの機関の両方とも， 日本人独自の立場か

ら作られたもので，学術団体の歴史の中でも全く新し

し､ものであります。刷新委員会は， 日本の技術的問題

と取組むために必要な機関の案を作ったということば

かりでなく，非荊に困難な事態の下にあってよく協力

の巽を挙げたことに対しても賞液さるべきものであ

り, ｡.又本日誕生した日本学術会懇に対し非常によい範

例を示しているのであります。

日本学術会賎の会員は， この全題の科学者の総意に

よる地位に就くに当って， 日本学術会溌法に述べられ

ている任務を果すことを承認したわけであります。日

本学術会議法に述べてあると.ころによれば， 日本学術

会職は，科学が文化国家の韮礎であるという碓信に立

って，科学者の総意の下に，わが国の平和的復興，人

瓶社会の福祉に貢献し，世界の学界と捉挑して学術の

進歩に寄与ずるものであります。 これは大胆な言葉で

ありまして， この負荷の任筋を遂行するには真に有能

な人を要するのであります。これらの責任を果すため

にば，学術会賎会員の一人一人が先ず餓初に， 自分の

専門的な利益及び地域的の垣を乗り越えねばなりませ
ん、

日本は欧州のそれに比すべき産鍵に命の経触を持ち

ませんが，然し，韮礎方面，特に数学，理騰化学，理

論物理学等における発展にはめざましいものがあるの

であります。 日本の理論科学老は，今なお一流であ

り，立派な仕那をしており，それによって現下の窮状

打開のための基礎をつくるに大いに寄与しておられる

のであります。科学技術が， 日本の経済的復興に肝要・

のものであることは疑問の余地がありません。新学術
会賊は， 日本の現状に必然的につながる技術問題を認

誠しなければなりません。これらの問題の解決の遊

ば’科学者1産業界並びに政府の間の協力的拙神をま

すます鼓固にすることによっての象開かれるのであり
ます。この産業への応用は，経済的に必要であるのぶ

ならず,又韮礎科学者の椛威を更に高め，その絶えざ
る進歩のために必要な状態をつくって行くことを助け
るでありましょう。

学術会鵡法についてゑますのに， 日本学術会敵の実
行力と影御力ば会踊それ自身の椛威によっての黙決定

されるのであります。この術威による影柳力というも

のは，会疏がなすところの聡明な，真繋な，そしてよ

く邪賎せられた速厳答申を通じてのみ.もたらされ得る

のであります。皆さん， 日本学術会臓第1回会員各位
は， この:術威をうちたててし､くという責任をも堂た，

各刈の活!lル

ぬ。村人は皆雌康であり度い°

今現実の日本を見る。如何に理想から遠いことか。

食料は米国からの補給でや.ﾌと支えている。着るもの

も乏しい。焼野原に次第に仮小屋が建ってきたけれど

も新しい夫と妻とを容れる家がない。又絶え間なく闘

争が統けられる。次に世界を見渡す。 日本程でばなく

とも，理想に近いとは云い得ない。

如何にしてこの苦しい日本の現状を改良し得るであ

ろうか。我士は理智(Wisdom)を動員し， 合理的

(Rational) な思索と実行をして有力ならし,むるより

他にないと思う。合理は科学である。科学に依っての

梁日本は救われる。

、 世界における大小の社会も亦合理即ち科学に依_って

の桑発展進歩する。即ち，人間の本質の哲学を究珍，

人問述が相寄って作る社会の諸会の理論を研究する。

永い過去に亘って人頻が為し来､った服史と文芸を究め

て将来の幸福に資する。自然の現象の規律を求め，進

んでその規律を医，拠，工に応用して生活を蝋かにす

る。賊に科学は人瓶社会の稲祉の韮礎である。それば

研究室の染のものでなく，行政にも，産業にも生活に

も反映浸透させなければならぬ。

誠に科学ば有力である。然しこの力を押取と破滅に

･使ってはならぬ。平和と雌栄に役立て源ぱなら釦｡、

日本の科学糊ば利.学の力を侭じ，その誹期を企画し

て日本学術会職を作り，互に避んだ会貝をこの会に送

った。選ばれた210人は,科学こそ典にlﾖ本を再雄し世

界人畑の抓祉に武|欲すると固く眉じ，世界の学界と捉

1ルし.て，今日のこの日から活発に活1肋しようと思う。

終りに日本学術会眺の生悪の母であ為学術脳lil刷新

委員会，殊に；順1t委員長に厚く感謝する。又米国科学

学士院より派泄せられた一昨年のアダムス椰士'う一

行，昨年のプロンク岬士ら一行は， 日本の科学者を激

励し， よい助函.を与えた。また占伽叩司令部の経済科

学局のケリーl'#土織終始庇らぬ扱助と奨励を日本の科

学者に与え．いずれもこの学術会峨の祗生に大いに寄

与した。厚く削愈を表すると共に今後益な助力を得度

い。

木|ﾖ発会式に当り, EI本の科学者は勿#伽のこと， 匝｜

民全休の深い協力の下に日本学術会鵬のすこやかな為

発展を期し， 210名の会員に代って，姓にこの所僧を

述べた。

昭和24年1月21日

日本学術会賎会長他山喧人

一一

i

1は，私の淫く喜びとするところであります。
｜ 思うに,矢然洗源に恵哉れ湖,､我同が､砿羊によ患
｛荒廃から産莱を芝て直し、国民生活の安定と向上莚惟

|震鯛繍鷆讓鞠舗黙
|癖嬢ば科学技術‘z､振JUに篠たなけ叙ばならないので患
I 1)きす。又戦争を永遠iこ拠韮し平和的文化冨宗と1-.

|鰯鍜擢識皐篭驫駕織
i文化の発達なかんず､;科学の振興を通じて,世界の千
|和と人瓶社会の捕祉に面献しようとす局大言な理想を
i持たなければな､ｵ;せん｡灘こと'こ科学のl"I!こそ新

|剛鴛馴…"…剛卿"…”
|に牒鴬難典繊総:蝋霞鰯’

日本学術会議発会式における参議院誌長祝辞

+l前
，じ,u 辞

新しく成立1,､たしさした日本学術会識の発会式を挙

行せられ.為にあたりまして，一言所懐をEIﾖ述べますこ

とは，冠‘の欣幸とす為ところであります。

思うに，文化的民主日本を再建ずる上におきまし

て,､経済の復興が先浅の要件であること砿もとよりで

ありますが，同時に，広.〈文化一般の興隆に寄与すべ

き強い韮蛙を築くことが， また極めて緊切な事柄であ

為ことば，あらためてEIﾖすまでもないことと存じま

す。

乃ち貿閲なる全国の科学者誌君におかれましては，

他の行政各部椴椛の民主的改革と平行いたしまして，

旧学術体制の吟味按討につとに意を注がれ，諸弧の難

関を打開しつつ，挽主ず努力せられました結果，その

総意を反映した学術体制刷新委員会の成案と唯り， さ

らに雛二回顧会においてこれ巻立法化し， ｜ヨホ学術会

鵡法が制定されるに至ったことば，邦家のた心まこと

に服茨に堪えな',､ところであり葵す。この法律にもと
､づきまして，旧版日本学術会縦会員の迦挙が，全日本

《p科学者渚君の間に行われ，各位がそれによって当避

の栄番を荷われまし.たことに対し，衷心およろこびを

申上げます。

敗職以来荒廃したわが国土の上に，健全な文化国家

を再興すると共に，世界の平和に貢献致しますために

は，科学の力力碓も有効に応用されなけれぽ凍りませ

ん。全図科学者の代表槻関である日本学術会脆の，今

後における運営がよるしきを得るや否やは，直､らにか

かってわが再述文化同家の盛淡にはも‘らろん，人頗一

般の禰祉にも影僻があるものと存ずるのであります。

各位のご武務は， まことに菰且つ大であります。

国会といたしましても，各位のご活動に対し，でき

るだけ協力を致すことと侭じます。何卒，各位におか

れましても，切にご自愛ご自重の上，崇商なるこれら

使命の述成に粘進せられ，十分に日本科学者の其価を

内外に発揚せら仇哉すよう‘心から念願しまして祝辞
と致します。

昭和2"F1月21日

参識院識長松平恒雄

1949年1月21日日木学術会誌発会式における

H・C・ケリー博士棲拶

座災， 卵.[田総理大臣代理，内閣を.貝諸氏， 日本学術

会眼会提及び列席の各位。

本日解散することになっております学術体制刷新委

員会肱，全国の科学者を代表し，又現下の新しい竪済
状態にMH述した技術的問題を解決するという科学者の

|を回るため､国寂の砿要なl聡閏として設立されたも‘、

蕊職瀧
1に当らんとする聰ので､本会;“活勤に“･大の川侍
;が寄せられるのであり堂す｡又日本学術釦卸誤勿論層

l
や
I 四

勺
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ｎ
ｐ
ｑ
ｌ

ｂ
ｑ
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６
Ｉ
Ｊ
Ｆ
ｌ
尹
哩
■
Ｔ
ｒ
■

の掻関でばあり霞す泌， 垂里使命述戒めた遇にば，鴫

l･ることLヮ雄いよ

）のであり主す。こ

?ありま寸が、 この

，商度の自主性譲与
』
句
↑ こられておるのであり､当す。

1でありま寸が

！ことは．それだけ会風の皆概のi'r任を垂くず鳶,31ドと思う
9

1のであります。
I どうか皆椛にはその任猫の亜大な愚ことを趨識さ

|れ,本会縦の幾滴厳使命速成に格段の御尽力あらんこ
'とを切にお願いす為吹津であり散す。
I な満この鵬会に学術体制刷新の111｣随にMLて逃荷jli

l繍笹瞳織轍總鰡鮮雪駕
1題力:提起されて以来総司令郁径済科学局当励におかれ
Iてば､終始一徴温い同楕と理梛とをw雑れず､特に再

|蕊灘鯛蛎駕臓駕鵬
iと御支援とをここに政府を代我識L,まして厚く抑礼申
｝ し上げる次第であり堂す。

｜ 臓後に，私ば学術体制刷新蚕貝会が砿隠されてから

l今日に至る主で本会賊のｶﾘ澱に多大の伽尽力をいただ

iいた引睡委員蛙を．初め学術体制刷新委貝会関係各位に！

'御労苦に衷心敬憩と感謝を表すると共に, EI本学術会
職の洋,史『たる前途を心から#11祝1,､申上げて，怠の祝辞
といたし.きす。

』
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本日, 日本学術会舗の発会式に当りまして,第,回｜
日本学術会'脳会員として当避の栄番を担われた皆様のI
前に，お祝の言轆を申し述べる.仙会を得ましたこと（
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藻
江
弘
一
君

文
部
省
大
学
周
長
富
麹
賞
一
翌

蕊
省
学
術
国
際
毒
菫

赫
任
委
員
会
専
開

賞内
閣
毘
参
難

句

里1
大
臣
官

獅
鵬
蹄
医
務
側
涯
．

溺
惑
衛
鱈

嵩
岡
完
治
霧

横
尾
和
子
君

日
本
学
術
会
蹟
会
久
保
亮
五
君

長
一
揺
大
学
教
授
永
原
慶
二
君

毎
込
日
Ｏ
ｂ
Ｏ
■
Ｐ
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｅ
■
■
■
■
？

本
日
の
会
議
に
付
し
た
築
件

Ｏ
参
考
人
の
出
席
要
談
に
関
す
る
倖

Ｏ
日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
扇
法
律
案
壼
鰯
開

提
出
）

Ｏ
学
技
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
．
法
律
案
〈
内
剰
提

出
、
衆
議
院
送
付
〉

○
医
学
及
び
歯
学
の
教
育
の
だ
め
の
献
体
に
関
す
る
浅
律

案
（
衆
議
院
提
出
）

○
騨
員
長
（
糧
内
俊
夫
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
文
教
委
員
会

を
開
会
い
た
し
ま
す
。

参
考
人
の
出
廠
要
求
に
関
す
る
件
随
つ
い
て
お
諮
り
魅

だ
し
ま
す
嘩

日
本
学
術
会
謡
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
審
舂

の
た
め
、
本
局
、
日
本
学
衡
会
議
会
長
久
保
亮
玉
君
及
諏

一
褐
大
学
教
授
永
原
良
二
君
を
参
考
人
と
し
て
出
臘
を
圭

あ
る
こ
と
に
御
異
議
む
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

曇
異
議
な
し
』
と
呼
議
者
あ
り
轡

Ｏ
委
員
長
（
塩
内
俊
夫
君
）

う
決
定
い
た
し
ま
す
。

御
異
議
葱
い
と
罷
め
起
き
上

Ｏ
霧
員
憂
（
堀
内
俊
夫
君
〉
関
本
学
蛎
会
護
法
の
一
諜
騒

改
正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
し
ゃ
質
疑
を
宿
い
ま
す
．

質
疑
の
あ
る
方
は
願
次
御
発
言
頭
い
ま
ず
．

Ｏ
釉
谷
照
美
君
す
で
に
四
月
の
二
十
八
問
診
そ
む
て
五

月
の
十
日
、
そ
し
て
き
ょ
う
が
十
二
日
で
、
三
回
目
の
審

議
に
入
っ
て
い
て
こ
う
い
う
質
問
を
ず
る
の
も
実
は
お
か

し
い
の
で
す
が
、
心
の
中
で
ど
う
も
釈
鱗
と
し
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
、
少
々
法
律
の
審
議
腱
つ
い
て
の
質
疑
を
い

た
し
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
法
稗
は
鍵
理
府
設
置
法
の
十
六
条
の
三
に

基
づ
く
日
本
学
術
会
議
注
の
一
篭
改
正
案
で
あ
り
ま
一
恥

し
た
が
っ
て
、
享
楽
で
あ
れ
ば
内
閣
委
員
会
で
審
議
を
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
。
私
ど
も
社
会
党
の
文
教
都
会
で
も
、
あ
る
い
は
参
溌

艤
の
中
で
も
、
文
教
な
の
か
内
閣
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
い
擬
ん
蔑
瞳
が
起
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

の
文
教
委
員
会
で
審
議
を
す
る
と
い
う
、
こ
の
法
律
的
な

斑
拠
と
い
う
も
の
は
一
体
ど
こ
腱
あ
る
②
で
し
ょ
う
。

ｕ
政
府
委
員
（
手
壌
康
夫
君
）
正
頑
家
し
ま
す
と
、
私
ど

も
の
方
も
当
初
朧
内
閣
委
員
会
と
実
膣
思
い
込
ん
で
お
り

謀
し
た
競
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
法
案
化
と
い
う
よ
う
な
動

き
も
ご
ざ
い
ま
し
て
国
会
⑳
方
に
御
相
該
腱
参
り
ま
し
鐸

ら
、
実
は
国
会
の
事
務
局
の
方
が
衆
議
院
規
則
、
参
謹
睦

規
則
を
参
照
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
は
ど
う
も
内
閣
鑑
厩

会
で
は
扱
え
葱
い
か
も
し
躯
惹
い
と
い
う
お
話
も
ど
ざ
恥

ま
し
て
、
私
ど
も
も
さ
ら
駆
群
ろ
識
ろ
御
検
露
腰
っ
だ
．
弱

げ
な
ん
で
す
が
諺
過
去
の
経
緯
を
見
ま
し
て
も
警
二
圭
一

年
腱
こ
の
会
践
法
が
で
き
ま
し
た
と
き
も
実
は
文
教
委
圖

会
で
衆
参
と
も
や
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
接

熊
二
回
ほ
ど
改
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。
と
熱
も
実
ば
文
教
惑

員
会
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
わ
轍
で
す
。

穂
腱
衆
議
院
規
則
の
拐
合
挺
臆
鯛
蕊
に
、
周
窓
学
謂
全

識
②
所
管
に
関
す
る
事
項
ば
文
教
委
員
会
で
扱
う
と
い
ら

ふ
う
腫
な
う
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
鶴
そ
う
い
っ
た
点
、

そ
れ
か
ら
過
去
の
点
も
考
え
て
、
こ
れ
蹴
文
数
委
員
会
で

や
ら
ざ
る
老
穏
な
い
ん
で
ば
な
い
か
と
い
う
事
務
方
の
意

見
も
ご
ざ
い
ま
し
た
し
、
こ
れ
は
最
終
的
に
は
国
会
の
問

題
で
ご
ざ
瓢
ま
し
て
、
国
会
の
方
で
文
教
委
員
会
と
い
う

御
判
断
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
ふ
う
に
魁
ど
も
考
え
て
お

り
ま
す
。

Ｃ
狛
谷
照
美
君
確
か
に
衆
議
院
で
は
笈
剣
躯
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
当
時
こ
の
法
律
を
審
議
す
る
の
ば
縫
理

隔
撒
海
長
官
の
も
と
で
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
条
件
腱
な

か
っ
た
か
ら
、
便
宜
的
江
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
こ

と
で
文
敦
委
員
会
で
や
っ
た
鯵
で
ば
な
い
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
判
断
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
が
国
の
学
術
体

増
学
指
行
政
と
い
う
も
の
に
大
き
な
影
響
を
与
え
患
重

展
な
践
案
で
あ
れ
ば
、
普
通
通
常
国
会
の
冒
頭
に
出
し
て

き
て
、
そ
し
て
国
民
や
濫
員
や
科
学
者
⑳
鯛
に
そ
の
寵
容

晃
つ
い
て
早
く
か
ら
函
ら
か
に
し
て
お
か
な
蹴
れ
ば
恵
ら

姪
い
問
題
だ
っ
た
と
い
う
ふ
う
腱
思
う
わ
げ
で
す
が
篭
そ

罪
が
突
如
と
し
て
と
い
う
よ
う
較
惑
じ
で
参
議
院
に
回
っ

Ｌ
き
て
熱
し
か
も
文
教
委
員
会
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

凝
や
っ
ぱ
り
納
得
の
い
か
な
い
も
の
が
あ
る
わ
げ
で
あ

ソ
ま
ず
○

そ
う
し
ま
す
と
、
も
し
こ
の
次
縫
こ
う
い
う
よ
う
な
法

裁
』

畷
十
八
鋼
参
議
院
文
教
委
員
会
会
議
録
第
八
号
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野型 随

も も
っ
と
り
っ
ぱ
な
、
椴
鍍
な
活
醗
が
で
き
患
よ
う
に
と
恥

う
配
慮
か
ら
こ
う
い
う
改
革
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
》

お
り
室
す
。

○
佐
藤
昭
夫
君
五
月
八
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
通
し
手

の
政
治
肘
舶
会
、
こ
こ
に
お
い
て
自
民
党
の
参
餓
院
国
鐙

硬
員
長
中
山
太
郎
鶏
が
大
変
麓
大
雄
発
言
を
し
て
い
る
。

彌
随
そ
の
要
点
を
再
び
、
縫
理
に
催
初
動
で
で
あ
り
含
募

鋤
で
こ
こ
で
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ
個

性
す
げ
れ
ど
も
、
鬮
立
大
学
の
学
長
の
類
で
学
術
会
賎
、

云
員
腱
な
っ
て
お
る
人
ば
一
人
も
い
な
い
と
。
こ
れ
は
遮

啄
当
要
員
会
で
も
公
式
に
学
術
会
蹴
の
事
務
局
に
た
だ
し

課
す
と
、
四
人
現
存
を
し
て
挿
ら
蝿
る
と
い
う
こ
と
砿
頃

、

と
ま
ら
ず
穆
碗
・
萄
覚
が

鋲
仁
と
に
看
過
で
き
な
い
雷

緯
務
長
周
に
も
こ
②
こ
上

の
り
ま
す
鰯
れ
ど
も
、
す
諦

雷
通
し
て
の
発
言
淀
つ
瀞
手

画
民
と
圃
会
の
前
に
明
ら
鎚

巳
を
求
め
て
き
て
い
る
も
鉤

建
も
ま
虻
自
民
堂
総
践
と
Ｌ

ご
り
断
彊
電
閣
胴
§
§
・
フ
泌

噂
鰯
建

健
出
し

て
冨
鎬

恩
顧
蕊

心
の
公

に
変
え

一
一
一
一
一
一

－6－

つ
く
っ
て
提
案
し
た
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
で
ご
垂

い
ま
す
か
。
御
所
見
を
お
伺
俄
し
だ
い
の
で
ご
ざ
い
念

す
。
○
因
跨
大
臣
（
中
密
接
康
弘
霜
〉

私
は
昔
、
科
学
技
術
岸

長
官
啓
二
度
ほ
ど
務
め
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
跨

り
学
問
的
評
樋
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
必
ず
し
も
投
票
ｒ

な
砂
表
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
む
Ｌ

ろ
学
捲
的
に
優
秀
な
人
は
そ
う
い
う
世
俗
的
な
投
票
を
壷

得
す
る
還
酌
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
は
無
関
心
な
方
々
雑

多
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
面
も
私
の
軽
験
で
は
多
少
ご
舞

い
ま
し
筵
ｃ

そ
う
い
う
面
で
、
今
回
選
出
制
度
壜
改
め
ま
し
て
学
老

陶
土
が
描
寓
す
る
、
そ
う
い
う
形
に
な
っ
た
こ
と
ば
、
あ

る
意
球
腱
お
い
て
質
を
高
め
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
、
そ
う

毒
え
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
法
案
の
妥
当
性
が
あ
る
と
恩

っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
崖
す
。
た
し
か
向
坊
君
が
落
週
し

龍
と
い
う
藷
を
筋
に
聞
い
て
、
東
大
総
長
室
で
が
落
遺
す

る
と
い
う
の
で
は
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
話
だ
な
と
当
時
毒
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
童
味
に
お
い
て
、
こ
の
法
案
は
一
つ
の
大
き

な
飾
進
を
示
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
完

グ

全
で
あ
馬
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
い
ま
田
沢
饗
貝
御

括
摘
の
よ
う
礎
非
常
に
科
学
技
構
の
分
野
が
人
間
の
倫

理
盤
と
後
触
す
る
毎
分
が
出
て
参
り
ま
し
て
、
遺
伝
子
の

組
み
か
え
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
人
掴
の
尊
厳
性
と
か

生
命
の
聞
題
に
も
触
れ
る
問
題
も
出
て
き
た
わ
け
で
あ
り

ま
ず
○
し
た
が
っ
て
学
術
会
蹴
に
お
か
此
て
も
、
こ
う
い

う
方
面
か
ら
人
聞
の
生
命
と
か
人
間
の
尊
厳
性
と
い
う
も

の
を
よ
く
深
く
考
究
さ
れ
て
、
こ
れ
を
い
か
に
扱
っ
錘
ら

い
い
か
。
学
稽
会
函
は
総
合
的
な
学
者
の
集
ま
り
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
、
自
然
科
学
も
社
会
科
学
も
あ
る
は
ず
で
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
一
番
適
し
た
と
こ
ろ
で
姓
あ

る
と
恩
う
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ほ
か
の
分
野
で
も
そ
う
い

う
こ
と
を
や
る
場
所
は
ず
い
ぶ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
学
播

盆
歯
あ
た
り
は
適
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
恩
酌
ま
す
。

い
ず
れ
湛
は
、
そ
う
い
う
人
間
の
尊
厳
と
か
生
命
の
扱

い
の
間
屈
と
い
う
も
の
は
人
類
共
通
の
課
圃
で
ご
ざ
い
ま

す
か
ら
、
一
国
だ
げ
で
や
れ
る
も
の
で
も
厳
し
、
や
る
ぺ

急
も
の
で
姓
な
い
。
国
瞭
条
約
を
も
っ
て
世
界
人
類
が
一

致
し
て
行
う
べ
き
性
絡
を
持
っ
て
お
る
、
い
ず
れ
条
約
迄

糠
結
す
べ
き
ほ
ど
の
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
一
更

う
意
味
に
お
い
て
、
学
術
会
圏
等
は
筐
う
い
う
分
野
に
や

い
て
大
い
に
貢
献
さ
れ
ん
こ
と
姪
期
待
し
て
お
る
も
の
秀

あ
り
ま
す
。

○
高
木
健
太
郎
君
私
も
以
前
二
期
簿
六
年
に
わ
に
り
金

し
て
学
術
会
蹟
の
会
員
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
閲
鑓
軸

告
あ
る
い
は
申
し
入
れ
等
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
皿

ま
す
が
、
こ
の
日
本
学
術
会
薗
が
で
き
ま
し
た
当
初
に
黄

き
ま
し
て
は
、
い
ま
で
衝
え
ば
り
っ
ぱ
な
方
が
た
く
冬
胃

お
い
で
梶
な
り
ま
し
て
、
そ
の
こ
ろ
懲
政
府
か
ら
の
縮
脚

も
非
常
に
多
か
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
歴

こ
十
年
ぐ
ら
い
と
思
い
ま
す
が
、
次
露
に
減
っ
て
ま
い
ｈ

ま
し
で
、
現
在
で
は
政
府
か
ら
箔
問
が
あ
る
と
い
う
の
撞

年
に
二
つ
ぐ
ら
い
し
か
な
い
の
で
は
葱
い
か
と
忠
う
わ
耐

で
す
。
学
術
会
賎
の
会
員
の
綱
成
挺
つ
き
ま
し
て
強
診
い
ろ
い

る
な
う
わ
さ
、
属
闘
も
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
か
ら

見
ま
す
と
い
う
と
非
爾
に
り
っ
ぱ
な
方
々
が
全
国
か
ら
そ

こ
に
祭
ま
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
現

在
、
い
塵
総
理
が
お
露
し
に
な
り
ま
し
だ
よ
う
な
非
轍
に

学
顧
的
な
、
あ
る
い
は
国
魔
的
な
問
題
の
多
い
中
で
は
、

学
術
会
竃
に
踏
閥
を
さ
れ
て
、
そ
の
意
見
菱
聞
け
ば
非
常

に
私
臆
参
考
に
猛
る
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
近
来
そ
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
た
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
か
な
り
の
苦
し
い
財
政
の
中
で
政
府

は
予
葬
ぞ
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
し
篭
ま
た
学
者
も
一
方
で

は
自
分
の
仕
事
が
あ
息
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
篭
場
に
業
ま

っ
て
熱
心
な
肘
鏑
唇
総
け
て
い
る
、
そ
れ
が
何
ら
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日本学術会樋は､わが国の人文･社会科学､自然科学全分野の科学者の愈見をまとめ、国内外に対して発信する日本の代表機関で
す。

総旦瞭獅黛篇

二目-千I凡

http://Www.scj.go.jp/ja/infb/index.html

検蜜 …
廃悶府共通検索

…罵寧見 夢ｻｲﾄ議涛 矛駒唖

日本学術会藤トップページ＞提首･報告等

提首･報告等 提首・報告等

日本学術会議は発足以来､政府に対する多くの勧告･答申及び科学技術に閨する意見の発表など
ます。一 を行い､成果を上げてぃ

孔期で探す 答申 回答

｢回答｣とは､関係機関から審溌依頼(政府からの問い
かけを除く｡)事項に対する回答です。

園回答の一覧を表示する

●】且上陸醗計 ｢答申｣とは､専門科学者の検討を要する事柄について
の政府からの問いかけに対する回答です。

囹答庫の一驚を髪示する

示弓

答 覗 山
丑

画

含 鍋

‘ 勧告訓 暑
要望

一一

要望 ｢勧告｣とは､科学的な事柄について､政府に対して実現
を強く勧めるものです。

｢要望｣とは､科学的な事柄について､政府及び関係機
関等に実現を望む意思表示をするものです。

． ②要篝鮮一驚を蓑示す.そ，

『ー

＝ HH K

巴勧告の一覧を馨示する
一

権 Ⅱ

一
一
一
国
一

声明 提言
全

察＝唖ロロ

｢声明｣とは､科学的な事柄について､その目的を遂行す
るために特に必要と考える事項について､意思等を発表
するものです。

⑨芦砺の一覧を塞示する

｢提言｣とは､科学的な事柄について､部､萎員会又は分
科会が実現を望む意見等を発表するものです。 ．

酉凸 =-』と

一
室 ⑨提言の一鷲を表示する

報告

｢報告｣とは､科学的な事柄について､部､委員会又は分
科会が行った審鮭の結果を発表するものです。

圃舞告①一驚を蕊孟すこ．

溌竺旦謹は､平成20年5月2日より｢提言｣及び｢報告｣に替わりました。

会長談酷

｢会長談話｣とは､緊急な諜題等について、日本学術会
蔭会長から発する談諾です。

（
今

溌平成21年7月1日以前の会長コメントは､｢会長殴話｣に含まれていま
す。

共同声明 幹事会声明

｢共同声明｣とは､G8サミット各国及び関係国のアカデ
ミーと共同でとりまとめた､サミット参加国指導者に対す
る提言です。

幹事会縁 の一 示

令
司 F

今
h －

※P｡"ｱｲﾙを雲示させるには､"ob｡…泌雲です｡お持ちでない方I……鰻でダｳﾝ…書議す｡鰯逢唾
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I
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日本学術会藤は､わが国の人文･社会科学､自然科学全分野の科学者の意見をまとめ､国内外に対して発信する日本の代表機関で
す。

鰯旦篭纐禽篇

…桧癒

内閣府共通検索

§…見; >"ff錘謬 )E"

抄聾慧・顛酋琴ソ．．-段公開イベント 矛愛員会の活勧か地区会準麺夢閣腺活動＞会同・

旦杢堂術会膿トッブページ＞遅冨･報告篭＞答申

提言。報告等【答申】

※ファイルはすべてPDF形式です。
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言｡報告等【勧告】 ｜ 日本学術会議 http://www.scj.go・jp/ja/infb/kohyo/division-3・html

日本学術会撮は､わが国の人文･社会科学､自然科学全分野の科学者の意見をまとめ、国内外に対して発信する日本の代褒櫓関で
す。 横療 …

内閣府共通検索
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※ファイルはすべてPDF形式です。
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科学研寅の推進についで
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言･報告等【要望】 ｜ 日本学術会議 http://www・scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-1.html

日本学術会漣は､わが国の人文･社会科学､自然科学全分野の科学者の危見をまとめ､国内外に対して発信する日本の代表機関で
す。 桟索 …

内閣府共通検索

§…塾”ｲﾄ識y 》…轆凰憲壼鱒禽篇
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日本学術会腰ﾄｯプぺージ ＞塞言｡報告等＞要望

望】

#式です。

提言。報告等【要望】

※ファイルはすべてPDF形式です。
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日本学術会膿は､わが国の人文'社会科学､自然科学全分野の科学者の遠見をまとめ、国内外に対して発信する日本の代表機関で
す。
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提言・報告等【声明】
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生活の質を大切にする大都市政策へのパラダイム転換について(声明）
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データベースに関して提案されている独自の権利(suigenerisright)についての見解 第136回総会
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第135回総会21世紀における人文･社会科学の役割とその重要性一｢科学技術｣の新しいとらえ方、
そして新しい社会･文化システムを目指して－
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社会的つながりが弱い人への支援のあり方につ
いて－社会福祉学の視点から－
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基礎生物学委員会･統合生物学委員会･農学委
員会･基礎医学委員会合同遺伝資源分科会、
農学委員会｡食料科学委員会合同農学分野に
おける名古屋膳定書関連検討分科会
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2017-9-29 薩的宝里〃リテイの権利保障をめざして一婚姻且教 法学委員会社会と教育におけるLGBTIの権利 第251回幹事会
保障分科会青労働を中心に一 保障分科会
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の体系と戦略的実践一

ポイント
－

●｡●g●“…Q■白白今韓●“”…““●●“ー｡“~甲●令一■ー－0~｡ー■“壷的･の●｡－｡“Q~●0G曲｡●ー~一曲●、｡●●GG呼声一堂一一●｡■●●庁＝函令一｡…●
－－●ー●｡○、一一・一命一一●●~｡“一一e●…－0ー~●甲…“…“－－｡●守一

2017-9-28

■｡●bQ~ｰ鐸画一…“ー①的●…●◆“G●､軸“●辱●■ぬや菌一一釦a●●も●●“ー＝ｰ●◆●e韓垂ーp◆巳●■･■e鈴一一beeC●GeO●~“…“~~●函函●■も､●“…今O●“一m今●■･の●①●●●■●｡G●時●epD●◆DC●Q~勺●”ーーQ◆ぬ毎面◆ーー■e■d“~－－←“ー一

臨床医学委員会･健康･生活科学委員会合同生第251回幹事会
活習慣病対策分科会

働く世代の生活習慣嬬予院－健診盧保健権零の

今後の展罵と若年鶏からの対策の重要性＝
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2017-9-21 新たな權義化時代の人文学的アジア研究に向け 言語･文学委員会･哲学委員会画史学委員会｡地第247回幹事会
域研究委員会合同アジア研究･対アジア関係に
関する分科会

て三一対外発信の促進と祷続可能な研蜜者養成一

〈 垂堂上 関する分科会
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2017-9-20 生きる力の更なる充実を目指した家庭科教育へ 健康･生活科学委員会家政学分科会 第250回幹事会
；， －竜二成の立場か侯一
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基礎生物学委員会画統合生物学委員会合同生
物物理学分科会

2017-9-20 生壷謹学の発震勧員達す程次世代蒜台バィォーィ 第250回幹事会
メージング蓉学の研究稚推
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2017-9-19 社会寵査をめぐる鐙蕊変化と盾霊篭洪に向けて 社会学委員会社会統計調査アーカイヴ分科会 第248回幹事会
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2017-9-13 心雲学裁菅の為畠べき姿と公琶心瑳師養成一 心理学･教育学委員会心理学教育プログラム検第250回幹事会
討分科会､健康･医療と心選学分科会

受けて＝
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2017-9-13 騒合社会腱研究め蔵生と展罵 心理学･教育学委員会脳と意識分科会 第249回幹事会
幽望上

2017-9-13 膳溺学におけそ匡際進援体認の穰葵一厘際脳 基礎医学委員会神経科学分科会､形態･細胞
生物医科学分科会､機能医科学分科会､臨床
医学委員会脳とこころ分科会

第248回幹事会
科学フ属ンテイア計蔭と厘際脳私学ステーシ三ン
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子力発電の将来検討分科会力福島第一原子力発電所事故から何をくみ取る

か
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第250回幹事会
2017-9-6 薑、謀澄 琴 lの罐1Eヂ

ポイント
－
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基礎医学委員会･総合工学委員会合同放射線。 第249回幹事会
2017-9-6 大学等における非密封放射性同位元素便員

詮の拠点化について 放射能の利用に伴う課題検討分科会
雌と

■｡ー~○・●●■■ｰ●･qe●｡●●◆一一一一｡ｰ勺a●函←‐やｰ~←●■●●●。｡●●●ー■●‐ｰ●■●p●｡“－－申｡●◆●●●●◆q白egC－の~●･●p●■DC■■Q守守字音弓舎宕一舎二字一一- －記=－ ﾆ ｰｰ ら?_マーーニ- 寺-ニー心 合一 5－

2017-9-1 大鏡穫風水害適応策の新たな展溌 土木工学･建築学委員会地球環境の変化に伴第248回幹事会
う風水害･土砂災害への対応分科会
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2017~8-31 碗的な文化財保護のために－特に渥蔵文化駒 史学委員会文化財の保護と活用に関する分科
会

第248回幹事会■ニ
における喫緊の諜顕一 会

一ママ ーーー ロ ▼ ←●＝q■■ロ マーー丁0手，

ポイント
ー
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2017-8-30
0Jノuン アのム大と 量､を麦 総合工学委員会･機械工学委員会合同フロン 第249回幹事会

ティア人工物分科会設計科学の充実 ティア人工物分科会
ポイント
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2017-8-24
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環境学委員会.土木工学･建築学委員会合同低第249回幹事会
筋
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炭素｡健康社会の実現への道筋と生活様式画消
幽≧と 費者行動分科会
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土木工学･建築学委員会大地震に対する大都 第249回幹事会
z瞳≧と 市の防災･減災分科会

ーー一一一“q◆◆｡●…＝｡ー◆●●口毎■eー●◆ｰ●‐ー◆争一そ…

2017-8-23 大震災の篭きない都市を目指して
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2017-8-22
参

､ ママU d守守弓寺●や.~Q4 D.●●萢一●e●令一己幸P巳●q‐や●●●ｩの◆●

第248回幹事会

ー

学術研究推進のための研究資金制度のあり方
に関する検討委員会ずも 一制屋のあり方に僕

ポイント
ー

ご
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第247回幹事会
2017-8-22 、壱

言語･文学委員会科学と日本語分科会
そのための衰鏡整緯

(／ 71釘ント
ー
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第248回幹事会
2017-8-17

食料科学委員会･水産学分科会やロI フフ、＝のあり天

勉と
摩 →

2017-8-17
材料工学委員会材料工学将来展開分科会 第247回幹事会凸の、篭と届

皇

埜と

2017-8-8 室蜂、 ,と言統眉 地球惑星科学委員会地球.人間圏分科会 第247回幹事会刀j芽典に頂

灘と

2017-8-8

地域研究委員会･地球惑星科学委員会合同地第247回幹事会
理教育分科会ポイント
ー

2017-8-8
総合エ学委員会･機械工学委員会合同計算科
学シミュレーションと工学設計分科会
口 『 ﾛ由Pb ■ ● 申.｡■ヮ●●･の ｡ ¥▽. ｡■■●の◆●o｡■ﾛ ,.D･色① グ 'Te合 ｡､ ゆ●●由申吟-●F9 凸 4①Fg●◆｡ ･ 今･~●各■●c b ･ p -a● - ■▼｡ 七 ・句､ 1 ｡ ①p p6 poQ , p 申 ,

臨床医学委員会放射線･臨床検査分科会

第247回幹事会
ボイント
ー

2017-8-3

第248回幹事会
ポイント
ー

ｆ
、
誕

一

2017-7-28
臨床医学委員会脳とこころ分科会 第247回幹事会

幽
唾■ら ①ｰ●■p幸 ■の 寺q ■｡●

2017-7-20

ー
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史学委員会博物館･美術館等の組織運営に関
する分科会

罫己の醇栩露屡美術露のあるべき姿一博物罷 第243回幹事会
遥の改正へ向けて

趣と
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地球惑星科学委員会地球･惑星圏分科会
2017-7-14 菱が国の地球衛星観測のあり方についで

第247回幹事会
塗と

~■q壷争､己■■e●●● 申●~■● ◆｡ ◆●◆, ｡｡●ー-

2017-7-11
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健康･生活科学委員会健康･スポーツ科学分科第245回幹事会
会

遡≧上
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社会学委員会社会変動と若者問題分科会
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第247回幹事会
若者支援政策の拡充に向けて

ポイント
も
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学術振興の観点から国立大学の教育研究と国 第247回幹事会
による支援のあり方を考える検討委員会

2017-6-27

2017-6-27

総合工学委員会･機械工学委員会合同工学シ 第246回幹事会
ステムに閏する安全･安心｡ﾘｽｸ検討分科会
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2017-6-1
第一部人文･社会科学の役割とその振興に関第242回幹事会
する分科会らの提言一

鯉に
ロWar［

DevelopmentofAcademicResearchintheArts

andSciences:Propcsais什omtheHUmanities

andSociaiSciences
■割一●ー句哺ｰ■●ｰ●●ー6－ー●●◆巳巳｡

2017-5-23
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心理学｡教育学委員会･臨床医学委員会｡健康・ 第235回幹事会
雪コミュニティの震籠と提言一 生活科学委員会･環境学委員会･土木ｴ学･建

超≧と 築学委員会合同子どもの成育環境分科会
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2017－4－．3
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地域研究委員会国際地域開発研究分科会 第241回幹事会日奉型の産業化支援戦鴎
ポイント
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丞堂上 会

ﾛﾛ….…． .｡'ー..｡…..｡………｡､.･･“～~｡､0．…･･ ･.…･･..｡‐…...….｡｡……･･…'.｡p….…酌･････00…･･-0...･。…･"--…････････0..0,..｡･0･。…｡…･･･-"-．…･･…00･･･…････････････････一･･･････････…････,･時｡。G･･･…｡｡,｡｡;,｡"･･･････……･･…･･･…･･･｡･･｡････…

－15－

14
2018/10/102:09

I



言舌･鞭官等l捉言j l 目本字術会議
http://www・scj.go.jp/ja/inib/kohyo/division-15.html
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会IRDR分科会
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宣言。辛反盲寺l報告」 ｜ 同本字術会議
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-16.html

日本学術会議は､わが国の人文･社会科学-自然科学全分野の科学者の量見をまとめ､国内外に対して発信する日本の代表機関で
す。 , 捜謝 昼…

内閣府共通検索

，…毎. >ｻｲﾄ趣ブ >坤繊総員鷲凝舗

…遊金歴埋ブぺｰ芝＞提言｡報告等＞報告

提言。報告等【報告】

※ファイルはすべてPDF形式です。
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年月日

2018/2/27
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決定(公表） 名 称
年月日

表出の主体 膳決された会醗

2017/9/30 大学饗禧⑱分･野別鷺'媒罷め

医学分野
基礎医学委員会･臨床医学委員会･健康生活科学
委員会合同医学分野の参照基準検討分科会

第9回大学教育の

分野別質保証委員
会

ポイント

2017/9/29 】た&L|唾嘩置隣湛鰐威上鮮證廉 健康･生活科学委員会看謹学分科会 第9回大学教育の

分野別質保証委員
会

碁準零儲学今野

ポイント

2017/9/29 太掌蓉震の分野別質得謡Z}た""彰種櫻潅喬成上α,尋應
基準機学分扇

歯学委員会･歯学教育分科会 第9回大学教育の

分野別質保鉦委員
会

ポイント

2017/9/29 猿q嬬寅と医綻偉制 臨床医学委員会循環器内分泌･代謝分科会 第253回幹事会
ポイント

2017/9/29 塾
薬学委員会医療系薬学分科会 第251回幹事会

ｵ均.ン卜

（ 2017/9/29 プローバ蝿墜ﾕ逆通産j"里た堂煙.ﾉ､皇塞蔵一大学』参＞クタ
≧堂_とネットワーク露威と若考の差謙一

日本学術会膳政治学委員会比較政治分科会 第251回幹事会

ポイント

2017/9/29
原子力発電所事故に伴う健康影響評価と国民の健
康管理並びに医療のあり方検討分科会

第6回東日本大屡

災復興支援委員会
ポイント

2017/9/29
農学委員会林学分科会 第253回幹事会

ポイント

2017/9/29
電気電子工学委員会 第252回幹事会

坐
小
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学分科会

2017/9/28

ポイント
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宝について

ポイント
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日．午Ⅸ盲寺l1｣41-S-｣ l d'牛唱子1/|W云同蕊
http://www.scj.go.jp/ja/infb/kohyo/division-8.html

日本学術会臓は､わが国の人文･社会科学､自然科学全分野の科学者の意見をまとめ､国内外に対して発信する日本の代表機関で
す。 鋳議 …

内閣府共通検索

鷺…鐸掩 ＞ｻｲﾄ輔訂 矛E…鰯旦鷲鯨倉篇

旦杢堂逓会膳トッブページ＞提言･報告蔓＞回答

提言。報告等【回答】

※ファイルはすべてPDF形式です。
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決定(公表）
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第1回科学研究にお

ける健全性の向上

に閨する検討委員
会

日本学術会謎

／
、 2013－9－30 酋謎趣準

琶厘匿
i際リニアコライダー計画に (回答） 日本学術会繕 第178回幹事会

ｇ
ｒ
』

小
一一

跡汀し、」
一

2012－12－26

日本学術会服 第167回幹事会

2012-09-11

日本学術会膳 第159回幹事会

■
可
Ⅱ
Ⅱ

’
９
小
０

】
１１０

－
２

日本学術会瞳 第133回幹事会

2010-08-17

日本学術会議 第100回幹事会

1999～2008

決定年月日 PDF

■ 口｡ 凸吟 ■■ｻー ■■ q■

2008-04-16潅里這謹
画團豊
憧対外灘告

d bq■『■ ■ D ■P ■ q■0■ hq ■4判師FD副■■■D■｡■q“▲サーヨ▲ 』制f←可TD
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名 称
表出の主体 雄決された会賎

日本学術会議会長 第56回幹事会（ ｌ
■
』

日本学術会溌 第16回幹事会
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s－4 日本学術会議改革要綱

1982年1 月
。０
会日本学 術 議

『

i 改革の基本的前提

（1） 独特な性格の国の機関であること

②政府から独立して職務を行う機関であること

（3） 日本の科学者の内外に対する代表機関であるとと

〈4） 公選制を基盤とし重層構造性を備えていること

輯）組織・運営上総合性を有すること′

（6）実質上、科学者の自主的組織として機能していること
（

I 改革の重点

職務の明確化

会員のあ診方

会員逮出制度

部制、専門別制

内部諸機関の組織・運営

研究迩絡委員会

国際学術交流

予算・事務局 ′

科学者との結びつきの強化

他の学術関係機関等との関係

1．

2．

3．

4

5．

6，
／
§

7．

8．

9．

1C.
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.I 改革の基本的前提

日本学術会議は有権者たる科学者に笙堕選挙された会員によって組織された

（日本学術会議法第7条、第1 7条〉「日本の科学者の内外に対する代表機関

として」、 『科学の向上発達を図蛮、行政、産業及び国民生活に科学を反映浸

透させる」（同、第2条）という目的のために「(1)科学に関する重要事項を審

議し、その実現を図ること､（2）科学に関する研究の連絡を図歩、その能率を向

上させること」〈同、第3条）という職務を政府から独立して行う国の機関で

あるo

日本学術会議の組織、運営の改革淀際しては、これらの法に伽る規定並びに

それに基づく創設以来の活動の歴史のなかで打ち出されたその基本的性格、特

色、存在理由が改めて確認されなければ友らない。すなわち、 この基本的性格

と特色を貫徹発揮し、 目的、職務を遺憾を．〈遂行するためには、いかなる組

織、運営上の欠陥があるかを究明し、是正の方向を打ち出さ表ければなら左ぃ。

これは改革②基本的前提であ歩､‐角を矯始て牛を殺す生うな無思慮な態度は厳

に戒めるべきである。

改革の基本的前提となるぺ室本会議の基本的性格、特色、存在理由は以下の

6点に要約すみことがで鬘る･

(1) 独特表性格の国の機関であるとと。

②政府から独立して職務を行う国の機関で参患こと。

鯰） 日本の科学者の内外に対する代表機関であること。

饗） 公選制を基盤とし重層構造性を備えていること。

(5) 組織。運営上総合性･を有していること。

(句実質上、科学者の自主的組職として機能して掘ること。

これらは相互に関連し合って一体を左し、本会議の基本的性格、特色、存在

理由をつく夢出しているものである。

（

《
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０
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〔説明〕

(1) 〔独特な性格の国の機関であること〕

， 本会議は法律に基づいて設置されている国の機関であって、内閣総理大臣

の所轄のもとに置かれ、その経費は国庫によ歩負担されていたから、 しかも

政府の指導監督を受けることなく独立してその職務を行うという独特な性格

の国の機関であるとの基本的性格は堅持さるぺきである。

次に本会議が国の機関でなければならないとするとき、 しばしば提起され

るのは現存する他の科学技術関係機関との職務の重複論である。

なる臆ど現存の科学技術関係機関と本会議とは設置法の法文に関する限虫、

その職務が競合関係にあるエラに読める点が少なくたい。しかし、その職務

を遂行する主体、 また職務遂行上の立場や視点は質的に異っている。すなわ

ち、本会議は将来の科学・技術行政について先見的・長期的視野に立ち、行

政に密着することなく、大局的見地から提言を行い、 また広く科学者、学・

協会等の意見を直接反映し得る機関である。したがって聯人類社会の福祉と

わが国の発展を目標とする、科学・技術の進歩のた妙に、現存の諸機関と相

互補完的に国挺とって不可欠な職務を行うものである。

現代社会における科学・技術の役割、影響力の巨大化、国の科学・技術行

政の重要性の増大の中で、科学・技術政策に対して科学者、技術者の意見を

反映させる必要は不可欠になってきている｡.これに対し、本会議は前述の職

務を達成するために、政府に対し勧告・答申し、行政への反映、彦透を期待

するのであるo

国の重要なる科学・技術政策に現存諸機関と相互補完的に提言するために

は、本会議は行政に対する独立性を有する国の機関でなければなら象恥。

ｒ
ｔ

《

(2) 〔政府から独立して職務を行う機関であること〕

本会議は国の機関であ少ながら、政府の指揮、監督を受けることなく独立

して所与の目的、職務を遂行することを基本的特色としている。この点も他

の科学技術行政組織（審議機関を含む）と異なるところであるが、 この特色

－42－
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職務を行う本会議の主うな特殊な機関を創設し維持してきた日本は、 きわ妙

て先見的であったといえよう。また、国家行政組織の枠組みの中に、本会議

のような独特な国の機関を有することは、国の科学・技術行政の健全性を保

障するうえで諸外国にはるかに勝る特色である。政府がとの特色を活用し、

他方本会議もその責務を果たすことこそ真の国益に寄与するゆえんである。

ただし、 この独立性は、以上に記した･まう家根源から発するものであって、

法の規定があるからといって、 これに安住するなどどいう態度はとってはな

らない。職務の遂行が「科学者の総意」.を体して行われてはじ蛤て、それは科

学者から支持されることに左少、政府も国民もこれを尊重するという結果に

左るはずである。 「独立性」はとの墓うにして貫徹されるものと理解すべき

’

（
め

である。

〔日本の科学者の内外に対する代表機関であること〕

本会議はまた、 日本の科学者の内外に対する唯一の国の機関であることを

特色としている。むろん噛他の行政省庁の審議会等にも多数の有能な科学者

が参加してお少、 また、栄誉機関であ患日本学士院の会員はすべて傑出した

科学者である。しかし、 これらの科学者はモの学識、能力、業績等によ幻個

人の資格において委員や会員になっているのであって、 日本の科学者を組織

的に代表している訳ではない。

これに反して、本会議は日本の科学者を内外に対して代表しうる組織であ

診、そのような組織として科学に関する重要事項を審議し、勧告等を行い、

また、国際、国内の研究連絡に当たるという職務を自主的に遂行しているの

である。例えば、本会議は現在43の国際学術団体に分担金を支払って加盟

しているが、 これは日本の科学者の代表機関という資格においてである。

もしも本会議がなくなれば、 日本の科学者はその代表機関を失うことに左

多、その結果、科学の発達を図蛍行政、産業、国民生活に科学を反映させる

ための公的なルーI､を左くし、 また、国際的な科学者社会における地位を低

下させ島ととになろう。これは、科学者にとってはもちろん､ ・国の科学・技

(3)

8
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術行政の立場からも重大なマイナスである。科学者の代表機関としての本会

議の存在理由は堅持されねばならない。
オ

I

卿 〔公選制を埜盤とし重層構造性を備えていること〕

本会議の会員は他の省庁の審議会等の委員などと遮って、政府から任命さ

れるのではなく、一定の資格を認められて登録された科学者（有権者)の直

接投票に謀って選出されている。この会員の公選制は本会議を「日本の科学

者の内外に対する代表機関」たらしめる最大の特色であ典、非任命制は独立
性の制度的保障であるc

だが、科学の各専門分野がますます細分化し、 また、学際化も進む中で、

本会議が日本の科学者の内外に対する代表機関として、科学者の総意の下に

審議や研究連絡等の職務を遂行するためには、公選されたわずか210名の
／ ・

会員だげでは不十分である◎との欠陥を補っている最重要な内部組織が研究

連絡委員会（「研連」）と恥壷独特な組織である。現在予算上認められてい

る59の「研連」には、人文、社会、 自然各分野の約1，200名の第一線の

科学者が関係学・協会からの推燕、選出等に基づいて委員として委嘱されて

加わ少活動して恥る｡

この綴弥、各分野の学・協会との緊密竃連携、協力を保持するための『登

録学・協会」制度（現在約45”が設けられ運用されている。これらの

「研速」は国際、国内の研究連絡、関係分野の研究、将来計画の策定を任務

とし、総会への提案権も保障され、本会議が加盟する各国際学術団体に対応

するナツョナル・コミッティーとして機能している。

言い換えれば、本会議は210名の会員の侭か多数の「研連」委員によっ

て重層的に織成され、運営されているのであ患．本会議の重層構造性という
特色である。

この聖うに、公選制と重層構造性とはあいまって、各分野の科学者の英知

を最も民主的に、公Xに、かつ組織的艇結集し集約するための制度的特色を
生み出している。
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(5) 〔組織・運営上総合性を有すること〕

本会議の構成は人文、社会、 自然諸科学の全分野にまたがるという総合性

をもってお診、 との総合性は諸外国のアカデミー、 カウンシル等にもほとん

ど類例を見ない本会議のユニークな特色である。

，科学の向上発達を図少、科学を行政、産業、国民生活に反映浸透させると

いう目的に即しつつ審議を行うに当たって、本会議は， この総合性に主幻、

①人文、社会、 富然の全領域に童たがる視野に立ち、諸科学の調和ある発展

という見地から、総合的なアプローチをすることができ、②蚕た、他の省庁

及びそれらの審議会等が行政目的や管掌範囲に制約されるのに反して、本会

議は自由を立場から総合的に科学・技術政策虻ついて審議し、批判や提言な

どをすることができる･

篭

(6) 〔実質上、科学者の自主的組織として機能していること〕

本会議拭制度上は国の機関で参蛍ながら、その実態は、人文、社会、 自然

諸科学各分野の国際、国内学術団体（学・協会）と結びついた科学者の自主

的組織（いわば非政府機関）として機能する'ことを最大の特色としている。

このような組織は、 日本の他の科学技術行政組織にはもちろん、諸外国に

もほとんど類例がない。以上は本会議の存在理由の最大のものであって、 し

たがって国際、国内の科学者組織、 また、広汎な各分野の科学者との結びつ

きが無くなったり、弱まった蛍すれば、本会議の存在の意義は失われ、 ある

いは減殺され主う･
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I 改革の重点

1． 職務の明確化

本会議の目的‘職務（法第2条‘第3条）は基本的に堅持する。しかしな

がら、審議、研究連絡の両職務をあらためて以下のように明確化する。
（1） 審議活動

審議活動をあらためて以下のように明確化する。

⑦科学の発達に資する本分に立ち、同時に科学の社会に及ぼす影響につ

いて深く配慮しつつ、科学的見地に立って審議する。

①先見的、総合的、長期的視野に立って将来の科学・技術政策について
提言を行うO ,

、『縦割少行政」に陥少がちな科学・技術行政に対して大局的見地から
の提言を行う。

、学・協会、科学者等の意見を集約、反映できる主うな運営をするとと

もに、必要に応じ学・協会、科学者等に対して提言‘見解等を示し、理
解と協力を求める。

(2)研究連絡活動

研究連絡活動の基盤である研究連絡委員会については、別項6のごとく‘

その地位の確立､組織・運営の拡充強化を図るo

国際的な研究連絡活動については‘政府諸機関が実施している業務との

重複。競合を避け‘本会議独自の役割を充実､強化するため、別項7のご

とく、その任務等について改革する｡

で

〈

Z会員のあり方

（1） 望ましい会員像

会員は①科学者の代表機関の儲成員であるとともに、②その職務上、個

別専門分野のみならず諸科学全体の発達を図堕、 また行政翁産業、国民生

活に科学を反映浸透させる目的のため、科学者の総意の下に、審議と研究

患
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1

連絡に当る責任を有する。

したがって、会員は以下の諸点を具えることが望ましい。 ，

⑦その専門分野で国内的・国際的にすぐれた業績を有するもの

④自己の専門分晦のみでを．〈他の分野の科学にも関心をもち理解に努め、

科学の全般的発展のために総合的視野に立って、科学政策を審議しうる

能力、見識葱もち‘責任を果す意欲を有するもの。

②科学者、 とくに有権者と結びついてその意向や要望を汲みあげ、 これ

を本会議の諸活動に反映させるよう努力するもの。

、科学者としての良心と本会議創設の精神､ 日本学術会議法＆科学者恋

章艇基づいて適正な活動を行うもの。

会員選挙に際してはこの「望ましい会員像」が有権者に広報され、適

切な会員が選出されるごとを期待する。 ノ

(2) 会員の待遇の保障

会員の活動の活発化のため艇必要な保障をする。

《

3． 会員選出制度 ‘

1 会員の選出制度は有権者の直接選挙によることを原則とする。ただし、

定数のおエそ三分の一につ恥て、 コオブション(co-opL_ign)制を刀"kLf

た推薦制を採用す島｡
＝

《 〔註〕 ここでコオフ，ション湖とは当選会員が他の会員を選挙に憩って選出

する制殴のことをいう。

〔説鯛〕

（1） 「試案」でうたっている直接選挙制の原則をあらためて確認する。そ

の理由は次のとおりである。

⑦代表の選出の仕方として選挙制が最も望ましい制度であることは、

民主主義の原則であるo

④科学者の代表としてだれがふさわしいかを判断しうゐのはもと主，

科学者自体であり、個々の科学者の判断は選挙に主る以外測定しえな

1
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いo

②科学者の多数の支持がなければ代表の機能駐果たしえをいが‘ 多数

の支持があみか否かも選挙による以外測定しえまい。

④代表が選挙によって選ばれるということが国の他の審議機関に見ら

れない本会議のみが持つ重要な特質であり‘ この原則が守られなけれ

ば本会議の存在理由もまたありえない。また選挙制は本会議の独立制

を保障する制凌としても重要である。

⑳科学者との直接的むすびつき、科学者の関心の度合いという点から

みても直接選挙制は競適な方法である。

②創設以来30数年にわたって日本の科学者は代表を自らの手で選出

する権利を有してきたのであるから、 この長年にわたる権利を有権者

たる科学者の意見を聞くこと履く、一方的に奮うことは問題である。

以上の理由により＆直接選挙制の原則は、 これを堅持する。

(2) しかしながら会員定数のすべてをこの原則のみに脱って選出すること

にも問題があるので一部については他の選出制凌を併用することが妥当

である。その理由は次のとおりである。

⑦選挙制は、 多数の科学者の支持を測定する制凌であるが、他面‘少

塗宣_堕見が反映さ延ないことも‘ この制度に必然的なことである。

Ｊ
１
、

科学の世界では、科学者の数が少なくても‘重要な分野があり＄ これ=ご■－F 包一申■ えZ一＝畠ヱーーーヂヨ ｡ 一 . ＝ニーーローニ －－℃一■司一F－L h－r一一一●画■一一臣一一 一一 一一 ■一 一一T 一 =←一一一幸＝三一年全し ◇一一一一

ら少数者p分野の意見が反映されな畷ときには、科学の諸分野の調和
0

臺口
（

ある発展をめざす本会議の活動に支障を来すおそれもある。少数者分
■ ママー 子下寺生 一■－屯､L学宅一・今 ■ 4 ． －ローーニ巴■一一 一二一,J弓、 b 二 弓 P， －= L , ｡▽画一一一

野の保障と{ハう課題は専門別制の工夫によってある程度達成されるが

（専門別の項目参照）たえず発展し、新しい領域が出現する科学の世

界においては、それだけではなお不十分であり＄選挙制度以外の選出

制度を工夫する余地がある。

④どのような部制・専門別制をとるにしても、現代の科学艇おいて重

夕

E 一一－

へ

要左複合領域・学際領域の代表を選挙制度だけで保障するのは困難で
一一

ある。 （この種の代表を選出する仕組みとして選挙を前提とし部・専一

－49－
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｡

門にかかわらない一般票を設ける案、研連を活用する案等も検討した

が、技術的に困難である）。

、国内外の学術団体との対応は本会議の重要な仕事であるが、重要な

学術団体の役員等で選挙制度によって力ペーしえない科学者に会員に

‘ なってもらう必要のあるものに道をあけることが望・ましい。特に国際

学術団体の役員は当該団体において自主的に決定される場合があるの

で， これとの調整をはかる必要も生じうる。

②選挙制度は立践捕制〈推蔦候補制を含む）を前提とするが、会員で

塾_皇_竺延皇§L童迄…がま三重立侯補するとば限らないの
－L←e令一一一・一～ーﾛもﾛrー壱一一=ゴーーF 一一p－F－ 1司一云一～レー ニーママ b= ﾛ で、 この点

を是正する必要がある。また地域的片寄りの是正をもあわせて配慮する｡

(3) 選挙以外の選挙制度に当てる会員の定数は、 ．およそ三分の一とするの

が妥当である。その理由は次のとおりである。

⑦これらの新しい選出制度の採用は、選挙制度を否定したり、 あるい

はそれに代わるべきものではたく、選挙制度を前提とし、それによっ

て力ペーしえない会員適格者を選出する趣旨のためのものであるから

新しい選出制度に当てる会員の定数は、全体の調整に必要な限度にと

どめるべきであるo

④上述の会員定数があま’少ない場合艇は、改革の意義が失われるO

他方この定数があ性，多い場合には、本来の選挙制度の趣旨がそこ友

われる。全体の定数の三分の一以上の定数を認めることは、選挙制度

の補充という意義を超えて、選挙制度そのものの変質をもたらしかね

左い○

、選挙にあたり、専門別等を考慮して会員を配置する左らば、現行定

数を前提とする限り少なくとも各部最低20名くらいは当選会員を確

保する必要がある。

(4) 新しい制度として、 当選会員の意見に基づいて他の会員を決定する純

粋。オフ・ション(cor-option)制と当選会員の意見が反映されない純粋

推薦制とが考えられるが、それぞれ一長一短がある。

〈

（
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⑦コオプショソ(co-option)制の長短

a・ 長所としては間接的ながら有権者の意思に根拠を置いてお幻選挙

制の原則に近いこと、 蚕た選出団体が当逵会員であるから制度的に
明確単純であることがあげられる。

b‘ 短所としては、 これが選挙制度の一種の変形である以上選挙制度

によってカバーしえない会員の選出という趣旨に適合的でないこと‘

場合施主っては選挙制の短所が増幅されるおそれがあることがあげ
られる。

④推薦制の長短

a・ 長所としては、上述のコオブション(co-Option)制の短所を克

服しうる点において選挙制度に主ってカバーしえない会員の選出制

度としてはコオブション(cO-option)制上塵合理的であることが

あげられる。

b・ 短所としては､選鵬母体（選考委員会、推薦委員会）詮いかにつ

くるかについての合意の形成が悶難であることがあげられる。本会

議が政府から独立した機関である以・上、 この選考委員会を政府の任

命制（実質）とすみことは全く考えられない③で、あらかじめ一定の

機関・組織の代表にエって織成しておく必要があるが、 当選会員の

意見が全く反映されな聡場合挺は､当選会員と推薦会員との間に運
営上支障を生ずるおぞれもあ，うる･

(5) 以上、純粋コオプシ冨ン(ec-"tion)制も純粋推薦制もそれぞれ一

長一短があるので両者のそれぞれの長所をと蛍｡短所を棄てる憩う急制

度の仕組みを考える必要がある。すなわち、 当選会員の意見だけで決め

るのでもなく‘ また、逆に当選会員の意見と全く無関係に決めるのでも

なく、 当選会員の意見とそれ以外の外部の機関。組織の代表者の意見と

が共に反映される題うな選考委員会をつくる必要がある。これがコオフ・

ション(co"Gption)制を加味した推薦制の併用の理由である。

具体的には‘ たとえば次の主うな案が考えられよう。

（

／
、
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[A案〕 当選会員が当該会員以外で織成する選考委員会の委員途選出し‘

その委員会に会員の補充を一任する案。

[B案〕 あらかじめ法律に圭って学術関係諸組織の代表者に基る選考委

員会を定めておくが、その中忙一定の比率で当選会員の代表を入

れるという案｡

[C案〕 当選会員の代表とあらかじめ法律によって定められた学術関係

諾組織の代表との協議による案。

〔註1 〕 上述の健かにも坐い案がありえ主うが、いずれにしてもどの

ように選考委員会をつく愚かについては＄本会議の意見だけで

なく、広く外部の意見を聞いて決定する必要がある。

〔註2〕 いずれの案をとるにしても‘ まず第一段階で当選委員が決定

し‘第二段階で推薦会員が決定し‘その上で正式に新しい期が

発足することになるから‘ 当選の決定と新しい期の発足との間

には、現行主りも長い期間（例えば6ケ月）が必要である。

(6) 推薦会員には、各部の見地からみて必要な会員と、部の枠を超えた全体

の調整から必要な会員がある◎推薦の基準を考える段階で、それらを配

慮し、 両者の配分の適正を期する。その際‘各部同数の原則にこだわる

必要はない。

(．

I

〈
2 有権者登録を促進すると共に、有権者の資格を現行制度聖り厳格にする。

〔説明〕

（1） 現在の実態は、一方において有権者たるべき第一線の研究者が登録し

ておらず、他方において研究者でなくなっている者が引童続き登録して

いる。前者の登録を促進し、後者の登録を抑制することが望ましい。促

進のためには関係機関、関係学・協会の協力が不可欠である。

（2） 有権者の資格については次の主うに改める｡

⑦現行の資格要件について「大学卒業後2年以上の者」を廃Lこし、

「研究脇5年以上の者」に一本化する。
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号

①現行で認められている口頭の業繍報告は原則として認め薮いことと

ゴーる。

、再審査における現行の広範毒除外規定について見直L,、除外事例を

厳しくする。

(3) 外国人、 とく擁定住外国人を有権者とするかどうかの問題については、

国全体の政策とも関係があるので、将来の課題として関係政府機関と協

議づ‐る．

3 地方区選挙を全国区選挙と別個艇行う現行の選挙方式を改め、一本にま

とめるが、地方区からも会員の当選を保障する。

〔説明〕

（1） 地方区選挙の存廃については、会員や有権者内部でも意見は分かれて

いる。それゆえ両者の意見を鯛整し､地方区独自の選挙詮廃止づ‐るとい

う点でば廃止論の意見を入れると同時に‘地方区組織活動に支障ない主

う地方区'所属会員の当選を保障するという点では存続論の意見を入れる

〆
§

ことにする･

(2) 具体的にはたとえば次の案が考えられ主う。立候補段階で全国区と地

方区の区別をせず、 づ"ぺだの立候補者は専門別､地方区別の所腐を明ら

かにして立候補するc投票者は従来どおり全国区2巣地方区1票を入

れるが、全国区と地方区について‘同一人物に投票することを妨げない

ことにする。当選の決定に当って城全国区の定数を一応選び特定の地方

区からの会員が含まれていな“場合には‘ 当該地方区の立候補者を繰璽

上げ当選とする。

(3) 上記地方区とは必らずしも現行地方区のことで家〈、地方区の区分に

ついては、今後なお検討の余地塗残す。

《

－53－
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や

4－3 日本学術会議改革の基本方針
一一 一百－p一一

についての中間提言
－

(1) 中間提言

昭和57年8月19日

日本学術会議改革特別委員会

委員長 中山太郎

日本学術会議改革の基本方針についての中間提言

日本学術会議城、 日本の科学者の総意を代表し、科学の向上発達を図’、行

政、産業及び国民生活に科学を反映浸透させることを目的として設立されたが、

設立後30余年を経過した今日においては、詮の実態は設立当初の目的からは

程遠いものとなり、科学者一般の関心と信頼詮失い、その期待された本来の機

能を果していない状況にある。

このような現況にかんがみ、 この際、 日本学術会議を次のような方向で改革

する。

1． 日本学術会議は、学問の自由を守るため何者にも拘束され瓶い民間組織に

移行さ-辻ることが蝦も適当であるので、国の機関としては廃止する。

2． 仮に、国の機関として存続きせ為場合には、

『

（ (1) その組織、運営艇つ(ハて、抜本的歳改難が必裂であり、 とくに選挙によ

る会員選出制度は、 これを廃止する。

(2) 科学者相互の連絡（研究連絡会議）及び政策提言の機能は残し、国際会

議への代表者派遣、研究費補助金の配分等の実務的機能は、 日本学術振興

会・学術審議会に移す。

-132-
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(2) 日本学術会議改革特別委員会名簿

〈57， 12． 20）

委員長

佐． 藤信二

職 問

田遥國男

副委員長

愛野興一郎

1

「

侭ロ 隆 中山太郎鱈

石橋一 弥
／
ゲ
ｇ
８
６

後 藤正夫

委 員

宇野

海部

谷唄

総永

安孫子

熊谷

冊r村

佑
樹
一

宗
俊
専

小渕 恵
奥
砂
前
撫
長
斎

一
一
一

野
田
田
山
田
藤

誠亮

篭民

正男

欽司

裕二二鰯

栄三郎鰯

鯨岡兵輔

藤尾正行

三原朝雄光

鶴
鰯
蟻

吉
郎
五

一
一
一

藤
太
金

植木光教樹

古鴛雷四郎樹

《
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(参考）

同委員会の設置は57． 7. 1 5であり、当初及び中間提言時のメンバーは次
のとおむである。「

委員長

中山太郎鯛

副委員長

愛野興一郎

橘口 隆

委 員

宇野宗佑

海部俊樹

谷垣専一

細田吉蔵

三原朝雄

安孫子藤吉鯛

熊谷太三郎燭

町村金五鱈

佐藤信二石橋一弥
〃

後藤正夫（

奥野誠亮

砂田重民

藤波孝生

小渕恵 号二三

鯨岡兵輔

藤尾正行

藤

前
森
植
古

光松永田正男

山欽司

木光教鰯

賀雷四郎顔

裕二翰

栄三郎鰯

長田

斎藤●

く

弓

弓

－134－
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z一窒旦本学術会議に関する懇談会

（1） 日本学術会議の改革について（報告） ‘

本懇談会は、昭和57年8月13日総理府総務長官よわ、 日本学

術会議改革について審議委託を受けた。爾来昭和57年11月22B

までにS回の討議を重ねた｡,その論議は、概ね次の通りである。

日本学術会議の現状については、社会の寄託に応えるところ

少なしとして、改革の時期にあることについては､概ね全員の

一致するところである。

しかし、その任務である学術に関する政府への提言機能、国

際学術団体への加盟、交流などの事業については、学術の分野

により事情が著しく異り、重点の置きどころにも差異があるこ

とが明かになった。

そのたぬ改革の実行方策については各種の提案がなされたが、

これらの提案を要約して、以下の四つにまとめた。

ざ

《

A案会員選出制度改革案

国の機関とし、会員の選出については改善を加えることを

基本をする案である。

国の機関とする主な理由は、次の通りである。

鋤学問の発展のためには、科学者によって討議された学

問の将来と発展の方策を国の施策に反映させる必要があ
－13－

－35－
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る。そのためには、国の機関とすることが適切である。

(2) 組織の対外館関係を考慮すれば、国の機関である必要

があり、 また、全国的な日本の学者の団体として適切に＊

運用されるためにも国の機関であることが望ましい。

また、会員選出制度については、次のような案が出された。

(1)学者の代表機関としてば、選挙制を維持しながらも、推

『

薦制を加味して、選挙制の欠陥を改善する案、 (2)全面的に推一写口一一七一ﾛ』ずﾛ■令甸■』 一 宮『一今一▽L 一. 望｡ .‐

一一ﾃｰ．･晋一一 ., ﾛｱｰ『 ÷ 鍔舜･－－－可一一一一=一 .-F望 p ･一一一℃旬9- .一

薦制とする案、 (3)学会単位で推薦又は選挙された候補者の中（
ー■＝－

から適切な方法で選出する案、が出された。

各案の理由としては、

(1)案については、 イ 学者の代表機関としては、選挙制力:望

ましい。しかし、過去の経験上欠陥があるので改善する必要

があること、 ロ 基本的には学者の自主性を重んじ、外部か

らの押村けの形の改革は好ましく芯いこと、

(2)案についてば、学識の優れた人を会員として選出するには、

選挙制はなじまないこと、

(3)案#こついては、まず有権者自身が学問についてよく知って

いるそれぞれその所属する学会車種で選ぶことが適切である

ことなどがそれぞれ挙げられている。

－14首

－36－
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B案機能分離案

政府への提言機能と研究連絡機能（国際対応機能を含む。

以下同じ｡）とを分離することを基本とする案である。

その主な理由としては、次のことが挙げられている。

（1） 上記の二つの機能は別の性質のものであり、各種の不

都合は纏めて一機関にしたことに起因している。

(2) 現状では不充分と考えられている諸活動も、分離によ

む必要な充実を図ることが出来る。分野による考え方の

重点の違いも分離によゎ対応出来る。

なお、設置形態については、次の二案が出された。

（王） 一案は、政府への提言機能は民間組織で、研究連絡機

能は政府機関で行うとする案であるが、 この案は、国の

内外の科学に関する研究連絡という事務を政府の財政的

支持の下に行うことが心要であることをその理由として

ぞ

いる。
ノ
グ
、
敏
乱
寺
、

(2) 他の一案は、基本的には両機能とも民間組織で行うの

がよいとするが、研究連絡機龍を行う組織は認可法人と

し、 これに国の財政援助を行うという案である。この案

は、両機能とも本来政府機関で行うことば学問の基本的

な性格になじまないが、研究連絡機能については国の財

政援助が必要であることをその理由としている。

－15－
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4

なお､民間の組織とする理由についてば次のC案と|湖じで

ある。

『

案民間移讓案

これは、全機能を民間（社団法人又は財団法人）に移し、

政府は必要な財政援助を行う案であるが、その主な理由とし

ては、次のことが挙げられている。

（1） 科学の発展のために長期的な提言をする機能を行う組

織を国の機関とすることは、学問の基本的性格からして

なじまず、政府に自由に提言するために葱、自由な立場

を保った諺独立するのが本筋である。

（2） 独立性の基盤は、自分たちのものという意識にある。

そのためIこは、経費の相当部分は自己負担するぐらいの

意気込みが必要である。

iS) 日本学術会議の掲げている使命を達成していく上で、

同会議が国の機関である心然性は乏しいものと判断され

る。将来を展望すると､むしろ民間組織への移行など国

家機関以外の形態を考えるべきである。

C案

一

〈

ｆ
口
、

D案根本的改革案

一応現状維持とし、期間をかけて根本的な見直しを図る案
』

－16－
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である.，その理由の主な点は次の通りである。 ’

（1） 科学技術会議、学術審議会、 日本学士院、 日本学術振

興会など関係のある機関を含めて日本学術会議の在り方

を検討する必要がある。

（2） 選挙制度などを改正するにしても、有権者・研究者な

どの定義を議論しなければ、改善にならない。
＝

以上の四案については、次のような問題点の指摘があった。／
《

A案については、 日本学術会議の自主改革案もこの方向

にあり、 この点は望ましいとしても、内容については、以

下の意見があった。

まず、国の機関とすることについては、 「独立性」を主

張するのならば政府機関であることは矛盾するのではない

か、科学の発展のために提言する機能は学問の基本的性格

からしてむしろ国の機関にはなじまないのではないかなど

の意見が出された。

次に、会員選出制度の改革案のうち、 日本学術会議の自

主改革案についてば、その内容が微温的で現在の改革の要

望に応え得るものか、約窒／3を選挙で選び残りを推薦制

として改善になるのか、改悪のおそれさえもあるのではな

I1)

ノ
に
し
五
Ｋ

一17－
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いか、さらに、基本的には、学者の総意を代表することな

ど果して可能か、 日本学術会議の改革問題は会員選出制度

の部分的変更などの手段で解決することは出来ないのでは
「

ないかなどの意見があった。

また、有権者資格の厳格化、選挙の公正化、推薦制の在

む方、その内容などについて更に検討する必要があるので

はないかとの意見があった。

〈

(2) B案については、国際交流などの事業は現状の改善が望

めるが、一方､分野によっては政府への提言機能などは漸

次不活発となるとの意見があった。何れにしても分離後の

機関の在り方《組織等について今後充分な検討が必要であ

るとの意見があった。

(3) C案については、先進国でもこの形態をとるところは少

なくないが、我が国の国情として民間移譲により果して成

立可能かと危倶する意見があった。また、民関運営の場合、

必要経費の調達方法や政府補助金をどうするかなどの問題

点も存在するのではないかとの意見があった。

ｆ
瓜
、

i4) D案については、一つの考え方ではあるが、改革の気運

－18－
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のある現段階にいくらかでも改革を実現すべきであるとの

意見が多かった。
4

このほかに、 日本学術会議の自主改革案を基礎として選挙制

度の改革を行い、新選挙制度に基づいて選出された会員により

更に改革を行うべきであるとする意見、一旦日本学術会議を廃

止し、科学者がその在り方を議論した上で再建すべきであると

する意見、自然科学系と人文・社会科学系とを組織的に分離す

べきであるとする意見なども出された。

で

以上に述べた通り、本懇談会は日本学術会議の改革について

検討を重ねてきた結果、おおよそ以上のような改革案が提案さ

れたが、何れの案についてもそれぞれ問題点が指摘され、本懇

談会として一致した結論を得るには至らなかった。

何れの案についても細部にわたり検討を要する問題が多く、

これらの問題について結論を得るには今後なお相当の時日を要

するものと思われる。

なお、 日本学術会議の改革については例えば新たな懇談会等

を設けて引続き検討を行っていくこと、さらには当面、来年11

月に予定されている第lS期EI本学術会議会員の選挙について、

これを一年間延期する措置をとることなどが考えられる。

〈

－19－
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(2) 日本学術会議に関する懇談会名簿 一

(座長）
士
口 識
川
棹
本
羽
藤
藤

雅
忠
忠
道

夫
雄
夫
雄一

宇宙開発委員会委員長代理

慶応義塾長

国立民族学博物館長

科学技術会議議員

日本経済新聞社論説委員 一

上智大学教授

経済団体連合会産業技術委員会

委員長

国立極地研究所長

東京大学教授

東京慈恵会医科大学長

農政研究センター理事

理科学研究所理事長

原子力委員会委員長代理

地域振興整備公団総裁

日本放送協会経営委員会委員長

ノ

石
梅
岡

黒 亮 ニーーーユ

佐
進

功
和貞〈

永 武
枝

田
根
取
木
島
坊
國
武

中
名
並
宮
向

千
鴨
正
龍

二＝

士
園

剛
〈

隆
郎
信

＃

士
ロ

一

士
口

『

－20－
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西

(ろ） 日本学術会議に関する懇談会の経緯

第1回 （昭和57年8月1SB(金つ）

○座長選出

○日本学術会議改革問題の経緯について総理府から

説明聴取

○日本学術会議の概要等について学術会議事務局か
ら説明聴取

で 第2回 （昭和ろ7年8月27日（金）） ．

○科学技術関係行政機関の概要について文部省等か

ら説明聴取

（1）科学技術会議

(2)学術審議会

（3） 日本学士院

（4） 日本学術振興会

（昭和5了年s月2SB(火))

○日本学術会議改革試案について学術会議から説明
聴取

（昭和57年1，月12日（火））

○意見交換

（昭和昼7年1．月1gB(火))

○意見交換

第S回

《

第4回

第5回

-21-
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(昭和57年1，月室9日（金） ）

意見交換 今

小委員会の設置

小 :鰯

第5回

○
，
○

ノ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
水
金

く
く

（昭和57年11月15日（月））

○報告案の検討

（昭和ろ7年11月22曰く月))

第7回
（

第S回

(最終会）

報告の決定○

ｒ
Ｈ
や
や
く

－22－
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参考5

日本学術会議の改革についての総務長官試案2－3

昭和57年11月24日
＄

t

日本学術会議の改革については、先に自由民主党日本学術会議改革特別委員

会の中間提言が出され、続いて去る10月末には、 日本学術会議から政府に対

して同会議の改革について要望が出された。

また、総理府においても、過去8回に及んで「日本学術会議に関する懇談会」

を開き、検討を重ねてきたところである。

これらの意見においては、 日本学術会議を国の機関として残すこと及び会員

選出方法を改革する必要があることについては、多数が支持しているものと考

えられる。

これらの各方閲の意見を踏まえ、私としては、 日本学術会議を国の機関とし、

（

その会員の選出方法として、科学者が自主的艇会員を選出すをことを基本とし、

学会を基礎に選出した者を会員として推薦し、その者を会員とすること2塾当

と考えられるので、今後、 この試案を中心にして、 日本学術会議をはじめ関係
■

方面とも十分意見を交換して成案を得たいと考える。

（

－23－
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出
席
掴
務
大
鹿

卿
議
鮮
蝋

出
席
政
府
差
員

蕊
鶏
溌
宿

離
雫
驚
珊

委
員
外
の
出
願
老
舳
鯏
蝿
臓
吹
臣
官

溌
鯵
懲

骸
本
謬
急

鵬
甑
一
大
学
名
智

鑑
琴
塞
垂
）蕊
鮴

寶
）

鵺
一
類
第
六
号
文
数
霊
員
会
議
録
錦
三
号
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
三
日

総
百
諏
国
職
文
教
委
員

坂
田
過
大
瀞

津
島
雄
二
瀦

中
村
正
三
鰹
調

三
螺
博
君

揺
承
豊
瀦

藤
江
弘
一
君

丹
羽
兵
助
溌

海
岡
完
治
君

塚
田
裕
三
君
一

瀧
個
末
利
君

向
坊
隆
涌

－－

西
岡
武
夫
君
小
里
貞
利
斌

野
上
徹
狩
谷
洋
一
珊

三
畷
博
瀦
中
西
啓
介
謝

渡
辺
栄
一
潴

津
齢
雄
二
弱

同
日
辞
任
・
補
欠
選
任

小
型
貞
利
龍

池
井
善
之
溌

梶
山
霧
六
調
小
渡
三
郎
君

エ
藤
巌
輔
坂
本
三
十
汰
篭

霧
洋
一
澱

佐
藤
僧
二
譜

津
島
雄
二
邪
波
辺
栄
一
認

中
西
啓
介
霜
三
嫁
憾
君

中
材
正
三
郎
瀦
臼
井
日
出
男
雷

保
利
耕
輔
輔

弼
村
，
正
彦
瀦

同
口
辞
任
．
補
欠
逓
任

小
渡
三
郎
識
久
保
田
円
吹
君

亀
井
書
之
調
西
岡
武
夫
論

佐
藤
信
二
君
野
上
徹
君

●
■
■
■
■
■
■
■
ｆ
■
■
■
■
Ｏ
ｇ
９
●
Ｑ
ｐ
ａ
ｑ
■
・
凸
ご
Ｄ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
日
日
■
０
０
『
ｐ
０
ｓ
Ｈ
Ⅱ
□
〃
Ｕ
９
０
０
８
Ｂ
Ｂ
Ｊ
８
０
０
Ｂ
■
２
８
０
○
Ｇ
ｔ
□
。

十
月
十
七
日

・
潅
学
助
成
の
端
額
に
関
す
る
舗
願
外
一
作
〈
土
井
た
か

子
君
毅
介
×
第
四
一
六
号
）

文
化
予
算
増
額
に
関
す
る
溺
瓶
（
中
厩
孤
毅
君
銘
介
）

貝
の
異
画

一
同
里
一
円

蒔
任

て
、

会
議
録
第
三
号

君識君識
米
夫
君

一
一

（
塊
四
四
○
号
）

公
立
幼
稚
臆
の
定
数
法
制
定
腱
関
す
る
譜
願
（
井
上
一

成
鷲
細
介
×
紫
四
六
五
号
〉

同
（
上
田
卓
三
識
紹
介
×
第
四
六
六
号
〉

同
（
漉
村
要
作
君
紹
介
×
銘
四
六
七
号
〉

同
（
小
川
国
謬
講
紹
介
×
第
四
六
八
号
）

同
（
館
屋
堅
汝
鄭
君
紹
介
×
第
四
六
九
号
〉

同
（
佐
藤
敏
淵
君
雑
介
×
第
四
七
○
号
〉

同
（
鈴
木
強
君
詔
介
×
第
四
七
一
号
）

同
外
一
件
（
竹
内
猛
君
紹
介
×
第
四
七
二
号
〉

同
外
一
件
（
塚
田
庄
平
君
紹
介
×
第
四
七
三
号
）

同
外
一
仲
（
土
井
た
か
子
君
毅
介
×
第
四
七
四
号
）

同
（
野
坂
務
賢
君
紹
介
×
鋪
四
七
五
号
）

同
外
一
作
〈
堀
昌
雄
君
紹
介
×
第
四
七
六
辱
己

同
（
八
木
外
君
紹
介
×
第
四
七
七
号
）

向
く
渡
部
行
雄
識
鰯
介
×
第
四
七
八
号
〉

同
（
小
野
信
一
蔵
織
介
×
第
五
○
○
号
〉

同
（
加
藤
万
吉
震
詔
介
×
第
五
○
一
号
〉

同
（
縮
屋
堅
次
鰯
君
詔
介
×
第
五
○
二
号
）

同
（
野
口
孝
一
満
紹
介
×
第
五
Ｏ
一
吾
暮

同
（
堀
畠
雄
君
紹
介
×
第
五
○
四
号
〉

同
外
一
件
〈
阿
部
助
哉
君
詔
介
×
第
五
四
四
号
）

両
（
伊
賀
定
盤
君
紹
介
×
鰯
五
四
五
号
〉

同
外
二
件
（
北
山
愛
郷
譜
繍
介
×
第
五
四
六
号
）

河
（
錨
屋
堅
次
郎
君
織
介
×
錫
五
四
七
号
）

何
（
新
村
勝
雄
君
紹
介
×
錦
五
四
八
号
〉

岡
（
田
中
昭
二
君
認
介
蔦
第
五
囮
九
号
）

伺
外
三
件
詩
型
童
君
紹
介
×
第
五
五
○
琶

同
企
〈
山
宥
作
霜
紹
介
×
鋪
峯
登
号
）

公
立
幼
稚
園
の
栽
育
粂
件
整
欝
に
関
す
る
誘
鬮
（
小
川

国
彦
独
紹
介
×
錆
四
七
九
号
）

阿
外
一
件
へ
伊
鍵
定
雛
君
縞
介
×
第
五
五
二
号
〉

同
〈
後
藤
茂
君
細
介
×
第
五
五
三
号
）

痴
虚
弱
児
童
生
徒
の
教
奮
等
に
関
す
る
溌
願
（
金
子
承

つ
譜
総
分
×
郷
四
八
Ｏ
異
＠

《

－－つ－－

同
月
十
八
日

公
之
駒
溌
隠
の
定
数
法
制
定
に
関
す
る
飾
膜
（
五
十
蝋

広
三
君
銘
介
×
第
六
四
○
号
）

同
（
上
原
康
助
君
紹
介
×
第
六
四
一
号
）

同
（
鋪
屋
堅
次
郎
君
煽
介
×
第
六
四
二
号
〉

同
外
四
件
（
劉
谷
治
嘉
君
紹
介
×
雛
六
四
三
号
〉

同
月
二
十
濁

公
立
幼
溌
圃
の
定
数
法
制
定
腱
開
す
る
議
願
今
弥
上
務

方
君
濯
介
×
第
八
八
九
号
）

同
外
六
件
（
伊
藤
茂
君
鶇
介
×
蕊
八
九
○
号
）

同
〈
大
魁
弘
君
紹
介
×
蕊
八
九
『
号
）

同
〈
魚
騒
堅
次
郎
君
紹
介
×
鰯
八
九
二
号
）

同
外
一
件
〈
猫
山
利
秋
君
紹
介
×
第
八
九
三
号
）

同
月
二
十
四
副

公
立
幼
稚
鰯
の
定
数
法
領
定
に
関
す
る
篭
願
外
呈
件

〈
池
端
消
一
君
紹
介
×
第
一
○
○
七
号
）

同
（
櫛
野
議
二
君
絡
介
×
第
一
○
○
八
号
〉

同
外
一
件
〈
阿
藤
未
審
男
君
設
介
×
鋸
二
三
九
号
）

同
〈
小
棒
政
子
弱
霧
介
×
蕊
二
三
○
号
〉

同
外
一
件
（
渡
辺
貢
君
謡
介
×
第
二
三
一
号
〉

公
立
幼
稚
掴
の
教
奮
条
件
整
愉
に
関
す
る
満
願
（
穐
圃

琢
郎
君
銘
介
×
第
一
○
○
九
号
〉

同
月
急
十
五
日

教
育
の
充
実
に
関
す
る
誌
願
（
関
購
正
君
無
介
）
〈
館
一

三
○
○
号
）

同
月
二
十
八
日

公
立
学
校
女
子
事
務
職
員
の
育
児
休
業
制
度
適
用
に
閲

す
る
請
願
（
石
橘
一
弥
君
鶴
介
×
第
一
四
四
二
号
）

公
立
幼
潅
隠
の
定
数
法
制
定
腫
関
す
る
諭
願
（
瀦
瀝
塵

凌
郡
震
銘
介
×
第
一
四
四
三
号
）

同
（
川
本
歓
美
君
紹
介
×
蕊
一
四
四
四
号
）

同
（
小
林
鍾
人
君
終
介
×
第
一
四
四
五
号
〉

ば
本
秀
風
会
腱
付
随
さ
れ
た
。

の
■
■
■
■
■
■
０
。
■
■
■
Ｐ
Ｐ
◇
・
Ｉ
も
ｌ
ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
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Ｄ
８
Ｉ
Ｂ
■
日
日
■
■
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８
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０
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３
Ｕ
２
４
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梨
委
員
長

●一宇

こ
れ
鍵
て
参
考
人
に
対
す
る
貿
疑
職
掌

了
孵
た
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
参
考
人
各
位
健
一
言
窮
礼
を
申
し
上
げ
念

玄本
日
罐
、

御
多
用
中
の
と
唇
ろ
当
霧
員
会
に
御
出
席
い

た
だ
参
亀
ま
た
貴
重
な
御
意
見
を
お
述
べ
い
た
だ
き
蚤
孔

宅
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
ど
う
ご
ざ
い
蓑
し
た
。
委
興
会
考

代
表
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
瀞
ま
す
．

！
；

○
秦
梨
委
員
長

裁
き
裁
き
、
質
疑
の
申
し
出
が
あ
り
室

す
の
で
、
運
れ
を
許
し
ま
す
。
細
田
元
君
。

◎
鶴
田
養
魚
参
考
人
の
逼
疑
に
引
き
凝
念
室
し
迄
、
今

鹿
朧
鎚
理
府
並
び
腱
学
術
会
議
の
会
畏
あ
る
い
賎
そ
の
斑

愁
馬
涯
対
す
る
質
疑
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
談
、
参
考

人
の
雲
駐
で
大
分
内
容
の
問
題
に
つ
い
筵
触
れ
ま
し
た
の

で
、
か
な
り
蓮
複
す
る
藤
分
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

あ
ら
か
軽
め
篠
了
承
を
お
願
い
い
た
塾
た
い
と
思
い
ま

す
⑨稔
理
府
の
銃
計
局
が
こ
の
前
潤
し
た
科
学
裁
術
研
究
調

査
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
わ
が
題
の
蝿
嬢
科
学
離
間
だ
鐡

挺
限
っ
て
ゑ
ま
し
て
も
、
そ
鰯
研
究
毒
の
数
は
昭
和
三
十

七
年
侭
十
万
四
千
人
熟
そ
れ
が
昭
和
五
十
七
年
に
は
三
十

三
万
人
、
実
に
三
倍
以
上
に
上
っ
て
い
あ
わ
げ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
科
学
考
数
の
増
卿
と
い
う
も
の
職
、

最
近
の
科
学
と
い
う
も
の
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
人
文
科
学

も
鬮
湛
で
ど
ざ
い
主
し
ょ
う
が
、
最
近
の
科
学
談
著
し
い

発
達
を
遂
げ
て
い
る
、
こ
れ
を
鶏
釣
涯
こ
の
数
字
と
い
う

の
瀞
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
砿
、
科
学
の
各
分
野
の
動
き
で
鐘

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
挿
ど
握
田
会
長
か
ら
も
お
鱈
が

あ
り
盆
し
た
よ
う
寵
、
壁
ん
ど
ふ
そ
の
分
野
と
い
う
も
の

が
細
分
化
を
し
て
い
る
、
あ
る
い
ほ
分
野
と
分
野
の
重
な

り
合
っ
た
い
わ
ゆ
る
学
際
的
な
分
野
と
い
う
も
の
が
登
鍋

し
、
あ
る
い
強
さ
ら
梶
、
先
縁
ど
の
塚
麗
会
長
の
お
雪
菜

を
か
り
れ
ば
、
創
造
科
学
と
富
わ
れ
る
よ
う
厳
こ
れ
輩
電

に
な
か
っ
た
新
し
い
分
野
の
科
学
、
あ
る
い
は
そ
の
科
学

分
野
と
い
う
も
の
溌
避
場
し
て
い
蟇
、
こ
う
い
う
状
況
漣

あ
る
と
蕊
は
認
識
を
し
て
い
る
わ
砂
で
毒
ざ
い
室
す
。
し

一
蝿
一
》
撫
燃
鰄
雛
辮
縦
一
脚
剛
一
柵

た
が
い
ま
し
て
零
↑
』
の
よ
う
な
戦
況
の
中
で
嘘
、
多
敷
の
ピ
ー
ク
を
つ
げ
ま
し
て
露
そ
の
後
隙
漸
減
い
た
し
ま
し

科
学
老
が
猟
互
に
密
接
な
逃
銘
を
と
る
と
と
も
臆
、
国
際
て
、
溌
低
投
票
率
が
十
期
の
五
八
・
五
％
で
ご
ざ
い
ま
す

的
輝
き
十
分
挺
協
力
を
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
、
十
二
期
で
は
六
重
・
八
％
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

躯
お
け
る
研
究
縄
力
を
注
い
で
、
そ
漁
挺
よ
っ
て
わ
が
国
る
わ
砂
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
体
の
科
学
の
発
展
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
厳
誌
、
今
回
の
十
三
期
選
挙
、
現
在
手
鏡
を
銃
行
中
で

麺
↑
あ
よ
う
龍
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
ざ
い
ま
す
談
、
農
れ
痕
つ
き
ま
し
て
ば
十
月
一
日
で
候

種
う
い
う
中
で
、
わ
談
鬮
の
科
学
藷
の
内
外
柊
対
す
る
補
老
を
公
示
い
た
し
て
お
り
鴬
す
。
そ
れ
筵
茂
り
ま
す
と

代
表
機
関
で
あ
る
、
．
こ
の
よ
う
漣
規
定
を
さ
れ
て
い
る
臼
二
百
三
十
三
名
と
い
う
蓬
と
で
、
競
争
倍
率
と
い
た
し
き

本
学
術
会
議
が
、
患
去
に
無
い
て
確
か
に
そ
れ
な
り
の
綴
し
て
ば
、
法
案
の
成
立
侭
よ
り
ま
し
て
中
断
す
る
か
も
Ｌ

凝
り
を
果
た
し
短
き
た
と
い
う
廷
と
職
否
め
な
い
事
実
で
れ
な
い
と
い
う
輪
殊
要
因
溌
撞
ざ
い
ま
し
た
け
蕊
ど
も
、

砺
蕊
嚢
簔
蓄
菫
不
簔
あ
る
臺
挙
か
臺
菱
ゞ

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
方
で
捻
、
倒
木
学
術
会
議
が

茎
ま
ざ
ま
な
悶
題
点
を
持
ち
、
そ
の
飼
決
の
た
め
腱
各
方

面
で
の
改
革
の
掘
蔑
あ
る
い
は
動
き
と
い
う
も
の
談
近
年

非
涜
腱
高
ま
っ
て
き
た
と
い
う
蔭
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
驚
一
権
摘
も
あ
愚
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
喧
学
術
会
議
の
大
き
な
一
ま
う
、
こ
う
い
う
実
演
が
数
字
と
し
電
砿
っ
き
り
あ
ら
わ

す
。
鋒
論
こ
電
笠
ず
裂
建
法
築
の
内
容
そ
の
も
の
渥
絵
』
仕
事
の
中
に
建
政
崎
娯
対
す
る
勧
告
あ
る
が
ば
要
望
、
一
参
砦
い
る
し
、
そ
れ
か
ち
学
循
会
議
の
本
来
鰯
紘
事
で
あ

溺
織
蕊
鍵
識
蝿
蕊
議
露
謹

れ
る
筋
腫
、
学
術
金
譲
の
蕊
城
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
繍

一
壁
榊
噸
繩
》
職
》
蝋
》
瀬
棚
總
蕊
↑

単
に
再
確
認
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
軍
学
術
会
議
の
事
務
励
縫
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
諺
今
日
ま
で
の
会
員
選
挙
の
実
梢
と
い
う
匡
一
述
さ
竺
建
泰
知
ら
ぜ
を
識
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
に
つ
い
て
お
鮒
き
し
た
い
た
患
い
ま
す
。
特
に
具
体
約
一
．
藤
江
政
府
黍
員
隻
ず
勧
告
鶏
要
望
等
の
麓
件
数
で
》
』

腫
建
聴
く
と
こ
ろ
腱
よ
り
ま
す
と
、
立
候
舗
者
の
散
が
一
ざ
い
茨
す
分
れ
ど
も
、
こ
の
十
月
蚤
で
糎
勧
皆
で
塗
看

非
薑
減
少
し
て
鳶
て
い
る
、
そ
茎
め
鬘
争
倍
率
も
一
舞
灘
難
灘
諾
州
註
餓
諏
驚
筈
九
一
鯛
測
瀞
曹
先
生
の
御
嘉
髻
萱
墓
て
ぃ

低
下
を
し
て
い
る
翁
そ
れ
腱
倖
事
、
投
票
率
そ
の
も
の
も

毎
回
濃
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
蓑
す
鋲
、
爽

蓑
灘
聴
講
識
溌
溌
緋
霊
測
蕊
蕊
一
承
擁
溌
囎
舗
雛
耀
蘇
綴
鯲
灘
鯛

際
数
字
と
し
て
ど
う
い
う
も
の
が
あ
諺
わ
れ
宝
い
る
か
と

い
う
こ
と
・
そ
れ
か
ら
も
う
一
点
職
、
い
ま
進
行
中
の
第

十
三
期
の
選
挙
、
声
』
の
立
候
補
が
ど
の
よ
う
な
状
況
腿
な

っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
躯
つ
い
莚
お
知
ら
桧
を
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
藤
江
政
府
曇
員
競
争
倍
率
、
投
票
率
の
そ
れ
ぞ
れ
艇

つ
い
て
お
答
え
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
寵
す
。

ま
ず
競
争
倍
率
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
第
一
期
蹴

昭
和
二
十
三
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
掴
．
五
一
倍
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
銘
二
期
で
ば
そ
れ
が
二
倍
台
に
な
り

渓
し
竜
、
三
期
か
ら
は
一
倍
台
艇
低
落
い
た
し
案
し
て
、

郷
期
十
二
期
が
一
・
一
五
倍
と
い
う
竣
低
倍
率
腱
溌
っ
て

い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
室
す
。

ま
た
投
票
率
腿
つ
き
ま
し
て
建
築
一
期
が
八
三
・
一

乃
で
ご
ざ
い
き
し
た
瀞
、
二
、
三
期
艇
奏
Ｕ
％
を
趨
え
て

一一－－ －

れ
暫
も
、
峨
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
艇
か
け
ま
し
て

ば
二
七
件
を
超
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
五
十
年
代
に
入

り
産
し
て
、
十
期
、
十
一
期
、
十
罠
期
と
八
、
十
四
、
八

と
い
う
ふ
う
臆
滅
少
い
た
し
て
い
る
わ
げ
で
ご
ざ
い
を

す
。
譜
た
要
望
鹿
つ
き
ま
し
て
臓
聴
三
十
年
代
の
初
め
ま
で

賦
皇
十
件
を
超
し
て
い
る
わ
け
で
重
ざ
い
寮
す
け
れ
ざ

も
､

そ
の
後
ば
九
期
が
十
件
、
十
一
期
が
十
二
件
ぞ
あ
る

の
を
除
き
ま
し
喧
織
一
け
た
台
侭
誤
少
い
た
し
て
い
る
わ

け
で
ご
ざ
い
茨
す
。

ま
た
申
し
入
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
げ
れ
ど
も
、
こ
れ
も
は

？
き
り
じ
た
諏
向
線
を
示
し
て
い
る
わ
げ
で
ば
ご
ざ
い
蓑

せ
ん
が
、
一
期
が
五
十
三
件
と
糠
蝋
に
多
い
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
そ
の
後
減
少
い
た
し
ま
し
て
、
七
期
に
朧
再

竃
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
笈
と
い
た
し
ま
し
て
砿
、

先
ほ
ど
参
考
人
か
ら
も
述
べ
ら
説
室
し
た
孟
う
に
、
職
後

の
設
立
当
初
と
総
異
な
り
、
飛
躍
的
と
も
言
え
る
縁
ど
科

学
銀
薯
し
い
発
展
を
逐
琴
た
と
い
う
鰭
代
の
変
化
、
こ
う

い
っ
た
変
化
へ
の
簿
応
と
い
う
蝿
題
溌
一
薪
大
き
な
澗
題

で
徴
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一
方
、
若
い
科
学
者
鯵

方
々
が
、
と
も
ず
れ
薩
御
自
分
の
研
究
の
方
に
熱
心
に
な

り
が
ち
で
あ
る
か
と
は
患
い
ま
す
る
談
、
学
端
会
議
の
溌

動
に
こ
れ
ら
の
若
い
研
究
者
の
凋
心
を
引
く
よ
う
燕
も
鐘

を
つ
く
り
出
す
こ
と
談
で
き
な
い
の
で
侭
憩
い
か
と
い
う

ょ
う
な
こ
と
も
あ
愚
よ
う
鹿
患
わ
れ
ま
す
。

ロ
■
■
一
己
厚
０
画
凸
Ｅ
Ｕ
ｒ
Ｑ
Ｄ
Ｑ
島
已
勺
巳
唾
匠
ｒ
ロ
ロ
ロ
■
■
画
”
ｂ
ｐ
い
り
○
Ｇ
Ｋ
ク
ニ
Ｇ
毎
日
ロ
ロ
画
廿
乙
宅
一
ひ
げ
ｒ
か
ｕ
〃
８
ｑ
Ｕ
Ｄ
Ｂ
。
ｕ
○
回
り
●
ロ
○
○
・
百
○
百
Ｐ
Ｄ
。
Ｄ
０
Ｇ
口
ロ
“
ｐ
ｄ
Ｄ
ｃ
Ｇ
皇
ｒ
Ｂ
今
■
Ｄ
Ｕ
Ｇ
偽
Ｂ
ｒ
ご
●
●
毎
ｐ
Ｌ
Ｆ
］
■
■
Ｅ
■
夕
ｂ
星
も
ｐ
Ｂ
Ｉ
ｐ
墨
Ｐ
ｂ
卜
凸
Ｏ
Ｄ
９
Ｕ

い
ず
れ
寵
い
た
し
ま
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お

ｚ
ザ
Ｆ
Ｏ
Ｃ
＆
●
＆
け
Ｊ
ｒ
Ｂ
口
召
α
Ｄ
凸
○
Ｇ
ｇ
Ｅ
Ｆ
ａ
四
瓦
い
い
湧
包
Ｐ
抄
■
ｇ
０
■
Ｅ
■
■
・
唇
８
０
ｋ
画
○
Ｂ
Ｂ
Ｄ
ｓ
″
９
１
，
ご
丘
０
０
○
百
国
ｒ
毎
ｒ
Ｄ
Ｅ
且
Ｅ
Ｚ
Ｂ
ｏ
０
５
Ｂ
Ｂ
ら
０
，
Ｇ
Ｆ
屡
齢
、
砂
藤
な
り
０
‐
ｎ
ｒ
Ｂ
ｄ
８
Ｏ
ｄ
″
■
ｉ
ｐ
９
ｒ
ｇ
０
８
且
ｒ
ら
Ｆ
６
ｒ
Ｆ
５
４
び
ら
ｔ
区
Ｕ
Ｉ
Ｂ
。
■
ｒ
回
り

持
ち
の
方
も
尋
学
者
離
れ
の
状
況
隙
冷
議
な
事
実
と
し
て

劉
剥
劉
翻
瑚
射
測
剰
判
馴
の
で
ご
ざ
い
童
す
か
ら
、
そ
う
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い
う
点
も
裏
ど
も
は
十
分
関
心
を
詩
っ
て
お
る
こ
と
を
申

し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
‐

○
鉛
田
露
貝
い
ま
と
同
乙
質
問
を
会
長
さ
ん
ば
蘆
の
ょ

う
艇
お
受
け
と
め
で
し
ょ
う
か
鱈

Ｏ
塚
田
参
考
人
い
さ
学
衞
会
議
の
学
者
離
れ
と
い
う
御

指
鏡
で
ご
ざ
い
菫
す
け
れ
ど
も
、
確
か
腿
最
近
そ
の
傾
向

が
あ
る
と
い
う
こ
と
朧
蕊
念
な
が
ら
認
め
ざ
る
巻
得
な
い

と
思
う
の
で
ご
ざ
い
蓑
す
が
、
こ
の
背
景
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
は
、
学
術
会
議
、
政
府
双
方
梶
あ
る
狸
度
問
題
が

あ
ゎ
た
の
で
ば
な
い
か
。
わ
れ
わ
れ
学
術
会
議
鰯
と
い
た

し
ま
し
篭
は
坤
い
ま
発
展
し
つ
つ
あ
る
科
学
技
衞
雁
対
し

蓑
し
て
寿
請
い
科
学
者
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
、

二
十
一
世
紀
に
柱
日
本
の
科
学
技
術
政
策
ば
ど
う
あ
る
べ

き
で
あ
る
か
と
い
う
袋
う
な
勧
告
で
あ
る
と
か
提
言
で
あ

る
と
か
と
い
う
も
の
を
、
本
当
に
い
室
ま
で
や
っ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
蓑
し
て
、
確
か
に

学
術
会
議
陶
身
の
活
動
に
つ
き
ま
し
宅
も
あ
る
低
下
懇
あ

る
と
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
も

大
い
龍
反
街
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
だ
と
考
え
て
お
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
電
予
算
の
面
と
か
あ
る
い
は
審
議
縫
費
あ
る
い
は

国
際
会
議
へ
の
出
彊
讃
と
い
う
聖
う
な
も
の
が
剛
ら
れ
定

く
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
も
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
し
、
あ

る
い
は
政
府
か
ら
の
諮
問
と
い
う
よ
う
た
も
の
も
余
り
し

て
い
た
だ
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
府
と

学
術
会
議
と
の
間
の
信
頼
関
係
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う

非
常
に
重
大
な
間
題
が
起
こ
っ
て
お
る
わ
け
毛
ご
ざ
い
堂

し
て
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
や
ほ
り
わ
れ
わ
れ
、
辮

務
当
局
ば
総
理
府
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
る
い
は
鯵
理

痛
と
の
間
の
パ
イ
プ
を
蟻
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

●
け
◇

い
か
と
い
う
ふ
う
腱
考
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
い
ま
建
務
暴
冨
も
お
っ
し
ゃ
い
主
池
た
よ
う

●
に
、
若
い
人
た
ち
の
関
心
が
非
鴛
に
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
だ
ん
だ
ん
務
字
顔
専
門

化
し
、
日
本
ば
研
究
費
あ
る
い
嫁
研
究
設
倫
が
非
常
に
よ

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
若
い
人
た
ち
は
閲
窪
俳

究
に
没
頭
す
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
出
て
き
た
こ
と
、

あ
る
い
ば
ま
た
へ
学
術
会
談
は
直
接
研
究
讃
を
若
い
諸
君

◆
●

艇
配
る
と
い
う
よ
う
な
椴
閲
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
、
非
常

き
な
源
因
で
ば
な
い
か
と
い
う
ふ
う
腱
考
え
る
わ
け
で
ご
一
政
賑
折
衝
の
権
隈
を
会
長
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
ご
ざ
い
蓑

に
畏
期
的
な
あ
る
い
は
総
合
的
な
雰
鞭
嬢
側
と
い
う
こ
と

科
会
の
検
討
総
果
を
採
択
す
る
と
と
も
艇
、
自
主
改
革
要

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
若
い
研
究
者
の
日
常
の
研
究
生
活
綱
と
拭
築
と
の
関
連
に
つ
い
て
筋
議
し
、
そ
の
結
果
、
い

に
余
り
な
漣
承
溌
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
一
つ
の
大
わ
ゆ
ろ
向
主
改
革
要
鯛
を
溌
箸
と
し
つ
つ
も
、
典
体
的
な

ざ
い
ま
す
。

○
鉛
田
委
員
次
に
、
学
術
会
議
の
改
準
の
経
緯
に
つ
い

て
再
砿
認
を
し
て
論
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
こ
の
学
斯
会
議
の
改
革
の
発
鑑
は
、
た
し
か
昭

和
五
十
六
年
、
一
昨
年
の
中
山
元
総
務
長
官
の
問
題
提
起

が
あ
っ
た
わ
げ
で
、
そ
れ
艦
正
会
員
以
外
の
海
外
瀕
遣
と

い
う
問
題
が
発
生
害
し
た
と
い
う
ふ
う
腫
調
侭
な
し
定
お

り
ま
す
鱈
こ
れ
を
受
け
て
政
府
側
と
Ｌ
電
は
ど
の
よ
う
に

対
処
を
し
諺
さ
ら
腱
、
今
回
の
改
正
法
案
を
取
り
室
と
噛

る
黄
で
の
経
緯
と
い
う
も
の
を
、
学
術
会
議
の
自
主
改
誰

案
と
鬮
迦
づ
け
て
、
か
い
つ
主
ん
で
お
聞
か
せ
願
い
た
い

ー■今令■一一一『や一

》
童
以
後
、
総
班
府
は
、
こ
の
撫
隈
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
し
た

一
会
長
を
初
め
・
両
副
会
長
と
折
衝
を
亜
ね
ま
し
寵
、
そ
の

一
意
見
を
十
分
聞
髻
な
が
ら
具
体
鏡
を
作
成
し
た
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
震
す
。
．

○
鉛
田
委
員
い
ま
の
箸
弁
を
鴎
い
た
湿
り
で
は
、
今
回

の
改
正
法
案
と
い
う
の
隙
、
決
Ｌ
電
総
理
魔
の
単
独
の
考

え
あ
る
い
は
独
断
と
い
う
筐
と
で
は
な
く
て
、
十
分
に
各

方
面
の
意
見
も
踏
ま
え
、
特
腱
学
撚
会
議
の
会
長
、
そ
の

他
の
役
飼
の
皆
き
ん
と
十
分
意
見
を
鴎
わ
し
た
、
あ
る
い

は
協
溌
し
た
鈷
果
で
あ
る
と
理
餅
し
た
い
と
思
い
蓑
す

と
思
い
ま
す
。
一
が
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
Ｌ
襲
う
か
。

Ｏ
讃
本
〈
畳
）
政
府
委
員
い
ま
先
生
が
お
諸
し
に
な
ら
れ
Ｏ
橋
本
（
皇
）
政
府
乗
員
そ
の
と
聡
り
で
ご
ざ
い
窪
す
。
．

蓑
し
た
と
お
り
、
五
十
六
年
の
六
月
、
当
時
の
中
山
総
務
○
鑓
田
委
員
そ
れ
で
は
汝
に
、
改
正
案
の
呉
体
的
内
容

長
官
が
賦
州
視
察
の
続
果
を
蹄
ま
ゑ
霞
し
て
、
日
本
学
術
腱
つ
い
て
質
問
し
た
い
と
思
い
袋
す
。

会
議
の
改
革
の
必
要
性
を
表
閲
き
れ
る
と
と
も
艇
、
日
本
一
注
ず
一
つ
隙
、
学
術
会
議
そ
の
も
り
の
存
在
の
必
要

学
術
会
溌
に
国
際
会
護
代
表
派
造
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

よ
う
申
し
入
れ
を
い
た
し
裳
し
た
。
翌
七
月
に
、
こ
れ
詮

受
け
ま
し
て
篭
当
時
の
学
術
会
譲
の
伏
見
会
長
と
中
山
艮

官
と
の
会
談
談
二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本

学
術
会
誘
ば
、
何
年
十
月
の
館
八
十
三
回
診
会
に
お
き
ま

し
て
、
自
主
改
革
路
綴
推
進
の
裟
朗
郡
行
わ
れ
、
昨
年
十

月
の
八
十
六
回
総
会
腱
お
い
て
改
革
要
綱
を
鐸
択
し
ま
し

た
。
先
隠
ど
参
考
人
か
ら
御
醗
明
の
あ
っ
た
と
お
り
で
ご

ざ
い
主
す
。

一
方
、
縫
理
府
に
お
い
て
建
篭
亭
八
周
に
お
識
者
に

よ
る
患
蔵
公
電
い
わ
ゆ
る
奉
恩
露
懇
議
会
を
設
け
ま
し
て
、

日
本
学
謙
塞
認
の
改
革
腱
つ
い
て
検
尉
を
依
頼
い
た
し
ま

し
た
。
そ
し
だ
、
そ
の
惑
談
会
の
報
告
、
そ
れ
か
ら
昨
年

八
月
の
自
民
党
の
特
別
黍
負
会
の
中
間
提
言
、
さ
ら
に
周

末
学
術
会
議
の
改
革
要
鯛
等
を
総
合
的
槌
勘
案
い
た
し
藍

し
て
、
当
時
の
田
遥
総
務
長
官
が
識
案
を
主
と
め
ら
れ
ま

し
竜
、
日
本
学
術
会
議
に
こ
れ
を
提
示
し
、
そ
の
換
討
を

依
頼
い
た
し
ぎ
し
た
。
こ
れ
を
受
け
窪
し
て
、
日
本
学
術

会
議
建
本
年
二
月
の
臨
時
総
会
で
拭
案
に
つ
い
て
の
分

性
、
存
在
意
義
と
い
う
墾
本
的
な
測
題
で
ご
ざ
い
室
す

ぷ
篭
現
行
の
学
術
会
議
法
に
お
い
て
は
、
日
本
の
科
学
者

の
内
外
躯
対
す
る
代
表
機
関
と
し
て
、
科
学
の
向
上
発
達

を
図
り
、
行
政
、
産
業
及
び
鬮
民
生
活
に
科
学
を
反
映
浸

逓
さ
轍
る
と
い
う
間
的
を
第
二
柔
で
規
定
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
腱
朧
篭
蕊

三
条
に
お
い
て
、
科
学
胆
関
す
る
迩
要
事
項
を
霧
蔵
し
、

科
学
腱
関
す
る
研
究
の
迩
栽
を
図
る
と
い
重
弓
の
職
務

を
政
府
か
ら
蕊
立
し
て
行
う
国
の
蟻
関
で
あ
る
、
こ
う
い

う
ふ
う
腰
規
定
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
規
定
雁
つ
い

て
ば
、
敏
正
法
案
に
お
い
て
も
そ
の
ま
童
手
を
つ
け
ず
腱

我
じ
て
あ
る
わ
け
で
す
し
、
そ
れ
か
ら
学
術
会
溌
の
昨
年

十
月
の
自
主
改
革
要
綱
の
中
で
も
、
こ
の
改
革
の
基
本
的

な
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
目
的
あ
る
い
ば
磯
能
と
い

う
も
の
を
そ
の
さ
ま
列
挙
し
て
い
る
わ
け
ぞ
ご
ざ
い
麓

す
・
で
す
か
ら
、
炊
卿
側
に
お
い
て
も
あ
る
い
は
学
術
会

議
侭
腫
お
い
て
も
、
学
術
会
議
と
い
う
も
の
、
そ
の
圃

的
、
職
務
、
殺
能
と
い
う
も
の
ば
絶
対
腫
必
要
だ
、
こ
う

い
う
点
で
域
一
致
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
一
方
に
お
い
て
、
政
府
梶
お
い
て
は
、
瀦
学
技

術
会
議
、
そ
れ
か
ら
学
術
審
溌
会
、
要
す
る
腱
学
術
会
議

と
非
常
に
似
た
産
う
な
職
務
を
持
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
臘
渕

と
い
う
も
の
が
今
日
霞
で
で
き
て
い
る
。
こ
う
い
う
中

で
零
雷
は
改
め
て
こ
の
学
篭
会
議
が
ど
う
し
て
国
の
擬
聞

と
し
て
必
要
な
の
か
と
い
う
筵
と
藤
つ
い
て
艤
長
官
繊
一

体
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Ｏ
丹
羽
国
務
大
臣
学
術
会
議
と
懐
た
た
う
瀧
機
関
も
あ

ろ
壷
し
か
し
学
術
会
議
の
存
在
の
必
要
性
は
、
雑
務
髭

官
、
一
体
ど
う
考
え
て
お
る
か
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
蓬
す
談
、
先
生
漆
述
べ
診
れ
ま
ち
た
よ
う
に
、
凝
学
の

振
興
及
び
発
展
の
重
要
違
捻
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
ず
瀞
、
壷
課
小
国
の
わ
溌
閏
に
と
っ
て
喪
今
後

滴
溌
り
こ
そ
ず
れ
低
下
す
る
こ
と
ば
絶
対
腱
あ
り
符
准
い

も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
科
学
の
擬
興
及
が
発
展

の
重
要
強
を
考
え
る
と
き
、
科
学
腱
つ
い
て
の
い
わ
ゆ
る

稔
合
的
審
識
識
関
と
し
冠
学
術
会
雛
溌
群
在
す
る
こ
と
の

窓
義
、
こ
れ
ば
非
常
腫
大
き
い
も
妙
で
あ
る
と
い
う
考
え

で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
船
田
露
員
次
に
、
会
員
の
選
慨
方
法
と
い
う
こ
と
で

す
が
鼬
こ
れ
ば
最
も
議
誰
の
分
か
罰
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、

錯
朧
ど
の
参
考
人
に
対
す
る
質
疑
の
中
で
も
若
手
蛾

れ
淀
わ
冷
雷
ご
ざ
い
震
ず
談
簿
改
め
て
会
興
の
選
織
方
法

と
い
う
こ
と
に
つ
い
迄
お
鋤
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
婚
、．

童
ず
学
術
会
議
侭
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
学
術
会
畿
の
自
主
改
蕊
要
綱
で
城
、
三
分
の
一
を
擢

麗
、
そ
漁
か
ら
三
分
の
二
を
公
選
、
宴
す
る
に
公
選
の
足

ら
ざ
馨
謡
分
を
緬
完
す
る
形
で
推
蕊
と
い
う
形
が
入
っ
て

い
る
、
し
か
も
そ
挺
誠
単
悲
る
推
麗
で
濫
悲
く
て
、
三
オ

プ
シ
雪
ン
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
う
特
殊
詮
方

法
で
行
わ
れ
て
い
る
種
こ
う
い
う
こ
と
が
要
緩
の
中
膳
は

答
い
て
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
態
す
。
難
か
に
要
綱
の
中
に

隙
そ
の
理
由
と
い
う
こ
と
を
幾
つ
か
詳
し
く
遥
べ
て
い
葛

わ
け
で
す
げ
説
ど
も
、
そ
れ
を
読
ん
で
も
、
な
ぜ
三
分
の

一
読
推
蔭
潅
心
か
、
な
ぜ
半
分
礎
し
難
か
っ
た
②
か
篭

章
』

う
い
う
瀧
純
な
疑
問
が
起
こ
る
わ
け
で
す
け
れ
壁
も
、
モ

の
三
分
の
｛
と
い
う
合
理
的
な
理
由
腱
つ
い
て
お
閲
か
桧

鬮
え
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

Ｏ
坂
田
参
考
人
た
だ
い
ま
の
御
潰
湖
で
ど
ざ
い
意
す
け



宮
の
私
的
製
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
多
数
麓
見
は
、
選
挙

醤
を
根
本
的
に
見
甑
す
必
要
が
あ
り
、
か
つ
推
麗
棚
の
採

用
を
適
当
と
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
笠
し
た
。
し
た

が
い
ま
し
て
総
理
府
と
し
て
ば
、
こ
れ
鴬
で
多
く
の
問
題

点
が
振
獅
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
選
挙
鯛
臆
か
え
て
、
科

学
者
が
実
質
的
に
会
閥
を
選
出
す
る
こ
と
を
垂
木
歴
、
科

学
看
の
活
動
の
緑
体
で
あ
り
そ
の
椛
成
員
で
あ
る
科
学
者

の
学
側
研
究
上
の
業
蹟
を
最
＄
適
正
に
詳
価
で
き
る
学
会

を
基
礎
と
す
る
推
麗
観
を
適
当
と
考
え
た
次
錦
で
ど
き
い

ま
す
ｃ

Ｏ
穀
田
霊
園
も
う
大
分
時
間
が
な
く
な
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
次
に
、
い
唾
進
行
中
の
鋪
十
三
期
の
選
挙
日
程
、

あ
り
ま
し
た
よ
う
胆
、
い
わ
ゆ
る
学
者
離
れ
を
起
こ
し
て

数
の
減
少
に
よ
る
競
争
率
の
低
下
や
無
魏
争
当
選
な
ど
が

多
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
主
す
な
ど
諺
先
ほ
ど
御
観
醐
の

Ｏ
描
本
〈
丑
）
政
晦
選
頁
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

認
華
制
腱
つ
い
て
職
従
来
か
ら
科
学
詩
の
代
茨
を
擬
蕊

す
る
方
法
と
し
て
ば
適
当
ぞ
な
い
と
い
う
帝
宿
麺
も
あ
り
ま

い
る
こ
と
は
櫛
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

総
繕
脇
噸
に
匙
た
理
由
は
一
体
何
謬
と
い
う
こ
と
臆
つ
い
て

お
個
蒼
い
た
し
富
す
。

し
て
、

幻
■
■
両
禰
凸
■
■
一
ｍ
狸
毎
あ
》
■
回
勾
口
■
■
■
炉
１
グ
ｄ
ｑ
引
周
●
、

■
便
■
●
全
■
■
９
勺
毛
エ
『
ロ
ー
■
例
Ⅷ
Ｊ
■
勺
【
ダ
●
必
■
”
ｊ
皇
毎
・
ひ
Ｐ
律
。
■
寺
●
ｐ
４
Ｕ
－
Ｈ
『
ロ
毎
口
■
巴
壷
■
８
８
″
〆
公
司
α
一
昂
。
●
■
』
釧
卸
印
“
０
夕
凸
■
、
夕
ｑ
“
卓
田
口
ｂ
＆
■
画
■
４
■
ひ
げ
。
■
■
ｄ
可
Ｑ
０
，

か
に
筒
主
散
難
要
鋼
で
あ
え
て
三
分
の
一
推
蔽
べ
そ
し
て
一
す
誠
、
投
票
の
締
め
切
り
は
士
万
の
十
九
獄
と
い
う
二

三
分
空
蚕
遭
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
し
た
に
も
か
か
豆
と
に
な
室
し
お
り
篭
し
言
締
め
切
り
を
待
つ
重
子
四

ら
ず
、
捻
理
府
と
し
て
は
今
回
の
提
出
Ｌ
た
法
案
で
ば
全
一
日
に
ば
中
心
蓮
議
管
理
会
を
脳
き
叢
し
て
、
そ
こ
で
当
選

而
推
麓
と
い
う
こ
と
に
切
り
か
え
た
と
い
い
ま
す
か
奄
そ
一
人
の
最
終
的
な
確
定
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
笈

う
い
う
形
に
し
た
わ
け
モ
ご
ざ
い
ま
す
談
、
あ
ゑ
て
全
而
一
す
。

り
ま
ず
と
公
選
鯛
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
愚
と
か
ら
外
れ

て
し
ま
う
寺
し
た
が
っ
て
三
分
の
一
ぐ
ら
い
の
と
運
ろ
を

推
麗
制
に
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
鋤
理
的
な
根
鑓
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
蟻
な

く
て
、
三
分
の
一
ぐ
ら
い
を
推
蕊
制
に
し
て
三
分
の
二
を

公
選
制
に
」
て
お
け
ば
公
選
制
と
し
踵
の
願
則
が
守
ら
れ

る
と
い
う
考
え
方
か
ら
三
分
の
一
と
い
う
数
字
瀞
出
て
ま

い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
き
す
Ｃ

Ｏ
離
田
鑑
員
そ
れ
で
隙
、
繊
理
府
の
方
は
今
度
は
、
確

れ
ど
も
、
学
術
塞
溺
と
い
た
し
蓑
し
て
蕊
公
選
制
が
原
一
こ
れ
ば
大
分
課
り
下
が
っ
た
と
聞
い
て
お
る
の
で
す
談
、

剛
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
鐙
霧
鶉
窪
酬
が
つ
く
ら
れ
て
お
一
実
際
の
日
取
り
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
事
務
扇
の
方

ろ
わ
け
で
ご
ざ
跡
ま
し
て
、
半
分
ず
つ
と
い
う
こ
と
腱
な
一
は
お
わ
か
り
で
し
式
う
タ

ク
ま
ず
と
公
選
鯛
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
愚
と
か
ら
外
・
竺
○
蔑
江
政
府
美
員
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
の
進
行
状
況
と

戸
・
が
竪
険
Ｅ
Ｐ
２
ｒ
、
グ
昌
干
い
う
〆
垂
宮
寺
十
虚
、
〃
】
や
卜
‐
、
少
再
争
恥
〆
合
し
ｏ
の
Ｐ
、
－
ず
歩
辱
一
Ｌ
《
７
厘
尾
勺
戸
２
■
禺
竪
蛍
一
電
■
彰
跨
曾
旨
届
〆
〆
Ｌ
ｍ
叩
、
区
上
司
Ｅ
日
０
ノ
‐
に
瞳
ｆ
〃
幸
一
、
‐
ず
一
日
動

○
蔑
江
政
府
桑
員
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
の
進
行
状
況
と

今
後
の
日
程
に
つ
き
室
し
て
抑
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
思

舗
一
頚
繁
六
号
文
敦
委
員
会
溌
爆
鰯
三
号
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
昊
閲

奥
行
の
避
挙
の
固
脆

総
務
長

一
○
船
田
委
員
湛
捻
、
こ
の
改
正
法
案
と
い
う
の
ば
突
賀

的
に
罐
日
切
れ
法
案
だ
と
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
す
唾
そ

こ
で
、
改
正
法
案
が
い
つ
ま
で
磯
立
な
す
れ
ぼ
今
回
の
進

行
Ｌ
で
い
愚
選
挙
そ
の
も
の
城
と
ま
る
の
か
、
あ
る
い
は

い
つ
ま
で
成
立
し
な
け
れ
ば
遥
挙
を
行
わ
な
吟
れ
種
い
赫

歳
い
、
そ
う
い
う
必
要
性
が
生
ず
為
の
か
乱
そ
う
い
う
点

は
艦
理
府
ば
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
か
。

○
橘
本
（
畳
）
政
府
霊
長
法
徹
的
に
申
し
ま
す
と
ゞ
当
選

人
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
改
正
法
案
が
砒
立
、
施
行
さ
れ

れ
ば
ｋ
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い

ろ
な
手
続
等
の
事
傭
を
考
え
合
わ
せ
ま
す
と
、
で
き
る
だ

け
早
く
成
立
さ
せ
竜
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
連
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
覇
現
在
の
選
挙
手
競
で
ば
十
二
閲
二
十
四
日
に

当
選
者
の
確
定
を
行
う
よ
う
な
形
に
な
事
』
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
今
月
の
下
旬
涯
は
投
禦
用
紙
の
発
送
な
ど
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
成
立
を
図
三
し
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◎
殻
田
委
員
そ
れ
で
漣
、
最
後
に
総
務
長
官
に
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

今
回
の
改
正
法
案
は
確
か
に
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
駿
溺
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
億
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
今
回
の
改
正
按
案
が
成
立
を
し
た
段
階
に
お
い
て
、

い
ま
す
。

先
縁
雲
申
し
霞
し
た
裳
う
に
、
十
月
一
日
に
候
舗
者
の

公
示
を
す
で
庭
完
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
段
取

り
と
い
た
し
ま
し
て
減
、
種
の
下
旬
に
か
け
寵
し
て
投
票

用
紙
を
配
付
す
る
と
い
う
こ
と
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま

す
ｃ
し
た
瀞
い
室
し
て
、
実
際
に
投
票
緯
入
り
ま
す
の
総

投
票
用
紙
の
配
付
を
受
け
て
か
ら
と
い
う
こ
と
踵
な
り
主

《

実
現
し
筵
い
く
と
い
う
段
階
艇
お
い
て
、
学
術
会
議
の
将

来
に
対
す
る
政
府
と
し
て
の
論
鋼
と
い
い
震
し
よ
う
か
、

こ
う
い
う
学
術
会
職
艇
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
い
う

展
盟
銀
も
し
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

－
す
。

｜
○
丹
羽
国
蘇
大
臣
皇
』
の
法
改
正
龍
縛
い
ま
し
て
き
わ
め

て
逓
切
燕
や
大
切
な
お
尋
漁
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
政
府

と
し
て
連
こ
の
学
術
会
議
の
将
来
腱
対
す
る
展
望
と
申

し
ま
す
か
考
先
と
申
し
室
す
か
、
御
術
鏑
の
こ
と
腿
つ
い

て
臓
っ
き
り
と
申
し
上
げ
き
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う

考
え
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
私
と
し
て
も
、
今
回
の
改
革
の
実
溌
腱
よ
り

学
術
会
蹴
が
そ
の
本
来
の
目
的
を
十
分
に
果
た
む
、
わ
が

届
の
科
学
の
振
興
及
び
発
展
艇
大
き
く
瀞
扉
す
る
よ
う
に

な
る
も
の
と
健
進
て
お
り
ま
す
。

先
縁
ど
も
お
醸
し
し
ま
乙
た
葱
う
に
、
瀞
孫
の
乏
乙
い

わ
が
濁
瀝
と
っ
て
織
、
い
窪
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な

い
と
星
ろ
で
ご
ざ
い
蓋
す
謡
、
科
学
の
振
興
及
び
発
展
の

煎
要
性
は
、
今
後
高
茨
り
こ
そ
す
れ
低
下
す
る
こ
と
ば
絶

対
に
あ
り
徳
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
譲
っ
て
、

学
術
会
識
の
果
た
す
べ
き
役
割
り
も
そ
れ
淀
伴
っ
て
よ
り

一
咽
璽
鴎
に
な
事
》
い
く
ら
の
と
考
え
ま
す
働
窟
と
い
た

Ｌ
ま
し
て
減
、
こ
の
よ
う
な
蕪
本
的
な
考
え
の
も
と
罐
今

後
と
も
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
学
術
会
議
純
今
掴
の
改
莱
を
誕
擬
と
Ｌ
て
そ
の

体
制
を
蛙
え
、
科
学
茜
の
承
な
ら
ず
広
く
鬮
民
命
葎
の
期

待
腱
こ
た
え
て
十
分
そ
の
織
鮨
を
発
繩
し
て
い
く
こ
と
な

心
か
ら
希
望
い
た
し
ぞ
お
り
ま
す
．
。

Ｏ
船
田
鯵
員
載
も
や
練
り
今
個
の
改
正
法
案
に
よ
？

て
、
そ
の
寵
容
に
つ
い
て
朧
こ
れ
か
ら
学
術
全
幾
峨
そ
れ
か

ら
政
府
の
間
で
十
分
腱
擬
娠
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

輩
＋
分
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
る
識
竪
乎
侭
よ
っ
て
鍬
術
奪
暴

が
さ
ら
に
実
り
あ
る
も
の
、
そ
し
て
日
本
社
会
、
日
本
経

華
蝿
閲
木
の
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
ど

を
期
待
い
た
し
篭
し
冨
賀
間
を
蕊
わ
ら
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
（
拍
手
）

○
秦
梨
委
員
長
こ
れ
に
て
本
案
に
対
す
る
質
疑
ば
終
了

そ
し
て
そ
れ
に
従
っ
這
裳
附
会
賎
と
い
う
も
の
の
諦
毒
竿
謬

実
現
し
筵
い
く
と
い
う
段
階
艇
お
い
て
、
学
術
思
翼
賊
の
将

《

Ｏ
蕊
慰
蓉
鰕
貫
長
こ
れ
よ
り
原
案
及
び
こ
れ
に
対
す
る
能

正
案
を
一
括
し
て
鬮
溌
に
入
る
の
で
あ
り
蓑
す
が
、
別
に

討
溌
の
申
し
出
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
採
決
種
入
り
窯

す
。
日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
庭
つ
い

て
採
決
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
中
村
婿
君
提
出
の
怯
正
案
腱
つ
い
迄
採
淡
い
た

し
ま
す
＠

本
経
正
案
腱
錠
成
の
賎
君
の
起
文
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
渚
起
立
〕

○
泰
梨
養
員
長
起
立
総
員
。
よ
っ
て
、
本
鯵
正
嬢
臓
珂

○
中
村
（
鯖
〉
霊
員
た
だ
い
ま
凝
題
と
愈
争
堂
し
た
擴
磁

案
に
つ
き
ま
し
て
、
趣
旨
の
鋭
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

原
案
は
、
現
に
会
負
で
あ
る
者
の
任
期
ば
、
昭
和
五
十

九
年
一
月
二
十
周
か
ら
起
騨
し
て
一
年
を
趨
え
な
い
範
餌

内
侭
お
い
て
政
令
で
定
め
る
蘭
の
閲
日
隻
で
延
長
す
尋
ご

と
腱
な
っ
て
お
り
霧
す
が
、
本
法
に
よ
る
新
制
度
へ
の
移

行
を
さ
ら
に
認
滑
に
す
愚
た
め
、
一
年
六
方
月
を
超
え
欺

紳
範
頤
縄
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
周
の
碗
同
ま
で
延
受

ず
る
こ
と
艇
歌
い
患
う
と
す
る
も
鋤
で
あ
り
法
尋
も

樋
と
ぞ
委
員
各
紘
の
伽
賛
成
を
お
願
い
申
し
上
げ
霞

す
輿
◎
秦
梨
委
員
長
暮
れ
庭
て
趣
旨
の
説
閲
繼
終
わ
り
ま
し

だ
。 Ｏ

栞
禦
獲
員
長
こ
の
際
、
本
案
挺
対
し
中
稔
嫡
謂
か

ら
、
自
由
民
主
党
提
案
に
よ
る
修
正
紫
が
拠
出
さ
れ
て
お

り
ま
詩
も

提
出
者
か
ら
極
旨
の
税
関
を
求
め
ま
す
。
中
村
蛸
君
。

い
た
し
藍
し
た
ｅｌ

日
本
学
衞
会
議
法
の
一
都
を
改
正
す
悪
法
津
嬢
に
対
す

る
悠
正
案

屍
本
号
末
尾
挺
撚
職
〕

’
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ノ

（
第
一
類
第
六
号
）

雲
河
一
詣
淘
玲
買
詞
ヨ
ノ

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
（
金
曜
日
）

午
前
九
時
三
十
三
分
開
蟻

出
席
委
員
委
員
長
池
坊
保
子
君

理
事
青
山
丘
君
理
事

理
事
遠
藤
利
畷
君
選
事

理
事
平
野
博
文
君
理
事

理
事
斉
藤
鉄
夫
君

宇
野
治
君

小
闘
優
子
君

加
震
紘
一
君

蟻
内
実
君

近
藤
碁
彦
君

田
村
憲
久
君

馳
浩
若

山
際
大
志
臨
君

減
井
崇
霧

古
賀
一
成
君

海
井
美
穂
君

鳩
山
由
紀
夫
君

牧
野
聖
総
君

笠
浩
史
君

石
井
郁
子
君

ｌ
ｊ
ｊ
●
４
４
？
１
１
９
も
ｔ
勺
，
Ｒ
Ｂ

ｇ
Ｆ
９
０
８
８
８
８
ｔ
●
８
６
８
９
，
９
８
４
６
９

国
務
大
臣

内
閣
府
副
大
震

文
部
科
学
大
臣
敢
務
官

文
部
科
学
大
臣
政
務
官

轍
鮒
雛
》
瑚
鯲
統
括
官
）

政
府
参
考
人

（
雑
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

《
日
本
学
術
会
謎
事
務
局
長
）

政
府
参
考
人

（
文
甑
科
学
省
研
究
振
興
局
長
〉

第
一
類
第
六
号

獺
百
五
鍼
回
鰻
文
部
科
学
委
員
会
議
録
第
六

文
離
科
学
委
員
会
議
録
第
六
号
平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

石吉田紘聡霧鬘薬測 顕中

明雲霞毒浩麦要葵
君君君君君君電君

辿
鱈
舞
塵
君

異
野
信
亮
君

エ
期
鍵
子
君

厚
田
文
鐙
電

錦
木
恒
夫
君

四
村
弱
宏
魁

言
川
禎
久
君

加
藤
尚
彦
君

小
林
千
代
美
碧

綱
藤
浩
謹

士
彊
匿
一
愛

課へ

○
誰
溌
雲
員
畏
こ
戦
ょ
勘
全
謬
を
闇
き
青
３

内
閣
鋒
麗
、
日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
童
念

律
案
を
餓
題
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
際
、
お
龍
妙
浄
た
と
ま
す
。

本
案
審
査
の
た
め
や
本
園
、
参
考
人
と
し
て
日
本
学
生

会
議
会
長
黒
川
清
君
の
出
席
を
求
め
、
意
見
を
聡
取
す
字

こ
と
と
し
、
含
た
、
孜
府
参
考
人
と
し
て
内
閣
府
政
策
塗

篭
官
林
幸
秀
霊
園
鯰
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
田
中
順
一
懇

日
本
学
術
会
鱗
事
務
湯
長
吉
隠
正
嗣
君
及
び
文
部
科
学
心

諏
究
援
興
局
長
石
川
弱
君
の
出
聯
を
求
め
や
競
砺
を
蕊
搾

る
踵
１
億
》
食
し
戸
宇
僅
ま
ず
號
形
卸
巽
菰
ど
き
齢
烹
逢
ふ
か

そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

△
二
■
虹
■
■
■
■
▽
ｉ
Ｄ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｑ
ｇ
：
！
・
・
』
■
ロ
■
３
－
■
■
■
■
▼
■
口
毎
・
層
。
。

◎
池
坊
委
員
長
暮
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。

質
疑
の
牢
Ｌ
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
こ
れ
を
誌
し

叢
す
。
斉
藤
鉄
夫
君
。

○
斉
藤
（
鉄
）
雲
員
公
鶇
党
の
斉
藤
鉄
夫
で
す
。
よ
ろ
し

・
○

く
お
廟
い
い
た
込
ま
す

固
本
学
禰
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
諺
質
問

を
ぎ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
魚
す
魯

早
速
で
す
け
れ
ど
も
、
圃
本
学
術
会
議
、
名
揃
は
よ
く

聞
く
ん
で
す
吋
れ
ど
も
、
何
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の

今
回
巽
毎
酔
い
麺
釦
醐
恥
私
生
眼
、

政
務
参
考
人
出
毒

参
考
人
擬
顕
要
辛

周
本
学
術
会
塞

鰹
壁
第
二
九
号
｝

( 劇
騎

一一‐
‐

ー
一

蓋婁菱雲議ぞ彗冨冥杲琴童雲箸薑巻謹受議婁篝＜壹季そ薑
各藤幸らをうれたすて学こいてお田す今すまをな藤与そいムうぎ

臺菫差篝臺實臺毫臺臺霊瀧籍菫溌繍灘霊
室員言受臺警讓善墓諺建褐寡鐙麦 零怠琴議員＜喜釜霊臺堂

菫
臺 ，

Ｏ
吉
田
政
府
参
考
人
お
答
え
牢
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
先
生
御
詣
披
に
な
ら
批
ま
し
た
よ
う
侭
、
こ

の
間
本
学
術
会
議
は
、
我
が
国
の
科
学
者
の
代
表
機
関
で

ご
ざ
準
ま
す
参
我
が
国
、
科
学
者
蛾
七
十
六
万
人
い
ら
（
一

し
や
．
い
き
す
が
、
そ
の
代
表
機
関
と
い
い
ま
す
の
幟
こ
の

日
本
学
術
会
議
だ
け
で
ご
ざ
い
叢
し
て
、
こ
れ
ば
法
律
に

１
１

《

Ｉ
ｉ
０

へ’
ｔ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ

た
、
審
識
会
等
は
あ
る
意
味
で
行
政
鈴
一
撤
関
で
あ
る
翻

れ
ど
も
、
こ
の
学
術
会
議
は
そ
の
行
政
か
ら
独
立
を
し
て

薩
策
提
言
を
行
う
、
そ
こ
が
違
う
ん
だ
、
や
｝
う
い
う
童
味

で
し
主
う
か
。

で
す
か
ら
、
例
え
臆
、
行
政
と
議
会
、
こ
う
率
う
ふ
う

な
理
解
で
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
噂
行
殿
は
裾
殿
電
、

号

（
一
ふ
ハ
ー
ー
）

→
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第
一
類
第
六
号
文
部
科
学
委
鎚
会
詮
録
第
六
号
平
成
十
六
年
室
月
十
九
静

〈

《

■
０
１
．
１
１
１
０
８
６
０
０
Ⅱ
Ｉ
６
ｊ
ｌ
ｌ
９
０
ｊ
６
日
日
８
０
口
日
日
９
１
４
△
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

一
言

－51－
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一一一一
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○

国
民
か
ら
選
ば
れ
て
、
首
憂
が
い
て
、
そ
の
行
政
を
行
《
》

て
い
る
。
そ
れ
と
蛙
独
立
し
て
議
会
が
あ
っ
て
、
そ
の
行

政
に
対
し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
等
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
提
鷺

機
能
等
が
議
会
に
あ
る
わ
吟
で
す
が
、
そ
の
行
激
と
議
会

と
い
う
位
慮
関
爆
と
同
泌
よ
う
な
も
の
だ
、
こ
う
い
う
麓

解
で
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
蟻

○
吉
田
政
府
参
考
人
お
答
え
を
申
し
上
藷
ま
す
急

ａ
本
学
術
会
磯
は
、
法
律
上
も
独
立
し
て
職
務
を
行
う

と
い
う
ふ
う
に
規
定
誉
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
行
政
部
内
の
機
関
で
薯
ざ
い
ま
し
て
．
行
政
と
立

法
と
の
違
い
、
関
擬
と
準
う
も
の
と
域
室
た
違
っ
て
お
る

か
と
思
い
き
す
。
行
政
の
中
で
、
行
疏
機
関
で
鐘
あ
る
織

れ
ど
も
、
秩
立
し
て
仕
事
を
行
う
こ
と
臆
よ
三
Ｌ
そ
の
槻

能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
趣
旨
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
曇

。
斉
藩
（
鉄
）
委
員
こ
の
学
術
会
蟻
が
全
体
の
中
で
強
行

政
の
中
に
あ
る
と
い
う
の
稔
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
な
ん

で
す
が
、
内
髄
府
、
文
部
科
学
省
と
学
術
会
議
の
対
比
、

こ
れ
を
今
理
解
し
よ
う
と
種
蛾
努
め
て
蕊
る
ん
で
す
げ
我

ど
も
ｃ
例
え
纈
文
部
科
学
省
、
内
閣
癌
と
は
蕊
立
し
た
存
在
と

し
て
あ
っ
て
、
産
閣
府
や
文
部
科
学
省
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
滑
学
行
政
に
対
乙
て
提
琶
し
チ
ニ
ッ
ク

を
す
る
、
こ
う
い
う
機
能
だ
、
そ
れ
ば
例
え
感
三
権
分
立

に
お
け
る
石
政
と
議
会
の
、
そ
う
い
う
関
係
と
庭
じ
よ
う

に
と
ら
え
て
瀞
準
ん
で
す
か
と
い
う
質
問
な
ん
で
ず
が
、

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

○
茂
木
国
務
大
臣
あ
る
程
度
お
わ
か
り
の
上
で
、
議
簾

を
ク
リ
ア
に
す
る
た
め
輝
御
質
問
い
た
だ
堂
も
い
る
面
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
圖
本
学
術
会
議
は
大
き
く

分
け
ま
す
と
三
つ
の
機
能
を
持
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
先

生
の
方
か
ら
鎌
詣
摘
い
た
だ
い
て
お
り
童
す
の
は
致
策
提

冨
に
塊
す
る
機
能
の
藻
分
だ
と
思
い
ま
ず
●
そ
れ
以
外
に
、

科
学
者
岡
の
い
わ
ゆ
る
連
携
で
あ
っ
た
り
と
か
弓
今
夏
二

ケ
ー
シ
ヨ
ン
、

そ
れ
か
ら
社
会
全
体
に
誼
し
て
発
信
を
し

て
い
く
、
情
報
提
供
し
て
い
く
、
》
》
う
い
う
機
能
も
日
本

字
術
会
議
は
持
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
最
初
の
藤
分
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
と
、
行
政
と

議
会
、
こ
う
い
う
こ
と
で
対
比
，
塵
）
て
い
た
だ
い
て
お
る
ん

で
す
が
、
恐
ら
く
、
‐
行
政
と
議
会
の
関
係
催
し
ま
ず
と
、

議
会
の
方
は
決
定
篭
が
あ
る
わ
”
で
あ
り
き
す
鰍
れ
砦

も
．
こ
ち
ら
の
学
撫
会
議
は
専
門
的
な
立
場
か
ら
、
し
か

，
，
魂
総
合
的
そ
し
て
ま
た
長
期
的
に
政
痢
駆
対
，
’
そ
意
見

具
申
、
提
雷
を
行
三
、
い
く
、
こ
う
い
う
機
能
を
持
つ
わ

鋪
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
、
そ
う
誓
う
麓
全
的
な
提
蔑
を
す
る
．
こ
う

い
う
こ
と
で
い
い
ま
す
と
、
内
期
の
中
に
蕊
合
科
学
技
術

会
議
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
鰯
れ
ど
も
、
総
合
程
学
技

術
会
議
の
方
は
、
総
理
大
撞
を
長
と
い
た
し
ま
し
て
、
閣

僚
も
入
り
懇
そ
し
て
ま
た
穫
識
者
議
員
、
科
学
者
の
方
等
々

も
入
っ
て
、
ま
き
腫
鳥
‐
ツ
プ
ダ
ウ
ン
で
全
体
的
憲
政
策
を

み
ず
か
ら
決
め
て
い
く
《
？
そ
れ
侭
対
し
ま
し
て
こ
ち
ら
の

学
術
会
譲
の
方
減
、
科
学
者
の
雪
《
鼻
《
一
テ
変
，
，
，
の
中
か

ら
ポ
ト
ム
ア
ッ
ブ
で
殴
筑
を
く
み
上
げ
、
そ
し
て
そ
れ
を

捉
嘗
！
そ
い
く
合

こ
う
い
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
そ
れ
か
ら
ポ
ト
ム
ア
ソ
プ

と
、
手
法
の
違
い
今
そ
れ
か
ら
、
総
合
科
学
技
撫
会
議
の

方
は
み
ず
か
ら
瞳
策
を
つ
く
り
、
そ
し
て
方
向
性
を
設
定

ず
ろ
、
そ
説
に
藷
し
ま
し
て
こ
の
学
術
会
説
の
方
嫁
提
言

磯
能
を
担
う
、
こ
う
い
っ
た
違
い
が
あ
遥
か
と
慾
い
ま
す
Ｃ

Ｏ
斉
藤
（
鉄
）
委
員
学
術
会
議
と
行
政
の
関
係
、
侭
と
な

く
わ
か
っ
た
よ
う
象
気
が
い
た
し
ま
承
。
総
合
瀞
学
技
術

会
鱗
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ま
た
後
臓
ど
質
問
搭
強
で
い

た
だ
き
ま
す
合
そ
う
い
う
学
術
会
譲
の
存
在
の
意
義
鍬
わ

か
り
煮
！
）
た
値

こ
の
学
鋳
蕊
季
護
法
の
場
合
は
、
法
律
上
も
人
文
科
学
と
白

然
蒋
学
と
苧
２
冨
薬
が
使
わ
炎
て
お
聯
ま
し
て
、
人
文
科

学
の
中
に
い
わ
ゆ
る
抵
会
科
学
以
外
の
人
文
科
学
も
含
萎

れ
て
い
る
之
い
う
こ
ゑ
で
、
す
べ
て
の
学
礁
分
籔
が
含
衾

れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
鮭
渡
浄
構
念
で
使
わ
れ

て
お
る
わ
吟
で
ご
ざ
い
ま
す
陰

○
斉
醗
（
鉄
）
委
員
鼻
こ
で
震
う
科
学
ど
は
．
す
べ
て
の

学
術
を
い
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
毒
！
是
ｃ

で
蛾
、
次
の
質
問
踵
入
ら
せ
て
い
た
露
き
ま
す
ｚ

こ
の
目
的
の
文
章
腱
こ
だ
わ
弾
ま
す
が
、
『
行
政
、
産

業
及
び
国
民
生
活
に
科
学
を
反
訣
浸
透
さ
せ
る
黒
と
Ｌ
溌

弓
的
で
あ
る
参
↑
い
わ
ば
、
ま
さ
糎
産
官
学
そ
の
も
の
が
目

的
の
と
こ
ろ
糎
書
塗
・
』
あ
る
わ
輪
で
ご
言
い
ま
す
。
産
官

学
の
連
撹
と
擬
進
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
わ
吟
で
ご

ざ
熱
ま
ず
く

と
こ
ろ
が
、
こ
の
学
術
会
談
の
遜
史
を
振
り
違
っ
て
み

ま
ず
と
、
産
官
学
こ
そ
学
問
の
自
立
自
主
を
侵
す
思
想
で

あ
る
と
酔
う
考
え
の
も
と
で
、
ま
ざ
に
こ
の
目
的
腱
反
す

る
、
圏
釣
に
逆
行
す
る
考
え
方
の
も
と
で
運
営
さ
れ
か
誇

蛎
が
あ
る
、
こ
の
装
う
に
我
々
瑳
蛎
し
て
お
り
ま
す
。
学

問
の
自
由
、
学
術
の
虐
由
を
弦
鯛
す
る
余
嘩
、
国
民
生
活

へ
の
反
映
浸
透
と
い
う
星
崖
筋
そ
う
い
う
目
的
と
は
ま
さ

に
逆
行
す
る
よ
う
象
時
代
が
あ
っ
た
と
我
考
盟
議
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
龍
露
識
尋
れ
、
ま
た

そ
の
反
省
に
立
つ
て
ど
の
よ
う
を
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
悪
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

業
溌
難
岬
健
態
蔑
蕊
職
謹
蔑
竺
・
濡
鶏
鰐
伊
蕊
鯉
縫
製
夢
委
し
た

目
的
で
あ
る
。
農
亀
で
一
富
う
科
学
の
意
味
で
す
鼎
れ
簿
も
、
一
け
れ
ど
も
や
こ
の
日
本
学
術
会
議
の
会
員
の
選
考
方
法
賎
、

我
々
、
一
般
的
に
瞳
科
学
と
い
う
と
い
わ
嬢
る
サ
ィ
エ
ン
↑
当
初
、
選
挙
に
よ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
．

ス
、
畠
然
科
学
と
い
う
こ
と
を
す
ぐ
思
い
浮
か
べ
る
わ
け
一
二
ゐ
当
時
、
先
生
の
御
括
摘
の
よ
う
に
、
日
本
学
撫
会
鐡

で
す
げ
れ
ど
も
、
学
術
会
譲
の
粗
織
を
見
て
み
る
と
そ
う
一
の
活
動
が
科
学
の
進
展
や
学
術
研
究
の
多
犠
化
腱
対
応
で

で
ば
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
ん
で
す
↑
が
、
こ
こ
で
雷
一
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
ご
ぎ
い
ま
し
た
し
、
ま

う
科
学
の
毒
味
を
ぶ
つ
よ
っ
と
域
っ
き
り
差
暑
で
お
塞
冥
患
春
で
う
い
つ
だ
状
撹
も
ご
ざ
い
ま
し
た
た
め
に
、
会
員
俊

と
思
い
ま
す
息
一
補
者
と
し
て
立
候
補
す
る
科
学
者
も
少
戴
く
な
っ
て
、
科

。
吉
田
政
府
参
考
人
日
本
学
術
会
磯
怯
で
科
学
と
い
う
一
学
者
の
日
本
学
撫
会
餓
蛙
れ
が
進
ん
だ
、
そ
う
い
っ
た
よ

蔑
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
げ
れ
ど
も
、
一
般
的
に
は
科
ぎ
っ
な
状
況
も
ご
ざ
い
ま
し
な
》

亭
と
い
う
用
語
は
広
い
意
味
に
も
い
ろ
い
ろ
な
狭
い
意
妹
一
》
）
う
い
っ
た
状
配
に
陥
っ
た
こ
と
を
反
省
い
た
し
ま
し

捧
釣
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
）
浄
写
い
ま
す
げ
れ
ど
も
、
二
』
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
》
』
の
会
員
の
選
出
方
法
が
そ

愉
謄
騰
旧
体
陣
駒
陰
儲
隙
げ
榔
怜
榔
険
閥
嗜
選
出
す
る
方

注
に
改
め
る
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
亀
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
前
厘
の
改
正
に
よ
り
憲
延
て
近
年

生
進
て
ま
い
り
ま
し
た
弊
害
を
哉
善
で
き
悪
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
鴬
す
。

Ｏ
斉
藤
（
鉄
）
露
員
随
分
先
ま
で
鐸
答
弁
い
た
だ
い
て
、

れ
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
改
正
が
さ
れ
ま
し
て
、
一

定
の
要
件
を
艤
え
る
学
術
研
究
団
体
で
あ
る
登
録
学
術
研

究
団
体
か
ら
の
推
薦
腱
基
づ
い
て
会
員
を
選
ぶ
と
い
う
鰄

度
挺
改
蓬
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
．

◎
斉
藤
（
鉄
〉
委
員
元
捻
務
庁
長
官
で
し
た
中
山
太
郎
先

生
瀞
、
そ
れ
ま
で
の
一
部
イ
デ
オ
ロ
ギ
ｉ
に
支
配
さ
れ
て

い
た
学
術
会
議
を
正
常
な
姿
に
し
た
、
こ
の
よ
う
に
よ
く

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
造
も
、
そ
の
こ
と
が
い
わ
ゆ
る

選
挙
方
法
の
改
善
侭
よ
っ
て
な
さ
潔
た
、
こ
れ
総
大
き
な

改
革
で
あ
っ
た
と
宇
幽
先
生
も
お
っ
、
，
》
等
る
鈴
を
何
蕊
も

私
聞
い
た
こ
と
が
ど
き
い
ま
す
が
鰯
そ
の
昭
和
五
十
八
年

の
改
革
は
そ
の
所
期
の
目
的
を
達
或
し
た
ん
で
し
ょ
男
よ

か
い
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

ｏ
吉
關
政
府
参
考
人
昭
和
五
十
八
年
の
改
麗
に
撲
り
ま

し
て
、
先
ほ
ど
率
し
上
靜
ま
し
た
よ
う
な
問
題
が
改
善
き

れ
た
わ
鍬
で
ご
ざ
い
ま
す
耐
れ
ど
も
、
近
年
に
参
っ
て
み

ま
す
と
、
行
政
改
革
会
議
あ
る
い
は
総
合
科
学
技
術
会
議

等
の
議
薩
に
お
き
ま
Ｌ
で
は
、
日
本
学
祷
会
織
腱
鞠
し
ま

し
て
、
陳
備
的
な
働
告
等
が
ふ
え
で
き
だ
の
で
鐘
な
い
か
、

あ
る
い
は
会
質
の
癌
齢
化
、
畏
鶏
在
籍
会
貴
が
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
会
員
講
成
が
硬
直
化
し
て
い
る
の
で
鍬
な
秒

鄙
、
方

そ
う
い
っ
た
よ
う
な
指
摘
が
な
き
れ
る
に
襄
ち
て
ま

い
り
ま
Ｌ
た
掌

こ
う
い
っ
た
街
指
摘
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
今
回
、
ま
た

園
本
学
術
会
識
の
改
革
を
行
う
と
い
う
二
と
で
、
日
本
学

嫌
会
識
が
我
が
国
の
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
代
表
機

関
と
い
た
し
ま
し
て
準
雲
り
的
確
に
そ
の
役
翻
を
果
た
し

て
鞆
く
と
い
う
こ
と
に
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
ご
蓄
い

ま
す
。
具
体
釣
に
申
？
》
ま
す
と
、
会
員
の
遥
考
方
法
で
ご
ざ
い！

い
政
簸
鎚
言
が
行
え
る
よ
う
に
、
会
員
選
践
方
法
に
つ
き
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No. 所属部 氏名 所属･職名
■

! -1 ,.111口重

井伊雅子

池尾和人

石川義孝

伊藤公雄

1 1 一橋大学大学院国際公共政策大学院教授

慶應義塾大学経済学部教授12

●寺

1 京都大学大学院文学研究科行動文化学専攻教授3

京都産業大学現代社会学部客員教授(ダイバーシティ
推進室長兼任）

4 1

岩崎晋也

遠藤菫

岡田真美子

小佐野重利

亀田達也

5 1 法政大学現代福祉学部学部長｡教授

学習院大学法学部教授

中村元記念館東洋思想文化研究所研究員､兵庫県立
大学名誉教授

東京大学大学院教育学研究科特任教授

東京大学大学院人文社会系研究科教授

16

（
17

8 1

9 1

｢‐ ． 一『吾■

1 10 ,| 10 ゞ
１
－
１
１

１
．
１
１
１
１
，
，
１
ｉ
』

オーザ ー

河田潤一

■ ■ e己 －ー－■ ■ e己 －ー－

神戸学院大学法学部教授

|神戸大学大学院経営学研究科教授

一橋大学経済研究所教授

'大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研
|究所副所長･教授

；神戸大学大学院国際文化学研究科教授

震蕊史料編纂所教授副学長大学執行役附属

上林憲雄11

北村行伸

木部暢子

窪田幸子

久留島典子

古城佳子

小玉重夫

|

12

1３
４
１
１ 1

【

15 １
１

《
16 東京大学大学院総合文化研究科教授

'一
|東京大学大学院教育学研究科教授

冨知工科大学経済･マネジメント学群教授､総合地球環
境学研究所特任教授

|東京大学社会科学研究所教授

大阪大学大学院人間科学研究科教授

専修大学法学部長｡教授

117

西條辰義18 1

1 夫
吉

四
一
恒
垂
坐

藤
水
佐
志

19

120

121

122 東京大学大学院教育学研究科教授

九州大学大学院法学研究院教授23 1

24 1 京都大学経営管理研究部教授｡京都大学大学院経済
学研究科教授京都大学副学長

1-5蚤
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所属部No. 氏名 所属･職名
稲

名古屋大学大学院情報科学研究科教授戸田山和久125

永瀬伸子 お茶の水女子大学基幹研究院教授･学長補佐126

東京大学大学院法学政治学研究科教授中谷和弘27 1

明治大学政治経済学部専任教授西川伸一28 1

1 西崎文子 東京大学大学院総合文化研究科教授29

糠塚康江 東北大学大学院法学研究科教授30 1

1 立教大学大学院法務研究科教授野澤正充31

廣瀬真理子 東海大学教養学部教授32 1

1 大阪大学大学院文学研究科教授 ．
／
β
、 福永伸哉33

東京大学大学院人文社会系研究科教授藤原聖子

本田由紀

町村敬志

34 １

東京大学大学院教育学研究科教授35 1

1 一橋大学大学院社会学研究科教授36

松浦純 東京大学名誉教授37 1

1 松本恒雄 独立行政法人国民生活センター理事長

慶應義塾大学大学院法務研究科教授

奈良女子大学副学長･教授(研究院生活環境科学系）

38

三木浩一39

40

41

1

1 三成美保

1 宮崎恒二 東京外国語大学名誉教授

（
|鹿児島大学名誉教授秋葉澄伯42 2

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科分子免疫
学分野教授

東みゆき43 2

石川冬木 京都大学大学院生命科学研究科教授44 2

2 磯部光章 榊原記念病院院長45

国立研究開発法人医薬基盤｡健康･栄養研究所感染病
態制御ワクチンプロジェクトプロジェクトリーダー

今井由美子46 2

巌佐庸

大杉立

岡部繁男

九州大学大学院理学研究院教授47 2

2 東京農業大学客員教授48

2
東京大学大学院医学系研究科神経細胞生物学分野教
授

49

2 小川宣子 中部大学応用生物学部教授50

25韻‐



句

’’ 所属｡職名所属部 氏名No.

明治大学農学部教授小田切徳美51 2

2 東京大学医科学研究所教授甲斐知惠子52

鄙

国立研究開発法火国立国際医療研究セン曳一名誉塵事
長

春日 雅久53 2

2 関西医科大学看護学部設置準備室教授片田範子54

2
国立研究開発法人国立精神･神経医療研究センター精
神保健研究所児童｡思春期精神保健研究部長

神尾陽子55

2 神谷研二 広島大学副学長｡特任教授56

2 大阪大学大学院医学系研究科分子病態生化学･教授菊池章57

篭
Ｆ
口
４
壁

2 ゞ！ 近藤孝男 名古屋夫挙大学院理裳研究科特任教授，鑓
J

1 ！
（

東京大学大学院理学系研究科教授塩見美喜子59 2

東京農工大学大学院農学研究院教授澁澤栄60 2

情報･システム研究機構国立遺伝学研究所副所長･教
授

城石俊彦

高木利久

61 2

２
２

東京大学大学院理学系研究科教授

東京大学国際高等研究所サステイナピリティ学連携研
究機構機構長．特任教授

62

武内和彦63

2 千葉大学大学院医学研究院教授丹沢秀樹64

自治医科大学学長

東北大学大学院農学研究科教授

永井良三

南條正巳

65 2

266

2 西村いくこ

平井みどり

寳金清博

京都大学大学院理学研究科教授67

〈

2 神戸大学医学部附属病院教授｡薬剤部長68

2 北海道大学病院長

医療法人聖粒会慈恵病院顧問

69

宮崎康二70 2

2 向井千秋 東京理科大学特任副学長71

2 村川康子 宮城県立がんセンター腫瘍内科医療部長72

森正樹 大阪大学大学院医学系研究科消化器外科学教授73 2

山極壽－ 京都大学総長74 2

2 広島大学大学院壜歯薬保健学研究嬢精神神経医科学｜教授
山脇成人75

－■一＝一一一 一一

’76 阿尻雅文 東北大学材料科学高等研究所教授3
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’No. |
Pf b
甲伊 ，

所属･職名氏名所属部

明治大学･総合数理学部長､先端数理科学研究科長、
教授

荒川菫77 3

高知工科大学学長磯部雅彦78 3

3 慶應義塾大学理工学部教授大西公平79

大野英男 東北大学電気通信研究所長｡教授80 3

公益財団法人川崎市産業振興財団副理事長｡ナﾉ医療
イノベーションセンター長

(兼東京大学政策ビジョン研究センター特任教授）

3 片岡－則81

3 北海道大学大学院理学研究院化学部門教授加藤昌子82

3 木村学 東京海洋大学海洋資源環境学部特任教授83
G I Ⅱ I F

3 厨川常元 東北大学大学院工学研究科研究科長･教授84

／
Ｉ

東北大学材料科学高等研究所｡所長兼大学院理学研
究科｡教授

小谷元子85 3

3 五神真 東京大学総長郎
一
印 3 柴山悦哉 東京大学情報基盤センター教授

3 鈴置保雄 愛知工業大学工学部電気学科電気工学専攻教授88

３
３

国立研究開発法人海洋研究開発機構地球情報基盤セ
ンターセンター長 ，

高橋桂子89

坪井俊 東京大学大学院数理科学研究科教授90

徳田英幸 国立研究開発法人情報通信研究機構理事長91

３
３ 東京大学総括プロジェクト機構特任教授､東京大学大

学院理学系研究科特任教授､東京大学名誉教授
中村栄一92

〈 中村崇 東北大学名誉教授鯛
一
弘

3

中村尚 東京大学先端科学技術研究センター副所長｡教授
rl

O

3
国立研究開発法人物質･材料研究機構理事長､東京大
学総長特別参与｡教授

橋本和仁95

波多野睦子
東京工業大学大学院理工学研究科電子物理工学専攻
教授

96
n

o

巳

東野輝夫 大阪大学大学院情報科学研究科教授97 q
J

株式会社日立製作所研究開発グループ技術戦略室技
術統括センタ長

東京理科大学工学部情報工学科教授

福山満由美

藤井孝藏

98 3

99 3

大学共同利用機関法人情報｡システム研究機構長藤井良一100 3

『

’松尾由賀利 法政大学理工学部教授101 3

45弱
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|所属都’ 所属･職名氏名No.

金沢大学大学院自然科学研究科客員教授

京都大学名誉教授

国立研究開発法人科学技術振興機構副理事

名古屋大学理事･副総長

徹102 1 3 1松宮徹
I ‐

103 1 3 1吉田進

104 1 3 渡辺美代子
105 1 3 1渡辺芳人

（

（
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ザ

口第24-25期会員候補者一覧

ダ

所属部 所属｡現職名No. 氏名

遠藤利彦 東京大学大学院教育学研究科教授

大阪大学社会経済研究所教授

1 1

1 大竹文雄
、

廷

大野由夏 北海道大学大学院経済学研究科教授13

1 大山耕輔 慶應義塾大学法学部教授4

１
１

東京大学大学院経済学研究科教授

明治大学法学部教授

岡崎哲二

亀本洋

5

6

（
苅部直1 東京大学大学院法学政治学研究科･法学部教授

東北大学大学院文学研究科教授

7

1 行場次朗8

1 栗田禎子 千葉大学大学院人文科学研究院教授9

黒崎卓

小林傳司

一橋大学経済研究所教授

大阪大学教授"理事｡副学長

東北大学大学院文学研究科教授

明治大学経営学部教授

10

11

12

1

1

佐藤嘉倫

佐野正博

1

113

東北大学東北アジア研究センター教授

名古屋大学大学院環境学研究科教授

京都大学大学院法学研究科教授

高倉浩樹

高村ゆかり

14 1

115〆
Ｉ
、

高山佳奈子16 1

チヅル

眞也

筑波大学ビジネスサイエンス系教授

日本電信電話株式会社NTTコミュニケーション科学基礎
研究所上席特別研究員

西尾

西田

橋本

７
８

１
－
１

１
－
１

1 伸也 関西学院大学文学部教授19

1 眞柄秀子 早稲田大学政治経済学術院教授

金沢大学国際基幹教育院教授

20

松井三枝

松下佳代

松原宏

21 1

1 京都大学高等教育研究開発推進センター教授

東京大学大学院総合文化研究科教授

22

23 1

－57－
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所属･現職名所属部 氏名No.

東北大学法学部教授水野紀子24 1

京都大学経済研究所教授溝端佐登史

吉田和彦

25 １
’
１ 京都大学大学院文学研究科教授26

一橋大学大学院社会学研究科教授若尾政希27 1

28 1 和田肇

渡部泰明

名古屋大学大学院法学研究科教授｡副総長

東京大学大学院人文社会系研究科教授29 1

天谷雅行 慶応義塾大学医学部皮膚科学教授30 2

池田素子 名古屋大学大学院生命農学研究科教授31 2 1

（
伊佐正 京都大学大学院医学研究科教授

北海道大学大学院獣医学研究院教授

232

石塚真由美33 2

市川哲雄

遠藤玉夫

徳島大学大学院医歯薬学研究部教授

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所
所長代理

34 2

35 2

２
２

越智光夫 広島大学長鏥
一
幻 東京大学医科学研究所感染･免疫部門ウイルス感染分

野教授
河岡義裕

株式会社国際電気通信基礎技術研究所脳情報通信総
合研究所長

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科免疫治療
学分野教授

川人 光男38 ２
２ 神奈木真理39

I

経塚淳子

熊谷日登美

東北大学生命科学研究科教授40 2
〈

日本大学生物資源科学部教授

慶應義塾大学看護医療学部長･教授､大学院健康マネ
ジメント研究科教授

41 2

2 小松浩子42

小安重夫

佐治英郎

国立研究開発法人理化学研究所理事43 2

京都大学特任教授､京都大学名誉教授44 2

杉本亜砂子 東北大学大学院生命科学研究科教授45 2

46 高井伸二 北里大学獣医学部獣医学科教授2

多久和典子幻
一
妃

石川県立看護大学教授2

武田洋幸 東京大学大学院理学系研究科教授2

’

－58－
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所属部

。N▽湖
■ lけ晶弓2

氏名No. 所属｡現職名
｜ ･里I灘？ ｜’ ．鯏 ‘1 J･巳■

、.

東京大学大学院農学生命科学研究科長｡教授丹下健49 2

東京大学大学院医学系研究科脳神経医学専攻臨床
神経精神学講座神経内科学分野｡教授

戸田達史50 2

2 名越澄子 埼玉医科大学総合医療センター消化器･肝臓内科教授51

2 愛媛大学理事･副学長仁科弘重52

大阪大学歯学研究科教授､大阪大学副理事

創価大学大学院工学研究科教授､東京大学特任教授

西村理行53 2

古谷研54 2

呵

岬

４

Ｇ

Ｋ

‐
－
角 邸、

’ 55 ，
I －

慶應義塾求裳医鶚部嗣科裳裁室(呼吸器)教授別役智予2
唖

吻

松田道行

松本宏

京都大学大学院生命科学研究科教授56 2

ｆ
５
１

筑波大学生命環境系教授57 2

2 眞鍋昇

水口雅

大阪国際大学学長補佐･教授58

東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻国際生
物医科学講座発達医科学分野教授

近畿大学医学部外科学教室呼吸器外科部門主任教授

神戸大学大学院理学研究科教授

国立研究開発法人医薬基盤"健康｡栄養研究所身体活
動研究部長

59 2

２
２
２
２

光冨徹哉60

三村徹郎

宮地元彦

61

6263

64

65

望月眞弓

安村誠司

慶應義塾大学薬学部｡薬学研究科教授

福島県立医科大学理事･副学長､医学部教授2

吉岡充弘 北海道大学大学院医学研究院長､薬理学分野教授2
（

ｑ
Ｊ
旬
。

相澤彰子 国立情報学研究所コンテンツ科学研究系教授66

相澤清晴 東京大学大学院情報理工学系研究科教授

広島大学理事｡副学長

東京大学大学院工学系研究科教授

国立保健医療科学院生活環境研究部上席主任研究官

67

68 相田美砂子3

淺間一69 3

3 浅見真理70
1

乾晴行 京都大学大学院工学研究科材料工学専攻教授71 3

3 大倉典子

大島まり

芝浦工業大学学長補佐"工学部教授72

東京大学大学院情報学環､東京大学生産技術研究所
教授 ’373

-59-
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所属部 所属｡現職名氏名No.
処ざ由

早稲田大学理工学術院先進理工学部応用物理学科教
授

小澤徹74 3

梶田隆章 東京大学宇宙線研究所教授75 3

大阪大学大学院工学研究科機械工学専攻教授3 金子真76

大阪大学理学研究科教授川村光77 q
u

3 君塚信夫 九州大学大学院工学研究院応用化学部門主幹教授78

79

国立研究開発法人土木研究所水災害｡リスクマネジメン
ト国際センター(ICHARM)センター長､東京大学名誉教
授､政策研究大学院大学連携教授

3 小池俊雄

3 京都大学大学院経営管理研究部教授小林潔司80

小山田耕二 京都大学学術情報メディアセンター教授81 3

《
北里大学理学部教授菅原洋子

関根千津

82

３
３
３
。
』

住友化学株式会社理事､研究主幹83

(独)国立高等専門学校機構理事､函館工業高等専門学
校学校長､北海道大学名誉教授

但野茂

田近英一

84

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻教授

早稲田大学創造理工学部建築学科教授

九州大学情報基盤研究開発センター長､九州大学大学
院システム情報科学研究院教授

85

3 田辺新一

谷口倫一郎

86

87 3

3 田村裕和 東北大学大学院理学研究科教授

中部大学超伝導｡持続可能エネルギー研究センター教
授

88

筑本知子

茶谷直人

89

90

つ
J

（ 大阪大学大学院工学研究科教授q
J

徳山豪 東北大学大学院情報科学研究科長｡教授

早稲田大学理工学術院教授

91 3

所千晴

中野義昭

392

3 東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻教授

高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所教
授

93

野尻美保子94 3

株式会社国際電気通信基礎技術研究所(ATR)知能ロ
ボティクス研究所長

萩田紀博95 3

三重大学大学院生物資源学研究科共生環境学専攻教
授 ．

春山成子96 3

菱田公一 慶應義塾大学理工学部教授

東京大学工学系研究科社会基盤学専攻教授

97 3

前川宏一98 3

－60－
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氏名 ’所属･現職名所属部No.

美濃導彦 京都大学学術情報メディアセンター教授99
n

o

3
大阪大学大学院工学研究科教授､北陸先端科学技術
大学院大学先端科学技術研究科教授

宮地充子100

東京大学大学院工学系研究科マテリアルエ学専攻教授3 山口周101

宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所准教授山崎典子102
句

。

3 山本里枝子

吉村忍

米田雅子

富士通研究所システム技術研究所所長103

東京大学副学長｡大学院工学系研究科教授104 3

慶應義塾大学先導研究センター特任教授105 3

〈

＃

、

－61－
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半数改選の選考フロー (概要）日本学術会
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|①選考委員会が候補者の推薦を受け付け
I

②選考委員会が候補者名簿を作成
(注）多数決による合議制（構成員は16名）

|③幹事会が候補者を決定
(注）多数決による合議制（構成員は16名）

④総会が候補者を承認

一一一ユー一一三一二罠r薯ヨー右一.＝＝串三三

(注）多数決による合議制（210名の会員全て）

琿夛 マー孟司一ロ

日本学術会議法

⑤日本学術会議が、内閣総理大臣に推薦

⑥内閣総理大臣が推薦に基づき任命
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日本学術会議における補欠会員の選考フロー（概要）
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①各ﾐIiが候補者を選定（5名以内の複数名） ※順位付

(注）部長が、部員の意見を確認した上で決定

②選考委員会が順位付の候補者名簿を作成
(注）多数決による合議制（構成員は16名）

一一

I

!③幹事会が候補者1人を決定

｜ （注）多数決による合議制(構成員は16名）

④総会が候補者を承認

(注）多数決による合議制（210名の会員全て）

⑤日本学術会議が、内閣総理大臣に推薦

⑥内閣総理大臣が推薦に基づき任命
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昭
要
一
士
一
亭
六
月
三
十
日
（
求
曜
日
〕
．
．

。
：
午
後
一
時
五
十
分
開
瞬
↑
‐

‐
・
・
出
旛
委
員
↑
‐

・
萎
農
暴
私
本
淳
鐙
君

，
珂
墓
総
喬
塁
義
四
翼
哩
穿
正
遁
君

ご
矧
率
西
山
冨
佐
太
雪
．

‐
柏
原
義
則
君
理
谷
光
額
君

・
涜
田
。
．
照
震
田
淵
実
夫
君

‐
・
〆
謬
．
・
野
老
賦
君
掻
尾
ト
シ
君

Ｊ
鰹
篝
霊
篝

“
‐
・
・
・
米
田
吉
盛
潜
．
黒
岩
童
浩
君

も
口

．
．
、
織
田
倖
蔭
嘆
揖
．
．
．

・
出
膳
政
府
委
員

‘
・
・
・
丈
郵
辮
務
宮
清
水
勤
一
雲

・
委
員
外
の
出
席
春
．

・
丈
葺
事
務
官
犬
丸
．
秀
雄
君

文
鄙
事
務
官
・
岡
野
澄
君

可

。
》
》
専
門
詞
垂
員
・
・
宇
野
圓
筌
君

．
、
専
門
調
交
員
積
田
重
左
癒
門
冨

３
９
０
も
２
４
，
２
３
，
５
口
伽
凸
″
Ⅱ
ｑ
″
日
日
■
■
ｑ
口
■
、
日
■
■
。
■
Ｕ
Ｂ
Ｆ
・

宍
万
二
十
九
日

教
育
公
務
員
の
任
壷
等
に
関
す
藩
法
律
柔

ら
内
閣
擾
風
×
第
二
○
二
号
〕
小

の
春
蚕
を
木
委
景
会
涯
付
託
さ
れ
た
。

０
か
。
Ｐ
‐
澪
’
犀
個
個
・
・
・
．
‘
・
蝋
●
●
，
●
，
師
‐
・
‐
‐
州
‐
，
，
‐
・
罰
，
’
・

託
本
日
の
会
麟
腱
付
し
た
事
件
§

・
胃
太
学
術
会
鐘
法
案
〈
内
題
招
出
×
第
一
．

、
二
五
号
〉
』

．
↑
ト
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

．
◎
蔑
露
鐘
員
曇
代
理
会
護
を
開
き
ま
手
も

、
・
穰
奉
委
量
長
淫
雷
任
美
負
豪
会
議
腱
御
出

・
席
程
な
つ
毎
お
釦
讃
す
か
侭
忌
私
溌
代
つ
宅

一
ゆゞ
委
貫
長
の
唆
蕃
左
秀
い
震
ず
ｃ
・
・

厩
溌
震
灘
鵡
鱸
鰯
誌
嘩
灘

Ｉ
紬
脾
率
胸

露
一
類
第
三
号
↑
文
教
委
段
会
震
錘
鐺
二
十
、
一
号
紹
蘓
二
十
三
年
六
昌
一
下
日

眺
瀕
二
十
三
勾
十
男
二
十
銭
Ｅ
剥
昂

ぞ
お
強
べ
を
願
い
き
す
。
，

○
黒
髪
桑
員
議
事
麺
行
に
閲
し
て
種
あ
り

さ
す
Ｄ
・
家
錐
逐
艤
審
議
腱
い
含
ま
す
が
、
・
し

か
し
な
が
ら
章
別
種
一
括
し
零
そ
し
て
そ
一

の
章
？
２
息
各
娠
に
つ
い
て
の
盈
閲
を
す
－

ろ
よ
う
な
方
法
を
託
星
り
願
い
允
晩
と
思
い

ま
ず
○

○
癩
議
委
員
曇
代
理
た
だ
い
童
の
黒
岩
君
↑

の
鍵
案
腱
御
異
議
ば
ご
ざ
い
窪
登
ん
か
⑥

」
昼
異
議
な
し
』
と
呼
ぶ
者
あ
必

○
喬
津
霊
貝
曇
代
理
そ
れ
壺
惇
ぞ
の
よ
う

●
腱
い
た
し
室
す
＠
・

前
文
に
つ
い
て
”
…
・
・
・
’

○
田
認
委
員
・
筐
の
交
摩
の
蔀
に
『
わ
が
国
》

の
平
和
釣
復
輿
も
人
類
載
全
の
鴎
鮭
潅
貢
麓

し
』
と
あ
り
き
ず
○
餐
來
こ
う
い
う
書
含
方

が
力
の
あ
る
語
合
肇
あ
鐙
の
歪
寺
譲
さ
の
掲

合
冒
宿
学
を
入
れ
た
ら
ど
う
起
し
寺
、

そ
の
方
が
い
い
唾
や
な
い
で
十
参
。

○
誇
水
政
府
委
員
結
講
竃
お
墨
ど
思
い
室

す
§
・

○
高
識
委
員
長
代
理
・
今
田
迩
震
か
ら
文
章

上
の
注
意
が
あ
っ
て
『
わ
ぷ
画
の
季
和
的
復

興
、
人
類
迂
会
の
露
誕
腱
重
承
と
塗
こ
う

あ
ち
の
を
、
こ
り
宮
』
を
「
と
種
か
え
る
と

い
う
意
見
が
出
て
、
童
府
瞥
』
弦
に
同
意
霞

あ
り
ま
す
瀞
や
鐸
異
議
は
ご
ざ
い
蓑
含
ル

か
。

曇
封
塞
露
な
ル
』
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
・

○
猫
識
委
員
異
代
理
そ
れ
で
惇
〕
の
詞
』

語
笥
と
』
腱
霧
え
ま
す
、
、
．
．

ひ

、
罐
か
腱
全
文
に
つ
輪
乞
御
撞
疑
偉
ご
ざ
い

ま
昔
〃
か
。

員
な
し
』
と
呼
ぶ
看
あ
り
〕
＃

○
嵩
譲
委
舜
丑
侭
謹
‐
で
は
前
文
の
質
疑
陰

屈
示
二
十
三
勾
十
院
二
ｆ
１
Ｅ
鋳
ず

０
９

』

《 会
ｉ
議
ｉ
鋒
’
第
‐
ぃ
二
ｉ
苛
Ｉ
蛤

大
体
こ
れ
壷
鯵
了
い
た
し
室
泌
た
。

錐
一
章
。
．
Ｉ
ｌ
錨
一
軍
鵬
つ
ど
』
御
貧
疑

碓
あ
り
蓑
せ
ん
か
、

○
黒
幾
垂
員
鋪
一
條
の
諒
三
雷
で
あ
り
ま

す
。
鍾
愛
紘
画
庫
負
担
と
す
る
こ
ど
朧
罫
然

で
あ
る
聖
考
え
ま
ず
が
、
要
す
る
に
從
來
学
．

術
に
対
す
る
産
曽
愚
図
庫
の
支
出
す
る
経

費
迄
い
う
も
の
郡
騨
含
わ
め
で
僅
少
電
あ
っ

た
と
い
計
こ
と
は
、
国
民
の
だ
れ
も
が
置
謹

当
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
い
が
た

る
よ
い
組
織
を
つ
く
り
雷
し
て
も
、
結
局
裡

織
を
動
か
す
違
声
』
尋
の
必
要
な
鑑
変
を
國
家

が
質
し
鐙
し
み
を
し
室
し
た
な
ぢ
曙
学
術

の
撰
興
は
腱
か
り
得
な
い
ど
思
い
ま
す
。
そ

の
点
腱
鐇
営
ま
煙
て
審
峯
舜
省
と
い
た
し
室

し
て
ば
、
相
当
計
画
的
な
学
術
会
講
の
蓮
営

腱
対
す
る
予
算
匙
い
う
も
の
を
お
考
え
腱
な

、
っ
て
お
り
ま
す
か
、
そ
の
点
左
御
競
明
願
い

た
い
壁
思
い
室
す
。

○
涛
水
欧
府
婁
員
こ
の
日
本
学
術
会
議
法

俸
、
・
す
き
握
御
艇
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

馬
全
碗
か
ら
霊
隠
れ
ま
し
た
蕊
薯
の
訟

毒
瀝
孟
い
て
壷
き
上
っ
た
も
の
で
あ
り
注
し

七
も
も
ち
ろ
ん
文
郊
省
も
関
興
し
て
お
り
ぎ

す
が
＄
こ
・
日
本
学
術
会
議
の
蓮
冨
猩
つ
き

ま
し
莚
は
も
学
術
体
制
刷
新
委
員
会
及
び
日
．

意
巷
ら
れ
で
諮
る
の
壷
あ
り
室
し
育
子
算

に
？
曾
ま
し
て
亀
拒
当
胆
繊
討
さ
れ
た
十
分

な
割
が
蹄
面
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
学
術
会
議
準
傭
委
量
会
腫
お
い
て
十
岳
用

ま
だ
法
案
が
迺
攻
窪
弦
ん
の
で
、
法
案
が
謹

ｂ
管
壷
亨
峯
雰
墜
涛
噌
合

い
ま
ぜ
ん
け
れ
ざ
も
、
鑪
諏
予
寡
あ
る
い
は

予
備
傘
等
を
も
っ
て
お
願
い
す
る
計
画
踵
い

た
し
て
誌
り
壷
す
②

1
ま
す
か
慰
壁
れ
看
ば
藻
が
質
間
陛
在
す
が
、

●
第
三
鋒
の
雄
一
喪
『
日
本
学
術
会
議
捻
移
・
鎮

立
し
種
左
の
職
務
を
行
・
Ｚ
』
と
言
い
で
あ
・

り
ま
ず
薙
霊
ろ
霞
・
警
蚤
と
い
う
の
蝉

誓
う
い
う
意
味
壷
あ
る
か
Ｑ
第
十
六
鐸
猩
ば

胃
本
学
癖
会
震
涯
、
事
誘
・
局
を
置
き
聯
日

本
学
猫
会
議
裾
関
す
る
察
識
を
鯉
塞
さ
雪

ろ
。
．
』
と
あ
り
室
す
。
そ
の
辨
務
局
紘
官
吏

が
や
あ
と
い
う
政
府
⑤
設
弱
雷
お
る
蕊
・
そ

皇
３
れ
踵
独
立
し
壷
や
岩
と
い
つ
宅
惑
や
官

吏
が
ず
っ
と
や
っ
て
お
患
の
壱
あ
つ
電
『
箪

立
し
て
』
迄
い
う
の
催
ど
う
い
う
意
紫
電
あ

る
か
、
そ
の
点
潅
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
衰

手
も
。
涜
本
政
窟
委
興
昌
幸
学
術
会
議
陣
心
第

一
擁
第
垂
頚
握
あ
り
章
す
よ
５
握
心
丙
関
輯

讓
大
臣
の
厨
密
腱
な
つ
壱
お
り
ま
す
。
し
か

し
学
撫
噌
』
と
胆
つ
き
ま
し
一
』
紘
殖
ご
画
日

永
学
術
会
議
が
署
省
？
剥
肘
譜
愛
吟
左
い

壱
、
独
立
し
た
形
腱
お
い
て
自
白
淀
そ
の
蕊

務
琶
篭
つ
ど
い
う
考
え
鳶
』
ざ
い
ま
《
も
も

ち
ろ
み
熱
十
六
條
梶
あ
り
ま
す
よ
う
に
翻
蘂

の
私
の
雷
』
ざ
い
ま
す
か
ら
ｈ
事
諮
局
障
官

爽
審
』
れ
き
行
ザ
の
で
蓮
ざ
い
吉
す
け
れ
ど

も
海
そ
の
融
蓉
糎
つ
き
ま
し
て
捻
勺
・
政
府
署

管
の
糊
肘
逵
受
け
永
い
と
い
う
よ
罰
な
塗
碗

と
考
え
ま
ず
。

．
次
に
遥
一
率
輝
つ
い
て
は
い
か
津
看
壷
Ｐ
Ｅ

か
Ｐ
Ｉ
，
別
に
御
発
奮
隻
儀
よ
尻
壱
ご
ざ
い

○
窩
議
鍾
愛
曇
代
逼
鏑
一
幸
艇
つ
い
蓮
、

ほ
か
に
御
須
間
朧
ご
ざ
い
藻
ぜ
ん
か
。

、
員
溌
し
』
畠
呼
ぶ
者
あ
り
〕

。
商
津
委
員
曇
代
室
そ
れ
で
朧
錦
一
軍
腱

つ
い
垂
の
健
猛
は
大
体
に
お
い
雲
』
・
れ
で
議

了
し
ま
し
た
。
．

■
ｑ
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隼
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入
れ
か
え
た
方
が
適
当
電
ば
あ
る
ま
Ｌ
力
◇

こ
う
考
え
吟
れ
ま
ず
が
、
政
府
の
厨
見
を
伺

瞳
唖
巻
杢
舎
ア
ひ
．
↑
・

○
涜
氷
重
病
委
憂
鍵
指
識
の
這
り
埴
一
蟻

審
議
塞
賓
腱
蕊
詐
る
こ
と
で
あ
り
震
し
迄
も

菖
辱
祷
蕊
率
夷
檸
壷
ど
し
て
鑑
酉
鐸
の
醸
庸
一
．

の
詰
問
察
頚
猛
関
す
る
審
議
を
い
た
す
の
零
》

《
ど
ざ
い
ま
ず
ｏ
し
か
し
な
が
ら
そ
麹
審
議
一

は
、
必
ず
し
も
政
府
の
硲
間
事
璽
と
隈
ら
な
一

い
の
壱
あ
り
ま
し
て
、
み
顎
か
ら
壷
喪
で
あ
一
。

為
之
考
え
る
暹
些
も
塞
題
膳
上
せ
筵
塞
震
坪
》

た
す
崖
い
う
こ
と
腱
な
る
芭
思
う
の
で
ご
ざ
一

嘱
琶
し
莚
早
従
つ
這
肇
す
む
も
政
府
の
露
間
．

一
事
調
ど
隈
塔
な
い
。
処
か
腰
蔓
一
号
ほ
蕊
鐸

乙
謹
謡
琶
詮
か
つ
迄
も
そ
の
能
李
を
向
士
蓄

壱
ろ
こ
些
這
お
り
ま
し
て
も
学
循
の
向
上
の
。

○
遜
澪
黍
員
丑
代
理
謹
が
零
れ
ま
す
が
、
・

笹
一
孫
昌
と
二
審
⑫
り
索
す
澪
一
医
科
↓

学
自
体
の
向
上
響
』
之
を
書
い
て
あ
る
し
も

・
一
の
方
腫
蔵
府
の
科
挙
変
侭
策
庭
関
す
る
姿
と

向
雀
昼
る
ゆ
え
ん
竜
あ
つ
迄
、
鍵
い
ま
し

て
蓮
鋸
し
も
議
力
睦
金
そ
う
し
て
そ
の
能
率
．

を
上
げ
る
と
い
具
も
学
循
全
塞
の
職
務
の
趣

蕊
遼
る
事
頚
謹
言
梶
わ
け
ら
れ
悪
。
こ
う

考
え
ら
れ
て
衝
そ
の
仕
事
を
陰
績
的
腱
分
緋

筵
も
こ
う
い
う
ふ
』
う
腱
害
い
た
も
の
壱
ご
ざ

い
童
寺
。
・
・
，
’

○
痴
津
委
風
員
代
理
了
承
い
た
し
ま
し
た

が
、
譲
騨
て
．
識
が
も
う
一
つ
＄
・
第
四
蜂
腱

『
域
府
陣
印
室
の
事
詞
腱
つ
い
て
勘
白
車
掌
、

撫
会
塞
淫
詰
問
す
る
こ
と
が
種
き
る
ｃ
等
こ

を
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ぽ
噛
む
し

ろ
日
奉
掌
無
会
議
と
し
逗
鶴
、
〉
二
と
一
と
津
』

た
曇
挺
鑑
、
蕊
鍔
の
鰯
力
と
い
う
こ
と
が
言

わ
塗
一
』
重
蕊
な
問
題
で
あ
り
西
瀞
つ
能
率
を
↑

#

６
■
ｌ
ｒ
ｂ
５
■
■

凸
■
７
Ｆ
■
◇
・
■
ｊ
・
１

ｐ
０
ｒ
ｏ
ｑ

、
一

伺い

■

7"JI

〃Ｆも

界

九

､
丑

~I
r ●

0･ わ

－64－



塀
a

6

供
ｂ
ｒ
Ｂ
ト
ー
■
・
■
■
■

一
日

の
口
嗜

〃畠

師

農
’
一
泌
獲
得
し
た
看
曙
こ
れ
に
骸
当
す
る
か
否

一
い
り
方
法
を
上
つ
で
話
り
ま
す
。
↑

雲
一
○
竃
識
残
員
↓
『
日
本
学
籍
会
議
は
、
左
の

事
頚
に
つ
い
て
、
政
府
漣
鋤
皆
す
為
こ
と
が

で
き
る
。
』
亀
い
う
銃
五
鋒
の
堂
蚕
怒
り
に

言
そ
の
他
同
壬
垂
子
鋳
蛋
蟻
の
目
的
の
塗
”
腱

・
譲
萎
な
事
爽
』
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
腱
予
算
梶
も
触
湿
ら
れ
る
と
い
う
今
御
容

弁
で
あ
っ
た
が
も
義
貧
と
い
う
よ
う
な
こ
と

桂
、
全
部
館
二
十
四
捺
の
日
本
学
士
院
に
誤

－

*bb
しま矢

難
のぜI

蕊
謬
こ行に
ういよ
一

一
蕊
鰯
織
淨
誤
密
職
粥
瀧
一

’
一
か
掴
お
聴
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

”
○
滞
水
敢
府
饗
員
館
十
七
擁
の
一
・
及
唾
千

羊
・
の
聾
格
推
ｂ
こ
れ
罐
学
校
激
青
の
程
産
を
表

わ
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
で
ｂ
こ
れ
が
現
在
》

存
愛
さ
れ
て
お
り
表
す
大
学
程
度
及
び
専
栂

」
学
稜
程
度
の
学
挾
の
麺
頚
だ
と
存
腫
て
お
り

一
重
電
こ
の
同
軽
度
の
鰯
家
蔵
酸
を
受
け
た

一
礒
謹
蕊
鰡
蕊
註
窪

一
凸

一
瞳
餅
い
う
願
序
壱
あ
り
ま
す
。
．

一
○
黒
岩
舞
員
少
哩
前
へ
も
ど
っ
て
相
済
み

蓑
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、
先
催
ど
織
田
君
が
質
間

一
い
た
し
ま
し
た
霊
挙
権
、
韓
麺
挙
梗
を
得
る

と
迄
ろ
の
箕
桧
香
お
り
ま
す
が
ｂ
学
腰
捻
な

一
”
く
て
屯
も
、
園
家
拭
薮
を
轟
け
て
相
答
の
賓
諾

一
蹄
蕊
総
蕊
蕊
蕊
誰
斗

一
の
部
会
程
出
す
わ
け
壷
あ
り
讃
す
。
そ
う
し

綾
塞
審
表
い
た
Ｌ
室
苛
。
。
そ
う
し
て
遜
考
委

曇
会
の
意
見
が
き
ま
り
ま
す
と
も
今
魔
は
亥

て
そ
の
部
分
で
審
塞
蓮
し
て
決
定
い
た
し
寮

ゞ
す
と
、
今
茂
椎
溌
金
ｂ
こ
れ
低
第
一
蔀
へ
鰭

二
部
両
方
で
あ
り
表
す
○
自
然
科
学
も
含
め

’
第
一
類
鱗
五
号
女
薮
委
蕊
含
蟻
織
鱒
二
十
一
号
昭
塾
千
三
年
六
月
三
十
日

…ｉ・鞘１，ｌ

１Ｉｌ‐‐‐

‐

‐

‐

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｒ

●

ｉ

ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｑ
ｉ
４
淵
Ｊ
咽
ぱ
い
も
Ⅲ
■
財
Ｌ

明
Ｕ
Ｐ
Ｊ
町
唾
ｆ

・
臣
４
Ｊ
ｊ
即
■
。
Ｆ

Ｉ

ｊ

ｒ

町

Ｉ

Ｐ

ｐ

ｐ

‐
ｌ
■
ｒ
ｌ
。
！
■
■
』
岨
・
Ｆ
１
■
１
０
い
■
！
Ｌ
卜
ｌ
Ｐ
Ｉ
０
ｂ
Ｄ
Ｐ
ｂ
１
卜
Ｉ
ｉ
ｌ
ｐ
１
ｌ
■
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｆ
Ｉ
１
Ｐ
Ｉ
ｉ
ｌ
卜
！
Ｐ
Ｐ
Ｉ
■
１
１

Ｐ

Ｐ
卜
！
ｌ

Ｂ
ｐ
Ｐ
Ｐ
‐
！

す
心

､ ､

ねて

蕊
違る
いと

5M｡

灘
解は
さ も
れ学‘
る士

＃層
看委
一

暁。
と岡
い野
う餓
よ呪
う員
承
機.そ
能れ
がは

蕊
し，日

鑿

○
黒
岩
委
員
．
学
士
暁
捌
の
最
維
続
正
案
と
か
も
学
士
院
は
事
業
左
な
さ
る
所
憲
蔵
欺
く

一
い
う
も
の
を
た
だ
い
ま
見
て
み
ま
す
と
、
全
ゞ
な
り
蓑
し
胃
政
府
胆
勧
告
し
た
り
乃
鯖
間

然
学
術
会
醗
と
は
切
り
離
し
て
、
白
木
学
士
に
噸
じ
た
り
す
る
機
能
を
今
後
は
学
士
院
が

輔
棚
織
織
燕

院
を
別
に
置
い
て
も
滋
立
し
て
職
務
を
行
う

と
い
書
う
根
抵
に
立
っ
て
修
正
を
し
迄
お
り
ま

す
。
し
て
み
る
と
秒
こ
れ
を
政
府
が
容
認
す

る
な
ら
ば
込
・
こ
の
法
律
案
外
の
も
の
で
あ
り

蕊
謹
蕊
鑿
憲
蕊
霊
蕊
蔑
溌
溌
篭

余
塊
然
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
・
み
を
お
露
一
一
釦
噸
癖
錘
明
員
ま
あ
そ
う
奮
揮
ざ
い
震
一

ね
し
垂
い
と
患
い
ま
す
。
・

窯
蕊
謹
篭
寵
瞬
駕
篭
興
参
索
躍
鍬
七
軍
、
薙
蝿
に
蕃

走
と
鑑
り
雀
稔
幻
し
脾
ま
た
拾
れ
を
見
零
一
。
織
田
委
員
‐
‐
婆
掌
失
條
や
票
麹
当
な
１
－

羅
灘
黙
識
鱗
灘
露
轆
鰄
瀞
蜘
濯

”

１
．

↑

・

一

議
蕊
壼
雪
翌
篝
蝿
一’一

最
も
鎚
力
な
る
誕
織
淀
し
て
い
く
と
い
う
或
一
圏
尉
固
剛
圃
嗣
阿
闇
圃
蝿
閏
Ｈ
閥
圃
周
叫
閏
一

鮒
で
ご
ざ
い
ま
し
て
翁
別
腱
存
在
さ
せ
る
と
一
子
名
誉
を
汚
辱
す
る
よ
う
た
行
禽
と
い
う
ふ
一

蕊
鯵
詠
鷆
蕊
護

り
室
ま
①

Ｑ
岡
谷
桑
爽
学
士
院
上
い
う
も
の
を
堂
こ

●
に
厩
き
ま
し
て
＄
学
士
院
の
猟
ソ
パ
ー
と
学

い
う
こ
と
椎
政
府
は
考
え
で
い
燕
い
”
竃
あ
一
一
う
挺
お
毒
尤
率
潅
濯
ぎ
誌
が
れ
ぱ
や
繪
構
と

蝿
謹
善
為
と
い
ぅ
ふ
う
膳
考
え
で
諮
り
ま
一
謹
雛
藩
鋪
継
率
誇
識
鋪
一

蕊
篭
誌
蕊
篝
蓑
螺
擬
巽
灘
譲
雛

辿
で
勘
日
本
学
術
会
議
達
し
て
調
当
な
者
塞
一
麹
か
ら
く
る
わ
ざ
わ
い
と
申
し
窪
す
か
、
卜

推
薄
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
轡
’
ち
ち
ろ
う
ブ
ル
が
あ
霧
か
と
鯉
い
ま
す
が
も
新
膳
い

ん
あ
り
得
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
ｐ
そ
墓
は
運
一
学
士
院
と
申
し
ま
す
の
獄
も
い
わ
ば
日
永
学

つ
寮
日
本
学
術
会
議
そ
れ
自
体
壷
腱
や
ら
術
会
議
の
〆
筵
ハ
ー
が
対
立
関
係
護
起
す
の

一
一
》
録
一
壹
稗
》
》
》
砕
峠
》
》
や
嘩
畢
》

な
い
の
で
す
か
。
そ
の
点
悲
ち
ょ
っ
と
聴
い

て
お
き
た
君

○
岡
野
娩
明
貝
こ
の
法
律
胆
よ
り
ま
す
れ

臓
心
科
学
者
の
虞
に
薬
雷
の
あ
る
者
腱
対
聾
垂

●

菅

１
ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｑ
ｂ
◆
季
牢

Ｉ
1 1

士
宝
彰
寺
エ
醸
芸
塊
が
そ
の
童
喜
獅
じ
ぃ
琴
マ
ェ
ユ

暁
の
全
員
に
な
っ
た
も
の
を
す
る
亀
い
う
規

定
意
ご
ざ
い
ま
す
ね

三
十
三
條
腱
新
し
い
露
一
回
の
会
員
の
任

潮
偉
９
本
来
な
ら
三
年
で
ご
ざ
い
ま
す
が
鴇

先
ほ
ど
す
で
に
申
し
上
げ
ま
し
た
蛍
う
握
も

吟
に
毎
れ
が
施
行
さ
れ
る
聖
い
う
規
定
で
ご

ざ
い
室
す
⑨
そ
れ
か
ら
濤
十
條
酊
三
十
一

捺
秘
三
十
二
條
争
這
れ
は
鑑
過
規
定
で
ご
ざ

い
寮
し
て
、
日
本
学
士
齢
鯵
学
術
誘
究
会
・

謹
甸
そ
れ
か
ら
日
本
学
士
院
会
員
の
誇
遜
に

関
す
る
件
＄
こ
れ
は
宮
本
学
術
会
議
の
会
員

ざの
い会
室員
しの

禧謹
も雛
日の

本た
掌.め

璽農
議別
がの

竪豐
L電
てご

鋪
一
回
の
会
員
の
任
期
だ
げ
織
二
年
挺
し
た

い
。

お
り
意
せ
ん
の
竜
、
堂
術
休
鐵
礫
蝉
詞
碧
豊
二

陣
一
転
官
の
待
鍛
と
す
る
勅
令
が
蕊
在
ご
奮

い
ま
す
の
軍
そ
れ
を
廃
止
す
る
親
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
三
十
一
條
は
強
存
す
る
惑
溺
を
，

ご
》
』
か
壷
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
室
せ
ん
の

電
鵡
〃
日
本
学
術
会
議
が
引
總
竺
令
そ
れ
を
処

理
す
る
鯵
三
千
二
條
に
お
き
ま
し
雷
捻
、
現

者
の
霊
挙
に
よ
ら
な
げ
れ
ぼ
左
り
ま
篭
ん
零
．
』

そ
れ
が
大
体
六
撞
月
か
か
る
予
定
で
ご
ざ
準

室
す
⑨
従
い
ま
Ｌ
莚
一
月
二
十
日
か
ら
こ
の
．

日
本
学
術
全
壊
が
威
立
い
た
聾
ま
し
て
拘
同

◎
砺
谷
委
員
附
馴
が
非
常
に
受
い
ん
君
寺

が
、
こ
れ
ほ
鈷
局
学
士
院
崖
い
う
も
の
悲
無

讓
腱
入
れ
た
た
め
に
詮
こ
う
い
う
附
則
が
で

倉
た
の
で
す
が
り
罐
ん
と
う
の
瞳
こ
ろ
塗
伺

い
た
い
。

○
岡
野
娩
明
貝
こ
の
附
則
朧
鳴
二
子
九
條

に
お
き
宣
し
て
緯
、
こ
の
日
本
学
術
会
議
が

成
立
す
る
日
を
本
法
の
施
狩
の
日
と
定
め
た

規
定
毛
ご
ざ
い
ま
す
。
↑
』
れ
ば
日
本
学
術
会

議
が
成
立
い
た
し
ま
す
に
晦
全
園
の
科
学

ロ
函
品
刑
旧
祖
子
Ｂ
■
■
和
日
田
ｒ
ト
ト
ｉ
ｌ
ｈ
Ｐ
Ⅷ
，
Ⅲ
い
Ⅱ
凸
脱
１
．
Ｍ
Ｍ

附
寺
町
Ⅲ
１
陣
ｆ
Ｊ
Ｌ
Ｉ
町
仇
Ｕ
Ｆ
Ｆ
ｄ
Ｌ
、
駒
１
１
才
Ｊ
Ｊ
卜

一
で
も
附
剛
。
線

三
十
四
擁
二
一
千
五
催
ほ
新
し
い
鰭
一
回
一

、

■
１
二
ｉ
咋
淵
剛
‐
洲
ｌ
■
１
１

」
J

N

I

1
吋●

》
淵

I
芋

！
1

ラ
ガ
4

if
l

Hi-
M

1『
[-

1 ･

・
そ
れ
か
ら
鋪
室
調
嘘
館
一
回
の
羅
会
鴦
謡

蕊
す
る
受
用
菅
ご
ざ
い
ま
す
今
一
言
十
人
の

会
員
が
で
き
た
と
営
鳴
そ
れ
塗
刷
新
霊
員

一
会
の
委
蕊
曇
が
霜
築
い
た
聖
輩
す
。
・
詮
し
竜

会
員
が
で
き
巷
瞳
冨
謹
』
画
初
め
て
日
本

学
術
会
震
が
成
立
す
る
そ
の
菱
用
で
ご
ざ
い

震
ず
。
こ
れ
職
全
額
に
い
た
し
ま
Ｌ
で
先
ほ

ど
御
醗
明
申
し
上
げ
害
し
た
尖
う
・
腫
心
蓮
獄

！
あ
る
い
た
郵
便
鴉
金
等
が
値
上
げ
に
な
る
椿

ら
腱
袖
考
あ
藩
い
ば
誰
醇
塞
の
氏
名
を
印
刷

し
窪
し
這
り
右
稚
審
に
配
る
喪
用
で
直
ざ
沙

ま
ず
。
鍾
誕
が
郵
便
あ
る
恥
娃
祇
代
遙
栢
当

か
か
る
わ
け
で
あ
り
蓑
す
。

一
し
て
込
簑
れ
を
舞
錘
い
た
し
ま
し
て
，
塔
混

に
所
定
の
投
票
用
紙
を
配
り
讃
す
李
手
蕊
か ■

善
』
う
い
う
霊
錘
を
行
い
室
し
て
、
謎
拳
管

ず
常
筆
術
体
制
刷
新
委
建
会
の
委
員
基
が

こ
れ
謹
鏥
薬
す
る
。
す
な
わ
ち
箆
一
掴
の
琵

会
を
招
築
す
る
鋒
費
な
の
で
す
ね
。

◎
岡
野
溌
明
員
害
生
う
て
ご
ざ
い
ま
す
響

○
松
本
委
員
長
他
漣
御
環
間
あ
り
ま
せ
ん

か
。

合
に
お
き
ま
し
て
嫁
ｂ
・
釣
手
五
百
万
円
躍
蒼

蕊
蕊
か
ど
存
瞳
室
寺
。
参

○
田
調
委
員
，
わ
か
り
ま
し
た
が
り
念
の
た

め
に
も
う
一
変
何
い
ま
ず
。
そ
う
い
た
し
ま

今
ｃ
ｃ
田
調
髪
員
三
千
四
條
の
三
頚
に
あ
圦
窪

す
『
前
二
喪
瀝
饗
す
る
蛭
巽
畦
、
函
庫
の
負

担
と
す
る
。
」
こ
●
『
前
二
喪
に
喪
す
る
鐘

垂
重
と
い
う
の
菅
具
体
的
に
伺
い
た
い
Ｃ

Ｏ
岡
野
瞬
明
貝
前
二
頚
と
宗
Ｌ
意
す
の

除
秘
第
一
調
腫
会
員
の
霊
拳
の
費
用
で
ご
ざ

い
室
す
。
幸
』
れ
紘
先
ほ
ど
御
醗
明
申
し
上
汚

室
し
た
よ
う
涯
争
科
学
者
有
権
者
を
鰯
べ
吉

愚
会
に
霞
け
て
陰
第
一
回
の
会
員
の
霊
鑑
を

支
障
な
く
行
う
匙
い
ら
趣
旨
壷
ご
ざ
い
ま

塞
委
魚
全
些
申
す
も
の
を
学
術
体
溺
瓢
新
乗

亀
漆
Ｌ
』
と
写
ぷ
者
あ
り
〕

■
午

『

1

田

乳鶚

潔

《３づ対生

１
園
ｒ
Ｆ
０
Ｂ
ｂ
亨
Ｐ
心
上

!■
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平
成
十
六
年
四
月
六
日
（
火
曜
日
〉

四
月

午
前
十
時
開
会

Ｏ
ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
０
１
ｉ
ｌ
１
１
１
ｆ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｊ
Ｈ
Ｈ
０
ｊ
４
Ｌ
０
３
３
３
Ｂ
８
§
８

委
員
の
異
動

心

日辞
任

四
月
二
日

補
欠
選
任

伊
藤
基
隆
君
本
田
良
一
君

池
田
幹
幸
君
畑
野
君
技
君

辞
任
擁
欠
選
任

四
月
六
日

本
田
良
一
君
伊
藤
基
隆
君

辞
任
揺
欠
選
任

佐
藤
泰
介
君

出
蕊
者
睦
左
の
と
お
り
。

、＃

Ｄ
０
Ｑ
■
〃
Ｏ
ｃ
Ｑ
ｇ
■
Ｄ
Ｂ
■
■
９
分
”
己
ら
凸
亘
■
■
、
■
ｇ
■
ｒ
ｒ
Ｄ
“
■
〃
矛
◆

林
元
君

萎
員
長
北
岡
秀
二
霧

理
事

委
員

亀
井
縦
夫
君

後
藤
博
芋
・
君

鈴
木
寛
君

山
本
香
苗
君

林
紀
子
君

阿
南
一
成
君

有
馬
朗
人
雲

大
仁
田
厚
君

大
野
つ
や
予
言

扇
千
景
君

橋
本
聖
子
君

伊
藤
基
隆
君

｡

、〃

林
元
君

谷
糟
之
君

中
島
竈
夫
君
。

・
西
岡
武
夫
君

営
務
大
宝

副
大
原

車
卿
昭
三
忍

蝦
野
忍
羨
湛

測
卒
戯
靭
闇

悶
務
大
臣
茂
木
敏
充
君

内
閣
府
削
大
臣
中
島
填
人
翌

文
部
科
学
副
大
臣
籠
葉
大
和
君

大
臣
政
務
官

事
務
局
側
内
測
滴
大
臣
政
務

震常
任
委
員
会
専
門

侭

政
府
参
考
人

参
考
人

宮
騰
光
寛
君

伽
ll

織
圭
認

餓
閣
府
政
霞
統
擴
刻
散
秀
君

鯛
鮴
瀞
礎
会
議
事
青
磁
嘉
聖
雲

支
鄙
科
学
大
臣
官

房
文
敏
雄
叢
企
画
溌
原
久
和
灌

蔀
螢
支
部
科
学
雀
科
学

技
総
・
学
術
政
籏
輩
率
迩
男
君

局
長
文
謡
塞
学
袴
霧
究

義
興
局
長

窪
川
龍
君

剛
本
学
衡
会
蹴
会
無
川
論
謡

日
本
学
士
院
院
長
長
倉
三
郎
君

０
０
■
１
１
１
８
０
０
１
８
１
１
９
１
１
■
５
日
日
日
■
■
Ｉ
■
日
日
Ｈ
８
５
Ｒ
り
Ｂ
Ｂ
Ｈ
回
屈
ら
Ｉ
Ｐ
ｔ
ｌ
Ｄ
Ｄ
ｆ
０

●
率
日
の
会
議
に
掴
し
た
案
件

○
政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
に
閥
す
る
件

○
猿
考
人
縄
出
席
覆
求
に
関
す
る
件

○
日
本
学
篭
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る
捷
徹
索
（
内
閣

提
出
、
衆
溌
院
送
制
）

’

○
委
員
長
（
北
岡
秀
二
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
文
較
科
学
委

員
会
を
畷
会
い
た
ら
ま
す
‐

委
眞
の
異
勧
に
つ
い
て
寵
壌
告
い
た
し
ま
す
、

去
る
↓
日
、
池
田
幹
幸
君
が
委
艮
を
蕊
任
さ
れ
、
そ
の

補
欠
と
し
て
畑
野
君
枝
君
が
進
任
さ
れ
ま
し
た
。

、
■
０
６
＆
』
毎
■
■
０
●

○
委
員
長
（
北
岡
秀
二
君
〉
政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
に

蝿
す
る
件
庭
つ
い
て
お
鏑
り
を
い
た
し
ま
す
‐

日
本
学
癒
会
蟻
怯
の
一
部
を
改
正
す
る
按
律
案
の
審
査

の
た
め
、
拳
圏
の
委
鹿
会
に
内
隈
陶
政
策
統
括
宮
赫
幸
秀

超
、
日
本
学
寵
会
擬
顎
務
局
呉
吉
田
正
憲
君
、
文
部
科
学

大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
長
萩
原
久
議
君
、
文
認
科
学

省
科
学
技
蛎
・
学
徳
政
粟
局
長
で
本
遜
尭
君
及
び
文
部
科

学
省
研
究
擬
蕊
尾
長
石
川
明
君
を
政
府
参
考
人
堂
し
て
磯

稀
を
茨
途
、
そ
の
寵
醜
を
聡
恥
す
る
こ
と
に
鐸
異
謡
ご
ざ

い
・
三
ぜ
ん
か
鬼

衝
異
議
む
し
一
と
浮
ぶ
藷
あ
り
〕

○
委
員
長
（
北
露
秀
二
君
）
画
異
礒
趣
い
と
謹
翰
、
さ
よ

う
摂
定
い
た
し
ま
す
．

ｐ
４
０
Ｆ
ｄ
け
り
●
５
０
』
ト
ト
Ｏ
Ｌ
■
■
Ｐ
８
ｆ
Ｇ
ｅ
ｄ
４
も
０
，
中
。
９

○
委
員
長
（
北
岡
秀
二
君
）
参
考
人
勤
出
廃
露
求
に
関
す

墨
艀
に
づ
い
て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

Ｅ
本
学
術
会
議
法
の
一
議
を
改
正
す
る
識
搾
案
の
謹
査

の
た
め
、
本
日
の
委
員
会
に
圏
孝
学
雄
会
議
会
長
黒
川
請

溌
及
び
日
本
学
士
院
院
逓
長
倉
三
郎
君
縁
出
席
を
求
め
．

そ
の
意
見
を
聡
歌
す
る
こ
と
に
御
異
系
ご
ざ
い
・
童
せ
ん

か
吟

負
異
議
窓
し
』
と
浮
ぶ
者
あ
型

Ｏ
委
員
長
（
北
岡
秀
二
君
）

う
決
定
い
た
し
ま
す
。

御
畏
蹴
な
い
と
露
め
、
さ
よ

会
■
■
Ｐ
ｒ
凸
■
】
■
凹
Ｆ
Ｂ
■
ｒ
ｐ
Ｌ
■
日
０
○
０
０
１
■
■
■
■
Ｆ
■
叩
呵
■
Ⅱ
”
■
。
？
０
ワ
ー
０
日
Ｏ
ｏ
８
０
Ｑ
ｊ
９
Ｂ
１
０
０
０
０
０
０
ｚ
申
倫
Ｐ
、
■
Ｔ
■
■
９
．
，
ｄ
ｐ
ｅ
６
Ｉ
ｆ
ｂ
０
口
１
４
６
０
Ｇ
Ｇ
町
，
ｎ
口

○
委
員
長
（
北
岡
秀
二
君
）
Ｂ
本
学
術
会
熱
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
を
礒
題
と
い
た
し
ま
す
ゞ

奉
裳
に
つ
き
ま
し
て
は
既
に
趣
旨
詑
明
を
轄
疏
し
で
・
お

り
ま
ず
の
毛
，
こ
れ
よ
り
質
嘗
に
入
り
ま
す
’

貢
疑
の
あ
る
方
は
瀬
次
御
発
言
難
い
ま
ず
雷

Ｏ
有
罵
朗
人
君
篭
さ
ん
、
お
ほ
よ
う
ご
さ
い
・
震
ず
α
自

民
党
の
有
馬
朗
人
で
ご
雲
い
ま
ず
塵

圏
本
学
繕
会
認
法
の
一
割
を
改
正
す
る
法
御
を
審
議
す

る
に
当
た
り
ま
し
て
、
ま
ず
そ
の
歴
窒
瞳
つ
い
て
お
聞
き

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
‐

謹
憾
、
初
斯
の
学
術
会
議
の
果
た
し
て
き
た
功
績
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
原
子
力
平
和
利
用
瞳
つ
い
て
の
三
原
剛

を
篭
立
し
た
こ
と
、
南
極
地
城
観
漉
を
恒
久
的
砿
案
と
し

て
再
出
発
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
勧
吉
を
出
さ
説
た
こ
と

を
挙
げ
た
い
と
思
い
筆
す
‐
そ
し
て
、
国
立
大
学
翰
鰭
遁

研
と
ぬ
て
の
共
同
利
嬬
研
究
所
、
後
に
医
立
大
学
共
闘
利

蝿
研
究
所
の
制
立
を
求
め
る
宇
入
鞭
や
諭
告
を
多
数
出

し
、
疏
府
誠
そ
れ
を
実
現
し
て
こ
ら
論
た
ご
と
で
あ
り
ま

ず
蔭

一
九
隅
五
年
．
躍
戦
錆
、
日
本
で
嘘
顔
子
核
の
実
験
灼

研
究
、
原
子
力
の
研
究
漣
Ｇ
蘭
Ｑ
の
命
に
よ
三
Ｌ
厳
し
く

禁
止
さ
れ
て
お
り
室
し
た
＄
理
化
学
蕊
究
誘
と
大
薩
大
学

解
誇
っ
て
い
た
サ
イ
ク
ロ
ト
画
ン
は
そ
霜
ぞ
れ
索
京
湾
と

大
陵
溝
に
投
廠
入
れ
ら
れ
ま
し
た
‐
蕊
は
長
い
職
の
希
望

と
し
て
、
サ
ル
ベ
ー
＃
ジ
を
し
て
こ
の
二
つ
を
記
念
品
堕
し

て
私
憾
捜
し
出
し
龍
涕
と
患
っ
て
お
り
ま
す
箸

一
九
五
一
年
よ
り
原
子
核
硬
究
、
原
子
力
羅
究
が
涛
さ

銅
ま
も
た
＆
そ
Ｌ
て
、
臆
子
核
研
究
瞠
進
ち
艇
麓
熈
さ
調

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
原
子
力
研
究
は
極
め
て
多
く
の
研
究

者
が
兵
器
と
し
て
の
利
用
を
恐
れ
、
な
か
な
か
顔
子
方
研

究
を
錫
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

学
衡
会
議
は
、
原
子
綾
特
別
委
員
会
、
隙
子
核
特
別
委
員

会
で
原
子
力
研
究
の
是
非
を
検
討
し
、
窓
？
愚
論
争
の
結

果
．
原
子
力
平
和
利
晦
三
原
則
を
作
り
“
そ
れ
を
園
挺
要

求
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
下
で
原
子
力
研
究
を
閣

発
ず
る
ご
と
を
是
と
い
た
し
ま
し
た
今
一
九
五
鯉
隼
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
．
ま
ず
第
一
の
質
問
は
、
原
子
力
平
和
利
用
三

顕
鰯
と
慰
何
か
＄
そ
の
頚
則
懲
原
子
力
基
永
・
法
に
ど
の
よ

雫
五
十
九
銅
参
議
院
文
教
科
学
委
員
会
会
議
録
第
八
号
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た
、
連
携
会
員
と
，
‐
》
て
ず
式
Ｉ
ジ
さ
熟
て
い
る
の
蛙
ど
う

､＆

う
人
ｂ
Ｄ
Ｑ
力

連
携
会
員
と
い
う
の
は
会
興
の
職
務
の
一
部

を
行
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
誰
れ
ど
も
、
要
毎
一

部
と
い
う
の
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
．

○
政
府
参
考
人
（
吉
田
正
嗣
君
）
現
在
は
研
究
連
絡
婁
貫

会
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
委
関
会
に
研
究
遮

総
委
員
と
い
う
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
所
属
し
て
、
そ
の
研
究

連
銘
委
員
会
の
学
問
領
域
あ
る
い
は
凝
題
に
関
し
て
鯛
査

審
蝋
等
の
活
動
を
さ
粒
て
お
ら
れ
る
わ
城
で
ご
ざ
い
ま

す
．
今
回
新
し
く
股
げ
ま
す
連
撹
会
飼
は
、
緊
急
の
謀
題
や

新
た
な
鍛
題
に
迅
速
、
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
に
．
科
学

の
醗
題
別
に
股
置
さ
れ
る
霞
員
会
仁
お
き
ま
，
二
’
、
会
員
・
星

と
も
に
箇
本
学
撫
会
蟻
の
活
鋤
を
担
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
．
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
連
撹
会
員
も
ま
た
優
鞠
た
科

学
的
な
楽
績
を
有
す
墨
方
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
お
り
ま
す
腹

会
員
と
連
携
会
員
の
差
鴇
鐘
、
一
体
と
，
し
て
活
動
ず
ろ

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
輌
蜑
も
．
総
会
へ
鐘
注
庶
で
あ
飼
〆

ま
す
ど
か
、
そ
う
い
っ
た
も
め
臆
つ
き
ま
し
て
ば
遥
携
会

員
は
含
ま
鞠
な
い
と
．
そ
う
い
っ
た
差
螺
憾
ご
ざ
い
ま

す
忽
○
山
本
香
苗
君
ま
た
、
十
悶
条
に
お
さ
ま
し
て
、
ま
た

今
度
は
、
先
ほ
ど
も
、
連
携
会
員
を
闇
く
、
機
動
魁
を
痛

め
る
一
つ
の
手
段
．
も
う
一
鯛
の
樋
動
性
を
高
め
る
手
段

と
し
て
．
運
営
審
蟻
会
を
幹
事
会
と
い
う
形
に
侭
き
換
え

て
腿
務
及
び
権
限
の
一
部
を
幹
寧
会
の
。
方
に
委
荘
す
る

と
．
そ
う
い
う
こ
と
が
十
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
輪

で
雪
ざ
い
ま
す
：

幹
事
会
、
こ
調
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
職
務
．
栴
暖

が
委
任
さ
調
る
ん
で
し
ょ
う
か
、
篭
会
と
こ
の
鉾
率
会
．

こ
の
役
割
の
通
い
、
デ
マ
ヶ
、
役
劉
を
ど
う
い
う
ふ
う
な

形
で
分
担
さ
輯
て
い
る
の
か
、
さ
説
る
里
と
淀
な
る
”

ｈ
凸
、
力

中

そ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
答
え
い
た
だ
富
た
い

と
思
い
ま
す
鯵

○
政
府
参
考
人
（
吉
田
正
嗣
君
）
具
体
的
な
委
任
事
項
の

決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
改
輩
後
の
新
た
な
体
懸
に
お
き
ま

し
て
検
討
し
決
定
さ
銅
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
金
．
と
思

い
ま
す
獄
鞠
ど
も
、
今
回
の
縫
合
科
学
技
術
会
蹴
の
意
見

具
申
の
趣
渥
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
議
急
時
に
鰐
官
を
得
足

政
策
提
言
を
行
う
と
、
そ
う
い
う
た
一
｝
と
を
斑
鮠
に
す
る

た
雑
に
、
緊
急
時
庭
お
げ
る
委
員
会
の
股
顧
で
主
婦
．
ま
す

と
か
、
あ
る
い
ば
愈
患
決
定
、
緊
急
隙
臆
お
け
る
撮
護
等

の
意
思
決
定
、
そ
う
い
《
●
《
た
事
項
に
っ
蟄
鳥
幡
広
く
委
任

●
，
》
て
い
く
一
色
い
う
ご
‐
こ
に
な
る
も
幻
上
考
え
て
お
心
ま

ず
・
ｃ

ま
た
、
珪
会
瞳
お
き
室
し
て
瞳
、
侭
え
感
会
災
の
迩
出

で
あ
り
ま
す
と
か
新
会
員
の
遺
考
等
の
組
織
上
の
亜
愛
事

壇
、
そ
う
い
覇
亀
も
の
を
取
り
扱
勇
も
い
く
と
い
う
厭
分

に
な
ろ
う
か
と
思
熱
ま
ず
、

ｃ
山
本
香
苗
君
人
の
選
考
方
法
だ
と
か
、
そ
う
し
た
組

織
通
営
篭
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
登
壱
三
・
、
い
く
、
そ
●
鍼

に
よ
っ
て
大
き
く
濯
性
化
●
し
て
・
・
ヅ
●
、
。
こ
い
う
Ｚ
と
が
あ
へ
》

て
」
そ
趣
で
鹿
峠
衝
け
．
ご
；
》
て
方
か
手
傷
》
た
・
も
．
」
す
が
．
一

つ
、
霊
十
六
条
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
会
員
と
し
て
ｆ
適
切

な
行
為
が
あ
る
堰
合
に
、
瓢
鼓
と
い
う
の
腫
縫
会
慧
分
働

二
以
上
の
凝
決
庭
よ
る
学
徒
会
凝
の
申
避
に
よ
り
退
職
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
ぶ
な
っ
て
い
た
ん
で
宮
溌
蜘
ど
も
、

今
鰯
、
こ
の
総
会
で
鐸
雪
分
繊
・
一
以
と
砂
磁
決
．
こ
い
う
些

縁
が
ぼ
ん
●
こ
蒲
ぢ
て
い
る
わ
篭
な
ん
で
す
館
‐
こ
み
曜
浅

臆
ど
う
い
う
理
由
か
息
落
ち
た
ん
で
Ｌ
・
言
〃
．
が
．
ど
う
い

う
鶏
合
が
不
適
切
な
行
為
と
な
る
ん
で
し
ｊ
う
か
ａ

○
政
府
参
考
人
（
音
田
正
嗣
君
）

湧
在
臆
．
会
同
と
．
‐
》
て

承
遥
当
歳
行
為
が
あ
っ
た
と
き
の
退
職
手
鋳
這
つ
き
ま
し

て
ば
、
総
会
に
お
吟
る
出
席
会
員
の
三
分
簿
１
以
上
”
凧

決
に
よ
る
隠
本
学
徳
会
露
の
申
出
堀
よ
る
●
’
．
｝
、
そ
葬
よ
う

に
さ
れ
て
お
り
ま
す
げ
れ
ど
も
、
現
在
の
制
畷
の
下
で

は

常
に
総
会
を
開
緋
い
た
，
し
ま
，
‐
星
‐
》
こ
の
端
決
を
行
わ

な
診
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
娚
台
に
よ
ど
Ｌ

鐘
著
し
く
機
動
性
に
欠
静
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
と

い
う
問
題
点
が
ご
ざ
い
ま
す
‐
こ
の
た
め
、
今
鬮
の
改
砿

案
に
お
き
ま
し
て
鐡
、
こ
の
よ
う
に
捜
神
で
一
律
庭
手
鏡

要
件
を
定
め
る
と
い
う
こ
と
で
葱
な
く
て
、
間
本
学
俺
会

議
が
事
案
の
種
類
や
風
体
的
な
執
況
に
略
ど
ま
し
迄
、
擢

愛
漣
応
じ
機
動
性
の
あ
る
手
続
を
敗
昂
と
Ｌ
う
属
・
唾
が
珂

能
と
な
る
よ
う
に
畷
定
を
改
め
る
こ
と
と
．
：
》
た
も
私
で
ご

ざ
い
ま
す
、

弓一

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

○
山
本
香
苗
君
具
体
的
に
法
蜜
、
改
正
案
の
内
容
を
一

つ
一
つ
抑
さ
ゞ
蚕
・
軍
い
三
‐
言
い
た
わ
轍
な
ん
で
す
帰
れ
ど

も
．
最
後
迄
会
災
に
お
伺
い
・
し
た
い
わ
鰯
な
ん
で
す
．
が
、

今
混
こ
う
，
．
●
是
改
正
が
な
さ
説
る
聯
萄
な
ん
で
す
け
鞠
ど

も
．
噸
蒜
大
事
な
と
こ
ろ
ば
、
い
悪
ん
な
方
々
も
層
わ
れ

て
い
・
冒
昌
，
，
）
隼
い
ま
し
た
猿
幻
ど
も
、
や
｛
】
ば
り
こ
の
周

本
学
術
余
凝
と
い
う
の
が
本
当
に
日
本
の
園
を
代
表
す
る

よ
う
な
機
側
に
怠
ら
な
く
ち
ゃ
い
職
な
い
と
ゞ
そ
の
た
め

に
は
、
や
一
／
ば
り
中
に
い
ら
》
ゞ
し
や
る
力
觜
銀
、
あ
あ
、

学
術
会
醗
に
入
》
．
》
之
屡
・
“
が
総
砂
だ
な
と
思
え
る
と
。
入

玲
之
・
料
あ
そ
二
迂
入
ろ
た
錐
に
頑
秘
ろ
う
と
か
、
そ
う

い
う
何
か
飲
晦
き
な
も
鈴
が
な
い
．
》
塁
詩
憲
い
と
思
う
わ

藤
な
ん
で
可
．
．
‐
そ
の
た
め
に
鐘
、
や
野
は
跡
圏
卒
学
術
会

議
と
い
ウ
も
の
の
ア
ガ
ヂ
ミ
Ｉ
ブ
し
ズ
テ
ィ
？
，
ジ
を
き
、
ご

く
窃
捲
な
ご
息
や
い
け
な
い
・
ざ
い
う
非
噂
瞳
大
き
な
大
き

な
諜
遡
が
あ
る
ん
で
懲
な
率
令
と
思
う
わ
げ
な
ん
で
す
鯵

れ
三
も
，
今
後
こ
の
餓
噛
淀
つ
い
て
墨
う
ぃ
う
ふ
う
に
取

賜
組
ま
鱗
る
緯
か
、
最
後
に
お
侭
い
Ｌ
麦
倉
’

○
番
考
人
（
黒
川
涜
君
）
お
一
↑
し
ぞ
る
と
黙
り
だ
と
思
い

ま
す
が
．
ニ
レ
》
縫
紀
を
迎
え
て
我
々
瞳
ど
ん
な
畷
哩
を

抱
え
て
ご
心
か
と
い
え
ば
、
日
本
雲
妹
画
に
譜
い
て
あ
り

ま
す
が
、
現
在
熟
》
う
六
１
重
絶
Ａ
い
る
１
、
間
が
あ
と
五
十

堂
．
．
：
〕
・
た
ら
九
卜
億
人
超
え
墨
。
こ
“
環
境
の
劣
化
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
．
水
、
食
斜
．
そ
り
．
ぶ
う
な
湖
遜
が
あ
三
Ｌ
、
法
し

冤
一
鰯
で
増
決
で
き
る
よ
う
な
問
題
で
鐘
あ
り
ま
ぜ
ん
。

さ
ら
に
、
南
北
鯵
格
蔑
が
璽
に
瞳
が
っ
で
、
六
十
三
罐
人

の
う
ち
八
心
．
外
臆
低
開
発
厩
あ
る
準
濫
開
粂
途
上
国
に
い

る
わ
け
で
、
こ
の
間
趣
を
ど
う
診
る
か
と
い
う
の
瞳
、
瞳

と
か
庶
裳
、
企
楽
だ
篭
で
憾
噸
裳
で
き
な
い
め
は
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
⑯
そ
う
い
う
意
味
で
ば
、
先
ほ
ど
か
ら
伝
え

て
蕊
る
よ
う
な
そ
の
鰯
際
鉈
な
枠
組
み
の
連
合
が
急
腫
で

き
て
嘗
た
と
い
う
の
ば
葵
ば
そ
易
．
い
う
背
景
が
あ
る
わ
け

で
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
い
う
と
、
我
奇
無
ど
ん
な
ア
ウ

・
』
‘
・
ヲ
．
、
卜
を
趨
背
か
と
い
う
必
謬
蝿
待
さ
刺
て
い
る
わ
鮒

だ
と
思
い
ま
す
‐

蝿
ば
、
こ
み
親
観
衆
端
院
で
を
あ
郷
ま
，
．
）
た
碓
載
ど

翁
亭
．
泉
近
．
ア
式
リ
ヵ
・
二
個
な
と
、
斡
学
技
総
と
国
の
安

全
と
い
う
星
と
鰹
つ
い
て
の
二
国
間
鰻
醗
瀞
さ
戦
ま
し
た

城
歳
ど
も
、
そ
の
と
き
に
実
は
ア
．
え
り
方
の
ア
カ
デ
ミ
ｉ

と
私
ど
も
学
備
会
蟻
が
そ
れ
と
は
州
ラ
レ
ル
滝
一
つ
の
コ

ミ
ブ
テ
ィ
！
録
ス
タ
デ
ィ
－
１
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
廷

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
、
そ
の
デ
ィ
ー
テ
卿
を
掬
台

燈
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
．
そ
の
よ
う
な
こ

と
億
や
捻
り
塵
で
は
な
く
て
科
学
者
コ
ミ
『
ご
一
デ
イ
ｉ
同

ｔ
が
あ
る
程
度
自
発
館
に
や
る
活
動
だ
と
い
う
こ
と
を
皆

に
織
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
方
顎
の
一
つ

の
理
由
で
あ
ゅ
ま
す
‐

そ
銅
か
ら
も
う
－4

つ
は
．
学
術
会
鐙
の
会
騒
、
元
会
員

た
ち
灘
、
五
月
砥
や
り
ま
倉
職
麹
ど
も
、
そ
●
報
ぞ
鞭
の
地

先
で
鰯
小
学
桟
、
中
学
校
③
敬
育
、
あ
る
い
ば
地
域
で
鯵

い
ろ
い
ろ
な
社
会
飽
な
貫
臓
に
つ
蕊
て
崖
分
た
ち
で
や
患

う
と
い
う
そ
の
運
動
の
提
寓
詮
し
ま
・
・
基
Ｌ
、
財
界
そ
い
他

に
も
呼
び
観
翻
よ
う
と
患
っ
て
お
鯵
ま
Ｌ
て
、
こ
調
を
撃

盤
に
ず
る
と
み
ん
な
、
科
学
者
、
若
い
人
た
ち
も
み
ん
な

で
す
け
鐘
ど
翁
、
そ
う
い
う
社
会
活
動
に
自
発
的
に
参
脳

し
ょ
う
亀
い
う
よ
う
な
動
き
を
ど
ん
墓
ん
塵
あ
て
い
篭
舗

撞
と
思
三
し
お
り
室
，
．
こ
し
、
具
体
的
な
や
懲
り
提
冨
を
次

か
ら
次
へ
と
錨
す
こ
・
導
腫
よ
三
Ｌ
や
捻
り
科
学
背
コ
ミ
ュ

ニ
一
方
。
Ｉ
全
体
が
、
あ
あ
、
学
術
会
磯
漣
そ
の
よ
う
な
プ

し
ス
テ
ィ
↑
ジ
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
見
せ

て
い
け
れ
簿
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
官

○
山
本
喬
苗
君
是
非
と
も
そ
う
い
っ
た
方
向
で
頭
拠
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
患
う
ん
で
す
‐

私
も
外
国
で
翻
学
し
て
い
・
た
と
き
に
、
や
宮
灌
り
ア
・
か

デ
ミ
・
Ｉ
と
い
う
形
で
．
か
ら
出
て
い
る
と
な
患
と
、
す
ご

く
値
頼
性
が
高
い
、
雛
価
が
高
嗜
そ
う
い
う
も
の
を
感

じ
て
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
済
み
ま
せ
ん
、
不
勉
強

だ
っ
た
も
の
で
余
り
提
麓
等
既
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
魚

か
つ
た
ん
で
す
冷
輯
ど
も
．
い
ろ
ん
な
三
と
、
今
回
こ
う

い
っ
た
法
案
の
密
鑑
を
す
る
に
当
た
り
ま
●
し
鷺
い
ろ
い
ろ

と
賊
ま
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
こ
鉋
か
ら
も
し
一
・
一
か
り

と
鴎
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

壁
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
顧
い
い
た
し
ま
す
‐

本
日
は
あ
脚
が
と
う
ご
ざ
い
ま
…
〕
た
：

○
林
紀
子
壇
隠
卒
共
産
党
縁
林
紀
子
宅
ご
ざ
い
ま
す
‐

今
日
穂
ま
ず
、
参
考
２
．
．
こ
し
て
お
い
て
い
を
声
こ
て
お
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「
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
」
と
は
、
前
条
の
定
め
る
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
（
韓
熟
判
所
長
官
。
最
高
裁
判
所
判
患

と
区
別
さ
れ
、
下
級
裁
判
所
を
織
成
す
る
裁
判
官
を
い
い
、
裁
判
所
法
（
五
条
二
項
）
は
、
そ
れ
を
高
等
裁
判
所
長
官
。
判

事
・
判
事
補
・
簡
易
裁
判
所
判
事
と
す
る
と
定
め
て
い
る
（
こ
れ
ち
は
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
の
「
直
の
名
、
す
な
わ
ち
官
名
で

あ
る
。
「
高
等
裁
判
所
長
官
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
地
方
裁
判
所
長
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
後
者
は
官
名
で
は
な
く
、
職
名
、

す
な
わ
ち
判
事
が
溌
高
裁
判
所
腱
よ
っ
て
補
さ
れ
る
『
職
』
の
名
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
「
簡
勤
裁
判
所
判
事
」
は
官
名
で
あ
る
）
。

胃
〕
内
閣
が
任
命
す
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
任
命
が
最
高
裁
判
所
の
指
名
し
た
者
の
名
簿
に
よ
る
こ
と
と
し
た
の
は
、

内
閣
が
怒
意
的
（
傭
実
的
。
党
派
的
な
任
命
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
司
法
椎
の
独
立
性
・
公
正
性
を
害
す
る
危
険
を
防
止
し

厳
ぉ
、
以
上
述
べ
た
論
点
は
、
蛾
高
裁
判
所
の
裁
判
官
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
八
○
条
二
猟
の
定
め
る
下
級
裁
判
所
の

裁
判
官
の
報
酬
の
保
障
お
よ
び
そ
の
在
任
中
の
減
額
の
禁
止
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。

減
額
は
、
そ
の
理
由
は
問
わ
ず
許
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
懲
戒
処
分
と
し
て
も
、
一
般
の
公
務
員
の
場
合
の
よ
う
に
減

給
処
分
国
家
公
務
員
法
八
一
茶
〉
は
で
き
な
い
。
裁
判
官
分
限
法
（
一
茶
・
一
二
栗
）
は
懲
戒
処
分
と
し
て
の
過
料
処
分
を
認

過
て
お
り
、
そ
の
処
分
を
受
け
た
場
合
ぱ
、
実
質
的
に
は
裁
判
官
の
収
入
の
減
少
を
結
果
す
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
そ
れ
は

制
裁
と
し
て
の
処
分
で
あ
り
、
か
つ
報
酬
そ
の
も
の
を
減
額
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
本
項
の
禁
止
す
る
減
額
に
は
当
た

ら
な
い
（
鮫
（
大
）
決
昭
一
五
・
六
。
二
四
昭
二
五
・
六
・
一
毛
官
報
三
九
一
頁
）
。

こ
の
減
額
の
禁
止
の
趣
旨
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
佃
禽
の
裁
判
官
に
安
定
し
た
一
定
額
の
報
酬
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り

経
済
的
事
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
保
障
は

個
々
の
裁
判
官
に
対
す
る
個
別
的
保
障
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
財
政
上
の
理
由
な
ど
に
基
づ
く
や
む
を
え
欺
い
措
置

と
し
て
、
法
律
に
よ
り
、
一
般
的
に
全
裁
判
官
の
報
酬
の
減
額
を
定
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
（
こ
の
見
解
腱
対
し

て
、
そ
の
場
合
も
個
念
の
裁
判
官
に
と
っ
て
は
報
酬
の
減
額
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
少
な

く
と
も
そ
の
法
律
の
施
行
後
泥
任
命
さ
れ
た
裁
判
官
に
つ
い
て
の
み
語
そ
の
適
用
が
許
さ
れ
る
と
す
る
見
解
も
あ
り
う
る
が
、
》
）
の
保
輝
は

個
狩
の
裁
判
官
に
対
す
る
個
別
的
保
障
で
あ
る
か
ら
、
本
項
が
右
の
よ
う
な
一
般
的
な
減
額
の
禁
止
ま
で
要
求
し
て
い
る
も
の
と
は
解
さ
れ

な
じ
。
た
だ
し
、
単
の
場
合
に
お
堕
し
も
今
立
法
部
・
行
政
部
の
公
務
員
に
つ
い
て
は
減
額
せ
ず
裁
判
官
に
つ
い
て
の
み

減
額
す
愚
こ
と
は
、
立
法
権
・
行
政
権
に
対
す
る
司
法
権
の
均
衡
を
害
し
、
全
体
と
し
て
の
司
法
部
の
活
動
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
と
な
る
か
ら
、
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
溌
律
に
よ
り
、
裁
判
官
の
報
酬
に
対
し
て
の
み
特
別
の
高
額
の
所
得
税
を
課
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
同
雛
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
法
律
に
よ
り
一
般
的
に
所
得
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
結
是
裁
判
官
の
実
質
的

収
入
が
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
本
項
の
減
額
に
当
た
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
貨
幣
制
度
の
改
蕊
。
に
よ
り
貨
幣

獺
位
の
綱
目
縦
が
低
下
し
、
そ
の
紡
果
と
し
て
裁
判
獄
の
爽
価
的
収
入
が
城
少
す
る
刈
合
も
、
木
狐
の
減
縦
に
当
た
ら
な
い
こ
と
も
い
う
ま

で
も
斗
独
い
）
０

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

第
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○
条
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
〔
１
〕
は
、
最
高
裁
判
所
の
指
名
し
た
者
の
名
簿
に
よ
っ
て
〔
２
〕
、
内
閣

０
Ｆ
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０
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ｏ
０
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Ｈ
ｑ
ｌ
Ｂ
１
９
⑱
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で
こ
れ
を
任
命
す
る
〔
３
〕
。
そ
の
裁
判
官
ば
、
任
期
を
十
年
と
し
〔
４
〕
、
再
任
さ
掘
る
こ
と
が
で
き

喝
母
押
Ｊ
苫
凸
Ｐ
Ｉ
ｇ る

〔
５
〕
。
但
し
、
法
律
の
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
時
に
は
退
官
す
る
〔
６
〕
。

下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
す
べ
て
定
期
に
相
当
額
の
報
酬
笹
受
け
る
。
こ
の
報
酬
は
、
在
任
中
、
こ

れ
を
減
額
す
る
｝
）
と
が
で
き
な
頃
７
〕
。
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零

任
命
賛
格
（
指
名
さ
れ
る
者
の
淡
格
）
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
法
が
、
高
等
裁
判
所
長
官
お
よ
び
判
事
（
四
二
条
）
、
判
事
袖

（
四
三
条
）
、
簡
易
裁
判
所
判
事
（
四
四
条
・
四
五
条
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
法
曹
の
経
歴
を
要
す
る
も
の
と
定
め
て
い

る
。
ま
た
、
欠
格
事
由
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
は
そ
の
使
命
上
、
特
に
公
正
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、
一
般
の
政
府
職
員
の

場
合
以
上
に
、
そ
の
事
由
が
拡
げ
ら
れ
て
い
る
（
裁
判
所
法
四
六
条
。
同
条
は
「
他
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
‘
一
般
の
官
吏
に

任
命
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
率
酋
の
ほ
か
、
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
・
弾
劾
裁
判
所
の
罷
免
の
裁
判
を
受
け
た
者
は
裁
判
官
に

任
命
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
定
め
て
い
為
。
こ
の
「
一
般
の
官
吏
」
と
は
国
家
公
務
員
法
上
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
巻
摺
し
、
「
他
の
法

律
の
定
め
る
と
こ
ろ
」
と
は
、
同
法
三
八
条
に
掲
げ
る
欠
猫
事
由
を
指
す
。
な
お
、
弾
劾
裁
判
所
の
罷
免
の
裁
判
を
受
け
た
者
も
、
資
猫
回

復
の
裁
判
を
受
け
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
裁
判
官
弾
劾
法
三
八
条
）
。

な
お
、
本
項
に
ぱ
「
指
名
し
た
罪
祠
の
名
簿
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
名
簿
の
方
式
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。

（
す
な
わ
ち
、
名
簿
の
方
式
と
し
て
は
、
任
命
す
べ
き
裁
判
官
の
数
と
同
数
を
名
簿
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
方
式
と
、
任
命
す

べ
き
裁
判
官
一
名
に
つ
い
て
二
名
以
上
の
者
を
名
簿
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
方
式
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
項
は
そ
の
い
ず

れ
に
よ
る
べ
き
か
を
特
定
し
て
は
お
ら
ず
（
そ
の
い
ず
れ
の
方
式
を
と
っ
て
も
述
惣
で
は
な
い
）
、
歌
た
法
律
（
戦
判
所
法
）
お
よ

一

法節六章司§80
翼
》
Ｏ

尋
。
〕
側
任
命
は
内
閣
が
行
う
の
で
あ
る
が
、
「
名
簿
に
よ
っ
て
」
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
名
簿
に
よ
っ
て
」
と

は
「
名
簿
に
従
っ
て
」
の
意
味
で
あ
り
争
句
と
し
て
は
暑
簿
に
韮
い
て
』
よ
り
も
内
鮒
に
対
す
愚
拘
束
性
が
識
い
。
六
条
は
天
皇

が
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
溌
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
を
国
蒙
お
喉
巌
内
閣
の
「
指
名
腱
基
い
蔭
任
命
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
「
指
名

に
塾
い
て
」
の
字
句
か
ら
す
れ
ば
天
皇
の
任
命
に
対
す
る
拘
束
性
が
『
指
名
に
よ
づ
て
」
よ
り
も
弱
い
こ
と
と
な
る
蕊
内
閣
総
理
大
臣
お

よ
び
競
高
裁
判
所
の
長
た
為
裁
判
官
”
指
名
は
そ
の
性
侭
上
当
然
腫
一
名
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
天
皇
の
権
能
の
行
使
を
厳
重
に
制

一
限
す
る
と
い
う
原
則
か
患
い
っ
て
、
こ
の
鶏
合
の
猫
名
は
天
皇
を
絶
対
的
に
拘
束
す
ゎ
。
す
な
わ
ち
、
》
）
の
場
合
ば
単
に
「
錆
名
に
韮
堕
』
」

の
字
句
か
ら
の
鶴
諭
予
べ
き
で
は
な
じ
、
『
名
簿
に
掲
げ
ら
れ
た
者
の
中
か
ら
」
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
の
任
命

行
為
は
名
簿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
名
簿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
者
巻
任
命
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

問
題
は
、
内
閣
が
名
簿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
者
を
不
適
任
と
判
断
し
、
そ
の
任
命
を
行
わ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
で

あ
る
倉
の
問
慰
は
、
名
簿
が
一
の
空
席
に
つ
き
一
名
を
掲
げ
る
と
い
う
方
式
を
と
る
か
、
一
の
空
席
に
つ
き
一
名
以
上
を
縄
げ
る
と
い
う

一
方
式
を
と
る
場
合
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
同
様
に
問
題
と
な
り
う
る
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
し
も
そ
れ
が
無
制
約
に
認
め
ら

れ
る
と
す
れ
ば
（
ぞ
の
場
合
に
は
鹸
高
裁
判
所
は
新
た
に
別
の
者
の
名
簿
を
作
成
し
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
じ
読
本
項
が
特
に
溌
高

裁
判
所
に
指
名
権
を
与
え
た
趣
旨
が
失
溺
れ
る
こ
と
に
な
り
（
内
閣
腱
自
由
な
任
命
権
を
与
え
る
こ
と
し
奥
な
ら
な
い
結
果
と
た
る
〉
、
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．
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ぴ
規
則
に
も
鑓
噛
ら
れ
て
い
な
い
“
前
潜
の
方
式
を
と
る
な
ら
ば
、
内
閣
が
そ
の
任
命
に
あ
た
っ
て
巡
択
の
余
地
が
な
い
こ

と
と
な
り
、
後
者
の
方
式
を
と
る
場
合
は
、
内
閣
に
選
択
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
。
爽
際
胆
は
、
任
命
す
べ
き
裁
判

官
の
数
よ
り
一
名
多
い
数
（
た
と
え
ば
一
○
名
に
つ
い
て
は
二
色
を
名
簿
に
記
載
す
る
方
式
を
と
ゅ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

「
名
簿
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
複
数
の
裁
判
官
が
同
時
に
任
命
さ
れ
る
場
合
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
が
、
つ
ね
に
擁

複
数
の
任
命
を
要
求
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
人
を
任
命
す
る
場
合
の
そ
の
氏
名
の
掲
示
も
「
名
簿
」
で
あ
る
。

Ｚ

最
高
裁
判
所
は
、
内
閣
の
任
命
す
べ
き
裁
判
官
の
氏
名
を
指
名
し
た
名
簿
を
作
成
し
て
、
内
閣
に
送
付
す
る
。
こ
の
名
簿

の
作
成
（
名
簿
に
掲
げ
る
者
の
指
名
と
い
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
）
は
、
司
法
行
政
事
務
で
あ
る
か
ら
裁
判
官
会
議
の
議
に
よ
る
（
裁

判
所
法
ご
一
条
）
。

ょ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

ｉ
Ｉ
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一
他
方
、
そ
れ
が
い
か
な
る
場
合
に
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
本
項
が
任
命
権
を
内
閣
に
与
え
た
趣
旨
が
失
わ
れ
る
二
と

と
な
る
（
最
高
裁
判
所
に
任
命
権
を
与
え
る
こ
と
と
異
な
ら
な
い
結
果
と
な
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
は
結
局
の
と
こ
ろ
露
こ

の
制
度
の
目
的
・
趣
旨
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
制
度
は
、
第
一
に
裁
判
官
の
任
命
と
い
う

重
要
な
司
法
行
政
事
務
を
最
高
裁
判
所
の
指
名
と
い
う
行
為
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
司
法
権
（
司
法
部
）
の
自

律
性
・
独
立
性
が
内
閣
（
行
政
権
）
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
こ
と
な
か
ら
し
め
る
こ
と
、
第
二
に
、
裁
判
官
の
適
格
性
を
判

一
断
し
う
る
の
は
内
閣
で
は
な
く
裁
判
所
自
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
判
所
に
実
質
的
任
命
権
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と

↑
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
趣
旨
を
で
き
る
限
り
生
か
す
た
め
に
は
、
内
閣
は
最
高
裁
判
所
の
指
名
を
尊
重
し
、
名
簿
に
掲

げ
ら
れ
た
者
を
そ
の
ま
ま
に
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
一
の
空
席
に
つ
き
一
名
を
掲
げ
る
と
い
う
方
式
の
場
合
に
は
そ
の
一
名
を
、

一
の
空
席
に
つ
き
一
名
以
上
を
掲
げ
る
と
い
う
方
式
の
場
合
に
は
そ
れ
ら
の
者
の
中
か
ら
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
、
内
閣
が
そ
れ
を

任
命
し
な
い
こ
と
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
内
閣
に
任
命
縦
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
任
命
は
内

閣
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
）
。
た
だ
し
、
内
閣
に
形
式
的
に
せ
よ
任
命
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
以
上
、
も

し
も
最
高
裁
判
所
の
指
名
が
悉
意
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
充
分
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
内
閣
が
そ
れ
を
任

命
し
な
い
こ
と
も
で
き
る
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
（
た
だ
し
、
裁
判
官
の
任
命
厳
格
お
よ
ぶ
欠
絡
窮
閏
は
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

一
か
つ
そ
の
適
格
性
を
判
断
す
る
鎚
準
も
客
観
的
に
定
め
う
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
鍛
高
裁
判
所
の
指
名
が
志
意
的
に
な
さ
れ
る
と
い

一
ぅ
場
合
は
恐
ら
く
は
実
際
上
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
）
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
の
選
任
（
人
事
）
の
制
度
と
し
て
は
、
こ
の
制
度
は

へ
最
高
裁
判
所
こ
そ
裁
判
官
の
適
格
性
を
判
断
し
う
る
機
関
で
あ
る
と
し
、
そ
の
判
断
が
信
頼
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

と
す
る
制
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
閣
に
任
命
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
憲
法
は
そ
の
任
命
権

が
細
目
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
突
際
に
は
、
内
側
が
名
簿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

／一隅

§8‘ 譲第六毒一司

i務
を
そ
の
蛍
ま
腱
任
命
し
厳
が
っ
た
こ
と
は
な
く
、
つ
ね
に
簸
澗
裁
判
所
の
意
思
を
聯
亜
し
た
任
命
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
運
用
は
正
当
で
あ
る
翁
だ
し
、
澤
扇
こ
と
賊
、
反
而
、
猫
測
裁
判
所
に
よ
る
州
名
が
恐
蹴
的
に
行

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
昭
和
四
五
年
度
の
判
事
袖
の
任
命
に

あ
た
っ
て
、
裁
判
所
法
四
三
条
の
定
め
る
任
命
黄
椿
た
る
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
證
判
事
補
の
任
命
を
希
望
堕
し
い
た
者
の
う
ち
、
蛾

高
裁
判
所
が
、
青
年
法
律
家
協
会
所
属
の
者
を
名
簿
に
掲
卸
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
裁
判
官
の
適
精
性
・
溌
高
裁
判
所
の
司
法
行

政
権
の
あ
り
方
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
論
議
さ
れ
た
（
七
六
条
〔
呂
細
参
照
）
。
最
高
裁
判
所
は
そ
の
者
溌
名
簿
に
掲
げ
な
か
っ
た
の
は
脊
年
法

律
家
協
会
所
属
を
理
由
と
す
る
も
の
で
は
左
い
と
し
た
が
、
当
時
内
閣
・
与
党
の
側
に
は
青
年
法
律
家
協
会
所
属
の
裁
判
官
は
裁
判
官
と

し
て
不
適
格
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
強
か
づ
た
と
い
う
背
最
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
最
高
裁
判
所
が
七
の
者
を
名
簿
に
掲
げ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
も
し
も
名
簿
に
掲
げ
た
な
ら
ば
内
閣
拶
奄
の
任
命
を
行
わ
な
い
と
い
う
事
態
が
生
ず
一
嘗
〕
と
を
予
想
し
、
↓
管
の
事
態
を
避
け
よ

う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
な
鐙
後
に
述
べ
る
再
任
の
賜
合
に
咄
同
じ
問
題
が
あ
る
。
〔
息
参
照
〉
。

②
内
閣
に
よ
る
任
命
は
裁
判
官
の
「
官
」
（
裁
判
所
法
五
条
二
項
に
い
う
高
等
裁
判
所
長
官
、
判
事
・
判
事
鋪
・
簡
易
裁
靭
所
判

事
）
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
職
」
に
補
す
る
こ
と
と
区
別
さ
れ
る
．
補
職
は
最
高
裁
判
所
が
行
う
（
裁
判
所
法

四
七
条
。
た
と
え
ば
、
判
事
補
を
判
事
と
す
る
の
は
任
命
で
あ
る
が
、
判
事
巻
た
と
え
ば
Ａ
地
方
裁
判
所
裁
判
官
と
す
る
こ
と
や
Ａ
高
等
裁

判
所
裁
判
官
を
Ｂ
高
等
裁
判
所
裁
判
官
と
す
る
こ
と
な
ど
は
補
職
で
あ
り
、
新
た
に
本
項
に
ょ
潟
任
命
行
為
を
要
し
な
じ
。
な
お
、
高
等

裁
判
所
長
官
の
任
免
は
天
皇
が
認
証
す
る
（
裁
判
所
法
四
○
条
二
項
）
。

〔
４
〕
一
般
に
任
期
と
は
、
公
務
員
の
身
分
の
存
続
す
る
期
間
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
期
間
を
い
う
（
選
挙
に
よ
っ
て
そ

の
地
位
に
就
く
公
務
員
は
任
期
の
定
め
が
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
四
五
条
、
参
議
院
議
員
に
つ
い
て
里
ハ
条
・
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
お
よ
び
長
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
九
三
条
一
項
・
一
四
○
条
一
項
．
合
議
制
の
行
政
機
関
の
委
員
求
ど
も
任
期
の

斗」
一

’
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○他団体等からの推薦に基づいて大臣が委員等を任命する例

Ｉ
討
胸
Ｉ

番号 会議体等 根拠法
推薦
人数

候補者ネ
ガチェッ
ク

実質的
選考

》
Ⅷ
認
撫

差し戻し・拒否
有無(逐条解説）

1 年金積立金管理運
用独立行政法人
(委員長及び委
員）

○年金積立金管理運用独立行政法人法（平成十六年法律第白血号ノ
(抄）
（役員）
第六条管理運用法人に、役員として、その長である理事長並びに委
員長及び委員八人以内を置く。
2．3 （略）
（役員の任命）
第七条の二理事長は、通則法第二十条第一項の規定にかかわらず、
経済、金融、資産運用、経営管理その他の管理運用法人の業務に関
連する分野に関する学識経験又は実務経験を有する者のうちから、
厚生労働大臣が任命する。
2委員長及び委員は、通則法第二十条第四項の規定にか力
前項に規定する者のうちから、厚生労働大臣が任命する。
３
４

5

る

表

､わらず、

鑿議潔職識鐘競
臺吾雲瀞血

するものとする。

（役員の欠格条項の特例）
､第九条管理運用法人の役員（委員長及び委員に限る｡）の欠格に関
する通則法第二十二条の規定の適用については、同条中「非常勤の
者」とあるのは、 「非常勤の者及び教育公務員で政令で定めるもの」
とする。
2通則法第二十二条（前項の規定により読み替えて適用する場合を
含む｡）に定めるもののほか、次の各号のいずれかに該当する者は、
役員となることができない。
一銀行業、信託業、金融商品取引業、生命保険業その他の金融業
（これらに類似し、又は密接に関連する事業を含む｡）を行う者
（以下｢金融事業者」という｡）であって管理運用法人と取引上密
糠か采II雲閣係か右する#､の叉はこれらの者が法人であるときは

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる ◎

欠格条項
等への該
当有無に
ついて厚

生労働省
で実施し
ている 0

関係団体
(連合､経
団連）

※法律上
はこの2

団体に限
定してい

ないが、

運用とし

てこの2

団体から

推薦を受

けてい

る 0

なし 逐条解説がない
ため、回答不可。
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函
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一

▲

その役員（いかなる名称によるかを問わず、これと同等以上の職
権又は支配力を有する者を含む｡）
金融事業者の団体の役員（いかなる名称によるかを問わず、こ
れと同等以上の職権又は支配力を有する者を含む｡）

○独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号), （抄）
(役員の欠格条項）
第二十二条政府又は地方公共団体の職員（非常勤の者を除く｡）は
役員となることができない。

凸
。
．

2 日本銀行（理事及
び参与）

○日本銀行法（平成九年法律第八十九号） （抄）
(設置）
第十四条 日本銀行に､政策委員会(以下この章及び次章において｢委
員会」という｡）を置く。
（役員）
第二十一条日本銀行に、役員として、審議委員六人のほか、総裁一
人、副総裁二人、監事三人以内、理事六人以内及び参与若干人を置

第
4

く 0

(役員の任命）
一

▲

る
菫菱型参塾盤奎蠅懲基迦工』麩匡雌血
⑪

5～6 （略）

す
ー

（役員の身分保障）
第二十五条日本銀行の役員(理事を除く｡）は､第二十三条第六項後
段に規定する場合又は次の各号のいずれかに該当する場合を除く
ほか、在任中、その意に反して解任されることがない，
一

一

一

三

四

破産手続開始の決定を受けたとき、
この法律の規定により処罰されたとき。
禁鋼（こ）以上の刑に処せられたとき。
心身の故障のため職務を執行することができないと委員会(監
事にあっては､委員会及び内閣）により認められたとき。
2 内閣又は財務大臣は、日本銀行の役員が前項各号に掲げる場合の
いずれかに該当する場合には、当該役員を解任しなければならな
い。
R前項の槻岸によるほか、理事については、財務大臣は、委員会か

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる。

日本銀行
の政策委
員会から
推薦され
た者につ
いて､必要

に応じて
財務省で
実施して
いる。

政策委員
会

過去5
年間で
はなし ◎

逐条解説がない
ため、回答不可。
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１
劃
曇
Ｉ

らその解任の求めがあったときは、当該求めがあった理事を解任す
ることができる。

3 技術士試験委員 ○技術士法（昭和五十八年法律第二十五号） （抄）
第二十九条文部科学大臣が自ら試験事務の全部又は一部を行う場
合には､技術士試験委員（次項から第五項までにおいて｢試験委員」
という｡）に、技術士試験の問題の作成及び採点を行わせる。
2 （略）

3試験委員は、技術士試験の執行ごとに､技術士試験の執行につい
て必要な学識経験のある者のうちから､科学技術･学術審議会の椎
薦に基づき、文部奉障大臣が任命する‐
4．5 (略）

⑪

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる 0

特段実施
していな

い。

科学技術・
学術審議
会でとり
まとめ

ここ数
年はな
し 0

(※局
長専決
事項）

逐条解説がない
ため、回答不可。

4 土地鑑定委員会
(試験委員）

○不動産の鑑定評価に関する法律（昭和三十八年法律第百五十二号）
(抄）
(試験委員）
第四十七条不動産鑑定士試験の問題の作成及び採点を行なわせる

2

ため、土地鑑定委員会に試験委員を置く。
試験委員は、試験の施行ごとに、土地鑑定委員会の推薦に基づ
きく国土交通大臣が任命する．
3 （略）

○国土交通省設置法（平成十一年法律第百号） （抄）
第六条 （略）
2前項に定めるもののほか、別に法律で定めるところにより国土交
通省に置かれる審議会等で本省に置かれるものは、次の表の上柵に
掲げるものとし、それぞれ同表の下欄に掲げる法律（これらに基づ
く命令を含むn)の定ぬるところによる．

｜ （略） ｜ （略） ’

名称 法律

(略） (略）

土地鑑定委員会 地1 N公示法（昭和四十四年法律第四十九号）

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる 0

鑑定
会で

定前
土交
で実
てい

土地

委員
の決

に国
通省
施し

る。

土地鑑定
委員会

なし 0
（※官
房長専
決事項）

逐条解説はある
が、特筆すべき
記載なし。

5 日本ユネスコ国内
委員会（委員）

○ユネスコ活動に関する法律（昭和二十七年法律第二百七号） （抄ノ

(設置）
第五条ユネスコ憲章第七条の規定の趣旨に従い、我が国におけるユ
ネスコ活動に関する助言､企画､連絡及び調査のための機関として、
文部科学省に、 日本ユネスコ国内委員会（以下「国内委員会」とい
~

ワ 0）を置く。
（委員の任命）
龍,』築季昌は、次の各号に掲げる者につき、当該各号に掲げる員数

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる 0

推薦前に
文部科学
省で実施
している。

推薦後に
も実施す
ることも

ある 0

委
の
経
委
承

選考小

員会で
面接を
て､国内
員会で
認。

人事案
件のた
め、回答
不可。

逐条解説がない
ため、回答不可。
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苫勤此び文イヒ浩勤の名苫勤此び文イヒ浩勤の名苫勤此び文イヒ浩勤の名

野岐に陸野岐に陸野岐に陸 司荷Tl鷹司荷Tl鷹司荷Tl鷹

ヨ］、ヨ］、ヨ］、

型学識経験者
五衆議院議員0
六参議院議員0
｛ず徹府の職昌

型学識経験者
五衆議院議員0
六参議院議員0
｛ず徹府の職昌

講識経験者

袈議院議員0
参議院議員0
随府の職昌

１
日
、
Ｉ

り
い
と
０

座
鋼
身

吸
些
小
胸

り
い
と
０

座
鋼
身

吸
些
小
胸

り
い
と
０

座
鋼
身

吸
些
小
胸 攻|蝉のた6
昌弗添に：
攻|蝉のた6
昌弗添に：
攻|蝉のた6
昌弗添に：

縛防]塁奴

13認油弁
縛防]塁奴

13認油弁
縛防]塁奴

13認油弁

号の場含
麹画一一一弐一

号の場含
麹画一一一弐一

号の場含
麹画一一一弐一

準匡準匡準匡 準匡準匡準匡哩
雁
‐

哩
雁
‐

哩
雁
‐

ヨ イ塵ﾈ段ヨ イ塵ﾈ段ヨ イ塵ﾈ段玉
一
二

玉
一
二

J

調杏需
J

調杏需
J

調杏需‐」卜‐」卜‐」卜

17 量 ･学大臣が． 壬’
と
卯

-まで及び管

量考小委員会の選考を経て
■■■■■

玉
一 内委員会から：桂薦されたも

6 司法試験委員会
(司法試験考査委
員及び予備試験考
査委員）

○司法試験法（昭和二十四年法律第百四十号） （抄）
(司法試験委員会の設置及び所掌事務）
第十二条法務省に、司法試験委員会(以下この章において「委員会」
という｡）を置く。
2．3 （略）
(司法試験考査委員等）

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる 0

司法試験
委員会で
の決定前
に実施し
ている。

司法試験

委員会及
び選定部
会

(※選定

ここ数
年はな
し

逐条解説がない
ため、回答不可。



芦一

＝‐、．

ノ〕．H

１
１
。
Ｉ

弟十立朱委員会に、司法試験における問題の作成及び採点並びに合
格者の判定を行わせるため司法試験考査委員を置き、予備試験にお
ける問題の作成及び採点並びに合格者の判定を行わせるため司法
試験予備試験考査委員（以下この条及び次条において「予備試験考
査委員」 という｡）を置く“
2

3

部会は司
法試験委
員会の下
部組織）

7 中央労働委員会
(使用者委員及び
労働者委員）

U力.倒組旨汝（ﾛ筒和＝十四年法律第白七十四号）

（中央労働委員会）
(抄）

第十九条の二国家行政組織法（昭和二十三年法律第百二-l一号）第三
条第二項の規定に基づいて、厚生労働大臣の所轄の下に、中央労働
委員会を置く。
2．3 （略）
(中央労働委員会の委員の任命等）
第十九条の三中央労働委員会は､使用者委員、労働者委員及び公益
委員各十五人をもって組織する。
の
倉

3

は 鍔辮鍵臓鴦霧鶏騨苦竺菖
第二条第四項に規定する行政執行法人をいう。以下この項、次条第
二項第二号及び第十九条の十第一項において同じ｡）の推薦）に基

三得戚 慧辮暴鶴禽購議皇羊豐雑
律第二百五十七号）第二条第二号に規定する職員（以下この章にお
いて「行政執行法人職員」という｡）が結成し、又は加入する労働組
合の推薦）に基づいて、公益委員は厚生労働大臣が使用者委員及び
労働者委員の同意を得て作成した委員候補者名簿に記載されてい
る者のうちから両議院の同意を得て、画閣総理犬臣が任命する。
～5 （略）

6 中央労働委員会の委員（次条から第十九条の九までにおいて単に
「委員」という｡）は、非常勤とする。ただし、公益委員のうち二人
以内は、常勤とすることができる。
（委員の欠格条項）

第十九条の四禁鋼以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、
又は執行を受けることがなくなるまでの者は、委員となることがで
きない。

2次の各号のいずれかに該当する者は、公益委員となることがで去

任命に必要
な人数以上
が推薦され
ている。

厚生労働
省で実施
している。

内閣総理
大臣

なし 逐条解説によれ
ば、使用者委員
及び労働者委員
について、推薦
された候補者の
うちだれを委員
に任命するか
は、内閣総理大
臣の広範な裁量
に委ねられたも
のというべきで

あり、その任命
の当否について
内閣総理大臣の
政治的責任が問
われることがあ
っても、裁量権
の濫用ないし逸
脱があるとして
民事法上の違法
の問題が生じる
余地はないもの
と解されてい
る 0



一へ許へ

亀

１
１
ゞ
Ｉ

一

一

凸

ない ◎
国会又は地方公共団体の議会の議員

行政執行法人の役員､行政執行法人職員又は行政執行法人職員が
結成し、若しくは加入する労働組合の組合員若しくは役員

8 日本工業標準調査
会（委員）

○工業標準化法（昭和二十四年法律第百八十五号） （抄）
第三条経済産業省に日本工業標準調査会（以下「調査会」という｡）
を置く。
2 （略）
第四条調査会は、委員三十人以内で組織する。
2委員は、学識経験のある者のうちから、
_m－､経済産業大臣が任命する
3 （略）

⑪

関係各大臣の推薦によ

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる ⑧

推薦の前
に実施し
ている 0

推薦する
大臣の省
庁

なし 逐条解説はある
が、特筆すべき
記載なし。

9 公認会計士・監査

審査会(試験委員）
○公認会計士法（昭和二十三年法律第百三号）(抄）
(設置）
第三十五条金融庁に、公認会計士・監査審査会（以下「審査会」と
いう｡）を置く。
2 （略）
(試験委員）
第三十八条審査会に、公認会計士試験の問題の作成及び採点を行わ

2

せるため、試験委員を置く。

試験委員は､前項の試験を行うについて必要な学識経験を有する
者のうちから、試験の執行ごとに､審査会の推薦に基づき_､内閣総
理大臣が任命し、その試験が終わったときは退任する。
3 （略）

任命に必要
な人数のみ
推薦されて
いる ◎

初任命と
なる委員
について

は､審査会
決定前に
実施して
いる。

公認会計
士･監査審
査会

なし 逐条解説がない
ため、回答不可。
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②

○他団体等からの指名に基づいて大臣が委員等を任命する例

ｌ
凶
、
Ｉ

一一

戸

番号 会議体等 根拠法
指名
人数

候補者ネ
ガチェッ
ク

実質的
選考

差し戻
し・拒
否有無
有無

差し戻し・拒否
有無(逐条解説）

1 中央選挙管理委員
会（委員）

○公職選挙法（昭和二十五年法律第百号） （抄）
(中央選挙管理会）
第五条の二中央選挙管理会は、委員五人をもって組織する。
2委員は、国会議員以外の者で参議院議員の被選挙権を有する者
－

の中から
する 0

国会の議決による指名に某いて、 内閣総理大臣が任命

3前項の指名に当っては、同一の政党その他の政治団体に属する
者が、三人以上とならないようにしなければならない。
4内閣総理大臣は、委員が次の各号のいずれ
た場合は、その委員を罷免するものとする。

かに該当するに至っ
ただし、第二号及び

第三号の場合においては、国会の同意を得なければならない。
一

一

-

参議院議員の被選挙権を有しなくなった場合
心身の故障のため、職務を執行することができない場合
三職務上の義務に違反し、その他委員たるに適しない非行があ
つた場合
5委員のうち同一の政党その他の政治団体に属する者が三人以上
となった場合においては、内閣総理大臣は、 くじで定める二人以
外の委員を罷免するものとする 0
6 国会は、第二項の規定による委員の指名を行う場合において
は、同時に委員と同数の予備委員の指名を行わなければならな
い。予備委員が欠けた場合においては、同時に委員の指名を行う
ときに限り、予備委員の指名を行う。
7予備委員は、委員が欠けた場合又は故障のある場合に、 その職

務を行う。
8第二項から第五項までの規定は、予備委員について準用する。
9 ～ 17 （略）

○総務省設置法（平成十一年法律第九十一号） （抄）
(設置）
第二十二条本省に、中央選挙管理会を置く。
2 （鵬）

任命に必要
な人数のみ
指名されて
いる ◎

行政機関
では実施
していな

い。

国会 なし 逐条解説がない
ため、回答不可



〆ヘ〆戸一、

１
割
。
’

2 政治資金適正化委
員会

グ コ

○政治資金規正法（昭和二十三年法律第百九十四号）（抄）
(委員）

第十九条の三十二霊l主、学識経験のある者のうちから、国会の
議決による指名に基づいて、
2前項の指名に当たっては、

総務大臣が任命する 0

同一の政党その他の政治団体に属す
る者が三人以上とならないようにしなければならない。
3．4 （略）

5総務大臣は、委員が心身の故障のため職務の執行ができないと
認める場合又は委員に職務上の義務違反その他委員たるに適しな
い非行があると認める場合においては、国会の同意を得て、これ
を罷免することができる。
6委員のうち同一の政党その他の政治団体に属寸-る者が三人以上
となった場合においては、総務大臣は、 くじで定油る二人以外の
委員を罷免するものとする。
7 （略）

任命に必要
な人数のみ
指名されて
いる 0

Ｂ
Ｔ

凸

行政機関
では実施
していな

い。

国会

9

なし 逐条解説がない
ため、回答不可

3 最高裁長官 ○裁判所法（昭和二十二年法律第五十九号） （抄）
(最高裁判所の裁判官の任免）
第三十九条

を任命する ◎

最高裁判所長官は、内閣の指名に基いて、

2～4 （略）

○日本国憲法（昭和二十一年憲法） （抄）
第六条 （略）
○2天皇は、
－

任命する。

内閣の指名に墓いて、

天皇がこれ

最高裁判所の長たる裁判官を

任命に必要
な人数のみ
指名されて
いる ⑪

人事案件
のため回

答不可⑧

内閣 なし 逐条解説がない
ため、回答不可

4 内閣総理大臣 ○日本国憲法（昭和二十一年憲法） （抄）

第六条玉皇蛙_、
一

'bo

2 （略）

国会の指名に基いて、 内閣総理大臣を任命す
任命に必要
な人数のみ
指名されて
いる ⑥

行政機関
では実施
していな

い。

国会 なし 逐条解説がない
ため、回答不可
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碕

○他団体等からの名簿に基づいて大臣が任命する例

なし

○他団体等からの名簿に基づいて任命する例

１
ｍ
ｏ
ｌ

番号 会議体等 根拠法
推薦
人数

候補者ネ
ガチェッ
ク

実質的
選考

戻
拒
無

し
・
有

差
し
否
有無

差し戻し・拒否
有無(逐条解説）

1 下級裁判所裁判官
任命

○日本国憲法（昭和二十一年憲法） （抄）
第八十条下級裁判所の裁判官は、最高裁判所の指名した者の名簿
によって、内閣でこれを任命する。その裁判官は、任期を十年と
し、再任されることができる。但し、法律の定める年齢に達した
時には退官する。

2 （略）

○裁判所法（昭和二十二年法律第五十九号） （抄）
（下級裁判所の裁判官の任免）
第四十条高等裁判所長官、判事、判事補及び簡易裁判所判事は、
最高裁判所の指名した者の名簿によって、内閣でこれを任命す
る 0

2． 3 （略）

任命に必要
な人数のみ
名簿に記載
されてい
る □

※過去には

任命に必要
な人数より

1名多く名
簿に記載さ
れていた

が、現在で
はそのよう

な運用はさ
れていな
い 0

判
官
問
※
判
置
い
会
で
前
さ

臓
鯏
棚
鮒
鍬
剛
脈
鶏
刊
縦
鋤

下
所
指
委
最
所
さ
る
の
の
に
れている。

判
官
問

鰄
鯏
棚
鷆

下
所
指
委

芋

なし 逐条解説がない
ため回答不可
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隼

○他団体等からの申出に基づいて大臣が委員等を任命する例

l

望
I

殉

番号 会議体等 根拠法
申出
人数

候補者ネ
ガチェッ
ク

実質的
選考

戻
拒
無

し
・
有

差
し
否
有無

差し戻し・拒否
有無(逐条解説）

1 カジノ管理委員会
(専門委員）

○特定複合観光施設区域整備法（平成三十年法律第八十号） （抄）
(設置）
第二百十三条 ．内閣府設置法（平成十一年法律第八十九号）第四十九
条第三項の規定に基づいて、カジノ管理委員会を置く。
2 カジノ管理委員会は、内閣総理大臣の所轄に属する。
(専門委員）

第二百二十三条カジノ管理委員会に、専門の事項を調査させるた

2

め、専門委員を置くことができる。
専門委員は、カジノ管理委員会の申出に基づいて内閣総理大臣が
任命する ◎

3 ．4 （略）

○内閣府設置法（平成-トー年法律第八十九号） （抄）
(設置）
第四十九条内閣府には、その外局として、委員会及び庁を置くこと
ができる。

2法律で国務大臣をもってその長に充てることと定められている
前項の委員会には、特に必要がある場合においては、委員会又は庁
を置くことができる。
3前二項の委員会及び庁（以下それぞれ「委員会」及び「庁」とい
う_）の設置及び廃止は、法律で定める。

｜

台
●

委員会がまだ発足していない

ため、実例なし

逐条解説がない
ため、回答不可

2 個人情報保護委員
会（専門委員）

○個人情報の保護に関する法律（平成十五年法律第五十七号） （抄）
(設置）
第五十九条内閣府設置法第四十九条第
情報保護委員会（以下「委員会」とい

三項の規定に基づいて、
う｡）を置く。

個人

（専門委員）
第六十九条委員会に、専門の事項を調査させるため、専門委員を置

ワ
〕
Ｑ
Ｊ

く
する ⑥

b

任命に必要
な人数のみ
申出されて
いる。

委員会か
らの申出
前に内閣
府で実施
している。

委員会事
務局

なし 逐条解説はある
が、特筆すべき
記載なし。
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全

Ｉ
の
掴
Ｉ

3 国立大学法人（学
長）

○国立大学法人法（平成十五年法律第百十二号） （抄）
（役員の任命）

第十二条笠血廷愈l主_国立さ謎些四里坦1三基ﾕkユエニ埋魁堂
大臣が行う。
2～9 （略）
(役員の欠格条項）
第十六条政府又は地方公共団体の職員（非常勤の者を除く｡)は､役
員となることができない。
2前項の規定にかかわらず、教育公務員で政令で定める者は、非常
勤の理事又は監事となることができる。
（役員の解任）
第十七条文部科学大臣又は学長は、それぞれその任命に係る役員が
前条の規定によし)役員となることができない者に該当するに至っ
たときは、その役員を解任しなければならない。
2文部科学大臣又は学長は、それぞれその任命に係る役員が次の各
号のいずれかに該当するとき、その他役員たるに適しないと認める
ときは、その役員を解任することができる。
一 心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認められるとき。
二職務上の義務違反があるとき。
3前項に規定するもののほか、文部科学大臣又は学長は、それぞれ
その任命に係る役員(監事を除く｡）の職務の執行が適当でないため
当該国立大学法人の業務の実績が悪化した場合であって、その役員
に引き続き当該職務を行わせることが適当でないと認めるときは、
その役員を解任することができる｡
4前二項の規定により文部科学大臣が行う学長の解任は、当該国立
大学法人の学長選考会議の申出により行うものとする、
5学長は､第一項から第三項までの規定により理事を解任したとき
は、遅滞なく、文部科学大臣に届け出るとともに、これを公表しな
ければならない。

○学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号） （抄）
第七条学校には、校長及び相当数の教員を置かなければならない。
九条次の各号のいずれかに該当する者は、校長又は教員となること
ができない。

一成年被後見人又は被保佐人
二禁鋼以上の刑に処せられた者
三教育職員免許法第一卜条第一項第二号又は第三号に該当するこ
J"irrり魚許状が子の勅力冴失い、当該失効の日から三年を経過

任命に必要
な人数のみ
申出されて
いる 0

。
③

科学
は実
てい

部
で
し

0い

文
省
施
な

学長選考
会議

少なく
とも平

成1 6
年以降
はなし

逐条解説によれ
ば、 「学長選考会
議の行う申出に
任命権者たる文
部科学大臣は法
的に拘束され、
申出が明白な形
式的違法性を持
つ場合や､明ら
かに不適当と客

観的に認められ
る場合を除き、
拒否することは
できないと解さ
れよう」 とされ
ている。

I



家‘冠，、蚕夢…

の

１
ｍ
“
Ｉ

しない者

四教育職員免許法第十一条第一項から第三項までの規定により
免許状取上げの処分を受け、三年を経過しない者
五日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成
立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体
を結成し、又はこれに加入した者

4 公害対策会議（委
員）

○環境基本法（平成五年法律第九十一号） （抄）
(設置及び所掌事務）
第四十五条環境省に、特別の機関として、公害対策会議（以下「会
議」という｡）を置く。
2 （略）
(組織等）
第四十六条会議は、会長及び委員をもって組織する。
2 （略）

3委員は､_内閣官房長官、関係行政機関の長及び内閣府設置法（平
成十一年法律第八十九号)第九条第一項に規定する特命担当大臣の
うちから、環境大臣の申出により、
4～7 （略）

内閣総理大臣が任命する。

任命に必要
な人数のみ
申出されて
いる 0

環境省で
は実施し
ていない。

関係行政
機関の長
及び特命
担当大臣
のうちか
ら慣例に
より選出

し、申出。

なし 逐条解説はある
が、特筆すべき
記載なし。

5 公害等調整委員会
(専門委員）

○公害等調整委員会設置法（昭和四十七年法律第五十二号） （抄）
(設置）
第二条国家行政組織法（昭和二一卜三年法律第百二十号）第三条第二
項の規定に基づいて、総務省の外局として、公害等調整委員会（以
下「委員会」という｡）を設置する。
(専門委員）
第十八条委員会に、専門の事項を調査させるため、専門委員三十人
以内を置くことができる。
2専門委員は、委員会の申出に基づいて総務大臣が任命する。
3～5 （略）

任命に必要
な人数のみ
申出されて
いる 0

申出前に
総務省で
実施して

いる。

公害等調
整委員会
事務局

なし 逐条解説はある
が、特筆すべき
記載なし。

6 日本工業標準調査
会(専門委員）

○工業標準化法（昭和二十四年法律第百八十五号） （抄）
第三条経済産業省に日本工業標準調査会（以下「調査会」という｡）
を置く。
2 （略）
第五条調査会に、委員の互選による会長を置く｡
2 （略）
第七条調査会に、専門委員を置くことができる。
2 （略）
3 専門委員は 、 会長の申出により 、 経済産業大臣が任命する。

任命に必要

藷全誓
いる。

のみ

れて

申出前に

経済産業
省で実施
している 0

経済産業
省及び会
長

なし 逐条解説はある
が、特筆すべき
記載なし。
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又
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四
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年
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一
昭
燕
四
十
四
年
七
月
二
十
四
日
へ
末
曜
日
〉

午
前
十
時
四
十
三
分
閣
議

出
席
委
員
委
員
炎
大
坪
保
雄
君

壽菱簔臺
久
保
田
円
次
君

萱
三
郎
君

理謹理雲
事事客亭

海
野
谷
剛

西
岡
武
夫
君
謹
事
唐
橋
童
君

長
谷
川
正
三
君
理
事
鈴
木
一
君

稻
蕊
龍
君
臼
井
砿
一
君

加
藤
六
月
君

填
本
三
十
次
君

穫
内
義
雄
霊
隠
寛
英
箆
君

中
村
庸
一
郎
君
臓
川
シ
ズ
エ
君

藤
波
孝
生
君
増
田
甲
子
七
君

訟
浮
雄
蔵
君
箕
輪
壁
憲

八
木
徹
雄
君
井
上
普
方
君

川
崎
寛
治
君
川
柑
継
義
霊

篝
鈴
・
末

、4

洋
平
溌

和
穂
君
童
君

林
信
一
君
斉
藻
正
男
君

圃
足
計
君
山
中
吾
郎
君

岡
澤
完
治
言
有
島
壷
武
霞

石
田
幸
四
郎
君

出
庸
国
務
大
臣

出
席
政
府
委
員

文
部
大
臣
坂
田
道
太
君

内
閣
誌
樹
局
長
官
高
辻
正
巳
霜

紬
剛
塗
溺
局
第
三
荒
井
勇
君

人
事
院
総
裁
佐
藤
達
夫
君

臥
騨
鵬
蹄
＃
錐
局
岡
田
騒
二
謂

胤
篭
篭
鶯
尾
崎
朝
篝

警
察
庁
刑
事
局
長
内
奏
畿
君

文
蔀
政
務
次
官
久
保
田
肇
麿
襄

文
認
大
臣
官
房
長
安
嶋
彌
君

蕊
省
大
学
学
術

村
山
松
雄
君

厚
生
省
医
務
局
長
後
尾
正
雄
君

委
員
外
の
出
席
者

糖
藩
警
備
局
外

●
亭
烏
二
郎
君

鋤
澗
蹄
刑
事
局
公
豊
島
英
次
郊
君

専
門
負
鰯
・
牢
彰
君

今
二
口
■
■
■
”
Ｐ
Ｃ
且
■
ロ
、
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
６
。

ｏ
Ｕ
ｏ
ｒ
■
‐
●
．

。
。
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

‐

０

５

ｂ

Ｏ

‐

１

４

“

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

七
月
二
十
画
日

委
員
稻
葉
悠
君
及
び
中
村
購
一
嘩
君
雰
任
臆
つ
き
、
そ

の
補
欠
と
し
て
箕
輪
登
君
及
び
撫
灘
六
月
雲
が
識
芙
の

鐙
名
で
婆
同
腱
選
任
さ
れ
た
唇

同
日委
員
加
藤
六
月
君
及
び
箕
輪
登
君
辞
任
に
つ
き
、
そ
の

棺
欠
と
し
て
中
詩
濡
一
郎
君
及
び
穂
葉
修
君
然
議
長
の

指
名
で
委
員
に
選
任
き
れ
た
。

凸
■
且
■
１
８
１
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
Ｉ
Ｅ
０
Ｑ
Ｉ
８
８
日
日
Ⅱ
。
■
■
■
■
■
Ｄ
０
Ｊ
８
８
９
０
７
ｉ
Ｉ
０
０
，
０
４
０
■
■
■
＆
■
ｒ
Ｌ
ｒ
Ｉ
６
Ｉ
０

七
房
二
十
三
日

大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
描
置
法
案
の
反
対
腱
閥
す

る
請
涙
（
木
原
実
君
藷
介
×
第
一
○
九
七
四
号
〉

同
（
山
田
恥
目
君
紹
介
×
第
一
○
九
七
五
号
）

同
（
安
宅
常
彦
君
紹
介
×
第
二
Ｃ
六
三
号
〉

同
（
井
岡
大
拾
君
詣
介
×
第
二
○
六
四
号
〉

同
（
井
上
泉
君
紹
介
×
第
二
○
六
五
号
〉

同
（
猪
俣
揺
三
君
藷
介
×
第
二
○
六
六
号
）

同
（
伊
賀
定
盤
君
紹
介
×
第
二
○
六
七
号
）

同
（
石
播
政
鬮
君
詔
介
×
第
二
Ｏ
六
八
号
）

同
〈
石
野
久
男
君
紹
介
×
第
二
○
六
九
号
〉

同
へ
稜
川
正
吾
君
親
介
×
第
二
○
七
Ｃ
号
）

同
へ
穏
村
隆
一
君
繍
介
×
第
二
○
七
一
号
〉

同
外
一
件
（
江
田
三
郎
君
錦
介
×
鮒
二
○
上
亘
号
〉

同
（
筏
村
要
作
君
謡
介
×
第
二
○
七
三
号
〉

同
（
大
柴
滋
夫
君
認
介
×
紫
三
○
七
四
号
）

同
（
加
藤
勘
十
君
紹
介
×
第
二
○
七
五
号
〉

同
（
勝
潔
芳
雄
君
詔
介
×
第
二
○
七
六
号
〉

同
（
金
丸
袴
重
君
紹
介
×
第
二
○
砥
七
号
〉

１

－

０

１

Ｉ

同
外
一
件
つ
禾
原
突
君
銘
介
×
第
一
｛
Ｃ
七
八
号
〉
同
へ
山
応
広
君
識
介
×
第
二
二
三
号
）

同
外
一
件
へ
久
保
三
郎
語
藷
介
×
第
二
○
七
九
号
〉
揖
興
幽
画
憩
努
君
紹
介
×
第
二
二
露
号
）

同
（
敢
称
三
琢
鐺
紹
介
×
錦
二
○
八
○
号
〉
同
（
山
本
幸
一
君
紹
余
×
鋪
二
三
壷
号
〉

同
（
児
玉
末
男
君
紹
介
×
第
三
○
八
一
号
）
同
〈
依
圖
圭
五
君
潟
介
×
認
二
二
六
号
〉

同
（
佐
野
憲
治
君
舘
介
×
第
二
○
八
二
号
）
同
〈
衆
内
山
蓑
一
郎
君
紹
介
×
第
二
三
七
号
〉

同
（
佐
野
進
君
録
介
×
館
二
０
塁
言
暮
同
外
一
件
へ
渡
辺
芳
男
君
紹
介
汽
第
｛
二
一
八
号
〉

同
〈
斉
藤
蓬
男
君
紹
介
×
第
二
○
八
四
号
）
侭
州
大
学
識
籠
学
都
蚕
糸
教
育
誤
程
の
存
縫
強
化
に
錨

同
（
阪
上
霞
太
郎
君
紹
介
×
第
菫
○
八
五
号
〉
す
る
請
塵
外
二
件
へ
菅
波
蕊
君
招
介
）
〈
第
二
○
六
一

同
（
貿
川
誇
之
君
認
介
×
露
菫
Ｃ
八
審
己
号
〉

同
〈
日
中
武
夫
君
紹
介
×
第
二
Ｃ
八
七
号
〉
同
〈
中
曾
根
康
弘
君
紹
介
×
第
二
○
六
黒
号
）

詞
（
多
賀
谷
眞
稔
君
紹
介
×
蕊
室
○
八
八
号
）
蹴
・
不
委
員
会
腱
付
託
さ
ゑ
た
、

何
（
武
認
文
君
認
介
×
第
二
○
八
九
遷
〉

２
口
偶
争
１
０
旨
？
９
Ａ
■

同
（
只
松
橘
治
君
紹
介
×
第
二
ｃ
九
つ
号
）

本
箇
鰯
会
議
躯
封
し
た
案
件

向
（
内
蕊
良
平
君
続
介
汽
第
二
○
九
一
号
）

大
学
の
運
営
に
関
す
る
陸
時
措
置
法
案
〈
内
閣
撮
出
鋪

何
へ
中
嶋
英
夫
君
耗
介
×
第
壹
○
九
二
号
）

一
一
一
画
看
）

何
〈
中
脚
麓
光
君
紹
介
×
第
二
○
九
言
号
〉

伺
外
一
件
（
楢
埼
弥
之
駒
君
繕
介
×
認
二
○
九
四
塁
ら
１
１
１
忠
④
零
１
１
１
１

同
（
野
間
千
代
重
震
紹
介
×
第
二
○
九
五
琴
）

同
外
三
件
〈
長
谷
川
正
三
君
葬
壼
二
○
九
六
号
誌
蕊
籠
議
麗
獅
催
噸
鶴
謹
謬
負
篝

同
（
惣
和
君
謡
介
×
第
二
○
九
七
号
）

正
微
な
審
議
に
入
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
毒
亨
溌
、
け

同
（
華
山
競
義
君
蒲
介
×
第
宝
Ｃ
九
八
号
）
さ
の
新
聞
を
見
ま
す
と
一
斉
に
蓼
ご
‘
《
う
強
行
採
決
か
一
、

同
（
平
然
剛
君
綴
介
×
難
三
○
九
九
号
〉

同
外
一
件
〈
広
雲
｛
臺
介
×
第
｛
二
○
○
号
〉
蕊
帥
燕
蕊
雛
譲
雛
謬
一
辮
溌
鍔

同
（
厩
瀬
秀
吉
君
詔
介
×
錐
一
二
○
一
号
）

十
四
日
、
与
野
党
の
話
し
合
い
で
、
大
学
運
営
臨
時
措
置

同
〈
蔑
足
計
君
縮
介
×
鋪
一
二
○
二
号
〉

溌
案
の
審
議
を
錠
行
す
る
談
、
自
民
党
と
Ｌ
て
は
同
日
中

同
〈
繍
谷
治
嘉
君
諾
介
×
第
一
二
○
三
号
〉

健
同
法
案
の
探
決
を
強
行
、
二
十
五
日
の
衆
議
院
木
会

同
へ
堀
墨
雄
君
紹
介
×
第
二
一
Ｃ
四
号
）

伺
外
一
件
雲
七
郎
臺
介
菱
三
豊
号
》
霊
憲
髪
鴻
蕊
蔭
蕊
灘

同
雪
乗
喜
夫
君
鋸
介
×
第
二
一
Ｃ
六
号
〉

壷
す
令
湛
ど
も
と
し
て
臆
、
こ
う
い
う
こ
と
溌
あ
っ
て
臓

同
（
賞
藤
山
治
君
認
介
×
雛
一
室
Ｃ
七
号
〕

な
ら
な
滝
当
然
そ
う
思
う
わ
げ
で
ご
ざ
い
童
寺
．
ｃ
モ
う

同
（
村
山
喜
一
君
諮
介
×
第
一
言
○
八
号
）

い
う
こ
と
が
●
毛
Ｌ
あ
る
壷
ら
穏
、
き
ょ
う
嬢
審
議
ば
非
常

同
（
森
義
硯
君
紹
介
×
第
一
二
Ｃ
九
号
〕

に
不
安
定
な
、
も
の
腰
な
り
、
審
議
に
入
る
こ
と
朧
む
ず
か

同
（
灘
永
錯
君
彌
介
×
露
二
三
Ｃ
号
）
し
い
の
で
ば
な
い
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
腱
思
う
わ
け
で
ご

同
外
一
件
（
安
井
吉
典
君
詔
介
×
鋪
二
二
一
号
）
ぎ
い
ま
す
が
、
委
員
長
か
ら
、
こ
の
糞
う
鞍
こ
と
臆
繕
対

同
へ
柳
田
秀
一
君
紹
介
×
第
二
二
冤
号
）
な
い
、
そ
う
い
う
お
こ
と
篭
を
い
た
だ
い
て
そ
し
て
審
謎

q

d

第
六
十
一
回
国
会

衆
議
院

文
教

争
？

委
員
会
議
録
第
三
十
五
号
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文
謡
省
握
銅
く
と
ど
う
も
違
い
そ
う
だ
、
あ
あ
そ
う
か
、
一
ん
だ
、
獺
狩
の
赦
員
の
審
査
な
Ｌ
篭
九
“
刀
月
た
っ
た
ル

ほ
ほ
あ
と
い
っ
て
や
む
を
得
ず
諺
あ
た
。
こ
れ
で
ば
あ
ま
一
漁
撫
倣
踊
軸
順
州
鰔
州
倣
繩
雲
淵
燗
雫
鯏
紳
糀
鮒
雌
岫
討

り
に
も
無
責
任
な
答
弁
Ｅ
や
な
津
で
す
か
値

大
堂
錫
争
に
つ
・
い
て
二
条
臆
壼
蕊
が
入
っ
て
い
る
の
で
一
塞
合
這
片
『
方
鯨
休
職
な
ん
で
す
、
片
一
方
は
そ
の
整

す
。
『
こ
の
法
律
腱
お
い
て
『
大
学
紛
争
」
と
は
、
大
学
ま
な
ん
で
す
。
そ
ん
な
不
合
理
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

の
管
理
に
属
す
る
施
設
の
占
処
又
は
封
鎖
、
授
業
放
秦
そ
そ
れ
を
お
瞬
く
に
載
三
鳥
、
研
究
審
誕
て
、
御
意
見
述
べ

の
龍
の
学
生
に
よ
る
正
常
で
な
い
行
島
受
こ
れ
藤
こ
の
ら
れ
た
の
で
す
か
。

第
二
条
廷
規
定
し
て
お
る
大
学
紛
争
の
規
定
な
ん
で
す
ｃ
○
佐
藻
（
達
〉
政
府
委
員
も
ち
ろ
ん
十
分
研
究
の
上
で
わ

き
の
う
笈
ほ
畿
議
を
い
た
Ｌ
童
し
た
謬
鋳
こ
れ
強
客
観
的
れ
わ
れ
が
結
證
を
得
、
業
た
声
・
Ｅ
で
お
答
え
し
て
お
る
わ

規
定
で
、
そ
の
摩
因
い
か
ん
朧
少
Ｌ
も
間
う
て
い
な
い
り
け
で
ご
ざ
い
ま
す
げ
れ
ど
も
、
先
緩
ど
の
学
焚
の
勢
合

で
す
．
だ
か
ら
非
常
に
画
一
的
に
こ
れ
を
適
用
す
を
場
合
と
、
》
一
遍
か
ら
文
部
大
臣
の
認
合
と
が
こ
ろ
に
書
き
分

腱
は
、
、
非
常
に
不
公
平
な
問
題
が
出
て
く
る
ｃ
き
の
う
も
げ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
‐
た
と
え
朧
、
同
じ
で
あ
る

私
は
一
例
を
取
り
上
げ
迄
麓
議
を
し
た
の
で
す
。
し
か
も
な
ら
ば
、
も
う
七
条
の
と
こ
ろ
で
、
『
紛
争
大
学
の
学
長

そ
の
と
き
に
、
学
生
腱
よ
る
行
誇
な
ん
だ
、
教
授
輝
よ
る
一
は
噂
と
い
う
と
こ
ろ
挺
珂
及
び
文
読
大
臣
雄
遣
と
や
る

堯薑

るこ

ても
おこ

しし

ども、
れな
けに

を少

貧雲
蕊

かぱ
い授

鍾一

く教

彗襄
も命

爽か
、 、

頚る
をい

こあ

薑窒

な臓
朧腫
要大

けば

い直

る文
必部

分又

蔓と
法や
いつ

琶冨
L， ‐ぬ

あ
る
で
し
ょ
う
。
教
授
の
こ
と
ば
何
も
な
い
の
で
す
。
こ
一
う
一
つ
の
技
徳
論
溌
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
健
妻
き

の
塁
●
生
に
よ
る
』
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
１
１
き
の
う
諾
分
げ
て
あ
る
か
ら
、
そ
》
』
に
違
う
も
の
ぷ
な
織
れ
ば
嵩
き

識
を
い
た
し
黄
し
た
が
、
こ
の
定
義
の
も
と
糎
誌
い
て
、
分
け
ら
れ
る
は
ず
は
韮
い
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
わ
け
で

こ
れ
を
受
玲
て
い
る
い
る
の
処
置
が
鐙
て
お
る
の
で
あ
り
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
先
ほ
ど
か
ら
牢
し
ま
し
た
よ
う

重
す
。
そ
う
し
て
、
七
条
腱
お
い
て
『
紛
争
大
学
の
学
是
な
こ
と
瀧
笈
ど
も
蹴
競
提
と
な
っ
て
、
そ
う
し
て
文
部
大

健
、
大
学
紛
争
を
収
拾
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
臣
の
お
や
り
腱
な
る
場
合
獄
、
こ
れ
減
休
職
や
む
を
得

と
き
は
、
Ｌ
『
教
育
及
び
研
究
腱
関
す
る
掻
能
の
全
錦
又
ず
篭
学
長
限
り
の
場
合
は
．
休
職
を
す
る
の
瞼
行
き
遇
ぎ

は
一
部
を
壷
六
月
以
内
の
期
悶
、
休
止
す
る
霊
と
が
で
き
だ
と
い
う
考
え
方
で
謬
悉
わ
け
で
あ
り
ま
す
ｅ

る
哩
瞳
れ
だ
轍
な
ん
で
十
お
そ
れ
か
ら
、
文
翻
大
臣
ら
と
○
山
中
（
吾
）
委
員
法
律
専
測
家
と
し
て
の
佐
藤
蒜
裁
ら

き
は
一
定
の
難
問
を
霞
い
電
お
る
だ
け
左
ん
で
す
二
鰯
し
く
厳
い
御
答
弁
で
、
富
こ
と
廷
遣
憾
で
す
。
法
律
文
言

争
大
学
の
学
都
等
躯
お
い
て
大
学
紛
争
が
生
じ
た
後
九
月
の
域
か
ら
い
っ
て
、
大
学
学
長
の
甥
合
繊
、
こ
の
程
度
の

以
上
を
経
過
し
た
場
合
』
だ
ザ
な
ん
だ
。
こ
れ
朧
学
長
が
紛
争
の
と
き
絶
は
学
長
が
休
止
を
命
ず
る
ん
だ
・
お
る
種

休
止
を
し
た
あ
と
、
そ
の
汝
と
い
う
二
段
階
で
嫁
な
い
の
度
以
上
腱
な
っ
た
と
き
に
臓
文
鄙
大
臣
ば
、
ｌ
ど
こ
に

で
ず
よ
。
関
係
な
電
大
学
の
学
炎
が
そ
う
い
う
こ
と
を
も
な
‐
鷲
し
や
な
い
で
す
む
そ
ん
な
稔
裁
の
舞
寅
任
な
御

や
る
や
ら
ぬ
に
か
か
わ
ら
ず
、
鯵
争
が
生
訳
二
一
九
方
冠
答
弁
で
、
浄
易
法
案
の
戒
立
１
１
鱗
立
し
だ
い
蕊
い
選
程

た
っ
た
ら
や
る
ん
だ
と
い
う
だ
け
な
ん
で
す
．
そ
の
実
態
廷
お
い
て
透
菫
に
・
万
Ｉ
ケ
ー
ル
涙
う
よ
う
な
こ
と
ば
、

の
い
か
ん
に
関
係
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
大
学
の
学
艮
織
、
還
裁
、
君
ば
と
て
も
認
め
る
わ
け
に
い
か
な
廷

紛
争
瀕
起
こ
っ
て
九
ヵ
月
徒
に
そ
の
休
止
処
避
を
す
る
か
い
主
、
理
事
の
伝
う
か
ら
、
汝
の
考
所
で
お
呼
び
腱

も
し
れ
た
瞳
一
年
以
上
士
雲
も
す
る
か
も
し
れ
な
麩
産
っ
て
お
る
よ
う
で
ず
か
ら
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
亀
終
わ
っ

東
大
幟
一
年
た
っ
て
も
こ
の
法
の
適
用
を
受
稽
な
い
し
、
た
ら
帰
っ
て
く
だ
さ
滝
真
剣
に
誇
議
を
Ｌ
な
け
れ
ば
な

や
っ
て
い
な
い
。
文
認
大
臣
罐
こ
の
法
案
誤
で
き
た
あ
ら
ぬ
と
思
い
段
す
。

と
建
一
律
腱
ど
こ
の
大
学
で
も
九
力
晨
を
過
ぎ
れ
ば
鱈
ど
う
も
笈
の
質
問
に
連
途
中
で
切
れ
る
悪
い
習
潰
が

止
処
分
が
で
き
る
と
な
っ
て
お
る
竃
そ
し
て
休
職
に
な
る
つ
い
た
の
言
ま
こ
と
腱
遺
憾
で
ご
ざ
い
薑
す
が
、
渋
制

塞曼
門官
的'膵
立わ
鴇ざ
かわ
らざ
おお
聞い
きで
い願
たっ
した
たの
いで

と ‘、

思法
い制
蔑局
す長
．宮
一一七

下
し
て
お
い
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
前
提
と
し
て
法
案
を
錘

ふ
だ
と
き
腱
朧
、
こ
れ
鯰
大
学
の
自
浩
減
な
く
な
る
。
一

・
毒
開
き
す
る
こ
上
賦
、
大
学
の
自
描
の
童
謁
瀝
お
惹
る

大
学
の
人
事
寂
と
、
文
部
大
臣
の
彩
式
的
任
命
桧
歴
つ
い

て
の
最
近
の
解
釈
都
動
揺
し
て
、
終
織
来
の
文
部
宿
の
権

威
的
解
釈
そ
の
池
に
つ
い
て
も
相
当
変
遷
が
あ
る
。
そ
の

変
遷
罐
魁
決
１
そ
い
い
方
向
の
変
遷
で
綜
な
吃
そ
れ
を
震

溌
、
長
蛎
的
挺
日
本
の
未
来
を
考
え
た
大
学
の
自
論
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
非
常
に
心
配
を
す
る
の
で
、
一
昨
間
こ

の
法
案
に
漉
連
を
し
て
強
震
を
し
た
の
で
す
園
そ
こ
で
法

制
局
災
宮
廷
お
聞
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
職
と
思
う
の
で

す
か
ら
、
法
律
的
に
こ
う
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と

を
、
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
い
農
の
麓
裁
の
よ
う
腱
そ
う

い
う
感
じ
た
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
な
し
に
お
答
え
願
い

た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
．

税
が
深
刻
に
こ
の
法
案
に
密
着
し
た
問
鬮
と
し
種
お
闇

き
す
ろ
⑧
ば
、
こ
の
法
案
は
、
第
一
条
に
、
大
学
侭
お
け

る
自
主
的
解
渋
と
い
う
こ
と
を
主
眼
と
す
る
と
い
う
こ
と

を
翻
確
侭
言
い
て
お
愚
値
按
擬
局
長
宮
は
、
十
分
研
究
さ

れ
て
、
閲
違
い
な
く
お
銃
永
睡
な
雪
Ｌ
い
る
篭
し
よ
う

ね
。
そ
う
し
宝
、
三
条
以
下
、
火
養
字
憂
の
協
力
義
務
だ

と
か
、
あ
る
い
ば
報
告
義
務
だ
と
か
、
あ
る
い
朧
文
認
大

臣
の
ほ
う
か
ら
は
報
告
を
求
め
る
横
利
で
あ
る
と
か
、
あ

る
い
強
勧
告
権
と
か
、
現
行
文
部
楢
設
鐙
按
の
擢
導
、
助

昼
と
い
う
こ
と
ぽ
を
使
っ
垣
、
そ
れ
に
競
走
し
て
お
る
こ

と
か
ら
い
っ
た
ら
は
魂
出
て
お
る
勧
台
権
を
入
れ
た
り
し

て
お
る
わ
吟
そ
す
過
こ
れ
は
、
慈
訊
ち
ょ
っ
と
見
る
と
訓

示
的
規
定
の
ご
・
と
く
、
新
し
く
学
長
腱
義
務
づ
げ
た
ご
と

く
、

こ
れ
も
あ
い
ま
い
で
わ
が
ら
な
｡

■

｡
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V

し
か
し
、
そ
れ

を
ず
っ
と
見
て
〃
承
っ
た
と
き
に
鑓
穫
は
、
説
在
の
文
部
大

漣
の
学
奨
漣
蝿
す
る
任
命
権
課
や
い
わ
ゆ
る
形
式
総
さ
れ

た
立
場
が
完
全
に
な
く
な
る
の
漣
、
そ
う
い
う
こ
と
か

ら
、
私
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
法
案
の
審
譲
に
濁
し
て
璽
寧

な
る
資
料
な
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
塗
制
局
長
官
弾
お
聞
き
を
い
た
し
た

匙､

の

で
、
特
に
委
員
長
に
お
願
い
し
て
来
て
も
ら
っ
た
の
で

す
や
ま
ず
、
法
鯛
局
に
お
け
る
、
最
近
の
大
学
腱
お
分
る

適
治
臆
つ
い
て
、
文
誌
大
臣
の
任
命
権
等
の
関
係
に
つ
い

て
、

按
制
局
長
官
の
伝
う
で
ど
う
い
う
癖
衷
詮
さ
銃
て
お

る
の
か
諮
鰯
き
い
た
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。

◎
翻
鋼
罰
禰
謝
測
Ｉ
お
答
え
を
準
し
上
憲
叢
す
。

た
露
い
薑
の
法
薬
に
閏
達
Ｌ
て
、
か
な
り
重
要
な
溌
点

か
ら
の
お
尋
・
詞
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
問
題
腱
つ

き
室
し
て
は
、
あ
る
い
総
も
う
す
で
に
文
都
菫
局
か
ら
講

話
黙
あ
っ
た
か
・
も
し
れ
室
せ
ん
ほ
れ
ど
も
、
実
依
政
願
当

局
課
初
め
て
見
解
を
示
し
ま
し
た
の
隙
、
窟
の
記
憶
で
総

昭
和
三
十
八
年
の
衆
議
院
の
文
教
委
員
会
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
漣
先
立
っ
て
、
至
れ
も
記
篭
握
よ
れ
ば

そ
の
前
年
の
三
十
七
年
だ
っ
た
と
思
い
議
す
談
や
文
部
省

も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ば
大
い
に
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
武
ど
も
の
ほ
う
に
質
澗
と

い
い
雲
す
か
、
躍
会
が
あ
り
ま
Ｌ
て
鶴
そ
鍵
で
そ
の
と
き
漣

た
荘
命
権
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
実
質
的
任
命
権
ば
な
い
の
重
箱
腱
討
議
を
し
、
そ
聖
」
到
達
を
Ｌ
た
結
読
瀞
ど
き
い

か
、
そ
う
い
う
も
の
蹴
大
学
の
自
活
を
侵
す
．
頭
か
ら
侵
一
昭
和
三
十
八
年
に
衆
議
院
の
文
教
委
員
会
で
そ
れ
が
吐
露

だ
と
い
う
解
震
を
諭
提
と
し
た
と
き
震
学
長
の
、
こ
の
ま
す
。
い
裳
申
し
上
げ
室
し
た
よ
う
腱
錘
調
局
で
検
尉
い

滋
案
に
規
定
し
て
お
る
諸
種
の
副
示
的
な
義
務
弓
徹
で
す
た
し
蚤
し
た
の
ほ
三
十
七
年
で
あ
り
、
そ
の
緯
に
議
っ
て

丁
と
繊
麓
嫁
強
調
は
し
貧
世
ん
ｃ
し
か
し
、
一
方
の
解
溌
一
を
さ
れ
、
そ
の
後
も
踊
続
的
腱
で
は
あ
り
蓑
す
が
、
窪
あ

震
》
ろ
法
案
の
周
辺
腱
あ
る
と
こ
ろ
の
行
政
解
釈
に
、
る
い
は
文
部
大
臣
等
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
同
隠
線
に

翼
部
大
臣
の
任
命
樋
が
実
質
的
な
任
命
権
を
含
ん
で
お
る
乗
っ
た
お
答
え
を
し
て
い
る
臓
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
聾
た

こ
い
う
ふ
う
な
こ
と
臆
だ
ん
だ
ん
と
こ
の
周
迩
の
涛
殺
を
談
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
い
た
し
ま
す
れ
瞳
、
そ
の
中
身
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副
制
州
劇
釧
汎
荊
測
測
剴
割
引
剤
矧
剰
捌
引
劇
州
１
鍾
立
大

学
の
学
長
も
公
務
愛
で
あ
る
以
上
膣
、
終
局
的
に
は
国
民

の
任
命
旗
に
基
づ
い
て
任
命
さ
れ
て
い
る
℃
文
部
大
臣
目

身
も
．

さ
た
国
民
の
廷
卵
擢
に
基
づ
い
て
廷
印
さ
れ
て
・
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
詞
そ
の
文
部
大
臣
が
、
学
長
の
任

命
に
あ
た
り
蓑
し
て
、
た
と
え
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、

何
ら
の
発
言
様
も
持
ち
得
な
い
と
解
す
悪
こ
と
ば
、

そ
の
結
果
と
し
て
匿
会
腿
対
孔
て
も
責
任
を
負
い
縄
愈
囎

と
い
う
こ
と
は
、
国
民
主
桟
の
原
理
に
一
顧
も
与
え
な
い

こ
と
に
な
っ
て
、
正
当
で
は
な
い
の
で
ば
な
い
か
。
そ
の
憲

味
で
、
こ
の
間
題
臓
や
は
り
大
学
の
自
摘
と
、
そ
れ
か
ら

園
民
主
樋
と
の
い
ず
れ
か
一
方
に
照
し
た
見
地
に
お
い
て

一
考
究
す
ぺ
き
で
は
な
く
て
、

そ
の
認
整
酋
見
地
、

つ
金
言
ソ

§
農
十
厘
龍
一
関
と
い
う
の
も
わ
れ
わ
れ
ば
こ
れ
を
鄭
筏

庭
つ
唖
て
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
い
る
と
か
や
あ
湯
い
ば
亦
籏
庭

な
っ
た
と
か
と
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
童
せ
ん
の
で
、
そ
れ

を
あ
ら
か
む
め
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
堂
す
。

そ
れ
か
ら
、
そ
の
中
身
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
学
の
自

治
や
こ
れ
朧
む
ろ
ん
言
う
裳
で
も
な
く
き
わ
め
て
虚
要
な

問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
御
指
摘
に
な
り
ま
し
た

よ
う
に
形
式
的
な
任
命
権
あ
る
い
は
実
質
的
な
任
命
権
と

い
う
よ
う
な
こ
と
ば
で
首
い
段
す
と
、
非
徹
に
一
義
的
に

形
式
的
任
命
樋
な
ら
も
う
手
も
足
も
出
な
い
の
瞳
や
、
な
い

が
、
実
質
的
任
命
権
な
ら
何
ん
で
も
で
き
る
で
は
態
い
か

と
い
う
ふ
う
に
な
り
が
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

窓
味
で
は
恵
ど
も
は
い
ず
れ
も
震
り
で
あ
愚
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
要
す
る
に
、
大
学
の
自
治
は
そ
れ
自
身
を
憲
法

が
直
接
腱
保
障
し
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
念
を
ん
が
、

こ
れ
も
判
例
１
１
布
名
な
ぷ
ぷ
戸
判
決
に
あ
り
裳
し
た
よ

う
堤
学
問
の
自
由
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
と
し
て
》
一
れ

を
尊
重
し
な
吟
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
富
う
会
釜
も
ご
ざ
い

片
方
だ
け
に
鰯
し
ご
も
む
ろ
ん
い
け
洗
い
わ
瞼
で
あ
り
ま

す
謀
、
そ
の
鯛
繋
的
見
地
侭
お
い
》
・
一
考
究
す
べ
き
で
は
激

い
が
。
モ
の
よ
う
な
大
学
の
自
治
と
、
国
民
主
枇
の
嫉
理

と
の
鯛
整
的
見
地
腱
お
堂
Ｌ
考
え
て
み
農
す
と
、
単
堤

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
者
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
主
観
的

侭
政
府
当
局
の
気
に
食
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
竜
は

な
く
て
、
そ
う
い
う
こ
と
で
任
命
し
鋲
い
と
い
う
の
ば
む

ろ
ん
違
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
詮
う
で
は
な
く
て
、

劇
ｕ
倒
釧
劇
到
制
謝
創
側
伽
制
馴
副
制
洲
１
例
別
別
側
閏

吻
矧
瑚
引
剣
鞘
刎
団
醐
倒
刷
創
ｕ
矧
刑
週
對
劇
閲
瑚
刷
制

劉
１
鯏
刷
劇
脚
剃
劉
剛
卿
劉
圏
司
利
劉
劃
闇
哨
Ｉ
酬
叫
到
側

勵
封
卿
釧
ｕ
矧
剣
倒
制
捌
制
制
馴
刈
刺
矧
刷
刺
洲
間
馴
剛

刷
刺
馴
棚
制
剛
剛
１
刻
剖
対
目
洲
１
劇
叫
叫
劇
劇
剣
淵
淵

制
鎖
劇
倒
圃
閣
判
削
例
馴
引
削
叫
Ⅱ
Ⅱ
珊
淵
凹
卿
間
闇
掛
り

矧
測
側
制
鯏
馴
荊
測
測
削
別
刷
割
削
剥
削
珊
刷
閉
哨
呂
捌
阿

勵
削
ｕ
矧
矧
制
創
叫
制
削
剥
制
制
Ⅶ
劇
鯛
剴
糾
判
削
り
訓

伽
洲
劉
矧
馴
制
剥
対
剰
副
引
判
創
制
１
コ
馴
淵
剣
刻
測
１

制
制
制
刺
刎
割
射
劉
ｕ
刺
１
割
剛
翻
刻
剃
捌
関
淵
劇
劉
引

劉
酬
酬
ｕ
捌
劉
到
矧
料
引
劇
樹
刈
印
し
た
が
っ
て
、
そ
の

纏
隠
即
し
て
、
昭
和
三
十
八
年
浪
衆
溌
院
の
文
敬
委
員
会

で
申
し
上
篭
た
こ
と
を
、
そ
の
後
も
御
質
疑
に
応
ど
て
ぉ

答
え
を
摩
し
上
げ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
窪
す
。

Ｏ
山
中
（
吾
）
鑑
員
い
ま
法
制
局
長
官
潅
御
脱
餌
願
っ
た

そ
の
雛
樋
堤
憲
法
十
五
条
『
公
務
腕
を
選
定
し
、
及
び

こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
減
、
国
民
個
有
の
楠
利
で
あ
る
書
」

こ
れ
ほ
そ
の
と
然
り
だ
と
恩
④
い
き
す
。
洞
時
堤
大
学
の

自
治
と
い
う
立
場
に
歩
い
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
新
憲

法
が
で
き
る
と
き
》
Ｌ
、
ど
こ
の
園
に
も
な
い
既
確
な
一
つ

の
表
現
と
し
て
、
憲
法
二
十
三
条
腱
塁
間
の
自
由
稔
、

こ
菰
を
保
障
す
る
。
』
日
本
独
特
の
篭
法
の
明
示
が
あ
る
ゞ

こ
れ
ば
大
学
の
自
治
と
い
う
制
度
を
保
障
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
憲
法
学
者
も
例
外
の
な
い
学
脱
で
す

ね
‐
し
た
談
っ
て
、
こ
の
憲
法
息
十
三
条
の
規
定
と
、
そ

れ
か
ら
十
五
条
の
国
民
の
固
宿
の
梅
利
と
い
う
・
も
の
、
黒

空
ろ
の
憲
法
の
コ
ー
ド
の
中
か
ら
、
大
学
の
人
崇
に
つ

吟
て
ば
、
実
質
的
糎
臓
大
学
管
理
膿
閥
の
逓
考
腱
よ
っ
て

学
畏
を
定
め
を
、
し
か
し
十
五
条
に
霞
い
て
あ
る
か
ら
形

式
化
し
た
任
命
権
を
文
部
大
臣
に
漁
く
と
い
う
現
法
税
淡

考
●
き
て
第
る
と
蕊
は
鍔
釈
し
て
お
る
の
で
す
が
、
い
か
が

で
Ｌ
よ
う
。
当
だ
と
閾
あ
ら
れ
る
、
そ
淑
を
任
命
ず
一
雲
》
と
朧
鬮
民
腱

○
高
辻
政
府
委
員
先
峨
ど
屯
學
ら
点
胆
触
れ
た
つ
も
り
錆
し
て
貿
任
を
異
た
ず
ゆ
え
ん
で
ば
な
い
と
い
う
よ
う

で
ご
ざ
い
ま
｛
●
参
、
た
だ
い
ま
の
御
質
疑
で
も
壷
法
十
五
な
、
臣
歳
は
も
う
き
わ
め
て
歩
泉
な
こ
と
糧
あ
ろ
う
と
私

条
一
項
の
糒
神
と
い
い
さ
す
か
、
迩
僑
と
．
》
・
い
ま
す
か
、
そ
ば
思
い
主
す
課
、
そ
う
い
う
鳩
合
腰
と
そ
任
命
を
し
な
け

れ
を
や
な
り
念
頭
に
瞳
か
れ
て
御
質
疑
を
い
熊
だ
い
て
お
、
れ
ぱ
な
ら
ぬ
わ
け
で
椋
な
竜
そ
う
い
う
場
合
に
は
や
ほ

る
よ
う
脛
思
い
藍
す
諺
す
な
わ
ち
十
五
条
一
蕊
と
い
う
の
り
十
五
条
一
興
瀧
も
鰯
を
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
の

朧
、
や
確
り
公
務
員
の
鶴
局
的
任
命
椛
老
で
あ
る
題
民
と
が
嵐
ど
も
の
解
釈
で
あ
る
Ｌ
、
急
は
今
日
な
お
そ
れ
捻
妥

の
関
迎
と
、
心
．
う
も
の
を
、
識
ど
も
は
離
れ
る
こ
と
は
で
き
当
な
解
釈
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
い
の
で
は
な
い
か
？
そ
う
い
う
こ
と
を
背
蹟
臆
し
〉
僻
篇
任
○
山
中
〈
吾
）
義
員
法
制
局
長
官
の
御
醗
勇
繊
ど
う
も
あ

命
桧
を
持
つ
こ
と
に
よ
《
．
イ
ー
ー
ま
た
国
会
漣
対
し
て
責
任
い
参
急
電
、
勇
礒
に
私
顕
隠
入
ら
電
建
あ
な
た
談
鎚
っ

を
負
う
と
恥
箒
う
立
視
漣
嵐
つ
べ
き
で
緯
な
い
愛
そ
う
い
Ｌ
李
．
っ
て
い
る
坂
拠
嬉
十
五
条
だ
け
を
言
っ
了
秦
る
。

う
こ
と
が
抜
き
に
さ
れ
た
場
合
鍵
こ
謹
聴
一
体
だ
れ
一
子
三
条
の
学
問
の
自
由
と
一
夢
を
持
っ
て
お
る
電
法
構

溌
１
１
通
常
、
憲
法
限
あ
り
ま
す
ゑ
う
腱
行
政
櫓
は
内
閣
成
の
学
電
こ
の
大
学
の
人
事
樋
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

腱
属
す
る
と
い
う
わ
け
で
、
す
べ
て
の
場
合
と
ば
限
り
ま
こ
と
を
現
行
法
が
規
定
し
て
い
る
の
だ
。
そ
う
い
う
一
君

せ
ん
が
、
た
と
え
ば
公
取
ふ
た
い
承
も
の
吐
別
で
あ
り
ま
の
こ
と
を
う
ま
く
解
決
す
る
た
め
に
、
鬮
民
の
代
表
で
あ

す
け
説
ど
も
、
行
政
雄
の
中
で
少
な
く
も
人
事
樋
的
な
る
と
こ
－
つ
の
国
会
に
お
い
電
、
菌
会
が
つ
く
っ
た
法
律
椹

も
の
ば
内
閣
か
、
あ
る
い
球
行
政
猫
が
狸
三
唱
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
選
考
楢
と
い
う
亀
の
減
、
こ
れ
懲
大

よ
っ
て
鬮
会
雁
対
し
て
そ
の
点
の
爽
任
を
負
う
と
，
い
う
学
糎
一
任
を
す
る
。

仕
組
氷
悟
な
っ
て
お
る
の
が
大
体
の
筋
で
ご
ざ
い
ま
す
管
（
委
員
畏
退
庵
谷
川
婆
員
長
代
理
潴
席
）

そ
こ
で
十
五
条
一
洞
と
の
煕
係
鱸
お
い
て
曜
や
念
り
圧
形
式
的
任
命
権
だ
げ
を
文
部
大
臣
壜
》
泉
城
国
民
の
代

命
樋
が
文
部
大
臣
に
あ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
表
の
蔑
会
鱗
き
め
た
法
律
な
ん
》
》
す
。
壹
誕
を
よ
け
い
涯

二
と
を
前
提
庭
さ
ぉ
つ
っ
、
そ
れ
隙
形
式
的
任
命
機
で
あ
解
釈
を
し
て
１
１
文
部
大
臣
は
一
介
の
行
政
長
宮
迩
や
な

れ
ば
い
い
の
で
あ
墓
と
い
》
う
こ
と
が
御
鋭
の
よ
う
篭
あ
り
》
い
で
す
麹
法
律
漣
よ
っ
て
学
畏
に
ぎ
う
い
う
椎
限
を
持

紫
す
け
象
遊
も
、
や
職
鈴
謹
ど
も
も
、
さ
っ
き
も
鍵
壷
全
二
た
す
か
と
い
う
、
国
民
の
瞳
有
の
権
利
と
学
問
の
富
由
と

し
た
よ
う
唱
何
で
も
か
ん
篭
も
文
部
大
臣
ほ
か
票
」
次
い
う
窓
法
的
要
職
に
基
づ
・
》
て
、
だ
蹴
腿
実
質
的
任
命
権

塊
腫
任
命
権
を
行
使
し
》
‐
嘩
眺
．
と
惑
で
緯
む
ろ
人
思
い
ま
を
与
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
建
国
民
の
代
表
の
園

せ
ん
・
先
ほ
ど
も
膿
れ
ま
し
た
鐙
思
い
蓋
せ
ん
が
、
そ
会
が
き
め
る
こ
と
な
ん
で
す
。
国
会
が
き
め
た
ん
で
す
綴

う
か
と
い
っ
て
い
か
な
る
場
合
梶
老
も
、
園
金
腱
対
し
て
そ
れ
程
な
ぜ
疑
問
を
持
た
な
吟
龍
ば
な
ら
魚
の
季
一
ず
鐘

あ
る
い
濫
隠
民
腱
対
し
で
責
任
を
負
い
将
な
い
と
い
う
ょ
形
式
化
し
た
と
こ
ろ
の
任
命
樋
建
一
応
隠
支
で
あ
る
か

う
な
器
合
腱
湧
で
も
形
式
的
な
任
命
権
で
あ
る
、
そ
し
て
ら
、
管
轄
庁
で
あ
り
、
助
貫
指
導
と
・
薑
Ｉ
監
督
指

侮
ら
責
任
を
負
わ
な
い
と
・
い
う
の
ば
、
や
確
り
竃
法
の
麓
・
揮
権
職
な
い
、
駒
冨
、
指
導
だ
け
ば
で
き
る
と
文
部
詣
股

憶
涯
卸
．
￥
》
適
当
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
や
臆
り
学
圏
法
挺
お
い
て
文
部
大
臣
の
樋
隈
を
大
学
の
関
係
で
規
定

間
の
自
由
と
、
こ
の
十
五
条
一
項
に
示
さ
れ
て
お
る
公
務
し
、
そ
し
て
監
督
庁
と
蜜
い
て
な
い
。
匡
立
大
学
に
つ
い

負
の
任
愈
権
、
こ
れ
を
脳
整
的
な
見
地
軽
お
い
て
考
え
て
字
逼
管
轄
庁
な
ん
で
式
そ
う
い
う
点
謬
あ
る
の
で
形

い
く
の
が
娘
も
妥
当
童
と
こ
ろ
奉
逢
な
い
か
．
し
た
談
っ
式
的
挺
任
命
桧
を
残
す
と
い
う
こ
と
で
つ
噂
つ
ま
を
合
わ

て
、
気
雁
食
お
燕
い
と
い
．
う
よ
う
荻
こ
と
一
燕
む
ろ
ん
任
し
て
い
る
の
で
す
ゞ
そ
裁
で
ず
ば
り
で
い
い
ピ
や
議
い
》
》

命
を
猿
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
地
し
か
Ｌ
、
い
ま
も
申
す
か
畠

し
ま
し
た
こ
と
て
す
が
、
線
勺
返
し
腱
な
っ
て
恐
鏥
で
ご
Ｏ
繭
辻
政
府
婆
員
た
だ
い
童
も
仰
せ
に
走
り
ま
し
漁

き
い
ま
す
が
、
明
ら
か
に
大
学
の
目
能
腱
照
ら
し
一
』
不
適
鐙
私
も
ま
た
二
十
三
条
と
十
五
条
一
項
と
め
巽
連
糎
誌
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．
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．
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い
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
垂

は
溌
初
か
ら
申
し
て
お
る
わ
げ
で
す
。
特
腱
二
十
三
条
の

問
題
と
い
う
の
ほ
当
然
出
て
童
い
り
雲
す
瀞
、
十
五
粂
一

雲
の
鎮
定
と
い
う
も
の
は
忘
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
に
、
・
鐘

に
そ
れ
を
同
時
に
考
え
あ
わ
さ
た
勝
れ
ば
い
か
ぬ
と
い
急

の
は
む
し
ろ
震
が
鑿
濁
し
た
い
と
こ
ろ
で
、
郷
一
塁
孫
か

伺
っ
て
お
れ
ば
そ
の
基
霊
は
全
然
変
わ
り
が
な
い
龍
う
庭

私
職
思
い
藍
す
。

そ
瞳
で
、
先
生
の
御
主
彊
減
、
こ
の
法
律
に
鯵
ら
て
、
何

と
い
い
重
す
か
、
学
長
艇
対
し
て
塞
薩
任
命
権
を
与
え
て
い

・
る
の
で
あ
っ
て
遥
文
蕊
大
臣
漣
は
影
式
的
権
濯
を
与
え
て

い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
獅
主
喪
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
法
律
な
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
わ
げ
で
あ
り
蚕
す
が
、
実

催
法
律
は
学
長
の
申
し
圏
に
基
づ
い
て
文
部
大
臣
誤
任
命

す
る
と
あ
る
芯
の
で
す
か
ら
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
疑
濁
と

い
い
産
す
か
、
解
釈
の
余
地
が
出
て
重
い
る
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
私
も
、
法
葎
が
も
し
も
、
教
授
そ
⑧
他
鋤
大

学
の
要
員
に
つ
い
て
大
学
の
掌
長
銀
錘
命
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
憲
法
上
の
問
薙
が
残
る
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
少
な
く
も
法
の
中
身
は
ど
う
い
う
こ
と
詮

・
注
文
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
職
わ
か
る
わ
げ
で
あ
り

ま
す
が
へ
た
だ
い
堂
の
規
定
は
、
申
し
出
に
垂
づ
い
て
文

蔀
大
臣
が
任
命
す
る
と
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
篤

釈
の
余
地
鍔
出
て
ま
い
る
。
そ
し
て
笈
が
申
し
上
げ
る
解

釈
、
こ
れ
臆
全
く
の
形
式
的
な
任
命
権
と
言
っ
て
し
だ
う

の
健
ど
う
で
あ
ろ
う
か
色
し
か
し
、
か
と
い
を
て
実
質
的

な
任
命
権
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
う
星
凱
を
ど
う
し
よ
う

と
か
っ
て
凌
第
で
あ
る
と
い
う
お
考
え
だ
と
は
決
し
て
思

わ
な
い
け
れ
ど
も
、
先
生
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
任
命
樋

は
文
翻
大
臣
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
な
い
の
と
同

じ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
ほ
ど
う
で
あ
ろ
う
か

と
賊
う
こ
と
を
申
心
上
げ
て
い
る
わ
げ
で
、
や
織
り
そ
の

基
墾
と
し
て
壷
学
問
の
自
由
の
憲
法
の
規
定
と
翁
そ
れ
か

ら
公
務
員
の
任
命
権
の
十
五
条
一
項
の
規
定
と
、
そ
れ
の

両
方
を
踏
ま
え
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
べ
き
種
あ
る
と
い

う
基
本
的
な
基
麹
惟
、
実
ば
先
生
と
全
く
同
じ
で
ご
ざ
い

室
す
。
そ
の
点
だ
け
重
ね
て
申
し
上
畷
た
い
と
思
い
さ

す
Ｃ
Ｏ
山
中
（
吾
）
委
員
．
い
ま
例
腫
出
さ
れ
ま
し
た
教
特
法
の

十
条
で
す
ね
、
頭
〈
学
の
学
長
、
教
員
及
び
哉
局
災
の
虻

用
灸
免
職
、
搾
畷
、
復
職
、
・
退
臓
及
び
懲
戒
処
分
ば
奪
彩

学
管
理
機
関
の
申
出
に
基
い
て
鶏
任
命
濫
老
が
行
う
哩
宏

菰
腱
つ
い
て
各
関
係
者
か
ら
幾
多
の
鮮
毅
が
出
て
お
り
念

す
。
こ
れ
ば
任
命
権
看
議
行
猶
う
と
い
う
こ
と
紙
こ
の
十

条
の
規
定
の
主
狼
で
な
く
て
、
大
学
符
理
溌
閼
⑳
申
し
鯉

に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
十
条
の
規
定
の
主
た
》
（

立
法
趣
旨
で
あ
り
▽
他
の
大
学
以
外
に
つ
い
て
臆
、
Ｌ
鈴

が
っ
て
、
任
命
権
者
が
だ
れ
だ
と
い
う
規
定
溌
承
錘
語

る
ｇ
申
し
出
腱
基
い
て
と
い
う
と
こ
ろ
が
十
条
の
大
学
白

治
を
守
る
と
こ
ろ
曾
零
“
し
て
特
に
規
定
を
し
て
い
る
の

だ
。
牢
し
出
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
ば
、
四
条
か
ら
奄

条
、
九
条
に
わ
た
り
賓
し
て
大
学
の
自
治
権
糎
つ
い
て
の

こ
と
が
ず
っ
と
害
い
て
あ
っ
て
、
絵
括
と
し
て
十
条
談
盟

て
お
る
の
で
あ
り
裳
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
腱
蕪
謬
い
て
●
庫

し
出
が
あ
れ
ば
任
命
を
し
な
げ
れ
髄
な
ら
な
い
の
だ
、
申

し
出
が
な
け
撚
瀧
任
命
減
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を

関
確
に
し
て
、
憲
践
の
二
十
三
条
と
十
五
条
を
う
室
く
こ

こ
に
文
部
大
臣
の
任
命
権
を
形
式
化
す
る
こ
と
に
曲
っ

て
、
こ
の
も
り
銀
出
て
、
拒
否
權
は
な
い
と
書
い
て
お
る

の
が
ず
っ
と
い
ま
ま
で
ど
の
本
を
見
て
も
大
体
そ
う
な
ん

で
す
。
最
近
、
法
制
局
ば
お
か
し
ぐ
な
っ
て
き
た
。
ど
う

も
政
治
的
影
響
が
あ
つ
て
ｌ
こ
歳
隙
憲
法
が
段
定
き
れ

て
、
ず
っ
と
教
特
法
の
解
霧
が
通
し
て
猛
た
ち
③
頭
・
に

ば
、
文
藷
大
臣
は
拒
否
樋
が
な
い
と
い
う
こ
と
誤
常
談
に

蹴
る
健
ど
、
私
泓
触
れ
た
隈
り
の
雷
物
腫
あ
る
摩
そ
こ
③

昼
鰹
を
も
う
↓
一
度
、
法
競
局
長
官
で
奇
か
ら
政
策
齢
で
な
く

て
、
厳
密
な
塗
律
鎧
で
お
数
え
を
頚
壁
鋲
と
思
う
の
で

す
慾
、
教
育
基
本
法
の
十
条
の
『
敦
蒋
行
政
」
の
溌
定

雁
、
『
教
育
鱗
や
不
当
左
支
配
に
服
ず
る
こ
と
な
く
、
匡

氏
全
体
に
対
し
直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
筐
と
書
い
、
歪
、
吹
に
、
一
薮
背
行
政
臓
、
庭
の

目
覚
の
も
と
に
、
薮
薇
の
目
的
を
遂
行
ま
る
に
必
要
厳
諸

宋
件
の
整
億
確
立
着
巨
穣
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

葱
い
進
と
規
定
を
し
て
お
う
産
す
○
十
条
の
第
一
頓
に
鳶

り
蚤
し
て
ｌ
こ
れ
臆
議
育
基
本
法
吟
前
文
に
、
一
’
日
本
国

悪
法
の
篭
神
に
則
り
直
と
明
示
し
て
お
り
ま
す
。
裁
青
ば

て
の
と
き
ど
き
の
権
力
腱
支
配
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
紘
望

ま
し
く
な
い
た
め
に
、
特
に
十
条
の
教
育
行
政
の
定
義

な
ら
な
い
ケ
・
鯵
．
ス
誤
あ
っ
た
場
合
に
は
ノ
ー
と
言
う
愚
，

津
あ
り
得
る
と
い
う
攪
念
を
、
文
溌
大
臣
糎
与
え
ら
れ
一

し
た
任
免
権
の
中
に
当
然
含
窪
な
い
な
ら
顔
、
い
わ
ば
一

民
の
基
本
的
人
樋
の
鰐
達
さ
れ
る
窓
画
が
ふ
さ
蔽
説
る
』

と
腱
な
患
で
あ
ろ
う
竺
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
答
弁
乙
一

お
ら
れ
ま
す
蕊
、
蕊
旨
捻
大
体
同
じ
で
あ
る
と
思
い
｛

す
曇
と
こ
ろ
雷
、
い
農
も
御
詣
摘
厘
蹴
り
寵
し
た
、
蕊
か
密

こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
は
、
憲
法
の
二
十
三
条
と
一

五
条
一
項
巻
同
時
腱
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
い
ま
緯

教
奮
基
本
法
の
十
条
を
さ
ら
に
お
っ
し
ゃ
い
蓑
し
た
篭
裁

》
凄
』
・
垂
尋
》
℃

こ
瀧
も
必
要
漆
あ
れ
ば
お
碆
え
を
申
し
上
げ
雀
寺

け
れ
ど
も
。
と
に
か
く
教
育
基
本
法
賎
法
律
の
段
階
で
湾
．

ざ
い
議
す
が
、
憲
法
の
段
階
で
い
え
瞳
こ
雪
弓
錘
桟
シ

考
え
な
げ
説
ぽ
い
砂
な
い
と
い
う
の
ば
、
婆
員
と
の
間
季

も
全
く
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
．
十
五
条
一
蜜
を
考
え
れ
ぽ

こ
そ
、
す
べ
て
の
場
合
全
く
形
式
的
と
い
う
②
賎
ど
う
深

ろ
う
か
と
い
う
わ
け
た
の
篭
、
委
員
の
場
合
に
は
十
五
場

一
調
謬
あ
る
と
底
お
ら
Ｌ
や
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
賊

全
然
も
心
を
い
わ
准
い
ん
だ
と
い
う
ふ
う
腱
お
と
り
に

遼
三
こ
い
る
よ
う
艇
聞
こ
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
震
ず
ぶ
、

農
篤
溌
あ
れ
ば
毒
震
た
そ
の
娯
涛
を
潔
請
さ
ぜ
て
い
た
滋

言
意
す
け
れ
ど
も
、
十
五
条
一
項
を
持
ち
燈
す
以
上
蹴
、
や

ば
り
国
民
瀞
終
局
的
任
命
稜
を
捲
電
そ
の
匿
異
の
立
鵯

あ
患
い
確
届
民
漣
対
す
る
蛮
任
の
遂
行
の
立
餐
、
そ
う
い

う
も
の
を
荒
木
文
部
大
臣
緯
万
が
一
漣
這
も
と
舞
つ
し
ぞ

い
藁
し
た
課
、
震
も
全
く
そ
う
だ
と
思
い
悲
皐
鬼
教
育
公

訟
員
特
親
法
の
学
長
の
申
し
出
腱
ま
づ
・
写
と
い
う
の
臆
、

琴
鳶
庭
涜
陰
比
重
が
お
る
と
思
っ
て
お
り
含
拳
を
思
っ
て

蕊
り
蓑
す
が
、
さ
れ
砿
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
罐
任
億
権
誠

二
部
大
臣
艇
あ
愚
と
い
う
の
臓
、
全
然
形
式
釣
篭
あ
っ

Ｌ
、

こ
れ
侭
全
然
な
い
の
と
同
漣
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
極

略
と
っ
て
お
ら
だ
い
・
そ
こ
だ
け
が
い
さ
さ
か
違
う
と
こ

つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
逆
に
い
室
Ｌ
、
こ
の
任
命
權
詮
文
部

〈
臣
謬
持
つ
か
ら
、
是
の
主
観
的
意
図
に
十
分
治
わ
論
い

蔑
、
何
で
も
ど
う
鍵
で
も
で
き
る
と
い
う
の
笹
は
さ
ら
・

守
ら
壷
い
わ
錆
で
ご
ざ
い
さ
す
点
を
ひ
と
つ
お
く
承
取
り
《

》
い
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ

そ
れ
か
ら
穀
育
基
本
法
の
十
条
に
つ
い
て
お
鮫
れ
に
な
・

小
■
●
●



○
山
中
へ
吾
）
美
員
法
制
愚
長
官
の
お
醤
溌
ま
だ
わ
か
ら
一
じ
ら
友
る
わ
け
で
は
旗
い
値
法
遅
識
的
腱
践
じ
ら
れ
》
●
よ
一
倒
奮
』
ざ
い
費
す
鋸
》
壱
の
判
例
を
博
．
イ
ジ
あ
た
り
で
見

な
い
の
で
す
噛
笈
が
叛
杏
職
臓
な
い
と
言
っ
て
お
る
こ
と
一
い
わ
げ
で
稔
な
聴
壗
合
に
え
っ
て
ば
こ
り
拒
否
瀞
を
行
一
・
三
・
と
、
制
変
の
基
…
が
必
ず
し
も
同
麗
と
嫁
言
え
壱
を

蔵
、
明
白
に
形
式
的
違
法
性
の
場
合
腱
織
融
文
認
大
臣
雁
一
捜
す
る
鵠
合
も
、
患
法
の
盤
定
に
蝋
ら
し
合
齢
ぜ
て
承
一
人
か
も
、
そ
こ
に
職
幾
診
か
の
条
紳
滅
入
る
余
地
も
あ
る

あ
る
こ
と
は
も
う
誼
識
を
す
る
必
要
は
な
い
億
前
科
誤
一
れ
ば
当
然
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
＊
し
一
う
か
と
願
聴
蛍
す
礎
れ
ど
も
、
や
蕊
り
学
問
の
自
由
の
鯉

あ
っ
て
公
務
員
に
な
る
資
格
鯵
な
い
き
を
学
憂
腫
選
考
し
一
上
げ
て
い
委
論
け
で
あ
り
ま
す
鋸
そ
れ
季
か
三
Ｌ
気
急
患
定
塑
係
陣
Ｌ
た
西
独
難
事
法
の
露
誤
と
し
宝
稔
、
両
方
の

て
持
っ
て
き
た
よ
う
錘
場
合
、
蝿
白
な
る
形
式
的
違
法
性
一
ま
な
拒
否
糟
と
い
い
き
尋
か
、
綴
命
稚
澪
蕊
つ
い
苧
濯
喜
懲
の
合
致
に
よ
っ
て
任
命
さ
善
わ
と
・
い
も
判
総
を
少
な

、
弱
合
跨
彰
喜
か
て
ぶ
、
診
誕
わ
馳
散
こ
ん
な
こ
と
を
お
ぎ
一
ん
と
い
う
こ
と
ば
巽
質
的
腱
全
く
紫
税
き
れ
て
、
文
都
大
一
く
と
も
二
つ
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
ぎ
ぎ
い
ま

の
場
合
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
ん
な
こ
と
を
わ
ざ

ん
と
い
う
こ
と
腫
巽
質
的
腱
全
く
無
視
き
れ
て
、
文
都
大

わ
ざ
詮
議
す
る
必
要
は
な
兎
だ
か
ら
こ
そ
、
混
が
い
ま

申
し
上
げ
た
憲
法
二
十
三
条
？
十
五
条
、
栽
育
基
本
法
十

条
ｌ
こ
れ
徳
教
育
行
政
の
定
装
で
す
よ
笹
そ
う
い
う
三

つ
の
憲
法
的
柱
の
上
龍
立
っ
て
、
教
轄
法
の
四
条
か
ら
十

条
の
規
定
を
見
富
す
と
、
実
質
的
任
命
椎
は
文
蔀
大
麗
に

な
い
の
で
あ
る
ｃ
そ
う
い
う
と
き
に
拒
否
潅
溌
な
い
と
い

う
の
熟
正
し
恥
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
が
ご
と
く
言
っ
て

り
ま
し
た
頓
確
か
梶
『
教
育
は
、
不
当
な
支
配
に
服
す
る

こ
と
裁
く
、
濁
民
全
体
腱
諭
し
直
接
に
責
任
を
負
っ
て
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
．
」
と
定
め
て
お
り
さ
し
て
、
そ

れ
か
ら
し
を
す
と
、
何
か
い
憲
御
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
が

出
て
く
る
盤
う
腱
も
見
え
ま
す
け
れ
ど
も
．
我
ざ
も
轍
．

こ
の
規
定
か
ら
教
育
行
政
に
関
す
る
政
府
の
責
任
が
排
除

さ
れ
る
と
隙
考
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
鳶
す
。
こ
③

条
項
は
、
い
室
の
規
定
か
ら
も
認
ら
か
で
あ
り
ま
ず
ょ
う

に
、
教
育
が
一
部
の
「
不
当
な
支
麗
に
墨
す
る
こ
と
詮

く
、
国
民
全
体
腿
対
Ｌ
直
接
に
責
任
竜
負
っ
て
篭
わ
説
る

べ
き
も
の
で
あ
る
盤
と
い
う
、
教
育
限
お
け
る
民
主
主
義

の
原
則
を
う
た
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
震
す

藤
、
教
育
そ
の
も
の
の
あ
り
方
と
し
て
の
中
立
性
を
非
犠

に
強
翻
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
と
は
別
に
、
十
条
の
二
項
を
見
蓑
す
と
、
『
識

青
の
目
的
を
遂
行
す
る
腱
必
要
な
諸
条
件
の
整
備
確
立
を

目
漂
」
と
す
る
鍍
青
行
政
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
う
逢
っ

て
お
り
ま
す
談
、
こ
う
い
う
教
育
行
政
朧
、
一
鐙
の
行
政

と
同
じ
く
、
匡
会
が
御
制
定
腱
な
る
法
律
腱
醗
っ
て
痩
律

さ
れ
、
そ
の
行
使
に
つ
い
て
は
そ
れ
こ
そ
内
閣
溌
届
会
及

び
ひ
い
電
職
国
民
漣
対
し
て
責
任
を
負
う
も
の
と
い
わ
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
た
譲
っ
て
、

せ
っ
か
く
の
御
引
用
で
は
あ
り
童
す
談
、
事
、
教
育
行
政

に
関
し
て
ば
、
や
は
り
政
溌
な
り
文
部
当
局
の
震
任
は
免

れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
車
し
上
密
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
類
第
六
号
文
教
委
員
会
議
録
蕊
三
十
五
号
昭
和
四
十
四
年
七
局
二
十
四
日

ｂ
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宝

臣
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
申
し
て
お
る
わ
げ
で
職
さ

ら
さ
ら
態
い
め
で
あ
り
鳶
し
て
、
モ
の
よ
う
な
ふ
う
腱
連

用
さ
れ
る
と
い
う
皇
と
雌
む
し
ろ
違
法
で
あ
る
‐
・
潰
た
、

そ
う
い
う
こ
と
ば
あ
る
こ
と
砿
な
い
篭
あ
ろ
う
と
蕊
は
確

信
を
狩
っ
て
お
り
ま
す
浄
、
震
め
い
煮
申
し
上
厳
る
露
釈

と
い
う
の
も
、
そ
の
戯
う
腱
厳
密
な
恥
の
と
Ｌ
篭
お
受
け

取
り
を
願
い
た
い
と
患
い
ま
す
．

た
だ
、
い
蛍
御
推
摘
の
よ
う
に
、
そ
の
意
見
を
も
と
に
し
驚
勗
文
讓
火
臣
溌
負
う
べ
き
も
の
酒
あ
り
鴬
す
然
、
鐙
の

て
だ
ん
だ
ん
そ
の
意
箆
そ
の
も
の
を
鎖
大
し
て
い
く
お
一
責
任
を
免
れ
る
わ
げ
露
い
か
欺
い
以
上
運
や
ば
り
そ
う

そ
筑
織
な
い
が
と
い
う
御
懸
念
が
ご
ざ
い
童
し
た
。
私
ど
一
．
い
う
き
わ
め
定
隈
定
的
な
場
金
星
穐
携
否
を
す
る
等
こ

た
範
囲
内
腱
訟
ろ
ふ
限
ら
趣
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
一
醜
り
も
、
私
の
箆
蘇
の
厭
う
議
少
匹
擬
謀
疲
く
な
っ
宅
く

●
、
捻
、
法
律
の
癖
釈
逼
身
も
そ
う
で
あ
り
藍
す
け
れ
ど
も
、
も
あ
り
得
忍
と
い
う
ふ
う
迄
衰
繊
考
え
て
お
り
き
す
怠
し

や
は
り
拡
大
さ
れ
る
解
班
と
い
う
珍
建
合
理
性
巻
狩
っ

た
凝
雲
鯵
》
、
そ
の
場
面
に
お
い
電
建
山
中
委
員
の
拳
話

灘
難
織
餓
蝿
鵜
燃
溌
鰯
瀧
灘
嚇
識
蕊
蕊
蕊

い
つ
で
も
ノ
ー
と
は
絶
湖
實
え
竃
い
の
篭
と
い
う
》
』
と
で
一
認
独
、
ド
イ
ツ
系
鋤
隠
②
こ
れ
ば
稔
包
あ
る
認
定
竃
ご
ざ

臓
蒙
と
蓄
鋒
易
碧
Ｉ
あ
ま
り
震
溌
否
猿
鬘
軍
含
号
鑪
・
募
慧
考
え
方
も
幾
ら
か
夷
襄
童
Ｌ

な
い
わ
け
で
あ
り
●
寮
ず
ぶ
、
し
か
し
蹄
そ
の
拒
否
椎
が
閉
－
た
◇
実
際
上
尋
一
番
手
ご
み
廷
参
考
に
な
り
黄
す
の
權
判

Ｏ
高
辻
政
弱
委
員
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
朧
ょ
く
わ
一
．
高
赴
政
府
委
員
学
炎
の
申
し
出
手
続
縄
違
法
の
形
競
蘭
本
心
憲
法
の
特
質
だ
と
思
っ
て
蕊
る
む
で
、
そ
う
し
て

難
蛎
鰄
繩
灘
繍
剛
蝿
鱗
一
織
鞭
撫
職
灘
織
職
卿
鱗
蛎
瀞
群
蝿
鮒
溌
織
静
剥

か
っ
て
お
る
つ
も
り
で
富
ざ
い
震
ず
。
魂
の
い
寮
申
し
上
あ
る
と
い
う
場
合
這
こ
裁
朧
拒
否
で
き
る
。
墓
・
狐
ば
お
職
舸
の
日
本
の
大
学
の
突
憶
と
い
う
も
の
か
ら
考
え
ま
し

げ
て
い
る
意
見
と
い
う
の
這
秘
会
繰
り
返
し
●
琴
尋
が
、
そ
ら
く
両
鋭
と
も
漣
一
致
す
る
と
思
い
ま
す
．
し
か
し
蕊
冨
濯
織
や
ば
り
形
式
的
要
請
外
瀝
ま
い
て
ば
拒
否
権
誠

昭
璽
一
千
七
年
の
こ
と
で
ご
ざ
い
宣
す
の
萱
震
憾
ま
だ
私
は
か
姫
蕪
ね
誉
ｐ
申
し
上
蹄
て
お
り
念
暮
ら
職
、
そ
鯵
な
い
と
い
う
霧
釈
誤
教
特
法
の
十
条
の
霞
も
寺
簸
龍
蔵
解

規
で
あ
愚
奮
そ
れ
ば
も
う
法
制
局
長
宮
砿
参
常
議
齢
と

緯
，
そ
の
露
見
隙
正
し
い
も
画
涯
と
恩
票
是
り
鴬
す
。
藍
い
、
Ｉ
そ
霊
荏
織
雷
会
に
封
し
襄
藤
屋
任
命
権

③
溌
案
の
評
価
艤
爾
完
全
腱
各
条
文
と
い
う
も
む
瀞
、
文

蕊
購
鰭
獺
雛
雛
腿
鑪
撮
繩
雄
一
溌
蕊
灘
纈
隙
演
嘘
総
鵠
縣
蕊
一
葵
臣
が
こ
婁
律
墨
づ
い
臺
長
襄
富
雲
、

を
氾
愈
鞍
向
齢
鼻
員
う
擁
隆
念
綻
ご
ざ
妻
亭
し
踵
。
区
ど
一
い
う
ぎ
わ
あ
だ
隈
定
的
な
鵯
含
に
寂
、
携
否
を
す
る
こ
修
三
協
力
の
義
務
、
勧
告
尊
重
の
義
務
を
与
え
竜
お
い
埴
、
そ

協
力
の
義
務
、
勧
告
尊
重
の
義
務
を
与
え
竜
お
い
埴
、
そ

お
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
実
質
的
任
命
樋
涯
侵
食
し
莚
い
く

事
実
も
あ
ら
わ
れ
て
お
墓
か
ら
、
法
制
局
の
解
宏
ば
そ
う

い
う
す
き
を
与
え
る
湧
溌
を
ず
っ
と
下
し
て
鈴
る
、
あ
な

た
の
答
弁
の
中
絶
そ
れ
誤
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
震
注
這
っ

て
お
る
。
そ
典
稔
惑
と
意
見
同
じ
で
す
か
嘩

◎
高
辻
政
弱
委
員
先
生
の
お
つ
し
《
、
る
こ
と
朧
ょ
く
わ

〆
く

あ
ム
ロ
電
マ
も

一
す
。
そ
れ
は
事
⑳
つ
い
雷
で
ご
ぎ
ぃ
》
尋
ら
で
詳
し
く
は

す
。
そ
れ
砿
事
の
つ
い
笹
手
ご
ざ
渉
室
す
の
電
詳
し
く
は

申
し
上
ぽ
ま
せ
ん
翁
そ
う
い
う
勉
強
も
い
施
し
た
こ
と
だ

け
を
お
伝
え
Ｌ
て
無
き
篭
す
。

Ｏ
山
中
（
吾
）
委
員
諾
外
国
は
諸
外
匡
糎
憲
法
が
あ
っ

て
、
そ
の
も
と
歴
い
ろ
い
ろ
浅
律
が
で
き
て
鍔
ろ
と
思
い

震
す
の
で
、
こ
れ
臆
参
考
駆
城
な
る
と
患
い
意
す
が
、
私

は
日
本
鯵
政
治
察
種
あ
り
霞
す
ら
篭
、
箪
率
鱒
憲
法
と
い

Ｏ
山
中
会
ｅ
委
員
い
ｆ
一
度
お
鰯
ぎ
し
含
暮
電

文
謡
大
窺
の
形
式
的
任
命
権
罐
鈎
白
な
る
形
式
的
違

法
の
場
合
以
外
は
拒
否
織
砿
な
落
湛
雄
そ
・
識
誤
最
も
す

な
お
熊
正
し
い
解
釈
と
見
て
い
愚
の
で
す
鋲
、
侭
違
い
あ

り
鴬
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
御
意
見
と
違
い
震
ず
か
。

○
窺
赴
政
府
委
員
学
炎
の
申
し
出
手
続
縄
違
法
の
形
競

＃
魁
喝

の
義
務
に
従
わ
な
か
や
た
か
ら
と
い
っ
て
、
義
務
違
反
篭

と
い
っ
て
穂
否
権
を
発
鰯
す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
唾
形
式

的
要
請
と
い
う
ふ
う
な
も
の
を
隈
定
し
て
拒
否
潅
然
初
あ

て
行
な
海
・
誕
墓
。
実
質
溺
腱
そ
う
い
う
も
の
隙
な
い
と
い

う
銭
鱈
穎
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
弾
こ
鯵
法
律
自
体
の
性

鵜
が
完
全
に
変
わ
っ
て
く
患
と
慈
蹴
思
う
○
で
、
菖
の
鯛

題
を
窪
が
法
制
扇
長
官
と
読
議
を
Ｌ
竜
溌
ろ
の
臆
睡
こ
鞠

法
案
を
い
か
腱
評
価
ず
遥
か
で
根
室
的
な
差
異
溌
鶴
患
亀

乏
れ
で
漢
織
深
刻
に
読
議
を
さ
し
て
も
鴎
票
、
怠
る
噂
で

ず
．
形
式
的
要
請
の
場
合
腱
健
拒
否
で
き
る
と
い
う
竃
ら

凝
織
心
秘
な
い
。
い
ぎ
承
よ
り
少
し
篭
然
あ
り
ま
ず
と
い

う
轄
弁
を
言
誕
篭
、
そ
の
橘
と
い
う
息
の
憾
、
法
霧
鱒
漣

一
鈴
ど
う
い
う
根
鍵
を
装
っ
て
言
わ
れ
尋
識
わ
か
ら
な
い

の
で
す
錐
、
そ
う
い
う
こ
と
鋲
日
本
の
い
裳
の
紛
争
大
学

で
織
望
室
し
く
急
い
鯵
こ
巍
蹴
何
と
か
解
法
建
蕊
浄
歳
ば

な
ら
ぬ
こ
と
で
ば
あ
る
瀞
、
わ
説
わ
歳
黛
大
学
馬
題
艤
長

期
的
に
未
来
に
責
任
を
持
つ
立
鵜
で
鎚
理
Ｌ
な
げ
れ
噸
な

ら
象
い
と
思
う
の
麓
．
あ
な
た
の
よ
う
な
解
演
誤
現
代
の

政
治
の
常
譲
の
中
腫
入
っ
て
篭
い
り
誉
す
と
、
こ
れ
鐘
た

い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
度
長
官
の
綴
意
見
を
識

蝿
き
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。

○
高
辻
政
府
委
員
お
巷
え
牢
し
上
啄
霞
す
。

数
特
法
の
十
条
の
規
定
に
つ
い
て
、
穂
三
弾
指
掎
も
あ

う
恥
の
を
原
典
と
し
て
詮
議
を
Ｌ
な
け
れ
ば
溌
ら
な
蝿

そ
う
し
て
藷
外
国
の
憲
法
と
比
蕊
し
主
す
と
、
二
十
三
条

の
『
学
問
の
自
由
」
と
い
う
こ
と
寵
で
す
ね
冨
一
猶
悪
感
鋤

高
由
』
と
い
う
こ
と
寵
蛾
鼠
な
あ
り
壷
す
露
悪
矛
間
の
亀

騨
』
と
い
う
滋
特
の
人
巍
の
保
障
と
い
う
も
む
瞳
、
謹
猿

八
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私

第
一 藍調

類
舘
六
号

毎
塁
且
ご
、
履
醒
屋
画

．
全
然
一
一

い
、
諺
多

亭
馴
②
鑓
調
詞
で
垂
却
亦
式
臣
間
師
拙
署
龍
瀦
喀
で
余
り
で
鶏
謬
．
て
し
愚
陞
誼
方
》
た
り
厘
鋤
守
儲
α
鳴
嚴
と
も
畠

、
単
な
る
手
鏡
の
暇
疵
で
は
な
く
て
、
終
局
的
苑
は
、
現
在
や
捻
り
憲
法
の
規
定
課
ご
ざ
い
ま
す
の
挙

者
で
あ
る
国
民
に
対
し
て
責
任
を
負
え
な
い
と
い
こ
で
砿
一
体
ど
う
い
う
よ
う
龍
考
え
て
い
る
だ
ら
品

な
も
の
餌
、
も
し
か
り
に
あ
り
蛍
遙
た
謁
合
淀
い
う
こ
と
を
ち
鰐
ら
と
勉
強
し
た
こ
と
を
、
ち
穆
息

お
こ
れ
ば
堂
稜
が
申
し
鐙
た
●
も
の
を
形
式
的
陞
任
れ
て
申
し
上
啄
た
だ
け
で
ご
ざ
い
室
Ｌ
て
、
別
に
細

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
あ
る
わ
微
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
侮

れ
が
国
民
が
公
務
員
に
麓
し
て
終
局
的
任
命
癒
を
○
山
中
（
吾
）
委
員
学
聡
の
自
由
課
そ
の
憲
法
に
氷

お
る
と
い
う
こ
と
を
、
実
隙
全
く
無
視
さ
れ
る
と
と
す
れ
ば
、
私
も
不
勉
麹
で
、
景
筑
を
お
教
え
妙
令

う
な
こ
と
腿
な
る
の
で
ば
な
い
か
。
や
捻
り
そ
れ
た
の
で
あ
り
が
だ
く
思
い
鼓
す
。

蔭
会
を
通
じ
電
指
名
に
基
づ
い
て
篭
理
大
臣
溌
天
竃
お
、
や
は
り
法
制
局
長
官
の
解
殺
隠
ど
う
も
寵

っ
て
任
命
さ
れ
ま
す
。
そ
の
内
閣
総
遅
大
臣
纏
義
を
抱
く
の
で
す
が
、
こ
の
教
輔
法
の
四
条
壷
学
暢

任
命
さ
れ
た
文
議
大
臣
が
、
公
務
員
と
の
つ
な
溌
謡
局
長
の
擁
用
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
室
●
』
お
る
の

い
て
そ
の
任
命
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
裳
毎
第
四
条
に
は
『
学
炎
及
び
部
局
長
の
採
用
並
び

む
ろ
ん
『
茎
い
て
』
と
い
う
の
総
憲
法
二
十
三
条
隠
員
の
採
用
及
び
昇
任
滝
、
選
考
極
よ
る
も
③
と
し
、

間
の
自
由
と
の
関
連
で
出
て
き
て
お
る
こ
と
は
、
選
考
ば
、
大
学
管
理
磯
関
談
行
う
。
）
と
あ
る
。
文
部

乱
左
官
竃
す
る
に
や
ぶ
さ
か
を
ば
鞍
い
わ
齢
せ
あ
誤
選
考
す
る
の
で
逮
転
く
て
、
深
隔
で
す
も
除
扇
ぎ

肝も句唾
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す
。
こ
の
法
律
の
体
慨
全
般
を
競
象
主
す
と
、
十
五
条
の

国
民
の
固
宥
の
権
利
と
い
う
、
そ
う
い
う
限
定
の
上
腱
立

っ
て
文
部
大
臣
が
国
会
侭
責
任
を
持
つ
撰
関
も
あ
る
で

し
倉
う
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
腱
つ
い
て

は
、
い
童
講
醸
を
し
た
全
体
の
中
に
、
直
接
大
学
管
理
桜

関
が
国
会
に
責
任
を
持
つ
法
体
系
腱
な
っ
て
い
る
ん
で
は

な
い
か
。
し
か
し
、
一
方
に
鐙
置
者
と
い
う
関
係
、
文
部

省
の
現
在
の
鐙
導
、
助
言
と
い
う
、
監
督
庁
で
ば
な
い

が
そ
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
で
錘
形
式
的
任
命
権
と
い

う
形
態
け
ば
文
部
大
臣
梶
残
す
べ
き
で
ば
な
い
か
と
い

亀
そ
う
い
う
思
想
が
い
ま
第
四
条
か
ら
第
十
条
に
わ
た

る
大
学
管
理
概
関
に
基
づ
い
た
人
事
権
と
い
う
法
設
定
蕪

あ
る
と
寝
は
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
お
湛
検
討
さ

れ
る
べ
き
問
題
で
ば
な
い
で
し
ょ
う
か
。
法
制
局
長
官
、
蕊

の
所
観
、
誇
議
を
し
て
お
る
こ
と
は
ど
こ
か
間
違
い
が
あ

り
き
す
か
。
そ
こ
は
間
違
っ
て
お
る
、
お
裳
え
の
言
う
こ

と
は
間
違
っ
て
お
る
と
い
う
な
ら
言
っ
て
く
だ
書
い
。
あ

る
い
は
大
体
肯
定
す
る
と
い
う
な
ら
検
爵
し
て
象
た
ら
淫

う
で
ず
○

○
面
辻
政
肝
委
員
憲
法
二
十
三
条
と
の
関
連
腱
お
い

て
、
敦
育
公
務
員
特
例
法
の
十
条
の
「
申
出
に
基
い
て
』

と
い
う
の
誠
非
稽
に
比
重
を
置
か
れ
竃
い
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
方
向
は
濠
は
そ
う
思
う
わ
け
で
、

こ
れ
は
質
疑
の
中
の
御
意
見
と
、
方
向
に
お
い
て
嘘
突
は

変
わ
り
は
な
い
わ
け
で
す
。
た
だ
違
う
と
こ
ろ
建
委
員

は
、
全
く
形
式
的
な
任
命
権
で
あ
る
、
つ
蓬
り
極
端
に
い

え
ば
あ
っ
て
も
な
く
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
と
思
う
の
で
す
画
と
い
う
の
ば
、
違
塗
な
手
蕊

然
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
と
は
い
え
な
い
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
そ
こ
で
片
づ
い
て
し
主
う
よ
う
な
問
題
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
文
部
大
臣
承
任
命
す
る
と
い
う
こ
の

法
律
の
こ
と
ば
、
そ
れ
を
実
質
的
に
は
無
視
を
す
る
と
い

う
考
え
方
と
、
基
弓
い
て
と
い
う
と
こ
ろ
腱
非
常
腱
重
点

臓
匿
く
け
れ
ど
も
、
憲
法
十
五
条
一
項
と
い
う
も
心
簸

あ
る
以
上
は
、
そ
れ
を
全
然
無
視
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

と
い
う
、
簡
単
な
言
い
方
を
す
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
に
燕

る
と
思
い
主
す
。
こ
れ
ば
あ
蚤
り
考
え
方
の
基
本
線
拒
お

い
て
変
わ
り
ば
な
い
と
思
い
室
す
。
た
だ
、
十
五
条
一

蕊
を
ど
こ
鳶
で
見
て
い
く
か
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
無
視
し

第
一
類
第
六
号
文
敏
委
員
会
議
録
第
三
十
五
号
昭
和
四
十
四
年
七
月
二
十
四
日

己

､一
亀一

て
お
ら
れ
る
わ
け
で
鰹
な
い
で
ご
ざ
い
藍
し
，
争
う
談
、
そ

う
い
う
ふ
う
に
近
い
ほ
う
で
見
る
の
か
、
あ
る
い
は
も
う

少
し
そ
れ
に
実
質
を
持
た
せ
て
見
る
の
か
と
い
う
点
鋲
、

幾
ら
か
違
う
点
が
あ
る
か
と
思
い
麓
す
。

〔
谷
川
委
員
長
飛
理
退
席
、
委
員
長
着
脇
〕

し
か
し
、
先
生
の
よ
う
溌
御
意
見
が
世
漉
に
は
見
ら
れ
な

い
と
い
う
ふ
う
に
強
瓢
臆
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
お
考
え
鯉
む
ろ
ん
考
え
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
乱
を
頭
か

ら
抹
殺
し
よ
う
と
は
思
い
蓬
せ
ん
が
、
し
か
し
、
農
ど
も

の
考
え
方
、
意
見
と
し
て
は
、
先
ぼ
ど
乗
申
し
上
げ
て
お

る
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
ま
た
、
急
柊
斌

近
腱
お
い
て
そ
う
い
う
考
え
方
を
と
っ
た
わ
け
で
は
厳
く

て
魁
も
う
ず
い
墓
ん
前
に
立
て
た
意
見
、
そ
れ
を
い
煮
振

り
返
っ
て
ふ
て
も
誤
り
談
な
い
と
思
う
と
い
う
こ
と
を
申

し
て
い
る
わ
好
で
、
い
ろ
い
ろ
さ
っ
き
も
触
れ
蚤
し
た
よ

う
蹴
、
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
、
外
国
に
お
織
る
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
等
も
含
あ
誰
也
て
鐘
強
ば
い
た
也

屯
、
な
齢
、
い
ろ
い
ろ
そ
う
い
う
意
味
の
研
究
と
い
い
蓑

す
か
、
諾
外
国
極
お
け
る
駁
り
扱
い
方
等
に
つ
い
て
を
含

め
た
勉
強
ば
い
た
し
童
す
談
、
い
去
る
蕊
の
考
え
方
を
改

め
墓
よ
う
な
意
濠
合
い
に
お
蒲
る
検
討
朧
、
潤
蔵
お
約
束

誤
で
き
萱
せ
ん
。

○
山
中
〈
吾
）
委
員
急
の
言
う
こ
と
嶢
ご
く
寵
れ
輩
る

と
は
何
で
す
。
こ
れ
ば
大
体
文
部
樹
の
笈
戦
後
ず
っ
と
撤

威
的
ｌ
擬
と
ん
ど
全
部
誤
籠
否
巍
ば
な
い
と
雪
い
て
あ

る
の
で
す
よ
。
最
近
変
わ
っ
て
き
た
。
ご
く
意
れ
索
る
、

あ
な
た
の
よ
う
な
考
え
方
に
零
何
で
す
か
．
ご
く
賞
れ
な

る
と
は
。
取
り
消
し
な
さ
い
。

Ｏ
高
辻
政
府
委
員
し
や
ぺ
っ
宅
い
宣
す
と
だ
ん
だ
ん
い

ろ
ん
な
こ
と
ば
が
出
て
ま
い
り
蓑
し
て
、
不
穏
当
歳
こ
と

瞳
が
あ
り
ま
し
た
と
す
れ
旗
、
こ
れ
朧
つ
つ
し
ん
で
取
り

糖
さ
し
て
い
た
だ
き
雲
す
。
混
は
い
ま
、
た
だ
い
ま
御
指

摘
に
な
っ
た
よ
う
な
意
味
で
申
し
上
げ
た
つ
も
り
は
毛
頭

ご
ざ
い
童
ぜ
ん
。
要
す
る
堤
そ
う
い
う
考
え
方
が
世
の

中
艇
な
い
と
隙
思
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
た
か
今
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｏ
山
中
（
吾
）
委
員
法
制
局
長
官
、
現
実
に
あ
な
た
の
所

説
が
も
し
常
識
化
し
て
い
け
ぽ
ど
う
い
う
危
険
が
あ
る

か
。
こ
れ
ば
震
ば
き
の
う
篭
ん
だ
の
で
す
承
、
九
州
大
学

／
＃
、

て
お
る
か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
閣
議
の
篇
躍
漣

永
り
、
そ
の
と
き
堤
文
部
大
臣
の
任
命
権
に
拒
否
侭
が

あ
る
か
淫
う
か
と
い
う
こ
と
鋲
話
題
唾
な
っ
た
と
き
に
、

形
式
的
要
請
以
外
臆
拒
否
権
ば
な
い
と
い
う
一
つ
の
従
来

の
通
説
で
あ
る
と
こ
ろ
の
・
も
の
誤
薙
弘
し
て
齢
れ
ぱ
、
蕊

ば
そ
う
い
う
こ
と
腱
対
し
て
大
学
の
瞳
講
芝
侵
す
よ
う
な

心
配
職
愈
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
助
言
、
鑓
導
と
い
う

も
の
に
炉
ち
て
解
決
稔
あ
る
譲
れ
ど
も
、
撫
力
と
し
て
の

拒
沓
猿
と
い
う
も
の
を
鷲
釈
し
て
、
こ
う
い
う
飴
議
巻
し

て
お
る
の
侭
は
な
ば
だ
危
険
で
あ
愚
。
そ
の
中
に
高
辻
法

制
局
長
官
溌
一
役
買
っ
て
い
る
漣
守
な
い
噌
す
か
・
一
つ

の
幅
紘
あ
る
ん
だ
と
い
う
農
う
な
言
い
方
は
、
ど
れ
だ
け
危

険
な
政
詰
的
憶
勢
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
あ
な
た

の
井
上
学
長
代
行
の
問
題
に
関
連
し
て
閣
溌
談
開
か
れ
て
も

そ
の
鯉
議
の
席
上
鹿
お
い
て
、
佐
藤
溌
理
大
臣
藻
文
部
大

臣
に
対
Ｌ
て
、
学
憂
任
命
悶
迦
で
、
文
相
が
ど
ん
な
場
合

腱
拒
否
で
倉
る
か
を
法
律
的
庭
十
分
雄
討
を
し
た
ら
ど
う

か
、
こ
れ
を
高
迂
内
關
法
櫛
局
提
宮
涯
指
示
し
た
と
書
い

て
あ
る
。
長
官
、
あ
な
た
腱
関
係
し
て
い
る
か
ら
も
う
一
度

読
熟
煮
す
よ
。
「
鐘
藤
首
組
は
二
十
五
日
の
閣
議
で
「
蕃
察

ば
敵
」
と
発
言
し
た
井
上
正
治
九
大
法
学
部
長
の
学
長
代

行
戯
任
上
申
に
関
連
し
て
』
学
長
任
命
調
題
で
、
弓
文
梱

誠
ど
ん
な
場
合
湛
拒
杏
で
き
る
か
を
法
律
的
腱
十
分
検
討

す
る
よ
う
」
高
辻
内
閣
法
制
局
長
官
に
指
示
し
た
筐
こ
ん

な
こ
と
を
指
示
し
た
と
き
腱
拒
否
杖
が
あ
る
と
あ
な
た
鱗

溶
え
る
な
ら
ば
．
い
ろ
い
ろ
鋤
思
想
モ
の
他
の
者
繊
段
な

拒
否
の
事
由
龍
な
る
で
し
患
う
．
謹
膿
そ
れ
藻
現
実
の
問

題
だ
か
ら
あ
な
た
膳
盛
ん
に
法
律
賎
と
し
て
震
っ
て
い
る

の
で
ず
．
そ
の
鍵
わ
り
の
擬
う
の
記
事
腫
一
‐
内
閣
法
制
局
一

と
し
て
麓
『
教
育
公
務
員
轄
例
法
築
十
条
朧
、
学
長
を
文
一

相
の
毅
椛
で
任
命
す
る
こ
と
臆
否
定
し
て
い
る
が
、
大
学
一

か
ら
申
し
出
謡
あ
っ
た
も
の
漣
つ
い
て
任
命
を
拒
否
で
き

る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
。
ご
・
否
定
し
て
お
為
よ
う

な
、
し
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
を
ざ
こ
か
で
義
現
し
た
の

で
す
。
新
聞
の
記
砺
に
あ
る
ｃ
政
絵
の
き
っ
た
だ
中
に
あ

る
法
儲
局
長
官
謬
、
鎧
う
い
う
あ
い
ま
い
鼓
雰
圏
気
で
、

あ
い
つ
ば
な
室
い
き
だ
か
ら
、
あ
い
つ
の
言
動
は
よ
る
Ｌ

く
な
い
か
ら
、
思
想
が
よ
く
溌
い
か
ら
、
ど
う
も
現
在
の
．

政
府
に
不
都
合
な
や
つ
麓
か
ら
、
反
体
制
の
思
想
を
持
っ

て
お
る
か
ら
認
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
閣
議
の
嚴
題
庭

永
り
、
そ
の
と
き
堤
文
部
大
臣
の
任
命
権
に
拒
否
侭
が
－
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０
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霧
蕊
獺
纈
淫
蕊
譲
蓬

葱
孫
漉
緋
鶏
灘
鱸
儲
溌
懇
灘

一
れ
を
問
題
に
？
）
て
い
る
の
で
す
よ
。
鴎
確
蛋
祭
答
え
く
だ

一
《
こ
い
⑲

一
○
高
辻
政
府
委
員
閣
議
で
の
お
話
の
御
指
義
が
ど
ざ
い

蓋
迄
た
漆
、
閣
議
で
の
話
を
謹
申
し
上
祷
る
資
格
隙
ご
ざ

い
ま
鐙
ん
か
ら
、
〉
・
義
は
陰
き
ま
す
談
、
私
謬
申
し
上
げ

て
お
り
童
す
Ｉ
ｌ
き
基
う
お
尋
ね
が
あ
っ
た
か
ら
鱈
答
え

し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
匂
そ
れ
罐
、
実
隙
昭
和

三
十
八
年
腱
衆
議
院
の
文
教
委
員
会
で
表
醜
し
た
政
府
の

見
解
玲
惑
の
鰭
う
で
い
え
ば
昭
和
三
十
七
年
に
技
討
し
た

結
果
、
こ
れ
を
申
し
上
げ
て
お
る
わ
げ
で
、
こ
れ
臓
文
甑

大
臣
か
ら
も
、
た
し
か
参
譲
院
の
寄
算
委
員
会
で
し
た

か
、
お
話
が
ご
き
い
黄
し
た
。
そ
れ
が
政
府
の
見
解
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
と
別
艇
、
い
ま
御
詣
摘
が
ご
ざ
い
蕊

し
た
、
閣
読
で
別
の
見
解
を
立
て
ろ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と

で
な
か
っ
た
墓
と
ば
畷
白
に
申
し
上
ザ
ら
れ
輩
す
。

巷
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
井
上
教
授
等
の
処
置
庭
つ
い

て
、
斌
腱
対
し
て
い
か
隠
す
ぺ
ぎ
で
あ
為
か
考
え
ろ
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
種
ん
Ｌ
、
承
臓
そ
れ
に
つ
い
て

の
意
見
を
申
し
上
げ
る
つ
も
り
も
ご
ざ
い
裳
せ
ん
‐
麓
蹴

ま
た
、
そ
れ
が
法
捌
局
の
載
責
澄
と
も
悪
っ
種
お
り
蔑
逢

ん噂蕊どもば、政府部内腱おいて籍法律のわ撫かれなりに正乙いと思う解釈を立て、そして政蔚の行政が誤りなきを期すること》一ござい蓑して命そ一

の
綴
胆
鰯
し
て
い
か
腫
行
嘩
溌
圭
裳
鱈
し
て
い
く
か
砿
行
致
一

各
街
の
意
仕
腱
お
い
て
や
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
童
寺
毛

Ｏ
山
中
〈
吾
）
委
員
三
十
八
年
の
文
教
雲
農
会
の
お
話
を

よ
く
さ
熱
る
誠
、
窪
織
誕
も
燈
み
ん
浪
溌
質
問
を
し
、
荒

木
文
謡
大
臣
朧
拒
否
権
は
あ
毛
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
の

で
、
大
学
学
長
、
維
長
が
認
証
官
に
な
っ
た
と
ぎ
、
閣
護

決
定
漣
な
れ
ば
、
閣
瞭
一
人
零
も
反
対
す
れ
ば
担
否
権
と

い
う
こ
と
腿
送
っ
た
ら
璽
大
問
題
だ
ｃ
そ
う
い
う
こ
と
か

ら
、
震
ば
拒
否
桂
と
い
う
も
②
漆
あ
る
と
い
う
常
識
が

あ
零
て
ば
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
の
で
質
疑
し
た
。
毛
の
と

き
に
、
確
か
腱
政
府
は
擢
否
橇
蜜
否
定
し
な
か
っ
た
。
だ
か

一

○

－90－



ら
こ
そ
湛
は
、
そ
れ
に
賛
成
し
た
覚
え
は
な
い
唇
だ
か

ら
缶
そ
れ
ほ
間
違
い
だ
と
い
う
議
争
を
し
て
き
て
い
る
’

と
こ
ろ
談
、
い
・
戻
こ
う
い
う
法
案
が
出
て
き
た
た
め
腱
、

心
配
し
た
こ
と
が
た
い
へ
ん
瀧
問
題
腿
な
っ
て
く
患
の

で
、
あ
ら
た
め
て
法
倒
局
長
官
も
、
こ
の
時
代
の
変
遷

の
●
中
で
、
ま
た
大
学
問
題
が
出
た
と
き
に
心
を
新
た
に
し

て
念
間
違
い
の
な
い
よ
う
な
解
釈
を
あ
ら
た
め
て
下
す
立

場
が
出
て
お
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
論
争
し
短
お

る
の
で
す
雪
も
う
そ
の
こ
と
は
そ
れ
以
上
聞
き
室
せ
ん
。

承
お
心
配
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
七
月
の
二
十
二
日
の
毎
日

新
聞
で
あ
り
ま
す
誠
、
神
戸
大
嵯
学
部
長
の
選
出
腫
つ
い

て
、
学
生
が
そ
の
選
出
腱
参
加
を
し
た
と
い
う
星
と
に
疑

義
が
あ
っ
て
、
文
謡
省
筵
お
掌
追
低
そ
の
学
部
長
の
任
命

申
し
出
に
対
し
て
、
そ
れ
を
発
令
す
る
こ
と
を
引
き
延
ば

し
て
鐙
ろ
と
い
う
記
事
が
中
心
で
麺
そ
こ
で
書
た
文
部
大

臣
の
拒
否
権
の
問
題
課
こ
声
』
に
出
て
き
て
お
る
ｆ
い
篭
大

学
制
度
を
改
革
し
襲
う
と
し
て
お
る
と
き
腱
、
学
生
の
参

加
、
こ
れ
は
好
む
と
好
営
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

の
大
学
制
慶
を
定
着
を
す
る
と
き
に
診
重
大
戴
、
一
秀
大

事
な
縦
度
を
い
か
腱
定
著
せ
し
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
課

題
腱
歳
っ
て
い
る
ｃ
そ
う
い
う
演
中
で
、
紛
争
の
中
電
、

各
大
学
訊
自
主
的
な
紛
争
の
悩
義
の
苧
で
、
い
る
い
る
の

か
っ
こ
§
で
大
学
の
あ
り
方
腱
つ
い
て
学
生
が
参
加
す

る
、
關
接
、
直
接
、
い
ろ
い
ろ
・
な
や
り
方
で
苦
心
を
し
て

自
主
的
解
決
の
方
式
が
生
震
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
と
き
燵

文
謎
大
臣
薮
、
参
加
の
や
り
方
が
ど
う
も
よ
ろ
し
く
な
い

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
形
式
任
命
権
左
乱
用
し
、
活
用
し
蜂
悪
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
。
九
州
大

学
の
学
長
代
行
の
と
き
は
少
Ｌ
扇
透
か
し
を
し
た
齢
理
を

出
し
て
お
っ
た
．
し
か
し
、
そ
の
他
北
海
道
大
学
の
教
育

学
鄙
長
も
そ
う
で
あ
る
．
こ
の
新
聞
の
記
事
を
皇
室
す

と
、
『
学
長
事
務
恵
扱
や
学
謡
提
任
命
問
題
は
大
学
の
翼

治
と
文
椙
任
命
権
を
め
ぐ
る
大
学
と
文
謎
省
の
深
蕊
な
蕾

立
の
原
因
に
な
る
ケ
ー
ー
〈
が
芦
）
と
し
胆
な
っ
て
競
発
、
九

大
学
長
瀦
務
取
扱
悶
題
で
は
文
稲
の
任
命
を
得
ら
れ
な
い

室
蛍
『
辞
任
」
し
た
井
上
正
治
教
撰
談
国
を
相
手
取
っ
て

誘
磁
し
て
い
る
。
北
大
教
育
学
謡
長
選
で
も
二
尾
、
学
生

参
加
の
方
式
で
選
ば
れ
た
砂
沃
喜
代
治
学
蔀
長
事
務
駁
掻

湿
五
カ
月
た
っ
た
い
ま
も
発
令
さ
れ
て
い
な
い
曇
こ
ん
ど

第
一
類
第
六
号
文
教
蚕
員
会
議
録
第
三
十
五
号
昭
和
四
十
四
年
七
月
一
》
ｒ
、
富

の
神
戸
大
方
式
確
阪
大
医
学
部
喰
学
認
長
薄
付
属
病
院
長

遼
の
方
法
を
一
歩
進
め
た
か
た
ち
だ
が
や
そ
の
仮
大
方
式

腱
つ
い
て
も
同
省
は
三
月
、
公
式
に
回
答
を
要
求
し
て
発

令
菫
で
に
か
な
り
の
脇
折
誤
あ
っ
た
。
な
お
、
神
戸
大
で

は
十
二
日
、
学
部
長
選
と
同
じ
方
法
で
岩
井
減
三
教
捜
が

選
ば
れ
た
が
、
岩
井
鏑
院
長
の
任
命
上
申
は
堂
だ
同
宥
に

き
て
い
な
い
蓮
こ
う
い
う
こ
と
が
総
発
し
て
き
て
お
る
ｃ

こ
の
異
体
的
愈
事
例
を
前
提
と
し
て
、
あ
な
た
嫁
法
制

局
長
官
と
し
て
文
蕊
大
巨
に
拒
否
稚
溌
あ
る
か
な
い
か
、

調
確
に
お
答
え
願
い
た
い
．

○
高
辻
政
府
委
員
教
育
公
務
員
特
例
法
の
十
条
と
閏
達

し
て
の
法
律
駕
釈
を
先
健
ど
米
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で

あ
り
薑
す
が
、
た
だ
い
を
詳
し
く
仰
せ
に
玄
り
厳
し
た
け

れ
ど
も
、
や
弦
砂
個
盈
鯵
ケ
ｉ
六
挺
つ
い
て
な
説
ろ
の
か

な
れ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
ぎ
意
し
て
ば
、
裟
制
局

と
し
て
ば
《
』
れ
を
ぷ
ず
か
ら
の
責
任
腱
お
い
て
断
定
す
べ

き
で
朧
な
い
と
患
っ
て
お
り
堂
す
。
堂
た
同
時
に
、
そ
う

い
う
意
瑳
で
の
研
究
も
一
切
い
た
し
て
霧
り
言
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
そ
う
い
う
具
体
的
堆
濁
題
に
つ
い
て
、
こ
こ

ぎ
軽
々
し
く
穀
論
を
申
し
上
げ
尋
ご
と
ば
ど
う
か
と
惑
い

雀
す
で
や
織
り
そ
の
基
本
に
な
り
貧
す
の
ほ
、
善
つ
き
申

し
上
げ
た
解
釈
、
法
律
上
の
考
え
方
、
そ
れ
が
基
本
種
ご

ざ
い
ま
す
の
電
電
そ
●
溌
溌
も
し
必
要
が
あ
れ
ば
、
閥
違
っ

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
必
要
が
あ
れ
礒
さ
ら
侭
御
猿

麓
を
し
踵
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
分
れ
ど
も
、
蕊
は

実
朧
申
し
上
廠
る
こ
と
ば
全
隷
申
し
上
げ
た
つ
も
り
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
具
体
的
な
ヶ
Ｉ
久
握
つ
い
て
の
轄

弁
臆
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
育

○
山
中
（
吾
）
委
員
そ
れ
で
は
も
具
体
的
な
問
題
侭
た
な

歴
置
き
ま
し
ょ
う
。
思
想
、
言
動
、
あ
る
い
ば
政
府
の
批

判
を
す
る
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
た
と
か
。
そ
う
い
う
こ
と

が
文
讓
大
臣
が
拒
否
す
る
理
由
腱
な
る
か
な
ら
ぬ
か
、
こ

れ
は
一
般
諾
で
す
紗
い
か
淫
で
し
主
う
。

○
高
辻
政
府
霧
員
さ
っ
き
か
ら
の
考
え
方
の
際
腱
も
、

何
べ
ん
も
申
し
上
げ
た
と
患
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
政
府
当

局
の
主
筏
的
瀧
意
図
に
然
い
て
、
こ
れ
は
気
に
食
わ
な
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
拒
否
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
臆

灘
難
紫
雛
嬢
密
諒
澁
溌
鱗
建

一

腱
な
る
よ
う
厳
こ
と
臆
、
大
学
自
治
の
上
か
ら
、
蕊
行
法
の

溺
釈
と
し
喧
織
否
定
さ
読
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ば
当
難

の
こ
と
じ
ぞ
厳
い
で
す
か
、
否
定
令
愚
か
ざ
う
か
を
お
聞

き
し
て
い
る
の
で
ず
よ
。
主
観
的
な
こ
と
罐
何
も
言
っ
て

い
な
い
。
主
観
的
な
こ
と
を
い
う
、
を
ふ
な
ぼ
か
激
と
と

朧
あ
り
震
せ
ん
ょ
で

○
高
迂
政
府
委
員
患
の
言
い
方
溌
室
ず
か
つ
た
が
も
し

か
烹
巻
ん
談
、
主
観
的
に
と
い
う
の
は
、
拒
否
ず
る
も
の

の
側
に
お
い
て
気
に
食
わ
索
い
と
か
な
ん
と
か
い
う
よ
う

な
窪
全
く
主
観
的
茨
判
定
か
ら
こ
れ
を
気
漣
食
わ
な
い
か

ら
拒
否
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
縦
な
く
て
、
も
う
少

し
客
鍾
的
に
、
明
ら
か
に
国
民
の
任
命
猿
に
対
匙
て
責
任

を
負
い
得
な
い
。
大
学
の
目
的
糎
蕊
ら
し
て
不
運
当
て
あ

為
響
Ｌ
た
が
っ
て
、
国
民
腱
対
し
て
湊
豊
を
貧
え
厳
い
と

い
う
此
う
魚
場
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
牢
し
て
お
る
つ

も
り
で
ご
ざ
い
・
斎
し
て
、
》
て
の
薯
冨
謬
主
損
約
な
も
の
で

あ
弱
と
い
う
ふ
う
腱
申
し
た
こ
と
で
ば
ご
ざ
い
戎
砦
ん
。

拒
否
す
る
ほ
う
の
侭
に
お
撮
る
主
観
的
意
函
好
悪
枢

形
弓
て
そ
れ
を
左
右
で
き
る
も
③
遥
憾
な
い
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
て
い
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
．

Ｐ
Ｌ
Ｆ
■
り
げ
４
剤
酬
け
ゎ
。
〃
■
０
４
４
９
‐
ら
４
Ｉ
印
■
■
口
ｄ
１
Ｄ
０
ら
■
ｄ
４
．
４
百
０
９
０
。
‐
０
《
４
‐
、

鮓
適
溌
鰈
蕊
鯉
鯰
溌
議
朏
懲
鯏
一
灘
蕊
瀦
瀬
蠣
瀧
脈
講
繁
蕊
鋤
銚

基
づ
く
と
い
う
矛
』
と
健
、
非
常
腱
比
疋
の
重
い
も
の
で
あ

る
。
あ
る
い
臆
比
重
の
商
い
も
の
で
あ
る
。
で
す
か
ら
、

全
く
大
学
の
目
的
腫
照
ら
し
て
鯛
ら
か
腫
不
適
当
だ
と
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
、
つ
茜
り
国
民
の
任
命
権
、
こ
れ
を
笈

麗
も
は
や
や
蜑
負
よ
り
礼
霞
視
す
る
損
う
な
結
果
に
な
り

寵
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
に
照
ら
し
て
責
任
を
負
い
得
な

い
と
い
う
よ
う
燕
こ
と
で
あ
る
場
合
露
だ
識
、
・
き
わ
過
て

慶
定
さ
れ
た
壗
合
歴
も
で
き
厳
い
と
・
い
う
わ
職
で
ば
な
い

と
い
う
毒
度
の
一
，
一
と
で
あ
り
ま
し
て
、
全
く
主
観
的
に
、

気
腱
食
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
諮
れ
を
拒
否
竃
き

る
わ
げ
で
は
維
対
に
ご
ざ
鞆
・
言
透
ん
も

○
山
中
（
吾
）
委
員
主
観
的
厳
理
由
で
拒
否
で
き
歳
蝿

そ
ん
な
こ
と
ば
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
隆
寺
な
い
で
舎
ふ
。

赤
も
ぞ
ん
と
問
答
し
て
い
尋
の
で
鑑
鼓
い
ぞ
す
ょ
。
客
躍

的
蕊
実
と
し
て
、
政
府
に
対
し
て
御
都
合
の
悪
ど
高
動
を

し
た
と
か
、
そ
の
人
の
思
想
は
い
わ
ゆ
る
資
本
主
義
批
判

の
思
想
で
あ
る
と
か
、
モ
う
い
う
こ
と
蝿
主
観
じ
ゃ
な
く

ノ
ー
Ｌ
吟
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◎
山
中
（
吾
）
委
貝
ず
い
ぶ
ん
憧
疲
永
磐
弁
を
さ
れ
る
の

で
、
法
制
局
長
官
と
の
間
筈
に
な
ら
な
建
政
誇
宗
の
碆

赤
染
た
い
な
ぢ
⑧
で
す
．
い
ま
②
法
制
局
の
解
誤
鎮
、
日

本
の
大
学
問
題
の
と
き
に
非
常
腱
大
串
な
影
響
を
溝
く
嘩

一
与
曇
念
と
患
う
の
で
す
ｇ
だ
か
ら
、
い
窟
学
生
の
参
麺

一
蕊
の
勧
告
を
貴
げ
た
縫
争
大
学
錘
学
長
及
が
当
該
大
学

の
そ
の
他
の
観
関
ば
、
そ
の
稔
告
を
尊
遊
』
Ｌ
な
け
れ
瀬

な
ら
ぬ
。
誉
ん
急
畿
務
か
知
ら
ぬ
が
、
勧
告
尊
重
義
務

紙
あ
る
．
文
部
穂
の
答
弁
で
侭
、
勧
告
腱
蹴
法
的
拘
束
力

ば
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
裏
に
、
勧
告
を
尊
蓮
し
な
け
歳

潔
な
ら
ぬ
と
い
う
勧
告
尊
重
義
務
、
調
示
的
縄
定
の
よ
う

な
、
し
か
ら
ざ
る
蕊
う
な
、
ち
や
《
曇
と
震
慈
像
ぶ
つ
か
職

と
蔓
る
の
勧
皆
尊
重
義
務
が
あ
る
。
こ
の
と
き
艇
一
方

腱
、
こ
の
法
案
の
審
議
の
中
で
文
霊
篭
匙
認
法
制
局
長
官

憾
少
し
隙
違
っ
詮
禽
容
を
持
っ
て
い
尋
か
知
ら
な
い
が
、

拒
否
権
ば
あ
る
と
答
え
て
い
る
噂
こ
の
勧
告
を
し
、
勧
告

義
務
腱
そ
む
い
た
者
誕
対
し
て
穂
植
否
擢
を
発
動
す
る
悪

と
誤
噌
き
る
か
で
き
な
い
か
、
筥
幽
嫁
塗
案
議
大
学
の
富

治
を
全
面
的
に
破
壊
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
鎌
か
な

る
腱
な
る
と
漢
ば
見
て
裳
る
の
竃
す
唾
そ
し
て
勧
告
と
い

う
の
減
、
上
下
の
開
係
で
な
く
て
、
よ
り
以
上
に
専
門
的

知
識
を
持
っ
た
者
が
、
そ
の
専
門
的
知
識
で
、
そ
の
人
に

専
瞬
的
助
言
を
す
る
と
い
う
場
合
、
立
鶚
が
違
う
場
合

腱
、
対
等
の
立
溌
で
勧
告
を
す
墨
と
い
う
鰯
が
勧
告
だ
と

い
う
こ
と
城
、
大
体
熟
ん
な
の
解
腰
で
。
あ
る
。
と
こ
ろ

毛
の
こ
と
も
、
文
部
大
臣
が
突
溌
駐
車
し
出
に
対
し
て
直

ち
に
発
令
ず
る
か
ど
う
か
を
押
え
て
い
る
と
い
う
事
実
が

あ
る
ん
だ
か
廷
し
か
●
も
こ
の
撚
度
の
．
中
座
、
中
義
審

蕊
っ
て
、
学
生
の
参
加
を
も
う
大
体
識
う
込
ん
で
き
て
い

る
時
代
糟
す
秒
そ
ん
な
と
き
に
逆
行
ず
ろ
と
う
な
影
穰
力

を
与
え
て
お
る
よ
う
な
法
鰯
局
の
解
釈
葱
ど
と
い
う
亀
の

ば
、
改
め
な
げ
れ
韻
な
ら
ぬ
や
い
ま
の
よ
う
載
ひ
き
典
う

な
笛
弁
臓
、
法
制
局
長
官
の
答
弁
瞳
ぞ
た
い
で
昔
。
ょ
・

塞
腫
だ
か
ら
最
後
庭
、
具
俸
的
挺
こ
鯵
法
案
鯵
審
議
童

し
て
い
る
の
看
ず
か
ら
蕊
ず
嶺
り
お
聞
き
し
た
い
の
篭
す

藻
、
こ
の
五
条
壜
文
蕊
大
臣
は
学
提
に
一
‐
灘
蔓
な
描

告
を
す
る
こ
と
熟
で
き
る
空
各
論
的
に
裟
議
を
ず
れ
螺
、

一
一
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が
今
拒
否
権
を
持
ち
、
実
質
的
任
命
権
を
持
つ
よ
う
な
解

宏
を
前
提
と
し
な
が
ら
こ
う
い
う
法
案
が
農
た
と
き
侭

ば
、
鐵
告
が
犠
告
で
な
く
な
今
て
く
る
。
暮
永
嫁
命
令
と

同
じ
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
が
審
議
の
主
要
に
な
る
の
で
あ

り
宮
す
の
で
、
法
認
局
長
官
に
、
こ
の
第
五
条
の
蔑
定
に

即
し
て
、
こ
の
義
務
に
違
反
を
す
る
者
腱
対
」
て
、
文
部

大
臣
は
毒
こ
の
鎭
否
権
を
発
動
す
る
条
件
に
な
る
か
窓
ら

ぬ
か
、
挺
蝿
き
を
い
た
し
．
富
す
。

Ｏ
高
詮
政
府
雲
貝
だ
い
ぶ
具
緯
的
堆
ケ
ー
ス
腱
入
る
鴇

合
溌
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
溌
、
鍔
五
条
の
翰
告
を
す

る
、
こ
れ
ば
国
立
大
学
の
学
長
に
対
し
勧
告
を
す
る
と
い

う
わ
け
で
、
勧
告
を
受
け
た
学
長
が
、
こ
れ
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
談
、

現
に
学
長
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
蓑
す
か
ら
、
あ
室
り
切

実
厳
問
題
も
出
て
薑
い
ら
な
い
の
か
と
患
い
ま
す
げ
れ
ど

も
、

震
、
こ
の
際
申
し
上
艤
た
い
こ
と
ば
、
何
か
曇
命
擁

者
の
個
人
的
好
悪
腱
よ
っ
て
左
右
さ
九
為
こ
と
瀞
あ
る
の

で
ば
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
心
配
な
さ
っ
て
ぉ
ら

れ
室
す
が
弾
穫
も
そ
れ
で
あ
れ
ば
非
常
腱
問
題
だ
と
思
い

主
す
逗
笈
瀧
申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、
任
命
権
者
の
、
何

と
､、

う
か
、
主
観
的
と
言
っ
て
、
さ
っ
き
震
か
ら
い
え
ぽ

そ
の
こ
と
ぽ
ば
誤
解
き
れ
室
し
た
謬
、
任
命
権
者
の
主
侭

的
な
立
場
腱
お
け
る
好
悪
、
気
に
入
る
と
か
紫
漣
入
ら
ぬ

と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
で
拒
否
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

朧
、
決
し
定
あ
三
」
は
な
ら
な
い
。
あ
り
得
な
箔
そ
れ

を
許
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
・
電
も
っ
と
高
い
視
野
梶
お

い
筵
、
や
は
り
憲
法
十
五
条
一
項
を
通
じ
て
規
定
さ
滋
て

お
る
冨
民
の
任
命
権
に
対
し
竜
、
そ
の
責
任
を
果
た
す
念
．

え
ん
で
は
厳
い
と
い
う
よ
う
な
ふ
う
膳
患
わ
れ
る
と
ぎ
＠

こ
と
で
ご
ざ
い
さ
し
て
、
全
く
文
謡
大
臣
談
、
ど
う
も
曜

純
侭
け
し
か
ら
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
や
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
重
ね
て
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
裳
す
。
せ
っ
か
く
の
御
詣
摘
の
鵯
合
で
あ
り
ま
す
嫁

れ
ど
も
、
こ
れ
が
一
体
ど
う
い
う
場
合
に
ど
う
送
っ
て
く

る
の
か
、
こ
れ
を
穣
括
的
に
●
甲
也
上
げ
る
わ
衛
に
臆
い
き

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
が
、
大
体
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
勧

告
と
い
う
袋
う
な
こ
と
で
も
う
拒
否
が
で
き
る
と
い
う
ふ

う
に
な
る
こ
と
は
、
そ
う
あ
る
も
の
で
朧
な
い
、
苦
熱
腱

獄
考
え
ら
れ
憲
い
、
こ
う
申
し
上
げ
て
い
い
と
思
い
・
蓑

今
。
○
山
中
（
吾
）
委
員
法
霊
的
箸
弁
と
・
い
う
惑
が
し
主
い
雷

も
詮
い
の
で
す
が
、
非
常
蚤
の
い
圭
屡
篭
あ
り
蓑
す
ぷ
、

一
底
こ
う
い
う
場
合
は
厳
い
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
ま
↑
』
と
梶
私
臆
不
満
足
で
あ
っ
て
、
塗
調
局

提
官
腱
港
し
て
は
法
律
専
門
家
と
し
て
、
政
治
か
ら
窟
由

に
、
詫
粋
に
解
釈
き
ぜ
る
立
場
と
い
う
点
に
つ
い
定
隙
、

お
ゑ
っ
と
疑
義
を
持
っ
た
の
で
あ
り
雀
す
が
、
塗
に
い
ろ

い
ろ
の
磯
会
龍
黄
龍
あ
な
た
と
諭
争
を
し
な
げ
醜
ぱ
な
ら

ぬ
と
思
う
。
法
網
局
炎
官
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
ば
り
法
解

窺
を
正
当
に
、
日
本
の
濯
法
と
民
主
主
義
が
発
展
す
る
方

向
で
溌
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
不
騨

解
な
た
め
腱
、
こ
の
法
案
朧
非
常
腱
危
険
鼓
も
の
で
あ
る

と
い
う
惑
哩
が
富
捻
室
す
費
す
深
寶
重
し
き
て
拳
ろ
の
で

あ
り
童
し
て
、
差
の
点
腫
つ
い
て
は
、
黒
の
審
議
の
過
澄

で
さ
ら
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
患
い

き
す
の
で
悪
宿
題
に
残
し
た
い
と
思
渉
寮
す
。
法
霞
局
長

官
へ
の
護
の
質
疑
ば
こ
れ
で
鍵
わ
り
賞
す
・

人
事
院
琵
裁
猿
ま
だ
ぞ
す
か
．
Ｉ
お
い
で
膜
孟
る
ま

で
濃
は
保
留
い
た
し
我
す
ひ

◎
大
坪
委
員
長
繊
足
爵
謡
ｓ

ｏ
帆
足
巽
員
公
聴
会
を
い
た
し
て
い
易
い
ろ
公
述
人
の

意
見
を
聞
き
雲
し
て
、
そ
の
後
最
初
の
蕊
は
震
間
通
ご
き

い
ま
す
誤
、
こ
の
問
題
に
対
妬
い
た
し
き
ず
方
譲
隠
つ
き

ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
鐘
強
も
い
た
し
戎
Ｌ
た
が
、
融
ど
も

は
、
皆
き
ま
り
御
意
見
も
同
陞
で
あ
っ
た
か
と
恩
い
・
冨
す

が
、
こ
の
た
び
の
挙
校
総
争
は
そ
の
寄
為
と
こ
ろ
遠
く
か

つ
深
い
も
の
津
あ
る
。
し
た
源
い
ま
し
て
、
私
ど
も
微
時

代
の
苦
箱
を
敏
感
に
反
映
す
る
学
生
、
学
問
、
教
育
等
の
謡

の
苦
悩
を
通
じ
ま
し
て
学
校
並
び
に
掌
妓
数
者
制
潅
遥
学

生
直
治
、
孝
枝
倉
治
、
そ
れ
か
ら
大
学
自
論
の
あ
り
方
等
、

自
主
的
腱
そ
の
自
治
を
は
ぐ
く
む
と
い
う
方
向
に
譜
う

て
、
苦
悩
の
中
か
ら
新
し
い
芽
を
育
て
よ
う
、
そ
鋤
共
う

な
方
法
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
が
し
求
め
よ
う
、
》
る
ょ

う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
議
す
謬
、
Ｌ
か
し
同
時

県
公
述
人
垂
、
こ
の
方
の
御
意
児
電
は
、
紛
争
を
龍

篭
端
的
に
造
憶
隠
思
い
ま
し
て
、
そ
れ
が
頭
に
来
ま
し
て

力
で
も
い
い
か
ら
、
童
た
干
渉
し
て
て
も
も
っ
と
強
力
な

指
導
を
し
て
で
も
、
こ
れ
に
鋭
溌
を
与
え
る
必
要
ぶ
あ

る
。
ま
た
、
あ
る
大
学
の
学
良
さ
ん
で
、
適
然
科
学
の
零
む
ず
こ
は
殉
ら
ぬ
間
に
承
ご
と
に
成
長
し
て
お
・
り
・
ま
し

医
者
さ
ま
の
方
建
こ
の
た
び
の
鵠
争
に
つ
い
て
非
常
な
て
や
こ
の
老
将
軍
、
老
文
蔀
大
臣
を
逆
腱
手
を
滋
瞳
上
げ

シ
劇
ツ
タ
を
受
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
堂
蜂
の
惑
銘
ま
し
て
彼
の
カ
ィ
ゼ
〃
ひ
ぽ
を
ぴ
し
葬
り
と
切
ろ
う
と

深
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
．
Ｌ

す
か
ら
、
社
会
科
学
の
ほ
う
の

よ
く
肯
定
さ
奴
蓑
し
て
、
Ｌ
か

関
心
厳
医
学
認
の
学
生
た
ち
溌

蹴
実
に
す
さ
ま
と
か
つ
土
と
い

て
、
震
ば
問
題
の
本
演
の
一
部

薄
い
医
学
部
の
学
生
諸
看
ま
で

番
シ
ョ
ク
ク
で
あ
っ
た
と
い
う

真
稚
が
あ
ら
わ
通
て
い
る
よ
う

す
。
し
た
が
い
美
し
ぎ
、
こ
の

釣
、
敬
育
的
方
法
隠
漁
室
し
闘

い
、
こ
う
思
う
の
で
薑
ざ
い
ま

艫
流
さ
流
然
ち
で
ご
ざ
い
雷
し
て
露
た
だ
外
か
ら
の
朧
方
法
詮
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
人
生
鱗
と
哲
学
に
つ
き
童

方
、
振
尋
、
浸
制
を
強
化
す
歳
凝
よ
い
と
‐
い
う
よ
う
な
宍
し
て
、
こ
り
よ
う
な
鴎
き
が
あ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
と
忌

易
詮
進
を
選
び
誠
ち
な
こ
と
泓
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
零
う
の
で
ご
ざ
い
歯
す
造

そ
の
時
の
潮
流
潅
流
き
裁
誤
ち
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ば
遥
そ
こ
で
葦
ず
第
一
挺
お
尋
ね
い
た
し
た
い
こ
と
砿
、
蕊

ぐ
る
太
平
洋
戦
争
の
と
ぎ
鐸
も
震
ど
も
溌
非
篭
に
体
験
し
ど
も
事
漉
局
を
誇
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
な
わ
ち
官

た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
ず
鯵
社
会
科
学
看
と
し
て
私
ど
も
が
庁
と
い
う
大
き
な
行
政
壊
関
を
直
接
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん

こ
の
た
び
の
塗
案
を
歴
史
的
に
見
寮
す
る
な
ら
癩
、
こ
の
か
ら
、
認
査
に
事
欠
く
の
で
ど
き
い
ま
す
談
、
鯵
争
の
生
匹

学
校
鏡
制
に
麺
す
る
、
大
学
親
揺
揮
認
す
る
法
索
の
中
て
お
り
童
す
学
校
全
部
の
数
、
及
び
紡
争
の
誉
わ
め
て
常

彊
大
学
治
安
篭
持
法
へ
の
一
歩
前
進
と
い
う
よ
う
な
危
議
的
な
お
よ
そ
の
題
目
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
解
湊
状
況
、

険
な
要
素
を
含
む
と
い
う
こ
と
を
菱
懲
い
た
す
も
の
で
ご
そ
れ
か
ら
未
鋪
決
の
学
狡
の
淡
溌
、
そ
鰯
学
部
、
そ
れ
か

ぎ
い
戎
令
や
そ
れ
に
つ
き
蚕
し
て
思
い
磯
し
ま
す
こ
と
ら
溺
よ
そ
の
腱
題
点
、
そ
の
一
覧
表
を
い
た
だ
き
た
い
の

臆
、
戦
鋤
挙
荒
木
陸
軍
大
将
溌
文
謹
大
臣
腱
な
ら
・
罪
た
こ
で
ご
ざ
い
童
す
承
も
も
ち
ろ
ん
、
文
謡
省
当
馬
艤
専
濁
鰯

と
で
ご
ざ
い
慧
覚
捜
腫
は
当
時
十
九
歳
涯
准
る
む
す
こ
行
政
官
庁
で
あ
り
誉
す
か
ら
、
平
案
用
意
し
超
お
ら
れ
る

が
お
り
ま
し
て
、
運
の
愛
ら
Ｌ
い
む
す
こ
露
、
当
時
禁
止
こ
と
と
思
い
含
す
の
で
、
こ
の
審
議
の
迭
中
混
お
い
電
そ

き
れ
て
お
り
費
し
た
髪
を
ふ
き
ふ
さ
と
長
く
い
た
し
ま
し
れ
を
御
提
出
願
い
た
い
と
思
い
藍
す
患
ち
よ
う
と
大
挙
局

て
、
油
を
つ
吟
寮
し
て
、
髪
を
分
け
て
・
お
る
こ
と
が
こ
の
長
か
ら
御
用
意
が
あ
る
か
ど
う
か
。

謹
厳
な
老
将
軍
龍
気
腱
食
わ
な
い
で
、
何
と
か
し
て
或
る
◎
村
山
へ
秘
）
政
府
委
員
紛
争
の
淡
祝
職
、
蹄
肴
変
わ
っ

坊
主
終
さ
せ
た
轡
と
Ｅ
夜
思
要
し
蕊
り
・
藍
し
た
舎
蛎
な
廟
て
詰
り
ま
す
の
で
、
現
時
点
経
お
き
霞
す
紛
争
の
現
況
と

詮
お
ゑ
を
つ
け
を
す
令
愚
た
び
ご
と
に
、
い
つ
子
供
挺
き
つ
い
た
し
蓑
し
て
賎
、
約
六
十
九
技
が
運
の
謹
案
で
い
い
ま

く
言
っ
て
や
ろ
う
か
、
ち
や
《
い
ち
諺
《
い
言
う
の
で
す
け
れ
す
と
こ
ろ
の
紛
争
の
定
義
腫
当
た
靭
ま
す
よ
う
な
授
業
放

ど
も
、
と
て
も
聞
き
そ
う
に
参
り
婁
澄
ん
の
で
、
深
夜
ひ
素
、
旋
震
の
占
提
、
封
鎖
な
ど
を
や
っ
て
お
る
お
け
で
お

そ
か
腱
む
ず
》
易
ベ
ッ
ド
を
襲
い
き
し
て
、
喰
さ
熟
を
り
き
す
。
概
況
に
つ
ぎ
堂
し
て
は
、
塞
證
賓
科
と
し
て
籍

も
重
し
、
強
力
を
も
（
琴
て
ま
る
坊
主
腿
し
陽
一
う
と
思
っ
て
燈
し
て
ご
ぎ
い
震
ず
瀞
、
現
時
点
の
数
字
億
若
干
変
わ
っ

刈
ろ
う
と
い
た
し
ま
し
た
と
星
ろ
雛
、
十
九
歳
と
い
え
ば
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
時
点
の
も
の
腱
つ
き
ま
し
て
は
早



昭
和
五
十
八
年
五
月
十
日
へ
火
曜
日
）

午
後
三
時
四
分
開
会

委
員
の
異
動

四
月
二
十
八
日

辞
任山
東
昭
子
君

四
月
三
十
日
辞
任沖
外
夫
君

林
適
君

福
島
茂
夫
君

五
月
九
日辞
任小
西
博
行
讃

五
月
十
日辞
任柳
浄
錬
造
君

雫
十
金
参
議
院
文
教
委
員
会
会
議
録
第
七
号

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

委
員
長
・
堀
内
俊
夫
君
○
委
員
長
（
堀
内
俊
夫
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
文
教
委
員
会

理
事
巻
罷
会
い
た
し
含
子
も

片
山
正
英
君
参
考
人
の
出
席
要
求
に
関
す
る
件
腱
つ
い
て
お
潜
り
い

田
沢
智
治
霧
た
し
宮
す
。

粘
谷
照
美
君
日
本
学
術
会
錨
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
審
査

佐
藤
昭
夫
霜
の
た
め
、
本
日
、
日
本
学
術
会
議
会
畳
久
保
亮
五
君
を
参

委
員
考
人
と
し
て
出
庶
を
求
め
る
こ
と
に
御
異
謡
三
晨
左
せ

山
東
昭
子
君
ん
か
。

杉
山
令
肇
君
弓
異
議
な
し
』
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

世
耕
政
隆
君
Ｏ
婆
員
長
（
掘
内
俊
央
君
）
御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ
ょ

ゞ
・
中
西
一
郎
君
う
決
定
い
た
し
雀
皐
も

仲
川
幸
男
君

I

~

補
欠
選
任

雀
鏡
政
隆
君

中
西
一
郎
君

山
東
昭
子
君

補
欠
選
任

福
島
茂
夫
君

補
欠
選
任

小
西
簿
行
君

補
欠
選
任

柳
浄
錬
造
君

８
１

幻

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
参
考
人
の
出
席
要
求
に
闇
す
る
件

。
日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣

提
鰡
）

：
騨
議
馨
距

…
猟
馴
雛
繩
融
箙
官

伽
駄
鮮
＃
全
一
議
事

塞
務
局
慨
常
任
委
員
会
専
門

員

参
零
人

日
本
学
術
会
議
会

長

４
１
．
の
●
Ｕ
ｂ
ｏ
ｆ
ｑ
ｒ

心
●
■
戸
Ｐ
‘

。
①
今
●
可
一
■
■
Ｐ
Ｑ
■
■
旬
ｑ
■
守
日
■
団
■
■
３
２
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｇ
ａ
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
▼

Ｏ
Ｌ

手
籔
感
夫
君

藤
江
弘
一
君

小
西
博
行
君

丹
羽
丘
愈
碧
君

久
保
亮
五
君

瀧
嘉
篭
君

質
疑
の
あ
る
方
は
願
淡
御
発
言
を
願
い
室
す
。

○
漂
田
進
電
今
度
の
こ
の
一
部
改
正
を
見
ま
す
と
爺
非

常
に
遁
要
な
問
題
を
含
ん
溝
い
る
た
う
腱
思
う
わ
げ
で
あ

り
ま
ふ
も
特
に
、
選
挙
制
を
推
蕊
？
稔
理
大
臣
任
命
に
切

り
か
え
て
い
る
点
等
が
こ
れ
に
当
た
る
と
思
い
蓑
す
画

そ
れ
か
ら
、
こ
の
経
過
を
湛
歳
り
に
譜
べ
て
承
震
し
て

も
、
非
常
涯
唐
突
な
提
案
と
な
つ
だ
い
る
の
で
あ
り
蓮

す
○
そ
こ
で
、
肝
心
な
点
を
政
令
で
逃
げ
竜
い
る
か
つ
こ

う
に
な
っ
て
、
ど
う
も
内
客
の
実
態
が
十
分
つ
か
め
な
い

わ
け
で
あ
り
き
す
。
時
間
の
都
合
で
一
女
猪
摘
い
た
Ｌ
蓑

せ
ん
談
、
政
令
案
を
提
出
、
説
関
臓
舞
理
か
と
も
思
騨
室

す
が
、
最
低
限
政
令
要
綱
案
な
る
も
の
を
段
ず
個
条
別
に

お
示
し
を
い
た
だ
き
た
い
。

Ｏ
政
府
美
員
豊
子
綴
康
夫
君
〉
侭
別
に
政
令
部
分
を
全
部

御
説
閲
す
る
の
は
な
か
な
か
時
間
も
と
り
堂
す
も
の
で
全

部
瞼
申
し
上
げ
ま
せ
ん
ｃ
主
愈
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
蓑
す

と
簿
現
毒
定
負
の
配
分
、
こ
為
紙
省
つ
の
認
、
四
十
四

の
専
門
と
い
う
ふ
う
に
分
か
れ
て
お
り
ま
｛
も
こ
れ
肱
実

朧
義
律
で
規
定
さ
れ
短
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
総
学

術
会
議
の
自
主
改
革
の
要
望
に
お
き
室
し
て
も
、
こ
れ
で

職
魂
在
の
科
学
の
進
歩
に
麓
応
で
き
な
い
、
そ
れ
を
歌
正

し
て
膳
し
い
と
い
う
要
望
も
出
て
お
り
堂
舎
も
そ
の
要
望

を
駁
り
入
れ
蚤
し
て
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ
と

で
、
法
律
か
ら
落
と
し
誼
政
令
庭
Ｌ
て
い
る
と
い
う
蕊
分

が
ご
ざ
い
菫
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
生
の
お
麓
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
雁
、
現
在

の
選
赫
か
ら
こ
れ
を
推
震
制
に
変
え
愚
と
い
う
こ
と
で
、

推
蕊
調
に
係
る
垂
木
的
歳
部
分
を
全
部
法
律
腱
書
く
と
い

う
の
も
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
両
謬
ご
ざ
い
ま
す
℃
そ
の

部
分
を
、
実
は
基
本
的
な
点
ば
政
令
臆
ゆ
だ
頑
ろ
と
い
う

点
然
ご
ざ
い
主
す
適
そ
の
他
推
蔑
管
理
会
等
、
こ
れ
の
中

立
性
を
係
っ
た
め
艇
、
こ
れ
も
政
令
で
活
動
を
決
め
る
と

い
う
ふ
う
な
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
く
大
体
そ
ん

な
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
《
も

○
露
田
進
君
い
や
、
そ
の
政
令
梶
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

点
は
も
う
お
尋
ね
Ｌ
な
く
と
も
わ
か
る
わ
け
で
す
灘
、
そ

（

の
政
令
が
意
図
池
て
い
る
要
綱
を
溌
示
し
い
た
だ
き
た

い
。
審
譲
上
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
令
内
容

麓
、
現
窪
要
綱
的
な
も
の
は
あ
る
は
ず
で
あ
り
さ
す
か
ら

お
出
し
い
た
だ
き
た
い
。

○
政
府
霧
員
全
吏
塁
匪
雲
ｅ
こ
の
点
朧
必
ず
し
も
ま
だ

尊
壼
卿
鯛
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
わ
け
で
賎
ご
ざ
い
愛

せ
ん
。
睡
令
と
申
し
ま
し
て
も
、
わ
が
方
だ
け
で
嬢
目
に

つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
ば
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
恐

ら
く
職
か
な
り
の
運
用
部
食
細
か
い
蔀
分
を
規
則
に
ゆ

だ
ね
る
二
と
侭
な
り
ま
し
ょ
う
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
敦

令
で
大
き
く
定
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
陰
必
要
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
曇
れ
は
睡
令
く
り
学
術
会
議
ぞ
そ
の
緬
認
を

誌
め
て
い
た
驚
い
て
、
そ
れ
に
応
匹
て
政
令
を
定
め
て
い

く
雷
ご
の
よ
う
雁
考
え
て
お
り
ま
す
Ｃ

Ｏ
藤
田
進
君
燭
会
、
立
法
府
溌
法
案
を
審
査
す
患
場
合

腱
、
主
要
な
点
に
つ
い
て
政
令
海
ゆ
だ
ね
て
い
る
以
上
、

政
令
の
意
悶
し
て
い
る
も
の
は
こ
う
な
ん
だ
、
も
ち
ろ
ん

日
本
学
術
会
議
会
長
さ
ん
な
り
総
会
電
り
の
意
見
を
讃
Ｌ

な
が
ら
門
溝
腱
合
議
の
上
で
浅
め
ら
れ
る
こ
と
蹴
結
橘
で

す
吟
れ
ど
も
鴎
そ
う
い
う
も
の
の
粗
ご
な
し
ば
し
た
上
で

議
会
の
審
議
に
ひ
と
つ
没
立
つ
よ
う
に
や
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
の
で
あ
り
麓
す
。
そ
れ
が
全
く
何
も
で
き
て
い

な
い
。
海
珍
も
の
や
ら
山
の
も
の
や
診
護
麓
わ
か
ら
な

い
。
こ
う
い
う
点
が
や
は
り
問
題
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に

思
う
で
す
。
本
法
案
が
成
立
し
た
と
す
れ
ば
も
し
か
ら
ぱ

今
後
ど
う
い
う
手
臓
ず
で
い
つ
ご
ろ
政
令
と
し
て
施
行
す

る
こ
と
に
獲
る
の
か
謬
見
通
し
を
論
伺
い
い
た
し
蓑
す
。

○
政
府
霊
員
（
手
穏
康
夫
君
）
時
間
の
関
係
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
畑
か
く
は
実
は
述
べ
な
か
っ
た
わ
け
で
ご
ぎ
い
害

す
が
瀞
ど
う
い
っ
た
事
項
を
政
令
で
定
搦
る
こ
と
淀
な
る

の
か
と
い
っ
た
も
の
は
薯
ざ
い
童
一
も
こ
れ
は
饒
欺
上
げ

て
も
結
構
で
ご
ざ
い
農
す
が
、
た
だ
そ
の
実
際
の
中
身
に

な
り
ま
す
と
、
や
は
り
学
術
会
醗
側
の
恵
見
も
聞
い
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
厳
い
と
義
ど
も
考
え
て
お
り
蓑
す
の

で
、
そ
う
厳
り
さ
す
と
露
こ
の
法
案
が
幸
い
に
し
て
成
立

Ｌ
た
ら
掌
術
会
議
側
に
な
る
べ
く
早
急
に
そ
う
い
っ
た
点

-93-
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１
も
、
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竃
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
艇
、
こ
の
条
文
の
中
に
あ
る
、
政
令
に
よ
る
と
い
う
こ
と

そ
の
責
任
は
一
Ｑ
ｕ
％
果
た
し
た
と
は
申
避
な
い
か
も
一
が
幾
つ
か
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
、
会
員
砿
総
理
大

し
れ
ま
せ
ん
が
、
相
当
の
程
度
私
と
し
て
は
果
た
し
た
つ
臣
の
任
命
艇
よ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
童
す
。
．

も
り
で
は
お
り
寮
す
。
そ
れ
が
最
終
的
に
そ
の
許
容
範
囲
な
ぜ
さ
た
い
室
の
と
誉
隠
な
っ
て
』
’
一
の
よ
う
な
改
革
案

漣
入
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
筆
会
員
の
悶
腱
が
政
府
か
ら
、
あ
る
一
部
の
会
員
腱
と
っ
て
憾
蚤
さ
に
唐

い
ろ
い
ろ
な
御
意
見
も
ご
ざ
い
室
す
が
、
そ
の
点
糎
つ
き
突
と
し
て
出
さ
れ
た
と
い
う
惑
延
を
受
け
て
い
る
よ
う
で

薑
し
て
は
関
ら
か
に
き
れ
る
も
の
と
思
い
主
す
ｃ
ご
ざ
い
重
す
が
も
そ
れ
ぱ
い
堂
も
お
答
え
が
ご
ざ
い
貧
し

○
震
田
進
君
ま
だ
法
案
の
入
り
口
で
時
間
が
参
り
堂
し
た
の
で
繰
り
返
し
ま
せ
ん
瀧
、
こ
の
よ
う
に
改
革
を
す
れ

て
、
童
た
霧
貝
長
に
お
か
れ
て
も
ひ
と
つ
嬢
会
を
つ
く
っ
減
塞
ぐ
な
る
と
い
う
、
沈
没
し
か
か
っ
た
学
術
会
譲
が
り

て
い
た
だ
く
。
な
お
、
審
議
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
先
つ
ば
膳
な
る
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
が
政
篤
錘
方
に
鰹
あ

臆
ど
申
し
上
げ
議
し
た
政
令
腱
つ
い
て
の
、
質
疑
応
答
で
る
よ
う
で
ご
ざ
い
貧
舎
も
Ｌ
か
し
、
謹
は
こ
の
よ
う
に
学

な
し
に
文
醤
で
ひ
と
つ
要
項
を
、
致
令
に
ゆ
だ
説
た
も
看
か
ら
そ
つ
ぼ
を
向
か
れ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
蝋
関
心

の
、
規
期
腱
ゆ
だ
漁
た
も
の
、
こ
れ
を
お
示
し
い
た
だ
き
が
薄
れ
て
い
る
と
い
う
次
う
な
勇
在
の
学
術
会
議
が
こ

た
い
。
塗
れ
か
ら
諺
先
ほ
ど
お
答
え
弧
な
い
の
で
す
が
、
・
の
よ
う
腱
法
っ
て
き
た
原
因
の
多
く
織
、
政
窮
の
こ
れ

本
法
案
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
、
特
別
委
恩
会
と
か
惑
談
に
対
す
る
対
応
腱
あ
る
の
電
愉
な
い
か
と
思
う
わ
け
で

会
と
か
袴
た
れ
て
お
り
藍
す
が
勺
遵
の
メ
ン
バ
ー
、
審
議
す
℃

腱
入
っ
た
、
そ
れ
か
ら
そ
の
終
結
と
い
う
か
、
答
申
さ
れ
こ
の
第
三
条
に
ど
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
敷
瀦
ば
今
度
の

た
日
等
を
資
料
と
し
ご
御
提
出
を
い
た
篭
き
た
い
と
思
い
改
革
で
、
『
日
本
学
術
会
議
肱
、
独
立
し
て
左
の
職
誘
を
行

ま
ず
。

う
筐
と
い
う
こ
の
独
立
し
て
と
い
う
こ
と
を
完
全
妃
守

○
政
府
美
員
（
手
穣
康
夫
君
）

た
だ
い
蕊
の
点
わ
か
り
蚤
一
ら
れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
決
意
説
お
あ
り
か
ど
う
か
、

し
た
。
政
令
で
規
定
す
る
事
項
に
つ
き
蕊
し
て
臆
・
中
身
そ
の
こ
と
を
蚕
ず
最
初
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
き
す
。

瞳
、
先
ほ
ど
御
鋭
閲
し
た
よ
う
に
主
だ
ど
う
だ
と
い
う
の
ま
た
、
学
術
会
議
の
会
奨
か
ら
は
政
令
を
規
則
捉
直
し

ば
言
え
蓑
せ
ん
の
竜
関
係
条
文
と
、
そ
れ
か
ら
そ
の
事
て
く
れ
と
い
う
幾
つ
か
の
注
文
誤
出
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ

調
で
す
ね
、
ど
う
い
っ
た
事
調
と
い
う
点
を
出
Ｌ
蓑
す
。
い
誉
す
蕊
も
そ
の
点
腱
今
い
電
ば
政
府
除
麗
の
よ
う
に
お

そ
れ
か
ら
、
関
係
の
護
ど
も
懇
談
会
等
を
や
っ
て
お
り
蓑
考
え
か
諺
ま
ず
第
一
怪
奮
れ
を
お
閲
か
せ
甑
い
た
姥

す
が
、
そ
ち
ら
の
方
、
い
さ
先
生
お
っ
し
ゃ
っ
た
点
胆
っ
Ｏ
政
府
委
員
（
手
羅
康
夫
電
〉
学
術
会
議
鋳
、
先
生
御
質

い
て
早
急
腱
資
料
を
提
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
旬
間
の
と
お
り
、
学
術
会
議
は
致
立
し
て
そ
の
職
務
を
行
う

○
高
木
健
太
郎
君

こ
の
日
本
学
術
会
議
は
、
菱
か
ら
牢
一
と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
規
定
Ｌ
て
薯
ざ
い
韮
主
も
我
ど

し
上
げ
る
富
で
も
な
く
、
『
わ
ぷ
国
の
科
学
者
の
内
外
に
＄
こ
れ
腱
つ
き
鴬
し
て
は
毒
懇
議
会
の
購
上
で
の
話
建

対
す
る
代
表
機
関
と
し
て
、
科
学
の
向
上
発
達
を
画
り
、

学
術
会
議
の
住
格
か
ら
す
れ
ば
何
も
譲
立
し
て
と
い
う
規

行
政
、
産
案
及
び
国
民
生
活
に
科
学
を
反
暁
浸
透
き
ゼ
定
が
な
く
て
も
同
腫
雷
あ
る
と
い
う
主
う
な
御
意
見
も
実

る
鳧
そ
れ
か
ら
ま
た
、
『
蕊
立
し
て
左
の
職
務
を
行
う
。
』
は
ご
ざ
い
薑
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
談
置
か
れ
た
の
弦
そ

と
、
霞
寵
垂
壁
劉
を
審
篭
す
る
と
か
、

そ
の
実
現
を
図
ろ
、
｜
れ
な
り
腱
意
味
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
蓑
し
莚
、
科
学
に

あ
る
い
総
研
究
の
連
筋
を
図
ろ
、
蓑
た
、
種
盈
．
の
こ
と
雁
鰯
す
る
重
要
郡
項
の
審
溌
あ
る
い
ば
研
究
の
述
絡
と
い
つ

つ
い
て
政
府
職
こ
れ
に
酪
悶
を
す
る
、
あ
る
い
は
ま
た
、
た
職
務
に
関
し
き
し
て
擁
政
府
が
直
接
諾
揮
騒
街
す
る
も

学
術
会
議
陰
政
府
に
対
し
て
錨
罷
ロ
が
で
き
る
、
こ
の
よ
う
の
で
賦
准
蝿
そ
れ
は
独
立
し
て
と
い
う
趣
旨
だ
と
理
解

な
職
誘
を
持
つ
種
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
疫
の
し
超
お
り
ま
す
し
、
そ
の
点
繊
今
後
と
も
十
分
尊
重
し
て
、

改
正
案
を
目
蕾
し
て
一
番
皆
さ
ん
気
腱
次
さ
っ
て
い
る
こ
い
く
つ
も
り
で
ご
ざ
い
室
寸
で

と
蝿
い
室
藤
田
悉
員
か
ら
も
お
話
が
あ
り
蓑
し
た
よ
う
す
承
ま
ぜ
た
第
二
点
ち
縦
つ
と
．
…
．
●
宮

－
０
一
堅
粂
健
太
郎
君
政
令
と
か
そ
う
い
う
こ
と
談
あ
る
け

れ
ど
堂
ま
た
会
長
か
ら
は
政
令
を
規
則
に
散
め
て
城
ざ

う
だ
と
い
う
御
注
文
も
出
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ

れ
は
そ
れ
膳
ど
学
術
会
議
に
と
っ
て
は
重
要
な
要
求
で
あ

ろ
う
と
思
う
か
ら
な
の
で
、
政
令
に
よ
っ
て
科
学
着
の
強

立
性
、
学
術
会
識
の
独
立
性
が
失
わ
れ
る
危
険
該
あ
る
の

で
は
厳
い
か
と
い
う
気
持
ち
諺
や
な
い
か
と
思
う
。
で

す
。
そ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
お
話
し
合
い
を
な
さ
れ
た

か
・
そ
し
て
、
塗
れ
寵
よ
ぅ
て
決
し
て
学
術
会
議
の
蕊
立

性
織
失
わ
れ
な
い
と
い
う
保
謹
を
さ
れ
き
す
か
と
む
こ
う

い
う
こ
と
な
の
憲
一
も

Ｏ
政
府
霊
員
塞
・
壕
康
夫
君
）
笈
ど
も
役
人
で
ご
ざ
い
室

す
．
法
律
の
体
系
と
し
て
法
制
局
と
も
い
ろ
い
ろ
招
譲
を

い
た
き
厳
け
れ
ば
い
け
蓑
巻
ん
。
現
実
に
現
在
法
律
に
な

っ
て
い
る
も
の
を
落
と
す
と
い
う
こ
と
自
体
な
か
な
か
犬

変
な
こ
と
篭
ご
ざ
い
蓑
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
十
分

考
た
て
や
っ
た
わ
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
憲
漆

で
、
鶴
議
の
途
申
で
、
護
ど
も
の
立
場
か
ら
す
る
と
や
織

り
こ
れ
ば
政
令
に
し
て
端
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

よ
う
な
点
泓
何
点
か
あ
っ
た
こ
と
縦
蕊
実
で
ご
ざ
い
震
ず

し
、
そ
の
遜
は
最
後
に
会
長
、
十
分
な
鍔
了
解
い
た
だ
け

な
か
っ
た
か
鼎
し
れ
震
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
影
で
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
⑨

Ｌ
か
し
、
今
回
の
改
正
侭
当
た
っ
て
も
毒
義
ど
亀
確
二

百
十
名
の
会
員
を
相
手
に
し
て
協
議
す
る
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
不
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
淳
そ
う
い
う
意
味
で
二
月

の
釜
会
の
壺
奮
巽
申
乙
合
わ
ぜ
に
応
じ
童
し
て
、
会
灸
初

め
三
役
の
方
と
何
回
か
趨
議
を
黛
救
て
き
て
こ
の
案
を
つ

く
り
上
げ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
る
わ
け
で
童
ざ
い

烹
脊
菅
恐
ら
く
政
令
を
今
後
つ
く
る
に
当
た
り
蓑
Ｌ
て
も
や
臆

り
中
身
誠
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
規
則
等
の
関
係
も
十
分

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
を
考
え
鴬
す
と
、
こ
れ
砿

当
然
震
ど
も
の
方
は
学
術
会
議
と
協
議
を
腫
れ
な
が
ら
つ

く
壱
て
い
く
と
い
う
こ
と
糎
溌
る
と
考
え
て
爺
り
ま
｛
も

そ
う
い
う
意
味
で
、
先
生
御
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
そ
れ
腱

よ
っ
て
独
立
を
捜
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
催
毛
鎮
考
え
て

い
雄
い
こ
と
を
こ
こ
に
断
言
し
て
お
き
意
す
ｇ

ｏ
筋
木
健
太
郎
君
毛
頭
な
い
と
い
う
こ
と
を
断
言
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
私
、
承
知
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
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食
す
。
も
う
一

っ
域
、
念
頁
ば
雄
理
大
臣
の
任
命
制
に
よ
る
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
諺
学
術
会
議
か
ら
推
麓
し
て

き
た
会
員
は
こ
れ
を
形
式
的
任
命
で
あ
る
、
そ
う
い
う
曾

葉
は
使
え
な
い
艇
し
て
も
、
そ
れ
を
愚
大
限
尊
戯
し
て
任

命
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
こ
う
思

い
雀
今
も

も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
国
立
大
学
の
学
長
朧
文
部
大
臣
か

総
理
大
臣
か
存
匹
富
せ
ん
が
、
任
命
調
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
諺
か
つ
て
京
都
大
学
に
お
き
さ
し
て
、
京
穂
大
学
の

学
長
の
任
免
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
大
変
大
き
な
問
題
が

滝
川
事
件
と
し
て
起
こ
っ
た
こ
と
が
掌
ざ
い
ま
す
ｃ
そ
の

よ
う
な
戎
た
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ
こ

で
長
官
に
ひ
と
つ
冨
明
を
お
願
い
し
た
い
、
こ
う
思
い
ま

す
。
Ｏ
政
府
婆
貝
（
手
塚
康
夫
君
）

た
だ
い
堂
の
点
、
確
か
に

裂
打
で
は
課
琴
調
に
黙
っ
て
い
る
た
め
に
、
実
は
任
命
を

必
栗
と
し
て
お
り
き
せ
ん
。
実
は
ど
の
総
務
息
誇
踵
鼠
案
腱

つ
き
ま
し
て
、
学
術
合
墨
嘩
の
方
で
故
輩
毒
籾
認
会
・
選
挙
制

度
一
般
に
関
す
る
分
科
会
の
報
告
、
比
較
的
短
期
間
の
間

隠
よ
く
公
駒
し
お
ま
と
め
い
た
だ
い
た
と
猛
笙
も
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
も
、
一
，
選
挙
の
場
合
に
碇
、
立

候
補
開
で
あ
る
か
ら
任
命
を
必
要
と
し
な
い
泓
、
学
協
会

推
麗
制
の
場
合
に
は
任
命
行
為
が
必
要
と
な
る
皆
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
が
自
主
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
錨
い

け
な
い
の
で
、
「
学
長
の
任
命
に
お
け
る
ご
と
く
、
」
「
形

・
式
的
任
命
樋
に
と
ど
め
て
お
か
な
く
て
ば
な
ら
な
蛤
一
と

・
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
り
さ
す
。

そ
れ
か
ら
、
い
ま
ち
ょ
っ
と
お
謡
腱
営
ざ
い
蚤
し
た
よ

う
建
剛
洲
渕
制
封
馴
捌
捌
捌
劉
肘
例
射
引
卿
割
Ⅶ
呵
劇

ざ
い
ま
す
。
・
そ
の
辺
融
ど
も
は
、
こ
れ
は
全
く
形
式
的
任

命
で
あ
る
ヱ
考
え
で
い
る

畢
争

わ
け
で
》
』
》
ご

､、

臺

て
、
そ
こ
か
ら
二
百
十
名
出
て
く
れ
ば
、
こ
れ
は
そ
の
ま

て
、
そ
れ
が
二
百
二
十
名
出
る
と
か
何
と
か
で
あ
れ
ぱ
間;！

う
ち
に
帰
っ
て
も
こ
の
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
て
き
た
、

そ
う
い
う
学
者
の
努
力
に
対
し
て
、
政
府
は
何
ら
こ
た
え

な
い
。
ま
た
政
府
側
か
ら
見
る
と
い
う
と
翁
何
か
耳
艇
痛

○
商
木
健
太
郎
君
法
律
に
明
寡
化
さ
れ
て
お
り
ま
ぜ
ん
い
こ
と
ば
か
り
を
富
う
、
お
気
腱
召
さ
な
い
こ
と
を
言
う

の
で
、
い
ま
の
審
肇
官
が
鮎
つ
し
や
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
と
い
う
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
と
不
催
感
が
増
し
て
き
た
の

蚕
私
信
用
す
る
わ
け
に
職
ま
い
り
ま
催
ん
堰
》
ろ
悉
員
で
は
な
い
篭
今
回
の
改
革
案
が
私
は
万
全
の
改
革
案
だ

会
に
お
い
で
の
方
ば
す
べ
て
そ
の
よ
う
に
お
考
え
だ
と
患
と
は
思
三
底
お
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
こ
う
い
う
こ

・
い
ま
す
の
で
、
強
く
そ
の
点
ば
し
っ
か
り
と
記
億
Ｌ
一
ら
い
と
を
一
つ
の
機
と
し
ま
し
て
、
政
府
と
学
術
会
溌
の
閥
に

《
●
》
だ
く
、
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
信
頼
を
取
り
腰
す
と
い
う
こ
と
が
私
域
黛
ず
鋪
一
に
大
事

こ
こ
で
言
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
．
炎
官
憾
ひ
と
つ
お
一
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で
す
。

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
鳥
れ
戎
で
学
術
会
麟
の
麓
会
が

Ｏ
国
籍
大
臣
（
丹
羽
兵
助
君
〉
せ
っ
か
く
高
木
先
生
か
ら

開
か
れ
由
し
た
と
き
壜
そ
の
第
一
何
の
総
会
の
と
き
に

の
御
注
意
で
あ
り
、
饗
硝
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
当
然
な
こ
で
も
、
建
理
府
雄
務
長
官
銃
そ
の
縄
に
お
い
霊
壗
廷
な
っ

と
で
薯
ざ
い
佳
子
か
ら
、
こ
の
場
で
寅
任
の
あ
る
大
屋
と
て
、
全
国
の
学
者
に
向
か
っ
て
ご
あ
い
さ
つ
な
ん
か
を
さ

し
て
畏
官
と
Ｌ
て
、
い
ま
事
務
当
局
か
ら
答
え
ま
し
た
れ
た
こ
と
は
》
』
ざ
い
注
す
か
。
そ
れ
を
お
伺
い
し
ま
す
ｃ

よ
う
堤
守
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
は
っ
き
り
申
し
上
○
政
府
霊
員
（
蔵
江
弘
一
君
）
お
答
え
申
し
上
げ
議
す
。

げ
て
お
き
た
い
と
思
い
生
す
。
そ
の
事
実
ば
》
』
れ
ま
で
》
』
ざ
い
蚤
せ
ん
で
し
た
。

Ｏ
高
木
健
姦
君
ぜ
ひ
そ
豊
茎
願
い
申
し
上
げ
た
一
鴻
鏑
墹
驍
鯆
寧
溌
灘
強
総
繼

い
と
存
じ
主
す
ｃ

次
に
、
》
あ
よ
う
な
一
昨
年
か
ら
起
こ
り
ま
し
た
こ
の
一
互
い
に
備
頼
し
合
夛
』
、
繭
糸
さ
す
、
り
つ

ぱ
な
政
策
を
答

蕊
瀦
灘
韓
鯛
鵠
蕊
礎
遥
溌
蕊
薫
蕊
罵
蕊
繩
巽

の
間
の
相
互
不
償
と
い
う
も
の
に
蝋
を
発
し
て
い
る
よ
う
熱
意
が
あ
れ
ば
、
中
に
は
余
り
り
っ
ぱ
な
学
者
で
な
い
方

腫
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
政
府
臆
、
せ
っ
か
く
わ
れ
も
お
い
で
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
大
部
分
が
非
常

わ
れ
が
サ
兼
・
＃
し
て
何
と
か
〃
つ
ば
な
学
術
会
議
に
し
に
り
っ
ぱ
な
学
者
で
お
あ
り
潅
な
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

た
い
と
、
こ
う
い
う
あ
う
腱
考
え
で
喉
ろ
い
る
の
こ
と
を
に
お
い
で
腱
な
雲
璋
、
符
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て
、

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
学
術
会
議
の
方
で
は
い
よ
あ
日
そ
し
て
十
分
な
御
審
蹟
を
願
い
た
い
と
い
う
ふ
う
に
お
願

本
を
憂
え
て
、
あ
る
い
は
世
界
の
将
来
を
憂
え
て
、
科
学
い
な
さ
ろ
と
、
一
層
裂
は
親
密
鹿
が
墹
す
の
で
ば
な
い

若
の
立
場
か
ら
純
粋
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勧
告
も
す
る
、
か
。
そ
う
い
う
不
信
感
が
取
り
除
か
れ
て
い
く
の
で
は
な

あ
る
い
朧
申
し
入
れ
も
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
〆
』
ざ
い
か
。
そ
れ
は
。
法
律
を
い
瞳
る
と
い
う
よ
り
も
か
え
つ

い
き
す
け
れ
ど
も
、
政
府
は
自
分
の
耳
に
逆
ら
う
も
の
は
て
り
っ
ぱ
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
さ
え
恩

受
け
つ
げ
な
い
、
ま
た
日
本
学
術
会
儀
の
方
で
弦
、
い
ろ
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
そ
の
点
、
今
後
捻
ひ

い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
も
一
向
そ
れ
輝
対
し
て
反
応
が
な
と
つ
御
考
慮
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
る
わ
げ

い
、
と
き
に
は
予
算
が
大
綱
腱
だ
ん
だ
ん
削
ら
れ
て
い
く
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
不
侭
感
を
相
互
に
狩
っ
て
い
長
官
、
何
か
御
感
想
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
鴬

ろ
。

玄

そ
し
て
、
国
民
の
税
金
を
使
っ
て
り
．
っ
ぱ
な
会
館
、
会
一
○
国
務
大
臣
（
丹
羽
兵
助
君
）
い
ま
齋
木
先
生
か
ら
、
大

会譲
しの

募襄
鱸
日な
間が
から
を、
熟し
心か

霊
し学
、渚
あが
るそ
い二

臓庭

い変
たい
だい

；
き
ま
し
た
の申
でし
、ま

霊室
会か
読篭
の御
方意
と見
もを
よ聞

統
ちて

合
わ
せ
を
い
た
し
ま
し
て
、
ま
た
適
当
な
と
き
種
§
そ
め

御
提
案
ど
お
り
実
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
隠
し
た
い
、

か
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
℃

Ｏ
高
木
健
太
郎
君
よ
ろ
Ｌ
く
誌
願
い
い
た
Ｌ
ま
ず
。

次
腱
、
も
う
一
つ
濃
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
．
そ
れ
蝿
学
術
会
麟
の
予
算
響
」
と
で
ご
ざ
い
堂
す

が
、
先
臆
ど
も
蔭
田
委
員
か
ら
お
話
ご
ざ
い
誉
し
た
よ
う

堤
全
体
で
七
億
何
が
し
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
事
務
費
が
約
四
燈
を
超
し
て
い
患
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
ま
た
、

事
務
礎
袈
駕
脈
い
た
室
腫
の
う
ち
、
屋
鰍

学
術
会
賎
の
関
連
と
し
て
払
つ
電
い
る
費
用
、
こ
れ
隙
も

う
当
然
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
費
用
と
か
を
除
い
て
熟
食
す
と
、
愛
の
計
算
し

た
と
こ
ろ
で
臆
、
一
億
七
千
三
百
万
ぐ
ら
い
罐
し
か
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。
こ
の
一
鯉
穐
千
三
百
万
ぐ
ら
い
の
も
の

で
ど
ざ
い
主
す
が
、
そ
の
う
ち
の
、
こ
の
学
術
会
譲
の
一

番
誼
要
左
任
務
で
ご
ざ
い
ま
す
学
術
会
談
の
会
譲
の
開
催

露
あ
る
い
は
関
係
費
と
い
う
の
瀞
ご
ざ
い
鴬
す
が
、
そ

れ
が
昭
和
五
十
三
年
腱
で
は
一
億
一
千
六
百
と
、
そ
説
試

昭
和
五
十
八
年
一
侭
三
千
万
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
お
り
室
す

が
、
汽
車
貿
歳
ん
か
が
上
が
っ
て
変
通
饗
が
上
が
っ
て
お

り
表
す
の
で
、
こ
れ
は
全
く
上
譲
っ
て
い
な
い
と
言
っ
て

も
い
い
わ
け
で
ご
ざ
い
霞
す
。
全
体
と
し
て
少
し
五
十
三

年
ご
ろ
か
ら
ふ
え
て
お
り
ま
す
の
は
、
結
局
こ
れ
ば
事
務

費
の
ベ
ア
と
か
そ
う
い
う
関
係
噌
ご
ざ
い
ま
し
て
篭
一
番

霞
要
な
も
の
で
あ
る
会
儀
、
あ
る
い
は
国
際
共
同
願
案
と

Ｌ
、
力

そ
う
い
う
も
の
を
全
部
合
わ
せ
ま
し
て
も
一
億
七
千

ｐ

万
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

麓
は
か
つ
て
学
術
会
識
に
お
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
誉
す

が
診
あ
る
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
て
諺
そ
の
こ
と
挺
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
の
運
鋤
象
が
学
術
会
讃
に
な
だ
れ
込
ん
篭
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
関
係
で
、
必
死
侭
歳
っ
て
そ

の
露
査
を
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
で
、
そ
の
縄
査
の

巽
用
と
い
う
も
の
は
一
文
も
出
な
い
わ
け
竜
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
説
奮
柚
々
の
常
置
委
負
会
あ
る
い
隙
特
別
委

員
会
篭
研
連
そ
の
他
の
会
鬮
が
ご
ざ
い
童
す
け
れ
ど

も
、

錐
会
は
一
年
に
二
回
で
薑
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
篭
直

委
鈎
会
と
い
う
の
ば
年
に
三
回
し
か
開
か
れ
な
い
ｃ
そ
の

他
の
蚕
負
会
で
も
、
迫
方
か
ら
お
い
で
に
な
る
方
で
、
あ
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昭
和
五
十
八
年
五
月
十
二
日
（
木
堰
日
）

午
前
十
時
四
十
三
分
閲
会

塞
貫
の
異
動

五
月
十
二
日辞
任
補
欠
選
任

内
麓
書
三
郎
君
田
代
由
紀
男
君

秦
野
章
君
高
木
正
明
君

宮
之
顧
貞
光
雲
・
対
馬
孝
且
君

藤
田
進
君
瀬
谷
英
行
君

小
野
閣
君
赤
榎
謹
霧

出
窮
者
は
左
の
と
お
り
℃

委
員
長
堀
闇
俊
夫
君

理
事

乗
員

片
山
正
英
君

田
沢
智
治
君

粕
谷
照
美
君

佐
藤
昭
夫
君

井
上
裕
君

山
東
昭
子
君

杉
山
令
肇
君

世
耕
政
隆
君

田
代
由
紀
男
君

寓
木
正
囲
謂

内
亜
誉
三
駆
君

中
西
一
郎
君

仲
剛
幸
男
君

赤
詞
操
君

瀬
谷
英
行
君

対
馬
孝
且
讃

柏
感
ヤ
ス
君

高
木
健
太
躍
君

、恩
西
祷
行
君

衆
議
院
議
員

前
島
英
三
郎
君

文
教
委
員
長
代
理
石
橋
一
弥
君

、
国
務
大
臣

政
府
委
員

事
務
局
側

。
説
明
員

参
考
人

内
閣
総
理
大
臣
嘩
営
榎
康
弘
譜

文
認
大
臣
瀬
戸
山
三
男
君

国
務
大
臣

《
総
理
府
総
秘
長
丹
羽
兵
助
君

富
）

内
閣
隷
理
大
臣
官

房
総
蔑
審
議
官

手
塚
康
夫
君

湘
騨
雲
雪
簔
竪
君

文
謡
省
大
学
局
長
宮
蝿
賞
一
君

文
郵
省
学
術
鬮
醸
大
鴬
仁
弱

局
長

常
任
乗
員
会
専
門

負

溺
嘉
諾
宏

鶉
謹
大
臣
官
憲
完
雲

躯
雛
鋤
医
務
隠
匿
‐
摘
尾
和
子
沼

日
本
学
術
会
圏
会

長

久
保
亮
五
謡

一
橘
大
学
教
授
永
原
慶
巽
君

’

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

Ｏ
参
考
人
の
出
席
要
求
腱
関
す
る
件

Ｏ
白
木
学
街
会
竃
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
海
関

提
出
）

Ｏ
学
技
敬
育
法
の
一
藻
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
珊
提

幽
、
衆
議
院
避
付
〉

◎
医
学
及
び
歯
学
の
教
育
の
た
め
の
献
体
に
関
す
る
渋
穂

案
（
衆
議
院
提
出
）

○
勇
員
長
（
堀
内
俊
夫
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
文
教
委
員
会

を
開
会
い
た
し
ま
す
。

参
考
人
の
出
脇
要
或
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
お
諮
り
灘

た
し
ま
す
ｃ

鳳
本
学
術
会
識
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
審
登

の
た
め
、
本
局
、
日
本
学
術
会
議
会
長
久
保
亮
玉
君
及
び

一
議
大
学
教
授
永
畷
慶
二
君
を
参
考
人
と
し
て
郷
席
を
求

め
る
こ
と
に
御
災
議
ご
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

弓
異
議
な
し
』
と
呼
残
者
あ
り
唾

Ｏ
霊
員
長
（
塘
内
俊
夫
君
）

う
表
定
い
た
し
ま
す
。

御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ
よ

○
婆
民
憂
（
堀
内
俊
夫
君
》
日
本
学
術
会
護
法
の
一
薙
髪

改
正
す
る
法
祁
案
を
議
腿
と
し
、
質
疑
を
行
い
ま
す
。

質
疑
の
あ
る
方
障
願
汰
御
発
言
廟
い
ま
す
。

○
粕
谷
照
美
君
す
で
に
四
月
の
二
十
八
日
、
そ
し
て
五

月
の
十
日
、
そ
し
て
き
ょ
う
が
十
二
日
で
、
三
回
目
の
審

議
に
入
っ
て
い
て
こ
う
醜
う
質
問
を
す
る
の
も
実
は
お
か

し
い
の
で
す
が
、
心
の
序
で
ど
う
も
嶽
然
と
し
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
齢
少
々
法
律
の
審
謡
腱
つ
い
竃
の
質
疑
を
い

た
し
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
法
律
は
緯
理
臓
股
澄
法
の
十
六
条
の
三
に

基
づ
く
日
本
学
術
会
議
瀧
の
一
部
改
正
案
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
内
閣
委
員
会
で
審
蔑
を
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
胆
考
え
て
お
り
ま

す
。
魁
ど
も
社
会
党
の
文
教
部
会
で
も
尋
あ
る
い
は
参
圏

院
の
中
で
も
、
文
敷
な
の
か
内
閣
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

ず
い
ぷ
ん
議
飴
が
起
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

の
文
教
委
員
会
で
審
謡
を
す
る
と
い
う
、
こ
の
法
律
的
砥

根
拠
と
い
う
醤
の
蹴
一
体
雪
こ
随
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

○
政
病
委
員
（
手
壗
康
夫
君
）
正
直
命
し
ま
す
と
謹
泓
ど

も
の
方
も
当
初
賦
内
閣
委
員
会
と
実
賎
思
い
込
ん
で
お
り

ま
し
た
遜
韓
が
ご
ざ
い
ま
す
．
法
案
化
と
い
う
よ
う
な
動

き
も
ご
ざ
い
ま
し
て
国
会
の
方
に
御
相
談
に
参
り
ま
し
壷

ら
、
実
は
国
会
の
事
務
局
の
方
が
衆
議
院
規
則
、
参
議
隙

規
則
を
参
照
い
た
し
ま
し
て
や
こ
れ
は
ど
う
も
臓
閣
羨
邑

会
で
腱
扱
え
な
い
か
も
し
れ
な
．
い
と
い
う
お
篭
も
ご
ざ
い

ま
し
て
、
種
ど
も
も
さ
ら
淀
い
ろ
い
ろ
御
検
爵
腐
雪
施
わ

け
な
ん
で
す
が
鶏
過
去
の
軽
緯
を
見
ま
し
て
も
や
二
十
三

年
に
こ
の
会
蔵
法
謬
で
き
ま
し
た
と
き
も
突
膣
文
数
委
員

会
で
棄
参
と
も
や
っ
て
お
ら
説
ま
し
だ
し
、
そ
れ
か
ら
逢

車
二
回
ほ
ど
改
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
実
は
文
教
委

員
会
で
や
っ
て
お
ら
掘
る
わ
ば
で
す
。

詩
腱
衆
議
院
規
鮒
の
混
合
に
瞳
明
蕊
に
、
置
本
学
指
会

識
の
所
管
漣
関
す
る
顎
項
賎
文
教
委
員
会
で
扱
う
と
い
量

ふ
う
腱
な
》
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
点
、

そ
熱
か
ら
過
去
の
点
も
考
え
て
、
こ
れ
賎
文
教
委
員
会
で

や
ら
ざ
る
壱
穗
葱
い
ん
で
賎
な
い
か
と
い
う
事
誘
源
の
意

見
§
ご
ざ
い
ま
し
た
し
毒
こ
れ
ば
最
鍵
的
に
は
国
会
の
問

題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
国
会
の
方
で
文
教
鍾
員
会
と
い
う

御
判
断
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
ふ
う
に
漫
ど
も
考
え
て
お

動
ま
す
。

Ｏ
頼
谷
照
美
雷
薩
か
に
衆
議
院
で
は
規
則
躯
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
当
時
こ
の
法
律
老
審
議
す
る
の
蹴
捻
理

府
織
務
長
官
の
も
と
で
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
条
件
紀
な

か
っ
た
か
ら
も
便
宜
的
に
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
こ

と
で
文
裁
委
員
会
で
や
づ
た
⑳
で
は
憩
い
か
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
判
瞬
い
た
し
蓑
す
け
れ
ど
も
、
わ
が
国
の
学
術
捧

澗
、
学
術
行
政
と
い
う
も
の
に
大
き
鞍
影
響
を
与
え
愚
重

要
な
法
築
で
あ
れ
ば
、
筈
通
通
常
国
会
の
冒
頭
腱
鴎
し
て

患
て
、
そ
し
て
国
民
や
賎
員
や
科
学
者
の
前
腿
ぞ
鰯
内
審

挺
つ
い
て
早
く
か
ら
鯛
ら
か
渡
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

ぼ
い
閏
題
龍
っ
だ
と
い
う
ふ
う
梶
思
う
わ
げ
で
す
談
、
そ

れ
が
突
如
と
し
て
と
い
う
よ
う
職
感
じ
で
参
議
院
に
回
っ

て
き
て
、
し
か
も
文
教
委
員
会
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

ば
、
や
壱
ば
り
納
将
の
い
か
厳
い
も
の
が
あ
愚
わ
け
で
あ

り
ま
す
○

そ
う
し
ま
す
と
節
§
し
こ
の
変
に
こ
う
い
う
よ
う
惹
法

D

P

畷
十
八
銅
参
議
院
文
教
委
員
会
会
議
ゞ
録
第
八
号
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う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
。
や
櫨
り
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
．
、

学
協
会
は
今
度
は
責
任
を
持
う
て
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
も

う
方
を
出
し
、
そ
れ
を
広
く
二
百
十
名
の
構
虞
の
中
で
、

こ
う
い
う
方
瀞
い
い
じ
ゃ
ほ
い
か
と
、
そ
う
い
う
蹟
し
合

い
で
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
○
粕
谷
照
美
君
い
ま
の
審
霞
官
の
御
答
弁
臆
非
常
に
問

題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
ね
◆
い
ま
ま
で
の
推
蕗
は
学
会

が
余
り
責
任
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
園
涜

で
健
准
い
で
す
か
。
長
官
、
・
そ
の
点
腱
つ
い
て
ど
う
お
考

え
で
承
か
。
い
ま
ま
で
こ
の
会
員
随
な
ら
れ
て
立
候
補
さ

れ
る
方
、
そ
れ
は
推
麗
老
さ
れ
て
立
侯
補
す
る
方
も
い
ら

や
し
や
る
し
、
立
像
翻
し
た
後
で
推
薦
を
受
け
る
方
も
い

ら
っ
し
や
る
け
れ
ど
も
、
推
薦
は
ち
ょ
っ
と
問
題
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
れ
、
だ
れ
が
ど
こ
で
判
断
す
愚

の
で
す
か
。

Ｏ
政
府
雲
風
（
藤
江
弘
一
君
）
私
溌
お
答
え
す
る
の
は
、

あ
る
い
は
差
し
出
が
ま
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
や
先
ほ
ど
先
生
か
ら
御
擶
摘
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う

に
、
現
在
会
員
立
侭
補
者
の
方
左
は
、
ほ
と
ん
ど
が
学
機

会
あ
る
い
は
大
学
等
か
ら
推
蕗
を
受
け
て
お
ら
れ
石
方
々

で
こ
ぎ
い
ま
す
○
も
ち
ろ
ん
数
学
会
か
ら
推
薦
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
職
ま
す
し
諺
そ
の

壷
睡
禰
等
に
つ
職
て
ぱ
い
ろ
い
ろ
背
景
と
し
て
ば
ご
ざ
い
室

す
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
謹
ど
も
と
し
て
は
、
学
髭
会
は

そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
推
麗
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

○
粕
谷
照
美
君
そ
う
す
墨
と
、
答
弁
違
う
鯵
や
な
ゆ
で

す
か
。
長
宮
、
ど
っ
ち
が
正
し
い
ん
で
す
か
。
余
り
推
薦

・
人
責
任
を
持
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
片
一
方

は
、
い
や
、
幹
会
ち
ゃ
ん
と
責
任
を
持
っ
て
推
館
し
た
ん

、
じ
ゃ
な
い
か
と
。
ど
っ
基
を
と
っ
た
ら
よ
ろ
し
い
ん
で
す

か
。
Ｏ
政
府
婆
貝
（
手
濠
康
夫
君
）
識
、
．
い
ろ
ん
な
方
々
、
懇

践
会
ば
か
り
じ
ゃ
芯
く
て
い
ろ
ん
な
先
生
方
な
ど
か
ら
梅

，
意
見
伺
っ
た
と
き
の
、
一
つ
の
御
意
見
と
し
て
承
つ
だ
こ

と
は
事
実
な
ん
で
す
が
、
た
だ
、
、
も
う
一
つ
の
問
題
点

ば
、
現
在
学
術
会
讃
の
登
録
学
懐
会
と
い
う
の
は
五
百
震

度
厳
ん
で
す
。
そ
の
中
で
実
際
に
出
し
て
い
る
の
は
ど
の

■

く
ら
い
か
と
い
う
と
、
現
在
ま
た
少
な
く
蝋
っ
て
い
る
。

で
す
か
ら
、
今
度
の
仕
組
み
は
学
機
会
随
も
う
少
し
責
任

暹
捲
た
せ
て
選
ば
せ
る
と
い
う
点
に
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
ら
ょ
つ
と
裏
か
ら
南
し
上
げ
た
点
で
お
し
か
り
老
受

輸
ま
す
の
は
諺
そ
の
点
は
撤
回
い
た
し
ま
す
。
た
だ
、
今

度
の
伐
組
み
鱈
さ
ら
腱
学
協
会
に
責
任
を
持
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
御
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｏ
狛
谷
照
美
暦

も
う
少
し
責
任
を
強
く
祷
っ
て
も
ら
い

た
い
、
こ
う
い
う
気
持
ち
で
言
っ
た
ん
だ
添
言
葉
が
足
り

な
か
っ
た
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
腱
じ
ゃ
あ
瓢
も
理
解
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
穣
か
に
立
醗
補
さ
れ
た
槙
人
の
万
に
つ
い

て
、
個
人
有
推
者
が
い
ろ
い
ろ
な
批
判
ば
捲
っ
て
い
る
と

い
う
ふ
う
漣
惑
い
ま
す
よ
。
何
で
燕
ぺ
三
十
三
年
も
や
っ

て
い
る
ん
だ
と
か
、
あ
ん
な
二
流
、
三
擁
が
何
だ
と
か
、

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
、
自
分
が
一
流
だ
と
思
え
ば
そ
う
い

う
こ
と
壱
言
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
。
し
か
し
、
そ

の
着
っ
て
い
る
人
絶
対
し
て
、
あ
な
た
は
一
流
だ
と
い
う

こ
と
を
ど
な
た
が
言
っ
て
く
だ
さ
る
か
、
こ
う
い
う
問
腿

も
含
め
ま
し
て
、
学
者
の
祥
い
先
生
の
社
会
と
い
う
の
は

非
霜
挺
む
ず
か
し
鞆
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
弗
素
専
攻

な
ど
と
い
う
踵
と
を
考
え
ま
し
て
も
、
弗
素
鯰
人
体
に
有

害
で
あ
る
と
い
う
の
と
、
も
う
大
牛
金
大
だ
と
い
う
の
と
、

も
う
全
然
価
値
判
断
が
鍵
う
よ
う
葱
方
然
、
あ
れ
域
一
流

の
学
者
だ
や
こ
っ
ち
は
二
流
の
学
者
誼
な
ん
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
判
断
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
い
ろ
ん
な
雑
音
に
は
握
り
回
さ
れ

な
い
で
、
謹
濫
や
っ
ぱ
り
学
機
会
は
諺
い
ま
ま
で
の
公
選

制
で
や
っ
て
い
っ
て
も
、
選
挙
制
で
や
季
て
い
っ
て
も
、

き
ち
ん
と
し
た
責
任
を
持
っ
た
推
露
壱
や
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
努
力
を
お
願
い
を
す
る
、
注
意
を
す
る
と
い
う
の
が

鐙
理
府
の
態
度
で
は
趣
い
漬
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
腱
肴
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
雪
こ
の
謹
馬
制
に
い
た
し
ま
す
と
、
鼓
争
率

が
怪
下
し
だ
の
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
蹴
れ
ど
も
、
鎚
争
率

と
漁
う
ん
で
す
か
、
・
立
候
補
者
溌
少
な
い
と
い
う
原
頭
そ

の
も
の
は
、
鶏
が
先
か
卵
が
先
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
梶
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
憲
す

か
。
◎
政
府
美
員
（
露
江
弘
一
君
）
た
減
い
ま
の
郷
質
縄
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
競
争
率
と
睦
推
麓
髄
は
必
ず
し
も

私
ど
も
関
係
は
な
い
と
い
う
ふ
う
腱
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
輪
谷
鼠
美
君
推
蕗
髄
に
な
れ
ば
藤
か
に
競
争
と
い
う

の
は
な
く
鞍
ろ
わ
け
で
す
か
ら
あ
れ
で
す
け
れ
ど
も
、
推

薦
踊
避
と
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
有
権
者
の

方
だ
が
大
き
く
学
術
金
徹
に
対
し
て
同
を
向
繊
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
鐸
な
っ
て
い
く
と
瞳
圓
い
ま
す
げ
れ
ど
も
、

飛
躍
的
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
判
断
毒
し
て
い
ら

つ
し
や
る
ん
で
す
か
。

Ｏ
政
膳
委
員
（
藻
江
弘
一
君
）
た
だ
い
ま
の
御
指
摘
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
改
瀧
委
員
会
等
で
も
そ
の
点
の
議

駒
ば
ご
ざ
い
ま
し
て
診
先
ほ
ど
も
お
話
ご
ざ
い
ま
し
だ
よ

う
に
、
学
惚
会
内
で
の
関
心
と
い
う
の
は
非
震
に
強
ま
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
推
定
隊
い
た
し
て
お
り
室
す
曇

◎
粕
谷
照
美
君

私
ば
、
こ
の
学
術
会
議
腱
対
す
る
、
若

い
人
だ
ち
が
入
ら
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
摺
頼
感
が
落
ぢ

て
い
る
と
か
、
意
識
が
薄
れ
て
い
る
と
か
と
い
う
い
ろ
い

ろ
な
批
判
を
つ
く
り
出
す
条
件
と
い
う
も
の
が
政
治
的
に

あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
罐
午
前
中
躯

い
ろ
い
ろ
な
例
を
挙
啄
な
談
ら
意
見
を
噸
し
上
げ
だ
と
こ

ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
科
学
技
術
会
篭
や
学
術
審
議
会
、
学

術
振
興
会
、
そ
う
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
施
限
を

蕊
露
し
て
い
弓
だ
。
蚕
露
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
要
ら
な
い

も
の
が
取
ら
れ
て
、
太
震
が
残
っ
て
学
術
会
議
の
本
当
の

仕
事
が
で
き
る
ん
だ
と
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
か
と
思
靹
ま

す
紗
れ
ど
も
、
む
か
し
、
そ
う
い
う
本
当
の
仕
蕊
を
す
愚

と
い
う
恵
礒
も
含
め
て
篭
そ
れ
で
は
予
算
諸
置
は
ど
う
な

ん
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
顕
が
あ
り
ま
す
頑
。
活
動
力
を
糊

隈
さ
れ
て
い
て
な
お
か
つ
章
質
的
潅
仕
亭
が
で
き
る
ん
だ

ろ
う
か
、
こ
う
い
う
疑
間
が
あ
り
ま
す
ｃ
そ
の
辺
の
と
こ

ろ
の
疑
潤
点
を
学
術
会
譲
の
会
員
の
方
鞄
腱
閲
薙
に
謹
弱

も
す
る
こ
と
な
し
に
こ
う
い
う
法
律
を
総
会
の
前
に
決
め

て
し
ま
う
鞍
ん
て
い
う
こ
と
ば
、
乱
は
問
題
が
あ
る
と
い

う
ふ
う
腱
判
断
い
た
し
ま
す
。
そ
の
点
睦
ど
う
い
う
お
考

え
で
す
か
。

○
政
府
委
員
（
手
溌
康
夫
電
）
先
ほ
ど
も
螺
し
上
瀞
き
し

た
よ
う
艇
、
私
ど
も
賎
、
学
寵
会
溺
の
扇
意
を
取
り
つ
捗

る
と
い
う
墨
と
が
わ
れ
わ
れ
法
案
を
出
す
前
提
と
睦
聴
っ

て
い
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
学
捲
会
溌

側
の
意
見
を
十
分
取
り
入
説
て
い
か
な
げ
れ
ば
い
瞳
厳
い

と
い
う
こ
と
で
漣
議
は
重
ね
て
ま
い
壱
韮
つ
も
り
で
ご
ざ

い
震
ず
。
そ
れ
は
申
し
合
わ
誉
に
よ
っ
て
も
、
会
長
壱
窓

ロ
と
し
、

会
長
も
運
営
審
議
会
等
に
諮
り
職
が
ら
相
談
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
群
ま
し
て
、
私
ど
も
賎
そ
う

い
う
意
味
で
十
分
溺
議
を
尽
く
し
龍
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま

す
吟
あ
と
総
会
内
諜
で
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
が
龍

そ
認
は
内
部
の
問
題
と
し
で
、
会
長
か
ら
や
捻
り
会
員
の

方
に
御
理
解
い
た
滝
く
よ
う
腿
し
て
い
た
だ
く
の
が
私
懲

先
渋
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
輪
谷
照
美
君
そ
れ
は
学
術
会
溌
の
涌
意
を
取
り
づ
け

な
い
で
も
法
的
に
は
で
き
る
で
し
ょ
う
ね
画
し
か
し
、
法

律
の
篭
神
毫
の
も
の
を
本
当
に
蓉
逮
し
て
い
く
と
い
う
態

度
か
ら
は
Ｉ
あ
慰
涯
方
は
こ
龍
で
十
分
努
力
を
し
だ

と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
憲
す
．
し
か
し
綴
た

ち
は
、
そ
の
努
力
は
な
っ
て
な
い
と
ゞ
こ
う
判
既
を
し
て

い
る
の
で
、
そ
こ
の
判
断
が
違
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
だ

か
ら
同
じ
こ
と
を
何
度
も
何
磁
も
、
繰
り
遼
し
繰
り
返
し

質
問
し
て
い
る
し
、
あ
な
た
の
方
も
園
じ
こ
と
を
何
度
も

何
鹿
も
答
弁
を
し
て
い
る
ｏ
全
く
も
う
ず
れ
違
い
鰯
議
露

に
し
か
慰
号
種
い
な
い
こ
と
老
非
常
に
残
念
に
思
奄
て
お

２
受
さ
て
、
そ
れ
で
誰
蔑
制
の
こ
と
減
別
腱
し
ま
世
て
そ
の

次
腱
移
り
患
す
が
、
学
術
会
溌
の
会
員
に
つ
い
て
、
い
ま

ま
で
は
総
理
大
臣
の
任
命
行
為
鋲
な
か
っ
た
わ
け
で
す
け

れ
筐
も
、
今
度
法
律
が
霊
患
と
あ
尋
わ
け
で
す
穂
嘩
鮫
潟

か
ら
の
識
立
佳
、
自
主
髭
を
担
曝
と
す
る
と
い
う
憲
艤
急

い
ま
ま
で
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
法
律
を
通
す

こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
状
溌
の
違
い
が
出
て
く
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
濃
た
ち
は
非
常
に
心
迩
潜
ざ

る
壱
得
な
い
わ
け
で
す
む

い
ま
ま
で
二
回
②
審
議
の
中
で
も
、
た
し
か
蔑
太
委
員

銅
方
か
ら
混
立
大
学
長
の
例
を
挙
購
ま
し
て
御
心
配
も
念

め
な
が
ら
質
疑
が
あ
り
漢
し
た
膨
れ
淫
も
、
繕
対
艇
そ
ん

な
独
立
住
蓮
侵
し
た
り
推
駕
を
さ
れ
龍
方
を
任
命
を
拒
宿

す
る
な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
。



Ｏ
鋭
明
具
（
高
岡
完
治
君
）
た
だ
い
ま
御
審
議
い
た
だ
い

が
、
こ
れ
が
実
質
的
な
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
は
君
ど
も

劃
制
測
剥
鈍
刺
馴
剰
団
刈
り

Ｏ
粕
谷
照
美
君
私
は
、
い
ま
の
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、

こ
の
法
律
を
見
て
思
い
出
す
こ
と
は
，
い
ま
ま
で
教
育
委

員
と
い
う
の
は
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
が

今
皮
任
命
制
に
変
わ
る
と
き
に
猛
烈
な
反
対
連
勵
が
あ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。
私
な
ん
か
も
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
反
対

し
た
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
任
命
制
に
な
っ

て
か
ら
大
変
還
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
そ
の
与
え
る
影
蒋

と
か
犠
限
と
か
、
そ
れ
か
ら
妾
誇
と
か
が
全
く
遭
通
に
な

っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
、
上
か
ら
の
。
そ
う
い
う
意
球
も

含
め
ま
し
て
、
学
術
会
磯
の
独
立
性
と
い
う
も
の
が
侵
さ

れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
こ
う
い
う
心
配
を
持
つ
も
の
で

す
か
ら
、
何
度
も
何
度
も
念
を
押
し
て
海
ろ
わ
け
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
診
い
ま
ま
で
行
わ
れ
た
二
度
の
国
立
大
学

長
の
拒
否
事
件
が
起
き
な
い
と
い
う
保
証
は
こ
の
法
律
の

中
に
ど
こ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。
ど
こ
の
と
こ
ろ
考
賎

ん
だ
ら
、
あ
あ
な
ろ
ほ
ど
大
丈
夫
な
ん
だ
と
理
解
が
で
き

る
ん
で
す
か
。

左
右
す
る
と
い
う
こ
と
ば
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
砿
か
に

娯
解
を
受
け
る
の
は
、
推
闘
調
と
い
う
首
葉
と
そ
れ
か
ら

捻
理
大
臣
の
任
命
と
い
う
冨
葉
は
鈷
び
つ
い
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
中
身
麺
な
か
な
か
御
理
解
で
き
敏
い
方
は
、

何
か
多
数
推
麗
さ
れ
た
う
ち
か
ら
総
理
大
臣
が
い
い
人
を

週
ぷ
の
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
印
象
を
与
え
て
い
る
の

鯵
や
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
最
近
私
も
し
て
ま
い
っ
た
の

で
す
が
、
仕
組
み
を
よ
く
見
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
り
ま
す

よ
う
に
、
研
連
か
ら
出
し
て
い
た
だ
く
の
は
ち
ょ
う
ど
二

百
十
名
ぴ
っ
た
り
を
出
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
し

て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
剰
測
矧
剰
劇
頚
矧
潤
剛
湖
側

老
朽
う
と
の
は
、
従
来
の
呈
は
選
挙
に
よ
っ
て

捌
削
詞
震
い
ｂ
室
し
た
ら
、
そ
れ
を
形
式
的
に
任
命
行
為

劉
刈
到
剴
罰
訓
剛
引
国
圏
で
任
命
制
魯
置
い
て
お
り
ま
す

ど
も
は
、

Ｏ
政
府
鍵
貝
（
手
壕
康
夫
君
）
沈
回
の
高
木
先
生
の
御
質

問
に
対
す
る
お
答
え
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
私

い
能
た
め
に
任
命
と
い
う
の
が
必
婁
が
な
か
っ
た
の
で
す

鰯
六
部
文
教
委
員
会
会
議
録
第
八
号
昭
和
五
十
八
年
五
月
十
二
円
【
霧
慮
院
】

申

Ｉ
、

ｰ

|’
○
段
明
員
（
商
岡
完
治
君
〉

Ｏ
翰
谷
照
茂
君
法
解
釈
で
は
絶
剣
に
大
丈
夫
だ
と
、
こ

う
理
解
し
て
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
窯
す
ね
。

Ｏ
娩
明
員
へ
室
岡
完
治
箔
）
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
法
律
案
審
査
の
段
階
に
お
き
ま
し
て
、
内
閣
法
制

局
の
担
当
参
事
官
と
十
分
そ
の
点
は
乱
ど
も
詰
め
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
粕
谷
照
美
義
同
じ
と
こ
ろ
に
、
二
十
五
条
、
二
十
六

条
で
で
す
か
等
会
員
の
辞
職
の
承
認
も
総
理
大
臣
が
行
う

と
い
う
こ
と
腱
な
っ
て
い
ま
す
が
篭
そ
の
理
由
は
何
で
す

か
倉

上
げ
れ
ば
、
、
そ
の
文
苫
を
解
釈
す
れ
ば
諺
そ
の
中
身
が
二

◎
説
明
月
（
商
岡
完
治
翁
）
そ
う
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
、
こ
の
条
文
の
謡
み
方
と
い
た
し
ま
し
て
、
扱

薦
に
基
づ
い
て
、
ぎ
り
ぎ
り
し
た
法
解
釈
諭
と
し
て
申
し

百
人
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
一
人
で
あ
れ
、
形
式
的
准
係
命

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｏ
粕
谷
照
美
君
た
っ
た
一
入
の
国
立
大
学
の
学
長
と
は

逸
う
、
セ
ッ
ト
で
二
百
十
人
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
一
人

は
い
け
ま
せ
ん
と
か
、
二
人
は
い
け
ま
ぜ
ん
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
鞍
い
と
い
う
鋭
明
に
な
る
の
で
す
か
“
セ
ッ
ト

で
二
百
十
人
全
部
を
任
命
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
か
。

点
に
つ
き
藍
し
て
は
、
内
閣
法
制
局
に
お
き
ま
す
法
律
案

似
謝
謝
酬
劉
創
側
糊
剖
劉
劉
剃
捌
劇
剴
制
到
矧
劉
園
矧
Ｈ
ｑ

測
卿
刺
認
令
樹
為
密
行
う
ど
い
罰
ふ
う
に
こ
の
条
文
を
私

て
お
り
ま
す
濫
案
の
鰯
七
条
鰯
二
項
の
規
定
枢
基
づ
き
ま

し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
形
式
的
な
任
命
行
為
を
行
う
と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
轍
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
条
文
を
論

み
上
げ
ま
す
と
、
「
会
員
は
訟
第
二
十
塞
条
の
規
定
に
よ

る
推
薗
に
基
づ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
こ
れ
を
任
命
す

る
。
』
こ
う
い
う
表
現
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
た
だ
い

ま
総
務
審
蟹
富
の
方
か
ら
お
柊
え
噸
し
上
げ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
二
百
十
人
の
会
員
が
研
連
か
ら
推
駕
さ
れ
て
ま

為
に
懇
ろ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
従
来
の
遍
稲
謡
が

砂
で
ご
ざ
い
ま
す
。
陶
翻
総
理
大
臣
の
発
令
行
為
と
申
し

剥
制
刎
馴
１
刷
刺
個
剛
側
制
引
例
副
馴
刺
制
捌
劉
１
ｑ
剛

Ｏ
政
府
委
員
〈
手
濯
康
夫
電
）
国
家
公
私
員
に
な
る
か
ど

う
か
と
い
う
の
が
学
術
会
識
が
最
初
に
で
き
た
と
き
問
題

極
な
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
、
燭
家

よ
う
に
私
ど
も
は
解
釈
壱
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
Ｏ
粕
谷
顛
美
君
学
会
が
黄
任
を
持
っ
て
聴
先
ほ
ど
も
貢

わ
れ
ま
し
た
よ
う
随
、
い
ま
と
違
っ
て
も
っ
と
強
い
貴
任

を
持
っ
て
推
露
を
さ
れ
た
人
は
自
動
的
に
な
る
、
内
閣
総

理
大
臣
が
任
命
し
な
く
だ
っ
て
学
会
員
腱
廼
ろ
と
、
こ
う

い
う
こ
と
に
は
域
的
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

刺
劃
矧
叫
そ
の
た
め
に
垂
十
五
条
、
二
十
六
条
は
、
従
来

は
総
会
の
恥
な
る
拙
通
の
決
醸
、
あ
る
い
は
意
に
反
す
る

解
職
の
鵯
合
に
つ
き
ま
し
て
は
総
会
の
特
別
決
趨
に
よ
り

ま
し
て
そ
の
鋤
位
を
奪
う
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
お
っ
た

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
げ
れ
番
も
、
そ
の
瞥
通
決
霞
、
特
別

決
議
の
点
姓
現
行
法
の
と
お
り
と
い
た
し
ま
し
て
、
形
式

的
に
そ
の
要
件
を
欠
い
龍
ま
ま
で
辞
職
の
発
令
行
為
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
も
注
鰯
七
条
嬢

要
項
と
伺
椴
、
全
く
形
錨
的
な
発
令
行
為
と
、
こ
の
よ
う

に
私
ど
も
理
解
し
て
お
り
議
す
。
こ
の
点
は
掲
閣
注
剰
聞

と
も
十
分
節
遍
条
第
二
現
岡
嫌
詰
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
．

◎
粕
谷
照
美
君
そ
れ
で
は
内
閣
総
理
大
臣
の
任
命
行
為

は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
む
し
ろ
こ
の
趣
涛
に
反
す

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
任
命
は
あ
く
ま
で
形
式
的
で
あ

っ
て
実
質
的
な
窓
味
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
ん

な
の
や
め
た
方
が
い
い
。
学
術
会
賎
の
滋
自
性
、
自
主
住

の
趣
旨
に
合
わ
な
い
、
こ
う
思
う
の
躯
対
し
て
ば
ど
う
い

う
ふ
う
に
副
解
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

Ｏ
制
鯏
馴
到
劉
劉
罰
劉
劉
こ
説
は
む
し
ろ
先
生
御
指
摘

の
よ
う
に
Ｄ
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
、
今
回
の
改
正
法
案
は
推
薦
腱
変
え
ろ
、
こ
う
鞆

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
猟
選
挙
制
か
ら
推
朗
制
に
変

え
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
の
改
正
法
案
の
眼
目
が
あ
る
わ

Ｉ

Ｉ
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が

ど

う

し

て

も

法

律

上

腰

ろ

と

、

こ

う

い

う

こ

と

で

ご

ざ

的
な
地
位
を
獲
栂
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
発
令
行
為

到
劇
調
劃
顎
謝
謝
劉
封
理
朝
制
罰
覇
湖
、
雷

（

Ｏ
粕
谷
照
美
君
い
ま
の
学
禰
会
麟
の
会
員
構
成
に
つ
い

て
で
す
け
れ
ど
も
、
推
醜
制
に
な
っ
た
ら
本
当
に
望
ま
し

い
何
か
新
し
い
会
員
綱
成
に
趣
る
の
か
な
あ
と
い
う
期
待

な
ど
も
持
壱
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
お
り
ま
す
の
で
お
伺

い
す
る
わ
鯵
で
す
謝
れ
ど
も
診
た
と
え
ば
年
齢
猫
成
篭
と

か
勇
女
比
あ
る
い
は
職
業
別
電
民
間
企
業
諺
研
究
機
関
静

研
究
者
の
占
め
る
比
率
だ
と
か
、
あ
る
い
は
大
学
の
敏
員

に
つ
い
て
は
圏
公
堪
立
別
の
割
合
だ
と
か
、
国
立
大
学
に

つ
い
て
は
旧
帝
大
の
系
統
角
勤
方
大
学
と
、
こ
う
い
う
よ

う
な
劉
合
淫
つ
い
て
の
御
開
査
は
あ
り
ま
す
か
。

○
政
病
勢
員
（
麗
江
弘
一
君
）
た
だ
い
ま
御
詣
鏑
の
全
部

で
は
と
ぎ
い
ま
せ
ん
げ
れ
ど
も
、
部
分
的
に
は
用
意
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

○
粕
谷
照
美
君
部
分
的
に
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
御
瀧
明
く

だ
さ
い
。

○
政
府
鉾
員
（
醗
江
弘
一
君
）
ま
ず
、
所
属
機
関
別
で
ご

ざ
い
ま
す
鯵
れ
ど
も
、
国
立
大
学
の
方
が
百
十
八
名
で
雪

ざ
い
ま
す
。
公
立
大
学
が
十
三
名
、
私
立
大
学
が
六
十
二

名
、
宮
公
鵯
の
方
が
四
名
、
公
社
公
鬮
等
が
諄
名
、
民
聞

会
社
の
方
が
五
名
、
そ
の
他
が
六
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
に
は
女
性
の
方
が
一
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。

○
粕
谷
照
美
君
そ
う
し
ま
す
と
籍
行
管
庁
の
報
告
を
見

ま
し
て
も
、
学
の
比
率
が
九
一
。
九
％
野
官
の
比
率
が

二
・
九
、
産
の
比
率
が
二
・
四
、
そ
の
他
が
二
・
八
と
い

う
こ
と
脾
な
り
ま
す
程
。
非
瀦
に
鬮
立
大
学
の
先
生
方
の

占
め
る
比
率
と
靹
う
の
は
大
き
い
わ
け
で
す
ね
。
し
か

し
、
私
立
の
大
学
と
い
う
の
は
国
立
大
学
の
先
生
よ
り
も

も
っ
と
数
が
よ
け
い
考
ん
で
す
ね
、
磯
学
の
先
生
の
鼓
。

う
な
形
に
な
り
ま
す
と
、
そ
れ
で
筋
む
瞳
と
は
も
ち
ろ
ん

暗
に
は
任
命
行
為
を
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
慾
今
度
の
よ

幽
翻
伽
蜀
鞘
回
す
る
聾
閃
と
い
う
こ
と
で
、
迄
の
掲
合
に
は

中
で
、
図
公
法
の
中
で
も
戯
任
に
つ
い
て
選
挙
に
よ
る
こ

公
務
員
で
あ
る
、
し
か
も
そ
れ
ば
輔
別
職
と
い
う
こ
と
で

人
廟
院
も
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

軽
付
随
的
な
箱
為
と
し
て
形
式
的
な
任
命
を
行
わ
ざ
る

で
き
ま
せ
ん
し
、
い
ま
参
事
富
か
ら
も
申
し
ま
し
た
よ
う

そ
の
ま
ま
で
い
わ
ば
特
別
職
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
実

一

五

’
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み
ま
す
。

ｏ
佐
剪
昭
夫
君
願
実
で
あ
れ
ば
当
然
訂
正
診
賭
卵
の
何

ら
か
の
形
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
、
政

治
鎗
理
を
ロ
腱
さ
れ
る
中
曾
根
総
理
、
抽
禦
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
明
ら
か
に
う
そ
が
首
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
肇
湧

を
さ
れ
れ
ば
何
ら
か
の
対
処
老
さ
れ
ま
す
ね
。

○
園
跨
大
臣
（
中
官
譲
康
弘
職
）
と
も
か
く
相
蔑
臆
い
た

し
て
み
ま
す
。

○
佐
■
昭
夫
君
ま
だ
ろ
ょ
つ
と
、
一
分
あ
り
ま
す
ね
。

何
ら
か
の
相
験
を
す
る
、
そ
れ
は
総
理
と
し
て
の
、
総

鶴
と
し
て
の
指
導
性
は
何
も
発
揮
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

○
国
毒
大
要
中
■
涙
康
弘
君
）
や
は
り
本
人
の
自
主
性

胆
お
い
て
な
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
相
鋏
は

い
た
し
て
み
ま
す
。

○
佐
薫
昭
夫
電
結
局
そ
こ
へ
逃
げ
遥
む
ん
で
す
ね
。

終
わ
り
窪
す
・

Ｏ
小
西
博
行
君
日
本
の
将
来
の
た
め
に
は
、
私
は
先
畷

技
詣
の
腿
尭
と
い
う
も
の
が
非
糖
挺
大
き
な
重
要
な
堅
系

に
な
っ
て
く
る
と
い
う
ふ
う
に
鯛
々
か
ら
老
え
て
お
り
ま

す
。
研
究
銀
団
と
い
う
の
は
何
も
維
理
府
だ
妙
じ
ゃ
な
く

て
、
科
学
技
術
庁
に
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
各
省
庁
腱
ご
ぎ

い
ま
す
。
特
に
、
そ
の
中
で
総
理
が
学
構
会
酸
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
期
待
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
点
を
ま
ず

一
点
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
国
務
大
臣
（
中
目
浪
康
弘
君
）
学
術
会
蟻
捻
一
巷
縫
合

的
な
各
方
面
を
網
羅
し
た
学
者
の
集
団
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
国
醗
学
術
団
体
に
対
す
る
加
盟
、
あ
る
い
は

そ
の
交
流
の
度
合
い
も
わ
り
あ
い
に
総
合
的
肥
行
わ
れ
て

い
る
渦
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
腿

お
い
て
活
圃
を
期
待
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｏ
小
西
博
行
君
学
指
会
餓
の
立
て
直
し
考
図
ろ
た
め
に

今
度
の
改
正
法
案
が
出
た
と
い
う
ふ
う
に
墓
は
考
え
て
お

る
わ
轍
で
あ
り
ま
す
ｐ
し
か
し
、
蕊
懲
そ
の
法
案
鴬
け
の

改
正
で
は
前
向
き
に
な
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
心
配

も
閲
贈
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
も
詞
賎

し
ま
し
た
が
、
予
算
の
問
題
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
ば
学

者
そ
れ
ぞ
れ
の
動
橿
づ
薄
と
い
獅
室
す
か
、
こ
う
い
う
自

露
六
部
文
教
委
鬮
会
会
露
鰯
鏑
八
号
昭
和
五
十
八
年
五
恩
十
二
日
【
参
■
院
】

主
性
と
か
や
そ
う
い
う
問
題
も
十
分
に
考
え
て
あ
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
点
に
対
し
て
強
い
か
が
で
し
ょ
う
。

Ｏ
国
務
犬
臣
（
中
曽
根
康
弘
君
）
国
立
の
槻
関
と
し
て
こ

の
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
梱
関
が
で
き
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
か
ら
、
十
分
腱
活
圃
で
き
る
よ
う
腱
龍
眼
の
面
で
わ

れ
わ
れ
も
園
虜
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

○
前
島
英
三
郎
電
い
ろ
い
ろ
と
質
疑
の
中
で
、
こ
の
法

案
は
大
変
問
題
点
が
あ
る
の
で
は
癒
い
か
と
い
う
私
の
侭

人
的
認
識
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
学
術
会
餓
の
い
ろ

い
ろ
な
意
見
を
も
伺
う
耳
を
約
た
ず
、
縄
か
、
大
変
妙
な

形
で
こ
の
委
員
会
に
付
舵
さ
れ
て
い
愚
よ
う
な
形
江
極
っ

て
い
る
ん
で
す
翻
れ
ど
も
、
そ
の
魁
ぐ
理
由
と
い
う
よ
う

な
も
の
が
総
理
の
中
に
も
あ
る
ん
で
す
か
。
そ
れ
は
い
か

が
で
す
か
。

０
国
茜
大
臣
（
中
賛
根
康
弘
電
）
学
術
会
議
域
非
常
に
潅

要
な
団
体
で
唇
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
が
早
く
活
発
化
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
日
本
の
学
術
は
深
め
ら
れ
蓑
す
し
、
闘
醗
交

流
も
盛
ん
腿
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
個
も
ゆ
ろ
が
ぜ
に
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
問
題
は
、
久
し
く

蝕
韻
さ
れ
て
き
て
お
る
問
題
で
も
ど
ぎ
い
ま
す
か
ら
、
も

う
こ
の
辺
で
法
律
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
花
だ
き
た
い
と

思
う
わ
諺
で
あ
り
ま
す
。

Ｏ
前
島
英
三
郎
君
↓
詩
随
、
先
ほ
ど
私
賦
、
見
え
な
い
部

分
の
学
補
会
餓
の
今
日
ま
で
の
評
価
と
い
う
も
の
を
い
ろ

い
ろ
取
り
上
げ
て
き
た
ん
で
す
が
．
た
と
え
ば
リ
ハ
ピ
リ

テ
ー
シ
画
ン
の
関
題
あ
る
い
減
陣
害
者
の
職
業
の
問
題
、

こ
れ
ら
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
が
現
喝
の
＊
か
ら
体
験
し

た
も
の
が
鋤
告
と
し
て
政
府
挺
出
さ
れ
て
い
る
鯵
そ
の
勧

告
を
、
政
澗
は
守
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
特
腱
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
、
務
学
腱
あ
る
い
ば
学
術

に
、
今
後
の
失
わ
れ
た
機
能
を
取
り
戻
す
た
め
の
期
待
感

と
い
う
の
が
非
常
に
多
い
だ
け
に
命
そ
れ
が
学
閥
と
か
あ

る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
派
閥
の
よ
う
蓮
形
の
中
で
、
本
当
に

草
の
根
の
中
で
生
き
て
き
た
よ
う
敏
、
そ
う
い
う
わ
れ
わ

れ
の
気
持
ち
を
く
ん
で
く
れ
る
よ
う
教
人
た
ち
が
選
ば
れ

る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
う
い
う
疑
関
壱
持
つ
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
辺
は
今
後
の
学
術
会
錨
に
対
し
て
は
縫
理
は
ど

の
よ
う
な
期
待
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

（

○
国
務
大
臣
（
中
徳
根
康
弘
翁
）
こ
れ
は
日
本
の
学
考
の

心
概
え
に
関
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
学
術
会
踊
を

璽
嬰
視
し
て
、
お
の
お
の
の
学
会
な
り
築
団
か
ら
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
り
っ
ぱ
な
学
綴
の
あ
る
方
を
出
し
て
い
た
澱

’
け
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
腱
よ
っ
て
学
術
会
議
が
権
威
の
ぁ

る
も
の
艇
な
る
か
ど
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て

い
扇
と
則
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
前
島
英
三
郎
君
代
衷
が
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
と

い
う
こ
と
が
脳
の
い
ろ
い
ろ
な
審
湿
機
関
に
見
ら
れ
な
い

わ
け
で
す
轍
れ
ど
も
、
こ
の
中
で
は
、
い
ま
ま
で
選
挙
に

よ
っ
て
選
ば
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ｃ
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
大

変
盆
要
な
特
質
で
あ
り
ま
し
て
、
ど
の
原
剛
が
守
ら
れ
な

け
れ
ば
本
会
識
の
存
在
班
由
も
ま
た
あ
り
得
な
い
と
い
う

ふ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
後
こ
の
学
術
会

観
は
、
熊
と
え
ば
他
の
鯆
則
槻
関
の
よ
う
な
形
腱
変
わ
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
辺
は
ど
う
謹
ん
で
し
よ
う

か
寝い

う
も
の
は
あ
く
ま
で
保
障
さ
れ
る
も
の
と
麺
え
て
お
り

ま
す
。

◎
前
島
英
三
郎
君
そ
う
い
う
意
味
で
鰹
、
政
府
案
を
私

ず
つ
と
開
い
て
お
り
ま
し
て
も
、
学
術
会
餓
の
瀞
在
理
由

壷
な
く
す
と
い
う
ふ
う
慰
愈
険
性
を
も
一
面
感
じ
て
い
る

の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
は
等
全
く
自
主
蕊
立
や
そ
う

い
う
介
入
す
愚
意
図
漣
あ
り
綱
な
い
、
こ
う
い
う
こ
と
で

理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

○
国
務
大
臣
《
中
戴
根
康
弘
君
）
菅
の
よ
う
な
学
術
会
議

は
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
過
つ
ま
り
、
学
者
が
遷

添
運
動
に
狂
奔
し
て
、
郵
便
を
配
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
お
毒
と
。
学
問
の
椛
威
と
準
う
も
の
姓
票
数
に
か
か
わ

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
面
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
篭
そ
う

い
う
意
味
腱
お
い
て
、
生
き
た
人
間
同
士
が
生
き
た
人
間

の
桶
威
者
を
選
ぶ
と
い
う
方
が
よ
り
真
実
に
学
関
の
場
合

は
透
い
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

’
為
で
あ
る
と
お
謹
え
く
だ
さ
れ
ば
金
学
問
の
自
掬
独
立
と

Ｏ
国
務
大
臣
（
中
曽
捉
康
弘
電
）
こ
れ
は
、
学
会
や
ら
あ

握
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
政
府
の
行
為
は
形
式
的
荷

だ
が
っ
て
、

で
、
政
刑
が
行
う
の
臓
形
式
的
任
命
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し

る
い
は
学
術
築
団
か
ら
推
鱒
に
韮
づ
い
て
行
わ
れ
る
の

実
態
撤
各
琴
会
な
り
学
術
梨
園
が
錐

f

f
、

○
煎
島
英
三
餌
君
終
わ
り
ま
竃

Ｏ
震
貝
憂
（
糎
内
俊
夫
電
）
錘
理
に
対
す
る
箆
疑
は
以
上

を
も
ち
ま
し
て
鍵
了
い
た
し
ま
し
た
。
中
嘗
根
縊
理
峨
御

退
席
を
い
た
だ
い
て
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
ひ

ぞ
れ
で
黙
、
引
き
銃
き
削
島
電
の
質
疑
壱
行
い
幸
募
恥

鯛
島
霜
。

○
前
島
英
三
郎
君
総
理
の
質
疑
が
あ
り
ち
ょ
っ
と
中
断

い
た
し
ま
し
て
、
ど
う
い
う
流
れ
で
あ
つ
だ
か
、
何
と
な

く
意
を
そ
が
れ
宛
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
説
ど
も
、
昨
年

の
参
餓
院
全
図
区
の
比
例
代
表
蝿
の
選
挙
測
度
の
審
薩
を

思
い
返
し
な
が
ら
臨
ん
で
お
り
童
す
が
、
学
会
並
び
に
学

術
会
醗
の
自
主
性
に
ゆ
だ
漁
る
と
い
う
こ
と
は
非
舘
に
民

主
的
な
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
鯵
れ
ど
も
、
大
も
と
の
方
式

の
と
こ
ろ
で
政
贈
案
を
押
し
つ
賎
て
お
い
て
、
闘
墜
が
や

や
こ
し
く
な
り
そ
う
な
と
こ
ろ
は
自
主
性
に
任
せ
る
形
で

押
し
つ
輔
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
曾
え
る
よ
う
な
気
謬
し

て
葱
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
大
枠
躯
つ
き
ま
し
て
は
当
然
潤

主
性
を
重
ん
じ
て
、
学
術
会
議
の
自
主
改
鋪
の
後
押
し
壱

す
る
と
い
う
姿
努
が
や
っ
ぱ
り
政
府
に
厳
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
げ
れ
ど
も
、
総
蕩
長
官
の

見
解
を
伺
っ
て
私
の
質
問
姪
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
●

○
国
灘
大
臣
（
丹
羽
兵
助
君
）
た
だ
い
ま
の
お
尋
ね
で
ご

ざ
い
ま
す
が
識
総
理
か
ら
も
お
箸
え
の
ご
ざ
い
ま
し
た
よ

う
に
、
こ
の
改
正
案
を
取
り
ま
と
め
る
に
当
龍
り
ま
し
て

は
、
科
学
者
の
窓
兇
や
各
方
面
の
懲
賎
を
十
分
念
頭
漣
麗

き
な
が
ら
、
ま
た
政
窟
と
の
識
衝
を
乗
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た

久
保
会
長
と
は
融
自
身
が
た
び
た
び
お
会
い
い
た
し
、
そ

の
意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
こ
の
改
正
法
案
を
取
り
ま
上

め
だ
も
②
で
富
ざ
い
ま
し
て
、
御
理
解
を
賜
り
龍
い
と
思

駅
ま
ず
○
先
ほ
ど
総
理
の
申
さ
れ
ま
し
た
よ
う
な
考
え
で

運
営
腿
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
か
よ
う
随
考
え
て
お

り
京
す
。

○
為
木
健
太
郎
電
学
術
会
賎
の
改
箪
に
つ
き
ま
し
て

ば
、
学
術
会
議
の
内
部
に
お
き
ま
し
て
騒
瞳
寺
年
ぐ
ら
い

創
か
ら
取
り
週
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
で
、
お
聞

き
を
し
た
い
の
蹴
篭
ま
ず
改
革
の
必
要
性
と
い
う
の
を
ど

う
い
う
ふ
う
腱
お
考
え
腱
な
つ
だ
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
噸

に
や
ば
り
推
駕
制
と
い
う
よ
う
種
も
の
も
お
考
え
に
な
っ

た
か
ど
う
か
。
ま
た
、
ど
う
し
て
今
圖
ま
で
こ
ん
な
絶

三
四
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第
六
部
文
教
委
員
会
会
議
録
第
八
号
漕
和
五
十
八
年
五
月
十
二
日
【
参
鍵
院
】

（

ば
り
今
回
の
会
員
推
薦
測
慶
の
基
本
的
頭
項
、
壊
幹
に
か

か
わ
る
聞
閥
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
政
令
と
い
う
こ

と
に
し
た
よ
う
な
次
鰯
で
ご
ざ
い
ま
ず
奄

○
佐
蔚
昭
夫
君
ま
だ
あ
ろ
わ
曝
で
《
粥
こ
の
第
十
》
条

竺
一
項
、
こ
こ
で
織
各
部
の
定
員
、
さ
ら
腱
政
令
で
専
周

別
を
定
め
る
ん
還
と
い
う
諺
だ
か
ら
、
龍
と
え
ば
自
然
科

学
分
野
一
つ
例
に
と
れ
ば
謬
物
唖
、
化
学
、
生
物
、
堆
学

等
、
こ
う
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
別
を
政
令
で
決

め
る
と
い
う
わ
け
で
し
失
う
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
専
門

別
還
定
め
る
か
と
い
一
電
こ
の
こ
と
こ
秀
が
日
本
学
術
会

謹
と
い
う
か
、
日
本
学
術
会
競
に
誘
属
を
き
れ
る
科
学
竈

の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
間
題
じ
ゃ
猶
い
が
と
思
い
葦

す
。
そ
れ
壱
な
ぜ
籏
令
と
い
う
形
で
政
論
の
問
題
腱
す
る

ん
種
す
か
。

た
と
え
ぽ
、
そ
う
い
う
愚
と
で
い
鯵
薩
、
悠
嬬
物
謹
と

い
う
よ
う
駁
専
門
、
こ
れ
が
一
希
優
位
だ
と
か
、
地
餓
物

迎
と
い
う
よ
う
通
専
門
や
こ
れ
が
一
蕃
優
億
だ
と
か
、
そ

ん
職
よ
う
な
こ
と
を
も
し
も
政
治
が
介
入
を
し
て
狭
め
た

ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
嘩
彊
こ
に
こ
そ
学
問

に
対
す
る
園
家
蔵
制
の
瀧
芽
が
あ
恵
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

間
闇
に
な
っ
て
瓢
ろ
。
絲
局
、
す
べ
て
重
要
事
項
を
政
令

で
定
め
ま
す
、
そ
う
あ
転
た
だ
ち
瀞
言
え
ば
言
う
ほ
ど
そ

こ
の
謡
分
が
危
珪
い
。
霊
要
部
分
だ
か
ら
規
則
と
い
う
形

で
日
本
学
術
会
議
に
ゆ
だ
ね
る
わ
け
腱
は
い
か
い
、
こ
こ

ぞ
と
い
う
と
き
に
は
致
府
が
口
を
鱈
さ
電
く
謬
令
な
ら

顕
、
だ
か
ら
政
令
で
狭
扮
溺
ん
滝
、
星
う
い
う
鵡
理
に
な

る
わ
鯵
誕
か
ら
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
こ
が
懲
な
い
と
い
う
ふ

う
に
わ
れ
わ
れ
懲
思
わ
ざ
る
毒
得
蕊
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
い
衷
冨
っ
龍
各
部
の
専
門
別
、
各
課
の
定
数
、
こ
れ
毒

ど
う
い
う
ふ
う
に
配
尋
か
、
こ
れ
こ
そ
学
者
に
ゆ
だ
お
た

ら
い
い
問
題
じ
ゃ
あ
り
ま
ぜ
ん
か
ｃ
学
者
が
専
門
家
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
な
ぜ
敷
令
で
渋
酵
惑
ん
で
す
か
。

Ｏ
説
明
員
喬
周
尭
治
君
）
と
の
，
工
条
の
政
令
朧
ｌ

い
わ
ゆ
湯
日
本
学
術
会
議
と
い
う
も
鯵
も
広
い
意
味
で
強

行
政
親
織
で
あ
る
こ
と
は
お
認
め
い
態
だ
蹴
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
℃
た
だ
診
そ
れ
は
き
わ
め
で
識
立
性
の
強
い
、

内
閣
総
理
大
臣
の
涜
職
械
関
で
あ
る
と
い
う
点
騨
お
き
ま

し
て
今
私
ど
も
総
理
府
の
よ
う
な
一
蕊
の
行
政
握
関
と
非

（

常
に
巽
電
ろ
と
こ
ろ
で
瞳
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず

れ
に
い
た
し
衰
し
て
も
行
政
組
織
に
つ
誉
ま
し
て
腱
、
こ

れ
は
法
律
ま
た
は
政
令
に
よ
っ
て
そ
の
藷
本
署
決
め
る
と

い
う
の
が
法
律
瀧
度
一
般
の
原
則
的
な
考
え
方
で
ご
ざ
い

ま
一
％こ
こ
で
護
ど
も
が
巻
え
て
お
り
ま
す
の
賎
や
こ
の
第
十

一
条
の
第
一
頃
で
蔀
の
定
員
を
決
め
る
、
こ
れ
は
自
主
改

蹴
要
綱
に
お
き
煮
し
て
も
、
先
朧
ど
複
合
的
あ
る
い
は
学

際
的
領
域
云
々
の
関
係
か
ら
滅
動
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き

龍
い
と
い
う
、
こ
う
い
う
御
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
関

係
省
庁
と
も
相
譲
の
上
、
や
ば
り
組
織
関
係
と
い
う
こ
と

で
、
法
律
綱
度
一
般
の
原
則
に
従
っ
て
、
こ
こ
は
政
令
と

し
た
わ
け
で
ど
き
い
ま
す
。

し
か
し
粒
が
ら
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
い
意
す
よ
う
腱
、

じ
ゃ
ど
の
専
閥
に
ど
う
い
う
定
員
が
い
い
の
か
と
い
う
よ

う
な
こ
と
建
私
ど
も
で
は
鞍
か
な
か
決
め
私
だ
げ
の
鰭

力
を
、
ま
龍
そ
の
謡
瞬
力
巻
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ

ん
ｅ
そ
れ
腱
つ
き
ま
し
て
ば
、
た
び
だ
ぴ
藷
答
え
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
篭
鳳
本
学
術
会
調
の
内
郁
に
お
患

ま
す
こ
の
点
に
つ
い
て
の
議
溌
、
御
検
討
の
総
果
鞍
捲
っ

て
、
十
分
総
謹
庶
と
日
本
学
術
会
議
と
の
閥
で
相
互
髄
意

見
を
交
換
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
麓
の
定
員
の
具
捧
陶
鞍

裁
と
い
う
も
の
巻
決
め
て
い
き
た
い
、
ま
麓
堤
合
に
よ
づ

て
は
こ
こ
の
霞
令
艇
基
づ
い
て
観
剛
に
落
と
す
と
い
う
よ

う
窓
こ
と
も
考
え
て
い
き
髭
い
、
そ
の
よ
う
な
二
つ
②
考

え
方
を
も
ち
蓋
し
て
こ
の
法
文
の
煽
文
躯
を
園
っ
だ
と
こ

ろ
で
匿
ざ
い
ま
す
璋

○
佐
蕗
昭
夫
君
二
つ
聞
き
ま
し
ょ
う
。

政
令
と
寶
淨
て
い
る
諺
飼
壁
も
規
則
腱
蒸
と
し
て
も
い

い
と
い
う
ふ
う
提
言
い
遮
れ
を
き
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

な
ら
ば
な
ぜ
鵠
則
と
い
う
ふ
う
に
省
か
鞍
か
つ
だ
か
。
俄

然
と
し
筵
重
要
惹
譲
頃
だ
か
ら
政
令
と
書
い
た
ん
で
す

と
、
こ
こ
へ
戻
る
ん
で
し
ょ
う
ｐ

そ
れ
か
蟻
も
う
一
つ
、
総
馬
、
今
度
の
法
案
の
基
本
点

が
公
選
鰯
を
学
嬢
会
の
推
蕗
、
総
理
任
命
と
い
う
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
変
え
る
と
い
う
こ
こ
か
ら
す
べ
て
が
出
発
し
て

い
る
か
ら
、
こ
こ
が
大
前
鍵
に
な
っ
て
い
る
か
ら
軍
し
だ

が
っ
て
政
令
と
書
か
ざ
る
を
得
な
い
ん
で
し
ょ
う
、
選
出

の
重
更
部
分
に
つ
い
て
は
。
そ
う
い
う
ふ
う
腱
正
直
腱
鴬

三
九
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人
を
日
本
学
補
会
笥
に
召

い
う
そ
の
問
題
と
か
、
冬

に
こ
れ
こ
そ
日
本
学
術
会

間
題
じ
ゃ
な
い
か
と
い
弓

つ
も
り
で
す
．

実
ば
久
保
会
長
嫁
暮

い
う
の
は
、
こ
れ
は
余
分

ど
も
論
私
も
か
っ
て
学
比

ソ
て
園
づ
や
」
入
団
と
し
て

と
い
う
こ
と
で
、
疑
う
ど
う
功
劇
て

肘
の
政
治
的
な
壁
が
非
常
に
厚
い
緋

ぞ
し
て
お
ら
れ
る
の
は
よ
く
わ
か
丞

ゞ
い
よ
い
よ
と
い
う
こ
の
段
階
へ
案

雁
日
本
学
指
会
翻
の
当
然
学
問
分
野

ど
腕
、
さ
っ
き
三
つ
ほ
ど
ゆ
題
画
参

羽竺|菫

罰
‐
・
‐
△
事

の1 1酷

1ヨ倒豐|喪

§臂|爵

１
１
３

頭
密
だ
か

富
っ
．
先

に
危
な

い
薄
舎

。
佐
関
理
失
調
も
う
余
り
硝
慨
か
茂
り
ま
ゼ
ハ

さ
ら
に
も
う
少
し
問
題
を
進
め
ま
し
ょ
う
ｃ

第
二
十
二
条
の
二
で
会
員
の
推
麓
管
理
会
の
剛

め
て
い
る
わ
げ
で
す
ね
。
こ
れ
は
現
行
制
度
の
心

趣
挙
篭
理
蚕
員
会
、
こ
れ
と
任
務
、
枢
能
は
変
わ

ゐ
ん
で
す
か
、
挫
廻
府
。

Ｕ
政
府
勇
員
〈
手
糎
康
夫
翁
〉
現
在
の
選
挙
憶
理

の
推
蘭
管
理
、
推
蔑
と
選
挙
で
は
硅
か
に
違
い
《

わ
、
や
る
内
容
は
砿
か
に
変
わ
っ
て
く
る
部
分
も

冤
し
か
し
…
…

Ｊ
左
■
閣
走
目
ど
こ
砿
蕊
わ
る
ん
で
す
か
。

嗣
孟
罰
制

し
た
坐

迄
い
ろ

〃
の
で

湖
み
》
と

経
い
を

興
す
墨

ア
Ｐ
ｂ
倫
托

刃
士
画
『
端
吐

フ
な
こ
と
霧

ｂ
こ
の
二
十〈

ご
緑
か

菅
塞
す
ｃ

現
行
の

剛
と
い
易

国J8J鐸"マー 乃

普会 の
畠錨も憩

辛汀、 8 ．余雀

‐

刀唖一剛

豚
あ
る
と
げ
う
こ
と
に
葱

疋
め
ろ
に
当
た
り
ま
し
て
、

唖
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う

蝉
で
の
御
意
見
、
御
検
討
の

癖
相
談
を
さ
せ
て
い
筵
だ

画
直
角
こ
げ
と
ｇ
Ｅ
ｎ
、
Ｌ
い
、

牙
衛
研
究
倒
舜
と
し
て
の
蕊
塵

廼
こ
う
い
っ
た
砿
認
作
樂
、

い
会
員
挑
飽
資
理
会
で
は
行
具

い
ま
す
。

こ
の
法
の
仕
組
み
で
い
き
金

啄
補
者
に
は
資
縞
頭
件
老
定
窪

会
員
椎
麗
衡
理
会
の
塞
貝
、

”
を
定
め
て
い
厳
い
。
し
か
‐

」
う
い
う
形
で
す
誼
。
な
ぜ
戸

砥
学
か
、
遇
い
が
噂

第
十
七
条
に
つ
き
ま
し
一

鹿
、
つ
ま
り
感
会
園
の
匿
擢
Ｌ

β
い
§
、

＝山

か
ら
お
答
え
し
て
猫
り
ま
曇

隅
絶
対
に
あ
り
得
な
い
よ
》

万
打
蕩
合
わ
ぜ
の
上
腱
や
舎

延
お
り
ま
す
。

〕
佐
麓
瑠
夫
君
も
う
こ

冨
菜
に
こ
だ
わ
る
よ
量

う
こ
と
が
あ
り
得
な
い
よ
《

刀
相
談
を
と
、
こ
う
言
わ
』

い
う
危
険
が
あ
る
ん
魑
主

・
こ
り
閉
園
に
つ
い
て
、
函

も
う

か
。
露
言
畔
理
亜

鰯
文
怒
霊
園
会
②
壕
膿

ど
注
意
が
抜
か
っ
て
鑑

烏
凹
脾
比
呂
Ｊ
主
乱
ｏ
Ｆ
・
写
凸
・
呂
昌
。

寓分と唖
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八
第
六
部
ｖ

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
（
木
曜
日
）

午
前
十
時
十
一
分
開
会

鐺
六
謡
文
教
委
員
会
会
霞
録
第
二
号
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
、
参
議
院
】

グ

ー

寮
員
の
異
動

十
一
月
三
十
四
日

辞
任戴
内
艤
治
君

世
瀞
政
隆
君

秦
野
章
君

久
保
亘
君

粕
谷
照
美
君

癌
木
健
太
郎
君

出
臓
考
は
左
の
と
お
り
。

委
員
長

理
審

第
百
回

国
会

婆
員

参
議
院
文
教
委
員
会
会
議
録
第
二
号

補
諏
棚
Ｉ
卿
事
君
一

志
判
哲
良
霜
一

松
岡
満
寿
男
諦
一

蛎
隷
鵬
一

大
鳥
友
治
君

山
東
昭
子
君

志
村
哲
艮
君

仲
川
幸
男
君

林
健
太
郎
君

桜
岡
満
寿
男
君

柳
川
、
嘉
浩
君

吉
村
真
事
君

提
隠
敬
菱
君

粕
谷
照
美
君

菅
野
久
光
君

中
狩
哲
君

安
永
英
厳
君

売彙雛 受
谷
川
償
露

令
肇
君

智
治
君
亘
君

春
子
君

－Lこき二一

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
公
衆
へ
の
貸
与
権
閏
す
る
箸
作
者

等
の
権
利
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
案
（
衆
議
院
提
出
）

○
参
考
人
の
出
席
要
求
艇
関
す
る
件

憲
不
健
太
郎
君

高
桑
栄
松
君

後
見
磯
治
君

小
西
惇
行
君

衆
議
院
議
員文
教
委
員
長
代
理
冨
溌
一
弥
君

国
務
大
臣

文
部
大
隠
邇
戸
山
三
男
溌

撫
譲
職
詮
丹
羽
兵
雲

政
溌
委
員

剛
鶴
議
雫
橋
本
簔

沸
懲
鬘
議
事
霊
弘
一
君

文
都
大
臣
官
房
長
西
崎
滞
久
君

文
調
者
大
学
局
長
宮
地
貧
一
君

文
．
化
庁
長
官
鈴
木
黙
君

文
化
庁
次
長
加
戸
守
行
論

厚
生
省
医
務
局
長
吉
崎
正
義
君

事
務
局
側
常
任
霧
貝
会
専
門
佐
々
木
定
典
君

員

税
鯛
員

蕊
議
大
署
濤
完
薑

鮒
鮮
離
職
鮒
計
画
川
崎
雅
弘
君

参
考
人
・

日
本
学
術
会
議
会
塚
田
透
一
蒼

長

宮

地

貫

一

君

■
■
■
■
Ｈ
Ｄ
０
ｌ
ａ
■
９
，
巾
６
０
０
０
９
■
■
■
ｒ
Ⅱ
１
■
リ
ワ
リ
■
■
、
■
Ｔ
９
１
１
▼
４
６
■
８

一
‐
！
：
’
１
‐
：
’
１
‐
‐
；
‐
Ｉ
．
‐
！
！
‐
‐
‐
’
１
１
１
‐
‐
‐

鈴
木
黙
君
一
○
灘
洗
盤
紳
蝿
げ
抑
制
等
に
関
す
る
餅
願
蕊
一
七

潔
耐
蕊
一
○
鍵
餓
潴
雛
育
・
研
究
条
紳
の
改
善
鬘
琴

佐
々
木
定
典
君
－
０
恥
糊
洲
鯛
搬
慨
峨
鮴
鮒
朏
↑
ろ
誌
噸
〈
蕊
一
八
七
六
号

１
１
１

』■■←

外
二
件
）

ｃ
剛
立
大
学
の
学
費
髄
上
げ
反
対
等
に
関
す
る
誌
腰
（
第

↓
八
七
七
号
外
一
件
〉

○
公
立
大
学
の
学
饗
値
上
げ
反
対
等
に
関
す
昂
詰
験
（
第

一
八
七
八
号
外
一
件
）

ｃ
学
饗
傾
上
げ
抑
潤
等
に
関
す
る
読
麟
〈
認
一
八
七
九
号

外
一
件
）

○
四
十
人
学
級
の
早
期
実
現
等
に
関
す
る
舘
顛
（
錦
一
九

六
○
号
）

○
継
競
倒
衣
喪
求
腱
関
す
る
件

○
委
員
長
（
長
谷
川
循
君
）
た
だ
い
童
か
ら
文
戦
委
員
会

○
私
学
の
学
饗
値
上
げ
抑
制
、
父
母
盤
担
軽
減
等
に
関
す

愚
論
願
（
鰯
七
八
号
外
八
件
〉

○
公
立
学
校
に
勤
務
す
る
女
子
率
務
職
員
の
育
児
休
業
制

度
適
刑
に
閏
す
る
請
甑
（
第
二
三
号
外
三
件
〉

Ｏ
職
学
腱
対
す
る
公
饗
助
或
の
大
編
瑚
瓠
零
挺
蝿
す
る
舗

脳
（
鋪
一
五
○
号
〉

○
教
育
関
係
予
算
の
確
像
に
関
す
局
艤
賦
（
認
五
九
三
号
）

Ｏ
過
大
規
模
小
・
中
学
校
繍
滴
の
た
め
の
財
政
特
別
猫
置

糎
隣
す
る
硫
願
〈
第
一
五
二
七
号
〉

○
義
務
教
青
裟
将
書
の
総
制
強
化
反
対
等
に
間
す
る
誌
顎

○
日
本
学
術
会
議
法
の
『
部
を
歌
正
す
る
法
律
案
（
第
九
一
を
開
会
い
《
缶
し
章
す
。

十
八
回
国
会
内
閣
提
出
射
第
百
回
国
会
衆
儀
院
遥
付
）
｜
煮
ず
聯
委
侭
の
異
動
腱
つ
い
て
御
報
告
を
い
た
し
董

○
震
学
助
成
の
大
輻
潅
額
挺
関
す
る
読
願
（
墓
三
号
外

す
章

六
件
）
本
圃
、
蔵
肉
惨
治
君
、
世
耕
政
隆
君
、
奏
野
章
君
及
び

○
教
育
施
簸
と
青
少
年
の
鯉
全
育
成
腱
筒
す
る
請
顎
へ
第
憲
木
侭
太
齢
君
溌
委
員
を
辞
任
さ
れ
や
そ
の
補
欠
と
し
て

五
○
号
）

｜
吉
村
真
事
君
詞
志
村
哲
良
君
、
栓
岡
濁
寿
男
君
及
び
羨
見

？
■
０
Ｂ
Ｇ
Ｉ
■
ｑ
ｄ
０
Ｏ
；
《
■
■
守
り
今
■
■
■
■
】
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
６
ロ
グ
■
ｒ
Ｂ
ｅ

Ｏ

Ｃ

Ｄ

Ｕ

Ｏ

ｊ

‐

９

；

６

１

１

９

◇

り

●
４
●
０
０
０
２
Ｆ
▲
午
△
ロ
ロ
■
Ｐ
口
乙
■
ｐ
■
■

《

ｃ
委
員
長
（
長
谷
川
信
君
）
引
差
鏡
誉
蓑
し
て
諺
商
業
用

し
毒
ｉ
ド
の
公
衆
へ
の
賃
与
に
闘
す
る
著
作
者
等
の
潅
利

に
関
す
る
暫
定
措
置
法
案
を
議
題
と
し
、
衆
艤
院
文
教
委

員
畏
代
理
石
橋
三
弥
君
か
ら
趣
旨
践
明
を
聴
取
い
漁
し
童

す
ｃ
石
揺
一
弥
君
。

○
衆
嬢
院
繕
員
（
石
橋
』
弥
君
）
た
だ
い
藍
塗
題
と
な
り

室
診
た
衆
識
院
提
出
、
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
公
衆
へ
の
貸

与
擬
関
す
る
著
作
者
等
の
権
利
に
閏
す
る
暫
定
措
置
凄
案

に
つ
い
竜
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
舞
蔑
関

申
し
上
げ
輩
す
。

こ
の
法
律
案
腱
、
商
業
用
し
雲
Ｉ
ド
を
公
衆
侭
有
償
で

貸
与
す
る
行
為
に
関
し
、
著
作
毒
実
演
竃
及
び
レ
コ
Ｉ

Ｆ
製
作
者
の
権
利
を
定
蒟
、
こ
れ
ら
の
者
の
複
製
獺
や
録

音
轍
の
傑
護
腫
寅
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
参
り

ま
す
○
廓
業
用
ン
篝
Ｉ
ド
を
飯
売
価
譜
よ
り
ほ
る
か
潅
安
い
緬

諮
で
公
衆
淀
貸
与
す
る
こ
と
を
業
と
す
患
い
わ
ゆ
愚
貸
弾

レ
コ
ー
ド
叢
ば
、
昭
和
五
十
五
年
六
局
ご
ろ
束
京
三
鱈
に

出
現
し
て
以
来
、
全
国
的
艇
急
速
な
普
及
を
見
て
、
蕊
在

で
ば
約
千
七
百
店
舗
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
賛
し
レ
コ
ー
ド
の
利
用
渚
の
多
く
が
借
り
た
膨
雪

Ｉ
ド
か
ら
テ
ー
プ
漣
鍾
青
し
て
い
患
た
あ
淀
し
言
§
ド
の

売
り
上
げ
の
渡
少
を
乗
し
や
薯
作
者
、
実
演
家
及
び
レ
コ

ー
ド
製
作
者
談
そ
の
収
入
に
影
響
を
受
け
ろ
と
い
う
事
態

銀
生
腰
る
に
至
っ
て
い
蓑
す
。

こ
の
よ
う
な
影
響
を
践
置
す
る
場
合
に
ば
、
音
楽
文
化

康
治
君
が
選
任
を
さ
れ
重
し
た
。 〈

七
こ

ー

■
ｒ
Ｕ
Ｌ
６
Ｆ
■
ｒ
Ｂ
Ｕ
６
ｒ
■
８
１
１
６

６

９

０

１
６

‐
■
ロ
０
●
Ⅱ
Ｄ
ご
日
ロ
、
‐
●
■
Ｕ
０
９

↑

０

ｔ
■
早
口
■
■
■
皿
■
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第
六
部
文
教
委
員
会
会
蔵
録
第
二
号
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
四
可
式
参
議
院
】

●

く

課

〃
ｆ
＃
月
、

一
一

I

-103-

巻
問
題
談
提
案
を
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
腿
い
て
熊
９
主
職
お
か
し
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
会
長

す
。
こ
の
審
韻
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
た
い
。
い
か
が
で
す
か
。

ｏ
政
府
委
員
（
■
江
弘
一
君
）
こ
の
九
十
回
診
会
龍
お
き
Ｏ
参
考
人
（
程
田
裕
三
君
）
た
だ
い
主
の
御
詣
摘
で
ご
ざ

ま
し
て
、
選
挙
期
日
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
案
件
の
ほ
い
室
す
け
れ
ど
も
や
確
か
艇
改
革
要
鋼
の
中
庭
陰
、
臆
が

か
、
た
だ
い
室
御
指
摘
の
鋲
う
寵
選
挙
用
は
が
き
の
廃
止
き
を
や
め
よ
う
諺
そ
れ
か
ら
四
選
禁
止
に
し
よ
う
と
い
う

と
、
そ
れ
か
ら
第
十
三
期
会
員
選
挙
腱
当
た
っ
て
通
算
三
こ
と
を
う
た
っ
て
お
る
わ
砂
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

期
を
超
え
て
会
員
と
な
る
こ
と
の
自
粛
の
申
し
合
わ
ぜ
の
た
だ
い
ま
事
務
局
錠
か
ら
御
報
告
字
し
上
げ
き
し
た
よ
う

二
案
が
提
案
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
審
腫
、
こ
の
時
期
と
申
し
ま
す
の
臆
、
非
常
胆
選
挙
が
差
し

議
の
結
果
い
ず
れ
も
否
諜
さ
れ
て
お
り
室
す
。
迫
っ
た
時
期
に
要
綱
の
中
の
は
が
き
の
問
題
と
か
四
選
禁

○
鞘
谷
照
美
君
急
は
こ
の
問
題
胆
つ
い
て
は
、
学
術
会
止
の
問
題
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
だ
け
を
申
し
合
わ

譲
承
ず
か
ら
鄙
ま
と
め
た
改
革
要
鋼
の
中
に
き
ち
ん
と
入
巷
的
に
渋
め
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
ま
し
て
は
、
会
員
の

っ
て
い
た
問
題
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
一
多
く
の
方
々
の
賛
成
が
得
ら
鋤
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
艇

龍
ｃ

一
君
低
考
え
て
お
扇
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改
革
要
繕
と
申

ら
、

や
づ
ぱ
り
こ
れ
肱
反
対
と
い
う
こ
と
談
明
罐
に
な
ら

な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
室
す
け

れ
ど
も
れ
、
会
憂
い
か
が
で
す
か
そ
れ
は
、
セ
ッ
ト
な
ん

で
す
か
ら
。

○
参
考
人
（
塚
臼
諾
三
君
）
い
蓋
の
学
術
会
議
の
会
員
の

避
挙
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
改
革
要
競
の
中

で
は
三
分
の
二
を
公
逮
制
、
三
分
の
一
を
推
驚
制
腱
し
よ

う
と
い
う
ふ
う
に
う
た
◇
莚
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
室
す
。

こ
の
点
と
今
度
の
法
巽
と
の
間
に
は
大
き
な
藤
た
り
誠
あ

る
こ
と
は
亦
実
で
ご
ざ
い
讃
し
て
、
そ
の
後
、
法
案
の
検

討
を
い
た
し
室
し
た
中
で
も
、
こ
の
点
然
非
常
に
求
言
な

識
点
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
竃
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
公
選
三
分
の
二
を
公
選
穏
口
に
す
る
と
い
う

識
議
議
蕊
鶏
織
溌
蕊
護

そ
の
否
決
さ
れ
た
と
い
う
討
議
維
、
一
体
ど
う
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
か
。

ｏ
政
府
雲
具
藻
江
堅
電
こ
の
案
に
っ
誉
室
し
て
の

反
対
麓
の
骨
子
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
申
し
合
わ
巻
に
鉤

束
力
は
な
い
か
ら
、
候
補
渚
間
に
混
乱
や
不
均
筏
を
生
ず
一
つ
た
選
挙
の
前
に
一
度
も
叢
謹
猿
わ
れ
て
い
な
滝
藝
巽
軽
度
具
体
的
胆
検
討
が
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
霞
す
鐡
瀕

一一一一”一＝へ一一一一・.－－~巳 ＝＝÷一→一

ど
も

方
、

、

繊
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
り
童
す
。
今
謹
の
敏
正
蕊
と

い
う
も
の
を
、
遅
の
註
詮
の
形
で
過
す
よ
う
な
も
の
で
礁

蔑
は
な
い
と
い
う
の
が
結
飴
で
あ
り
震
Ｌ
て
、
髭
だ
、
笈

が
六
月
に
国
会
胆
出
ま
す
前
に
、
す
で
健
参
譲
院
社
会
党

は
こ
の
讓
案
に
む
い
て
の
見
解
を
出
し
、
そ
Ｌ
て
そ
れ
藻

衆
議
院
侭
回
っ
て
お
り
ま
し
迄
、
富
た
こ
こ
へ
戻
っ
て
き

た
の
で
あ
り
左
し
て
、
そ
の
と
き
の
参
議
院
の
審
議
の
謝

題
点
等
穗
つ
い
寵
は
十
分
知
っ
て
お
り
き
せ
ん
の
で
、
先

億
ど
の
粕
谷
委
員
の
発
言
き
れ
た
そ
う
い
う
詮
会
党
の
立

場
の
枠
外
腱
出
る
も
の
で
朧
あ
り
蓑
せ
ん
。
し
か
し
貧
間

し
た
い
怪
と
談
幾
つ
か
あ
る
ん
で
す
。
蕊
答
え
願
う
必
要

も
な
い
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
と
い
う
の
腱
、
今
度
の

改
正
案
を
見
室
す
と
、
前
の
改
正
案
に
な
い
内
篭
総
理
大

臣
が
任
命
し
と
い
う
よ
う
な
非
徹
に
湛
粍
と
っ
て
嫁
唐
突

と
し
た
言
葉
が
出
篭
お
り
議
す
。
鐺
六
章
雑
則
第
二
十
五

灸
『
内
閣
総
理
大
臣
膳
、
会
員
か
ら
調
気
そ
の
他
や
む
を

露
な
い
事
由
艇
よ
る
辞
騏
の
申
搬
が
あ
っ
た
と
き
ば
、
属

本
学
術
会
議
の
同
窓
を
袴
て
、
そ
の
詐
職
を
承
認
す
る
こ

る
兵
有
権
詣
の
立
候
補
楢
や
推
駕
索
を
実
質
的
に
畳
害
・
牧
に
し
た
の
は
、
ち
主
う
ど
前
期
の
遼
挙
が
終
わ
り
ま
し
一
ど
も
、
こ
れ
は
両
論
ご
ざ
い
室
し
て
、
改
革
要
綱
の
範
囲
一
と
が
で
ぎ
る
。
』
、
吹
の
露
二
十
六
条
も
や
ば
り
『
内
閣
建

濯
蕊
蕊
議
諺
籠
蕊
騨
薫
篭
蕊
蕊
蕊
測
霊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
鐘
蕊
誌
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
零
伽
蕊
蕊

困
錘
と
な
る
お
そ
れ
も
出
て
く
る
こ
と
な
ど
で
ご
ざ
い
主
・
れ
て
い
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
蓑
す
。
で
子
ふ
ら
、
ま
だ
三
方
、
そ
の
辺
の
意
見
が
分
か
れ
て
お
悪
わ
げ
で
津
雪
湿
ま
一
れ
腱
相
当
す
る
と
こ
ろ
で
朧
「
越
会
の
議
決
』
で
と
た
っ
て

ず
。
摩
も
行
わ
れ
て
い
な
い
規
則
童
ま
蓉
さ
」
で
変
え
て
し
ま
一
し
て
そ
の
辺
ば
報
督
篭
に
も
書
竺
」
あ
る
と
こ
ろ
で
ご
一
管
わ
ん
で
す
が
、
室
毫
中
曽
槙
首
栢
自
身
溌
溌
れ
を
会

ま
た
、
選
挙
用
は
蛾
き
の
廃
止
問
題
に
つ
き
ま
し
て
の
う
と
い
う
裳
う
な
こ
と
に
対
す
る
疑
義
の
念
が
あ
っ
た
と
一
ざ
い
室
す
。

蕊
難
職
難
蕊
蕊
謹
耀
蕊
蕊
雲
霊
菫

一
そ
れ
に
類
似
Ｌ
た
こ
と
が
起
こ
る
ぐ
ら
い
中
蔭
服
首
相
と

い
う
の
は
夕
脾
ソ
ト
で
あ
り
蓑
し
て
、
な
か
な
か
学
術
②

こ
ど
も
芸
術
の
こ
と
も
発
言
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
隙
、

る
こ
と
ば
適
当
で
腺
な
く
、
現
在
は
現
行
規
則
の
黛
雷
手
○
粕
谷
照
美
電
．
了
解
し
ま
し
た
。
五
千
枚
法
き
っ
て
か
一
そ
し
て
黙
答
え
願
え
る
こ
と
が
あ
る
敢
ら
答
え
て
い
た
だ
芸
術
院
賞
だ
と
か
芸
術
院
会
員
と
か
い
う
露
罐
そ
れ
ぞ
れ

騨
雛
雛
趨
篭
躍
懲
蕊
嬢
溌
幟
騨
維
灘
灘
巽
い
縣
誹
継
溌
譲
蕊
い
一
蕊
鮒
薙
礫
罷
揃
鶴
礎
織
略
装
織
一
鴻
贈
轤
謂
漂
窃
瀕
識
騨
鵡
郷

こ
ろ
は
不
思
議
な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
漁
。
自
分
た
ち
で
牢
の
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
き
す
か
一
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
験
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
玄

の
は
影
響
を
捲
っ
て
お
り
賞
す
か
ら
、
し
た
誰
っ
て
、
事

し
合
、
わ
せ
し
て
饗
蕊
鵠
用
の
は
渉
き
ば
五
千
枚
以
下
腱
し
ょ
ら
、
そ
の
部
分
だ
け
を
取
り
上
げ
て
変
え
￥
争
う
と
い
う
こ
一
す
。

腱
よ
っ
て
は
そ
こ
富
で
発
言
し
蓑
し
て
も
別
腱
違
義
で
ば

う
と
い
っ
た
こ
と
が
一
度
も
守
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
ち
と
腱
つ
い
竜
は
や
っ
ぱ
り
問
題
が
あ
ろ
う
と
い
う
必
う
に
一
紬
諭
的
に
言
い
ま
す
と
、
こ
の
日
本
零
術
会
議
と
い
う
な
い
わ
け
で
す
。

上
う
ど
国
会
に
お
け
る
年
賀
稜
の
虚
礼
薦
止
承
た
い
送
、
考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
御
説
明
で
よ
く
わ
か
り
｛
も
の
は
終
戦
後
尚
も
永
く
で
き
ま
し
冨
急
ど
も
学
会
に

そ
ん
な
惑
じ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
こ
の
権
威
あ
る
学
童
し
た
。

お
り
ま
す
岩
は
多
か
れ
少
な
か
れ
関
係
し
て
い
る
ん
で
す

術
会
議
な
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
も
う
ち
諾
し
か
Ｌ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
選
挙
制
度
そ
唾
が
、
湛
は
一
回
も
出
た
こ
と
除
あ
り
ま
せ
ん
等
出
る
ほ
ど

溌
鮭
識
鮭
譜
溺
Ⅷ
繼
肪
瀧
溌
雛
詫
韓
灘
嶺
蕊
霊
的
鍬
難
瀦
蕊
繩
一
獺
灘
州
撫
繊
解
灘
職
鮭
織
梛
灘
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．政
治
学
の
冤
哀
が
ゲ
ー
ム
理
麓
庭
鍾
窮
し
て
お
る
。
こ
の

ゲ
ー
ム
硬
誇
と
い
う
の
嘘
、
仮
想
の
粗
手
を
決
め
て
、
そ

の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
、
戦
祷
を
考
え
る
、
そ
う
い
う
ゲ
ー

ム
の
、
電
文
の
、
詣
晶
畷
鍬
の
理
簾
で
あ
り
ま
し
て
、
い
堂

の
塵
騨
顔
治
学
者
職
、
わ
れ
わ
れ
政
治
学
一
殻
の
学
者
と

も
違
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
非
稚
に
迄
家
し
て
い
る
と
い
う

ふ
う
に
見
ら
れ
て
お
り
さ
す
。

こ
の
ゲ
ー
ム
理
践
に
函
顕
浬
↓
軍
は
勺
ア
メ
リ
カ
寵
お
き

蓑
し
て
も
非
常
庭
問
題
庭
さ
れ
て
い
る
辱
な
淫
な
ら
、
こ

の
漂
爆
の
時
代
に
、
対
立
す
る
者
と
の
間
の
国
際
関
係
、

そ
れ
を
職
術
的
に
考
え
る
ｃ
も
っ
と
高
い
次
元
の
平
和
と

か
、
あ
る
い
は
人
類
の
審
来
と
か
亀
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
な
い
。
そ
れ
が
ゲ
ー
ム
薮
諭
捷
対
す
る
今
日
の
批
判
で

あ
り
裳
す
け
れ
ど
も
、
先
綾
、
中
鶴
根
氏
自
身
が
す
で
漣

ゲ
ー
ム
理
諭
に
誤
っ
て
と
、
こ
う
い
う
あ
う
に
発
言
し
て

､

る
。
ま
き
腱
レ
ー
ガ
ン
自
身
が
そ
う
い
う
立
場
を
と
つ

て
お
り
ま
し
て
、
そ
う
し
て
日
本
か
ら
ｌ
主
け
ぃ
な
こ

と
を
富
う
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
か
ら
韓
国
へ
行
き

ま
す
と
、
最
簡
線
誉
で
出
て
い
っ
て
、
そ
し
て
望
遠
鏡
で

の
ぞ
い
て
い
る
ｃ
そ
う
い
う
シ
ー
ガ
ン
の
最
近
の
性
格
と

い
う
も
の
惟
毒
雲
１
戸
シ
バ
の
目
か
ら
見
ま
す
と
、
た
と

え
ば
英
国
の
重
津
ノ
ミ
ス
ト
」
の
表
斌
は
、
御
承
知
の
方

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
レ
ー
ガ
ン
談
く
り
ウ

ッ
ド
の
俳
優
だ
っ
熊
と
き
に
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
て
構
え
て

い
る
あ
の
写
真
を
正
面
枢
掲
げ
て
お
り
ま
し
て
、
レ
ー
ガ

ン
の
登
禍
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
西
認
劇
的
な
セ
ン
ス
種

出
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
鑓
こ
れ
が
ア
メ
ヲ
ヵ
を

い
袋
代
表
し
て
い
る
。
御
承
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に

も
ケ
ネ
デ
苓
大
統
領
あ
り
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
学
会
の
空

鎮
が
あ
り
ま
し
て
篭
決
し
て
レ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
代
菱
さ

れ
て
い
る
わ
け
囮
や
な
い
し
、
薮
た
ゲ
３
ム
理
論
腱
よ
っ

て
代
表
さ
れ
て
い
る
わ
け
諺
キ
な
い
。

し
ユ力

し
、
論
理
は
飛
躍
す
る
よ
う
だ
徹
れ
零
も
、

こ
の

法
案
の
提
出
遅
由
の
中
挺
、
特
に
三
行
目
の
と
こ
ろ
に
請

い
て
「
日
本
学
術
会
議
徹
、
我
然
題
の
科
学
者
の
内
外
淫

対
す
る
代
表
擬
関
と
し
て
、
』
と
、
園
の
代
裟
機
関
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
国
捺
的
な
関
藤
の
こ
と
を
倉
っ
て
い
る

が
”
そ
の
固
醗
的
関
爆
と
い
う
中
に
詞
際
政
治
学
の
学
会

の
事
情
も
反
映
し
て
い
る
ん
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
ふ
う
た
こ
と
受
政
治
学
関
係
一
つ
を
と
り

ま
し
て
も
、
内
閣
の
方
で
学
者
を
会
員
と
し
て
決
め
る
と

き
建
国
塵
政
治
学
の
ゲ
ー
ム
理
識
挺
非
常
漣
通
暁
し
た

人
を
入
れ
る
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
自
然
極
な
っ
て
く

る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
時
代
の
、
こ
と
に
権
勢

を
背
景
と
し
た
空
気
に
対
し
て
、
学
術
と
い
う
も
の
ば
毅

然
と
し
て
い
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
ｃ
そ
の
つ
も
り
で
実
臓

最
初
の
学
術
会
議
の
出
発
の
と
き
建
文
都
省
腱
直
漢
さ

せ
る
と
か
そ
う
い
う
の
じ
や
な
く
て
、
内
閣
恵
属
に
し
ま

し
た
と
こ
ろ
勺
そ
れ
が
内
瀦
総
理
大
臣
璽
腐
と
い
う
形

で
、
逆
に
非
常
挺
政
詰
的
介
入
を
予
想
さ
せ
る
よ
う
な
改

正
案
の
条
文
に
な
っ
て
き
て
い
ろ
。
こ
の
こ
と
を
非
常
臆

私
猿
憂
窟
す
る
わ
職
で
あ
り
堂
す
。

こ
の
学
術
基
蒙
隙
英
文
で
ば
サ
イ
エ
ン
ス
，

カ
ウ
ン
シ

ル
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
サ
イ
エ

ン
ス
と
い
う
概
念
職
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
自
然

鯵
科
学
隠
儀
斜
し
て
お
り
ま
し
て
、

ま
た
日
本
の
掌
鰭
基
議

も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
自
然
科
学
の
方
に
領
斜
す
る
考
え

方
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

日
本
の
そ
う
い
う
学
術
の
鰻
高
の
機
関
と
し
て
ば
、
剃

腱
日
本
学
士
院
と
い
う
も
の
が
あ
り
蓑
す
。
妄
術
の
閥
孫

で
ば
芸
術
院
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の

と
並
ぶ
よ
う
な
形
で
鐘
サ
イ
エ
ン
ス
の
最
高
の
こ
う
い
う

審
議
機
関
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
り
ま
し
生
う
が
、
そ

れ
は
一
つ
の
考
え
方
で
あ
り
ま
す
織
れ
ど
私
、
そ
の
サ
イ

エ
ン
ス
と
い
う
も
の
が
今
日
、
内
外
の
物
理
学
看
が
非
常

腿
憂
鼠
す
る
よ
う
な
狭
兵
羅
の
問
題
な
ど
、
そ
う
い
う
技

術
的
な
こ
と
腱
進
ん
で
い
き
ま
す
と
、
そ
れ
を
チ
宴
ヅ
ク

す
愚
、
を
れ
腱
つ
い
て
の
価
値
判
断
を
す
る
要
素
、
そ
う

い
う
も
の
が
同
時
艇
学
術
会
議
の
中
に
強
く
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
職
れ
ぎ
も
、
何
か
そ
う
い
う
科
学
技
衡
Ｉ
●
ｌ
科
学

と
技
術
と
い
う
こ
と
に
な
り
裳
す
と
、
先
緑
ど
か
ら
の
政

稔
学
の
宇
腱
も
ゲ
ー
ム
理
騰
が
ず
っ
と
強
く
入
っ
て
き
て

い
る
、
こ
う
い
う
時
代
で
あ
り
ま
す
だ
げ
腿
、
一
た
び
こ

う
い
う
形
で
敏
正
が
行
わ
れ
た
と
き
艇
、
何
が
チ
美
鱗
ク

で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
非
常
に
凝
悶
を
持
ち
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ま
ま
で
の
選
挙
に
か
わ
り
ま
し
て
１
１
い

ま
ま
で
の
選
挙
も
、
終
戦
後
長
い
月
日
が
た
ち
ま
す
と
篭

最
初
の
趣
旨
か
ら
譲
れ
て
だ
ん
だ
ん
空
虚
涯
な
三
」
き
て

い
る
こ
と
が
な
い
と
肱
言
え
な
い
、
護
ど
も
そ
う
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
ど
う
改
正
す
る
か
と
い
う
と
き

挺
、
内
鯛
廻
洩
で
、
内
閣
麓
理
大
臣
談
会
員
ま
で
決
定
す

る
形
挺
な
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
改
正
法
案
を
、
御
承
知

の
よ
う
な
こ
う
い
う
国
際
関
係
が
非
常
に
微
妙
な
時
期
に

改
正
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
憂
慮
す
る
の
で
あ
り
ま

し
て
、
以
上
賊
裳
の
考
え
で
あ
り
室
す
。

た
だ
、
芦
屋
選
挙
に
か
わ
っ
て
Ｉ
こ
う
い
う
会
興
を

週
ぷ
の
建
泓
の
理
霧
し
て
い
る
の
で
は
、
一
種
の
学
会

な
ど
か
ら
選
ぼ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
と
患
う
け
れ
ど
も
、

挙
会
と
い
い
ま
し
篭
も
、
鈎
を
と
り
ま
す
と
今
国
際
政
治

学
会
が
あ
り
、
政
治
学
会
読
あ
り
、
そ
の
他
政
治
史
の
学

会
も
あ
り
、
一
人
が
幾
つ
も
兼
魂
て
い
る
わ
け
で
す
つ
い

奮
蛍
で
の
よ
う
に
、
学
術
会
蟻
の
逗
挙
榛
と
い
う
の
捻
一

人
一
票
だ
け
れ
蟹
も
、
い
ろ
ん
な
亀
の
を
兼
ね
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
代
表
が
出
て
く
ろ
く
一
体
そ
う
い
う
学
会
的
な

も
の
を
期
待
し
た
と
き
腱
ど
う
い
う
ふ
う
臆
判
断
す
る
の

２
、
労

そ
の
判
断
の
有
椎
的
解
釈
は
狗
涌
、
そ
し
て
総
理
府

に
あ
る
と
い
う
、
墓
の
点
が
私
臓
せ
め
て
文
部
省
緯
あ
れ

ば
、
文
部
譜
臆
何
と
い
い
ま
し
て
も
大
学
閥
係
の
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
ｌ
そ
う
い
う
と
こ
ろ
と
も

違
っ
て
、
鴬
猫
長
官
の
も
と
腱
、
政
治
的
な
決
定
を
す

る
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
こ
の
学
術
会
議
が
所
膜
し
て
い

て
、
先
峰
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
て
い
う
こ
と
ば
、
一

体
、
い
き
改
正
に
い
ろ
い
ろ
理
由
を
つ
砂
て
お
り
室
す
け

れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
一
遍
出
発
し
た
と
き
輝
、
こ
う
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
い
う
と
き
腱
、
ど
う
し
て
、
潤
民

が
反
対
し
尋
政
党
が
そ
れ
腱
気
が
つ
い
た
と
毒
に
、
批
判

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
心
配
し
童
す
。

最
後
に
、
お
間
言
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
実
際
に
会

員
を
決
め
る
と
き
の
手
幾
濫
ど
う
す
る
か
、
こ
の
争
読
が

非
滞
に
む
ず
か
し
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
為
ら
の
点
に

つ
い
て
臆
細
か
く
案
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ

の
案
凌
出
さ
れ
な
い
と
最
鋳
的
に
こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

承
織
十
年
碗
後
文
部
翁
関
係
の
審
議
会
に
ず
っ
と
出
て

お
り
ま
し
て
、
審
議
会
の
会
員
の
洩
定
、
選
挙
で
決
董
る

と
こ
ろ
も
あ
り
き
す
し
等
ミ
そ
う
い
う
審
議
会
の
実
謄

か
ら
見
ま
す
と
、
学
術
会
議
の
よ
う
龍
一
般
の
学
者
か
ら

壷
翌
謬
ご
れ
ろ
ん
じ
や
な
く
て
、
・
や
ば
り
官
庁
の
方
が
行
政

指
導
で
決
め
た
り
、
蓑
た
会
員
を
決
め
た
り
と
い
う
こ
と

が
強
い
の
が
こ
れ
が
錐
議
会
。
そ
の
審
議
会
よ
り
も
ざ
ら

に
強
く
内
閣
蕊
理
大
臣
に
直
属
し
て
い
る
と
、
こ
れ
ば
ど

う
も
い
た
だ
け
な
い
、
ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
穆
鎬
答
え
い
た
だ
か
な
く
て
も
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

○
国
務
大
臣
（
丹
羽
兵
助
君
）
い
、
章
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
冒
頭
お
っ

し
ゃ
い
室
し
た
裳
う
に
、
粕
谷
先
生
の
お
許
し
を
得
て
、

御
了
承
を
得
て
関
迩
質
問
で
通
告
も
な
し
で
す
る
ん
だ
か

ら
答
弁
の
要
は
な
い
診
よ
く
聞
い
て
お
け
、
こ
う
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
嘉
載
け
れ
ど
も
、
し
か
し
間
か
し
て
い
た
だ

い
た
以
上
は
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
る
だ
げ
の
こ
と
ば
一

言
や
重
冨
申
し
上
げ
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
鴬
す

げ
れ
ど
も
、
特
腫
今
回
の
改
革
そ
の
も
の
朧
、
学
術
会
議

が
先
生
の
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う
に
真
に
科
学
者
の
代

麦
機
関
と
し
て
そ
の
本
来
の
機
能
を
十
分
果
た
す
と
と
が

で
誉
る
ゑ
う
艇
す
る
た
め
会
員
の
選
出
方
法
等
を
改
め
る

も
の
で
ご
ざ
い
重
し
垣
、
そ
の
会
員
の
運
出
方
法
も
、
弾

ま
お
話
が
あ
り
ま
し
た
鰯
、
削
馴
謝
劉
対
倒
側
測
馴
封
尉；

学
協
会
等
に
お
け
悪
自
主
的
な
選
出
結
果
を
十
分
尊
寵

ｕ
１
棚
闘
割
制
剣
謝
創
謝
馴
剥
剥
掛
測
醐
測
矧
鶴
揃
制
郡
剣

；
だ
か
ら
、
会
員
の
遥
出
方
法
等
を
改
め
ろ
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
の
心
配
は
な
い
と
思
い
霞
す
る
し
、
い
ま

お
話
が
あ
り
寵
し
た
よ
う
腿
、
学
街
会
誌
の
性
格
、
目

的
、
任
務
等
腱
少
Ｌ
も
変
更
を
淑
え
る
も
の
で
職
な
い
。

特
に
、
総
理
の
も
と
に
瞳
く
、
離
理
聡
腱
置
く
よ
り
稔

文
郡
猫
の
方
に
移
し
た
方
藤
い
い
で
ば
な
い
か
、
こ
う
い

う
先
生
の
御
意
見
も
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
は
そ
う
い
う
御

意
見
笹
ご
ざ
沙
ま
匹
産
う
し
、
そ
う
い
う
考
え
を
詩
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
あ
る
で
し
黙
う
が
、
激
の
方
と
し
て

ば
、
先
ほ
ど
申
も
上
げ
童
し
た
よ
う
髄
、
瞳
府
と
し
て

ば
、
学
漸
会
謹
が
典
挺
科
学
者
の
代
表
撒
関
と
し
て
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
奪
門
的
な
文
鄙

猫
の
所
管
よ
り
臓
政
流
で
あ
る
内
閣
這
髭
理
癌
の
、
麓
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理
の
も
と
艇
置
い
た
方
が
代
菱
概
侭
と
し
て
の
権
限
が
あ

ろ
、
童
た
責
任
を
大
き
く
感
じ
て
い
た
だ
け
る
、
そ
う
い

う
意
味
で
湛
ど
も
は
従
来
ど
お
り
の
総
理
府
漣
冠
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
考
え
で
ご
ざ
い
室
す
か
ら
御

了
承
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
雀
ず
Ｃ

Ｏ
中
肴
哲
君
講
っ
Ｌ
や
る
産
う
曙
い
護
文
蔀
省
と
言

っ
た
の
は
私
の
見
解
で
あ
っ
て
、
別
に
社
会
党
の
見
解
じ

ゃ
あ
り
童
せ
ん
埼
溌
ど
も
、
し
か
し
諺
い
ま
や
学
術
会
議

法
を
改
正
し
よ
う
と
い
う
大
き
錘
、
そ
し
て
い
震
の
中
菌

根
内
閣
の
政
治
的
な
課
題
と
し
て
出
し
て
ぎ
た
と
い
う
の

ば
、
や
臆
り
学
術
会
議
が
事
ご
と
に
平
和
の
問
題
そ
の
他

核
兵
器
の
問
題
等
腱
発
言
す
る
と
い
う
墓
と
が
あ
る
か
ら

で
あ
り
蓑
し
て
、
．
そ
れ
で
な
か
っ
た
ら
こ
れ
は
そ
う
い
う

こ
と
ば
し
な
い
ん
で
は
友
い
か
。
だ
か
ら
、
や
は
り
苦
曾

を
星
す
る
と
戦
う
槻
関
が
き
ち
ん
と
あ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
霞
し
て
、
戦
争
中
、
日
本
⑳
学
者
た
ち
渉
い
る
い
る

内
外
の
攻
繋
を
受
け
ま
し
た
と
き
に
、
末
弘
厳
太
郎
と
い

う
先
生
が
、
大
学
と
い
う
も
鯵
健
、
学
者
と
い
う
亀
の
漣

天
下
の
郷
意
見
番
な
ん
だ
。
そ
う
い
う
榔
憲
見
番
と
し
て

按
兵
懇
の
問
題
な
ん
か
に
発
言
し
て
い
る
と
き
、
そ
う
い

う
も
の
が
政
治
に
発
言
す
る
か
ら
ど
う
も
、
新
聞
な
ん
か

見
る
と
学
術
会
頭
は
ど
う
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
し
、
そ
し
て
首
相
自
身
が
漢
め
る
ん
じ
ゃ
注

い
け
れ
ど
も
、
や
ば
り
首
相
の
名
目
の
も
と
で
ど
こ
か
が

決
め
る
、
そ
う
い
う
こ
と
に
間
題
践
あ
る
、
こ
う
沙
う
ふ

う
鹿
思
い
主
す
Ｃ

Ｏ
粕
谷
照
美
君
高
度
の
理
麓
展
開
を
さ
れ
さ
し
た
後
で

法
律
の
具
体
的
な
と
こ
ろ
侭
入
る
と
非
儒
梶
問
題
が
あ
る

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
奄
湛
は
教
育
学
会
に
所
属
を
し
て
お

り
ま
し
て
、
季
刊
的
に
発
行
さ
れ
る
本
な
ん
か
も
よ
く
諺

室
し
て
い
た
だ
膿
て
お
り
ま
す
が
、
ぱ
た
ぱ
た
し
て
い
る

も
ん
で
す
か
ら
会
肇
も
払
わ
な
い
隼
が
あ
っ
た
り
し
童
し

毛
、
こ
と
し
、

あ
性
た
の
葬
華
の
会
貿
朧
納
室
っ
て
お
り

富
せ
ん
と
、
ウ
ン
千
円
納
め
て
く
れ
れ
ば
選
挙
権
あ
り
事

す
よ
と
い
う
よ
う
歳
街
通
知
を
い
た
だ
き
蓑
む
て
蓮
そ
し

て
あ
わ
て
埴
払
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、

学
術
会
議
が
と
に
か
く
活
性
化
す
る
た
あ
挺
臓
、
ど
う
し

て
も
一
・
人
一
人
二
十
三
万
会
員
談
投
票
す
る
と
い
う
こ
と

が
大
事
な
ん
だ
と
、
こ
う
い
う
討
議
を
展
開
さ
れ
る
方
を

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ｃ
私
も
本
当
腱
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
ね
。
選
挙
も
し
な
い
で
、
金
も
納
め
潅
い
で
、
と
腱
か

く
堂
瓊
会
を
代
表
し
て
ど
な
た
か
が
推
虞
詮
さ
れ
た
と
い

う
ふ
う
な
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
龍
な
れ
畷
、
ま
す
室
す

逆
を
言
え
ば
学
術
会
醗
砿
れ
を
す
る
の
で
ば
な
い
か
と
い

う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
だ
け
瀦
諭
が
さ
れ
、
こ
れ
だ
げ
マ
ス
弓
雫
、
が
取
り

上
げ
、
や
っ
て
誉
た
学
術
会
議
の
選
鑛
、
立
候
補
、
一
体

ど
ん
な
状
況
な
ん
で
す
か
、
さ
す
が
漣
、
今
度
賎
お
れ
が

顎
堕
哩
が
あ
っ
て
、
蕊
ん
な
出
童
し
た
よ
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。

い
裳
蓑
で
の
選
挙
の
中
で
竃
・
』
ん
な
定
員
腱
涜
た
な
い

な
ん
て
い
う
状
況
が
ず
っ
と
あ
っ
た
の
で
す
か
。
そ
れ

と
零
こ
う
い
う
状
混
が
も
し
な
く
て
今
回
だ
け
こ
う
い
う

定
員
に
満
走
潅
い
漣
と
が
あ
寺
だ
と
い
う
よ
う
錘
こ
と
胆

な
り
ま
す
と
、
そ
の
駁
因
朧
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
分

析
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
震
ず
。

○
政
府
委
員
（
藻
江
弘
一
君
〉
正
確
な
た
だ
い
ま
デ
ー
タ

出
超
い
っ
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
う
を
識
っ
て
お
り
蓑
苦
ん
の
で
正
確
な
お
巷
え
隙
で
き
童
を

い
う
我
況
の
中
で
立
候
補
さ
れ
て
い
ら
っ
Ｌ
寺
る
ん
進
や
ん
け
れ
ど
も
、
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
ば
こ
れ
玄
で

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
会
員
も
、
腱
も
輯
も
布
権
者
、
迩
隠
ご
ざ
い
実
す
。

挙
権
を
誇
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
っ
て
幾
銀
が
ど
ん
ど
ん
進
ｏ
粕
谷
照
美
君
し
か
し
、
一
言
令
名
の
定
員
の
う
ち
、

ん
で
い
く
と
い
う
よ
う
激
実
態
ば
出
て
霧
り
重
す
か
、
御
六
人
も
欠
員
で
あ
る
な
ん
と
い
う
我
溌
減
弧
急
は
そ
ん
な

報
告
く
麓
さ
い
。

学
街
会
議
に
対
す
る
学
者
の
方
殉
の
関
心
が
商
ま
っ
た
と

○
政
府
蕊
員
（
蕗
江
弘
一
君
）
第
十
三
期
会
員
選
挙
の
立
臓
這
え
な
い
と
い
う
ふ
う
騨
思
聿
璋
お
り
驚
す
。

候
補
状
況
腰
つ
書
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
患
い
布
権
者
鐙
録
な
ん
か
ど
ん
な
波
況
で
す
か
。

主
す
。

一
○
政
府
委
員
〈
魔
近
弘
一
君
）
今
回
の
猶
潅
者
登
録
の
篭

侭
諭
の
と
い
い
ま
す
か
、
そ
の
秘
楚
員
に
満
た
な
い
た
一
致
、
締
秘
切
り
鴬
し
た
結
果
で
ば
二
十
四
源
と
い
う
患
と

あ
に
遁
加
公
示
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
初
の
締
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
前
回
の
登
録
人
員
か
ら
唾
万
五
千
ぱ

め
切
り
時
点
重
菅
二
十
九
名
で
ご
ざ
い
寵
す
。
定
数
に
か
〃
地
積
承
さ
れ
て
お
り
き
す
。

つ
き
ま
し
て
臓
御
承
知
の
と
お
り
二
百
十
名
笹
ご
ざ
い
ま

○
粕
谷
照
美
君
謹
臓
、
学
術
全
譲
の
会
員
の
方
を
腱
ぜ

す
。
こ
の
中
か
ら
後
で
二
人
の
方
が
辞
退
し
て
お
ら
れ
裳
ひ
大
き
な
、
側
と
い
う
か
学
術
会
践
の
撤
威
を
高
め
る
た

す
。
そ
の
後
候
補
者
が
定
員
腫
満
た
潅
睦
官
報
公
示
を
一
め
の
運
動
と
い
い
ま
す
か
、
独
自
睦
を
露
あ
て
い
施
だ
く

行
い
室
し
て
、
九
月
二
十
四
日
ま
で
に
六
名
の
方
の
扇
け
運
動
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
大
き
く
出
し
て

出
が
あ
り
曹
し
て
、
合
わ
せ
室
菅
三
十
三
名
と
な
ら
れ
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
ん
で
す
ね
。
イ
ギ

た
お
識
で
ご
ざ
い
ま
す
。
競
争
率
に
い
た
し
蓑
す
と
一
・
リ
ス
の
「
ネ
ー
チ
ャ
ー
」
で
す
か
、
そ
の
中
に
大
変
よ
く
認

二
倍
と
い
う
と
と
腱
な
り
ま
す
。

｜
壷
を
し
て
、
分
祷
を
し
だ
い
ら
つ
む
や
、
る
な
と
思
う
ん
で

○
粕
谷
照
美
謂
率
な
産
と
い
う
の
ば
震
は
余
り
興
味
が
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
字
の
一
つ
縄
、
『
数
少
潅
い
藩
名
な

な
い
ん
で
永
げ
れ
ど
も
、
、
九
月
の
十
九
日
腱
出
さ
れ
室
し
科
学
者
で
あ
る
久
保
亮
五
教
授
』
と
、
篭
う
あ
り
ま
す
か

た
一
言
Ｉ
ズ
・
レ
タ
ｉ
の
ナ
ン
バ
３
十
四
を
拝
見
を
い
た
ら
諺
ほ
か
の
人
が
何
か
著
名
で
詮
い
生
う
な
感
じ
で
礎
題

し
震
す
と
、
い
笈
の
御
報
告
の
よ
う
な
こ
と
の
臆
か
淀
、
・
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
兆
、
。
学
術
会
譲

『
た
だ
し
、
第
７
部
職
総
数
と
し
で
城
３
名
欠
聯
て
い
る
。
の
地
建
沈
下
の
犯
人
瞼
日
木
の
科
学
渚
自
身
で
あ
愚
些
と

第
１
部
か
ら
鋪
６
部
ま
で
臓
定
散
に
満
ち
る
か
、
超
え
て
述
べ
て
い
る
。
彼
建
主
じ
め
な
研
究
者
が
学
術
会
識
へ

い
る
鐘
、
こ
う
い
う
羅
告
が
あ
り
ま
し
た
。
『
地
方
区
に
の
関
心
を
失
三
」
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
「
学
術
会
議
談

つ
い
で
は
銘
３
部
の
中
部
、
、
中
国
・
四
国
及
び
第
４
部
の
ま
だ
重
要
な
役
翻
り
を
果
た
し
て
い
た
時
代
に
お
い
て
ず

近
畿
の
３
地
方
区
で
欠
け
て
い
る
。
」
。
定
負
に
足
り
な
か
ら
、
学
鄙
全
体
の
決
定
と
し
竜
学
術
会
儀
の
会
員
選
挙
に

っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
『
上
記
欠
員
６
名
侭
つ
い
て
捕
二
切
参
加
し
な
い
こ
と
を
決
あ
た
こ
と
も
あ
っ
た
瞳
と
も

完
立
侯
補
を
認
め
る
こ
と
艇
な
る
。
』
。
そ
れ
で
い
茜
の
御
一
述
べ
て
い
る
。
』
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
出
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
宥
差
あ
、
そ
の
こ
と
も
踏
室
え
て
、
今
回
の
選
挙

立
候
補
者
の
犠
子
を
伺
い
な
が
ら
、
本
当
に
毛
の
学
術
会

議
の
会
員
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
が
活
性
化
に
つ
な
錬
る
漢

う
た
方
途
と
い
う
も
の
を
会
長
腱
捻
私
罐
探
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
要
望
を
す
る
わ
け
で
あ
り
転
ぶ
も

と
こ
ろ
で
、
八
十
九
回
総
会
で
採
択
さ
海
謹
し
た
日
本

学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
腱
つ
い
て
の
声

明
は
、
最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
。
改
正
法
案
」
ば

本
会
議
の
存
在
理
由
を
袴
か
し
、
目
的
、
職
務
の
遂
行
寵

趣
大
な
疑
義
を
ば
ら
む
も
の
と
蒋
断
社
ざ
る
窪
得
な
い
鰹

と
、
こ
う
言
っ
て
い
る
わ
け
篭
す
が
、
鐘
の
『
疑
義
を
ば

ら
む
’
一
と
い
う
こ
と
に
関
し
篭
、
会
長
の
要
請
胆
基
弓
く

い
わ
ゆ
る
換
湧
分
科
会
談
蹴
け
ら
れ
、
そ
し
て
九
月
の
二

画
健
報
告
書
を
出
し
て
お
り
ま
す
ね
。
承
、
ど
の
漿
告
窪

を
綴
ん
で
よ
く
わ
か
ら
定
い
の
で
す
け
れ
雪
も
、
侭
か
両

読
併
擢
難
た
い
な
惑
瞳
で
す
が
、
報
告
霊
を
蟹
勇
い
う
ふ

う
腱
受
け
取
っ
て
息
ど
も
溌
識
ん
だ
ら
よ
る
し
い
ん
で
す

か
。
○
参
考
人
（
坂
田
裕
三
君
）
声
距
溌
出
さ
・
泌
蔑
Ｌ
電
、
モ

の
声
関
腫
う
た
わ
れ
て
お
り
震
ず
内
容
腱
つ
い
電
具
俸
的

な
倹
儲
を
し
て
い
た
だ
き
龍
い
と
い
う
こ
と
雷
改
革
委
員

会
腱
お
願
い
を
し
て
改
革
委
員
会
で
膿
夏
休
磯
返
上
と

い
う
こ
と
で
大
変
一
生
懸
命
御
検
討
を
い
た
だ
い
た
、
そ

の
報
告
雷
が
い
蕊
御
指
摘
の
報
告
書
液
ん
で
ご
ざ
い
議

す
．
そ
れ
で
、
こ
の
報
告
書
膳
う
た
わ
れ
て
誇
り
雀
す
こ
と

職
、
そ
の
声
明
龍
出
し
ま
し
た
剥
題
点
腱
つ
い
て
い
る
い

忌
議
鏡
き
れ
て
お
愚
わ
げ
篭
ご
ざ
い
蓑
す
の
で
、
ど
う
し

て
も
問
題
点
と
い
う
ふ
う
腱
考
え
る
方
、
大
し
た
問
題
で

獄
迭
い
と
考
え
為
方
．
い
ろ
い
ろ
な
方
が
、
学
者
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
が
あ
る
わ
け
で
ご
ぎ
い
蓑
し
て
、
そ
う
い
う
考

え
方
を
こ
嬉
挺
書
亀
上
げ
た
と
い
う
わ
げ
で
ご
ぎ
い
室
す

の
で
や
そ
の
内
容
と
し
て
朧
確
か
腱
両
詮
併
詫
臆
産
、
こ

う
い
う
考
え
私
あ
る
、
あ
あ
い
う
考
え
も
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
わ
て
諸
る
わ
浄
電
ご
ざ
い
ま
す
談
、
蓑
あ
蓮
し
か

し
な
が
ら
一
言
で
申
し
上
げ
表
す
と
、
公
迩
制
と
い
う
も

の
こ
そ
学
術
会
議
の
存
在
憲
蕊
で
あ
る
と
邸
う
露
議
龍
衷

た
れ
る
方
か
ら
は
そ
う
い
う
立
鴇
の
ま
た
癖
意
見
渉
出
蕾
．

す
し
、
公
選
制
で
な
く
て
も
学
者
の
内
外
に
対
す
る
代
表
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【判例ID】

【要旨】

27661679

l.大学の学長、教員および部局長の任用申出が、明らかに違法で客観的

に無効と認められる場合でない限り、文部大臣（任命権者）は、相当

期間内に申出のあった者を任命すべき職務上の義務を負う。

2.国立大学学長事務取扱による、後任者を任命すべき旨の上申書につ

き、文部大臣がこれを受理してから一箇月を超えても発令に及ぱなか

ったことが、合理的な期間を超えた違法な不作為に当らないとされた

事例。

3.一般的に、公務員の不作為が違法な職務の執行として国家賠償責任の
原因となりうるには、その前提として、公務員が法律上作為をなすべ

き義務を負い、これを僻怠した場合であることを要する。
4.大学の学長事務取扱に発令する法的根拠は、任命権者として学長等の

任用に関する教育公務員特例法一○条の規定が類推適用される。
5.大学の学長事務取扱の発令に要する期間は三○日あれば十分であると
認められるが、一箇月を超えてもなお発令しなかったことについて特

段の事情があった場合は、合理的な期間を超えた違法なものとの法的
評価を加えることは相当でない。

昭和48年5月1日／東京地方裁判所／判決／昭和44年（ワ）
7406号

名誉回復請求事件

棄却

確定

中田四郎萩尾保繁早井博昭

日本国憲法23条／国家賠償法 1条／国家公務員法55条/／国
家行政組織法 10条／教育公務員特例法 10条25条
訟務月報19巻8号32頁

松元忠士・憲法判例百選〔1〕＜第2版＞（別冊ジユリスト95）
144～145頁1988年1月

松元忠士・憲法判例百選〔1〕＜第3版＞（別冊ジュリスト130)
174～175頁1994年9月

松元忠士・憲法判例百選（1〕＜第4版＞（別冊ジュリスト154）
188～189頁2000年9月

松田浩・憲法判例百選〔1〕＜第5版＞（別冊ジュリスト186）
192～193頁2007年2月
4

（

【裁判年月日等】

【事件名】

【裁判結果】

【上訴等】

【裁判官】

【参照法令】

【出典】

【判例評釈】

§
１

【重要度】

塵27661679

原告井上正治

被告国

訴訟代理人真鍋薫外三名

-106-
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主 文

原告の請求はいずれも棄却する。

訴訟費用は原告の負担とする。

事 実

第一当事者の求めた裁判

一請求の趣旨

1被告は原告に対し、別紙目録（一）記載の陳謝文を、別紙目録（二）記載の条件で

官報に掲載せよ。

2被告は原告に対し、金一○○万円を支払え。

3訴訟費用は被告の負担とする。

との判決および第2項につき仮執行宣言。

二請求の趣旨に対する答弁

主文同旨の判決。

第二当事者の主張

一請求原因

（一） 原告は昭和四四年当時九州大学教授であったところ、同年三月六日開催の同大

学学部長会議の推薦に基づき、同月一一日同大学評議会によって同大学学長事務取扱に選考

された。そこで、当時的九州大学学長事務取扱原俊之教授は、同月一二日同大学庶務部人事

課長舟橋昭夫を文部省に赴かしめ、同人に人事異動上申書を提出させて、文部大臣（坂田道

太）に対し、原告を学長事務取扱に任命すべき旨申し出た。 しかるに、文部大臣は、九州大

学の督促および抗議にもかかわらず、原告を学長事務取扱に任命しないまま日を過ごし、そ
の後同年五月二一日の上記学長事務取扱原俊之教授の申出に基づき、同月二四日同大学医学

部長問田直幹教授を学長事務取扱に任命するに至った。

（二） 教育公務員特例法（以下、教特法という。 ）一○条は、大学の学長の任用は、

大学管理機関の申出に基づいて、任命権者が行なう旨定めている｡ ところで、右の任用にあ

たり任命権者たる文部大臣は、憲法二三条の保障する学問の自由に由来する大学の富治の原

則から、大学管理機関たる学長の申出に対してその当否の実質的審査権、いわゆる拒否権を

有しないと解すべきである（最高裁昭三八・五・二二大法廷判決参照） 。そして、右の教特

法の規定は学長事務取扱を置かなくてはならない場合にも当然準用されるべきであるから、
文部大臣は、前記申出に基づいて原告をすみやかに九州大学学長事務取扱に任命すべきであ

った。けだし、学長事務取扱は、学長が任期満了、辞任、死亡等によって欠員となり、後任
が任命されていない場合、または学長が病気、海外出張等のためその職務の執行ができない
場合に、当該大学の学部長、教授等のなかから、その本来の職務に従事しながら臨時、応急
に大学内および大学外に対し学長のすべての権限を代理して行使するために指定される者で
あり、かような性質に鑑みれば、文部大臣が学長事務取扱を命ずる行為は、併任に準ずる
「任命行為」 と解すべきだからである。

しかして、現行憲法施行後、文部大臣が学長等の任命について大学の申出を拒否した例は
全くなく、学長、学長事務取扱のいずれについても大学の上申から数日をまたずして発令さ
れてきたにもかかわらず、本件において文部大臣が正当な理由なく前記のとおり二か月の長

きにわたって放置し、右の発令をしなかったのは、その職務上の義務を僻怠したものにほか

ならず、かかる不作為は憲法二三条、教特法一○条に違反し、違法なものというべきであ

（

ｆ
ｆ
Ｋ
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る。 ，

（三） 文部大臣の前記発令義務の違背は､､発令の拒否に比すべきものであるから、原

告が学長事務取扱あるいは国立大学教授として不適格であるという評価を権威的に決定づけ

たものであり、誹穀的意義を有するといわなければならない。加えて、文部大臣のかかる態

度は社会に対して公表された。すなわち、 〈1〉昭和四四年三月二○日付朝日新聞によっ

て、文部省大臣官房長安嶋弥名義で九州大学長あてになされた別紙目録（四）記載のような

同月一七日付調査照会がスクープされたところ、その際安嶋官房長は同紙に見解を発表し
て、調査の間は発令を保留することを確認し、 これによって叙上の態度が社会に対して公表

された。 〈2〉前記のごとく、ながらく学長事務取扱の発令がなければ、通常の経緯として
これが新聞、テレビ等によって社会一般に報道され、その結果国会でも論議を呼び、この点

につき文部大臣において答弁しなければならなくなることは当然予測されなければならない

ところ、果して実際にも右のような経緯をたどり、文部大臣の態度は社会に公表されるに至
った。

（四） しからば、原告は、右第（二）および第（三）項に記載した文部大臣の所為、

すなわち誹段的意義を有する不作為に基づいて、国立大学教授として最高学府において学

問、教育にたずさわる者の有していた社会的評価を低下せしめられ、かつその名誉感情を甚

だしく傷つけられた。これは、まさに文部大臣が学長事務取扱の任命権者として、その職務
を行なうにあたり、故意に原告の名誉を毅損したものにほかならない。
よって、原告は被告に対し、国家賠償法一条一項、四条（民法七二三条）に基づき、原告

の名誉を回復するため、請求の趣旨第1項記載のとおりの陳謝文を官報に掲載し、かつ、原
告の蒙つた精神的苦痛を慰籍するため、金一一○○万円を支払うよう求める。
二請求原因に対する認否

（－） 請求原因第（一）項の事実は、人事異動上申書の提出の日時を除き、いずれも

認める。舟橋課長が文部省を訪れた際には、人事異動上申書の提出はなく、右上申書は、昭
和四四年三月二二日書留速達郵便によって文部省に提出されたものである。

（二） 同第（二）項のうち、教特法一一○条に主張のような規定のあることおよび学長

事務取扱が主張のような場合に発令されることは、いずれも認めるが、そﾌ余は否認する。
（三） 同第（三）項のうち、本件に関して国会において論議がなされ、文部大臣がこ

れについての答弁をしたことおよび文部省大臣官房長安嶋弥名義で原告主張のような調査照

会がなされ、かつ、その主張の日の朝日新聞に主張のようなスクープ記事が載ったことは認
めるが、その余は否認する。

（四） 同第（四）項は争う“

三，被告の主張

（一） 文部大臣の行為に違法はない。すなわち、

1 国立または公立の大学は学校教育法にいう大学であり、その目的とするところ

は、同法五二条にいわゆる「学術の中心として、広く知識を授けるとともに、－深く専門の
学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させること」にある。 したがって、
一方においてそのような国立または公立の大学の学長、教員および部局長の任命を任命権者
の裁量のみに委ねることは、右の大学の巨的に照らして妥当ではなく、何人が右の学長等と
しても最も適任であるかについて、妥当な判断をしようとすればなしうると一応認められる
当該大学管理機関の申出を待つとともに、他方、右機関の申出のあった者を任命することが
明らかに不適当な場合には、そもそも右の学長等が憲法一五条一項にいう公務員である以
上、任命権者たる文部大臣としては、大学管理機関の申出にかかわらず、その申出のあった
者を任命しないことができるものと解されなければならないことは当然である。そして、学
長事務取扱については、教特法一○条の適用のないことは文理上明らかであり、また学長と
学長事務取扱とは以下に述べるようにその性格を異にするものであるから、発令手続が同一

（
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でなければならぬことはない。すなわち、一般に学長事務取扱の発令は、学長が欠けあるい

は学長に事故があるときに大学の事務運営上の必要から臨時的かつ緊急的な措置としてなさ
れるものであること前記のとおりであるから、場合によっては文部大臣は大学からの上申を

またずに発令する必要さえあるのであり、 したがってこれにつき特別の選任手続を必要とし
ないものである。現に本件において、原告を学長事務取扱に発令されたいとの九州大学から
の上申も、大学管理機関である大学協議会ではなく、大学評議会の議決に基づいてなされて

おり、学長任命の場合とは同一の手続を経ていない。要するに、右発令の法的性質は国家行
政組織法(以下、行組法という。 ）一○条に基づく職務命令であり、法律上大学管理機関の
申出に基くべきものではないから、運用としては当該大学の意向を可及的に尊重するのが妥
当であるとしても、その発令が大学側の申出に依拠したものでない場合にも、当不当の問題
が生ずることのあるは格別、違法の問題の生ずる余地はない。

2仮に、学長事務取扱の発令について、教特法一○条が準用されるとしても、学長
について述べたように、大学管理機関の申出があった場合、任命権者はその申出のあった者
を必ず任命しなければならないものではなくその者が法律上当該職に就く資格を有しない者
であるときはもとより、その者を任命することが大学の目的に照らして明らかに不適当と客
観的に認められるときには、申出を拒否することができるというべきである。
3原告に対し学長事務取扱の発令をしなかったのは、発令を拒否したのではなく、

次の経緯で発令を一時保留したものであり、文部大臣の右発令保留に違法はない。
（1） 週刊誌「サンデー毎日」昭和四四年二月二日号（一一○頁ないし一一四頁）に、
「二人の井上教授－その〃勇ましかった発言〃」という見出しで、別紙目録（三）記載の内
容の記事が掲載されたところ、その後国会において、右に記載されていた原告の諸発言は、
国立大学の教授として、また国家公務員として、法令を遵守弓-るとともに政治的中立性を保
持すべき義務に反するものではないかという疑いから前記のように再三にわたって論議の対
象に取り上げられ、それについての質疑がなされた。

（2） 文部大臣は、その職責上国会で答弁しなければならない必要にも迫られ、行組法--‐
○条所定の国立大学職員に対する服務統督権に基づき、時として本人的発言の内容ないし真
意が正確に把握されにくいテレビ放送、あるいは週刊誌にあらわれた原告の前記諸発言の真
否、真意、経緯等を確かめるため、前記のように大臣官房長をして昭和四四年三月一.七日付
をもって九州大学長あてに別紙目録(四）記載の照会をなさしめたところ、これに対し、同
大学学長事務取扱原俊之教授より同月二六日付で大臣官房長あてに、別紙目録（五）記載の
回答がなされた。 しかし、当時は既に原告を学長事務取扱に発令されたいとの上申がなされ
ており、かつ、原告の発言として前記週刊誌に記載されていたところは、単なる個人的な意
見に関するものではな‘<、国家公務員としての、また国立大学教官としての職務の執行に関
連があると受けとられ得る趣旨のものであることから、文部大臣はその職責上、右発令のた
めの資料を得るため､･再度九州大学に対し、照会の趣旨にそった回答をするよう要請したに
もかかわらず、同大学からは何らの回答もなされないまま、前記のように同年五月二一日に
至り同大学学長事務取扱原俊之教授から問田直幹医学部長を学長事務取扱に任命されたい旨
の上申がなされたものである。

（3） 国立大学の学長事務取扱は憲法一五条一項にいう公務員であるところから、その任
命権者である文部大臣としては、発令にあたり国立大学教官としての言動について正確な事
実を把握し、場合によってはこれを発令判断の資料とするのは当然の職責であり、またそれ
は学問、思想の内容について云々しようとするものでもない。 したがって、本件について右
判断の資料となるべき九州大学からの回答がなされるまで発令をしなかったこと、すなわち
発令を保留していたことは適法な権限の行使であり、何ら違法のかどはない。

（二） 文部大臣の行為によって原告の名誉は段損されていない。
すなわち、

ぐ
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1 発令の保留は、国家行政組織内部における事務処理手続の進行をとどめていただ

けのことであり、何ら公表的なものはない。右発令の保留が原告主張のように新聞によって

「スクープ」 されたものとしても、 「スクープ」というのは、当事者が公表しないのに報道
機関がこれを探知する類のことをいうのであるから、これが公表というにあたらないことは
多言を要しないし、また､､右の新聞において安嶋官房長が述べて．いるところは、原告のいわ
ゆる「スクープ」に対するもので、文部省としての見解の公表ではない。 さらに、文部大臣
が国会において答弁するのは、立法府に対する行政府の重要な責務であるから、もとよりこ
れも公表にあたるものではない。

2仮に発令保留という態度が公表されたとしても、それが当人の名誉を毅損するよ
うな事実を理由とするものでないかぎり （例えば、当人が病弱であるというような理由によ
る場合） 、これにより当人の社会的評価を低下せしめるものではないところ、本件において
は、未だ何ら原告の名誉にかかわる事実ないし意見を公にしたものはないから、原告の名誉
が穀損されてはいない。

3文部大臣が、原告の発言として週刊誌に記載されたところについて九州大学から
の回答を求めて、その間発令を保留しているということは、社会一般も認識し、またそれ以
上の認識はなかったのであるから、仮に原告の国立大学教授としての社会的評価の低下があ
ったとしても、それは原告自身の言動に対する評価に基づくものといわねばならない。 も
し、右発言の内容がそれ自体社会一般に知られても何ら原告の学長事務取扱としての適格|生
を疑わせるおそれのないものであるというのであれば、それについて文部大臣が調査をし、
その間発令を保留していることが社会一般に知られたとして#〕、それだけのことによって原
告の社会的評価を低下せしめるごとき道理はないから、文部大臣の行為と原告の社会的評価
の低下との間には因果関係がないものというべきである。
四被告の主張に対する認否および反論

（一） 1 被告の主張第（一）項1のうち、本件における九州大学からの上申が大学評
議会の議決に基づいてなされていることは認めるが、その余は争う．文部省設置法五条一項
一八号、二項によれば、文部省（文部大臣）は国立大学に対して「そめ運営に関して指導と
助言を与える」権限を有するのみで、指揮監督権を有するものではないから、これに前記大
学における自治の原則を考え合わせれば、学長事務取扱発令の法的性質が行組法一○条に基
づく職務命令であり得ようはずがない。

元来大学は、国家の施設として一般的には特別権力関係の下にあって行組法一○条にいわ
ゆる「統督」ぬ権限に服するとしても、大学自治の原則を認めなければならない限度におい
ては、この特別権力関係の外に置かれるべきものである。けだし､大学を全面的に特別権力
関係のもとに置くことは、大学を官僚の支配の下に委ねることになり、学問㈹自由は全く否
定されてしまうからである。また、被告の主張するような、学長事務取扱を大学の上申を待
たずに発令する必要のある場合はまず存しない。九州大学についてみても、 「総長の代理を
行なう先任学部長についての申合せ」 （昭三五.三.一評議会決定)なる内規があり、これ
によって緊急事態に対処し得るよう必要な手当てがされているから、右のような場合を考え
ることができないのである。 さらに、学長事務取扱は、その応急的、臨時的な性格から教特
法四条による手続の完全な遵守ができない場合があっても、評議会のような大学の最高機関
による選考が行なわれた以上、 これによって大学の意思は明らかにされ、学長選任に準じた
手続が履まれたものとみるべきであるから、この場合にも同法一○条を準用して、文部大臣
は右の選考に基づく上申を尊重すべき義務を負うものである。
2 同第（－）項2は争う。被告主張のような例外を認めると、その例外を判断する

者が任命権者そのものであることからその濫用の危険があり、ひいて大学の自治が侵される
虞れがある。 したがって、文部大臣には如何なる拒否権もないものと解すべきである。仮に
被告主張のように文部大臣が学長事務取扱の発令について、裁量権を有するとしても、大学
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の人事については大学自治の原則によって制約を受ける結果、 「明らかに不適当と客観的に

認められるとき」に限って発令を拒否し得るのであって、それが疑わしいときは、むしろ発

令すべきことこそ、その職責といわなくてはならない。

3（1） 同第（一）項3(1)のうち、被告主張の週刊誌にその主張のような記事が掲

載されたことは認める。 しかし、ここにいわゆる原告の発言は、その内容において政治的中

立性に反する疑いは全くなく、 この点は人事院規則（昭二四。九・一九）および「政治的行

為の運用方針について」 （同二四・一○・二八文部事務次官通知）に徴しても明白である。
（2） 同第（一）項3(2)のうち、大臣官房長名義による照会に対して、九州大学学長事

務取扱より主張のような回答がなされたことは認める。

右の調査照会は違法なものである。すなわち、文部大臣において学長事務取扱発令の判断
資料を得る目的でかような調査照会をなすことは、前述のように本来学長事務取扱の発令に
ついて裁量を行なうなどどいうことが許されないものである以上、服務統督権に名をかりた
権限の濫用である。のみならず、仮に、被告主張のように発令前に調査照会を行なうことが，，
できる場合があり得るとしても、本件の調査照会は、原告の国立大学教授としての学問思
想の自由に関連する事項であるばかりでなく、原告の発言に対する大学当局の見解をはじ
め、大学当局としてこれまでにとつだ措置、 さらには今後とろうとする措置までも報告する
ように要求しているものであって、 これは憲法二三条、一九条に違反するものである＠
（3） 同第（一）項3(3）は争う。叙上のように、調査照会は違法なものであるから、こ
れに対する正式の回答があるまで発令を保留するという文部大臣の行為も違法である。しか
も、大学においては、永年の慣行によって一たび学長事務取扱が選任されれば、その者が直
ちにその職務をとることになるから、文部大臣の不発令により大学にとって最も重要な人事
はすべて停滞して大学は混乱に陥ﾚ)、結局、学長事務取扱に選任された者も辞任を余儀なく
されるのであって、これはまさしく諾令の拒否以外伽何ものでもない。

（二） 同第目項はし､ずれも否認する。
第三証拠く省略〉

〈

理 由

一請求原因第（一）項的事実は、人事異動上申書（以下、単に上申書という〆 ）的提出
の時期を除き。当事者間に争いがない。 ．

ところで、原告は、上申書提出の時期について、これを昭和四四年三月一二日になされた

ものと主張する。しかしながら、右主張事実を認めるに足る的確な証拠はなく、むしろ、
〈証拠省略〉ならびに原告本人尋問の結果によれば､九州大学庶務部人事課長舟橋昭夫は、
昭和四四年三月一二日右上申書を携行して文部省に出向いた際、従来学長あるいは学長事務
取扱の発令を求める上申書は、当該大学の事務局長が担当部課長とともに持参説明するのが
慣行であったことから、同省大臣官房人事課任用班主査橋本真より、本件についても事務局
長自身が来向するよう求められ、上申書を提出しないまま事務局長の上京を待機するに至っ
たこと、翌一三日上京して来た山崎事務局長は、文部省で同省大臣官房人事課長諸沢正道と
会い、同人に対し、上申書を受理して欲しい旨申し入れたが、同人より、同年一月中旬ない
し下旬ころテレビ、週刊誌等で報道された原告の諸発言について、既に国会がこれを取り上
げて質疑がなされており （週刊誌「サンデー毎日」の同年二月二日号に「二人の井上教授一
〃その勇ましかった発言〃」 という見出しで、別紙目録（三）記載の如き内容の記事が掲載
され、かつ、その後国会において右記事をめぐって再三論議がなされたことは当事者間に争
いがない。 ） 、今後も相当の論議が予想される情勢であることから、かねて九州大学に対

《
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し、電話照会していた原告の諸発言についての調査報告がなされるまでは、上申書を受理す

るわけにはいかぬ旨説かれた結果、なるべくすみやかに右の調査報告をすることを約し、そ

れまで上申書を預ってくれるよう依頼して、これを同人に手交したこと、そして同月一七日

には文部省大臣官房長安嶋弥において九州大学長あてに別紙目録（四）記載のような調査照

会をしたが（この点も当事者間に争いがない。 ） 、九州大学はこれら照会のいずれにも回答
をなさないまま同月一九日にあらためて上申書を書留速達郵便で文部省にあてて郵送し、右

上申書は同月二二日送達されたので、文部省は同日これを受理したことが認められる。以上
の事実によれば、同年三月一三日に諸沢人事課長のとった措置の当否はともかく、上申書
は、同月二二日に至ってはじめて文部省に受理されたものといわざるを得ない。

二原告は、文部大臣が前項記載のとおり上申書の受理によって､原告を九州大学学長事

務取扱に発令すべき旨の申出を受けながら、昭和四四年五月二一日新たに問田直幹教授を任
命すべき旨の申出がなされるまでの間、申出にそう発令をしなかったことは、憲法二三条、
教特法一○条に違反し、違法な不作為にあたると主張し、そして、右の態度は文部省大臣官
房長が新間紙上で意見を表明したことにより公表されたのみならず、文部大臣はかかる態度
が当然新聞等で公表されることを予測でき、事実そのとおりとなって原告の名誉は製損され
たから、上記不作為そのものが原告に対する国家賠償責任の原因にあたる旨主張する。
おもうに、一般的に、公務員の不作為が違法な職務の執行として国家賠償責任の原因とな
り得るには、その前提として、公務員が法律上作為をなすべき義務を負い、これを辮怠した
場合であることを要するから、本件における原告の立論に従えば、先ず、文部大臣が前記の
申出に基づいて、原告を九州大学学長事務取扱に発令すべき法律上の義務を負担していたか
否かが検討されなければならない。

（一） 教特法一○条は、大学の学長、教員および部局長の任用について、 「大学管理
機関の申出に基いて、任命権者が行う。 」旨定めている．

ところで、大学において自治が認められていることは緩述を俟たないが、右自治の原理
は、大学における学問の自由、すなわち真理の探究、学術の研究の場としての大学における
研究、教育ないし教授の自由の保障を実効あらしめるために、大学の管理、運営に対する外
部からの不当な介入、制約を排して、これを大学自身の手に収めるべきものとする要求から
必然的に生まれ、かつ徐々に醸成されてきたものであり、 とV)わけ、 この自治は根幹である
大学の教官そのほかの研究者の人事が大学の自主的決定に委ねられるべきことを要請し、か
くて、大学の学長、教授そのほか②研究者は、大学の富主的判|鋳に基づいて選任されるもの
とする人事の自治が、 '|貴習法的に確立されるに至ったことは、明らかなところである。原告
の援用する最高裁判決（昭三八・五・二二） も、 『大学における学問の自由を保障するため
に、伝統的に大学の自治が認められている。 この自治は、 とくに大学の教授その他の研究者
の人事に関して認められ、大学の学長、教授その他の研究者が大学の自主的判断に基づいて
選任される。 』 と判示するゆえんである。
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のような大学自治の原理、なかんずく右原理の中核ともいうべき大学における人事の
自治に鑑みれば、前記教特法一○条にいう 「大学管理機関の申出に基いて」 とは、大学管理
機関（同法二五条一項六号により、当分の間は学長）から申出がなされたときは、任命権者
（国立の大学にあっては国家公務員法五五条一項により文部大臣、公立の大学にあっては教
特法二五条二項により当分の間その大学を設置する地方公共団体の長）は、右申出が既に同
法四条に準拠して大学の富主的選考を経たものとされる以上、その申出に蕊束されて、申出
のあった者（それはおのずから一つの地位に－人だけと解さねばならない。 ）を任命すべ
く、そこに選択の余地、拒否の権能はなく、他面、申出がなければ、右の人事を行ない得な
いものと解するのが相当である。童冥皇迄鼻_廷金塗煮迄曼茎遡逗塗曼』△l遡堕公差國雄豆2
長睦工その権限を適法に行使しなければならないこともいうをまたないから、申出が明らか舅主皇孟璽罎i星童璽塗lﾖ重i室』二擬童"菫なゑ製具三とも睡 うをまたなし■､から壁_申出が明ら－
無効と客観的に認められる場合、例えば、申出が明白に法定の

一 三一二三?ニーニアニニー－ ＝･ローマニテーーマミ一一.豆一一夛一－－－．－－畠勾一一一一一一一・劃一一ロマーーー一一一一

色 ~漣一一や…一一ー一一辱~L寺一名一一守単…一一一夕…＝学…子一卸一毎分戸一一一一一…一･･‘･ー~■口一再=一,一一一郵姉〆轡圭一寺一一一坪一…ー一一～…〃一一幸一

-112－

htips:"hanrei.dl-laW.com/dhjl/Print?6 2018/09/25



諺

D1=Law.com第一法規法情報総合データベース 8/13ページ
！

ギ出ア 目[XJUL＝庭

ことができるといわなければならな'△が、 しからざる限叺その申出に応ずべき義務、すな

わち相当の期間内に申出のあった者を学長、教員よび部局長として任命したければならない

職務上の義務を負うものと解すべきである。

（二） 進んで、学長事務取扱の発令について教特法一○条の規定の適用ないし類推適
用があるか否かについて検討する。

1 学長事務取扱は、学長が任期満了、辞任、死亡等によって欠員となり後任が未だ

任命されていないとき、または学長が病気、海外出張等のためその職務の執行ができないと

きに、当該大学の学部長、教授などのなかから、その本来の職務に従事しながら、臨時かつ
応急に大学内および大学外に対し、学長のすべての権限を代理して行使するため指定される
ものであることは当事者間に争いがない。 ところで、一般に、行政庁を構成する者が欠けた
とき、またはこれを構成する者に故障を生じたときに、誰がその職務を代って行なうかとい

うことについては、法令上の定めに基づいて当然に行なわれる場合と、代ってなすべき旨の
発令があってはじめて行なわれる場合とがあり、前者については内閣法九条、国家公務員法
一一条三項、地方自治法一五二条一項などにその例を見るところであるが、国立大学におけ
る学長事務取扱については特別に法令上の根拠は存したい。そして、〈証拠省略〉に徴すれ
ば、従来、国立大学における学長事務取扱の発令を求める場合には、慣例的に各大学におい
て内規、 ，|貫行等に基づき適宜学内のしかるべき機関に諮るなどして学長事務取扱の侯補者を
選考し、大学管理機関において文部大臣にその旨の申出をなし、同大臣は例外なく申出のあ
った者を「学長事務取扱」 （学長が欠けているとき） 、 もしくは「学長代理」 （学長に故障
があるとき） として発令しており、かつ、未だその申出をまたずにかような発令をした事例
はないこと、 しかし、諮令については、学長の場合にはそれが閣議了解事項であり、発令に
あたって学長に採用する、または昇任させる旨の人事異動通知書のみならず、学長に任命す
る旨の辞令書の交付もなされ、発令仇結果は、俸給の根拠準則あるいは一定の任期（教特法
八条一項）など一般の教員とは異なった待遇を受けることになるのに反し、学長事務取扱に
あっては、発令も閣議了解事項ではなく、発令にあたって学長事務取扱または学長代理を命
ずる旨の人事異動通知書の交付があるにとどまり、発令後における俸給の根拠準則、また本
来の職務が部局長であればその任期（|司法八条一項） 、一般教員であれば停年（同法八条二
項）など、処遇についても従前と何ら変るところのないことが認められる。
2以上のような学長事務取扱に見られる諸事実から推考すれば、国立大学め学長事

務取扱とじて発令する行為は、任命権者である文部大臣が任命権の対象である学長が欠け、
またはこれに事故のあるときに、臨時かつ応急にその代理者を指定する行為（指定代理）に
ほかならず、右の指定は、任命権の一環に含まれ、これに由来するものとして、ひっきょう
任命の性質を具えるものと解するのが相当である。この点につき、被告はこれを行組法一○
条に基つく職務命令であると主張し、 〈証拠省略〉 も右主張に添う供述をする。 しかしなが
ら、 〈1〉形式的には、人事院規則八一一二の七五条によれば、任命権者が人事異動通知書
を交付しなければならない場合の事例として、 「職員を採用し、昇任させ、転任させ、若し
くは配置換し」 （一号）たり、 「臨時的任用」 （四号）あるいは「併任」 （五号）を行なう
場合など、同規則に定める任用行為（五、一六、二○条）にあたる場合を掲げているのであ
るから、学長事務取扱の発令について学長と異なり右通知書のほかに「辞令書」の交付がな
いことをもって、 これが任用にあたらないということはできないし、むしろ、同規則八一一
二の二一条一項は、その二○条をうけて、任命権者が「併任」を行なうことができる場合を
列挙し、その中には「併任の鰯間が三箇月をこえない場合」 （五号） という暫定的な事例を
掲げていることからすれば、臨時的かつ応急的な性格を有する学長事務取扱の発令もまた'司
規則にいわゆる「併任」に含まれ、任用行為にあたると解することができること、 〈2〉実

《

（

-113－

https://hanrei.dl-law.com/dll_h/print?6 2018/09/25



旬

D1-Law.com第一法規法情報総合データベース 9/13ページ

質的には、大学における人事の自律性を尊重すべく、一時的にせよ学長と同一の権限を有す

る学長事務取扱の発令を、いわゆる特別権力関係において任命権者がその包括的支配権に基

づいて発する職務命令とみることは、右自律性になじみ難い理と考えられること （従来、学

長事務取扱の発令について行なわれていた手続上の慣行は、右自律性に極めて適合したもの

と思料される。なお、原告は、文部省設置法五条一項一八号および同条二項をもって、国立

大学の学長事務取扱の発令が職務命令たり得ないことの一つの根拠となし、またぐ証拠省

略〉にも同趣旨の記述があるけれども、これら条項は高等専門学校、研究機関などにも適用

があり、大学のみに関する規定でないことは自明であるから、同条項から直ちに右の如き結

論を導き出すことにはにわかに左祖し難い。 ） 、以上く1〉 、 〈2〉の諸点を踏まえて考え
るとき、 〈証拠省略〉は、たやすく同調し難いところである。

3 してみれば国立大学の学長事務取扱に指定し発令するのは、任命行為として、
学長等の任用に関する教特法一○条の規定が類推適用されるものといわなければならない。
ただし、その基礎となる選考過程ないし資格要件については、学長事務取扱の発令が緊急の
事態に対処するための臨時的な措置であることに鑑みれば、必ずしも同法四条に規定する学
長についての選考手続、資格を要するもの之は認められず、当該大学における内規、慣行等
に従い、学長について定められている大学管理機関（同法二五条一項一号により協議会）の
選考を経ていればもとより、そうでなくともこれに準ずる機関によって、全学的な立場から
自主的な選考を経たものと認められるならば、足りると解すべきであろう。

（三） ひるがえって、本件についてこれをみれば、原告が九州大学において学部長会

議の推薦に基づき、 ｜司大学評議会によって学長事務取扱に選考されたものであることは前記
のとおりであり、そして、 〈証拠省略〉および原告本人尋問の結果によれば、右の選考は昭

和三五年三月一日評議会決定の「総長の代理を行う先任学部長についての申合せ」に則って

行なおれ、その結果、当時法学部長であった原告が選ばれたものであることが認められる。
しかして、右評議会は同二八年四月二二日文部省令第一一号「国立大学':)評議会に関する暫

定措置を定ぬる規則」に拠るもめであるが、旧制の国立大学においては、評議会が大学的最
高の議決機関であったことを考えれば、原告に関する選考手続は、前記⑱要件を充たすに足
るものといって差支えなく、従って、右の結果に基づいて、当時の学長事務取扱である原俊

之教授が文部大臣に対してなした上申書の提出については、教特法一○条の類推適用がある
べきである。

一宅でご頂菩蔵講毒扉書硴醗演言子茨蔵藪溌ころ案廊亨~關聞雇式ﾏぞ可
は、明らかな手続違背等の形式的要件伽不備を認泌るに足る証左はなく､また原告自身につ’

〆
〃
″
８
凧
も
、

｜ そして、原告に閏する上申書の提出、換言すれば教特
|は、明らかな手続違背等の形式的要件伽不備を認泌るに
|いて、公務員〃)欠格条項に該当し、または同条項に比肩

|る資料もないのであるから､文部大臣は､上申書の受理
|学長事務取扱として発令しなければならない職務上の義
;らない。

蛙一電ラヲ達電で雲調牢王軍譽お提出に先だち、週刊誌「サン
に、 「二人の井上教授一〃その勇ましかった発言〃」 と
の内容の記事が掲載されたこと、その後の国会において

なされたことは、いずれも前述のとおりであり、そして
趣旨に徴すれば、原告が同年一月一三日のTBSテレビ「宅

に、 ’二人の井上教授一〃その勇ましかった発言〃」 と

ｆ
，
。
〃
３
蛾
尖
宍

壬日 MH和uLl lﾉL士

いう見出しで、別紙目録（三）記載

の内容の記事が掲載されたこと、その後の国会において右記事をめく曇って再三に亘り質疑が
なされたことは、いずれも前述のとおりであり、そして原告本人尋問の結果および弁論の全
趣旨に徴すれば、原告が同年一月一三日のTBSテレビ「マスコミQ」において、また上記週刊

誌の取材に対して、微細な点における正確性、ニュアンスの差異はともあれ、大筋において
右記事にあるような趣旨の発言をしたことも、これを肯認し得るところである。他方、当時
の社会情勢に眼を転ずるとき、同四三年半ばごろがら、各所にいわゆる大学紛争が発生し

て、前述の如く自治を享有し、学問と理性の府であるべき大学が未曽有の混乱におちいり、
翌四四年一月に至っては､東京大学の安田講堂事件に象徴されるような公の施設、建物の損

壊や暴力行為の中で、大学の多くはその正常な機能が麻癖して、 もはや自主的解決の方途を
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失い、やむなく警察力を導入することによって辛うじて秩序の維持を保ち得ていた状況にあ

つたこと、そして九州大学もまた紛争を抱えた大学であったことは、公知の事実である。さ

すれば、かような時期にあたって、原告が、時として興味本位の扱いから真意をそのままに

把握されにくい、一般大衆向けのテレビ番組あるいは週刊誌上で、簡にして断定的な発言を

したと見られることは、その形式、方法などから、学者としての純然たる学問上の意見とは

受け取られずに、世上一般の誤解、紛議を招くおそれのある言動であったことは否み難いと

ころといわねばならないが、しかしながら、原告のかような形における発言の片言隻句をと
１
１
１
１|らえて、直ちに国立大学の教員または学長事務取扱として、法定の欠格事由にも比すべき不

i適格性の存在を疑わしめるに足る事情となし得たいことも明らかである｡従って､これら原
|告の発言をめぐる諸事実は、叙上の判断を動かすものではない。

三よって進んで、文部大臣が昭和四四年三月二二日に上申書を受理しながら、同年五月
二一日に至るまで、原告を九州大学学長事務取扱に指定しなかったことが、相当の期間を超

えた違法なもの、すなわち、通常の手続上やむを得ない期間を超えて長期に亘って発令を放

置したものといえるかどうかについて判断する。

（一） 〈証拠省略〉よれば、学長事務取扱について上申書の提出、受理がなされた場

合には、当該大学の事務局長から選考の経過および結果、申出があった者の経歴、特に管理

職の経験の有無等の説明を受けて、選考手続の適法性および上申書の形式を点検し、上申書

に添付すべき当人の履歴書および選考の経緯、結果等を記載した文書を作成したうえ、文部

省大臣官房人事課任用班の職員を振り出しに、任用班主査、人事課副長、人事課長を経て、

大学学術局の関係各課長、審議官、局長、 さらに大臣官房長、事務次官の各中間決裁、最後

に文部大臣の決裁を受けためち、申出のあった者に人事異動通知書を交付するという経緯を

たどること、なお、右通知書の交付は、文部大臣が直接本人に辞令書を交付する慣行が確立

している学長の場合と異なり、適宜の方法でなされていることがそれぞれ認められる。 さら

に、九州大学に対する調査嘱託の結果によれば、九州大学において学長事務取扱の発令を求

めた事例としては、本件原告に先立つものとして昭和四四年一月の前記原俊之教授の場合を

みるに過ぎないが、同教授に対しては文部省が上申書を受理してから六日で発令がなされ、

本件後のものとしては前記門田直幹教授および同年八月に谷口鉄雄教授の場合があり、いず

れも上申書の受理から発令までが三日であること、一方学長については、本件以前の事例で

は、上申書の受理から発令まで一四日ないし三○日、以後の事例では右発令まで七日ないし

一八日を要していることが認められる。以上の事実に、前述のように学長事務取扱が学長と

異なり閣議了解事項ではないことを勘考すれば、文部省が学長事務取扱について上申書を受

理してからその発令に至るまでに通常の手続上必要とされる期間は、最長の期間を考えて

も、三○日あれば十分であると認いざるを得ない。

（－） そうすると、本件においては、文部大臣は上申書を受理してから通常の手続上

必要とされる期間を約一か月超えてもなお原告を学長事務取扱に発令しなかったことになる

わけであるが、これをもって、不当に長期に亘って発令を放置したものと評価し得るか否か
は、所詮、本件における具体的な諸事情を勘案して決めなければならない。

そこで、案ずるに、 〈証拠省略〉および原告本人の各供述ならびに九州大学に対する調査
嘱託の結果を総合すれば、吹の事実が認められる。

1 国立大学の学長事務取扱の発令を求める申出は、大学紛争の発生以前において

は、 さほど事例を見なかったところ、紛争の激化に伴ってにわかにその数を増したもので、

ために法令上に根拠のない右発令の性格については、これまで十分に検討される機会も必要

もなく、学説上においても定説はもとより、明確に意識してこの点を論じたものとてなく、

また未だ裁判例も存しなかった。けれども、文部省においては、学長事務取扱の職務の暫定
性、応急性を重視して、これを任命権者の権限に当然に含まれる職務命令と目し、従って教

特法一○条の適用ないし類推適用はないとするのが一致した見解とされ、また、原告を九州

’
1

（

Ｊ
１
塒
、
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大学の学長事務取扱として発令を求める本件上申に関連して、国会で行なわれた質疑に際し

ては、内閣法制局の係官においても、一般的に右発令の性質は検討中として明確な意見の表

明を避けながらも、本件上申については、学長に関して定められている大学管理機関（協議

会）の選考を経たものではないことを一事由として、同法一○条そのものの適用、ひいて任
命の拘束性はなかろう旨の見解を述べていた。

2別紙目録目記載の内容の記事等について、昭和四四年三月一七日付で文部省大臣

官房長安嶋弥名義をもって九州大学長あて一に同目録四記載の照会をしたところ、これに対

して同月二六日付で同大学学長事務取扱原俊之教授から同目録（五）記載の回答がなされた

が（右の各事実は当事者間に争いがない。 ） 、文部大臣としては、上記の照会を行組法一○

条に基づくものとし、かっこの照会に対し上記の如き回答では足りないとして、 さらに照会

の趣旨に添う具体的な内容の回答を求めるべく、その後再三にわたって同大学事務局長を通

じて督促を重ね、なおこれが得られるまでは原告を学長事務取扱として発令しないとの意向

を有していた。一方、原告は、前記のいわゆる発言の後に、一部の新聞、テレビ上で右発言

についての釈明（ここにいわゆる警察とは公安警察を意味する等）を行なうところがあっ
た。

3原告に関する本件上申のなされた時点において、九州大学では、 さきに昭和四四

年一月に水野高明学長が辞任したため同月三一日付で前記のとおり原俊之教授が学長事務取

扱に発令され、原告に関する本件上申がなされたのは、原教授が右発令後僅か一か月余りに
して同年三月一一日ごろ病気を理由に同大学評議会に辞任を申し出た結果によるものであっ
た。

以上の各事実が認められる。 しかして、 これらの事実から推せば、 〈1〉学長事務取扱の

発令を職務命令と目する文部省の見解も、全く根拠を欠いた独善の論とはなし得ず、従っ
て、かかる見解に基づいて本件上申につき任命の拘束性はないとの立場からこれに対･処せん

とした文部大臣の態度を．一概に非難することはできないこと、 〈2〉原告ﾘ:)テレビ番組ある

いは週刊誌上における発言は前叙的とおりの態様を有し、従って、右発言は、研究者、学生

を相手とLて、大学において、または学術的な機関誌等において研究結果を発表する場合と

異なり、いわば社会的活動としての色彩を帯びたものといってよく （純粋に学問上㈹意見、
研究結果の発表であれば、上記の如き照会は、 もちろん学問の自由を侵すものとして許され，

ない。 ） 、 とりわけ、当時の大学をめぐる異常な情勢から、学長事務取扱に任ぜられれぱ大
学の管理運営の責任者として、警察に対し出動要請の衝に当らねばならぬ事態の発生もおの

ずから予想されないではなかったことを慮れば、任命権者たる文部大臣が学外において徒ら

なる紛議、誤解あるいは摩擦の加わることをあらかじめ避けるために、叙上のような方法に

よって、直接九州大学または原告自身から何らかの釈明回答を得たいと意図したことは、発

令すべき職務上の義務とは別に、行政上の措置として､‘また政治的配慮として是認できない

ものではないこと、 〈3〉本件上申は、その機縁において当時の大学紛争の深刻さを示すと

ともに、その応急性の点においても、学長が欠け、または事故があるときに、当初なされる
学長事務取扱発令の申出とは若干の相違のあることを否定し難く、総じて通常の場合とは別

異の状況のもとに置かれていたこと、を認めざるを得ない。そうだとすれば、帰するとこ

ろ、本件においては、文部大臣が前記のように通常の所要期間を約一か月超えてなお原告を

学長事務取扱に発令しなかったことについて、掛酌するに足る特段の事情があったものとい

わねばならない。すなわち、文部大臣は未だ不当に長期に亘って原告を学長事務取扱に発令

しないまま放置したものとは断じ難く、文部大臣の右不作為をとらえて､合理的な期間を超

えた違法なものとの法的評価を加えることは相当でないというべきである。

四以上の次第であるから、文部大臣の不作為の違法であることを前提として、被告に対

し国家賠償を求める原告の本訴請求は、その余の判断を俟つまでもなく理由がないからこれ

を棄却し、訴訟費用の負担につき民事訴訟法八九条の規定を適用して、主文のとおり判決す

〈

V

（

-116－

https://hanrei.dl-law.com/dh_ll/Prim?6 2018/09/25



I

D1-Law.com第一法規法情報総合データベース 12/13ページ

る。

(裁判官中田四郎萩尾保繁早井榑昭）

目録（一）

陳謝文

九州大学評議会は、昭和四四年三月一一日貴殿を同学学長事務取扱に選考し、同学の大学

管理機関は直ちにその任命を文部大臣に申出ました。 しかるに、文部大臣が憲法第二三条及
び教育公務員特例法第一○条に違反してその発令をせず、貴殿の名誉を傷つけたことは甚だ
遺憾であります。

ここに深く陳謝の意を表します。

文部大臣奥野誠亮

井上正治殿

ぐ 目録（二）

（掲載条件）

一掲載場所官報最終頁の二段枠組

二掲載回数一回

三活字の大きさ （--） 表題、文部大臣奥野誠亮、井上正治殿はいずれも一六ポ活字
（二） 右（一）以外の本文は一四ボ活字

（三） 表題と本文との行間は一○ポ

（四） 本文と文部大臣奥野誠亮との行間は二○ポ

（五） 文部大臣奥野誠亮と井上正治殿との行間は二○ポ
（六）本文の行間は六ポ

目録（三）

（記事内容）

（1） 原告は、昭和四四年--月一一三日午後一一時一五分から同四五分までの間放送された
TBS (東京放送）テレビの報道番組「マスコミQ一スクラップかシンボルか一九大ジェッ

ト機引下しめ波紋」において、大原麗子デイレク.グーの「あなた'〕敵はだれですか。 」 と(Z)

質問に対して、 「私の敵は警察です．警察は私を敵視しています。 」 と答え、また、 「 （墜

落した米軍ジェット機の）機体の処理はどうしますか” 」 との質問に対し、 「大学の構内に
厳重保管する、引きわたしを強制されたらあくまで戦う．公務執行妨害罪でつかまれば法廷
で戦う。……」 と答えた。

（2） 週刊誌「サンデー毎日」の記者が原告を九大法学部長室にたずねた際、原告は、
「安保は違憲であると私が公けに唱えることは、国家公務員法や教育公務員特例法に違反す

るでしょう。 しかし、基地撤去の運動を進めてきたのだから、ある意味では九大全体がそう

いう法律に違反することになります。問題は学問的信念から出た行為かどうかです。 」
「……権力側は機体を九大内に保管しておくことは、横領罪だとか窃盗罪だとかいって一方

的に返却をせまってくるに違いない。そのときは反対デモの先頭に立つ。公務執行妨害罪に

問われてつかまるときがあるかもしれない。 しかし、それはもつけの幸いだ。安保が違憲で

あることを法廷で主張するチャンスが与えられるからです。 」 「われわれは教育の中立、大

学の中立というワクにしばられているが、そのワクを踏み越えても、 自分の見解をはっきり
させなければならない。 」等の発言をした。

／
↓
Ｉ
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目録（四）

井上正治教授の言動に関する調査について（照会）

貴学井上正治教授（法学部長）の言動については、先般来、週刊誌等に報道されておりま

すが、この件に関し、下記の事項について調査のうえ、すみやかに文書で御報告願います。

記

（1） 井上正治教授の一月一三日TBS「マスコミQ」における発言及び、サンデー毎日二月

二日号一一○頁から一一四頁に掲載された発言について、その事実の有無、事実とすればそ

の内容等について

（2） 井上正治教授の上記の言動が事実である場合に、これに対する大学当局の見解、大

学当局としてこれまでにとった措置及び今後とろうとする措置について

目録（五）

井上正治教授の言動に関する調査について（回答）

三月一七日付け文人審第五二号でご照会のこのことについて、本学は、教授個人の学問思

想の自由に関連する事項についての調査照会に対しては、回答すべき筋合のものではないと

（ 考えます。このような照会は、まことに遺憾であります。

（

I

侭
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○
日
本
国
憲
法

朕
は
、
日
本
国
民
の
総
意
に
基
い
て
、
新
日
本
建
設
の
礎
が
へ
定
ま
る
に
至

っ
た
こ
と
を
、
深
く
よ
ろ
こ
び
、
枢
密
顧
問
の
諮
詞
及
び
帝
国
憲
法
第
七
十
三

条
に
よ
る
帝
国
議
会
の
議
決
を
経
た
帝
国
憲
法
の
改
正
を
裁
可
し
、
こ
こ
に
こ

れ
を
公
布
せ
し
め
る
。

御
名
御
璽

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣
兼
外
務
大
臣
吉
田
茂

国
務
大
臣
男
爵
幣
原
喜
重
郎

司
法
大
臣
木
村
篤
太
郎

内
務
大
臣
大
村
清
一

文
部
大
臣
田
中
耕
太
郎

農
林
大
臣
和
田
博
雄

国
務
大
臣
斎
藤
隆
夫

逓
信
大
臣
一
松
定
吉

商
工
大
臣
星
島
二
郎

厚
生
大
臣
河
合
良
成

国
務
大
臣
植
原
悦
二
郎

運
輸
大
臣
平
塚
常
次
郎

大
蔵
大
臣
石
橋
湛
山

国
務
大
臣
金
森
徳
次
郎

国
務
大
臣
膳
桂
之
助

日
本
国
憲
法

ぐ

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動

し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果

と
、
わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の
行

為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意

し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す

る
。
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ

の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ

の
憲
法
は
、
か
か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る

一
切
の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇

高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と

信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ

れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に

除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た

い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免

か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無

視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関

係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
ど

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
。

〈
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②
天
皇
は
、
内
閣
の
指
名
に
基
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
を
任

命
す
る
。

第
七
条
天
皇
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
国
民
の
た
め
に
、
左
の
国

事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
。

一
憲
法
改
正
、
法
律
、
政
令
及
び
条
約
を
公
布
す
る
こ
と
。

二
国
会
を
召
集
す
る
こ
と
。

三
衆
議
院
を
解
散
す
る
こ
と
。

四
国
会
議
員
の
総
選
挙
の
施
行
を
公
示
す
る
こ
と
。

’
第
六
条

第
一
章
天
皇

第
一
条
天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
っ

て
、
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
。

第
二
条
皇
位
は
、
世
襲
の
も
の
で
あ
っ
て
、
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
。

第
三
条
天
皇
の
国
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
為
に
は
、
内
閣
の
助
言
と
承
認

を
必
要
と
し
、
内
閣
が
、
そ
の
責
任
を
負
ふ
。

第
四
条
天
皇
は
、
こ
の
憲
法
の
定
め
る
国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
を
行
ひ
、

国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
。

②
天
皇
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
摂
政
を
置
く
と
き
は
、
摂
政

は
、
天
皇
の
名
で
そ
の
国
事
に
関
す
る
行
為
を
行
ふ
。
こ
の
場
合
に
は
、
前

条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

天
皇
は
、
国
会
の
指
名
に
基
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
任
命
す
る
。

ぐ

五
国
務
大
臣
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
官
吏
の
任
免
並
び
に
全
権
委

任
状
及
び
大
使
及
び
公
使
の
信
任
状
を
認
証
す
る
こ
と
。

六
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
を
認
証
す
る
こ

‐
シ
」
Ｏ

七
栄
典
を
授
与
す
る
こ
と
。

八
批
准
書
及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の
他
の
外
交
文
書
を
認
証
す
る
こ
と
。

九
外
国
の
大
使
及
び
公
使
を
接
受
す
る
こ
と
。

十
儀
式
を
行
ふ
こ
と
。

第
八
条
皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は
皇
室
が
、
財
産
を
譲
り
受
け
、
若

し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
は
、
・
国
会
の
議
決
に
基
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
戦
争
の
放
棄

第
九
条
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希

求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使

は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保

持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

第
三
章
国
民
の
権
利
及
び
義
務

第
十
条
日
本
国
民
た
る
要
件
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
一
条
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ

の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。

第
十
二
条
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、

〈
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こ
れ
を
濫
用
し
て
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。

第
十
三
条
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び

幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。

第
十
四
条
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係

に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。

②
華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

③
栄
誉
、
勲
章
そ
の
他
の
栄
典
の
授
与
は
、
い
か
な
る
特
権
も
伴
は
な
い
。

栄
典
の
授
与
は
、
現
に
こ
れ
を
有
し
、
又
は
将
来
こ
れ
を
受
け
る
者
の
一
代

に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

の
権
利
で
あ
る
。

②
す
べ
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な

い
。

③
公
務
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
成
年
者
に
よ
る
普
通
選
挙
を
保
障
す
る
。

④
す
べ
て
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

選
挙
人
は
、
そ
の
選
択
に
関
し
公
的
に
も
私
的
に
も
責
任
を
間
は
れ
な
い
。

第
十
六
条
何
人
も
、
損
害
の
救
済
、
公
務
員
の
罷
免
、
法
律
、
命
令
又
は
規

則
の
制
定
、
廃
止
又
は
改
正
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、
平
穏
に
請
願
す
る
権

利
を
有
し
、
何
人
も
、
か
か
る
請
願
を
し
た
た
め
に
い
か
な
る
差
別
待
遇
も

受
け
な
い
。

第
十
五
条
公
務
員
を
選
定
し
、
及
び
こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
は
、
国
民
固
有

ぐ

第
十
七
条
何
人
も
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
り
、
損
害
を
受
け
た
と
き

は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
又
は
公
共
団
体
に
、
そ
の
賠
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
何
人
も
、
い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束
も
受
け
な
い
。
又
、
犯
罪
に
因

る
処
罰
の
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
に
服
さ
せ
ら
れ
な

い
。

第
十
九
条
思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
い
か
な

る
宗
教
団
体
も
、
国
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て

は
な
ら
な
い
。

②
何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を

強
制
さ
れ
な
い
。

③
国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て

は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由

は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

②
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て

は
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
何
人
も
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
居
住
、
移
転
及
び

職
業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。

②
何
人
も
、
外
国
に
移
住
し
、
又
は
国
籍
を
離
脱
す
る
自
由
を
侵
さ
れ
な

い
。

第
二
十
三
条
学
問
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

く
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第
六
十
五
条
行
政
権
は
、
内
閣
に
属
す
る
。

第
六
十
六
条
内
閣
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
首
長
た
る
内

閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
で
こ
れ
を
組
織
す
る
。

②
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
文
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
内
閣
は
、
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
国
会
に
対
し
連
帯
し
て
責
任
を
負

ふ
。

第
六
十
七
条
内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
会
議
員
の
中
か
ら
国
会
の
議
決
で
、
こ

致
し
な
い
と
き
、
又
は
参
議
院
が
、
衆
議
院
の
可
決
し
た
予
算
を
受
け
取
っ

た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
三
十
日
以
内
に
、
議
決
し
な
い
と
き

は
、
衆
議
院
の
議
決
を
国
会
の
議
決
と
す
る
。

第
六
十
一
条
条
約
の
締
結
に
必
要
な
国
会
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
六
十
二
条
両
議
院
は
、
各
々
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
ひ
、
こ
れ
に
関
し

て
、
証
人
の
出
頭
及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

プ
（
》
○

第
六
十
三
条
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
両
議
院
の
一
に
議
席

を
有
す
る
と
有
し
な
い
と
に
か
か
は
ら
ず
、
何
時
で
も
議
案
に
つ
い
て
発
言

す
る
た
め
議
院
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
答
弁
又
は
説
明
の
た
め

出
席
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
四
条
国
会
は
、
罷
免
の
訴
追
を
受
け
た
裁
判
官
を
裁
判
す
る
た
め
、

両
議
院
の
議
員
で
組
織
す
る
弾
劾
裁
判
所
を
設
け
る
。

②
弾
劾
に
関
す
る
事
項
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
五
章
内
閣

て

部
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
七
十
三
条
内
閣
は
、
他
の
一
般
行
政
事
務
の
外
、
左
の
事
務
を
行
ふ
。

｜
法
律
を
誠
実
に
執
行
し
、
国
務
を
総
理
す
る
こ
と
。

第
七
十
二
条
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
議
案
を
国
会
に
提
出

れ
を
指
名
す
る
。
こ
の
指
名
は
、
他
の
す
べ
て
の
案
件
に
先
だ
っ
て
、
こ
れ

を
行
ふ
。

②
衆
議
院
と
参
議
院
と
が
異
な
っ
た
指
名
の
議
決
を
し
た
場
合
に
、
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
両
議
院
の
協
議
会
を
開
い
て
も
意
見
が
一
致
し
な

い
と
き
、
又
は
衆
議
院
が
指
名
の
議
決
を
し
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を

除
い
て
十
日
以
内
に
、
参
議
院
が
、
指
名
の
議
決
を
し
な
い
と
き
は
、
衆
議

院
の
議
決
を
国
会
の
議
決
と
す
る
。

第
六
十
八
条
内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
務
大
臣
を
任
命
す
る
。
但
し
、
そ
の
過

半
数
は
、
国
会
議
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
内
閣
総
理
大
臣
は
、
任
意
に
国
務
大
臣
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
九
条
内
閣
は
、
衆
議
院
で
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任

の
決
議
案
を
否
決
し
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
な
い
限

り
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
内
閣
総
理
大
臣
が
欠
け
た
と
き
、
又
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
後

に
初
め
て
国
会
の
召
集
が
あ
っ
た
と
き
は
、
内
閣
は
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
一
条
前
二
条
の
場
合
に
は
、
内
閣
は
、
あ
ら
た
に
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
ふ
。

し
、
一
般
国
務
及
び
外
交
関
係
に
つ
い
て
国
会
に
報
告
し
、
並
び
に
行
政
各

〈
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に
よ
っ
て
、
内
閣
で
こ
れ
を
任
命
す
る
。
そ
の
裁
判
官
は
、
任
期
を
十
年
と

し
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
法
律
の
定
め
る
年
齢
に
達
し
た

時
に
は
退
官
す
る
。

②
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
す
べ
て
定
期
に
相
当
額
の
報
酬
を
受
け
る
。

こ
の
報
酬
は
、
在
任
中
、
こ
れ
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
八
十
一
条
最
高
裁
判
所
は
、
一
切
の
法
律
、
命
令
、
規
則
又
は
処
分
が
憲

法
に
適
合
す
る
か
し
な
い
か
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
終
審
裁
判
所
で
あ

る
。

第
八
十
二
条
裁
判
の
対
審
及
び
判
決
は
、
公
開
法
廷
で
こ
れ
を
行
ふ
。

②
裁
判
所
が
、
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害

す
る
虞
が
あ
る
と
決
し
た
場
合
に
は
、
対
審
は
、
公
開
し
な
い
で
こ
れ
を
行

ふ
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
政
治
犯
罪
、
出
版
に
関
す
る
犯
罪
又
は
こ
の
憲

法
第
三
章
で
保
障
す
る
国
民
の
権
利
が
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
事
件
の
対
審

は
、
常
に
こ
れ
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
財
政

第
八
十
三
条
国
の
財
政
を
処
理
す
る
権
限
は
、
国
会
の
議
決
に
基
い
て
、
こ

れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
四
条
あ
ら
た
に
租
税
を
課
し
、
又
は
現
行
の
租
税
を
変
更
す
る
に

は
、
法
律
又
は
法
律
の
定
め
る
条
件
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

第
八
十
五
条
国
費
を
支
出
し
、
又
は
国
が
債
務
を
負
担
す
る
に
は
、
国
会
の

議
決
に
基
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

第
八
十
条
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
最
高
裁
判
所
の
指
名
し
た
者
の
名
簿

こ
の
報
酬
は
、
在
任
中
、
こ
れ
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

く

第
八
十
六
条
内
閣
は
、
毎
会
計
年
度
の
予
算
を
作
成
し
、
国
会
に
提
出
し

て
、
そ
の
審
議
を
受
け
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
七
条
予
見
し
難
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
た
め
、
国
会
の
議
決
に
基

い
て
予
備
費
を
設
け
、
内
閣
の
責
任
で
こ
れ
を
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
す
べ
て
予
備
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
内
閣
は
、
事
後
に
国
会
の
承
諾
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
八
条
す
べ
て
皇
室
財
産
は
、
国
に
属
す
る
。
す
べ
て
皇
室
の
費
用

は
、
予
算
に
計
上
し
て
国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
九
条
公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組
織
若
し
く
は
団
体

の
使
用
、
便
益
若
し
く
は
維
持
の
た
め
、
又
は
公
の
支
配
に
属
し
な
い
慈

善
、
教
育
若
し
く
は
博
愛
の
事
業
に
対
し
、
こ
れ
を
支
出
し
、
又
は
そ
の
利

用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
九
十
条
国
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
す
べ
て
毎
年
会
計
検
査
院
が
こ
れ
を

検
査
し
、
内
閣
は
、
次
の
年
度
に
、
そ
の
検
査
報
告
と
と
も
に
、
こ
れ
を
国

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
会
計
検
査
院
の
組
織
及
び
権
限
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
九
十
一
条
内
閣
は
、
国
会
及
び
国
民
に
対
し
、
定
期
に
、
少
く
と
も
毎
年

一
回
、
国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
章
地
方
自
治

第
九
十
二
条
地
方
公
共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
地
方
自

治
の
本
旨
に
基
い
て
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
九
十
三
条
地
方
公
共
団
体
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
。

く
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Ｉ
第
一
条

（
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
日
）

（
法
律
第
百
二
十
一
号
）

第
二
回
通
常
国
会

芦
田
内
閣

改
正
昭
和
二
四
年
五
月
三
一
日
法
律
第
一
三
三
号

同
二
四
年
一
二
月
一
二
日
同
第
二
五
二
号

同
二
五
年
三
月
七
日
同
第
四
号

同
三
一
年
三
月
二
三
日
同
第
一
二
号

同
三
一
年
三
月
二
四
日
同
第
二
七
号

同
三
六
年
六
月
一
七
日
同
第
一
四
五
号

同
三
九
年
六
月
一
九
日
同
第
二
○
号

，
同
五
八
年
二
月
二
八
日
同
第
六
五
号

平
成
二
年
七
月
一
六
日
同
第
一
○
二
号

同
一
六
年
四
月
一
四
日
同
第
二
九
号

日
本
学
術
会
議
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

、
日
本
学
術
会
議
法

日
本
学
術
会
議
は
、
科
学
が
文
化
国
家
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
確
信
に
立
っ

て
、
科
学
者
の
総
意
の
下
に
、
わ
が
国
の
平
和
的
復
興
、
人
類
社
会
の
福
祉
に

貢
献
し
、
世
界
の
学
界
と
提
携
し
て
学
術
の
進
歩
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
、
こ
こ
に
設
立
さ
れ
る
。

第
一
章
設
立
及
び
目
的

○
日
本
学
術
会
議
法

こ
の
法
律
に
よ
り
日
本
学
術
会
議
を
設
立
し
、
こ
の
法
律
を
日
本
学

く

〆

’四
そ
の
他
日
本
学
術
会
議
に
諮
問
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
事
項

第
五
条 ’

第
三
条

Ｉ
第
四
条
政
府
は
、
左
の
事
項
に
つ
い
て
、
日
本
学
術
会
議
に
諮
問
す
る
こ
と

’
第
二
条

213

科
学
の
振
興
及
び
技
術
の
発
達
に
関
す
る
方
策

三’
た
め
に
政
府
の
支
咄
寺
す
る
交
付
金
、
補
助
金
等
の
予
算
及
び
そ
の
配
分

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
が
で
き
る
。

二
科
学
に
関
す
る
研
究
の
連
絡
を
図
り
、

‐
ン
」
。

が
で
き
る
。

二
政
府
所
管
の
研
究
所
、
試
験
所
及
び
委
託
研
究
費
等
に
関
す
る
予
算
編

一’ を
反
映
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章
職
務
及
び
権
限

と
し
天
科
学
の
向
上
発
達
を
図
り
、
行
政
、
産
業
及
び
国
民
生
活
に
科
学

術
会
議
法
と
称
す
る
。

一
科
学
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
こ
と
。

成
の
方
針

日
本
学
術
会
議
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
所
轄
と
す
る
。

日
本
学
術
会
議
に
関
す
る
経
費
は
、
国
庫
の
負
担
と
す
る
。

（
平
二
法
一
○
二
・
平
一
六
法
二
九
・
一
部
改
正
）

特
に
専
門
科
学
者
の
検
討
を
要
す
る
重
要
施
策

科
学
に
関
す
る
研
究
、
試
験
等
の
助
成
、
そ
の
他
科
学
の
振
興
を
図
る

日
本
学
術
会
議
は
、
左
の
事
自
に
て
、
則
再
に
ヲ
る
こ
と

日
本
学
術
会
議
は
、
独
立
し
て
左
の
職
務
を
行
う
。

日
本
学
術
会
議
は
、
わ
が
国
の
科
学
者
の
内
外
に
対
す
る
代
表
機
関

〈

ノ

そ
の
能
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
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Ｉ
第
七
条

41 31 21 第
六
条
政
府
は
、
日
本
学
術
会
議
の
求
に
応
じ
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の

開
陳
又
は
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
の
二
日
本
学
術
会
議
は
、
第
三
条
第
二
号
の
職
務
を
達
成
す
る
た

め
、
学
術
に
関
す
る
国
際
団
体
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
学
術
に
関
す
る
国
際
団
体
に
加
入
す
る
場
合
に
お
い

て
、
政
府
が
新
た
に
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
経
る
も
の
と
す
る
。

（
昭
三
一
法
二
一
・
追
加
、
平
二
法
一
○
二
・
平
一
六
法
二
九
・

一
部
改
正
）

第
三
章
組
織

5

封封四|ゴーI

：
員
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
組
織
す
る
。

補
欠
の
会
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

会
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
補
欠
の
会
員
は
、

一
回
に
限
り
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
員
の
任
期
は
、
六
年
と
し
、
三
年
ご
と
に
、
そ
の
半
数
を
任
命
す
る
。

会
員
は
、
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
推
薦
に
基
づ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣

科
学
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
方
策

科
学
を
産
業
及
び
国
民
生
活
に
浸
透
さ
せ
る
方
策

科
学
に
関
す
る
研
究
成
果
の
活
用
に
関
す
る
方
策

そ
の
他
日
本
学
術
会
議
の
目
的
の
遂
行
に
適
当
な
事
項

日
本
学
術
会
議
は
、
二
百
十
人
の
日
本
学
術
会
議
会
員
（
以
下
「
会

ぐ

６
会
員
は
、
年
齢
七
十
年
に
達
し
た
時
に
退
職
す
る
。

７
会
員
に
は
、
別
に
定
め
る
手
当
を
支
給
す
る
。

８
会
員
は
、
国
会
議
員
を
兼
ね
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
昭
二
四
法
二
五
二
・
昭
二
五
法
四
・
昭
五
八
法
六
五
・
平
一
六
法

二
九
・
一
部
改
正
）

第
八
条
日
本
学
術
会
議
に
、
会
長
一
人
及
び
副
会
長
三
人
を
置
く
。

２
会
長
は
、
会
員
の
互
選
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。

３
副
会
長
は
、
会
員
の
う
ち
か
ら
、
総
会
の
同
意
を
得
て
、
会
長
が
指
名
す

う
（
》
◎

４
会
長
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
選
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

ブ
（
〕
０

５
副
会
長
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。

６
補
欠
の
会
長
又
は
副
会
長
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
平
一
六
法
二
九
・
一
部
改
正
）

第
九
条
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
日
本
学
術
会
議
を
代
表
す
る
。

２
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
の
指

名
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
の
一
人
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

第
十
条
日
本
学
術
会
議
に
、
次
の
三
部
を
置
く
。

第
一
部

第
二
部

第
三
部
（
平
一
六
法
二
九
・
全
改
）

く
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第
十
一
条
第
一
部
は
、
人
文
科
学
を
中
心
と
す
る
科
学
の
分
野
に
お
い
て
優

れ
た
研
究
又
は
業
績
が
あ
る
会
員
を
も
っ
て
組
織
し
、
前
章
の
規
定
に
よ
る

日
本
学
術
会
議
の
職
務
及
び
権
限
の
う
ち
当
該
分
野
に
関
す
る
事
項
を
つ
か

さ
ど
・
る
。

２
第
二
部
は
、
生
命
科
学
を
中
心
と
す
る
科
学
の
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
研

究
又
は
業
績
が
あ
る
会
員
を
も
っ
て
組
織
し
、
前
章
の
規
定
に
よ
る
日
本
学

術
会
議
の
職
務
及
び
権
限
の
う
ち
当
該
分
野
に
関
す
る
事
項
を
つ
か
さ
ど

う
（
》
◎

３
第
三
部
は
、
理
学
及
び
工
学
を
中
心
と
す
る
科
学
の
分
野
に
お
い
て
優
れ

た
研
究
又
は
業
績
が
あ
る
会
員
を
も
っ
て
組
織
し
、
前
章
の
規
定
に
よ
る
日

本
学
術
会
議
の
職
務
及
び
権
限
の
う
ち
当
該
分
野
に
関
す
る
事
項
を
つ
か
さ

芯
〆
」
ラ
（
》
０

４
会
員
は
、
前
条
に
掲
げ
る
部
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

（
昭
五
八
法
六
五
・
平
一
六
法
二
九
・
一
部
改
正
）

第
十
二
条
各
部
に
、
部
長
ゞ
一
人
、
副
部
長
一
人
及
び
幹
事
二
人
を
置
く
。

２
部
長
は
、
そ
の
部
に
属
す
る
会
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。

３
副
部
長
及
び
幹
事
は
、
そ
の
部
に
属
す
る
会
員
の
う
ち
か
ら
、
部
会
の
同

意
を
得
て
、
部
長
が
指
名
す
る
。

４
第
八
条
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
部
長
に
つ
い
て
、
同
条
第
五
項
及

び
第
六
項
の
規
定
は
副
部
長
及
び
幹
事
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
平
一
六
法
二
九
・
全
改
）

第
十
三
条
部
長
は
、
部
務
を
掌
理
す
る
。

２
副
部
長
は
、
部
長
を
補
佐
し
、
部
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務

ぐ

連
携
会
員
（
以
下
「
連
携
会
員
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

２
連
携
会
員
は
、
優
れ
た
研
究
又
は
業
績
が
あ
る
科
学
者
の
う
ち
か
ら
会
長

が
任
命
す
る
。

３
連
携
会
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

４
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
連
携
会
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政

令
で
定
め
る
。
（
平
一
六
法
二
九
・
全
改
）

第
十
五
条
の
二
日
本
学
術
会
議
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
員

又
は
連
携
会
員
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
常
置
又
は
臨
時
の
委
員
会
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

’
第
十
五
条

を
代
理
す
る
。

３
幹
事
は
、
部
長
の
命
を
受
け
、
部
務
に
従
事
す
る
。

第
十
四
条
日
本
学
術
会
議
に
、
そ
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
さ
せ
る
た

め
、
幹
事
会
を
置
く
。

２
幹
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
部
長
、
副
部
長
及
び
幹
事
を
も
っ
て
組
織

す
る
。

３
日
本
学
術
会
議
は
、
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
規
則
（
以
下
こ
の
章
及

び
次
章
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
章

の
規
定
に
よ
る
日
本
学
術
会
議
の
職
務
及
び
権
限
の
一
部
を
幹
事
会
に
委
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
昭
五
八
法
六
五
・
平
一
六
法
二
九
・
一
部
改
正
）

よ
り
第
三
条
に
規
定
す
る
職
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
た
め
、
日
本
学
術
会
議

日
本
学
術
会
議
に
、
会
員
と
連
鐸

く

ぬ
る
と
こ
ろ
に
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（
昭
五
八
法
六
五
・
追
加
、
平
一
六
法
二
九
・
一
部
改
正
）

第
十
六
条
日
本
学
術
会
議
に
、
事
務
局
を
置
き
、
日
本
学
術
会
議
に
関
す
る

事
務
を
処
理
さ
せ
る
。

２
事
務
局
に
、
局
長
そ
の
他
所
要
の
職
員
を
置
く
。

３
前
項
の
職
員
の
任
免
は
、
会
長
の
申
出
を
考
慮
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
行

シ
【
，
／
Ｏ

（
昭
二
四
法
一
三
三
・
昭
三
一
法
一
二
・
平
二
法
一
○
二
・
平
一

六
法
二
九
・
一
部
改
正
）

第
四
章
会
員
の
推
薦

（
昭
五
八
法
六
五
・
全
改
）

’
第
十
七
条

（
平
一
六
法
二
九
・
全
改
）

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
削
除

（
平
一
六
法
二
九
）

第
五
章
会
議

第
二
十
三
条
日
本
学
術
会
議
の
会
議
は
、
総
会
、
部
会
及
び
連
合
部
会
と
す

プ
（
〕
。

２
総
会
は
、
日
本
学
術
会
議
の
最
高
議
決
機
関
と
し
、
年
二
回
会
長
が
こ
れ

を
招
集
す
る
。
但
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
こ
れ
を
招
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

I
苞’ 究
又
は
業
績
が
あ
る
科
学
者
の
う
ち
か
ら
会
員
の
候
補
者
を
選
考
し
、
内
閣

日
本
学
術
会
議
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
優
れ
た
研

く

こ
と
が
で
き
る
。

（
昭
五
八
法
六
五
・
全
改
、
平
一
六
法
二
九
・
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条
削
除

（
昭
五
八
法
六
五
）

第
二
十
八
条
会
長
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
事
項
そ

第
二
十
六
条
内
閣
総
理
大
臣
は
、
会
員
に
会
員
と
し
て
不
適
当
な
行
為
が
あ

３
部
会
は
、
各
部
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し
、
部
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

４
連
合
部
会
は
、
二
以
上
の
部
門
に
関
連
す
る
事
項
を
審
議
し
、
関
係
す
る

部
の
部
長
が
、
共
同
し
て
こ
れ
を
招
集
す
る
。

（
昭
五
八
法
六
五
・
旧
第
二
十
二
条
繰
下
）

第
二
十
四
条
総
会
は
、
会
員
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ

を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
総
会
の
議
決
は
、
出
席
会
員
の
多
数
決
に
よ
る
。

３
部
会
及
び
連
合
部
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
揃
二
項
の
規
定
を
準
用
す

る
。

（
昭
五
八
法
六
五
・
旧
第
二
十
三
条
繰
下
）

第
六
章
雑
則

（
昭
五
八
法
六
五
・
旧
第
七
章
繰
上
）

第
二
十
五
条
内
閣
総
理
大
臣
は
、
会
員
か
ら
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
る
辞
職
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
日
本
学
術
会
議
の
同
意
を
得

て
、
そ
の
辞
職
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
昭
五
八
法
六
五
・
全
改
）

る
と
き
は
、
日
本
学
術
会
議
の
申
出
に
基
づ
き
、
当
該
会
員
を
退
職
さ
せ
る

く
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Ｉ
第
二
条
会
長
は
、
連
携
会
員
か
ら
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る

’
第
三
条
会
長
は
、
連
携
会
員
に
連
携
会
員
と
し
て
不
適
当
な
行
為
が
あ
る
と

’
第
一
条

○
日
本
学
術
会
議
法
施
行
令
・
（
平
成
十
七
年
九
月
十
六
日
）

（
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）

日
本
学
術
会
議
法
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

日
本
学
術
会
議
法
施
行
令

内
閣
は
、
日
本
学
術
会
議
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
・
一
号
）
第
十

五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
九
年

政
令
第
百
六
十
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２
連
携
会
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
は
、
日
本
学
術
会
議
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
規
則
（
以
下
単
に

辞
職
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
辞
職
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
六
年
未
満
の
任
期
を
定
め
て
任
命

期
は
、
六
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
定
の
期
間
内
に
限
っ
て
そ
の
職
務
を
行

「
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
連
携
会
員
を
退
職

（
雑
則
）

（
連
携
会
員
の
退
職
）

（
連
携
会
員
の
辞
職
）

（
連
携
会
員
の
任
期
等
）

日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
（
以
下
「
連
携
会
員
」
と
い
う
。
）
の
任

ぐ

第
四
条
こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
連
携
会
員
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
規
則
で
定
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
選
考
委
員
会
令
の
廃
止
）

２
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
選
考
委
員
会
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六

十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

〈
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（
平
成
十
七
年
十
月
二
十
四
日
）

（
日
本
学
術
会
議
規
則
第
三
号
）

改
正
平
成
一
八
年
二
月
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号

同
一
八
年
五
月
八
日
同
第
二
号

同
二
○
年
五
月
七
日
同
第
一
号

同
二
三
年
七
月
二
八
日
同
第
一
号

同
二
五
年
一
○
月
二
八
日
同
第
一
号

同
二
八
年
五
月
一
八
日
同
第
一
号

日
本
学
術
会
議
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
会
則
（
昭
和
二
十
四
年
日
本
学
術
会
議
規
則

第
一
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

日
本
学
術
会
議
会
則

目
次第
一
章
総
則
（
第
一
条
）

第
二
章
職
務
（
第
二
条
、
第
三
条
）

第
三
章
組
織
（
第
四
条
’
第
六
条
）

第
四
章
会
員
及
び
連
携
会
員
の
選
考
等
（
第
七
条
’
第
十
五
条
）

第
五
章
会
議
（
第
十
六
条
）

第
六
章
総
会
（
第
ｆ
七
条
’
第
十
九
条
）

第
七
章
部
会
（
第
二
十
条
’
第
二
十
二
条
）

第
八
章
幹
事
会
（
第
二
十
三
条
’
第
二
十
六
条
）

第
九
章
委
員
会
（
第
二
十
七
条
’
第
三
十
二
条
）

○
日
本
学
術
会
議
会
則

r
、

’
第
二
条

第
十
章
地
区
会
議
（
第
三
十
三
条
）

第
十
一
章
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー
（
第
三
十
四
条
）

第
十
二
章
栄
誉
会
員
（
第
三
十
五
条
）

第
十
三
章
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体
（
第
三
十
六
条
）

第
十
四
章
雑
則
（
第
三
十
七
条
’
第
三
十
九
条
）

附
則

第
一
章
総
則

（
総
則
）

第
一
条
日
本
学
術
会
議
（
以
下
「
学
術
会
議
」
と
い
う
。
）
の
運
営
に
関
す

る
事
項
は
、
こ
の
会
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
章
職
務

と
し
、
そ
の
表
出
主
体
及
び
定
義
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

一
要
望

二
声
明

三
提
言

四
報
告

五
回
答
（
平
二
○
日
学
会
規
一
・
一
部
改
正
）

（
国
際
活
動
）

法
第
三
条
第
一
号
の
職
務
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
意
思
の
表
出
を
す
る
こ
と

条
に
定
め
る
諮
問
に
対
す
る
答
申
及
び
法
第
五
条
に
定
め
る
勧
告
の
ほ
か
、

（
意
思
の
表
出
）

学
術
会
議
は
、
日
本
学
術
会
議
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四

く
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第
三
条
学
術
会
議
は
、
法
第
六
条
の
二
に
定
め
る
国
際
団
体
へ
の
加
入
の
ほ

か
、
法
第
三
条
第
二
号
の
職
務
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
国
際
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

一
学
術
に
関
す
る
国
際
会
議
等
へ
の
代
表
の
派
遣

二
学
術
に
関
す
る
国
際
会
議
の
主
催
及
び
後
援

三
二
国
間
学
術
交
流

四
ア
ジ
ア
学
術
会
議
に
関
す
る
こ
と
。

五
そ
の
他
会
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

２
国
際
活
動
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

第
三
章
組
織

（
会
長
の
互
選
等
）

第
四
条
法
第
八
条
第
二
項
の
会
長
の
互
選
は
、
他
の
案
件
に
先
立
っ
て
総
会

で
行
う
も
の
と
す
る
。

２
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
会
長
の
互
選
に
関
す
る
事
項
は
、
総
会

が
定
め
る
。

（
副
会
長
の
職
務
）

第
五
条
副
会
長
は
、
会
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

つ
か
さ
ど
る
。

一
学
術
会
議
の
組
織
運
営
及
び
科
学
者
間
の
連
携
に
関
す
る
こ
と
。

二
学
術
会
議
と
政
府
、
社
会
及
び
国
民
等
と
の
関
係
に
関
す
る
こ
と
。

三
学
術
会
議
の
国
際
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

（
部
へ
の
所
属
）

第
六
条
法
第
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
会
員
の
部
へ
の
所
属
は
、
会
員
か

く

31

ｌ
第
八
条

21る
も
の
と
す
る
。

４
幹
事
会
は
、
第
二
項
の
連
携
会
員
の
候
補
者
の
名
簿
に
基
づ
き
、
連
携
会

ら
の
申
出
に
基
づ
き
総
会
が
定
め
る
。

第
四
章
会
員
及
び
連
携
会
員
の
選
考
等

（
連
携
会
員
の
任
期
の
例
外
）

第
七
条
日
本
学
術
会
議
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
、

以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
国

際
業
務
又
は
委
員
会
の
特
定
の
専
門
的
事
項
の
審
議
に
参
画
す
る
た
め
三
年

以
下
の
必
要
な
期
間
を
定
め
て
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
（
以
下
「
連
携
会

員
」
と
い
う
。
）
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
令
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基

づ
き
、
学
術
会
議
の
活
動
に
参
画
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
期
間
を
定
め
て
連

携
会
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
一
八
日
学
会
規
一
・
一
部
改
正
）

得
て
、
会
員
の
候
補
者
を
内
閣
総
理
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
を
会
長
に
求
め

連
携
会
員
の
候
補
者
の
名
簿
を
作
成
し
、
幹
事
会
に
提
出
す
る
。

総
会
が
定
め
る
委
員
会
に
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
員
及
び
連
携
会
員
の
候
補
者
を
、
別
に

員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
幹

（
会
員
及
び
連
携
会
員
の
選
考
の
手
続
）

幹
事
会
は
、
前
項
の
会
員
の
候
補
者
の
名
簿
に
基
づ
き
、
総
会
の
承
認
を

前
項
の
委
員
会
は
、
前
項
の
推
薦
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ
き
、
会
員
及
び

会
員
及
び
連
携
会
員
（
前
条
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会

〔
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Ｉ

■

■
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、

‐

‐

Ｉ

１

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

第

九

条

幹

事

会

は

、

会

員

か

ら

辞

職

の

申

出

が

あ

っ

た

と

き

は

、

法

第

二

十

’
第
十
条

員
の
候
補
者
を
決
定
し
、
そ
の
任
命
を
会
長
に
求
め
る
も
の
と
す
る
。

５
幹
事
会
は
、
前
条
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
る
連
携
会
員
の
候
補
者
を

決
定
し
、
そ
の
任
命
を
会
長
に
求
め
る
も
の
と
す
る
。

６
そ
の
他
選
考
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

（
平
一
八
日
学
会
規
一
・
一
部
改
正
）

（
会
員
の
辞
職
）

も
っ
て
同
意
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
、
幹
事
会
は
、
議
決
の
後
に
開
催
さ
れ
る
最
初
の

総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
幹
事
会
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
同
意
を
得
る
に
当
た
り
、
別
に
総
会
が

定
め
る
委
員
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
員
の
退
職
）

議
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
に
お
い
て
、
幹
事
会
は
、
別
に
総
会
が
定
め
る
委
員
会
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
前
項
に
お
い
て
、
前
項
の
委
員
会
は
、
当
該
会
員
に
弁
明
の
機
会
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

待
つ
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
幹
事
会
の
議
決
を

五
条
に
定
め
る
同
意
を
得
る
こ
と
に
つ
き
、
総
会
に
議
決
を
求
め
な
け
れ
ば

と
き
は
、
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
申
出
を
す
る
こ
と
に
つ
き
、
総
会
に

幹
事
会
は
、
会
員
に
会
員
と
し
て
不
適
当
な
行
為
が
あ
る
と
認
め
る

員
の
辞
褐
の
申
出
瑳
中で

’
第
十
四
条 ’

第
十
三
条

（
連
携
会
員
の
補
欠
の
者
の
任
期
）

第
十
一
条
連
携
会
員
の
補
欠
の
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。（
連
携
会
員
の
再
任
）

第
十
二
条
連
携
会
員
の
再
任
の
回
数
は
、
一
面
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、

任
命
の
時
点
で
七
十
歳
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
任
期
限
り
と
す
る
。

２
前
項
の
再
任
の
回
数
に
は
、
会
員
に
任
命
さ
れ
た
場
合
を
連
携
会
員
と
し

て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
れ
に
含
め
る
。

３
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会
員
に

は
適
用
し
な
い
。

こ
と
を
、
会
長
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
に
お
い
て
、
幹
事
会
は
、
第
十
条
第
二
項
の
委
員
会
の
意
見
を
聴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
；
前
項
に
お
い
て
、
第
十
条
第
二
項
の
委
員
会
は
、
当
該
連
携
会
員
に
弁
明

の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
‘

認
に
つ
い
て
、
幹
事
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
幹
事
会
は
、
前
項
の
同
意
を
す
る
に
当
た
り
、
第
九
条
第
三
項
の
委
員
会

の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
と
認
め
る
と
き
は
、
令
第
三
条
に
基
づ
き
当
該
連
携
会
員
を
退
職
さ
せ
る

（
連
携
会
員
の
退
職
）

（
連
携
会
員
の
辞
職
）

幹
事
会
は
、
連
携
会
員
に
連
携
会
員
と
し
て
不
適
当
な
行
為
が
あ

く ⑱
辞
痛
め
牢
辻
か
方

］
△
室
三
宝

、
、
、
日
日
Ｆ

１

〕
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第
二
条
令
第
一
条
の
連
携
会
員
の
う
ち
、
平
成
十
七
年
十
月
四
日
か
ら
平
成

十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
任
命
さ
れ
る
者
の
任
期
の
終
期
は
、
平
成
二
十

三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
で
会
長
が
指
定
す
る
。

２
前
項
の
連
携
会
員
の
う
ち
、
半
数
の
者
の
任
期
は
、
平
成
二
十
年
九
月
三

十
日
ま
で
と
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
八
日
学
会
規
二
・
一
部
改
正
）

第
三
条
会
長
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
委
員
会
又
は

地
区
会
議
の
活
動
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、
第
八
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
必
要
な
期
間
を
定

め
、
連
携
会
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会
員
は
、
第
八
条
第
一
項
の
推
薦
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会
員

に
は
適
用
し
な
い
。

附
則
（
平
成
一
八
年
一
頁
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成
一
八
年
五
月
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
二
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成
二
○
年
五
月
七
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成
二
三
年
七
月
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
（
平
成
二
五
年
一
○
月
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一

く

〆

１

１

９

、

別
表
（
第
二
条
関
係
）

（
平
二
○
日
学
会
規
一
・
全
改
、
平
二
五
日
学
会
規
一
・
一
部
改

正
）

号
）

こ
の
規
則
は
、

附
則

こ
の
規
則
は
、

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
八
年
五
月
一
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〈
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告報 言提 明声 望要 類種

部
、
委
員

会
、
分
科
会

部
、
委
員

会
、
分
科
会

又
は
若
手
ア

カ
デ
ミ
ー

学
術
会
議

学
術
会
議

表
出
主
体

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、

部
、
委
員
会
、
分
科
会
又
は
若
手
ア
カ
デ
ミ

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、

色

部
、
委
員
会
、
分
科
会
又
は
若
手
ア
カ
デ
ミ

ー
が
実
現
を
望
む
意
見
等
を
発
表
す
る
こ

と
◎

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
学

術
会
議
が
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
特

に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
意

見
等
を
発
表
す
る
こ
と
。

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
学

術
会
議
が
政
府
及
び
関
係
機
関
等
に
実
現
を

望
む
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
。

定
義



．

〆
Ｉ
、

ノ
（

ノ

〔

ノ
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答回

学
術
会
議

又
は
若
手
ア

カ
デ
ミ
ー

■

◆

関
係
機
関
か
ら
の
審
議
依
頼
（
法
第
四
条
の

諮
問
を
除
く
。
）
事
項
に
対
し
、
学
術
会
議

が
回
答
す
る
こ
と
。

１
が
審
議
の
結
果
を
発
表
す
る
こ
と
。

●
。



●日本学術会議細貝リ

(蕊峰墨蝿皐呈）
13日日本学術会議第147回総会決定

11日日本学術会議第148回総会決定

3日日本学術会議第149回総会決定

10日日本学術会議第150回総会決定

8日日本学術会議第152回総会決定

1日日本学術会議第154回総会決定

19日日本学術会議第156回総会決定

11日日本学術会議第167回総会決定

14日日本学術会議第171回総会決定

１
１
１

年
年
年
年
年
年
年
年
年

８
８
８
９
０
０
１
６
８

１
１
１
１
２
２
２
２
２

成
成
成
成
成
成
成
成
成

平
平
平
平
平
平
平
平
平

正改 月
月
月
月
月
月
月
月
月

２
４
０
４
４
０
０
７
４

く

日本学術会議細則を、次のとおり定める。

日本学術会議細則

第1章総則

（総則）

第1条日本学術会議（以下「学術会議」 という。 ）の運営に関する事項は、 日本学術会

議会則（平成17年日本学術会議規則第3号、以下「会則」 という。 ）に定めるもの及

び会則において幹事会で定める事項とされているもののほか、 この細則の定めるところ
による。

く‐ 第2章 会長

（会長の互選）

第2条事務局長は、会長の互選のための資料として、互選が行われる総会時における会

員（送付時には候補者である者を含む。以下本条において同じ。 ）に対し、総会に先立
ち、次の資料を送付する。

（1） 互選が行われる総会時における会員の名簿（略歴等を含む。以下本条において「名

簿」 という。 ）

（2） その他幹事会が必要と認める資料

2会長の互選は、総会に出席した会員の投票により行う。この場合の投票の方法は、次
のとおりとする。

（1） 会員は、前項の規定により送付された名簿に掲載された者のうち1人に投票する。
この投票は、単記無記名による。

（2） 投票者数の過半数の票を得た者を会長の候補者とする。

－16－



することができる。

4提出者は､前項の助言に基づき、必要に応じ議案を修正の上､議案を会長に提出する。

5会長は、提出された議案を総会に付議する。幹事会の意見のうち、議案に反映されな

いものについては、会長が総会において当該意見を述べるものとする。

6総会において2人以上の会員により議案の修正提案が行われた場合は、会長は、必要
に応じ総会の休憩を求め、幹事会又は関係する部若しくは委員会の意見を聴くことがで
きる。

（報告の手続）

第6条総会に報告する案件を有する会員又は連携会員(本条において｢報告者」という。）
は、原則として総会開催の7日以前に開催される幹事会で報告することとする。
2報告者は、幹事会で報告した後、総会で報告することとする。
（提出資料の様式）

第フ条議案及び報告のための提出資料の様式は、別表第1のとおりとする。
（定足数）

第B条法第24条第1項の規定の適用については、海外出張者を除外する。この場合の
海外出張者とは、その職務に関連して会長から出張命令を受けた者をいい、除外する期
間は、当該出張命令を受けた期間に限る。

（公開の手続）

第9条議長は、総会を開催する場合は、開催日時、開催場所、傍聴可能人数につき、事
前に適当な手段をもって周知することとする。

2総会の傍聴可能人数は、議長が定める。

ぐ

●

第4章委員会

弓L一 〃談

第10条

一詮臺全塑迄ぬゑ坐く
2分野別委員会は、別表第3に掲げるものを設置することとし、調査及び審議すべき事
項並びに運営に関する事項は、幹事会が定める。

附則

（施行期日）

第1条この決定は、決定の日から施行する。
（関係する決定の廃止）

第2条日本学術会議の運営の細貝Iに関する内規（昭和61年総会決定） 、 日本学術会議
の行う国際学術交流事業の実施に関する内規（昭和62年総会決定） 、 日本学術会議の
行う国際学術交流事業について（申合せ） （昭和62年総会決定）及び副会長世話担当
研究連絡委員会の運営について（申合せ） （平成3年総会決定）は、廃止する。

附則（平成18年2月13日日本学術会議第147回総会決定）

－17－



別表第2 （第10条関係) ('50総･ 167総･ 171総・一部改正）

く

〈

-18－

委員会名 委員長 職務

選考委員会 会長 会員及び連携会員の選考（会則第8条）

科学者委員会 会則第5条第1

号に規定する職

務を行う副会長

、ノ

科学者の在り方、人権及び自由交流に関

すること、科学における男女共同参画に
関すること、会員及び連携会員の辞職（

会則第9条第3項、同第13条第2項）

、 会員及び連携会員の退職（会則第10

条第2項、同第14条第2項） 、地区会

議に関すること、 日本学術会議協力学術

研究団体に関すること、その他科学者問

の連携に関すること

科学と社会委員会 会則第5条第2

号に規定する職

務を行う副会長

勧告、要望及び声明の内容等の検討（幹

事会決定事項） 、総合科学技術・イノベ

ーシヨン会議との連携に資するための審

議課題の検討、国民の科学に対する理解

の増進、その他学術会議と政府、社会及

び国民等との関係に関すること

国際委員会 会則第5条第3

号に規定する職

務を行う副会長

学術会議における国際活動の調整、その

他学術会議の国際的対応に関すること



別表第s (第10条関係) (147総･ 149総・ 154総･ 156総・一部改正）

く

く ！

（
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委 臺会名 委員会名 委員会名
《
云
巨
貝委学文●

壼
函

一
一
一
一
口

哲学委員会

心理学・教育学委員会

社会学委員会

史学委員会

地域研究委員会

法学委員会

政治学委員会

経済学委員会

経営学委員会

基礎生物学委員会

統合生物学委員会

農学委員会

食料科学委員会

基礎医学委員会

臨床医学委員会

健康・生活科学委員会

歯学委員会

薬学委員会

環境学委員会

数理科学委員会

物理学委員会

地球惑星科学委員会

情報学委員会

化学委員会

総合工学委員会

機械工学委員会

電気電子工学委員会

士木工学・建築学委員会

材料工学委員会



定
に
基
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
（

を
定
め
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
の
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
推
薦
は
、
任
命
を
要
す

る
期
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
当
該
候
補
者
の
氏
名
及
び
当
該
候
補
者
が
補
欠

の
会
員
候
補
者
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
任
期
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

附
則

こ
の
府
令
は
、

（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）

（
内
閣
府
令
第
九
十
三
号
）

日
本
学
術
会
議
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
十
七
条
の
規

に
基
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
の
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
推
薦
手
続

る
内
閣
府
令

日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
の
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
推
薦
手
続
を
定
め

○
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
の
内
閣
総
理
大
臣

へ
の
推
薦
手
続
を
定
め
る
内
閣
府
令

平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
日
本
学
術
会
議
会
員
候
補
者
の
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
推
薦
手
続
を
定
め
る
内
閣
奇
令
）
一
／
一

く

尺

画
・
一
重
へ
つ
垣
一
ｍ
再
函
咽
画
句
”
・
画

-20-



●補欠の会員の選考手続について

(蕊蝋鵬;合:］
会員が任期の途中において定年、死亡、辞職又は免職により退任する場合、その後任

者となる者（以下「補欠の会員」 という。 ）の選考手続については、以下に定める要領

に従って行うものとする。ただし、補欠の会員の選任は、少なくとも補欠の会員となっ

た者が1回の通常総会に出席できるよう、任期末の前年の10月の総会以前の総会にお

いて補欠の会員候補者の承認を行うことが可能な場合に実施することができる。

1．幹事会は、前任者の所属部等を考慮して補欠の会員の候補者（以下「候補者」 とい

う。 ）の推薦を依頼する部を決定する。
く

2．会長は、幹事会の決定を受けて当該部に対し、候補者の推薦を依頼する。

3．_§_二依頼を受けた部は、一般の連携会員の中から5人以内の複数の候補者を選定し

紙様式により選考委員会に推薦する。

別

◆

4．選考委員会は、前項の推薦に基づいて、順位を付して候補者の名簿を作成し、幹事

会に提出する。

5．幹事会は、前項の名簿に基づいて1人の候補者を選定し、総会の承認を得て、内閣

総理大臣に推薦することを会長に求める。

6．本申合せによる選考手続は、補欠の会員を選任する事由が発生した後遅滞なく開始

し、適時に総会の承認を得ることができるように行うものとする。

ただし、前任者の退任事由が定年である場合には、適時に総会の承認を得ることが

できるようにするため、前任者の定年に達する日に先立ち手続を開始することができ

る。

く

附則

この決定は、決定の日から施行する。

附貝リ （平成19年12月20日日本学術会議第48回幹事会決定）

この決定は、決定の日から施行する。

附則（平成21年3月19日日本学術会議第73回幹事会決定）

この決定は、決定の日から施行する。

－21－



附貝リ （平成22年10月21日日本学術会議第109回幹事会決定）

この決定は、決定の日から施行する。

，附貝リ （平成23年3月17日

この決定は、決定の日から施行する。

日本学術会議第117回幹事会決定）

く ～

ﾛ

に

-22-



○
国
家
公
務
員
法

改
正

同同同同同同同同同同同同同同同同同 昭
和
一
三
年
一
二
月
一
七
日
法
律
第
一
九
五
号

二
七
年
七
月
三
一
日
同
第
二
六
五
号

二
七
年
七
月
三
一
日
同
第
二
五
八
号

二
七
年
七
月
三
一
日
同
第
二
五
二
号

二
七
年

二
七
年

二
七
年
四
月
二
六
日
同
第
九
七
号

二
七
年

二
六
年
一
二
月
一
二
日
同
第
三
一
四
号

二
六
年

二
五
年
四
月

二
四
年

二
五
年

二
四
年

二
四
年

二
三
年
一
二
月
一
三
日
同
第
二
六
五
号

二
三
年
一
二
月
一
二
日
同
第
二
五
八
号

一
一
一
一
一

年
（
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日
）

一

一

一

月
六
月
一
二
日
同
第
二
○
七
号

六
月
一
○
日
同
第
一
七
四
号

三
月
三
一
日
同
第
四
一
号

三
月
三
○
日
同
第
五
九
号

↓
ハ
ロ
洞

三
月
三
一
日
同
第
四
九
号

三
月
三
○
日
同
第

五
月
三
一
日
同
第
一
二
五
号

く
三
日
同
第
九
五
号

三
日
同
第
二
一
三
号

｜
日
同
第
一
七
四
号

（
法
律
第
百
二
十
号
）

第
一
回
特
別
国
会

片
山
内
閣

一

一

号

〈

同
四
一
年
六
月
二
八
日
同
第
八
九
号

同
四
○
年

同
四
○
年
五
月
一
八
日
同
第

同同 同
三
七
年
九
月
一
五
日
同
第
一
六
一
号

同 同
三
七
年
五
月
二
日
同
第
二
三
号

同
三
七
年
五
月
一
五
日
同
第
一
三
二
号

同
三
七
年
四
月
一
六
日
同
第
七
七
号

同同同 同
三
四
年
四
月
一
五
日
同
第
一
三
七
号

同同同同 同
三
一
年
六
月
二
日
同
第
一
四
○
号

同 同同同
三
一
年
三
月
一
七
日
同
第

三
八
年

三
九
年

三
七
年
五
月
一
六
日
同
第
一
四
○
号

三
五
年

三
五
年

三
四
年

三
三
年
四
月
二
五
日
同
第
八
六
号

三
三
年
四
月
二
四
日
同
第
七
八
号

一
一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

二
九
年

二
七
年
七
月
三
一
日
同
第
二
六
八
号

年年 年

一
ハ
ロ
河

六
月
二
九
日
同
第
二
八
号

六
月
二
二
日
同
第
一
二
号

六
月
三
○
日
同
第
二
三
号

三
月
三
一
日
同
第

｛
ハ
ロ
洞

六
月
二
六
日
同
第
一
六
一
号

五
月
一
五
日
同
第
一
六
三
号

六
月
九
日
同
第
一
六
四
号

三
月
二
四
日
同
第

三
日
同
第
二
六
号

｜
日
同
第
一
五
八
号

六
九
号

三
○
号

二
七
号

一

一

一

号

－23－



条
の
四
）

第
二
款
再
就
職
等
監
視
委
員
会
（
第
百
六
条
の
五
’
第
百
六
条
の
二

十
二
）

第
三
款
雑
則
（
第
百
六
条
の
二
十
三
’
第
百
六
条
の
二
十
七
）

第
九
節
退
職
年
金
制
度
（
第
百
七
条
・
第
百
八
条
）

第
十
節
職
員
団
体
（
第
百
八
条
の
二
’
第
百
八
条
の
七
）

第
四
章
罰
則
（
第
百
九
条
’
第
百
十
三
条
）

附
則
国
家
公
務
員
法

第
一
章
総
則

（
こ
の
法
律
の
目
的
及
び
効
力
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
国
家
公
務
員
た
る
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
各
般

の
根
本
基
準
（
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を

含
む
。
）
を
確
立
し
、
職
員
が
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
り
、
最
大
の
能
率
を

発
揮
し
得
る
よ
う
に
、
民
主
的
な
方
法
で
、
選
択
さ
れ
、
且
つ
、
指
導
さ
る

べ
き
こ
と
を
定
め
、
以
て
国
民
に
対
し
、
公
務
の
民
主
的
且
つ
能
率
的
な
運

営
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

②
こ
の
法
律
は
、
も
っ
ぱ
ら
日
本
国
憲
法
第
七
十
三
条
に
い
う
官
吏
に
関
す

る
事
務
を
掌
理
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

③
何
人
も
、
故
意
に
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反

し
、
又
は
違
反
を
企
て
若
し
く
は
共
謀
し
て
は
な
ら
な
い
。
又
、
何
人
も
、

故
意
に
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
施
行
に
関
し
、
虚
偽

行
為
を
な
し
、
若
し
く
は
な
そ
う
と
企
て
、
又
は
そ
の
施
行
を
妨
げ
て
は
な

く

ら
な
い
。

④
こ
の
法
律
の
あ
る
規
定
が
、
効
力
を
失
い
、
又
は
そ
の
適
用
が
無
効
と
さ

れ
て
も
、
こ
の
法
律
の
他
の
規
定
又
は
他
の
関
係
に
お
け
る
適
用
は
、
そ
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
。

⑤
こ
の
法
律
の
規
定
が
、
従
前
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
く
法
令
と
矛
盾
し
又

は
て
い
触
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
が
、
優
先
す
る
。

（
昭
二
三
法
一
三
二
・
全
改
、
昭
四
○
法
六
九
・
一
部
改
正
）

二
般
職
及
び
特
別
職
）

第
二
条
国
家
公
務
員
の
職
は
、
こ
れ
を
一
般
職
と
特
別
職
と
に
分
つ
。

②
一
般
職
は
、
特
別
職
に
属
す
る
職
以
外
の
国
家
公
務
員
の
一
切
の
職
を
包

含
す
る
。

③
特
別
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
の
職
と
す
る
。

一
内
閣
総
理
大
臣

二
国
務
大
臣

三
人
事
官
及
び
検
査
官

四
内
閣
法
制
局
長
官

五
内
閣
官
房
副
長
官

五
の
二
内
閣
危
機
管
理
監
及
び
内
閣
情
報
通
信
政
策
監

五
の
三
国
家
安
全
保
障
局
長

五
の
四
内
閣
官
房
副
長
官
補
、
内
閣
広
報
官
及
び
内
閣
情
報
官

六
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官

七
副
大
臣

七
の
二
大
臣
政
務
官く
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七
の
三
大
臣
補
佐
官

八
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
及
び
国
務
大
臣
秘
書
官
並
び
に
特
別
職
た
る
機

関
の
長
の
秘
書
官
の
う
ち
人
事
院
規
則
で
指
定
す
る
も
の

九
就
任
に
つ
い
て
選
挙
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
あ
る
い
は
国
会
の
両

院
又
は
一
院
の
議
決
又
は
同
意
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
職
員

十
宮
内
庁
長
官
、
侍
従
長
、
東
宮
大
夫
、
式
部
官
長
及
び
侍
従
次
長
並
び

に
法
律
又
は
人
事
院
規
則
で
指
定
す
る
宮
内
庁
の
そ
の
他
の
職
員

十
一
特
命
全
権
大
使
、
特
命
全
権
公
使
、
特
派
大
使
、
政
府
代
表
、
全
権

委
員
、
政
府
代
表
又
は
全
権
委
員
の
代
理
並
び
に
特
派
大
使
、
政
府
代
表

又
は
全
権
委
員
の
顧
問
及
び
随
員

十
一
の
二
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
委
員

十
二
日
本
学
士
院
会
員

十
二
の
二
日
本
学
術
会
議
会
員

十
三
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
裁
判
所
職
員

十
四
国
会
職
員

十
五
国
会
議
員
の
秘
書

十
六
防
衛
省
の
職
員
（
防
衛
省
に
置
か
れ
る
合
議
制
の
機
関
で
防
衛
省
設

置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
十
一
条
の
政
令
で
定

め
る
も
の
の
委
員
及
び
同
法
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
二
十
五

号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
で
同
法
第
四
十
一
条
の
政
令
で
定
め

る
も
の
の
う
ち
、
人
事
院
規
則
で
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

十
七
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第

四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
（
以
下
「
行
政
執
行
法
人
」
と
い

く

う
。
）
の
役
員

④
こ
の
法
律
の
規
定
は
、
一
般
職
に
属
す
る
す
べ
て
の
職
（
以
下
そ
の
職
を

官
職
と
い
い
、
そ
の
職
を
占
め
る
者
を
職
員
と
い
う
。
）
に
、
こ
れ
を
適
用

す
る
。
人
事
院
は
、
あ
る
職
が
、
国
家
公
務
員
の
職
に
属
す
る
か
ど
う
か
及

び
本
条
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
か
特
別
職
に
属
す
る
か
を
決
定
す
る

権
限
を
有
す
る
。

⑤
こ
の
法
律
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
改
正
法
律
に
よ
り
、
別
段
の
定
が
な

さ
れ
な
い
限
り
、
特
別
職
に
属
す
る
職
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

⑥
政
府
は
、
一
般
職
又
は
特
別
職
以
外
の
勤
務
者
を
置
い
て
そ
の
勤
務
に
対

し
俸
給
、
給
料
そ
の
他
の
給
与
を
支
払
っ
て
は
な
ら
な
い
。

⑦
前
項
の
規
定
は
、
政
府
又
は
そ
の
機
関
と
外
国
人
の
間
に
、
個
人
的
基
礎

に
お
い
て
な
さ
れ
る
勤
務
の
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

（
昭
二
三
法
二
一
三
・
全
改
、
昭
二
三
法
二
五
八
・
昭
二
四
法
二
．

昭
二
四
法
一
二
五
・
昭
二
五
法
四
九
・
昭
二
六
法
五
九
・
昭
二
六
法

三
一
四
・
昭
二
七
法
四
一
・
昭
二
七
法
九
七
・
昭
二
七
法
一
七
四
・

昭
二
七
法
二
○
七
・
昭
二
七
法
二
五
二
・
昭
二
七
法
二
六
五
・
昭
二

九
法
一
六
四
・
昭
三
一
法
一
二
・
昭
三
一
法
二
七
・
昭
三
一
法
一
四

○
・
昭
三
一
法
一
六
一
・
昭
三
二
法
一
五
八
・
昭
三
三
法
七
八
・
昭

三
七
法
七
七
・
昭
三
七
法
三
三
・
昭
三
七
法
一
三
二
・
昭
四
○
法

六
九
・
昭
四
○
法
二
六
・
昭
四
一
法
八
九
・
昭
四
五
法
九
七
・
昭

四
八
法
三
六
・
昭
五
八
法
六
五
・
昭
五
八
法
七
八
・
昭
五
八
法
八

○
・
平
元
法
一
・
平
七
法
五
四
・
平
八
法
一
○
三
・
平
一
○
法
一

三
・
平
二
法
一
○
二
（
平
二
法
二
六
）
・
平
二
法
一
○

く
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四
・
平
一
三
法
三
二
・
平
一
四
法
九
八
・
平
一
七
法
一
○
二
・
平
一

八
法
二
八
・
平
一
九
法
八
○
・
平
二
五
法
一
三
・
平
二
五
法
八

九
・
平
二
六
法
二
二
・
平
二
六
法
六
七
・
平
二
七
法
三
九
・
平
二
七

法
六
六
・
一
部
改
正
）

第
二
章
中
央
人
事
行
政
機
関

（
昭
二
三
法
二
一
三
・
昭
四
○
法
六
九
・
改
称
）

（
人
事
院
）

第
三
条
内
閣
の
所
轄
の
下
に
人
事
院
を
置
く
。
人
事
院
は
、
こ
の
法
律
に
定

め
る
基
準
に
従
っ
て
、
内
閣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
人
事
院
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件

の
改
善
及
び
人
事
行
政
の
改
善
に
関
す
る
勧
告
、
採
用
試
験
（
採
用
試
験
の

対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る

事
項
を
除
く
。
）
、
任
免
（
標
準
職
務
遂
行
能
力
、
採
用
昇
任
等
基
本
方

針
、
幹
部
職
員
の
任
用
等
に
係
る
特
例
及
び
幹
部
候
補
育
成
課
程
に
関
す
る

事
項
（
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
根
本
基
準
の
実
施
に
つ
き
必
要
な

事
項
で
あ
っ
て
、
行
政
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
行
う
優
れ
た
人
材

の
養
成
及
び
活
用
の
確
保
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、
給
与

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五

号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る

職
員
の
号
俸
の
決
定
の
方
法
並
び
に
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
職

務
の
級
の
定
数
の
設
定
及
び
改
定
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。
）
、
研
修
（
第

七
十
条
の
六
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
観
点
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
計

画
の
樹
立
及
び
実
施
並
び
に
当
該
研
修
に
係
る
調
査
研
究
、
分
限
、
懲
戒
、

く

苦
情
の
処
理
、
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
そ
の
他
職
員
に
関
す
る
人
事
行
政

の
公
正
の
確
保
及
び
職
員
の
利
益
の
保
護
等
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

③
法
律
に
よ
り
、
人
事
院
が
処
置
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
部
門
に
お

い
て
は
、
人
事
院
の
決
定
及
び
処
分
は
、
人
事
院
に
よ
っ
て
の
み
審
査
さ
れ

う
（
》
Ｏ

④
前
項
の
規
定
は
、
法
律
問
題
に
つ
き
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

（
昭
二
三
法
二
一
三
・
全
改
、
昭
三
四
法
一
六
三
・
昭
四
○
法
六

九
・
平
二
法
一
二
九
・
平
一
九
法
一
○
八
・
平
二
六
法
一
三
・
一

部
改
正
）

（
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
）
，

第
三
条
の
二
前
条
第
二
項
の
所
掌
事
務
の
う
ち
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に

関
す
る
事
務
を
所
掌
さ
せ
る
た
め
、
人
事
院
に
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
を

置
く
。

②
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
平
二
法
一
二
九
・
追
加
）

（
職
員
）

第
四
条
人
事
院
は
、
人
事
官
三
人
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
組
織
す
る
。

②
人
事
官
の
う
ち
一
人
は
、
総
裁
と
し
て
命
ぜ
ら
れ
る
。

③
人
事
院
は
、
事
務
総
長
及
び
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
職
務
を
適
切

〈
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②
前
項
第
五
号
の
標
準
的
な
官
職
は
、
係
員
、
係
長
、
課
長
補
佐
、
課
長
そ

の
他
の
官
職
と
し
、
職
制
上
の
段
階
及
び
職
務
の
種
類
に
応
じ
、
政
令
で
定

め
る
。

（
平
一
九
法
一
○
八
・
全
改
、
平
二
六
法
一
三
・
一
部
改
正
）

（
欠
員
補
充
の
方
法
）

第
三
十
五
条
官
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
・
は
、
そ
の
任
命
権
者

は
、
法
律
又
は
人
事
院
規
則
に
別
段
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
採

用
、
昇
任
〈
降
任
又
は
転
任
の
い
ず
れ
か
一
の
方
法
に
よ
り
、
職
員
を
任
命

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
人
事
院
が
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
任

命
の
方
法
を
指
定
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
昭
二
三
法
一
三
二
・
一
部
改
正
）

（
採
用
の
方
法
）

第
三
十
六
条
職
員
の
採
用
は
、
競
争
試
験
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

係
員
の
官
職
（
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
標
準
的
な
官
職
が
係
員
で

あ
る
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
官
職
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
官
職
と
し
て
人

事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
以
外
の
官
職
に
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
人
事
院
規
則
で
定
め

る
場
合
に
は
、
競
争
試
験
以
外
の
能
力
の
実
証
に
基
づ
く
試
験
（
以
下
「
選

考
」
と
い
う
。
）
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
昭
二
三
法
二
一
三
・
平
一
九
法
一
○
八
・
平
二
六
法
二
二
・
一
部

改
正
）

第
三
十
七
条
削
除

シ
【
Ｊ
〆
。

く

（
平
一
九
法
一
○
八
）

（
欠
格
条
項
）

第
三
十
八
条
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
人
事
院
規
則
の
定

め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
官
職
に
就
く
能
力
を
有
し
な
い
。

一
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

』
一

二
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
へ
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

三
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い

者
四
人
事
院
の
人
事
官
又
は
事
務
総
長
の
職
に
あ
っ
て
、
第
百
九
条
か
ら
第

百
十
二
条
ま
で
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

五
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

（
昭
二
三
法
二
一
三
・
平
二
法
一
五
一
・
平
一
九
法
一
○
八
・
一

部
改
正
）

（
人
事
に
関
す
る
不
法
行
為
の
禁
止
）

第
三
十
九
条
何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
項
を
実
現
す

る
た
め
に
、
金
銭
そ
の
他
の
利
益
を
授
受
し
、
提
供
し
、
要
求
し
、
若
し
く

は
授
受
を
約
束
し
た
り
、
脅
迫
、
強
制
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
を
用
い

た
り
、
直
接
た
る
と
間
接
た
る
と
を
問
わ
ず
、
公
の
地
位
を
利
用
し
、
又
は

そ
の
利
用
を
提
供
し
、
要
求
し
、
若
し
く
は
約
束
し
た
り
、
あ
る
い
は
こ
れ

ら
の
行
為
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

く
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少
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主

ｰ

蓑

竜 ↓

画

火
・
‐
閥
与
力
図
室
十
日
章
電
の
間
に
、
謹
戎
壷

昼
理
さ
れ
る
も
②
と
す
る
。

割
．
？
‘
昌
杢
醒
羽
秩
遁
の
幽
貫
は
、
そ
の
数
華

明
電
室
〉
手
四
年
十
易
一
日
に
お
い
宝
壼

零
》
十
万
六
千
七
量
干
鱈
入
を
こ
錘
迭
鷺

剥
５
に
、
同
年
九
丹
三
十
日
主
遥
⑳
間
腱
ひ

聯
一
鍾
戎
整
理
さ
掘
る
も
蟻
と
す
亀
ゞ

８
日
本
専
彊
曇
就
及
び
日
薫
鰯
有
鱗
迩
ｍ

緑
調
塵
・
繭
二
項
の
謹
定
に
よ
る
整
理
群

↓
斑
藷
守
る
麹
合
に
お
い
て
は
・
そ
働
遵
慨

静
寡
ら
鼠
提
瓦
Ｌ
で
降
琶
し
、
叉
は
免
避

，
．
警
耆
始
豊
が
薄
き
る
。

外
９
基
批
盗
蕊
維
弱
機
鬮
葆
譲
《
昭
痴
二
十

霧
三
隼
注
種
箆
二
百
五
十
七
曇
》
第
八
崖
巌

Ｉ
一
覇
及
び
第
十
九
鰯
の
鐘
是
隙
、
璽
一
遍

顎
⑫
婦
合
に
朧
、
適
用
と
な
い
。
・

遍
團
本
悪
賢
曇
謎
溌
、
（
昭
璽
亭
髻
悪
監

冨
垂
豊
期
二
百
五
十
五
号
雲
砿
宰
上
退
醗
の
二
の

糧
藍
は
、
第
六
調
の
浬
壷
に
よ
る
整
理
に

》
ｋ
ｂ
遥
函
す
る
日
本
悪
魔
餐
吐
の
盛
員
腱

》
盆
蓉
浪
Ｆ
』
ル
ム
、
歯
型
厨
肺
ｌ
』
塗
卜
も
申

皇室_"=皇_全

ー

顕
ユ
ハ
犀

ぐ ■

0

少

6

0 ，

｡

〈

二
徴
鈎
の
輯
購
恩
任
塗
、
録
擬
蝿
屋
一

成
瀞
眠
塞
そ
の
他
の
人
寓
蕊
ぴ
に
殺
篭

垂
異
鞭
認
練
健
鯉
寧
，
る
こ
と
海

三
角
開
篭
理
大
鹿
の
置
鄭
及
驚
填
即
を

種
晒
軍
隼
い
』
平
芯
鑑
祗
望
辱
”
｛
寸
琴
璽
浬
口
軽
』
塾
壁
画
・
“

閏
公
文
奮
類
溌
露
霊
し
、
錘
蚕
し
、
莞

愛
し
、
瞬
曜
Ｌ
及
眠
蕊
序
示
巻
匡
と
画

隅
Ⅱ
垂
晒
郵
肥
蜘
嘩
塑
剛
濁
謁
属

■

睡
直
別
に
、
牲
墨
動
郁
弘
為

堂
勘
三
謬
陛
忍
！

し

…

；
雪 昼

三28--
灘鐺．

~

毛

易角

一一一●可 や中早

◆

》
曇
野
典
ぴ
日
永
閥
要
湿
竪
坦
の
索
密
彊
置
冨

：
、
涯
関
手
島
甫
藍
静
割
ど
れ
に
鑓
報
さ
も
の

ど
ず
宇
亀

通
園
童
宥
蔵
綴
議
艇
閑
す
る
法
律
の
倒
壱

施
行
ま
ご
の
萄
爵
霧
懸
歴
関
甑
る
淡
誇

（
昭
和
二
十
三
年
法
謹
雲
苓
号
）
及
び
拝

政
溌
関
に
匠
か
れ
る
幽
員
⑲
毒
員
の
賎
”

叉
は
聯
刺
の
葡
婁
驚
避
等
に
闇
す
る
渋
溌

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号

緯
、
摩
止
す
る
．

鞠
閣
軽
謹
大
臣
吉
田
茂

外
溺
犬
麓
吉
田
茂

大
蔵
大
臣

法
毒
篭
。
裁

雍
部
大
臣

摩
生
大
臣

農
林
大
圃

罰
而
流
壊
式
臣

蓮
飴
六
厘

漣
循
大
痕
犬

雷雷

受
俊
吉

高
橘
蕊
太
郎

林
観
禰

森
宰
太
銘

酒
垣
平
太
飽

士
屋
．
智
重

小
瀞
鱈
曇
電

労
働
・
大
臣
鈴
木
麗
文

建
践
大
腫
回
益
赫
秀
女

緯
浬
聯
溌
置
法
を
こ
こ
に
公
布
す

Ｉ
年
、
。
。御

名
御
璽

0

－

ロ
。
、

昭
鞠
勇
十
四
年
五
周
三
十
一
日

内
閣
篭
憲
犬
臣
吉
田
茂

毒
薄
蕊
百
二
十
七
悪

星

’：
》
露
一
意

I

D

ロ
。

Ｂ

麗
剛
（
露
一
像
４
舘
陶
際
》

第
二
章
本
踊

錨
一
節

鰯
惠
瀦

陶
部
部
局
（
第
五
際
ｊ
梨
九

雄
》
硝
風
麹
側
（
筋
十
嫌
１
第
十

墓

。 ＆

｡■

●

､

＆

館
菫
飽
機
関
念
韮
’
六
鎌
）

館
三
素
外
周
《
繁
十
七
畷
・
繁
十
恥
錨

鐺雷
一球

轍
員
へ
鋪
十
九
隙
Ｉ
蕊
二
十
一
。

燃
一

第
一
寂
鎗
剛

へ
こ
の
溌
律
の
目
的
》

錦
一
膝
こ
の
溌
律
は
僧
轄
理
蔚
の
斯
掌
恵

務
の
麓
閥
及
び
樵
隈
吟
騨
確
に
定
め
る
少

と
も
に
そ
の
研
饗
寺
す
る
狩
竪
旗
酎
務
謬
齢
酷
廟

的
に
鑑
げ
す
愚
に
躍
る
紐
織
診
壷
め
る
ど

・
ど
沙
闇
的
と
ず
る
・

I

（
雷
）

舗
竺
鋒
陶
議
行
政
組
鍵
法
《
昭
和
二
十
室

、
年
注
律
踊
百
二
十
号
）
第
三
蝿
第
二
項
の

規
遥
に
韮
い
て
、
鐘
剥
薦
幹
鵠
蹄
辱
す
る
。

２
錐
壁
肘
の
長
は
、
内
閣
醗
琴
犬
種
と
す

ツ
。
？

の
“
鈴
獅
〉

譲
三
悔
鍵
理
府
は
＄
左
に
通
け
る
鼠
の
行

に
謹
汀
ず
ろ
沓
騒
監
賀
関

牙
③
⑪

一
四
鑑
電
統
討
災
び
騨
雪
墨
臆
閣
丁
る
事

０
溺
鯨
ぴ
に
新
剛
猫
腫
蹄
紙
の
割
登

二
各
禰
政
溌
関
の
錨
策
及
び
認
窃
の
総

合
調
整

至
他
の
行
醗
鴇
開
の
所
掌
に
属
し
な
い

行
政
聯
務
並
び
に
鰯
約
及
び
注
律
へ
淡

律
腰
捲
く
命
令
密
侭
涌
ご
胃
鐙
理
府
の

騎
歌
に
属
苦
し
め
ら
れ
た
行
敦
事
務

《
縛
理
府
の
槽
剛
風

蕊
潤
憐
縫
瑠
飛
は
、
こ
②
法
律
に
鍵
ま
ず

ろ
箭
鍍
斑
務
を
鐘
行
す
る
た
め
左
に
揚
げ

の

る
橘
隈
を
有
ず
ろ
・
但
し
、
そ
の
権
隈
の

行
使
は
、
法
律
（
跳
律
に
基
く
命
令
を
含

む
。
）
腱
従
○
で
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

Ｔ
Ｂ

Ｑ
も一
雫
雰
の
婆
四
角
電
、
鯨
群
墾
鯏
務
の
錨

行
腱
必
要
な
支
出
負
担
行
鐸
遊
丁
ろ
ど

皇

二
・
戦
ｘ
窃
誘
産
暉
収
し
、
・
藷
埜
軍
専
溌
の
垂

行
腫
必
婁
な
童
霧
を
す
る
亀
と
○

三
所
鑑
藍
駆
巍
の
鑿
汀
に
直
毒
秀
警
零
准
江

務
所
等
の
施
鐙
群
騒
騒
Ｌ
、
及
び
符
瓢

す
る
と
亀

●
●

四
餅
擢
韓
醗
研
の
溌
塞
打
隠
宙
握
彌
驚
聖
な
壷

ｉ
藷
朋
聾
灘
、
恵
務
開
品
、
研
究
剛
驚
垂

》
辱
琴
琴
塁
魎
輯
》
記
や
手
〃
毎
つ
一
・
》
ｎ
号
。

五
不
剛
麺
盟
迩
を
処
分
丁
愚
崇
諺
、

六
愛
員
の
任
免
及
び
僧
闘
童
汀
聡
子

の
仙
穫
群
風
の
人
琳
な
聯
異
擢
す
る
畢
皇

セ
職
員
の
隠
卦
轡
及
び
保
健
鯵
た
め
必
迩

な
施
設
を
し
、
及
び
こ
れ
詮
帯
理
ず
畠

亀

毫

八
職
員
腱
糞
製
す
る
た
め
に
溌
塁
謬
饅

酸
し
，
及
び
還
れ
を
醤
蕊
す
る
こ
と
。

九
蘭
姦
霊
認
銅
侭
隅
す
る
統
計
及
び
調
誉

礎
料
を
頭
在
し
や
叉
娃
刊
行
す
る
』
』

基
毛
①

十
涌
蕊
駆
務
の
鍵
轟
銅
農
河
い
、
球
令
②

定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
必
騨
驚
蕊
囲

．
“
俸
仔
一
Ｊ
星
菅
↑
』
Ｌ
ｅ
Ｄ
ゅ

十
一
じ
こ
回

研
等
響
璽
獅
心
厨
鋪
舞
曇
縛
沙
舞
蝦
？
＆

十
重
繕
塞
府
の
公
印
塾
鯛
窪
ず
る
こ

●
生
』
画

十
三
管
錘
謡
典
ぴ
法
令
曇
奮
の
組
蕊
及
び

印
鬮
基
認
に
角
關
溺
録
画
の
機
密
璽
劉
鰯

印
扇
に
つ
野
て
掻
揮
藍
誉
す
る
こ
皇

十
四
十
五

蕊
典
醤
掻
興
ず
る
与
亀

、
や

巣
臭
の
授
與
及
び
は
く
奪
に
関
し

審
査
す
る
こ
と
。

十
黄
恩
醗
謬
雲
け
る
梧
瀦
蓋
叙
寵
心
、

乃
舜
妙
圏
薮
竃
に
醒
琿
２
魯
図
琵
寧
腱
つ
い
て
錘
瞬

津
峰
全
堺
や
谷
宕
』
乃
趣
。

十
七

各
璽
の
統
計
駕
斑
藍
行
う
与
尾

十
八
新
鬮
出
腹
用
紙
の
勘
濁
を
行
う
と↓

尾
十
九
麓
各
号
涯
揚
げ
る
も
の
の
外
。
他

a

の
符
泌
盈
爾
闇
に
蕊
し
な
い
童
嶺
導
風
び
鰐

。
届
西
田
』
ロ
唾
幸
一
亜
壷
雲
す
滝
凹
堅
詞
。
Ｔ
凸
僅
畢
面
画
心
《
面
画
■
・
』
』
聖
函
』
』
戸
■
壁
壷
睾
〕
】
■
幸
町
一
蛆
口
師
や
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○
内
閣
府
設
置
法

（
平
成
十
一
年
七
月
十
六
且

（
法
律
第
八
十
九
号
）

第
百
四
十
五
回
通
常
国
会

小
渕
内
閣

改
正
平
成
二
年
七
月
三
○
日
法
律
第
二
六
号

同
二
年
一
二
月
一
七
日
同
第
一
五
六
号

同
二
年
一
二
月
一
三
日
同
第
一
六
○
号

（
同
二
年
一
二
月
一
七
日
同
第
一
五
六
号
）

同
二
年
一
二
月
一
三
日
同
第
一
六
一
号

同
一
二
年
五
月
一
九
日
同
第
七
一
号

同
一
二
年
一
二
月
八
日
同
第
一
四
八
号

同
一
四
年
三
月
三
一
日
同
第
五
号

同
一
四
年
三
月
三
一
日
同
第
一
四
号

同
一
四
年
五
月
一
○
日
同
第
四
一
号

同
一
四
年
六
月
一
四
日
同
第
六
九
号

同
一
四
年
七
月
二
六
日
同
第
九
二
号

同
一
四
年
一
二
月
二
日
同
第
一
四
三
号

同
一
四
年
一
二
月
一
八
日
同
第
一
八
九
号

同
一
五
年
四
月
九
日
同
第
二
三
号

同
一
五
年
四
月
九
日
同
第
二
八
号

同
一
五
年
五
月
二
三
日
同
第
四
八
号

同
一
五
年
五
月
三
○
日
同
第
五
七
号

く

く

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

一
五
年
五
月
三
○
日
同
第
六
一
号

一
五
年
六
月
二
日
同
第
七
○
号

一
五
年
七
月
三
○
日
同
第
一
三
三
号

一
五
年
八
月
一
日
同
第
一
三
七
号

一
六
年
四
月
二
日
同
第
二
七
号

一
六
年
四
月
一
四
日
同
第
二
九
号

一
六
年
六
月
二
日
同
第
七
○
号

一
六
年
六
月
四
日
同
第
八
○
号

一
．
六
年
六
月
九
日
同
第
一
○
二
号

一
六
年
一
二
月
八
日
同
第
一
六
一
号

一
七
年
四
月
一
日
同
第
二
四
号

一
七
年
六
月
一
七
日
同
第
六
三
号

一
七
年
七
月
二
九
日
同
第
八
九
号

一
八
年
六
月
二
日
同
第
五
○
号

一
八
年
六
月
二
日
同
第
五
一
号

一
八
年
六
月
七
日
同
第
五
四
号

一
八
年
六
月
一
二
日
同
第
八
五
号

一
八
年
一
二
月
一
五
日
同
第
一
三
号

一
八
年
一
二
月
二
○
日
同
第
二
四
号

一
八
年
一
二
月
二
○
日
同
第
二
六
号

一
八
年
一
二
月
一
三
日
同
第
二
八
号

一
九
年
三
月
三
一
日
同
第
一
五
号

一
九
年
五
月
二
三
日
同
第
五
三
号

－30－



ロ
関
係
行
政
機
関
の
宇
宙
開
発
利
用
に
関
す
る
経
費
の
見
積
り
の
方
針

に
関
す
る
重
要
事
項

ハ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
宇
宙
開
発
利
用
に
関
す
る
重
要

事
項

二
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
各
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
人
工
衛
星
及
び
そ

の
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
の
安
全
の
確
保
又
は
宇
宙
の
環
境
の
保

全
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

２
宇
宙
政
策
委
員
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
重
要
事
項
に
関
し
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
各
大
臣
に
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
宇
宙
政
策
委
員
会
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
重
要
事
項
に
関
し
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
内
閣
総
理
大
臣
を
通
じ
て

関
係
各
大
臣
に
対
し
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
宇
宙
政
策
委
員
会
の
組
織
及
び
委
員
そ

の
他
宇
宙
政
策
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
平
二
四
法
三
五
・
全
改
）

第
四
款
施
設
等
機
関

第
三
十
九
条
本
府
に
は
、
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
所
掌
事
務
の
範
囲
内

で
、
法
律
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
、
文
教
研

修
施
設
（
こ
れ
ら
に
類
す
る
機
関
及
び
施
設
を
含
む
。
）
及
び
作
業
施
設
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
二
法
一
六
○
・
平
二
法
一
六
一
・
一
部
改
正
）

第
五
款
特
別
の
機
関

く

（
設
置
）

第
四
十
条
本
府
に
、
地
方
創
生
推
進
事
務
局
、
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務

局
、
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
、
北
方
対
策
本
部
、
子
ど
も
・
子
育
て
本

部
、
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
及
び
金
融
危
機
対
応
会
議
を
置
く
。

２
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
前
条
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本

府
に
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す

る
所
掌
事
務
の
範
囲
内
で
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
の
機
関

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

‐

‐

‐

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

‐

１

１

１

‐

ｌ

‐

１

１

‐

‐

ｌ

‐

１

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

‐

Ｉ

‐

１

１

１

‐
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ｌ

ｌ

ｌ

・

１

‐

・

‐

１

３

第

一

項

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

別

に

法

律

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

内

く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
法
律
（
こ
れ
ら
に
基
づ

閣
府
に
置
か
れ
る
特
別
の
機
関
で
本
府
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上

く
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犯
罪
被
害
者
等
施
策

中
央
交
通
安
全
対
策

会
議
高
齢
社
会
対
策
会
議

少
子
化
社
会
対
策
会

議 子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
本
部

民
間
資
金
等
活
用
事

業
推
進
会
議

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
（
平
成
十
六
年
法

交
通
安
全
対
策
基
本
法

高
齢
社
会
対
策
基
本
法

少
子
化
社
会
対
策
基
本
法

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等

の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律



（
平
一
五
法
一
三
三
・
平
一
六
法
二
九
・
平
一
六
法
七
○
・
平
一
六

法
一
六
一
・
平
一
七
法
六
三
・
平
一
八
法
八
五
・
平
一
九
法
一
○

八
・
平
二
○
法
七
九
・
平
二
一
法
七
一
・
平
二
三
法
五
七
・
平
二
四

法
六
七
・
平
二
五
法
六
四
・
平
二
七
法
六
六
・
平
二
八
法
二
九
・
一

部
改
正
）

（
地
方
創
生
推
進
事
務
局
）

第
四
十
条
の
二
地
方
創
生
推
進
事
務
局
は
、
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五

号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
並
び
に
第
三
項
第
二
号
の

二
、
第
三
号
の
二
か
ら
第
三
号
の
四
ま
で
、
第
三
号
の
六
及
び
第
三
号
の
七

に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２
地
方
創
生
推
進
事
務
局
の
長
は
、
地
方
創
生
推
進
事
務
局
長
と
す
る
。

３
地
方
創
生
推
進
事
務
局
に
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。〔

４
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
創
生
推
進
事
務
局
の
組
織
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
平
二
七
法
六
六
・
追
加
、
平
三
○
法
三
七
・
一
部
改
正
）

（
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
）

第
四
十
条
の
三
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
は
、
第
四
条
第
一
項
第
六
号
に

掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
の
長
は
、
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
長
と

す
る
。

３
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
に
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。

４
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
の
組
織
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
平
二
七
法
六
六
・
追
加
）

（
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
）

第
四
十
条
の
四
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
は
、
第
四
条
第
一
項
第
十
七
号

及
び
第
三
項
第
七
号
の
五
か
ら
第
七
号
の
八
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

２
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
の
長
は
、
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
長
と

す
る
。

３
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
に
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。

４
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
の
組
織
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
平
二
七
法
六
六
・
追
加
、
平
二
九
法
二
八
・
一
部
改
正
）

（
北
方
対
策
本
部
）

く
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官
民
人
材
交
流
セ
ン

夕
1

日
本
学
術
会
議

国
際
平
和
協
力
本
部

消
費
者
政
策
会
議

子
ど
も
の
貧
困
対
策

会
議
推
進
会
議

国
家
公
務
員
法

日
本
学
術
会
議
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
二
十
一
号
）

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協

力
に
関
す
る
法
律

消
費
者
基
本
法

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律 律
第
百
六
十
一
号
）



ご＼

○
裁
判
所
法改

正

同
四
○
年

同同同同同同同同同同同同同同同同同 昭
和
一
三
年
一
○
月
二
九
日
法
律
第
一
二
六
号

三
七
年

三
九
年

三
五
年

一
一
一
一
一

二
九
年

二
九
年

二
七
年
七
月
三
一
日
同
第
二
六
八
号

二
六
年
一
二
月

二
六
年

二
五
年
一
二
月
二
○
日
同
第
二
八
七
号

二
五
年
四
月
一
四
日
同
第
九
六
号

二
四
年

二
四
年
五
月
三
一
日
同
第
一
三
六
号

二
三
年
一
二
月
二
一
日
同
第
二
六
○
号

二
三
年
七
月
一
二
日
同
第
一
四
六
号

一
一
一
一
一

一
三
年
一
二
月
一
七
日
同
第
一
九
五
号

年 年

（
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
六
日
）

三
月
三
一
日
同
第

五
月
一
六
日
同
第
一
四
○
号

六
月
二
四
日
同
第
二
四
号

六
月
二
五
日
同
第
一
○
四
号

一
ハ
ロ
洞

五
月

五
月
二
七
日
同
第
一
二
六
号

三
月
三
○
日
同
第

一

ノ､

月

一

月

く
八
日
同
第
一
六
三
号

六
日
同
第
二
九
八
号

一
日
同
第
九
一
号

一
日
同
第
一
七
七
号

一
日
同
第

（
法
律
第
五
十
九
号
）

第
一
次
吉
田
内
閣

二
七
号

五
九
号

－

号

〈

同
一
○
年
五
月
六
日
同
第
五
○
号

同
一
二
年
一
二
月
六
日
同
第
一
四
二
号

同
一
四
年
一
二
月
六
日
同
第
一
三
八
号

同
一
五
年
七
月
一
六
日
同
第
一
○
九
号

同
一
五
年
七
月
二
五
日
同
第
一
二
八
号

同
一
六
年
三
月
三
一
日
同
第
八
号

同
一
六
年
六
月
一
八
日
同
第
一
二
○
号

同
一
六
年
一
二
月
一
○
日
同
第
一
六
三
号

同
一
七
年
七
月
一
五
日
同
第
八
三
号

同
一
八
年
五
月
八
日
同
第
三
六
号

同
一
九
年
三
月
三
一
日
同
第
一
八
号

同
二
○
年
六
月
一
八
日
同
第
七
一
号

同
一
三
年
一
二
月
三
日
同
第
六
四
号

同
二
三
年
五
月
二
五
日
同
第
五
三
号

同
二
四
年
八
月
三
日
同
第
五
四
号

同
二
五
年
六
月
一
九
日
同
第
四
八
号

同
二
九
年
四
月
二
六
日
同
第
二
三
号

平
成
七
年
四
月
一
九
日
同
第

同
五
七
年
八
月
二
四
日
同
第
八
二
号

同 同
四
五
年
五
月
一
八
日
同
第

同
四
一
年
七
月

同
四
一
年

五
三
年

六
月
二
三
日
同
第
八
二
号

三
月
三
一
日
同
第

｜
日
同
第
二
一
号

一
ハ
ー
ハ
ロ
言

六
七
号

一

一

三

号
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（
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
免
）

割最高裁
判
所
の
指
名
し
た
者
の
名
簿
に
よ
っ
て
、
内
閣
で
こ
れ
を
任
命
す
る
。

②
高
等
裁
判
所
長
官
の
任
免
は
、
天
皇
が
こ
れ
を
認
証
す
る
。

③
第
一
項
の
裁
判
官
は
、
そ
の
官
に
任
命
さ
れ
た
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た

と
き
は
、
そ
の
任
期
を
終
え
る
も
の
と
し
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
命
資
格
）

第
四
十
一
条
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
識
見
の
高
い
、
法
律
の
素
養
の
あ

る
年
齢
四
十
年
以
上
の
者
の
中
か
ら
こ
れ
を
任
命
し
、
そ
の
う
ち
少
く
と
も

十
人
は
、
十
年
以
上
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
職
の
一
若
し
く
は
二
に

在
っ
た
者
又
は
左
の
各
号
に
掲
げ
る
職
の
一
若
し
く
は
二
以
上
に
在
っ
て
そ

の
年
数
を
通
算
し
て
二
十
年
以
上
に
な
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
高
等
裁
判
所
長
官

二
判
事

三
簡
易
裁
判
所
判
事

を
任
命
す
る
。

②
最
高
裁
判
所
判
事
は
、
内
閣
で
こ
れ
を
任
命
す
る
。

③
最
高
裁
判
所
判
事
の
任
免
は
、
天
皇
が
こ
れ
を
認
証
す
る
。

④
最
高
裁
判
所
長
官
及
び
最
高
裁
判
所
判
事
の
任
命
は
、
国
民
の
審
査
に
関

す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
民
の
審
査
に
付
さ
れ
る
。

（
昭
二
三
法
一
・
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条
最
高
裁
判
所
長
官
は
、
内
閣
の
指
名
に
基
い
て
、
天
皇
が
こ
れ

（
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
免
）

く

、

四
検
察
官

五
弁
護
士

六
別
に
法
律
で
定
め
る
大
学
の
法
律
学
の
教
授
又
は
准
教
授

②
五
年
以
上
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
職
の
一
若
し
く
は
二
に
在

っ
た
者
又
は
十
年
以
上
同
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
職
の
一
若

し
く
は
二
以
上
に
在
っ
た
者
が
判
事
補
、
裁
判
所
調
査
官
、
最
高
裁
判
所
事

務
総
長
、
裁
判
所
事
務
官
、
司
法
研
修
所
教
官
、
裁
判
所
職
員
総
合
研
修
所

教
官
、
法
務
省
の
事
務
次
官
、
法
務
事
務
官
又
は
法
務
教
官
の
職
に
在
っ
た

と
き
は
、
そ
の
在
職
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
同
項

第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
職
の
在
職
と
み
な
す
。

③
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
三
号
乃
至
第
五
号
及
び

前
項
に
掲
げ
る
職
に
在
っ
た
年
数
は
、
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
え
た
後
の

年
数
に
限
り
、
こ
れ
を
当
該
職
に
在
っ
た
年
数
と
す
る
。

④
三
年
以
上
第
一
項
第
六
号
の
大
学
の
法
律
学
の
教
授
又
は
准
教
授
の
職
に

在
っ
た
者
が
簡
易
裁
判
所
判
事
、
検
察
官
又
は
弁
護
士
の
職
に
就
い
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
簡
易
裁
判
所
判
事
、
検
察
官
（
副
検
事
を
除
く
。
）
又

は
弁
護
士
の
職
に
在
っ
た
年
数
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
こ
れ
を
適

用
し
な
い
。（
昭
二
三
法
一
・
昭
一
三
法
一
九
五
・
昭
二
三
法
二
六
○
・
昭
二
四

法
一
三
六
・
昭
二
五
法
九
六
・
昭
二
七
法
二
六
八
・
平
一
六
法
八
・

平
一
七
法
八
三
・
一
部
改
正
）

（
高
等
裁
判
所
長
官
及
び
判
事
の
任
命
資
格
）

第
四
十
二
条
高
等
裁
判
所
長
官
及
び
判
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
の
一

〈
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●

○教育公務員特例法（昭和24年法律第1号）
※昭和58年当時のもの

●
フ
ー

(抄）
一

i、
司

局
畏
は
、
大
学
梼
到
禰
側
の
癖
炎
の
紬
架

に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
懲
戒
処
分
を
愛

吟
る
こ
と
幟
な
い
。

２
第
五
朧
第
二
噸
か
ら
第
五
調
ま
で
の
規

定
ほ
、
前
項
の
群
従
の
錫
合
に
堆
用
す

テ
谷
○

○
口
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
０
口
一
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
０
Ｃ
ｅ
二
■
ザ
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
８
■
■
。
△
●
０
■
８
０
１
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
ｑ
■
日
日
■
日
日
■
■
，
。

、
″
Ｄ
Ｃ
刀
Ｂ
ｎ
５
Ｂ
■
■
■
５
■
日
ｑ
召
９
０
９
■
■
①
Ｏ
０
Ｄ
ｌ
■
・
■
■

（
任
命
柊
者
）

（
動
議
成
餓
の
鮮
定
）

第
十
二
条
学
長
、
段
員
及
び
認
局
長
の
勤
務
成
続
の
雰
鱈
及
び
淫
定
の
絃
果

に
応
じ
た
措
髭
は
、
大
学
管
理
浪
関
が
行
う
．

２
溌
衷
の
菌
務
成
演
の
爵
定
建
大
学
管
理
穣
関
が
定
め
る
韮
準
に
よ
り
、

劃
第市剰

《
〈
休
職
の
期
閥
〉

第
七
鐸
学
炎
、
歌
薗
及
び
郷
局
長
の
仲
灘

の
期
間
は
、
心
牙
の
哉
陣
の
た
め
長
期
の

休
蕊
を
河
牽
，
ろ
籍
合
の
休
職
に
お
い
て

は
、
細
々
の
甥
合
に
つ
い
て
、
大
学
騨
理

縦
側
が
定
め
る
。

（
砿
期
及
び
停
年
）
・

第
八
鋒
学
長
及
び
部
脳
炎
の
促
期
に
つ
い

て
は
、
大
学
祷
珂
樋
閲
が
定
め
る
。

２
敦
負
の
停
年
に
つ
い
て
は
も
大
学
祷
諏

捻
側
が
定
め
ろ
。

（
憩
戒
）

第
九
像
か
裟
弼
、
・
敦
負
及
び
部

大
学
の
学
妥
、
軟
風
及
び
部
局
長
の
任
姻
、
免
職
、
休
職
、
復
職
、

１
割
（
曝
湾
）

第
十
一
察
国
立
大
学
の
学
長
、
歎
貝
及
び
部
局
長
の
殿
務
に
つ
い
て
．
国
家

公
務
貝
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
露
百
二
十
参
）
錨
九
十
六
条
第
一
項
の
綴

末
差
準
の
実
麓
に
鴎
し
必
要
な
事
項
は
、
同
法
錫
九
十
七
灸
か
ら
鰯
百
五
条

輩
で
に
定
め
る
も
の
を
除
い
て
は
、
大
学
罹
理
松
脚
が
定
め
る
．

２
公
立
大
学
の
学
長
、
段
員
及
び
蔀
局
長
の
服
務
に
つ
い
て
、
埴
方
公
誇
典

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
錦
二
百
六
十
一
号
）
錫
三
十
灸
の
桜
木
韮
準
の
笑

雄
腫
関
し
必
要
な
率
須
は
、
第
二
十
一
条
の
三
鰯
一
種
並
び
に
地
方
公
務
員

法
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
室
で
、
露
三
十
七
象
及
び
環
三
十
八
条
に

定
め
る
も
の
を
隙
い
て
は
、
大
学
管
理
橦
関
が
定
め
る
．

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

第
二
画
大
学
以
外
の
学
校
の
校
長
及
び
設
貝

て

第
十
五
崇
剛
除

第
三
麺
殺
浦
憂
及
び
専
門
的
段
青
職
員

（
採
用
及
び
昇
任
の
方
錐
）

第
十
六
豪
戟
育
耀
へ
埴
方
敦
脊
行
政
の
頴
域
及
び
運
徴
に
鍋
す
る
法
律
露
十

六
条
鰯
三
頂
の
規
定
に
よ
り
教
育
露
負
会
の
委
貝
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
る

厳
育
暹
を
除
く
Ｊ
の
嫁
鴫
は
、
遥
毒
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
選
考
は
、
当

該
敬
河
塗
貝
会
が
行
う
．

２
専
州
的
敷
河
職
風
の
螺
畑
及
び
外
任
は
、
選
考
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の

選
考
は
、
当
該
敦
蒋
委
員
会
の
敏
汀
基
が
行
う
。

（
休
職
の
獺
砿
及
び
勅
梨
）

第
十
四
乗
校
長
及
び
敦
貝
の
休
職
の
期
開
は
、
結
核
鍵
疾
患
の
た
め
長
期
の

休
蕊
を
要
す
る
撰
合
の
休
職
に
お
い
て
は
、
溝
二
年
と
す
る
．
但
し
、
任
命

娠
考
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
鯉
め
る
と
き
は
、
予
算
の
聴
露
内
に
お
い

て
、
そ
の
休
職
の
鯛
脳
を
猫
三
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
親
定
に
よ
る
休
職
者
に
峰
そ
の
休
職
の
甥
閥
烹
紛
与
の
全
額

を
支
諾
す
る
．

象
奔
附
任
用
）

第
十
三
条
の
二
蛎
方
敏
方
行
政
の
凝
織
及
び
遂
蟹
に
閨
す
る
法
律
（
噸
謹
二

十
一
年
法
律
難
百
六
十
二
号
）
掘
鰯
十
灸
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
公
立
学

渋
〈
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
雪
の

校
避
又
は
数
頁
で
地
方
公
務
員
法
第
二
士
一
象
第
一
蕊
の
規
定
に
よ
り
正
式

任
用
に
な
っ
て
ど
皇
咽
が
、
引
き
識
き
同
一
都
逮
府
驍
内
の
公
立
学
淡
の
技

長
又
は
職
員
に
任
尼
さ
れ
た
穏
合
に
は
、
そ
の
毎
尾
に
つ
竺
Ｌ
は
、
同
条
同

誤
の
親
定
は
適
用
し
な
い
。

’
（
採
削
及
び
昇
毎
の
方
法
）

第
十
三
蒙
法
長
の
孫
爾
並
び
に
戦
災
の
採
用
及
び
昇
任
唾
選
考
に
よ
る
も

の
と
し
、
そ
の
運
考
は
、
大
学
附
随
の
学
按
に
あ
っ
て
ば
そ
の
大
学
の
学

長
、
大
挙
附
躍
の
学
族
以
外
の
塵
立
学
校
に
あ
っ
て
は
文
部
大
臣
、
大
学
階

腔
の
学
核
以
外
の
公
立
学
銭
に
あ
っ
て
は
そ
の
校
長
及
び
数
員
の
任
命
権
者

で
あ
る
欧
蓉
塁
安
風
会
の
敦
涛
媛
が
行
う
。

２
文
郡
大
臣
は
、
前
詞
の
謹
考
の
総
腰
を
稜
暴
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

一
毎
．

〈

と
_全

aら
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※平成13年4月1日施行時のもの

○
教
育
公
務
員
特
例
法

改
正

同同 同
三
一
年
一
二
月
一
八
日
同
第
一
七
五
号

同
二
五
年
五
月
一
六
日
同
第
一
八
四
号

同
二
六
年
六
月
一
六
日
同
第
二
四
一
号

同
二
六
年
一
二
月
二
四
日
同
第
三
一
八
号

同
二
九
年
五
月
二
九
日
同
第
一
三
一
号

同
二
九
年
六
月
三
日
同
第
一
五
六
号

同
二
九
年
六
月
三
日
同
第
一
五
九
号

同
二
九
年
六
月
一
四
日
同
第
一
八
一
号

同
三
○
年
八
月
五
日
同
第
一
二
五
号

同
三
一
年
六
月
一
四
日
同
第
一
五
二
号

同
三
一
年
六
月
三
○
日
同
第
一
六
三
号

昭
和
二
四
年
五
月
三
一
日
法
律
第
一
四
八
号

三
六
年
五
月
一
九
日
同
第
八
七
号

一

一

一

一

一

年

六
月

（
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
二
日
）

く
一
日
同
第
一
四
七
号

第
二
次
吉
田
内
閣

第
四
回
通
常
国
会

（
法
律
第
一
号
）

く

同
五
二
年
五
月
二
日
同
第
二
九
号

同
五
五
年
三
月
三
一
日
同
第
一
四
号

同
五
六
年
四
月
一
四
日
同
第
二
三
号

同
五
八
年
一
二
月
二
日
同
第
七
八
号

同
六
三
年
五
月
三
一
日
同
第
七
○
号

平
成
三
年
四
月
二
日
同
第
二
三
号

同
五
一
年
五
月
二
五
日
同
第

同
五
○
年
七
月
二
日
同
第

同
四
九
年
六
月
七
日
同
第
八
一
号

同
四
九
年

同
四
八
年
九
月
二
九
日
同
第
一
○
三
号

同
四
七
年

同
四
六
年

同
四
四
年
六
月
九
日
同
第
四
○
号

同 同
四
○
年
五
月
一
八
日
同
第
七
一
号

同同同

四
三
年

四四

○○
年年

三
六
年

」
ハ
ロ
洞

五
月
三
月
三
一
日
同
第

六
月
一
五
日
同
第
九
九
号

六
月
一
七
日
同
第
一
四
五
号

五
月
一
八
日
同
第

三
月
三
一
日
同
第

一
日
同
第
七
○
号

一
日
同
第

五
九
号

二
五
号

二
六
号

六
九
号

一

一

一

一

一

号

一
六
号
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（
身
分
）

’
第
三
条

論
、
助
教
諭
、
養
護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
及
び
講
師
（
常
時
勤
務
の
者
及
び
国

家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項

に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
又
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
第
二
十
条
の
二
第
三
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）

を
い
毒
フ
。

函
こ
の
法
律
で
「
部
局
長
」
と
は
、
大
学
の
副
学
長
、
学
部
長
そ
の
他
政
令
で

指
定
す
る
部
局
の
長
を
い
う
。

心
こ
の
法
律
で
「
評
議
会
」
と
は
、
国
立
大
学
に
あ
っ
て
は
国
立
学
校
設
置
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
七
条
の
三
に
規
定
す
る
評
議
会
を
い

い
、
公
立
大
学
に
あ
っ
て
は
そ
の
大
学
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
学
長
、
学
部
長
そ
の
他
の
者
で
構
成
す
る
会
議
を
い
う
。

画
こ
の
法
律
で
「
専
門
的
教
育
職
員
」
と
は
、
指
導
主
事
及
び
社
会
教
育
主
事

を
い
う
。

（
昭
二
四
法
一
四
八
・
昭
二
六
法
二
四
一
・
昭
四
八
法
一
○
三
・
昭
四

九
法
七
○
・
昭
六
三
法
七
○
・
平
二
法
五
五
・
平
二
法
八
三
・

平
二
法
一
○
七
・
一
部
改
正
）

国
立
学
校
の
学
長
、
校
長
、
教
員
及
び
部
局
長
は
国
家
公
務
員
、
公

く

1

育
職
員
は
地
方
公
務
員
と
し
て
の
身
分
を
有
す
る
。

第
二
章
任
免
、
分
限
、
懲
戒
及
び
服
務

第
一
節
大
学
の
学
長
、
教
員
及
び
部
局
長

（
採
用
及
び
昇
任
の
方
法
）

第
四
条
学
長
及
び
部
局
長
の
採
用
並
び
に
教
員
の
採
用
及
び
昇
任
は
、
選
考

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

画
学
長
の
採
用
の
た
め
の
選
考
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学
識
が
優
れ
、
か
つ
、

教
育
行
政
に
関
し
識
見
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
、
評
議
会
（
評
議
会
を
置
か
な

い
大
学
に
あ
っ
て
は
、
教
授
会
。
以
下
同
じ
。
）
の
議
に
基
づ
き
学
長
の
定
め

る
基
準
に
よ
り
、
評
議
会
が
行
う
。

函
学
部
長
の
採
用
の
た
め
の
選
考
は
、
当
該
学
部
の
教
授
会
の
議
に
基
づ
き
、

学
長
が
行
う
。

吟
学
部
長
以
外
の
部
局
長
の
採
用
の
た
め
の
選
考
は
、
評
議
会
の
議
に
基
づ
き

学
長
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
学
長
が
行
う
。

画
教
員
の
採
用
及
び
昇
任
の
た
め
の
選
考
は
、
評
議
会
の
議
に
基
づ
き
学
長
の

定
め
る
基
準
に
よ
り
、
教
授
会
（
国
立
学
校
設
置
法
第
二
章
の
二
の
規
定
に
よ

り
そ
の
組
織
が
定
め
ら
れ
た
大
学
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
。
第
十
二
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
議
に
基
づ
き
学
長
が
行
う
。

立
学
校
の
学
長
、
校
長
、
教
員
及
び
部
局
長
並
び
に
教
育
長
及
び
専
門
的
教

く
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第
十
条
大
学
の
学
長
、
教
員
及
び
部
局
長
の
任
用
免
職
、
休
職
、
復
職
、

退
職
及
び
懲
戒
処
分
は
、
学
長
の
申
出
に
基
づ
い
て
、
任
命
権
者
が
行
う
。

（
平
二
法
五
五
・
一
部
改
正
）

（
服
務
）

第
十
一
条
国
立
大
学
の
学
長
、
教
員
及
び
部
局
長
の
服
務
に
つ
い
て
、
国
家

公
務
員
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
根
本
基
準
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

同
法
第
九
十
七
条
か
ら
第
百
五
条
ま
で
又
は
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
定
め
る
も
の
を
除
い
て
は
、
評
議
会
の
議
に
基

す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
範
囲
内
で
」
と
あ
る
の
は
「
範
囲
内
で
教
授
会
の

議
に
基
づ
き
学
長
が
定
め
る
期
間
を
も
っ
て
」
と
す
る
。

（
平
二
法
一
○
七
・
全
改
）

（
懲
戒
）

第
九
条
学
長
、
教
員
及
び
部
局
長
は
、
学
長
及
び
教
員
に
あ
っ
て
は
評
議
会
、

部
局
長
に
あ
っ
て
は
学
長
の
審
査
の
結
果
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
懲
戒
処

分
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

画
第
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
審
査
の
場
合
に
準
用

す
る
。

（
昭
二
六
法
二
四
一
・
平
二
法
五
五
・
一
部
改
正
）

（
任
命
権
者
）

ぐ

づ
き
学
長
が
定
め
る
。

画
公
立
大
学
の
学
長
、
教
員
及
び
部
局
長
の
服
務
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
法

第
三
十
条
の
根
本
基
準
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
第
二
十
一
条
の
四

第
一
項
並
び
に
同
法
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
及

び
第
三
十
八
条
に
定
め
る
も
の
を
除
い
て
は
、
評
議
会
の
議
に
基
づ
き
学
長

が
定
め
る
。（
昭
二
六
法
二
四
一
・
昭
二
九
法
一
五
六
・
昭
四
○
法
七
一
・
平
二

法
五
五
・
平
二
法
八
三
・
平
二
法
一
○
七
・
平
二
法
一
二
九
・

一
部
改
正
）

（
勤
務
成
績
の
評
定
）

第
十
二
条
学
長
、
教
員
及
び
部
局
長
の
勤
務
成
績
の
評
定
及
び
評
定
の
結
果

に
応
じ
た
措
置
は
、
学
長
に
あ
っ
て
は
評
議
会
、
教
員
及
び
学
部
長
に
あ
っ

て
は
教
授
会
の
議
に
基
づ
き
学
長
、
学
部
長
以
外
の
部
局
長
に
あ
っ
て
は
学

長
が
行
う
。

唖
前
項
の
勤
務
成
績
の
評
定
は
、
評
議
会
の
議
に
基
づ
き
学
長
が
定
め
る
基
準

に
よ
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
法
五
五
・
一
部
改
正
）

第
二
節
大
学
以
外
の
学
校
の
校
長
及
び
教
員

（
採
用
及
び
昇
任
の
方
法
）〈
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四
そ
の
他
海
岸
の
保
全
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

皿
ン
』
。

２
海
岸
管
理
者
は
、
前
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
規

一
定
又
は
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
と
き

は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

３
前
項
の
指
定
又
は
そ
の
廃
止
は
、
同
項
の
公
示
に
よ

っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
十
七
条
の
七
一
般
公
共
海
岸
区
域
に
新
た
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
際
現
に
当
該
一
般
公
共
海
岸
区
域

・
内
に
お
い
て
権
原
に
基
づ
き
施
設
又
は
工
作
物
老
設
置

（
工
事
中
の
場
合
を
含
む
Ｊ
し
て
い
る
者
は
八
従
前
と

、
同
様
の
条
件
に
よ
り
、
当
該
施
設
又
は
工
作
物
の
設
題

に
つ
い
て
第
三
十
七
条
の
四
又
は
第
三
十
七
条
の
五
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
一
般
公

共
海
岸
区
域
に
新
た
に
該
当
す
る
こ
と
ど
な
っ
た
際
現

に
当
該
一
般
公
共
海
岸
区
域
内
に
お
い
て
権
原
に
基
づ

き
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
っ
て

い
る
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
準
用
規
定
）

第
三
十
七
条
の
八
第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
か
ら
第

十
二
条
の
二
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十

四
条
第
二
十
五
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
一
条
及

び
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
一

般
公
共
海
岸
区
域
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
条
第
二
項
第
十
一
条
並
び
に
第
十
二

条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
七
条
第
一
項
」
と
あ
る

・
の
は
『
第
三
十
七
条
の
四
」
と
、
第
十
条
第
二
項
並
び

に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
五
」
と
、
第
十
一
条
中

「
第
八
条
第
一
項
第
百
百
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七

条
の
五
第
一
号
」
と
、
第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条

の
二
第
一
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の

六
第
一
項
第
三
号
」
と
、
『
第
八
条
の
二
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
中
「
海
岸
保
全
区
域
台
帳
」
と
あ
る
の
徳
亘
般
公

共
海
岸
区
域
台
帳
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
、
市
町

村
長
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
許
可
等
の
条
件
）

第
三
十
八
条
の
二
海
岸
管
理
者
は
、
こ
の
法
律
の
規
定

に
よ
る
許
可
又
は
承
認
に
は
、
海
岸
の
保
全
上
必
要
な

条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
条
件
は
、
許
可
又
は
承
認
を
受
け
た
者
に
対

し
、
不
当
な
溌
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条
の
二
第
』
項
第
一
号
中
墨
画
し
く
は
第
八

条
第
一
項
』
を
「
、
第
八
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
の
四

若
し
く
は
第
三
十
七
条
の
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
第
二
項
」
の
下
に
只
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
第
一
項
第
五
号
中
『
海
岸
保
全
区
域
」
を
「
海

岸
保
全
区
域
挙
置
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、

同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
一
般
公
共
海
岸
区
域
の
う
ち
、
第
三
十
七
条
の
三

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
区
域
の
管
理
者
が
管
理

す
る
も
の
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
前
各
号
の

規
定
に
よ
り
特
定
区
域
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
す
る

大
臣

第
四
章
中
第
四
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

ワ
（
》
。

（
経
過
措
置
）
・

第
四
十
条
の
三
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
政
令
又
は

主
務
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
、
政
令
又
は
主
務
省
令
で
、
そ
の
制
定

又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲

内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経

過
措
置
を
含
む
Ｊ
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
一
条
中
『
第
七
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
違
反
し
た
」
を
「
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
」

に
、
星
‐
万
円
」
を
『
五
十
万
円
』
に
改
め
、
同
条
に
次
の

各
号
を
加
え
る
。

一
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
海
岸
保
全
区

域
を
占
用
し
た
者

二
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
遺
反
し
て
同
項
各
号
の

一
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者

三
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
海
岸
管

理
者
が
管
理
す
る
海
岸
保
全
施
設
を
損
傷
し
、
又
は

汚
損
し
た
者

第
四
十
二
条
中
『
五
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
、

第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条

第
一
号
中
「
第
十
八
条
第
六
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
七

条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、

同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
各

号
の
一
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者
垂
別
条
第
三
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

第
四
十
二
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

く

五
第
三
十
七
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
て
一
般
公
共

海
岸
区
域
を
占
用
し
た
者

六
第
三
十
七
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
各
号

の
一
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者

七
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同

項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者

附
則

（
施
行
期
旦

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

扉
鱒
報
棚
獺
蕊
訓
懸
巍
蒜
詫
電

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
海
岸
保
全
基
本
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
後
の
海
岸
法
（
以
下
星
郵
芭
と
い
う
。
）
第
二
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
海
岸
保
全
区
域
に
つ
い
て

海
岸
保
全
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い

て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
前
の
海
岸
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該

海
岸
保
全
区
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
海
岸
保
全

施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
を
、
新
法
第
二
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
海
岸
保
全
区
域
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
た
海
岸
保
全
基
本
計
画
と
み
な
す
。

（
一
般
公
共
海
岸
区
域
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
一
般
公
共
海
岸
区

域
内
に
お
い
て
権
原
に
基
づ
き
施
設
又
は
工
作
物
を
設

置
（
工
事
中
の
場
合
を
含
む
。
）
し
て
い
る
者
は
、
従
前

と
同
様
の
条
件
に
よ
り
、
当
該
施
設
又
は
工
作
物
の
設

置
に
つ
い
て
第
三
十
七
条
の
四
又
は
第
三
十
七
条
の
五
一

の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の

法
律
の
施
行
の
際
現
に
一
般
公
共
海
岸
区
域
内
に
お
い

て
権
原
に
基
づ
き
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る

行
為
を
行
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
治
水
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条
治
水
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四

・
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
の
新
謹
改
良
又
は
災

害
復
旧
」
を
削
り
、
『
第
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は

海
岸
法
第
三
十
七
条
の
三
を
、
．
級
河
川
」
の
下
に

「
又
は
海
岸
保
全
区
域
」
を
加
え
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〈

婁
稜
教
育
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
の
こ
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
の
三
大
学
は
、
文
部
大
臣
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
大
学
の
学
生
（
第
五
十
五
条
第

二
項
に
規
定
す
る
課
程
に
在
学
す
る
も
の
を
除
く
。
）

で
当
該
大
学
に
三
年
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
修
業
年
限
を
四
年
を
超
え
る
も
の
と
す
る

学
部
の
学
生
に
あ
っ
て
は
、
三
年
以
上
で
文
部
大
臣

の
定
め
る
期
間
）
以
上
在
学
し
た
も
の
（
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
と
し
て
文
部
大
臣
の
定
め
る
者
遊
含
む
。
）

が
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
当
該
大
学
の
定
め
る
単
位

を
優
秀
な
成
譲
で
修
得
し
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
卒
業
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
八
条
第
二
項
中
「
副
学
震
答
の
下
に
「
、
学

部
長
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
掌
り
」
を
「
つ
か

さ
ど
り
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。
学
部
長
は
、
学
部
に
関
す
る
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
六
圭
上
ハ
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
律
第
五
十
五
号

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 第

四
十
一
条
第
四
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
」

左
「
第
二
条
の
三
第
一
項
の
海
岸
保
全
基
本
計
画
」
に

改
め
る
。

（
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八

十
六
国
写
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
承
エ
ハ
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
条
第
二
項
」

を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

農
林
水
産
大
臣
中
川
昭
一

‐
運
輸
大
臣
川
崎
二
郎

郵
政
大
臣
野
田
聖
子

建
設
大
臣
関
谷
勝
嗣

内
閣
総
理
大
臣
小
渕
恵
三

御
名
御
璽

平
成
十
一
年
五
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣
小
渕
恵
三
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（
教
去

第
三
条
旨
芭第
二
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

４
こ
の
法
律
で
「
評
議
会
」
と
姓
、
国
立
大
学
に
あ

っ
て
は
国
立
学
校
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
五
十
号
）
第
七
条
の
三
に
規
定
す
る
評
議
会
を
い

い
、
公
立
大
学
に
あ
っ
て
は
そ
の
大
学
を
設
置
す
る

地
方
公
共
団
体
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
学
長
、
学

部
長
そ
の
他
の
者
で
構
成
す
る
会
議
を
い
う
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
し
、
そ
の
選
考
は
、
大
学
管

理
機
関
が
行
う
」
を
『
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
前
項
の
選
考
は
、
学
長
に
つ
い
て
は
」
を
塁
手

長
の
採
用
の
た
め
の
選
考
は
』
に
、
『
す
ぐ
れ
、
且
つ
」

を
「
優
れ
、
か
宮
に
当
大
学
管
理
機
関
の
定
め
る
基

準
に
よ
り
、
学
部
長
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
部
の
教
授

会
の
議
に
基
き
、
教
員
及
び
学
部
長
以
外
の
部
局
長
に

つ
い
て
ば
、
大
学
管
理
機
関
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
．

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
を
最
悪
嬰
云
（
評
議
会
を
、

置
か
な
い
大
学
に
あ
っ
て
は
、
教
授
会
。
以
下
同
じ
。
）

の
議
に
基
づ
き
学
長
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
評
議
会

が
行
ご
に
改
め
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

３
学
部
長
の
採
用
の
た
め
の
選
考
は
、
当
該
学
部
の

教
授
会
の
議
に
基
づ
き
、
学
長
が
行
》
Ｚ

４
学
部
長
以
外
の
部
局
長
の
採
用
の
た
め
の
選
考

は
、
評
議
会
の
議
に
基
づ
き
学
長
の
定
め
る
基
準
に

よ
り
、
学
長
が
種
っ
。

５
教
員
の
採
用
及
び
昇
任
の
た
め
の
選
考
は
、
評
議

会
の
議
に
基
づ
き
学
長
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
３
教

授
会
（
国
立
学
校
設
掴
法
第
二
章
の
こ
の
規
定
に
よ

りその組織が定められた大学にあっては、人事委員会。第十二条第一項において同じＪの議に基づき学長が行う。

台
圏
払
大
学
等
の
運
営
の
蛙
壷
）

第
七
条
の
七
国
立
大
学
及
び
国
立
短
期
大
学
は
、
当

該
国
立
大
学
又
は
国
立
短
期
大
学
の
教
育
研
究
上
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
学
部
そ
の
他
の
組
織
の
一

体
的
な
運
営
に
よ
り
、
そ
の
機
能
を
総
合
的
に
発
揮

す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
研
究
等
の
状
況
の
公
表
）

第
七
条
の
八
国
立
大
学
及
び
国
立
短
期
大
学
は
、
文

部
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
国
立
大
学

又
は
国
立
短
期
大
学
の
教
育
及
び
研
究
並
び
に
組
織

及
び
運
営
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
）

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
里
念
手
管
理
機
関
」
を
「
評
議

会
の
議
に
基
づ
き
学
長
』
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

二
十
一
条
の
三
第
一
項
並
び
に
地
方
公
務
員
法
」
を
「
第

二
十
一
条
の
四
第
一
項
並
び
に
同
法
」
に
、
垣
〈
学
管
理

機
関
」
を
暴
騒
墜
云
の
議
に
基
づ
き
学
崖
塞
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
大
学
管
理
機
関
」
を
「
学
長

に
あ
っ
て
は
評
議
会
、
教
員
及
び
学
部
長
に
あ
っ
て
は

教
授
会
の
議
に
基
づ
き
学
長
、
学
部
長
以
外
の
部
局
長

に
あ
っ
て
は
学
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
大
学

管
理
機
関
」
を
「
評
議
会
の
識
に
基
づ
き
学
置
喜
に
改

め
る
。第
二
十
二
条
中
員
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十

号
と
老
削
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
削
除

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。 ６

前
項
の
選
考
に
つ
い
て
教
授
会
が
審
議
す
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
教
授
会
が
置
か
れ
る
組
織
の
長
は
、

当
該
大
学
の
教
員
人
事
の
方
針
を
踏
ま
え
、
そ
の
選

考
に
関
し
、
教
授
会
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
大
学
管
理
機
関
」
を
「
学
長
及

び
教
員
に
あ
っ
て
は
評
議
会
、
部
局
長
に
あ
っ
て
は
学

匡
淫
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
皐
全
手
管
理
機
関
」
を

暴
悪
壁
云
及
び
学
匡
醤
に
、
通
『
つ
て
は
」
を
「
当
た
っ

て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
『
大
学

管
理
機
関
」
を
『
評
議
会
及
び
学
匿
喜
に
改
め
、
同
条

第
五
項
中
『
大
学
管
理
機
関
」
を
「
学
長
及
び
教
員
に

あ
っ
て
は
評
議
会
、
部
局
長
に
あ
っ
て
は
学
長
」
に
改

め
る
。
第
六
条
第
一
項
中
「
大
学
管
理
機
関
』
を
「
学
長
及

び
教
員
に
あ
っ
て
は
評
議
会
、
部
局
長
に
あ
っ
て
は
学

長
」
に
改
め
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
中
「
大
学
管
理
機
関
」
を
「
評

議
会
の
謡
に
基
づ
き
学
匿
碆
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
大
学
管
理
機
関
」
を
「
学
長
及

び
教
員
に
あ
っ
て
は
評
議
会
部
局
長
に
あ
っ
て
は
学

屋
筐
に
改
め
る
。

塞
峯
中
天
学
管
理
機
運
を
享
套
に
、
塁

ｇい
て
』
を
罰
基
づ
い
て
」
に
改
め
る
。

ぐ

露
手
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
教
育
法
第
五

十
五
条
の
三
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
か

ら
引
き
続
き
大
学
に
在
学
す
る
者
（
同
日
前
に
大
学
に

在
学
し
、
同
日
以
後
に
再
び
大
学
に
在
学
す
る
こ
と
と

な
っ
た
者
の
う
ち
、
文
部
大
臣
の
定
め
る
者
を
含
む
。
）

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
国
立
又
ば
公
立
の
大
学
に
お
け
る
外
国
人
教
員
の
任

用
等
に
関
す
る
特
別
措
澄
法
の
一
部
改
正
）

３
国
立
又
は
公
立
の
大
学
に
お
け
る
外
国
人
教
員
の
任

用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第

八
十
九
国
写
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
及
び
第
三
条
第
二
項
中
「
大
学
管
理

機
関
」
を
「
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
一
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
評
議
会
（
評

議
会
を
渥
か
な
い
大
学
に
あ
っ
て
は
、
教
授
会
）
の
議

に
基
づ
き
学
長
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
項
番
号
を
削

一
〈
画
⑨（
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

４
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年

法
律
第
八
十
一
言
芭
の
一
部
淀
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
里
全
手
管
理
機
関
（
教
育
公
務
員

特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
四
条
第
二

項
に
規
定
す
る
大
学
管
理
機
関
を
い
い
、
同
法
第
二
十

五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

も
の
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
Ｊ
は
」
を
「
学
長

は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一

号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
評
議
会
（
評
議
会
を

産
か
な
い
大
学
に
あ
っ
て
は
、
教
授
会
）
の
議
に
基
づ

き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
『
大
学
管
理
機
関
」
を

「
学
匿
答
に
改
め
る
。

第
六
条
中
尋
隻
管
理
機
関
（
教
育
公
務
員
特
例
法

（昭和二十四年法律第言芭第四条第二項に規定する大学管理機関をいい、同法第二十五条第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
文
部

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
任
命
権
者
上
を
「
学
長

は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一

号
）
第
二
条
第
四
項
に
鏡
定
す
る
評
議
会
（
評
議
会
を

置
か
な
い
大
学
に
あ
っ
て
は
、
教
授
《
召
の
議
に
基
づ

き
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
任
命
権
者
は
上
に
、
。
大
学
管
理
機
関
筐
を
．
学

長
上
に
改
め
る
。

文
部
大
臣
有
馬
朗
人

内
閣
総
理
大
臣
小
渕
恵
三

〈

法
律
第
五
圭
上
ハ
号

国
民
金
融
公
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
民
金
融
公
庫
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
民
生
活
金
融
公
庫
法

目
次
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
七
条
の
二
」
に
、

「
第
三
十
条
」
芝
『
第
三
十
条
の
三
」
に
、
「
第
四
十
九
条
』

を
「
第
四
十
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
目
的
）

第
一
条
国
民
生
活
金
融
公
庫
瞳
、
独
立
し
て
継
続
が
可

能
な
事
業
に
つ
い
て
当
該
事
業
の
経
営
の
安
定
を
図
ろ

一
た
め
の
資
金
、
環
境
衛
生
関
係
の
営
業
に
つ
い
て
衛
生

水
準
を
高
め
る
た
め
の
資
金
そ
の
他
の
資
金
で
あ
っ

て
、
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
そ
の
融
通
を
受
け
る
こ
と

を
困
難
と
す
る
国
民
大
衆
が
必
要
と
す
る
も
の
を
供
給

し
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
及
び
公
衆
衛
生

そ
の
他
の
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
二
条
中
「
国
民
金
融
公
庫
」
左
『
国
民
生
活
金
融
公

庫
』
に
改
め
、
「
公
法
上
の
」
を
削
り
，
後
段
を
削
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
、
大
蔵
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
」

を
削
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条
削
除

第
五
条
第
一
項
中
「
二
百
億
円
と
す
る
」
を
三
千
四

百
十
九
億
千
四
百
万
円
と
し
、
政
府
が
そ
の
全
額
を
出
資

す
》
畠
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び

第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
政
府
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
予
算
で

定
め
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
公
庫
に
追
加
し
て

出
資
す
る
こ
と
が
で
き
愚
。

３
公
庫
ば
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
政
府
の
出
資
が
あ
っ

た
と
き
は
、
そ
の
出
資
額
に
よ
り
資
本
金
を
増
加
す
る

も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
政
令
の
」
を
「
政
令
で
』
に
改
め

》
《
》
○

第
八
条
中
国
民
金
融
公
庫
」
を
富
民
生
活
金
融
公

庫
」
に
、
「
又
は
こ
れ
に
類
す
る
名
称
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
巷
い
」
を
南
を
用
い
て
は
な
ら
な
ど
に
改
め
る
。

国
民
金
融
公
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御
名
御
璽

平
成
十
一
年
五
月
二
十
八
日

、
内
閣
総
理
大
臣
小
渕
恵
三
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○
国
立
大
学
法
人
法

（
平
成
十
五
年
七
月
十
六
且

（
法
律
第
百
十
二
号
）

第
百
五
十
六
回
通
常
国
会

第
一
次
小
泉
内
閣

改
正
平
成
一
七
年
五
月
二
五
日
法
律
第
四
九
号

同
一
七
年
七
月
二
六
日
同
第
八
七
号

同
一
八
年
六
月
二
一
日
同
第
八
○
号

同
一
八
年
一
二
月
一
三
日
同
第
二
一
○
号

同
一
九
年
六
月
二
○
日
同
第
八
九
号

同
一
九
年
六
月
二
七
日
同
第
九
六
号

同
二
一
年
三
月
三
一
日
同
第
一
八
号

同
二
二
年
五
月
二
八
日
同
第
三
七
号

同
二
四
年
八
月
二
二
日
同
第
六
七
号

同
二
五
年
一
二
月
二
日
同
第
九
八
号

、
同
二
六
年
六
月
一
三
日
同
第
六
七
号

同
二
六
年
六
月
二
七
日
同
第
八
八
号

同
二
七
年
五
月
二
七
日
同
第
二
七
号

同
二
七
年
六
月
二
四
日
同
第
四
六
号

同
二
八
年
五
月
一
八
日
同
第
三
八
号

同
三
○
年
五
月
二
三
日
同
第
二
六
号

国
立
大
学
法
人
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

国
立
大
学
法
人
法

ぐ

第
一
章
総
則

第
一
節
通
則

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
大
学
の
教
育
研
究
に
対
す
る
国
民
の
要
請
に
こ
た
え

目
次附

則
第
一
章
総
則

第
一
節
通
則
（
第
一
条
’
第
八
条
）

第
二
節
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
（
第
九
条
）

第
二
章
組
織
及
び
業
務

第
一
節
国
立
大
学
法
人

第
一
款
役
員
及
び
職
員
（
第
十
条
’
第
十
九
条
）

第
二
款
経
営
協
議
会
等
（
第
二
十
条
・
第
二
十
一
条
）

第
三
款
業
務
等
（
第
二
十
二
条
・
第
二
十
三
条
）

第
二
節
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

第
一
款
役
員
及
び
職
員
（
第
二
十
四
条
’
第
二
十
六
条
）

第
二
款
経
営
協
議
会
等
（
第
二
十
七
条
・
第
二
十
八
条
）

第
三
款
業
務
等
（
第
二
十
九
条
）

第
三
章
中
期
目
標
等
（
第
三
十
条
’
第
三
十
一
条
の
四
）

第
四
章
財
務
及
び
会
計
（
第
三
十
二
条
’
第
三
十
四
条
の
三
）

第
五
章
指
定
国
立
大
学
法
人
（
第
三
十
四
条
の
四
’
第
三
十
四
条
の
八
）

第
六
章
雑
則
（
第
三
十
四
条
の
九
’
第
三
十
七
条
）

第
七
章
罰
則
（
第
三
十
八
条
’
第
四
十
一
条
）

く

1
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Ｉ
第
十
二
条
学
長
の
任
命
は
、
国
立
大
学
法
人
の
申
出
に
基
づ
い
て
、
文
部
科

科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
監
事
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
国
立
大
学
法
人

の
子
法
人
（
国
立
大
学
法
人
が
そ
の
経
営
を
支
配
し
て
い
る
法
人
と
し
て
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
に
対
し
て
事
業
の
報
告
を
求
め
、

又
は
そ
の
子
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

８
前
項
の
子
法
人
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
報
告
又
は
調

査
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

９
監
事
は
、
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学

長
又
は
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
一
九
法
九
六
・
平
二
六
法
六
七
・
一
部
改
正
）

（
学
長
等
へ
の
報
告
義
務
）

第
十
一
条
の
二
監
事
は
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。
）
が
不
正
の
行
為
を
し
、

若
し
く
は
当
該
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
こ
の
法

律
若
し
く
は
他
の
法
令
に
違
反
す
る
事
実
若
し
く
は
著
し
く
不
当
な
事
実
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
学
長
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
六
法
六
七
・
追
加
）

（
役
員
の
任
命
）

学
大
臣
が
行
う
。

２
前
項
の
申
出
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
委
員
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
委
員
各

く

同
数
を
も
っ
て
構
成
す
る
会
議
（
以
下
「
学
長
選
考
会
議
」
と
い
う
。
）
の

選
考
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
第
二
十
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
中
か
ら
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
経
営
協
議
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
者

二
第
二
十
一
条
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
中
か
ら
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
研
究
評
議
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
者

３
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
学
長
選
考
会
議
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
学
長
又
は
理
事
を
学
長
選
考
会
議
の
委
員
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
そ
の
数
は
、
学
長
選
考
会
議
の
委
員
の
総
数
の
三
分
の
一
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
。

４
学
長
選
考
会
議
に
議
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め

プ
（
》
。

５
議
長
は
、
学
長
選
考
会
議
を
主
宰
す
る
。

６
こ
の
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
学
長
選
考
会
議
の
議
事
の
手
続
そ
の
他

学
長
選
考
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が
学
長
選
考
会
議
に
諮
っ
て

定
め
る
。

７
第
二
項
に
規
定
す
る
学
長
の
選
考
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学
識
が
優
れ
、

か
つ
、
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
運
営
す
る
こ

と
が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
学
長
選
考
会
議
が
定
め
る
基

準
に
よ
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
国
立
大
学
法
人
は
へ
第
二
項
に
規
定
す
る
学
長
の
選
考
が
行
わ
れ
た
と
き

は
当
該
選
考
の
結
果
そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
学
長
選
考

会
議
が
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
当
該
基
準

《
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を
、
そ
れ
ぞ
れ
遅
滞
な
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
監
事
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す
る
。

（
平
二
六
法
八
八
・
一
部
改
正
）

第
十
三
条
理
事
は
、
前
条
第
七
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
学
長
が
任

命
す
る
。

２
学
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
理
事
を
任
命
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
四
条
学
長
又
は
文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
又
は
監
事
を
任
命

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
任
命
の
際
現
に
当
該
国
立
大
学
法
人
の
役
員
又

は
職
員
で
な
い
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
任
期
）

第
十
五
条
学
長
の
任
期
は
、
二
年
以
上
六
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
、
学
長
選
考
会
議
の
議
を
経
て
、
各
国
立
大
学
法
人
の
規
則
で
定
め
る
。

２
理
事
の
任
期
は
、
六
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
学
長
が
定
め
る
。
た
だ

し
、
理
事
の
任
期
の
末
日
は
、
当
該
理
事
を
任
命
す
る
学
長
の
任
期
の
末
日

以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
監
事
の
任
期
は
、
そ
の
任
命
後
四
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち

最
終
の
も
の
に
関
す
る
準
用
通
則
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同

項
の
財
務
諸
表
の
承
認
の
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
監
事
の
任
期

は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

４
役
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
役

員
が
そ
の
最
初
の
任
命
の
際
現
に
当
該
国
立
大
学
法
人
の
役
員
又
は
職
員
で

ぐ

は
、
役
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
公
務
員
で
政
令
で
定
め
る
者
は
、
非

常
勤
の
理
事
又
は
監
事
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
解
任
）

第
十
七
条
文
部
科
学
大
臣
又
は
学
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員

が
前
条
の
規
定
に
よ
り
役
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
と
き
は
、
そ
の
役
員
を
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
文
部
科
学
大
臣
又
は
学
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
が
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
、
そ
の
他
役
員
た
る
に
適
し
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
遂
行
に
堪
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二
職
務
上
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
き
。

３
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
学
長
は
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
（
監
事
を
除
く
。
）
の
職
務
の
執
行
が
適
当
で
な

い
た
め
当
該
国
立
大
学
法
人
の
業
務
の
実
績
が
悪
化
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、

そ
の
役
員
に
引
き
続
き
当
該
職
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
学
長
の
解
任
は
、
当
該
国

１
口

第
十
六
条
政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。
）

な
か
っ
た
と
き
の
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
再
任
の
際
現
に

当
該
国
立
大
学
法
人
の
役
員
又
は
職
員
で
な
い
者
と
み
な
す
。

（
平
二
六
法
六
七
・
一
部
改
正
）

（
役
員
の
欠
格
条
項
）く
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［
本
号
中
の
学
校
教
育
法
第
四
条
に
関
す
る
部
分
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
該
当

○
学
校
教
育
法

改
正

同 同
三
七
年
九
月
一
五
日
同
第
一
六
一
号

同 同同同同同同 同
二
四
年
一
二
月
一
五
日
同
第
二
七
○
号

同
二
五
年
四
月
一
九
日
同
第
一
○
三
号

同 同同同同
二
八
年
八
月
一
五
日
同
第
二
一
三
号

同
二
八
年
八
月
五
日
同
第
一
六
七
号

昭
和
二
三
年
七
月
一
○
日
法
律
第
一
三
三
号

三
九
年

三
六
年
一
○
月
三
一
日
同
第
一
六
六
号

三
五
年

三
六
年
六
月
一
七
日
同
第
一
四
四
号

三
三
年
四
月
一
○
日
同
第

二
九
年

三
二
年

二
九
年

二
四
年

二
四
年

二
三
年
七
月
一
五
日
同
第
一
七
○
号

（
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
）

六
月
一
九
日
同
第
二
○
号

」
ハ
ロ
洞

三
月
三
一
日
同
第

一
ハ
ロ
河

三
月
三
一
日
同
第

｛
ハ
ロ
河

五
月
三
一
日
同
第
一
四
八
号

ぐ
三
日
同
第
一
五
九
号

一
日
同
第
一
四
九
号

一
日
同
第
一
七
九
号

（
法
律
第
二
十
六
号
）

条
項
は
な
い
。
］

第
一
次
吉
田
内
閣

五
六
号

一
六
号

一
九
号

〈

同
六
三
年
二
月
一
五
日
同
第
八
八
号

平
成
三
年
四
月
二
日
同
第
二
三
号

同
三
年
四
月
二
日
同
第
二
五
号

同
三
年
五
月
二
一
日
同
第
七
九
号

同
五
年
三
月
二
一
日
同
第
八
九
号

同
六
年
六
月
二
九
日
同
第
四
九
号

同
一
○
年
六
月
一
二
日
同
第
一
○
一
号

同
一
○
年
九
月
二
八
日
同
第
二
○
号

同
六
二
年
九
月
一
○
日
同
第
八
八
号

同同同同同 同
五
一
年
五
月
二
五
日
同
第

同
五
○
年
七
月
二
日
同
第

同
四
九
年

同
四
八
年
九
月
二
九
日
同
第
一
○
三
号

同
四
五
年

同
四
四
年

同
四
五
年

同
四
二
年
八
月

同
四
二
年

五
八
年
一
二
月

五
八
年

五
七
年
七
月
二
三
日
同
第

五
六
年

五
三
年
五
月
二
三
日
同
第

六
月
二
日
同
第
八
○
号

五
月
二
五
日
同
第

《
ハ
ロ
河

｛
ハ
ロ
洞

五
月
三
月
二
五
日
同
第

五
月
三
一
日
同
第

二
日
同
第
七
八
号

六
日
同
第
四
八
号

一
日
同
第
七
○
号

一
日
同
第
二
一
号

一
日
同
第
一
二
○
号

六
九
号

五
五
号

五
五
号

五
九
号

二
五
号

一
八
号

一

一

号
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専
門
学
校
と
す
る
。

（
昭
三
六
法
一
四
四
・
昭
三
六
法
一
六
六
・
平
一
○
法
一
○
一
・
平

一
八
法
八
○
・
平
一
九
法
九
六
・
平
二
七
法
四
六
・
一
部
改
正
）

第
二
条
学
校
は
、
国
（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立

高
等
専
門
学
校
機
構
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
地
方
公
共
団
体
（
地
方
独

立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
（
以
下
「
公
立
大
学
法
人
」
と
い
う
。
）
を
含

む
。
次
項
及
び
第
百
二
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
私
立
学
校
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
（
以
下

「
学
校
法
人
」
と
い
う
。
）
の
み
が
、
こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
こ
の
法
律
で
、
国
立
学
校
と
は
、
国
の
設
置
す
る
学
校
を
、
公
立
学
校
と

は
、
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学
校
を
、
私
立
学
校
と
は
、
学
校
法
人
の

設
置
す
る
学
校
を
い
う
。

（
昭
二
四
法
二
七
○
・
昭
五
六
法
八
○
．
平
一
四
法
一
五
六
・
平
一

五
法
二
七
・
平
一
五
法
二
九
・
平
二
八
法
四
七
・
一
部
改
正
）

第
三
条
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
学
校
の
種
類
に
応
じ
、
文
部
科

学
大
臣
の
定
め
る
設
備
、
編
制
そ
の
他
に
関
す
る
設
置
基
準
に
従
い
、
こ
れ

’
第
一
条
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大
学
及
び
高
等

第
十
三
章
罰
則
（
第
百
四
十
三
条
’
第
百
四
十
六
条
）

附
則

第
一
章
総
則

こ
の
法
律
で
学
校
と
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教

く

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
法
八
七
・
平
二
法
一
六
○
・
｜
部
改
正
）

第
四
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
設
置
廃
止
、
設
置
者
の
変
更
そ
の
他
政

令
で
定
め
る
事
項
（
次
条
に
お
い
て
「
設
置
廃
止
等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ら
の
学
校
の
う
ち
、
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。
）

の
通
常
の
課
程
（
以
下
「
全
日
制
の
課
程
」
と
い
う
。
）
、
夜
間
そ
の
他
特

別
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程
（
以
下
「
定
時
制
の
課

程
」
と
い
う
。
）
及
び
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う
課
程
（
以
下
「
通
信
制
の

課
程
」
と
い
う
。
）
、
大
学
の
学
部
、
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
並
び

に
第
百
八
条
第
二
項
の
大
学
の
学
科
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

一
公
立
又
は
私
立
の
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
文
部
科
学
大
臣

二
市
町
村
（
市
町
村
が
単
独
で
又
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る

公
立
大
学
法
人
を
含
む
。
次
条
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
、
第
百

三
十
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
す
る
高

等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
都
道
府
県
の
教
育
委
員

〈
云

三
私
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
都
道
府
県
知
事

②
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
学
校
を
設
置
す
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
と
き
は
、
同
項
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
を

要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
校
を
設
置
す
る
者
は
、
文
部
科

学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
大
臣
に
届
け

〔
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出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
第
百
八
条
第
二
項
の
大

学
の
学
科
の
設
置
で
あ
っ
て
、
当
該
大
学
が
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び

分
野
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

二
大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
第
百
八
条
第
二
項
の
大

学
の
学
科
の
廃
止

三
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
事
項

③
文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出

に
係
る
事
項
が
、
設
備
が
授
業
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
適

合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
（
指
定
都
市

が
単
独
で
又
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含

む
。
）
の
設
置
す
る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
に
つ

い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
を
設
置
す
る
者
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
行

お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
第
二
項
第
一
号
の
学
位
の
種
類
及
び
分
野
の
変
更
に
関
す
る
基
準
は
、
文

部
科
学
大
臣
が
、
こ
れ
を
定
め
る
。

（
昭
二
八
法
二
一
三
・
昭
三
六
法
一
六
六
・
昭
三
九
法
二
○
・
昭

近

第
七
条
学
校
に
は
、
校
長
及
び
相
当
数
の
教
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
八
条
校
長
及
び
教
員
（
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四

十
七
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
の
資
格
に
関
す
る
事
項
は
、
別

に
法
律
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文
部
科
学
大
臣
が
こ
れ
を
定
め
る
。

五
一
法
二
五
・
平
三
法
七
九
・
平
一
○
法
一
○
一
・
平
二
法
八

七
・
平
二
法
一
六
○
・
平
一
四
法
二
八
・
平
一
四
法
一
五
六
・

平
一
七
法
八
三
・
平
一
八
法
八
○
・
平
一
九
法
九
六
・
平
二
三
法
三

七
・
平
二
六
法
五
一
・
平
二
七
法
四
六
・
平
二
七
法
五
○
・
平
二
八

法
四
七
・
一
部
改
正
）

第
四
条
の
二
市
町
村
は
、
そ
の
設
置
す
る
幼
稚
園
の
設
置
廃
止
等
を
行
お
う

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
三
法
三
七
・
追
加
）

第
五
条
学
校
の
設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る
学
校
を
管
理
し
、
法
令
に
特
別

の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
学
校
の
経
費
を
負
担
す
る
。

第
六
条
学
校
に
お
い
て
は
、
授
業
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
国
立
又
は
公
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
に
お
け
る
義

務
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
二
八
法
一
二
三
・
昭
三
五
法
一
六
・
昭
三
六
法
一
六
六
・
平
一

○
法
一
○
一
・
平
一
八
法
八
○
・
平
一
九
法
九
六
・
平
二
七
法
四

六
・
一
部
改
正
）

く
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と

（
昭
二
四
法
一
四
八
・
全
改
、
昭
二
九
法
一
五
九
・
昭
三
六
法
一
六

六
・
平
二
法
八
七
・
平
二
法
一
六
○
・
一
部
改
正
）

第
九
条
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
校
長
又
は
教
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

｜
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

や
』

二
禁
鑓
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

三
教
育
職
員
免
許
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
こ

と
に
よ
り
免
許
状
が
そ
の
効
力
を
失
い
、
当
該
失
効
の
日
か
ら
三
年
を
経

過
し
な
い
者

四
教
育
職
員
免
許
法
第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

免
許
状
取
上
げ
の
処
分
を
受
け
、
三
年
を
経
過
し
な
い
者

五
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

（
昭
二
四
法
一
四
八
・
全
改
、
昭
三
六
法
一
六
六
・
平
二
法
一
五

一
・
平
一
四
法
五
五
・
平
一
九
法
九
八
・
一
部
改
正
）

第
十
条
私
立
学
校
は
、
校
長
を
定
め
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
あ
っ
て

は
文
部
科
学
大
臣
に
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
以
外
の
学
校
に
あ
っ
て
は

都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
二
法
八
七
・
平
二
法
一
六
○
・
一
部
改
正
）

第
十
一
条
校
長
及
び
教
員
は
、
教
育
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文

部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
、
生
徒
及
び
学
生
に
懲
戒
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
体
罰
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ぐ

（
昭
三
六
法
一
六
六
・
平
二
法
八
七
・
平
二
法
一
六
○
・
平
一

九
法
九
六
・
一
部
改
正
）

第
十
二
条
学
校
に
お
い
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
幼

児
、
児
童
、
生
徒
及
び
学
生
並
び
に
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
、
健
康
診
断
を
行
い
、
そ
の
他
そ
の
保
健
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
（
昭
三
三
法
五
六
・
全
改
、
平
一
九
法
九
六
・
一
部
改
正
）

第
十
三
条
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
定
め
る
者
は
、
当
該

学
校
の
閉
鎖
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
法
令
の
規
定
に
故
意
に
違
反
し
た
と
き
、

二
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
し
た
命
令
に
違
反
し
た
と
き

三
六
箇
月
以
上
授
業
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き

②
前
項
の
規
定
は
、
市
町
村
の
設
置
す
る
幼
稚
園
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
定
め
る
者
」
と
あ
り
、
及
び

同
項
第
二
号
中
「
そ
の
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
７
教
育
委
員
会
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
昭
三
六
法
一
六
六
・
平
三
法
八
七
・
平
二
三
法
三
七
・
一
部
改

正
）

第
十
四
条
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
以
外
の
市
町
村
の
設
置
す
る
学
校
に
つ

い
て
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
以
外
の
私
立

学
校
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
学
校
が
、
設
備
、
授
業
そ
の
他

の
事
項
に
つ
い
て
、
法
令
の
規
定
又
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
若
し
く
は

良
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･国会議事録（昭和23年6月15日第2回国会参議院文教委員会） （抜粋） 1
く

･国会議事録（昭和44年3月31日第61回国会参議院予算委員会） （抜粋） 4

･国会議事録（昭和38年6月24日第43回国会衆議院文教委員会） （抜粋） 7

く
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函
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篭
潜
を
ど
う
い
う
ふ
う
胆
い
た
し
た
ら
浜
野

か
ど
い
う
』
差
で
ご
ざ
い
志
聿
私
目
牙
の

考
免
左
し
た
上
こ
ろ
篭
は
、
分
載
蕊
零
風
の
方

鬘
讓
発
雲
艇
な
宅
導
の
が
雪

け
凸
●
寺

で
は
な
い
が
と
存
悩
ま
ず
。
こ
の
問
題
は
や

蕊
貰
会
自
体
と
し
砿
涛
議
ル
て
参
っ
た
わ
け

で
ば
ご
ざ
い
在
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
打
舎
会

の
蕊
鮮
舞
璽
狐
っ
て
参
っ
た
の
で
重
曹
い
ま
す

が
、
宝
賓
上
は
、
こ
の
開
撞
に
つ
い
て
は
委

員
の
方
奄
が
一
審
詳
心
い
の
で
ご
巻
い
雀
し

て
従
っ
て
さ
主
う
迩
寡
味
彊
発
穂
署
に
な

っ
て
頂
く
心
た
だ
併
し
そ
の
中
か
ら
燃
溌
の

全
暴
の
閃
蔀
で
以
て
啓
霞
種
醜
を
さ
れ
る
方

誠
出
て
来
る
芝
ろ
ぅ
と
思
い
ま
す
し
、
又
霊

員
の
方
狩
が
一
職
餐
既
横
醗
を
な
さ
る
の
撫

亀
遁
当
だ
か
ら
輪
自
然
鮠
そ
う
い
う
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
血
と
思
わ
れ
ま
す
翻
さ
主
乱

な
塔
合
腱
侭
、
発
講
者
と
馨
罷
器
哩
醜
を
さ
れ

。
■

ろ
方
と
は
翁
・
ど
れ
は
象
ね
る
逗
と
が
で
逢
潅

い
わ
け
老
為
り
室
す
か
ら
、
こ
の
発
議
渚
の

申
か
ら
除
く
と
い
う
ふ
う
艇
い
た
Ｌ
た
ち
ど

曇
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
甑
何
迩
も
の
で

ご
ざ
い
雀
し
ょ
げ
小
。

ｐ
注
■
篭
麗
君
発
磯
渚
は
何
名
必
驚
た
ん

ぜ
ず
か
や
。
．

◎
魯
胤
饗
田
中
挑
求
廊
急
劇
鱈
制
限
は

●
厳
い
上
尾
磯
轌
患
い
ま
す
。
．
§
ｉ
‘
！
！
；

虜

●
①

ｃ
左
居
鷺
殿
若
・
各
祇
一
名
慾
や
い
け
ま
せ

●
ん
伽
。

今
、
。
へ
一心

◆
守

羊
ロ
。

《
■
●

○
婁
員
曇
（
田
中
耕
未
鄭
電
〕
少
い
の
も
ご

２
■
Ｈ
ｇ
■
■
③

ざ
い
ま
す
心
、
多
暇
の
も
ご
ざ
い
室
す
ぬ
．

、
左
■
薫
殿
君
・
各
澱
一
名
で
い
け
雀
せ
ん

か
ロ

、
ざ
＆
■
己
や
巳
■
、
ｄ
●
で
■
●
今
一
生
や

一
霊
夏
憂
静
即
一
饗
扇
馨
・
各
雲
雀
卜

i限◎と
き
胆
煙
凋
で
す
が
ね
。
雄
が
菱
既
重
唾
す

る
か
党
へ
持
ち
揺
ら
ん
と
決
ま
り
輩
せ
ん
で

す
。
◎
業
員
曇
へ
田
中
耕
未
邸
君
〉
発
溺
渚
は
一

火
遁
も
よ
い
み
う
冠
す
。
↑
．
・

ぴ
室
驚
驚
壷
溌
婆
員
長
一
人
で
如
何
老
す

か
も
。

ウ

●

ｂ
鎗
員
曇
（
田
中
醤
太
圃
拭
）
各
湿
共
同
提

・
案
と
い
う
己
と
艇
た
り
窪
す
と
、
や
は
り
発

躍
者
砿
少
く
と
も
客
湿
網
脳
す
る
と
い
う
主

う
な
垣
と
過
・
・
…
’
。
．

Ｑ
窮
慶
羨
箇
霧
・
各
汲
．
一
名
ぐ
ら
い
に
賜
て

置
き
ま
す
と
勺
演
鶴
す
る
と
き
に
梗
剰
で
す

ね
。
そ
ぅ
で
左
い
と
各
涯
へ
持
ち
鋳
っ
て
決

め
漁
け
鉦
ぱ
な
ら
ん
。
今
日
決
室
砂
ま
ぜ
ん

ね
。

琴
や

●

声

４

ヶ
。
巳

◎
婁
興
轟
く
田
中
蕗
戴
厩
翁
）
笑
紘
印
溺
の

一
●
今
，
Ｃ
Ｄ

都
合
か
ら
い
う
と
早
く
印
尉
し
な
け
れ
職
な

り
ま
せ
ん
の
湾
発
議
者
の
巾
聯
も
養
慶
演
一

競
者
窪
又
訂
正
鯉
以
て
除
く
追
い
あ
不
便
が

お
る
の
で
ず
。
か
よ
ぁ
な
点
で
若
１
罫
』
ご
兎

決
め
て
頂
け
ば
非
稀
に
菰
合
が
い
い
わ
け
で

あ
ヶ
お
す
。
併
し
こ
れ
椎
各
溌
の
や
確
り
そ

の
簡
部
で
お
決
め
種
な
る
の
が
、
各
幕
蝉
共
同

提
案
の
麺
旨
か
ら
い
う
定
遥
当
と
息
わ
れ
ま

爾
す
の
富
た
龍
大
分
密
沸
愚
い
沼
捗
り
さ
す

か
ら
、
《
一
．
辱
奄
泓
邨
ず
ふ
う
艘
甑
つ
電
後

で
巷
含
盤
隅
嘩
を
瓶
さ
る
方
を
除
く
と
醤
う
の

亀
印
尉
の
訂
正
等
を
要
し
ま
す
の
で
困
り

萱
す
け
れ
ぎ
も
、
さ
よ
う
胆
し
た
ら
ど
う
か

阯
讓
鵠
で
溌
議
え
お
董

巳

０

な
ら
な
肱
れ
ぼ
瓢
膳
塁
瞬
が
あ
め
ま
ぜ
ん
芋

女
に
、
末
日
の
躍
事
日
程
に
入
り
重
魑
言

先
ず
職
科
書
の
罷
行
に
関
す
る
臨
時
描
置
注

裳
。
ｚ
踊
審
壷
の
た
め
の
議
案
〕
腰
つ
き
ま
し

て
麦
篭
罵
の
業
富
農
襄
蓬

室
す
。
。

○
国
務
大
臣
心
森
戸
辰
男
電
）
激
科
嵩
の
発

奮
関
菫
罵
霞
臺
髻
筌
蕊

窮
申
上
げ
ま
す
。

文
部
省
に
お
き
ま
し
て
は
《
本
年
一
怠
以

●

Ｑ
の

年
よ
り
澱
科
替
の
抜
定
を
実
施
す
毛
画
』
と
に

＃

な
っ
た
こ
と
職
す
で
に
糊
荏
矧
の
こ
と
種
あ

ｂ
ま
ず
。
瀦
誇
童
畜
曾
穣
室
は
垂
蕊
悪
雷
と
し
て
↑

・
粥
毒
営
胤
悩
瀞
す
る
と
い
う
こ
践
を
翻
挙
る
も

の
で
あ
り
ま
し
竃
等
そ
れ
聴
外
腱
及
ぶ
も
鋤

逼
は
あ
り
ま
せ
ん
溥
従
つ
で
雛
定
逢
尭
け
た

段
科
曾
の
発
行
建
各
発
行
者
の
麦
任
に
お

い
て
嘗
由
艇
行
え
る
の
で
あ
り
童
哉
。
併
し

な
が
ら
蕊
左
の
用
紙
護
清
そ
の
他
の
経
済
事

情
は
極
め
て
窮
屈
種
あ
り
ま
し
憲
徴
憲
激

科
香
り
発
行
違
各
発
行
着
の
自
由
艇
任
せ
る

ど
き
裳
・
一
殻
図
稽
の
ど
と
く
激
科
書
が
認

謹
筆
惠
患
、
霊
室
雲
臺

段
が
異
な
る
蓬
か
ふ
い
ろ
７
塾
騒
禰
上
家
穂

合
な
喪
象
が
生
ず
る
と
予
慈
さ
れ
る
の
雷
あ

り
産
寸
噂
：

●
◇

雪
裂
縛
恩
顧
さ
れ
て
お
嘩
玄
ず
醗
青
上
有
益

適
切
な
参
幾
画
葛
や
働
蕃
は
極
め
て
乏
し
い

の
で
あ
り
ま
し
蚕
薮
科
壁
房
識
埋
径
は
と
●
ヂ
ヰ

５
し
た
雲
甑
に
お
い
宅
健
、
特
腱
大
き
い
と
．

勇
琴
詮
な
星
芳
．
礎
宅
富
一

ｑ
、

に
霊
ん
脳
野
狩
恩
露
の
儀
飴
が
鋤
麓
痘
琶
雷
露
郵
ら

蕊
智
鑑
突
掴
溜
鰯
司
鎧
寵
砿
箏
園
湊
謝
劇
引

腱
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
奮
諺
勘
ま
し

●

竜
、
拶
斑
璽
膏
の
鎗
定
が
糞
癒
ぜ
ら
れ
な
今
や

ら

蓮
か
胆
迩
切
な
る
措
震
を
取
る
必
要
飢
恵
ろ

の
冠
偽
り
室
す
。
こ
れ
が
逗
鰯
函
涛
溌
畿
溌

を
捻
出
い
た
し
ま
し
俺
理
由
笹
あ
り
ま
す
心

姦
澄
鑿
堂
冨
辱
蕊
《
、
雲
襄
の
集

謎
発
行
の
指
示
、
発
行
馨
零
雲
邊
麗

可
を
骨
子
と
い
た
乙
て
お
り
輩
す
。
詳
し
く

は
関
擦
菅
腱
鐙
明
い
た
さ
せ
ま
す
が
で
何
と

ぞ
職
制
雷
の
職
憲
嗣
度
を
意
義
あ
ら
し
め
る

・
た
鎧
、
岳
塞
暫
』
の
裟
薬
②
必
瓢
僅
を
認
め
ら

れ
て
錘
か
腫
御
聾
侭
下
さ
ろ
こ
と
壷
お
翻

い
い
た
し
窪
す
次
第
で
あ
り
輩
す
鋤

今
●
“
凸

、
霧
員
轟
念
鹿
軒
漁
翻
琶
．
そ
れ
琶
紘
撒

縦
目
の
点
腱
つ
き
ま
し
て
徐
争
酋
蒔
霧
貫
調

田
激
科
巻
鳥
篭
お
鶴
湧
驚
駒
旗
し
た
い
と
思

い
室
す
。

○
唾
虜
勇
■
究
溺
園
藩
駒
霊
雪
蕃
れ
鷲
は
承

車
上
げ
た
い
逵
窪
蓮
察
す
○
こ
の
法
律
め
目

的
と
い
た
し
ま
す
と
こ
ろ
侭
、
只
今
提
案
の

理
由
の
謡
明
に
強
く
お
れ
圭
辿
た
ご
と
少
逮

教
科
用
図
書
の
霧
要
供
籍
の
翻
整
を
園
ｂ
も

識
行
を
迅
速
や
．
濫
発
に
し
、
且
つ
又
侭
糟
・

邇
正
壷
凝
爵
す
る
と
い
５
点
漣
あ
る
の
で
為

り
琶
乙
電
！
こ
の
目
的
低
溌
案
鎧
翌
傑
に
霜

げ
て
あ
る
の
で
ご

ま
し
た
目
的
の
§

●
Ｐ

供
飴
の
翻
整
の
点
で
あ
り
ま
す
鐇
御
承
知

の
猛
り
《
先
に
壷
艦
琴
季
緯
以
上
雪
醗
卦
墨
霧
．

鶏
鎗
定
糊
度
を
採
り
、
自
由
出
駁
さ
れ
ま

謝
二
時
に
お
き
ま

駁
渚
旋
お
含
ま
し
冠

に
塔
勵
再

篭
あ
り



１
１
１
Ｊ

鱈ささ_』

へ

〆

岬
う
こ
と
に
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
第
六
篠
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
文

部
穴
臣
は
届
出
で
を
受
け
ま
し
た
激
科
嘗
の

書
目
を
目
録
に
調
製
い
た
し
産
し
て
、
こ
れ

聾
稲
道
府
礎
窪
地
じ
て
各
学
校
に
錘
付
い
た

ナ
の
で
あ
り
誉
す
。
各
学
挟
当
事
希
は
、
．
こ

の
目
録
に
よ
も
玄
し
て
。
明
年
度
如
何
な
る

激
科
嘗
輩
そ
れ
ん
～
の
学
校
に
お
い
て
使
う

か
ど
い
う
こ
と
を
、
大
体
の
見
当
を
つ
け
る

の
画
あ
り
ま
す
が
、
更
に
激
科
番
の
臨
容
、

体
裁
や
突
貫
を
十
分
椀
附
い
た
し
寵
し
て
勺

そ
の
選
択
が
で
含
ま
す
よ
う
に
考
え
ま
し
た

の
が
。
今
申
し
ま
し
た
見
本
股
示
会
の
制
庚

で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
都
遁
府
鰹
知
事
が

鏥
乖
．
部
文

一
喜
・
昭
和
二
十
三
年
六
月
十
王
日

、．
●

●

〃

し
て
、
．
こ
れ
だ
け
の
洗
乗
一
つ
で
も
あ
れ
だ

と
思
い
ま
す
か
ら
、
乱
は
醗
明
を
一
つ
ザ
’
つ

し
て
、
一
つ
ず
つ
片
付
け
て
行
く
方
謹
爽

。
》

際
親
切
な
や
り
方
で
あ
る
違
想
い
章
す
。
そ

江
で
こ
の
法
案
は
こ
の
法
築
だ
け
で
聴
く
と

こ
ろ
は
聴
き
、
，
そ
れ
か
ら
又
夫
に
巷
ろ
と
坪

う
ふ
う
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
玄
ナ
。
・

○
霊
員
長
（
田
中
耕
太
瓢
鑑
〉
外
に
御
意
見

ば
ご
ざ
い
注
せ
ん
か
。

○
嘩
田
芳
雄
君
法
案
の
醗
鱒
を
蕊
今
向
ぐ

聴
き
ま
し
て
、
面
ぐ
に
斑
岡
す
る
秘
頭
が
よ

く
な
い
毎
冨
一
懸
醗
閲
を
鴎
萱
鍾
と
」
、

そ
れ
遼
本
に
し
て
商
法
索
塞
よ
く
癖
究
し
一
Ｌ

か
ら
鍾
問
に
移
っ
た
方
が
い
い
か
と
思
い
主

こ
と
左
聴
い
て
審
疑
に
当
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
ね
。
そ
う
い
う
関
係
か
ち
、
甑
め
て
先
に

伺
っ
て
あ
と
に
質
閲
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
柏
木
庫
強
君
ｆ
沢
山
鏡
明
惹
騨
き
↑
エ
ナ

と
電
頭
の
特
別
に
よ
い
入
ば
別
と
い
た
し
室

農
繧
箪
畠
鴬
塁
審
つ
き
室
爵
塁
：
意
曜
出
膳
蔦
勇
ろ

Ｌ
て
の
質
疑
に
入
り
萱
ナ
か
、
如
何
で
あ
り
の
毒
ご
ざ
》
ま
と
」
、
私
自
尭
今
後
大
体
さ

主
す
か
。

。
繕
奉
廩
溝
雪
っ
ず
つ
。
方
が
よ
瞥
誇
篭
藤
総
澤
鎗
蕊

思
い
ま
す
ね
。
何
回
奄
競
明
を
聴
い
て
お
る
旨
で
．
・
・
・
’
。

と
、
蔓
れ
を
混
堕
も
い
い
か
分
ら
な
く
な
づ
○
柏
＊
庫
沿
斌
捻
構
で
す
。
、
毎

群
勇
霊
幾
鋪
蕊
謹

一
査
の
た
め
の
蕊
毒
。
程
つ
き
玄
し
て
、
文
部

◎
燭
甸
正
舞
君
…
こ
れ
は
今
日
大
体
賎
酪
や
垂
扇
の
脹
厨
を
お
聴
き
じ
だ
酢
竺
息
吟
葦

撰
鎚
．
、
や
壱
・
．
。
ち
ょ
っ
と
お
露
り
海
た
し
ま
す

が
も
絢
外
の
法
律
案
に
つ
ぎ
ま
し
て
も
、
一

應
提
索
墾
麺
の
鋺
関
を
聴
き
、
そ
れ
か
ら
貢

迄
の
嘩
葬
の
性
狢
及
び
内
容
を
御
露
露
車
上

好
左
し
た
。
向
御
賛
間
腱
よ
り
ま
し
て
お
答

え
申
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
鏑
。

疑
に
稜
認
縄
鰕
繊
溌
誤
認
》
鱸

ー

●

一
も
少
い
産
は
言
い
禅
な
い
に
拘
わ
ら
ず
、
そ

雇
来
我
が
園
の
学
界
を
函
蟄
塞
ナ
と
、
燗
た

る
薪
究
に
お
い
て
は
優
れ
た
成
果
が
必
ず
し

喪暴
こと

とも
住科
申学
すの
左力
で【二

も上
ごら

ざな
いけ
章れ
せぼ
んな
今ら

雨
轤
蕊
蕊
蕊
灘
蕊

奮
、
批
界
平
和
淫
貢
献
し
禅
あ
た
竺
胆
は
、

》
さ
て
、
賎
戦
後
の
我
が
園
が
愛
閏
な
萱

，
錦
叫
詞
傾
謁
部
当
局
興
万
君
電
ご
就
郡
抵
鵬

会
洪
は
、
稔
隅
の
所
幡
に
展
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
壷
す
け
れ
ど
も
、

設
立
の
準
備
本
務
を
文
部
循
挺
委
託
さ
笈
ま

し
た
の
零
走
の
関
係
か
ら
急
が
御
霊
明
を

ナ
ろ
』
．
一
と
に
な
っ
て
お
る
の
で
あ
り
吉
す
や

１

『

ｑ

》。
■
務
大
臣
（
轟
戸
歴
■
鱈
）
日
本
学
術
会

議
法
案
に
つ
い
て
提
案
塞
由
整
御
競
騨
牢
上

す

'
げ
ま
す
。

ゆ

木
法
案
の
規
定
い
た
し
在
す
る
日
本
学
撫

。
す
の
で
竃
大
隻
一
言
ぽ
か
り
だ
恥
ら
撹
酪
法

案
の
競
明
を
お
鑓
か
せ
願
つ
富
あ
と
ほ
も

う
少
し
碕
究
の
鯵
贋
間
に
移
る
方
歩
受
当
だ

と
思
う
の
で
弐
・

〔
「
等
需
建
と
呼
墓
者
あ
り
〕
・

◎
委
負
曇
（
田
川
耕
太
郵
重
〕
討
鏡
藍
や
つ

一
』
今
日
峰
鵠
“
灯
る
と
い
も
愈
味
か
ら
、
一
つ

一
つ
や
っ
て
も
よ
る
し
う
ご
ざ
い
雀
す
が
、

主

’
1

1

一
↓
炉

一
一

８
０
と
。
■
◆

句

１
。
ｂ
■
。

Ｌ
や
由
や
卓
■
■

『

I

F ド
－2－

と
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
飼
え
ば
需
蕊
教
科
雷
の
自
由
理
択
の
十
分
行
い
縛
る
よ
う
な

を
集
め
た
と
こ
ろ
が
、
余
り
に
少
く
て
、
楽
日
的
の
●
下
に
、
こ
の
法
規
を
整
側
い
た
し
た

行
ナ
ろ
の
涯
非
稀
に
鶴
漉
的
に
不
利
で
あ
る
よ
う
な
わ
け
で
あ
り
章
す
、

た
め
に
、
発
行
者
に
お
い
て
辞
退
す
る
と
い
。
只
今
申
上
げ
交
し
た
よ
う
鳥
こ
れ
ば
今

う
よ
う
な
、
そ
れ
た
、
の
場
合
を
考
琿
い
た
ゞ
日
剛
祇
に
つ
い
て
割
当
制
度
が
あ
り
発
券
制

し
ま
し
冨
発
行
数
の
錆
毒
を
別
の
発
行
審
度
が
あ
毛
と
い
う
主
う
な
継
況
下
馬
止
む

に
す
る
こ
と
を
考
瞳
い
た
し
た
の
で
あ
り
蓑
な
く
糖
じ
た
手
段
で
あ
り
ま
す
の
で
、
鉋
く

す
が
、
』
鼠
も
、
胞
く
ま
冠
も
捕
要
者
の
希
ま
で
も
、
こ
れ
は
臨
時
的
の
性
質
を
持
っ
た

星
に
翻
し
た
方
法
を
以
て
い
た
す
こ
と
に
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
観
点
か
ら
い
た

た
し
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
ま
し
て
、
』
』
れ
を
臨
時
捕
涯
法
と
い
た
し

夫
嗜
誌
一
條
の
目
的
の
中
に
あ
り
ま
す
一
た
よ
う
な
夫
第
冨
』
ざ
い
ま
す
。
以
上
擬
略
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■
色
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争
守
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ド
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１
０
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

の
有
機
的
、
統
一
的
な
発
達
が
十
分
で
な

U

Ｇ
亨

葦

主
的
に
弛
織
さ
れ
る
蓮
と
、
そ
鰯
仙
岡
本
学

＃
攪
匙
八
ｆ
穆
令
Ｉ
窪
ｉ
ｆ
農
寵
壕
ず
ぶ
婆
』

識
、
、
同
本
学
術
振
興
会
皇
二
つ
の
幽
依
が
建
一
詞
は
本
会
鶏
を
通
１
そ
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
一
の
醗
題
富
』
ざ
い
ま
す
が
、
学
校
教
育
法
及

’

患

IF

＃
＄
ｂ

ご
勺
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■
夛
Ｐ
エ
ワ
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昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
（
月
曜
日
）

午
悠
遠
可
時
十
九
分
開
会

委
員
の
異
動

三
月
二
十
九
日
辞
任
補
欠
選
任

増
原
恵
吉
君
塚
田
＋
一
郎
君

松
永
忠
二
君
小
野
明
君

萩
原
圏
香
子
君
中
沢
伊
整
子
君

山
高
し
げ
り
君
市
川
房
技
君

三
月
三
十
一
日
辞
任
補
欠
選
任

霧
田
十
一
郎
君
増
原
恵
吉
君

長
屋
茂
君
田
村
賢
作
君

佐
藤
隆
君
中
村
喜
四
郎
君

小
野
明
君
松
永
忠
二
君

阿
具
根
登
君
麓
川
旦
君

和
田
静
夫
君
州
材
清
一
君

鈴
木
強
君
竹
田
四
郎
君

多
掴
省
吾
君
峯
山
昭
範
君

渡
辺
武
君
砦
間
正
男
君

市
川
房
枝
君
山
田
勇
君

■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
０
日
Ｂ
ｃ
Ｂ
■
■
■
■
日
■
■
８
８
■
。
■
■
Ｖ
Ｌ
Ｔ
０
８
■
ｐ
４
６
８
ｂ
Ｐ
Ｄ

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

委
員
長
重
見
俊
二
君

理
事

申
●

内
田
芳
鄭
君

江
藤
智
君

栗
原
輪
幸
君

小
林
章
君

米
田
正
文
君

秋
山
長
遥
君

山
本
伊
三
郎
君

二
宮
文
造
君

片
山
武
夫
君

b

b

b

委
員

国
務
大
臣

大
森
久
司
霊

鬼
丸
勝
之
垂

穐
原
茂
嘉
譜

川
上
為
治
讃

小
山
邦
太
郎
霊

秘
祐
一
黄

佐
藤
一
郎
愛

柴
田
栄
譜

白
井
勇
證

杉
原
荒
太
君

田
村
賓
作
君

中
村
書
四
郎
君

西
田
値
一
君

西
村
尚
狛
君

林
田
悠
紀
夫
君

増
原
恵
吉
君

柳
冊
挑
太
郎
君

山
埼
竜
男
君

吉
武
恵
市
君

川
村
清
一
君

竹
岡
現
照
君

中
村
波
男
君

野
上
元
君

羽
生
章
宅
君

前
川
旦
電

松
永
忠
二
君

村
田
秀
三
君

鈴
木
一
弘
君

矢
迫
秀
彦
君

中
沢
伊
登
子
君

岩
間
正
男
港

山
田
勇
君

内
閣
総
理
大
臣
佐
藤
榮
作
君

法
務
大
臣
西
郷
吉
之
助
君

国国自建労郵運通農厚文大外

労

券生部蔵務
商
産務務務務務務治設働政輔

働

大
臣
大
巨
大
巨
大
巨
大
臣

業
大
臣

大
臣
大
臣
大
臣
犬
巨
大
巨
大
臣
大
臣
犬
臣
大
臣
大
臣
大
臣

大
臣

愛
知
摸
一
君

跡
踊
函
月
§
Ｉ
；
刀
上
田
常
光
霊

鬮
田
越
夫
君

坂
田
逆
太
君

外
務
省
粂
約
局
長
佐
藤
正
二
君

斎
藤
昇
需

大
蔵
政
務
孜
官
沢
田
一
輔
君

長
谷
川
四
郎
君
大
蔵
省
主
計
局
長
鍵
山
威
一
郎
君

駄
購
＃
團
胤
金
融
村
芽
七
郎
君

大
平
正
芳
君

臓
田
憲
君

鰍
制
鮒
翻
り
中
等
宮
地
茂
霧

梁
敏
妻

ｉ
…

■

原
健
三
郎
君

建
設
大
臣
坪
川
信
冨
君
賊
郷
＃
犬
単
単
術
村
山
桜
雄
君

自
治
大
臣
野
田
武
夫
君

文
部
省
管
理
局
長
砦
間
菜
太
郎
君

国
務
大
臣
荒
木
禽
癖
夫
君

農
林
大
臣
官
房
長
大
和
田
啓
気
君

国
務
大
臣
有
田
喜
一
君
・

食
糧
庁
長
官
桧
垣
鐘
太
郎
君

国
務
大
臣
菅
野
和
太
郎
君
脇
蹄
隠
業
省
通
商
宮
沢
鉄
蔵
君

国
務
大
臣
木
内
四
鄭
君

繊
蝋
態
餓
＃
貿
易
原
田
明
君

国
務
大
臣
床
次
檀
二
君

国
務
大
臣
保
利
茂
君

腿
蝋
＃
鉄
道
監
督
町
田
渡
君

政
府
委
員

運
輸
省
航
空
局
長
手
溌
良
成
君

内
閣
法
制
局
長
官
痴
辻
正
巳
君

気
象
庁
次
・
長
坂
本
勤
介
君

議
漬
馬
第
｝
畜
秀
襄

建
段
大
臣
官
房
長
志
持
清
一
君

警
察
庁
蕃
傭
局
長
川
島
広
守
君

建
設
省
計
画
局
長
川
島
博
君

防
衛
庁
防
衛
局
長
宍
戸
基
男
君

事
務
局
側

鮒
鮒
斤
人
事
敦
脊
麻
生
茂
君

鮒
任
委
員
会
専
門
首
藤
俊
彦
君

防
衛
庁
衛
生
局
長
浜
田
巌
君
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ

－
Ｏ
昭
鮴
剛
州
鵬
繩
剛
吋
肌
紬
鱸
州
＃
（
内
閣
提
出
諺
衆
議

聡
電
厚
霊
謹
雪
君

哺

譲
鶴
…
民
八
塚
腸
塞

鱈
書
庁
雲
篝
鍾
君

外
務
大
臣
官
房
長
齋
藤
鎖
男
君

外
務
省
ア
ジ
ア
局
須
之
静
盆
舌
碧

長局外

長薯
ア
メ
リ
カ

東
郷
文
彦
君

１
１

◎
霊
見
曇
毎
塩
見
俊
二
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
予
算
委
員
会

Ｑ

第
六
十
諺
一

国

銅
参
議
院
予
算
委
員
会
会
議
録
第
二
十
一
号
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凶
器
準
徽
集
合
罪
に
そ
れ
ぞ
れ
骸
当
い
た
し
ま

一
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
お
ぎ
室
し
て
も
、
適
切
な
駁

ｐ
締
ま
り
を
行
な
う
た
め
に
麓
、
大
学
当
局
関
係
者
に
よ

一
る
被
害
の
申
し
出
、
こ
れ
ら
の
事
襲
に
つ
い
て
の
適
宜
の

連
藷
な
ど
、
被
害
者
側
の
捜
査
穣
関
に
対
す
る
鶴
力
添
な

》
く
て
は
困
蕊
な
の
で
あ
り
ま
●
丁
。
し
か
し
な
が
ら
、
緋
莱

の
実
楕
は
、
す
で
に
発
生
し
ま
し
た
犯
罪
強
葉
に
つ
い
て

の
替
察
に
対
す
る
申
告
．
通
報
ほ
も
と
よ
り
、
警
察
の
取

り
闇
ぺ
に
対
し
て
も
き
わ
め
て
非
協
力
的
で
あ
り
ま
す
。

謹
闘
に
よ
る
負
彊
者
自
身
談
、
み
ず
か
ら
の
過
失
で
傷
っ

い
た
も
の
で
あ
る
と
瀞
す
る
た
め
、
犯
罪
の
証
明
が
で
き

な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
要
す

る
腱
尋
状
で
は
、
公
蕃
員
で
あ
る
大
学
敏
授
は
じ
め
教
職

員
は
や
刑
審
解
霞
法
の
規
定
に
よ
り
職
務
上
の
犯
罪
を
露

知
し
た
と
き
は
告
発
す
べ
き
畿
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
は
そ
の
馨
務
を
果
た
す
こ
と
を
怠
り
、
そ
の
結

果
、
大
学
構
内
臓
暴
力
学
生
の
活
動
拠
点
と
な
り
果
て
て

い
ま
す
し
、
ま
た
、
学
内
で
捜
索
、
差
し
押
亀
検
証
を

行
な
う
に
つ
い
て
、
国
立
？
公
立
の
大
学
は
刑
事
解
蔑
法

の
定
め
の
上
で
公
務
所
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
そ
の
執
行

に
ば
学
長
ま
た
は
こ
れ
に
か
わ
る
べ
き
者
の
立
ち
会
い
が

必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
実
楕
織
こ
の
立
ち
会
い
を
す
る
こ

と
腱
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
、
拒
否
す
る
憲
向
を
示
す

な
ど
非
協
力
で
あ
り
ま
す
た
め
挺
諺
効
果
的
な
捜
査
の
時

期
を
失
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
蓑
し
た
よ
う
に
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た

譜
霧
や
幸
操
呼
す
ら
も
鑿
訂
し
よ
う
と
せ
ず
に
．
学
内
の
暴

力
を
齢
藍
し
て
い
る
ｆ
夢
悲
ヨ
届
が
多
い
塞
禰
に
か
ん
が
み

ま
し
て
唾

正
常
な
秩
序
あ
る
学
園
を
築
い
て
い
き
ま
す
た

め
に
は
、
大
学
を
管
理
す
る
人
々
紅
、
要
望
し
た
い
と
恩

い
ま
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ば
学
問
研
究
の
自
由
を

阻
害
し
て
い
る
一
切
の
暴
力
や
犯
罪
に
対
し
、
き
然
た
る

態
度
で
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
篭
そ
う
い
う
態
度
で
鐸
機
力
を
い
た
だ
げ
臓
、
冒
頭
に

専
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
現
行
法
で
十
分
で
あ
る
と
、

か
よ
う
に
現
在
は
考
え
て
お
り
ま
す
ｂ

◎
秋
山
長
造
君
い
ま
大
学
の
人
事
と
文
部
大
臣
の
任
命

権
と
の
関
係
の
闘
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
た
新
し
い
紛
争
が

あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
奪
い
わ
ゆ

Ｉ
１
１
‐
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
１
１
１
４
ｌ
０
ｑ
ｑ
Ｉ
‐
１
１
‐
Ｉ
１
１
ｌ
４
４
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
４
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｑ
‐
４
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
ｊ
１
ｊ
４
‐
１
０
９
４
可
’
Ｉ
１
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｄ
‐
■
１
１
‐
Ｊ
１
Ⅱ
ｌ
１
ｊ
Ｉ
ｌ
１
４
ｌ
１
Ｉ
１
４
ｊ
０
０
ａ
ｑ
‐
０
‐
０
１
４
１
１
１
Ｊ
■
■

る
拒
否
機
が
あ
る
か
な
い
か
の
問
題
、
大
学
人
事
に
対
し
の
発
首
の
問
題
に
か
か
わ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
鉾

て
文
部
大
臣
の
拒
否
権
あ
り
や
な
し
や
と
い
う
ご
と
を
と
も
、
そ
の
真
意
が
実
は
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
に
わ
か
り
ま
巻

の
際
は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
き
た
吃
こ
れ
は
総
理
大
ん
。
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
片
の
週
刊
雑
濫
等
の
片
曾

臣
、
ひ
と
つ
方
針
を
は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
築
句
と
い
う
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
そ
う
し
て
判
断
を
十

う
ん
で
ず
℃
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
や
は
り
い
た
ず
ら
に
問
題
を
錫

○
国
藷
大
臣
（
坂
田
遺
太
君
）
こ
れ
ほ
た
び
た
び
私
が
申
議
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
し
、
従
来
か
ら
の
い
わ
ば
学
問
の

し
上
げ
て
お
る
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
公
務
員
自
由
と
い
う
も
の
を
保
障
し
て
お
る
上
か
ら
い
っ
て
、
撞

特
例
法
の
十
条
に
よ
り
ま
し
て
、
大
学
の
管
理
機
関
の
申
な
は
だ
国
民
に
対
し
て
も
申
し
わ
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
出
に
基
づ
い
て
文
部
大
臣
が
任
命
を
す
る
と
い
う
こ
と
と
こ
ろ
が
、
井
上
発
言
と
い
う
も
の
が
、
片
菅
愛
旬
を
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
自
治
の
根
ら
え
ま
し
て
、
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
問
題
腱
さ
れ
、
主

幹
と
申
了
も
の
は
、
こ
の
大
学
の
人
事
に
関
す
る
窃
請
で
た
、
そ
の
こ
と
自
体
に
つ
き
ま
し
て
、
国
民
の
方
々
も
、

あ
る
と
、
私
は
魚
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
、
し
た
が
い
不
安
と
あ
る
い
は
疑
い
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
瞳
国
民
の

ま
し
て
、
そ
の
選
考
と
い
う
の
は
、
大
学
槻
関
に
お
い
て
行
備
議
か
ら
言
う
な
ら
ぼ
、
そ
う
い
う
発
言
と
い
う
も
の

な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
一
応
慣
行
と
し
て
で
き
上
が
っ
は
、
国
家
公
菱
艮
と
し
て
あ
る
い
は
教
授
と
し
て
良
蹴
の

て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
に
お
き
ま
府
で
あ
る
最
高
学
府
の
い
わ
ゆ
る
管
理
運
営
を
す
る
長
と

し
て
、
最
終
的
な
任
命
権
者
ほ
私
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
し
て
、
は
た
し
て
速
当
で
あ
る
認
ろ
う
か
ど
う
で
あ
る
う

は
学
問
の
自
由
と
い
う
も
の
が
憲
法
で
保
障
さ
れ
、
一
般
か
と
い
う
疑
い
が
国
民
の
零
挺
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と

公
務
員
よ
り
も
教
育
公
務
員
と
い
う
も
の
が
高
く
一
そ
う
れ
ま
た
私
は
事
実
だ
ろ
う
と
思
う
．
の
で
す
。
こ
の
こ
と

守
ら
れ
て
お
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
く
そ
は
、
こ
の
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
単
に
自
民
党
だ
け

の
意
味
は
、
赦
授
の
政
治
的
信
条
あ
る
い
は
思
恕
あ
る
い
で
は
な
く
て
、
社
会
党
の
方
々
か
ら
も
、
ま
た
民
社
党
の

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
そ
う
い
う
こ
と
は
惣
法
で
保
障
さ
れ
方
々
か
ら
も
そ
の
疑
問
募
浸
げ
か
け
ら
れ
た
わ
け
で
ご
ざ

て
い
る
、
こ
う
い
う
意
嫁
で
す
強
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
い
ま
し
て
、
こ
の
国
会
腱
お
い
て
・
こ
う
い
う
鮭
蔭
が
あ

う
こ
と
で
任
命
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
る
と
い
う
こ
と
は
、
圖
民
の
あ
る
部
分
腱
お
き
ま
し
て
あ

た
だ
、
国
家
公
務
員
と
し
て
、
ま
た
激
扇
と
し
て
あ
る
い
る
い
は
塞
致
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
般
廉
民
の

は
大
学
の
管
理
運
営
の
長
と
し
て
、
は
な
は
だ
し
く
不
適
間
に
お
い
て
、
非
常
に
不
安
談
あ
り
、
疑
い
が
あ
る
と
い

当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
変
通
笛
に
明
瞭
で
あ
る
場
合
う
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
徽
そ
れ
に

に
は
、
と
れ
を
任
命
し
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
の
対
し
蓑
し
て
謬
斌
は
直
按
の
任
命
権
者
と
い
た
し
ま
し
て

が
従
来
か
ら
一
貫
し
て
と
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
の
獄
、
や
は
り
週
刊
雑
鰭
だ
と
か
、
あ
る
い
は
一
つ
の
新
聞

見
解
で
ご
ざ
い
ま
す
。
腱
書
か
れ
て
お
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
判

○
我
山
畏
造
君
そ
れ
で
は
具
倖
的
な
問
題
に
対
し
て
お
断
を
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
不
適
当
で
あ
る
。
事
が
明
瞭

答
え
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
九
大
の
問
題
、
北
大
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
鍵
鎮
的
に
そ
う
な
ん
だ
と
い
う
こ

の
間
題
、
阪
大
の
問
麗
、
寡
北
大
の
問
題
、
そ
の
他
等
々
、
と
は
曾
え
な
い
の
じ
や
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
げ

こ
う
い
う
問
題
に
対
し
て
、
い
つ
ま
で
も
ほ
っ
て
お
く
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
機
関
を
通
じ
て
あ
る
い
は

わ
け
に
い
か
ぬ
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
さ
れ
る
の
で
す
そ
の
長
に
対
し
て
真
意
を
お
伝
え
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

か
。
が
、
私
は
国
民
に
対
し
て
、
私
、
任
命
権
者
と
し
て
責
任

◎
国
強
大
宴
坂
田
鐙
太
雪
た
だ
い
ま
の
九
大
の
鑛
合
を
果
た
す
ゆ
え
ん
だ
と
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
任

も
、

そ
れ
か
ら
北
大
の
溺
合
も
、
そ
の
照
会
を
い
た
し
一
命
を
い
た
す
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考

とて
違お
うろ

毒譲
でで
あご
りざ
まい

奈享
、 ○

九九
大大
のと

蓉斐
はと
弁は

謹
日え
、る
こわ
こげ
にで
こあ
うり
いま

騨
がと
法い
律た
的し
にま

臺髻
蕊建
わ今

I

る
と
か
や
か
か
わ
ら
な
い
と
か
い
う
よ
う
な
問
題
を
離
れ

ま
し
て
、
や
は
り
こ
う
い
う
不
安
が
国
民
の
中
碇
あ
る
以

上
は
、
そ
の
責
任
者
と
な
る
人
は
適
梅
的
愈
規
範
と
申
し

ま
す
か
、
と
い
う
も
の
を
一
般
社
会
人
よ
り
以
上
に
兼
ね

傭
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
こ

の
法
の
諭
挺
と
し
て
あ
る
の
Ｅ
や
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
酋
動
等
に
つ

い
て
ば
、
や
は
り
国
家
公
務
員
と
し
て
、
教
授
と
し
て
ゞ

ま
た
そ
の
大
学
を
管
理
運
営
す
る
長
と
し
て
慎
重
に
し
て

い
●
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
任
命
稚
者
の
文
部
大
臣
と

し
て
は
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
感

◎
秋
山
長
造
君
い
ま
の
文
部
大
臣
の
拒
否
権
の
点
に
つ

い
て
は
、
法
制
局
長
官
か
ら
法
潤
局
の
見
解
を
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
文
部

大
冥
統
い
て
、
先
鍍
中
敬
審
の
学
生
の
馳
位
腱
関
ず
ろ

中
岡
報
告
の
草
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
強
今
後
ど

う
抄
う
よ
う
に
扱
わ
れ
る
お
つ
も
り
か
と
い
う
こ
と
と
、

そ
れ
か
ら
、
い
ま
の
人
事
の
問
題
に
も
開
運
し
て
鞘
る
ん

で
す
が
、
学
生
参
加
の
問
題
を
ど
う
考
え
ら
れ
て
お
る
か

と
い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
こ
の
際
、
明
ら
か
随
し
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
。

。
政
府
霊
員
（
高
辻
正
巳
君
）
運
の
問
這
は
、
実
減
昭
和

三
十
八
年
の
六
月
の
衆
議
院
文
教
委
鼠
会
で
、
当
時
の
政

府
の
見
解
鰯
示
さ
れ
て
お
る
わ
げ
で
ぎ
ざ
い
ま
す
が
、
た

だ
い
ま
の
見
解
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
般
私
も
当
委
員
会

で
申
し
上
啄
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
鑿
た
、
文
部
大
臣

が
明
瞭
腱
韓
答
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
筋
捻
概
し

て
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
鐙
そ
の
考
え
方
の
大
筋
を
簡
単

に
述
べ
て
み
ま
す
と
、
大
学
の
学
長
等
の
任
命
腱
つ
き
ま

し
て
は
、
大
学
の
自
治
と
い
う
面
が
砿
か
に
あ
る
こ
と
ば

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
ば
、
同
時
に
国

民
主
権
の
原
理
、
こ
れ
と
の
や
は
り
蔚
鷲
錘
習
暴
期
か
ら
も

の
を
考
え
な
い
と
、
こ
れ
は
う
そ
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

が
基
本
の
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
隅
整
的
見

埋
に
お
い
て
、
理
飴
上
織
、
一
定
の
場
合
、
任
命
権
者
た

る
文
部
大
臣
に
拒
否
権
添
あ
る
と
い
う
ど
と
を
蕊
も
先
般

甲
し
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
定
の
場
合
の
考
え
方
、
こ

れ
は
ど
う
し
て
＄
抽
象
的
な
言
い
分
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
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い
の
で
あ
り
ま
す
津
、
申
し
出
の
あ
っ
た
者
を
任
命
す
る

こ
と
瀧
大
学
の
目
的
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
不
牽
当
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
、
こ
れ
承
ど
の
程
度
こ
ま
か
く

首
え
る
か
ど
う
か
は
別
と
い
た
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
場

合
に
は
、
や
は
り
文
部
大
臣
に
拒
否
権
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
も
う
少
し
砕
い
て
申
し
上
げ
ま
す

と
、
大
学
の
白
屈
叩
も
、
密
葬
唾
上
の
学
問
の
阜
田
に
縁
閏
す

る
と
い
い
ま
す
か
、
つ
な
然
る
も
の
で
あ
っ
て
、
無
視
す

る
こ
と
が
肝
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で

あ
り
京
す
げ
れ
ど
も
、
国
立
大
学
の
鳩
合
に
、
国
会
の
僧

任
に
そ
の
存
立
の
某
誕
＃
妾
匂
す
る
内
閣
の
鎭
浬
監
督
の
も

と
に
立
つ
文
郎
大
臣
解
、
学
長
等
の
任
命
に
つ
き
ま
し

て
、
お
よ
そ
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
発
言
権
を
有

し
な
い
と
解
し
ま
す
こ
と
は
、
憲
法
十
五
条
一
項
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
、
公
務
員
の
終
局
的
任

命
権
が
国
民
に
あ
る
と
い
う
国
民
主
権
の
原
理
を
否
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
主
い
は
し
な
い
か
、
む
ろ
ん
、
艇
か

ら
自
由
か
っ
て
と
い
う
わ
け
で
は
む
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
塵
も
、
そ
の
関
整
的
見
地
に
お
い
て
、
も
の
を
考
え
る

必
要
承
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
前
か
ら
の
考
え
方
で
あ
り

ま
す
し
、
翠
在
も
、
ま
た
そ
う
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を

堅
持
し
て
お
る
わ
げ
で
ご
ざ
い
童
す
。
要
す
る
に
大
事
な

こ
と
は
、
大
学
の
自
治
も
む
ろ
ん
大
事
で
あ
る
。
し
か

し
、
同
時
に
公
務
員
の
終
局
的
任
命
権
は
国
民
に
あ
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
お

る
。
そ
の
鴎
姑
を
ど
こ
で
は
か
る
か
、
こ
れ
は
砿
か
に
む

ず
か
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
い
か
な
る

堵
合
に
も
、
大
学
の
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
春
は
、
そ
の

と
鈴
り
に
き
め
な
き
ゃ
い
か
ぬ
と
い
う
こ
と
は
む
ろ
ん
な

い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
文
部
大
臣
が
そ
れ
を
拒
否
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
、
い
ま
法
嗣
局
と
し
て
も

考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ど
の
点
は
鼓
初
に

申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
に
、
昭
和
三
十
八
年
に
文
敷
委

員
会
で
政
府
の
見
解
を
出
さ
れ
ま
し
た
そ
の
も
と
の
検
討

の
経
過
瞳
、
い
ま
さ
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
御

報
告
申
し
上
げ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
秋
山
畳
造
君
そ
の
点
、
疑
わ
し
い
場
爽
貢
は
っ
き
り

し
て
お
る
畿
合
よ
り
も
、
疑
わ
し
い
渦
合
に
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
闇
題
だ
。

○
政
府
饗
具
（
高
辻
正
己
君
）

う
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
疑
わ
し
い
湯
合
と
い
一
て
、
ド
ゴ
ｉ
ル
の
プ
ィ
ロ
ゾ
フ
ィ
に
よ
っ
て
や
ら
れ
た
わ

や
は
り
拝
蕊
塑
鯉
禰
が
国
民
に

対

け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
あ
そ
こ
で
は
む
し
ろ
中

前
劉
濁
田
倒
詞
Ⅷ
矧
判
酬
制
判
創
間
風
刺
酬
例
劇
ｕ
制
１
－
央
集
権
的
な
、

む
し
ろ
文
郁
大
臣
が
発
意
を
し
て
、
内
閣

蕊
ど
も
の
ほ
う
が
諺
い
か
な
る
場
合
が
そ
れ
に
当
た
る
か
が
承
認
を
し
て
、
大
統
領
が
任
命
を
す
る
。
そ
う
い
う
非

と
い
う
こ
と
を
、
ま
あ
相
談
が
あ
れ
ば
、
む
ろ
ん
霧
え
て

常
に
中
央
梨
樋
的
な
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
し
か
ら
、

も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
ち
、
や
は
り
そ
れ
は
壁
録
学
生
六
○
％
以
上
に
よ
っ
て
代
表
が
選
ば
れ
る
と
い

処
分
の
衝
に
当
た
る
人
が
．
そ
の
責
任
に
お
い
て
考
慮
す

う
よ
う
な
、
き
び
し
い
条
件
が
針
き
れ
て
お
る
わ
け
で
ご

べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
と
毒
え
て
お
り
ま
す
。
ざ
い
ま
し
て
、
や
ば
り
そ
う
い
う
手
続
、
紐
織
、
ル
ー
ル
と

０
国
麓
大
臣
（
頓
国
道
大
君
）
掌
生
参
加
に
つ
き
ま
し
い
う
も
の
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
こ
れ
が
い
い
か
悪
い
か

て
、
特
に
学
生
の
地
位
に
つ
き
成
し
て
、
た
だ
い
ま
簸
二
と
い
う
こ
と
は
首
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

十
四
特
別
委
員
会
で
審
駿
と
い
た
し
ま
し
て
、
中
間
草
案
い
う
非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
に
つ
い
て
、
や
は
り
あ
る

と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
ご
特
定
の
学
部
に
お
い
て
こ
れ
を
愉
軍
に
考
え
て
実
行
さ
れ

ざ
い
ま
す
。
こ
の
草
案
は
各
大
学
に
送
付
を
い
た
し
ま
る
、
あ
る
い
は
定
着
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
ば
、
将
来
の

し
て
、
い
ろ
い
ろ
御
意
見
が
あ
れ
ば
、
そ
の
御
意
見
を
も
新
し
い
大
学
、
国
民
の
た
め
の
大
学
と
い
う
も
の
を
つ
く

賜
わ
り
た
い
と
、
逮
段
的
な
意
見
を
歓
迎
す
る
と
い
う
こ
る
上
に
お
竺
Ｌ
・
い
か
が
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
、
慎

と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
政
党
側
に
お
き
ま
童
に
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き
た
純
か
よ
う
に
私
は
倉
い

し
て
も
、
御
涯
見
誤
ご
ざ
い
ま
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
拝
続
け
て
ま
い
っ
て
き
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

聴
し
た
い
と
考
え
て
お
る
わ
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
言
お
Ｏ
山
本
伊
呈
郎
君
関
連
画
最
後
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

そ
ら
く
壷
ろ
四
月
の
中
旬
、
あ
る
い
は
少
し
お
く
れ
る
か
簡
単
に
一
つ
御
質
問
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
塵
し
て
、
そ
れ
問
題
で
す
。
特
に
、
大
学
数
授
の
人
事
櫓
の
問
題
に
つ
い

に
開
運
い
た
し
ま
す
る
管
理
運
低
の
問
題
、
あ
る
い
は
繁
て
。

急
の
紛
争
処
理
の
濁
題
等
に
つ
い
て
、
あ
わ
せ
て
中
間
報
私
は
旧
憲
法
下
の
問
題
と
、
新
憲
法
下
の
問
題
と
は
こ

告
と
い
う
も
の
が
出
て
ま
い
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
茨
ん
承
ら
か
し
て
唇
商
し
よ
う
と
思
三
、
お
り
ま
せ
ん
が
、

す
、
そ
れ
を
見
た
上
で
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
法
閥
と
い
う
か
つ
て
京
大
の
滝
川
溌
慶
敏
授
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
河

よ
う
な
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
同
時
上
肇
、
慈
蓬
溌
遜
辛
吉
等
、
い
ろ
い
ろ
の
学
者
に
対
す
る
学

に
行
政
的
に
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
こ
と
も
出
て
ま
い
る
か
問
の
自
由
と
い
う
こ
と
が
非
霧
に
圧
迫
さ
れ
た
時
代
が
ご

と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
参
加
の
問
題
に
つ
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
先
ほ
ど
文
部
大
臣
が
申

き
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
方
式
が
奪
え
ら
れ
て
お
る
、
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
猶
悪
癖
的
規
範
、
国
民
が
こ
れ

あ
る
い
は
模
索
を
さ
れ
て
お
る
。
ど
こ
に
も
は
っ
き
り
こ
を
審
判
す
る
の
だ
と
、
亘
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ

れ
添
い
い
と
い
う
も
の
は
定
著
を
し
て
い
な
い
と
．
私
は
ど
も
、
現
実
の
問
題
で
や
っ
ぱ
り
文
邪
犬
臣
は
最
後
の
い

思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
た
と
え
ば
東
大
わ
ゆ
る
誌
杏
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
し

等
に
お
き
ま
し
て
も
、
た
と
え
ば
人
事
橘
と
か
、
あ
る
い
は
た
が
っ
て
、
公
務
員
だ
か
ら
、
敬
育
公
務
員
だ
か
ら
と
い

財
政
機
と
か
諺
そ
う
い
う
よ
う
な
鎮
壌
ま
で
学
生
参
加
を
う
、
そ
の
憲
法
索
十
五
条
と
い
う
声
』
と
よ
り
も
、
難
問
の

認
む
べ
き
で
な
い
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
も
あ
る
よ
う
で
自
由
、
教
育
基
本
法
、
こ
う
い
う
問
題
か
ら
減
は
取
り
扱

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
中
敬
審
等
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
わ
な
き
や
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
、

う
な
考
え
方
で
、
や
は
り
学
生
は
学
生
、
あ
る
い
は
ま
た
時
間
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
く
ど
く
ど
申
し
ま
せ
ん
獄

教
官
は
敏
官
の
お
の
ず
と
地
位
と
沙
う
も
の
が
あ
る
と
い
れ
ど
も
、
特
に
大
学
敬
授
の
人
事
楯
に
つ
い
て
は
、
そ
う

う
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
し
、
あ
る
い
は
こ
の
学
生
参
い
う
点
を
十
分
考
え
て
、
櫓
力
の
容
磯
と
い
う
も
の
ば
、

加
と
い
う
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
ド
ゴ
ｉ
ル
大
統
領
に
よ
っ
こ
れ
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ば
ど
う
い
う
学
者
で

も
、

ど
う
い
う
時
代
で
も
、
や
は
り
学
者
と
い
う
も
の
ば

真
理
を
探
求
す
る
の
で
す
か
ら
、
時
の
政
府
に
対
し
て
こ

び
を
売
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
い
か
な
い
。
そ
う
い
う

と
き
に
途
、
ど
う
し
て
も
時
の
撫
力
に
さ
か
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
。
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
国
民
の
道
徳
親
範

に
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
首
わ
れ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
点
は
慎
重
に
こ
の
問
題
の
研
究
を
考
え
ら

れ
て
、
学
園
は
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
秩
序
を
保
て
な
い
の

で
す
か
ら
診
皐
急
に
こ
の
問
題
を
解
溌
す
る
よ
う
に
要
璽

し
た
い
の
で
ず
が
、
そ
の
点
だ
け
を
聞
い
て
お
き
た
い
。

Ｏ
国
務
大
臣
（
坂
田
道
太
君
）
大
学
自
治
と
い

声
フ
も
の

は
、
ほ
ん
と
う
に
こ
れ
は
大
事
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
そ
の
中
検
と
な
る
人
事
櫨
に
つ
い
て
国
家
権
力
が
介

入
を
す
る
と
い
う
こ
と
臆
．
過
去
の
例
に
見
ら
れ
る
と
謁

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
蕊
は
承
知
産
し
た
上
で

申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
り
と
て
国

民
の
問
縫
疑
い
談
あ
り
、
ま
た
そ
の
常
織
を
疑
う
と
い
う

よ
う
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
は
っ
き
り
や
ば
り
国
民
に

対
し
て
弁
解
す
る
厳
残
べ
あ
る
い
は
頓
瞬
を
す
る
息
の
資

任
と
い
う
も
の
は
浪
に
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
先
ほ
ど
法
劉
局
長
官
が
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
と
お

り
に
、
そ
の
発
曾
の
場
と
い
う
も
の
は
私
に
あ
る
、
発
首

幅
と
い
う
も
の
は
私
に
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
指
導
、
助
言
も
で
き
る
と
い
う
ふ
う
挺
湛
は
思
っ
て

お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
井
上
問
題
に
闇
す
る

限
り
極
お
き
ま
し
て
は
、
む
し
ろ
真
意
を
聞
い
て
あ
げ
る

椴
会
を
求
め
て
お
る
わ
げ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
種
は
、
こ

れ
承
い
わ
ば
大
学
の
自
論
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
さ
さ
か
も
考
え
て
お
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し

上
げ
て
お
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
公
正
な
る
私
儀
判
断
を

い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
霊
免
長
（
塩
見
俊
室
君
）
以
上
菱
も
ち
童
し
て
、
秩
山

君
の
質
疑
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｑ
ｄ
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
〃
●

○
委
員
長
（
塩
見
俊
二
君
）
次
に
、
米
田
正
文
君
の
質
疑

を
行
な
い
ま
す
。
米
田
正
文
君
。

◎
米
田
正
文
君
壇
は
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
、
若
干

の
質
問
を
政
府
に
対
し
て
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
が
、



ヂ

勘
。

（
第
一
類
第
六
号
）

第
一
類
第
六
号
文
教
委
員
会
醸
録
第
二
十
六
号
昭
和
三
十
八
年
六
月
一
．
剖
日

く

今

、

砂

ｏ
芦
ｊ
ｌ
‘
１
１
８
１
１
卦
“
令

』

』
〔

｡

今
六
二
三
）

一 ‐

､参

１
１

-7-

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
四
日
（
月
曜
日
〉

午
前
十
一
時
三
十
九
分
開
霞

出
席
委
員

委
員
長
床
次
徳
二
君

理
事
鼻
画
工
郎
君
理
事
小
浮
佐
重
喜
君

麺
講
竹
下
登
君
理
事
長
谷
川
峻
君

画
霧
入
太
徹
雄
君
璽
藷
小
詠
信
一
君

”
覇
村
山
喜
一
君
理
事
山
中
吾
郎
君

伊
藤
簿
一
君
坂
田
鎧
大
君

田
川
教
一
君
中
村
魔
一
郎
君

松
永
東
君
松
山
千
恵
子
君

南
好
雄
君
川
溝
経
義
君

富
津
正
迩
君
辻
凛
塾
市
君

二
宮
武
夫
君
野
原
長
君

三
水
害
夫
君
山
国
鐘
男
君

淺
山
勇
君
受
閏
霧
吉
君

谷
口
善
太
郎
君

出
臓
国
務
大
臣

文
都
大
臣
荒
太
菖
壽
夫
君

出
旛
政
府
委
員

内
閣
法
劉
局
参
事
・

雛
四
部
尋
闘
遁
雄
君

人
事
院
捻
裁
佐
藤
逹
夫
君

鉱
灘
離
郷
輔
官
滋
本
忠
男
君

度臣官

増
子
正
宏
君

騨
鮒
恥
岬
瀕
鯛
平
井
廸
郎
君

戦
融
齢
蕨
謬
官
蒲
生
芳
郎
君

紋
〈
鞘
為
伊
購
毒
鞘
小
林
行
雄
君

ゞ
詐
繍
影
看
弓
襄

幾
君
§

委
員
外
の
出
席
者
一
て
野
原
畳
畢
質
鶏
山
勇
君
及
び
鈴
太
義
男

専
門
貝
田
中
彰
君
一
君
が
識
長
の
指
名
で
愛
員
に
選
任
さ
れ

六
月
十
四
日

’
1

●

ー

た
⑨

雲菫壽
壌雲
妻曼；
篝釜蓋

蕊塁
萎寶壽
六

雲霧旱

轤吉
る学

慧慧
毒霧
案用

§譽
る無
期償

員
に
選
任
さ
れ
た
。

願
（
浅
沼
享
子
君
紹
介
×
第
四
二
八
八
号
）

同
日

一
同
（
岡
良
一
君
紹
介
×
第
閏
二
八
九
号
）

委
員
岡
田
春
夫
君
及
び
黒
田
鍔
男
君
辞
任
同
（
鮒
田
築
之
勤
君
紹
介
×
第
四
二
九
○

｜
瀞
篝
州
霊
襄

に
つ
き
、
そ
の
桧
欠
と
し
て
樽
皿
秀
一
君

及
び
前
田
榮
之
助
君
が
溌
長
の
指
名
で
要

員
に
選
径
さ
れ
た
。

ｃ

同
月
二
十
脚

一
同
（
太
田
一
夫
君
紹
介
×
第
四
三
二
三
号
）

蕃
穆
蕊
雪
雲
田
川
酸
一
君
及
び
松
一
同
〈
五
島
虎
雄
君
細
介
×
第
四
三
二
四
号
）

山
千
恵
子
君
辞
任
に
つ
曇
弓
そ
の
補
欠
と

一
識
澱
州
灘
懇

し
て
宙
麗
猛
毒
男
誕
司
塞
霞
哩
百
及
び
麗
葛
二

郎
君
が
塞
長
の
猪
悪
で
歪
員
に
選
任
喜
躯

た
。
．

同
日

同
（
石
山
議
作
君
紹
介
×
踊
四
三
田
四
号
）

鱸
蕊
蝿
蕊
樋
鰻
灘
灘
幽
譲
悪
鯛
溌
譲
壷
蕊

藤
郷
一
君
、
松
山
千
恵
子
君
及
び
田
川
鼓
一
同
（
小
株
塗
君
紹
介
×
第
西
三
四
七
号
）

一
君
が
議
長
の
指
名
で
委
員
に
選
任
さ
れ
一
同
外
二
件
（
島
本
虎
三
君
招
介
×
第
四
三

た
。

一
四
八
舜
蛍

園
月
二
十
四
日

一
同
〈
務
艇
浩
三
君
認
介
×
第
四
三
六
六
号
）

委
員
杉
山
元
治
郎
君
、
前
田
榮
之
助
君
、
同
（
長
谷
川
保
君
紹
介
×
第
四
三
六
七
号
）

一
瞬
溌
鰯
遜
蕊

松
前
重
義
君
、
櫛
田
秀
一
君
及
び
鈴
太
義

男
君
辞
任
に
つ
き
、
そ
の
禎
欠
と
し
て
川

稔
継
譲
君
、
辻
威
弘
市
君
、
三
富
武
夫

君
、
山
口
鶴
男
君
及
び
受
田
新
吉
君
が
議
一
岡
外
二
件
（
島
本
虎
三
君
紹
介
×
第
四
三

長
の
指
名
で
委
員
に
選
任
さ
れ
た
。

’
九
七
号
）

同
日

同
（
芳
賀
貢
君
詔
介
×
第
四
四
ｃ
二
号
）

雌
翻
鮒
溌
騨
譜
繍
獺
盤
一
甑
（
佐
藤
髪
雲
紹
介
×
第
四
四
・
三

同
（
久
保
田
錘
松
君
詔
介
×
第
四
四
○
九

号
）
同
外
三
件
（
中
材
高
一
君
紹
介
×
第
四
囲

－
．
号
）

同
（
田
原
春
次
君
紹
介
×
第
四
四
二
三
号
）

同
全
織
駕
週
冨
紹
介
×
第
四
四
二
四
号
）

同
〈
武
藤
山
治
君
紹
介
×
第
四
四
六
七
号
）

義
務
教
育
諸
学
筏
の
教
科
用
図
書
の
羨
償

描
麓
に
図
す
る
法
律
案
の
修
正
に
閥
す
る

諸
願
（
永
井
勝
次
郎
君
招
介
×
第
四
三
彊

九
号
）

同
（
松
井
滋
君
紹
介
×
第
西
三
五
○
曇
）

同
〈
広
瀬
秀
吉
君
紹
介
×
第
四
三
七
ｏ
号
）

同
（
二
宮
武
夫
君
紹
介
×
第
囚
三
九
八
号
）

同
（
松
井
疎
菅
君
網
介
×
第
四
三
九
九
号
）

同
（
阪
上
安
太
郎
君
紹
介
×
第
四
四
ｏ
四

号
）
同
（
山
口
鶴
男
君
紹
介
×
第
四
四
。
六
号
）

へ
童
埋
敦
害
隻
顧
塞
の
一
顛
諸
華
止
隆
関
子

る
謂
顧
（
賎
問
田
請
一
君
紹
介
×
第
四
三

八
一
号
）

同
〈
小
松
幹
君
紹
介
×
第
四
三
八
二
号
）

同
（
中
去
働
馨
君
紹
介
×
第
四
三
八
三
号
）

同
（
二
宮
武
夫
君
紹
介
×
第
圏
三
八
画
号
）

同
〈
山
中
吾
郎
君
紹
介
×
第
四
三
八
五
号
〉

同
（
和
田
博
雄
君
紹
介
×
第
四
三
八
六
号
）

義
務
教
育
諸
学
筏
の
教
科
用
図
書
の
無
償

措
澄
に
関
す
る
法
律
案
反
対
に
関
す
る
溺

願
外
三
十
九
件
〈
中
村
高
一
君
紹
介
×
第

四
塵
○
五
号
）

世
界
各
宗
教
原
典
籾
集
に
関
す
る
瀦
願

（
森
島
守
人
君
紹
介
×
第
四
函
一
八
号
）

同
（
伊
能
繁
次
郎
君
紹
介
×
第
酉
四
六
六

号
〉

は
木
蓉
風
会
に
付
託
さ
れ
た
。！

一
本
日
の
会
麟
に
付
し
た
案
件

国
立
大
学
捻
畏
の
任
免
、
給
与
等
の
特
例

に
関
す
る
法
律
案
（
内
閣
拠
出
第
八
六
号
）

◎
床
次
委
貝
長
こ
れ
よ
り
会
懲
を
開
き
ま

士国
立
大
学
紘
長
の
任
免
瞥
結
与
等
の
特
例

に
環
ず
る
法
律
案
を
畿
題
と
い
た
し
蓉
墓
も

質
疑
の
通
告
が
あ
り
蚤
す
の
で
こ
れ
を
許

し
富
す
○
村
山
喜
一
君
。

◎
村
山
桑
貝
こ
の
国
立
大
学
縊
長
の
任

免
、
鉛
与
に
関
す
る
法
律
の
臨
容
に
つ
い
て

で
ご
ざ
い
堂
す
が
、
こ
の
魔
文
藻
大
臣
に
お

尋
ね
い
た
し
た
い
の
は
、
こ
の
鋪
文
部
大
臣

ば
理
在
の
法
令
の
も
と
腱
お
い
て
も
、
大
学

の
管
理
撮
関
か
ら
推
薦
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
大
学
の
学
長
に
対
す
る
人
事
猫
の
発
動
に

あ
た
っ
て
拒
否
横
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
＄
憲
法
十
五
条
に
対
す
る
立
場
か

ら
脱
明
を
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
Ｇ
そ
の

文
部
大
臣
の
解
釈
は
、
竃
法
条
項
の
場
合
腱

お
い
て
は
や
は
り
憲
法
十
五
条
挺
釜
夢
く
基

本
的
な
考
え
方
侭
基
づ
い
て
拒
否
権
と
い
う

も
の
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
解
釈
を
お
立
て
腱

な
っ
て
い
ち
っ
Ｌ
や
る
か
ど
ら
か
。
そ
の
点

は
あ
く
き
で
も
そ
の
点
で
園
執
を
さ
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
第
一
点
挺
お
尋
溢
塗
い

み
↑
し
み
Ｌ
い
ｃ

ｏ
荒
木
国
務
大
臣
結
閣
か
ら
先
に
申
し
上

げ
ま
令
趣
ぽ
、
い
ま
御
指
捜
の
と
お
り
で
ご

ざ
い
富
す
。
ど
れ
は
義
が
個
人
的
に
固
執
す

る
と
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
・
お
よ

そ
窪
法
の
解
班
心
適
用
上
か
ら
し
て
当
然
・

鎗
麓
で
あ
る
、
そ
う
い
う
見
麹
に
立
っ
て
申
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し
上
げ
て
お
る
よ
う
な
次
第
で
ご
ざ
い
を

一
．
村
山
義
貝
し
か
ら
ほ
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。

一
す
が
も
『
公
務
負
を
選
定
し
、
及
び
こ
れ
を

一
個
免
す
る
こ
と
は
、
国
民
固
有
の
櫓
利
で
あ

一
る
ご
こ
の
条
項
か
ら
、
ど
う
し
て
文
怒
大
臣

が
拒
蚕
櫓
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
解
釈
珊
馳

↓
が
生
ま
れ
て
雀
い
り
ま
す
か
。

○
荒
木
国
務
大
臣
憲
法
第
十
五
条
の
規
定

を
受
け
堂
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
公
務
風
に
つ
い

て
、
焔
的
に
申
し
上
げ
れ
ほ
、
主
権
者
た
る

圃
民
が
公
務
員
を
選
定
し
こ
れ
を
罷
免
す
る

概
金
と
い
最
も
の
が
、
明
文
上
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
る
、
法
椰
段
階
に
お

い
て
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
る
も
の
と

・
解
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
大
学
の
敦
璃
員
に

つ
き
ま
し
て
も
同
種
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
教

育
公
務
負
特
例
法
な
い
し
は
学
校
教
育
法
を

通
じ
て
見
吏
す
掛
合
、
犬
学
で
あ
る
が
ゆ
え

に
教
授
勺
助
教
授
の
任
命
あ
る
い
は
学
長
の

任
命
に
つ
き
ま
し
て
、
教
授
会
な
い
し
は
評

識
会
簿
の
笹
理
撮
関
が
選
び
蚕
し
た
も
の
を

そ
の
球
し
出
に
蕊
づ
い
て
文
部
大
臣
が
こ
趣

峨
蠣
蕊
緋
鯉
雛
睡
無
擁
一

と
こ
ろ
で
あ
ｂ
き
す
。
本
来
な
ら
ば
、
大
学
で

な
い
な
ら
ば
、
公
務
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
；
い
う
特
澗
の
管
理
機
関
等
が
中
腱
あ
っ

て
、
一
応
そ
こ
で
候
補
者
を
遇
ん
で
申
Ｌ
出

る
と
い
う
よ
う
な
方
法
城
と
ら
れ
て
い
な
い

わ
け
で
あ
り
堂
す
。
あ
え
て
大
学
に
つ
い
て

そ
の
こ
と
が
な
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
す
で
に

御
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
ま
で
の
委

鼠
会
の
闘
餓
を
通
迄
て
も
お
簾
が
腿
ま
し
た

と
お
り
、
笈
も
陶
録
に
む
ろ
ん
考
え
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
も
大
学
な
る
が
ゆ
え
に
学

問
の
自
由
、
そ
れ
に
密
蹄
し
ま
し
た
大
学
の

自
治
と
い
う
、
演
行
上
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

し
主
５
と
も
心
そ
の
こ
と
芝
十
二
分
に
尊
重

第
一
類
第
六
号
文
教
委
員
会
醸
録
第
二
十
六
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昭
和
三
十
八
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六
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二
十
四
日
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ｐ
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．
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得
な
い
と
い
う
こ
と
も
当
然
で
ご
ざ
い
さ

す
。
そ
う
Ｌ
て
ま
た
申
し
出
の
内
容
が
輌
態

に
尊
函
さ
る
べ
き
こ
と
も
当
然
で
ご
ざ
い
さ

す
け
れ
ど
も
、
大
学
の
梼
即
機
関
と
い
え
戸

も
万
一
の
誤
り
な
し
と
し
な
い
。
特
班
機
閥

の
申
し
出
ば
、
い
ま
申
し
上
げ
る
よ
５
髭
制

廃
上
侭
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
た
て
ま
労

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
僧
領
し
て
そ

の
吏
烹
任
命
す
る
。
任
命
椎
者
と
い
え
ど
蝋

む
げ
に
こ
れ
を
主
観
的
に
左
右
す
る
こ
と
は

む
ろ
ん
勝
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
て
任
命

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
第
十
五
条
に
い
負
，

と
こ
ろ
の
主
櫓
者
た
る
国
民
の
公
務
員
選
定

の
作
用
が
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
万
に
一

つ
、
客
観
的
に
見
玄
述
て
、
申
し
出
の
内
容

が
大
学
の
目
的
に
照
ら
し
て
適
当
で
砿
な
い

と
い
う
こ
と
は
理
険
上
あ
り
得
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
勘
合
に
お
い
て
す
ら
も
な
お

か
つ
大
学
の
管
理
概
関
に
す
べ
て
を
主
構
者

た
る
便
民
織
を
か
せ
て
お
る
か
心
習
い
か
え

れ
ば
竃
法
第
十
五
条
の
趣
旨
は
℃
大
学
に
関

す
る
限
り
そ
う
い
う
場
合
で
も
な
お
か
つ
大

学
の
管
理
機
関
の
申
し
出
ど
お
り
で
な
け
れ

ば
絶
対
に
い
け
な
い
と
解
す
ぺ
き
か
い
な
か

に
御
質
問
の
点
は
鯛
点
が
合
わ
さ
る
べ
き
も

の
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
い
雀
し
て
万
に
一

つ
で
も
そ
り
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
任
命
桶
者
が

ノ
ー
と
い
塗
う
こ
と
が
あ
る
の
で
な
汁
蕊
鯰
嘱
、

鯛
十
五
条
の
主
根
者
の
公
脇
園
の
選
定
横
と

い
§
も
の
は
そ
の
軽
分
に
つ
い
て
い
わ
ば
通

風
孔
を
詞
じ
ら
れ
る
こ
と
匡
段
る
、
と
凰
繰
ま

、

て

室
錐
《
で
荒
本
大
臣
醐
外
に
鑑

が
な
い
あ
げ
で
あ
り
き
す
．

州
に
つ
い
て
現
在
憲
法
湖
存

蝋
法
の
調
盗
を
一
を
頭
噴
に

守
急
騒
妙
＆
期
ヨ
ー
フ

国
民
主
権
い

ら
か
に
打
鑑

大
臣
の
砿
迩

一
台
冊
民
の
錨

や
れ
る
条
猫

氏
の
閲
有
の

り
膳
利
成
イ

、
』

「
行
政
相
は
Ｕ
内
閣
に
風
す
る
．
，
一
℃
遼
法
七
十
ろ
の
遼
法
施
行
法
と
も
い
り
べ
き
や
選
挙
霊

二
条
『
内
閣
縫
理
大
麓
は
、
内
閣
を
代
表
し
よ
り
ま
す
掲
合
繊
公
職
選
挙
法
湖
ご
ざ
い
富

て
員
行
政
各
祁
を
指
揮
監
督
す
る
ど
こ
の
窓
し
矢
；
し
．
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
公
務
員
の

法
条
項
に
よ
っ
て
内
閣
が
燭
会
に
責
任
を
持
稲
頚
爾
江
場
、
地
位
等
に
応
じ
ま
し
て
、
虚

た
な
げ
れ
篭
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
立
場
法
十
五
条
に
い
う
と
こ
ろ
の
国
民
の
公
務
質

か
ら
拒
否
権
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
鼬
瞬
選
定
譜
、
罷
免
樹
と
い
り
も
の
が
具
体
的
に

は
、
一
応
遼
見
と
し
て
は
承
り
ま
す
が
、
産
定
め
ら
れ
て
、
竃
法
十
五
条
の
基
本
的
人
権

法
十
五
条
の
解
釈
理
論
か
ら
す
ぐ
さ
ま
に
閏
が
行
使
で
き
る
よ
う
に
窓
口
が
つ
く
ら
れ
て

務
大
厩
で
あ
る
荒
木
文
部
大
臣
が
大
学
の
学
お
る
の
が
、
例
外
な
い
と
こ
ろ
の
す
べ
て
に

長
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
拒
否
権
を
持
っ
て
い
通
ず
ろ
潤
度
だ
と
思
う
の
で
あ
り
費
す
。
そ

る
ん
だ
と
い
う
解
釈
強
眼
は
も
そ
う
い
う
よ
う
の
一
つ
と
し
て
教
職
員
に
つ
き
ま
し
て
亀
大

な
と
こ
ろ
か
ら
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
じ
ゃ
あ
学
に
開
す
る
限
り
総
、
教
育
公
務
風
特
例
法

け
さ
せ
ん
な
こ
の
遼
法
十
五
条
と
い
り
の
な
い
・
し
は
学
校
教
育
法
に
塾
づ
き
畠
乙
て
大

一
州
賑
織
瀦
Ⅷ
澗
織
湖
溌
洲
潔
讃
溌
捕
溌
雛
灘
雛
龍

一
高
ら
か
に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
る
、
具
体
化
さ
れ
る
と
い
う
制
度
談
鋪
十
五

闘
民
主
椛
は
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
条
と
密
錆
し
て
存
在
す
る
も
の
と
恩
ｆ
の
で

が
明
示
さ
求
て
い
る
こ
と
に
州
な
っ
て
い
る
あ
り
を
今
も
そ
の
意
味
合
い
に
お
い
て
源
を

と
す
る
な
ら
ば
、
大
臣
の
意
法
第
十
五
条
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
十
五
条
に
根
拠
を
持
ち
、
具

対
す
る
と
こ
ろ
の
解
釈
設
躍
は
、
大
臣
の
偶
体
的
に
は
い
ま
申
し
上
げ
た
法
律
に
具
体
性

人
的
な
思
い
つ
き
で
ば
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
を
持
っ
た
条
文
承
ご
ざ
い
鳶
‘
そ
、
そ
れ
を

そ
の
点
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
連
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
が
実
行
さ
れ

◎
荒
木
国
務
大
臣
思
い
つ
き
で
は
な
し
る
、
そ
；
い
う
贋
係
に
立
つ
と
い
う
恵
嫌
淀

に
、
遼
法
と
い
う
も
の
が
お
よ
そ
そ
４
．
い
う
お
い
て
頚
し
上
げ
て
お
る
の
で
あ
重
竪
も
何

も
の
で
あ
る
５
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
ま
も
な
Ｌ
に
い
き
な
り
意
法
十
五
条
を
援
灘
し

・
す
っ
御
詣
挽
の
よ
り
に
憲
法
第
十
五
条
か
ら
て
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
縦
ご
ざ
い
ま
せ

具
体
的
艇
い
ま
混
が
申
し
上
げ
念
し
た
万
に
ん
。

一
つ
で
は
あ
る
；
降
れ
ど
も
、
主
櫓
者
の
そ
○
村
山
婆
員
そ
●
う
い
た
し
ま
ず
と
、
私
が
一

の
公
務
員
選
定
鯉
と
い
う
も
の
の
つ
な
が
り
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
挺
轡
遼
法
六

に
お
い
て
な
時
れ
ば
蕊
ら
な
い
と
い
ら
こ
と
十
五
条
な
い
し
七
十
室
条
、
こ
の
間
題
臓
、

が
出
て
く
る
と
申
し
上
げ
る
の
じ
や
ご
ざ
い
大
窪
と
し
て
は
行
政
樋
の
行
使
に
当
た
る
周

ま
ぜ
ん
。
迩
法
踊
十
盃
条
に
限
ら
ず
す
べ
て
務
大
臣
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら

第
三
章
に
鹿
す
る
隈
り
そ
の
他
の
条
章
も
同
い
ま
の
拒
否
権
の
問
題
が
出
て
く
る
と
い
う

断
で
職
ご
ざ
い
黛
寺
．
が
、
そ
の
窓
法
が
保
障
暁
騒
看
ば
な
く
て
、
憲
法
十
五
条
を
受
け
て

し
ま
す
も
ろ
§
ろ
の
埜
本
的
人
権
℃
自
由
権
す
ぐ
法
律
理
鹸
か
ら
出
て
く
る
の
で
島
っ

は
、
御
指
鏑
の
よ
う
腱
遼
法
上
砿
定
し
て
い
て
．
竃
法
六
十
五
条
．
七
十
二
条
に
つ
い
て

る
と
と
瞳
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
り
富
す
げ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
な
い
と
い
負
ふ
う
臆
お
答

ど
も
、
こ
れ
を
典
休
的
腱
行
使
す
る
に
つ
い
え
に
な
る
の
で
す
か
。
そ
の
点
繊
い
か
が
で

て
絃
、
や
職
り
主
擢
考
の
愈
思
で
あ
る
と
こ
す
か
。

〈
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･ 「国際リニアコライダーに関する審議について（回答)」 （平成25年9月30日付
府日学第2179号）

･回答「国際リニアコライダー計画に関する所見」 （平成25年9月30日 日本学
術会議） （抜粋）

･審議依頼「国際リニアコライダーに関する審議について（依頼)」 （平成30年7
月20日付30文科振第157号） （抜粋）
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規
定
き
れ
て
お
患
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
く

そ
う
い
っ
た
全
国
の
科
学
者
の
愈
見
あ
る
い
は
知
見
を

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
に
集
約
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
例
え
ば
捉

首
と
い
う
よ
う
な
形
で
政
埼
あ
る
い
強
社
会
に
伝
え
て
い

く
、
そ
れ
で
も
っ
て
社
会
の
発
展
あ
る
い
は
政
齪
の
推
進

に
寄
与
し
て
い
く
、
こ
う
い
う
機
関
で
ご
ざ
い
ま
す
。



＄
〃

一
国
民
か
ら
選
ば
れ
て
、
首
長
が
い
て
、
そ
の
行
政
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
と
は
独
立
し
て
蟻
会
が
あ
っ
て
、
そ
の
行

政
に
対
し
て
チ
ヱ
ヅ
ク
機
能
等
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
提
言

機
能
等
が
談
会
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
行
政
と
鍵
会

と
い
う
位
■
関
係
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
、
こ
う
い
う
理

解
で
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

○
吉
田
政
府
参
考
人
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
学
術
会
蟻
は
、
怯
律
上
も
独
立
し
て
載
務
を
行
う

と
い
う
ふ
う
に
規
定
き
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
行
政
部
内
の
擾
閥
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
行
政
と
立

法
と
の
違
い
、
関
係
と
い
う
も
の
と
は
ま
た
違
っ
て
お
る

か
と
思
い
ま
す
。
行
政
の
中
で
、
朽
政
機
関
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
￥
独
立
し
て
仕
事
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
機

能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
建
旨
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

○
斉
藤
（
鉄
）
婁
員
こ
の
学
術
会
醸
が
全
体
の
中
で
は
行

政
の
中
に
あ
る
と
い
う
の
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
な
ん

で
す
が
、
内
腿
府
、
文
部
科
学
省
と
学
術
会
議
の
対
比
、

こ
れ
を
今
瑳
解
し
よ
う
と
程
は
努
め
て
い
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
ど
例
え
ば
文
部
科
学
省
、
内
閣
府
と
は
独
立
し
た
存
在
と

し
て
あ
っ
て
、
内
閣
府
や
文
部
科
学
省
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
科
学
行
政
に
対
し
て
提
言
し
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
、
こ
う
い
う
機
能
だ
、
そ
れ
は
例
え
ば
三
権
分
立

に
お
け
る
行
政
と
譲
会
の
、
そ
う
い
う
関
係
と
同
じ
よ
う

に
と
ら
え
て
い
い
ん
で
す
か
と
い
う
質
問
な
ん
で
す
が
、

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
．

○
茂
木
国
務
大
臣
あ
る
程
度
お
わ
か
り
の
上
で
、
蟻
飴

を
ク
リ
ア
に
す
る
た
め
糎
御
質
問
い
た
だ
い
て
い
る
面
が

あ
る
と
尋
つ
ん
で
す
が
、
こ
の
日
本
学
祈
会
眠
は
大
き
く

分
け
ま
す
と
三
つ
の
機
能
を
持
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
先

生
の
方
か
ら
御
指
摘
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
は
政
策
提

曾
に
関
す
る
機
能
の
部
分
だ
と
思
い
ま
す
◇
そ
れ
以
外
に
、
》

科
学
者
間
の
い
わ
ゆ
る
連
携
で
あ
っ
た
り
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ー

壷
湖
維
蕪
櫛
鵡
喧
灘
塊
藤
蠅
埜

学
術
会
賎
は
持
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
最
初
の
部
分
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
と
、
行
政
と
蟻
会
、
こ
う
い
う
こ
と
で
対
比
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
ん
一

第
一
類
第
六
号
文
部
科
学
委
員
会
眠
録
第
六
号
平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

機
能
を
担
う
、
こ
う
い
っ
た
違
い
が
あ
る
か
と
忠
い
ま
す
。
一

一
し
、
縫
合
的
そ
し
て
ま
た
長
期
的
に
政
府
に
対
し
て
意
見

一
ち
な
み
に
、
そ
う
い
う
縫
合
的
な
提
窟
を
す
る
、
こ
う

具
申
、
提
言
を
行
っ
て
い
く
、
星
う
い
う
機
能
を
持
つ
わ

け
で
あ
り
ま
す
Ｃ

ｌ
い
う
こ
と
で
い
い
ま
す
と
、
内
朋
の
中
に
鋸
合
科
学
技
術

会
蟻
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
総
合
科
学
技

術
会
隈
の
方
は
、
縫
理
大
便
を
長
と
い
た
し
ま
し
て
、
閣

僚
も
入
り
、
そ
し
て
ま
た
有
繊
者
眼
員
、
科
学
者
の
方
等
々

も
入
っ
て
、
ま
き
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
全
体
的
な
政
策
を

み
ず
か
ら
決
め
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
寵
し
て
こ
ち
ら
の

学
術
会
殿
の
方
は
、
科
学
者
の
ゴ
ミ
『
苦
一
テ
ゴ
．
‐
‐
の
中
か

ら
ポ
ト
ム
ア
ヅ
ブ
で
政
策
を
く
み
上
げ
、
そ
し
て
そ
れ
を
一

提
言
し
て
い
く
。

こ
う
い
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
そ
れ
か
ら
ボ
茅
ム
ア
ソ
プ

と
、
手
法
の
違
い
今
．
そ
れ
か
ら
、
総
合
科
学
技
術
会
縦
の

方
は
み
ず
か
ら
政
策
を
つ
く
り
、
そ
し
て
方
向
性
を
設
定

す
る
、
そ
れ
に
だ
し
雲
し
て
こ
の
学
術
会
識
の
方
倫
提
言

○
斉
藤
（
鉄
）
委
員
学
術
会
賎
と
行
政
の
閥
係
、
何
と
な

く
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
吉
す
‐
紀
合
科
学
技
術

会
麟
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ま
た
後
ほ
ど
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
う
い
う
学
術
会
譲
の
存
在
の
意
綻
は
わ

か
り
ま
し
た
。

そ
の
帥
に
、
こ
こ
で
言
う
科
学
で
す
ね
＠
一
‐
行
政
、
産

業
及
び
国
民
生
活
に
科
学
を
反
映
浸
透
さ
せ
る
こ
と
」
が

目
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
首
う
科
学
の
意
味
で
す
耐
れ
ど
も
、

我
々
、
一
般
的
に
は
科
学
と
い
う
と
い
わ
ゆ
る
サ
イ
エ
ン

ス
、
自
然
科
学
と
い
う
こ
と
を
す
ぐ
思
い
浮
か
べ
る
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
学
術
会
議
の
組
織
を
見
て
み
る
と
そ
う

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
ん
で
す
が
、
こ
こ
で
倉

う
科
学
の
意
味
を
ち
ょ
っ
と
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
Ｃ

Ｏ
吉
田
政
府
参
考
人
日
本
学
術
会
議
法
で
科
学
と
い
う

曾
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
般
的
に
は
科

学
と
い
う
用
龍
は
広
い
意
味
に
も
い
ろ
い
ろ
な
狭
い
意
味

に
も
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
主
す
け
れ
ど
も
、

戯
訓
ｌ
こ
ち
ら
刎
鋪
調
劉
詞
翻
醐
捌
門
的
割
幽
濁
か
創
訓
川
捌
幻

で
す
が
、
恐
ら
く
、
行
政
と
践
会
の
関
係
に
し
ま
す
と
、

凝
会
の
方
は
決
定
梅
が
あ
る
．
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

（

こ
の
学
術
会
議
法
の
塒
合
は
、
法
律
上
も
人
文
科
学
と
自

然
科
学
と
い
う
周
梨
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
人
文
科

学
の
中
に
い
わ
ゆ
る
社
会
科
学
以
外
の
人
文
科
学
も
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
す
べ
て
の
学
術
分
野
が
含
ま

れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
砿
い
擬
念
で
使
わ
れ

て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
斉
醸
（
鉄
）
委
員
こ
こ
で
召
う
科
学
患
は
、
す
べ
て
の

学
術
を
い
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

で
は
、
次
の
質
問
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
目
的
の
文
章
に
こ
だ
わ
り
ま
す
が
、
「
行
政
、
産

桑
及
び
囚
民
生
活
に
科
学
を
反
映
漫
透
き
せ
る
こ
と
」
が

目
的
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
ま
さ
恒
産
官
学
そ
の
も
の
が
目

的
の
と
こ
ろ
に
書
い
て
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
ぐ
産
官

学
の
連
撹
と
推
進
と
い
う
こ
と
が
嘉
い
て
あ
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
ｃ

と
こ
ろ
が
、
こ
の
学
術
会
蟻
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

ま
ず
と
、
産
官
学
こ
そ
学
問
の
自
立
自
主
を
侵
す
思
想
で

あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
で
、
ま
き
経
こ
の
目
的
に
反
す

愚
、
目
的
に
逆
行
す
る
考
え
方
の
も
と
で
運
営
さ
れ
た
時

蛎
が
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
我
々
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
学

燗
の
自
由
、
学
術
の
自
由
を
強
関
す
る
余
り
、
国
民
生
活

へ
の
反
映
擾
透
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い
う
目
的
と
は
ま
き

に
逆
行
す
る
よ
う
な
時
代
が
あ
っ
た
と
我
々
醗
繊
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
鯉
織
き
れ
、
ま
た

そ
の
反
省
に
立
っ
て
ど
の
よ
う
な
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
何
い
い
た
し
ま
す
。

○
古
田
政
府
穆
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
噂

昭
和
二
十
四
年
に
日
本
学
術
会
議
が
般
立
き
れ
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
こ
の
日
本
学
術
会
織
の
会
員
の
選
考
方
法
は
、

当
初
、
選
挙
に
よ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
先
生
の
御
描
摘
の
よ
う
極
、
日
本
学
術
会
臓

の
活
動
が
科
学
の
進
展
や
学
術
研
究
の
多
様
化
に
対
応
で

き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
し
、
ま

た
そ
う
い
っ
た
状
況
も
ご
ざ
い
ま
し
た
た
め
に
、
会
員
候

補
者
と
し
て
立
候
補
す
る
科
学
者
も
少
な
く
な
っ
て
、
科

学
者
の
日
本
学
術
会
蛾
腫
れ
が
進
ん
だ
、
そ
う
い
っ
た
よ

う
な
狄
況
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
を
反
省
い
た
し
ま
し

て
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
．
こ
の
会
員
の
選
出
方
法
が
そ

（

れ
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
改
正
が
き
れ
ま
し
て
、
一

定
の
要
件
を
備
え
る
学
術
研
究
団
体
で
あ
る
畳
録
学
術
研

究
団
体
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
い
て
会
貝
を
選
ぶ
と
い
う
跳

度
に
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
斉
藤
（
鉄
）
委
員
元
縫
務
庁
長
官
で
し
た
中
山
太
郎
先

生
が
、
そ
．
れ
ま
で
の
一
郎
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
配
き
れ
て

い
た
学
術
会
雄
を
正
常
な
姿
に
し
た
、
こ
の
よ
う
に
よ
く

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
が
い
わ
ゆ
る

選
挙
方
法
の
改
善
に
よ
三
Ｌ
な
さ
れ
た
、
こ
れ
は
大
き
な

改
革
で
あ
っ
た
と
中
山
先
生
も
お
つ
し
や
為
の
を
何
鹿
も

程
聞
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
昭
和
五
十
八
年

の
改
革
は
そ
の
所
期
の
目
釣
を
達
成
し
た
ん
で
し
し
｛
う

か
ｃ○
吉
田
政
府
参
考
人
昭
和
五
十
八
年
の
改
正
に
よ
り
ま

し
て
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
問
題
が
改
善
さ

れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
近
年
に
な
っ
て
み

ま
す
と
、
行
政
改
雌
会
醸
あ
る
い
は
総
合
科
学
技
術
会
談

等
の
餓
諸
に
お
き
ま
し
て
は
、
日
本
学
術
会
眼
に
関
し
ま

し
て
、
敗
備
的
な
勧
告
等
が
ふ
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、

あ
る
い
は
会
員
の
高
齢
化
、
長
期
在
緒
会
員
が
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
会
員
構
成
が
硬
直
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
支

い
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
御
指
摘
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
今
回
、
ま
た

日
本
学
術
会
銀
の
改
革
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
学

術
会
議
が
我
が
国
の
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
代
表
機

閥
と
い
た
し
ま
し
て
、
よ
り
的
確
に
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
会
興
の
選
考
方
法
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
偶
別
の
学
術
研
究
団
体
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
な

い
政
策
提
曾
が
行
え
る
よ
う
に
、
会
貝
選
出
方
法
に
つ
き

ま
し
て
、
現
行
の
学
術
研
究
団
体
か
ら
の
推
厩
に
基
づ
く

方
法
を
日
本
学
術
会
蟻
み
ず
か
ら
が
会
員
を
選
出
す
る
方

法
に
改
め
る
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
〕
こ
う
い
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
前
腫
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
近
年

生
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
弊
害
を
改
善
で
き
塁
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
？

○
斉
臣
（
鉄
）
婁
員
随
分
先
ま
で
僻
答
弁
い
た
だ
い
て
、

ヨ
ー

－2－

一



｜

一
○
斉
麓
（
鮫
）
委
員
茂
木
大
臣
、
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
錘
合

科
学
技
術
会
蟻
に
つ
い
て
も
哲
及
き
れ
ま
し
た
け
れ
ど

・
も
、
韓
合
科
学
技
術
会
議
と
》
易
日
本
学
術
会
蛾
、
内
閣

府
の
中
で
車
の
両
輪
と
い
う
ふ
う
に
宮
わ
れ
て
お
り
ま

す
ｃ
し
か
し
、
そ
の
縫
合
科
学
技
術
会
蟻
、
先
ほ
ど
は
行
政

と
日
本
学
術
会
践
の
関
係
に
つ
い
て
、
私
、
ば
っ
き
り
き

せ
る
た
め
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
今
鹿

は
縫
合
科
学
技
術
会
磁
と
日
本
学
術
会
鯉
の
役
劉
の
違
い

に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
黒
川
会
長
か
ら
、
あ
あ
い
う
国
際
的

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
、
あ
れ
は
錨
か
に
学
術
会
顕
で
な

い
と
で
き
な
い
な
と
い
う
の
は
わ
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
ｃ
一
剥
卿
測
鯏
湖
淵
湖
翻
淵
賄
鯏
翠

も
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
総
合
科
学
技
術
会
・

鰻
、
こ
れ
は
内
閲
縫
理
大
臣
を
餓
長
と
い
た
し
ま
し
て
も

一
一
関
係
閣
僚
と
有
繊
者
隈
員
か
ら
構
成
き
れ
ま
す
会
躍
で
あ
一

一
懲
挫
慰
懇
灘
鍜
鯛
灘
鰡
鰡
認
一

行
う
、
そ
う
い
う
会
蟻
体
で
あ
り
ま
す
ｃ

こ
れ
に
対
し
ま
し
て
日
本
学
術
会
戯
、
こ
れ
は
科
学
者
一

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
の
中
か
ら
ポ
ト
ム
ア
ソ
プ
的
に
広
く
一

躍
蝿
睦
球
坤
か
錐
酢
蓉
祁
永
で
岬
位
酌
華
池
噸
沖
華
鑑
繩
一
一

で
ご
ざ
い
ま
す
。
”

｜
、
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
↓

ど
も
、
面
会
雄
、
こ
れ
か
ら
一
層
連
携
を
深
め
な
が
ら
全

－

Ｃ
費
別
（
園
』
嬰
貝
簸
綾
に
、
先
ほ
ど
黒
川
会
長
が
Ｐ
Ｒ

不
足
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
が
、
私
も
そ

一
類
第
六
号
文
部
科
学
委
貝
会
銀
録
第
六
号
平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

て
い
き
た

○
廟
川
参
考
人
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
や

実
は
、
こ
の
遺
棄
兵
器
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
つ
の
報

告
省
を
出
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
大
変
大
き
な
問
題

だ
と
い
う
腿
強
が
あ
り
ま
す
。

》
ろ
報
告
寄
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
す
る
省
、
府
に
は
概

告
書
を
出
し
て
お
り
ま
す
し
、
こ
の
ス
タ
デ
ィ
；
‐
は
あ
る

意
味
で
は
内
閣
府
の
大
臣
官
房
参
事
官
も
委
員
と
し
て
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
だ
れ
が
参
加
す
る
か
と
い

う
の
は
、
学
術
会
蹴
の
人
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

見
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
、
こ
う
い
う
も

の
の
、
ど
こ
腱
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
す
る
か
と
い
う
の
は
、

ど
う
し
て
も
種
ど
も
は
科
学
担
当
の
記
者
に
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
し
ま
す
の
で
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
む
し
ろ

こ
れ
は
社
会
部
あ
る
い
は
政
治
部
の
記
者
に
ブ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
す
べ
き
だ
っ
た
か
な
と
い
う
、
そ
の
較
略
性
が

欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
秘
は
腿
鱗
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
腱
、
こ
と
し
一
月
、
ま
た
こ
れ
の
続
き
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
先
日
や
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
富
し
て
、
こ
れ
は

小
冊
子
を
つ
く
２
く
、
よ
り
広
い
と
こ
ろ
に
配
付
し
た
い

の
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
私
三
年
前
県
中
国
に
拾
て
ら
れ
た
遺
棄
化
そ
の
ほ
か
に
、
最
初
の
御
質
哩
一
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど

学
兵
器
の
買
壷
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
地
ま
で
行
っ
て
一
も
、
実
は
お
と
と
し
、
展
水
省
か
ら
森
林
の
多
面
的
な
機

き
た
ん
で
す
が
、
実
は
き
の
う
ま
で
、
学
術
会
議
が
、
中

能
と
い
う
鯖
問
を
受
け
ま
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
答
申

園
に
捨
て
ら
れ
た
遺
泰
化
学
兵
器
の
廃
棄
技
術
に
対
す
る
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
、
去
年
カ
ン
ク

リ
コ
メ
ン
デ
ー
‐
シ
ョ
ン
を
き
れ
て
い
る
と
い
う
の
を
知
り

ン
で
、
後
で
農
水
大
臣
か
ら
伺
っ
た
ん
で
す
が
、
学
術
会

ま
せ
ん
で
し
た
ｃ
そ
れ
は
程
の
勉
強
不
足
で
す
か
ら
、
そ

蛾
か
ら
こ
う
い
う
答
申
を
浴
ら
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

れ
を
棚
に
上
げ
て
曾
っ
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

一
出
し
た
と
こ
ろ
、
棚
手
健
か
ら
大
変
に
信
用
が
、
顔
つ
き

も
、
し
か
し
、
樫
の
と
こ
ろ
に
鋭
明
に
来
る
内
閣
府
の
お
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

役
人
の
方
も
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
関
係
省
庁
の
審
議
会
で
は
な
く
て
独
立
し
た
学
術
の
。

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
そ
の
よ
う
な
答
申
を
受
け
て
い
る
と

事
ほ
ど
き
ょ
う
に
、
学
権
会
峨
が
こ
の
よ
う
な
大
変
な
一
い
う
こ
と
が
非
常
に
商
く
評
価
き
れ
た
の
で
び
っ
く
り
し

努
力
を
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
社
会
の
中
で
鰹
知
を
さ
れ
て
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

い
な
い
、
国
醗
的
に
は
ア
カ
デ
ミ
Ｉ
間
で
大
変
商
い
評
価
さ
ら
に
こ
の
伝
か
に
、
例
え
ば
、
南
撞
問
題
が
昭
廻
一
宇

が
得
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
一
般
国
民
に
腿
知
を
さ
十
年
に
国
際
的
な
枠
組
み
で
行
わ
れ
た
ん
で
す
が
や
そ
の

れ
て
い
な
い
●
と
い
う
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
す
噂
と
き
も
学
術
会
縦
が
こ
れ
に
参
加
す
べ
し
と
い
う
提
営
を
一

こ
の
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
や
出
し
ま
し
て
、
こ
れ
を
審
査
、
提
言
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
一

る
か
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ぎ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
最
後
一
一
し
て
、
昭
和
三
十
年
か
ら
南
極
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
南
極
大
陸
の
中
に
あ
る
基
地
を
持
っ
て
い
る
の
は
冒

○
康
川
参
考
入
ど
う
も
あ
り
が
と
う
》
）
ざ
い
ま
す
や
一
本
を
含
め
蚕
二
カ
国
、
こ
の
日
本
の
昭
和
基
地
が
世
界
で
一

実
は
、
こ
の
遺
棄
兵
器
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
弓
の
報
一
初
め
て
・
オ
ゾ
ン
ホ
Ｉ
ル
を
見
つ
け
て
、
世
界
を
あ
つ
と
言
一

置
省
を
出
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
大
変
大
き
な
問
題
わ
せ
な
ご
い
う
よ
う
な
実
績
も
あ
り
ま
！
）
て
、
こ
の
よ
う

だ
と
い
う
腿
強
が
あ
り
ま
す
。

な
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
、
独
立
し
た
、
国
際
的

こ
の
報
告
寄
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
す
る
省
、
府
に
は
概
一

な
枠
組
み
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
提
冒
を
塵
し
て
い
る
と
い

雷
書
を
出
し
て
お
り
ま
す
し
、
こ
の
ス
タ
デ
ィ
；
‐
は
あ
る
う
と
こ
ろ
に
非
常
に
大
事
な
機
能
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
一

蕊
味
で
は
内
閣
府
の
大
臣
官
房
参
事
官
も
委
員
と
し
て
参

ろ
う
と
認
職
し
て
お
り
ま
す
．

抑
し
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
だ
れ
が
参
加
す
る
か
と
い
一
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
お

う
の
は
、
学
術
会
蹴
の
人
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
科
学
者
の
不
正
行
島
に
つ
い
一

罐
蕊
密
諭
霊
鯆
灘
澱
遥
溌
齢
溌
蝿
一
蕊
灘
蝋
纈
謝
轤
濫
発
翌
溺
鐺
一

こ
う
し
て
も
種
ど
も
は
科
学
担
当
の
記
者
に
プ
レ
ス
リ
よ
う
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
ど
，
』

ア
ー
ス
し
ま
す
の
で
、
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
む
し
ろ

〕
れ
侭
烹
豊
い
攪
蕊
の
零
に
ブ
レ
ス
リ
雨
厭
饗
認
溌
窪
職
鱸
鶴
糊
雛
》
辻

（

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
秘
は
常
々
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

○
斉
藤
（
鉄
）
委
員
終
わ
り
ま
し
た
ｃ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
官

○
池
坊
委
員
長
鳩
山
由
紀
夫
君
ゞ

○
鳩
山
（
由
）
雲
員
民
主
党
の
牌
山
で
》
」
ざ
い
丈
す
。

(‘

｜
｜
き
ょ
う
は
ゞ
学
術
会
嬢
の
鰹
川
会
長
に
ま
で
お
出
ま
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ
斉
腰
ぎ
ん
も
ド
ク
タ
ー
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
二
人
続
い
て
、
あ
る
童
味
で
科
学
に
関
し
て
そ

一
れ
な
り
に
勉
強
し
て
き
た
は
ず
の
二
人
か
ら
ま
ず
話
を
申

一
ｊ
）
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
先
篭
ど
の
照
川
会

艇
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
や
は
り
そ
う
か
と
い
う
思
い

一
を
い
た
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
蓑
す
一
々

実
は
、
程
は
夢
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
喧
そ
れ
は
、
大

学
に
翻
学
を
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
り
ま
し
た
こ
ろ
に
、
一

九
七
二
年
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ロ
ー
マ
・
ク
ラ

ー
プ
が
再
成
長
の
限
界
」
と
い
う
も
の
を
発
表
い
た
し
ま
し

一
生
瀞
娠
鐸
澤
捧
誕
鍛
醗
鋤
轆
銅
鱈
症
垂
那
蓉
ｗ
」
極
計
鍛
津

と
そ
れ
に
伴
う
環
塊
の
破
壊
。
経
済
が
発
展
す
れ
ば
、
成

畏
す
れ
ば
、
こ
れ
は
バ
ラ
色
の
未
来
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
我
々
に
、
ず
ど
ん
と
大
変
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
娘
路
が
な
募
れ
て
い
る
こ
と

は
、
今
も
伺
っ
て
よ
く
わ
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

種
は
、
侭
え
ば
日
本
の
政
府
と
か
あ
る
い
は
政
党
と
い
う

も
の
が
、
大
き
な
計
算
機
を
常
に
回
転
き
せ
な
が
ら
こ
う

・
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
常
に
自
分
み
ず
か
ら
の
デ
、
‐
夕
で

鍬
飴
を
し
続
け
て
い
け
る
も
の
だ
と
ぞ
っ
ふ
う
に
恩
っ
》

て
、
政
治
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
自
民
党
一

に
行
っ
た
と
き
に
も
そ
う
い
う
磯
濫
は
一
切
な
か
っ
た
よ
一

う
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
民
主
党
に
来
て
も
、
残
念
な
が

ら
、
そ
の
よ
う
な
党
の
中
で
政
策
を
み
ず
か
ら
、
す
な
わ
一

ち
大
き
ま
世
界
規
模
の
議
輪
と
い
う
も
の
を
行
う
と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
実
態
に
当
た
り
ま
し

た
。
か
室
Ｌ
経
企
庁
に
も
そ
の
辺
の
話
を
申
し
た
こ
と
は
あ

る
ん
で
す
が
、
い
や
い
や
、
壱
』
ん
な
二
十
年
、
三
十
年
、

五
十
年
先
の
予
測
な
ど
し
た
こ
と
あ
り
ま
ぜ
ん
と
い
う
答

弁
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、
ど
う
も
そ
う
い
う
中
で
や
は
り

学
術
会
麟
の
皆
き
ん
方
に
、
こ
う
い
っ
た
世
界
規
模
な
、
｜

あ
る
い
は
世
界
規
模
的
な
麟
賎
の
中
で
日
本
が
何
を
な
す

べ
き
か
と
い
う
雄
踏
を
と
こ
と
ん
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

凸

と
思
い
ま
す
《
》

現
実
に
行
三
Ｌ
い
る
ん
だ
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
会
議

四
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日本学術会議の今後の展望について
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1． 日本学術会議の位置付け及び存在意義

日本学術会議は、法律上、科学の向上発達を図り、行政、産業及び国民生活
に科学を反映浸透させることを目的とする「わが国の科学者の内外に対する代
表機関」 と位置づけられている（日本学術会議法第2条)。

日本学術会議の組織としての独自性、存在意義を成す要素としては、次のよ
うな点が挙げられる。

（1）科学者の自律的な集団であること

近年、政府の政策決定に関わる各府省の審議会等の場に科学者が参画し、
その知見を提供することが一般的であるが、 日本学術会議は、組織自体が科
学者の自律的な集団であり、組織として我が国の科学者コミュニティを代表
し、政府や社会に対して科学的な知見を提供する役割を担っている。

く

（2）全ての学術分野の科学者を擁していること

日本学術会議のような科学者コミュニティを代表する組織(以下、 「アカデ

ミー」という｡）は諸外国にも存在しているが、多くの国では、例えば、自然
科学系のアカデミーとは別に工学系のアカデミーが存在するなど、領域別に
アカデミーが置かれているのに対し、 日本学術会議は、人文・社会科学、生
命科学、理学・工学の全ての学術分野を網羅する科学者によって構成されて
いるという世界的にも極めて稀な特徴を有している。

く
（3）独立性が担保されていること

日本学術会議は、日本学術会議法第3条において｢独立して」｢職務を行う」
こととされており、制度上その独立性が担保されている。この点は、特に政
府や社会との関係において、真に学術的な観点に立った見解を提示する上で、
非常に重要な要素である。

一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一▲ 二一一

－－－画孝一一一一一一畢一=~一一一－一一一一一一.一一‘一一一一一".-曲一二一一一夕一一一一一一一－－－．－－．－‐一一一一一一一一一一一一一一､一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一五一－一一一一一一=一一アー一一一一一一一一も－－‘■－－一一一

「第1はじめに」でも述べたとおり、近年、学術には､地球環境問題をはじ
め、 1つの専門分野の知識のみでは解決できない複雑な問題について、様々な
分野の知識を統合し、解決に向けた選択肢を示すことが求められている｡ ､こう
した中、上記（1）～(s)のような特徴を有し、幅広い学術分野の科学的知
見を動員して課題について審議を行い、その成果を政府や社会に対して提示で

行分野の科学的知｜

芸に対して提示で
-－． ．. ‐ ‐ －－－ ．－ ． ‐ ._‐ --. ..-----一 ‐I
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はますます高まっている。
－口一 - . -‐･弓 ﾆ ｰ ﾆｰ

2． 日本学術会議に期待される役割

1．で述べた日本学術会議の位置付け及び存在意義、昨今の学術をめぐる

様々な動向を踏まえ、本有識者会議として、これからの日本学術会議に特に期
待する役割は、次のとおりである。

（1）社会的な課題に対し我が国の学術の総合力を発揮した傭敵的・学際的な
見解を提示する「社会の知の源泉」としての役割

日本学術会議には、我が国や人類社会が直面する課題にすべての学術分野
の知見を結集して正面から取り組み、その解決のための選択肢を提示するこ
とが求められる。

取り組むべき課題に関しては、限られた時間の中で迅速に対応することが
求められるものもあれば、 50年先、 100年先を見通して取り組むべきものも
あり､ 日本学術会議には、課題の性質に応じて次に掲げる2つの機能を兼ね
備えることが必要である6

て

①学術的知見に基づき日本の将来の姿を描くとともに、将来に向けた的
確な課題を設定して長期的・継続的に取り組み、その蓄積に基づく学術
的な見解を提示する機能

（課題の例：地球環境問題、人口減少問題）

②社会的ニーズ、突発的な事態の発生等に応じて直ちに対応するべき課
題に集中的に取り組み、迅速に学術的な見解を提示する機能
（課題の例：大規模災害の発生、伝染病の蔓延）

〈

①、②いずれについても、人文・社会科学、生命科学、理学・工学の幅広
い学術分野の科学者を擁する組織としての特性を最大限に活かし、学術の総
合力を発揮することが重要である。一方、意見集約や提言等の決定など、見
解の表出に向けたプロセスや手法に関しては、それぞれの性質に応じた仕組
みが必要であり、また、その仕組みに関して会員や連携会員の間で十分に認
識が共有されることが求められる。

一塁
ノ

－－－－~ ■ ~一▽－－争争一一一つ冬一一ー－一一毛－一‐－－－寺 ◆一一■－－－－－－－UB-｡ ｡■■■■●一 ■ 、 4 ■茸一一一←



【有識者会議としての意見】

日本学術会議には、時々の課題に機動的・迅速に対応することが求められ

ると同時に、一つのテーマについて長期的・継続的に取り組む息の長い活動

も必要であり、組織全体として、常に新たな知を取り入れていくための新陳

代謝と一定の継続性とのバランスをとることが求められる。

組織全体としての継続性を維持するためには、一つには、活動の記録を意

識的に文書化して残し、過去の蓄積を踏まえた活動を積み重ねていくことが

重要である。また、個々の会員や連携会員が、 日本学術会議の社会的使命や

存在意義を真に理解し体得するためには、会員・連携会員を通じて一定の活

動期間が必要であり、例えば連携会員について、任期、再任回数の必要に応

じた見直しを行うなどにより、組織全体としての継続性を担保していくこと

が考えられる。

一方、運営を担う会員については、平成17年改革において「長期在籍会員

や高齢会員が増加して、会員構成が硬直化し、活動が害われることがないよ

う」'9任期や定年制を定めた趣旨を踏まえた上で､必要に応じて元会員の助言

を受ける機会を設ける等により継続性にも配慮しつつ、引き続き一定の新陳

代謝が図られるようにすることが適当と考えられる。

で

一一一ー－0■ー■‘■■■一一一－一一■■■■■■■■■■－ー－－－ 言 ． - － 二

(3)組織形態

【現状】

日本学術会議は内閣総理大臣の所轄の下、内閣府の「特別の機関」 として

設置されている。国の行政機関であるが、 「独立して」職務を行うこととされ

ており （日本学術会議法第3条)、制度上その独立性が担保されている。昭和

45年7月以降、現在の東京都港区六本木に所在しているが、 「国の行政機関

等の移転について」 （昭和63年7月閣議決定）において、移転対象機関とさ
れている（移転先は横浜市)。

〈

_／’

【有識者会議における主な指摘】

有識者会議においては、組織形態について、本有識者会議で議論すべきと

の指摘があり議論したところ､独立性を担保するという観点が重要であるが、

現状として制度上独立性は十分確保されており、現在の内閣府の「特別の機

関」でよいのではないか、 との指摘があった。独立性に関しては、財政的な

19 「日本学術会議の在り方について」 （平成15年2月26日総合科学技術会議）より抜粋

'7
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独立性、政治からの独立性といった観点も重要ではないか、 との指摘があっ
た。また、所在地について、緊急事態への対応等危機管理の観点から政府の
主要な機関に近い現在の場所が望ましい、 との指摘、会員・連携会員にとっ
ての利便性の観点から交通アクセスのよい場所であることが必要、 との指摘
があった。

【有識者会議としての意見】
○組織形態

'一百騨術会議藤薮聯雛壷隆葆這ろろでそあ見職武藤在勤’■ ら一定の重みをもって受け取られるような位置付け.権限をもった組織であ！
| るごとが望ましい｡また､ 日本学術会議の性格が､本質的には事業実施機関’
Iで

ではなく審議機関であることを踏まえると、安定的な運営
国の予算措置により財政基盤が確保されることが必要と考
これらの点を考慮すると、国の機関でありつつ法律上独
おり、かつ、政府に対して勧告を行う権限を有している現
学術会議に期待される機能に照らして相応しいものであり
極的な理由は見出しにくい。 ハ

ー－－－今一一一一一・つ一弓一一一一一一一一言一一一一一一一●令一一一一一◆室＝－空-÷→マーーーーーー一子一一一一一一一一F菅,鋸一一＝◆や一一夕毛一一一一左一国心一一酉一一一一一一一一

を行うためには、

えられる。

立性が担保されて

在の制度は、 日本

、これを変える積I
一一午一一一一一一一一

○所在地

所在地については、 日本学術会議に求められる役割を踏まえた上で、その
役割の発揮に向けた活動の活性化の観点から、最良の選択がなされることが
望ましい。 日本学術会議が政府や社会への提言を本質的な機能の一つとする
組織である以上、必然的に提言等の取りまとめに向けた審議活動がその活動
の中心となり、限られた活動経費の中で活動を活発化するためにその所在地
はできるだけ会員・連携会員がアクセスしやすい利便性のよい場所であるこ
とが必要である。また、緊急事態において求められる役割に照らし、危機管
理の観点からも、政府の諸機関との距離が近い場所であることが望ましい。
以上のような観点から、有識者会議としては、現在地よりも適した移転場
所を見出すことは難しい。

〈
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（4）予算・事務局体制

【平成17年改革後の取組】

予算及び事務局定員は､全体として逓減気味に推移している。平成17年改

朝‐
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25文科振第342号

平成25年5月27日

日本学術会議会長

大西 隆 殿
一一－争一・一一己早ﾏｰｰ令一宇 ● 今苧－ケ一一域

Ⅷ科学省髻究奮興曼長
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国際ソニアコライダーに関する審議について（依頼):{ 'W ,

で
国際リニアコライダー(ILC)については、貴会議がとりまとめた「学術の大

型施設計画・大規模研究計画一企画・推進策の在り方とマスタープラン策定に
ついて一」 （平成22年3月）において、 「国際リニアコライダーの国際研究拠

点の形成」 として取り上げられ、その後、平成23年9月のマスタープラン小改
訂においても引き続き取り上げられました。

一方、貴会議のマスタープランを受けて、当省の科学技術・学術審議会学術
分科会研究環境基盤部会学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会におい
て審議が行われ、 「学術研究の大型プロジェクトの推進について（審議のまと
め） 」 （平成22年10月）及び、その改訂版である「学術研究の大型プロジェ

クトに関する基本構想一ロードマップ2012-」 （平成24年5月）の中で、別紙
の評価結果及び課題が示されているところです。
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このような状況の中、我が国の高エネルギー物理学分野の研究者コミュニテ

ィにおいては、国際的な設計活動等への参画や技術開発等加え、これまでのコ

ミュニティにおける調査結果により ILCを建設することが可能と考えられてい

る北上山地及び背振山系の国内2か所について地質調査を実施し、その結果等
に基づいて、本年夏にはコミュニティとして建設地点を一本化するための取組
を進めています。 r:.w,｢1"
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一方､3月に提出された米国エネルギー省の高エネルギー物理学に関する諮問

委員会の報告書や､5月末に取りまとめられる予定の素粒子物理の欧州戦略にお

いて、 ILCについては、我が国が誘致する場合には参加を希望すること、参加を

検討するために我が国からの具体的な提案を待つ旨などが記載されている又は

記載されることとなる見込みです。

| ILCの建設及び運営には巨額の経費を要することから､特に我が国でこれを実；

雲謝こ篁繍寧鑿鱒篁麓蔑鰯鱒鰯を訓
| ILCに関する下記の事項及びその他貴会議において必要と判断される事項につ｜

|いて､広範な分野の研究者を交えて御審議の上､御意見をくださるようお願い｜
{里些嵯筵工了二二~工工~戸口豆豆一三、三一二ご~~rl
なお、貴会議においては、現在、次期マスタープランの策定に向けた検討が

行われていると承知していますが、本件依頼は、その緊急性に鑑み、可能な限

り早期に御回答くださるようお願いします。

で

記

ILC計画における研究の学術的意義、 ILC計画の素粒子物理学における位置

づけについて

ILC計画の学術研究全体における位置付けについて

ILC計画を我が国で実施することの国民及び社会に対する意義について

ILC計画の実施に向けた準備状況と、建設及び運営に必要な予算及び人的資
源の確保等の諸条件について

●

●

④
①《

，

2
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別紙

「学術研究の大型プロジェクトの推進について（審議のまとめ） 」 （平成22年
10月27日科学技術･学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術研究の大型プ

ロジェクトに関する作業部会）及び「学術研究の大型プロジェクトに関する基
本構想一ローFマップ2012-」 （平成24年5月28日科学技術・学術審議会学
術分科会研究環境基盤部会学術研究の大型プロジェクトに関する作業部会）に
おける「国際リニアコライダーの国際研究拠点の形成」についての評価結果等
について

で
評価①:C

評価②: C

圭な鍵ﾕ豐工里至皇隻

･国際的に日本の地位は高く、 目指す成果の科郭勺意義も大きい。
／

･国際協力に関する期待が持てる。

主な課題?留意点等

．まだ計画は十分に詰まっておらず、継続して研究者コミュニティや諸外国
の関係者との慎重な協議が必要。

･LHCの成果等を踏まえつつ､Bファクトリー高度化の終了後の計画として位
置づけるべき。

･長期に及ぶ高額な計画であり、社会的理解が得られるか不明。

･緊急性が明確でなく、関連コミュニティ及び社会や国民のさらなる理解が
得られるよう努力が望まれる。

く

(注）

・評価①は、研究者コミュニティの合意、計画の実施主体、共同利用体制及
び計画の妥当性についての評価。

・評価②は、緊急性、戦略性及び社会や国民の理解についての評価。

一

3
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閃

府日学第2179号

平成25年9月30日

文部科学省研究振興局長

吉田大輔殿

(‐
日本学術会議会長

大西

に

国際リニアコライダ－に関する審議について（回答）

平成25年5月27日付け25文科振第342号で依頼のありました標記の件に

ついて、別添のとおり取りまとめましたので回答します。

息
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3総合的所見

日本学術会議では、 ILC計画の意義と我が国への誘致を検討する際の論点を2段階に整

理した。すなわち、①電子。陽電子衝突型加速器の必要性と意義、及び、その次期計画と

してのILCの位置づけ、そして、②ILC計画の我が国での実施の可否判断に向けた諸課題

の検討、である。

①電子・陽電子衝突型加速器の必要性と意義、及び、その次期計画としてのILC

の位置づけ

LHCやILCが担う高エネルギー素粒子物理学は基礎科学の中でも最も基礎的な分野

であり、 自然の根源的理解を目指した知のフロンティア開拓の営みである。高エネル

ギー素粒子物理学の最前線において、 LHCの将来戦略が明示されている状況を踏まえ、

それと相補的な電子･陽電子衝突型加速器の必要性や意義は十分に認められる｡電子．

陽電子衝突型加速器の次期計画として現時点で最も検討が進んでいるのがILCである

こと､TDRが国際的検討チームによる詳細な検討に基づいて作成されたものであること、

も認められる。

〈

ILC計画におけるヒッグス粒子やトップ。クォークの精密測定とそれらを通した標

準模型を超える物理の探索について､素粒子物理学としての学術的意義は認められる。

その一方で、未発見の新粒子や標準模型を超える物理の探索の戦略については、高度

化が予定されているLHCとの関係も含め､本計画に必要な巨額の投資に見合う、より明

確で説得力のある説明がなされることが望まれる。

② ILC計画の我が国での実施の可否判断に向けた諸課題の検討

ILC計画は、その必要経費や人的資源の規模からして、単独の国や地域では実施し

得ないものであること、その実施には参加国・地域による持続的な国際協力へのコミ

ットメントが不可欠であること、が明白である。 ILCを我が国に誘致することを想定

した場合、現状では、国内の実施体制、海外からの研究者の参加の見通し、必要経費

の国際分担の見通しなどの重要事項に関して不確定要素やリスク要因がある。

（

‐

大震災からの復興や将来のエネルギー・資源・環境問題など、我が国として取り組｜

むくき重要課題は山積している｡ ILC計画を我が国で実施するには､国家財政が逼迫｜
している中で長期にわたる巨額の財政的負担の問題をいかにして解決するかについて､｜
'政官学が知恵を出し合って国民に支持される持続可能な枠組みを示す必要がある｡ILC

lへの資源配分によって、国家的諸課題への取り組みに影響が及んだり、科学技術創造，
立国を支えるべき諸学術分野の停滞を招いたりするようなことがあってはならない。 ｜

これらのことを勘案するに、 ILC計画の我が国における本格実施を現時点において認

めることは時期尚早と言わざるを得ない。

日本学術会議としては以上の
q

一､観点から、 ILC計画の実施の可否半ﾘ断に向けた諾課題

2～3年をかけての検討を行うために必要な調査等の経費を政府においても措置し、

10
－17－
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当該分野以外の有識者及び関係政府機関を含めて集中的な調査･検討を進めること、

を提言する。

ILCの我が国への誘致の判断には､本回答が提示する諸課題や懸念事項について十

分な調査・検討が行われ、建設、運転、高度化、最終処理にわたる経費の全容とその

|国際分担､人材や管理運営体制の問題など課題事項に対して明確な見通しが得られる
'ことが必須である。調査・検討と並行して海外主要国・地域の研究機関や資源配分機I

,関との協議を行い、国際分担等に関する見極めを行うべきである。 ILC計画を我が国

Iで実施し高い成果を挙げるための諸条件を余すところなく検討した上で、学術コミュ

|ニテイ全体の合意形成、 さらには国民の理解を求めることが必要である。
- 』－－口一一一一- 哩一 一 一 '一可 ． 一一 一 ｡．、 一口 ‐一一一÷F ﾏ 亀つ - ユー 9 － ｡ ~一 ﾏ ｡ 一 一 . と D ロウータロム ､ －－▲抄－． ,ー一一一~一・一△～←ー わ ~~.=－ーマーーー芯5－=ー●←ﾏ ．－" ●◆‐ ◆ ず - 卓 ÷ 一 ご一一 ~一ﾏー . 一

検討すべき重要課題として、 (1)高闘上されるLHCでの計画も見据えたILCでの素

粒子物理学研究のより明確な方針､(2)国家的諸課題への取り組みや諾学術分野の進歩

に停滞を招かない予算の枠組み、 (3)国際的経費分担、 (4)KEK､大学等の関連研究者を

中心とする国内体制の在り方、 (5)建設期及び運転期に必要な人員・人材、特にリーダ

ー格の人材、などがある。 ILCを我が国に誘致することの是非を判断する上で、これ

らの課題について明確な見通しが得られることが必要である。

日本学術会議は、上記の調査・検討を踏まえて改めて学術の立場からの見解を取り

で

まとめることにより、政府における最終的判断に資する用意がある。

く
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30文科振第157号

平成30年7月20日

日本学術会議会長

山極壽一 殿
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国際ソニアコライダーに

ぐ
国際リニアコライダー(ILC)については、平成25年5月の文部科学省からの

貴会議への審議依頼への回答として、平成25年9月に貴会議より 「国際リニア

コライダー計画に関する所見」をまとめていただきました。

所見では、 「本格実施を現時点において認めることは時機尚早」であり、 「ILC

計画の実施の可否判断に向けた諸課題の検討を行うために必要な調査等の経費

を政府において措置し、 2～3年をかけて当該分野以外の有識者及び関係政府機

関を含めて集中的な調査・検討を進めること」と提言されていることから、平成

26年5月より当省の下に「国際リニアコライダー(ILC)に関する有識者会議」

（以下「有識者会議」という。 ）を設置し、 ILC計画の科学的意義やコスト等の

検証を行い、平成27年6月に「これまでの議論のまとめ」を取りまとめるなど、
調査検討を進めてきたところです｡

このような状況下､ILC計画の見直し案がILCに関する国際的な研究者組織の

一つであるリニアコライダ－．コラボレーション(LCC)でまとめられ、 リニア

コライダー国際推進委員会(LCB)における審議を経て、国際将来加速器委員会

(ICFA)において承認され、平成29年11月に公表されました。この見直しにお

いては、欧州合同原子核研究機関(CERN)における大型ハドロン衝突型加速器

(LHC)実験の結果を踏まえた上で建設に必要なコス雁を引き下げることも考慮

して、ILCの衝突エネルギーを500GeVから引き下げて250GeVのヒツグスフアク

トリーとする提案（以下「250GeVILC」 という。 ）に変更されました。

（
~ウ

この見直しを受け、有識者会議においては、 ILC計画（見直し後）の科学的意

義やコスト等の再検証のために再度設置した作業部会における検討、 さらに経
済的波及効果等の再検証結果などを踏まえ、別添の通り平成30年7 可4屑

-19－
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餌

「ILC計画の見直しを受けたこれまでの議論のまとめ」を取りまとめたところで

す。

一方、貴会議におけるILC計画の取扱いについては、平成25年の所見以降、

「第22期学術の大型研究計画に関するマスタープラン(マスタープラン2014)」

（平成26年2月） 、 「第23期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マ

スタープラン2017） 」 （平成29年2月）が提言として取りまとめられ、学術大

型研究計画として掲載されているものの、別紙1のとおり、課題別委員会として

設立された｢国際リニアコライダー計画に関する検討委員会｣において別途所見

がまとめられ､その後も所見時の条件及び状況に変更がないことから、重点大型

研究計画の評価の対象としないとされています。

そのため、昨年貴会議によるマスタープラン2017の策定を受けて、当省の科

学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会学術研究の大型プロジェクト

に関する作業部会において審議が行われ策定される「学術研究の大型プロジェ

クトの推進に関する基本構想ロードマツプ」については、ロードマップ2017が

策定されているものの、別紙2のとおりロードマップでは主としてマスタープ

ランにおける重点大型研究計画を選定寿象としていることから、現在､ ILC計画
についてはロードマップに掲載されていない状況です。

､

イ

当省においては、学術の大型プロジェクトの推進方策として、推進対象をロー

ドマップに掲載された優先度の高い計画とし、大規模学術フロンティア促進事

業として推進する仕組みとしております。現在、厳しい財政環境下、これまでロ

ードマップを踏まえ新規着手をした計画を含め10計画を進めており、これら既

存事業に加え、今後はロードマップ2017を踏まえた計画の推進が必要と考えて

おります。
（

現在、 ILC計画については、昨年11月のILC計画（見直し後）の公表に際し、

国際的な研究者組織が、 日本における高エネルギー物理学研究者会議(JAHEP)

による250GeVILCを日本に建設するという提案を強く支持し、時宣を得た決定

に向け、 日本政府が当該提案を本格的に検討するよう推奨し､主要な費用負担を

含め、 日本がホスト国として明確に意思表明することを求める声明を発表して

います。

当省としては、平成25年の所見以降、有識者会議における検討を進め、この

度議論を取りまとめたところであり、 さらに日本政府の判断を求められている

ILC計画を巡る動向を踏まえて、今後の政府の判断に資するものとして、貴会議

－20－



において改めて学術の立場から見解を取りまとめていただく時機にあると考え

ております。 、
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記筵

ILC計画(見直し後)における研究の学術的意義、 ILC計画（見直し後）の

素粒子物理学における位置づけについて

ILC計画(見直し後)の学術研究全体における位置づけについて

ILC計画(見直し後)を我が国で実施することの国民及び社会に対する意義

について

ILC計画(見直し後)の実施に向けた準備状況と、建設及び運営に必要な

●

●
●

●

予算及び人的資源の確保等の諸条件について

く

、
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(別紙1）

第22期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン2014）

（平成26年2月28日） 【抜粋】

6提言：重点大型研究計画

(1)策定過程

（略）

なお、当初の方針通り、各部から一定数程度以上の計画が重点大型研究

計画に含むことに対して一定の配慮を行ったが、各分野別委員会の採択件

数のアンバランスについては、調整を一切しなかった。また、物理学分野

r
、

からの提案8件にはL国際リニアコライダー計画に関する提案が含まれて

いるが、本提案に関しては日本学術会議課題別委員会として設立された

｢国際pニアコライダー計画に関する検討委員会」においてヒアリング当

時に別途検討が進められていたこと等を鑑みて、 ヒアリングは実施したが

評価の対象から除外した。 、
■

ｰ

第23期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン2017）

（平成29年2月8日） 【抜粋】

2マスタープラン2017の策定経緯

(2)重点大型研究計画の策定経緯

(略）

学術大型研究計画として選定された提案のうち大型施設計画「国際リニ

アコライダー計画」については、以下の理由により、重点大型研究計画の

評価の対象とはしないこととした。本提案については、第22期日本学術

会議が、文部科学省研究振興局長からの審議依頼に対応して、課題別委員

会「国際リニアコライダー計画に関する検討委員会」を設け、平成25年

9月30日付け回答「国際リニアコライダー計画に関する所見」を取りま

とめており､‐｢マスタープラン2014」では重点大型研究計画の評価の対象

から除外された。物理学分野の大型研究計画評価小分科会は、この回答に

〈

至った条件及び状況に本評価時点でも変更がないことから、本提案につい

ては他の提案と同じ基準で相対評価はしないことを、本分科会へ申し入れ

た。本分科会は、その申入れを承認し、本提案については学術大型研究計

画にふさわしいか否かの評価を同小分科会へ依頼の上、上記の決定に至っ

た。

一ｸクー



(別紙2）

学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想ロードマップの策定

一ロードマツプ2017-（平成29年7月28日） 【抜粋】

（2）作業部会における審議

①ロー唐マップ策定の方針

○今回、作業部会においては、 日本学術会議で新たにマスタープラン20

’7が策定されたことを受け、新たなロードマップの策定について審議を

行い、マスタープラン2017の区分Iに記載された166計画のうち、

重点大型研究計画と重点大型研究計画のヒアリング対象計画を選定対象と

して、書面審査とヒアリング審査を行い、

について本ロードマツプに位置付けるこぐツプに位置付けること

一定程度以上の評価を得たものr
とした。

く
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追加参照条文

･内閣府設置法（平成11年法律第89号） （抄）て …1

く

平成SO年n月M日 （水）

内閣府日本学術会議事務局
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一
六
年
六
月
九
日
同
第
一
○
二
号

一
六
年
一
二
月
八
日
同
第
一
六
一
号

一
七
年
四
月
一
日
同
第
二
四
号

一
七
年
六
月
一
七
日
同
第
六
三
号

一
七
年
七
月
二
九
日
同
第
八
九
号

一
八
年
六
月
二
日
同
第
五
○
号

一
八
年
六
月
二
日
同
第
五
一
号

一
八
年
六
月
七
日
同
第
五
四
号

一
八
年
六
月
二
一
日
同
第
八
五
号

一
八
年
二
一
月
一
五
日
同
第
一
二
号

一
八
年
一
二
月
二
○
日
同
第
二
四
号

一
八
年
一
二
月
二
○
日
同
第
二
六
号

一
八
年
一
二
月
一
三
日
同
第
二
八
号

一
九
年
三
月
三
一
日
同
第
一
五
号

一
九
年
五
月
二
三
日
同
第
五
三
号
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第
一
章
総
則

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
内
閣
府
の
設
置
並
び
に
任
務
及
び
こ
れ
を
達
成
す
る

た
め
必
要
と
な
る
明
確
な
範
囲
の
所
掌
事
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
所

掌
す
る
行
政
事
務
を
能
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
必
要
な
組
織
に
関
す
る
事
項

を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章
内
閣
府
の
設
置
並
び
に
任
務
及
び
所
掌
事
務

（
設
置
）

第
二
条
内
閣
に
、
内
閣
府
を
置
く
。

（
任
務
）

第
三
条
内
閣
府
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
内
閣
の
事
務
を
助
け
る
こ

と
を
任
務
と
す
る
。

２
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
皇
室
、
栄
典
及
び
公
式
制
度

に
関
す
る
事
務
そ
の
他
の
国
と
し
て
行
う
べ
き
事
務
の
適
切
な
遂
行
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
、
市
民
活
動
の
促
進
、
沖
縄
の
振
興
及
び
開

発
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
促
進
、
災
害
か
ら
の
国
民
の
保
護
、
事
業
者

間
の
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
促
進
、
国
の
治
安
の
確
保
、
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
等
の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
、

金
融
の
適
切
な
機
能
の
確
保
、
消
費
者
が
安
心
し
て
安
全
で
豊
か
な
消
費
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
推
進
、
政
府
の
施

策
の
実
施
を
支
援
す
る
た
め
の
基
盤
の
整
備
並
び
に
経
済
そ
の
他
の
広
範
な

分
野
に
関
係
す
る
施
策
に
関
す
る
政
府
全
体
の
見
地
か
ら
の
関
係
行
政
機
関

の
連
携
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
が
政
府
全
体
の
見
地
か

藷
、

ら
管
理
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
行
政
事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
こ
と
を

任
務
と
す
る
。

３
内
閣
府
は
、
第
一
項
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
内
閣
官
房
を
助
け

る
も
の
と
す
る
。

（
平
一
五
法
二
三
・
平
一
八
法
二
八
・
平
一
二
法
四
九
・
平
二
五

法
二
八
・
一
部
改
正
）

（
所
掌
事
務
）

第
四
条
内
閣
府
は
、
前
条
第
一
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
行
政
各
部
の

施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
次
に
掲
げ
る
事
項
の
企
画
及
び
立

案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
（
内
閣
官
房
が
行
う
内
閣
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除

く
。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
短
期
及
び
中
長
期
の
経
済
の
運
営
に
関
す
る
事
項

二
財
政
運
営
の
基
本
及
び
予
算
編
成
の
基
本
方
針
の
企
画
及
び
立
案
の
た

め
に
必
要
と
な
る
事
項

三
経
済
に
関
す
る
重
要
な
政
策
（
経
済
全
般
の
見
地
か
ら
行
う
財
政
に
関

す
る
重
要
な
政
策
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
項
（
次
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

四
中
心
市
街
地
の
活
性
化
（
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
総

合
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項

五
都
市
の
再
生
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
こ
れ
と
併
せ
た
都
市
の

く
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戸

的
な
政
策
に
関
す
る
事
項

十
九
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
災
害
へ
の
対
処
そ
の
他
の
防

〃
災
に
関
す
る
事
項

二
十
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
（
平
成

十
一
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項

二
十
一
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻

害
す
る
要
因
の
解
消
そ
の
他
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関

す
る
事
項

二
十
二
沖
縄
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関

す
る
事
項

二
十
三
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
沖
縄
の
自
立
的
な
発
展
の
た
め
の

基
盤
の
総
合
的
な
整
備
そ
の
他
の
沖
縄
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
事
項

二
十
四
北
方
地
域
（
政
令
で
定
め
る
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関

す
る
諸
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
事
項

二
十
五
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
事
項

二
十
六
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
環
境
の
総
合
的
な
整
備
に
関
す
る

事
項

二
十
七
食
品
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
上
で
必
要
な
環
境
の
総
合
的
な
整

備
に
関
す
る
事
項

二
十
八
消
費
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
条
の

ぞ

ｌ３
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
二
項
の
任
務
を
達

’

消
費
者
の
権
利
の
尊
重
及
び
そ
の
自
立
の
支
援
そ
の
他
の
基
本
理
念
の
実

現
並
び
に
消
費
者
が
安
心
し
て
安
全
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項

二
十
九
子
ど
も
及
び
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援
を
す
る

た
め
の
基
本
的
な
政
策
並
び
に
少
子
化
の
進
展
へ
の
対
処
に
関
す
る
事
項

三
十
海
洋
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の

基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項

２
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
一
項
の
任
務
を
達
成

す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
を
長
と
し
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
主
た
る

事
務
と
す
る
内
閣
府
が
内
閣
官
房
を
助
け
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
内
閣
の
重

要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た

基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必

要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

プ
（
》
０

成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
内
外
の
経
済
動
向
の
分
析
に
関
す
る
こ
と
。

二
経
済
に
関
す
る
基
本
的
か
つ
重
要
な
政
策
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の

施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
・

二
の
二
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
基
本
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

三
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る

望
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法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特

定
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ

．
‐
ン
」
Ｏ

三
の
二
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特

別
区
域
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

三
の
三
地
域
再
生
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
計
画
の
認
定

に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
の
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
（
同

法
第
五
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た

め
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
金
を
充
て
て
行
う
事
業
に
関
す
る

関
係
行
政
機
関
の
経
費
の
配
分
計
画
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
、
同
法

第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
同
項
に
規
定

す
る
地
域
再
生
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
同
法
第

十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
同
項
に
規
定
す

る
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
。

三
の
四
地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ

る
若
者
の
修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第

三
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
指
針
の
策
定
に
関
す
る
こ

と
、
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
及
び

同
法
第
十
一
条
の
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

三
の
五
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
州
制
特
別
区
域
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

三
の
六
総
合
特
別
区
域
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
戦
略
総
合
特

別
区
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国

藷

際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
同
項
に
規
定
す
る
国
際

戦
略
総
合
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
三
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
の
指
定
に
関
す
る

こ
と
、
同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区

域
計
画
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
同
項
に
規
定
す
る
地
域
活
性
化
総
合
特
区
支

援
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
総
合
特
別
区
域
に
お
け
る

産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
関
係
行
政
機

関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三
の
七
国
家
戦
略
特
別
区
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
へ
国
家
戦
略
特
別
区

域
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
計
画
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
十

六
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
指
針
及
び
同
法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
に

規
定
す
る
指
針
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定
及
び
同
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
区
支

援
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お

け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形

成
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

四
市
場
開
放
問
題
及
び
政
府
調
達
に
係
る
苦
情
処
理
に
関
す
る
関
係
行
政

機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

五
経
済
活
動
及
び
社
会
活
動
に
つ
い
て
の
経
済
理
論
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
理
論
を
用
い
た
研
究
（
大
学
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
に
お
け
る
も
の

を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

く
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六
国
民
経
済
計
算
に
関
す
る
こ
と
。

六
の
二
第
一
項
第
十
二
号
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に

関
す
る
施
策
の
実
施
の
推
進
及
び
こ
れ
に
必
要
な
関
係
行
政
機
関
の
事
務

の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

七
科
学
技
術
基
本
計
画
（
科
学
技
術
基
本
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
三
十

号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
策
定
及
び
推
進
に

関
す
る
こ
と
ｐ

七
の
二
科
学
技
術
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
経
費
の
見
積
り
の
方
針
の

調
整
に
関
す
る
こ
と
。

七
の
二
の
二
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
に
よ
る
研
究
開
発
等
の
促
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
に
よ
る
研
究
開
発
等
を
促
進
す
る

た
め
の
基
本
的
な
方
針
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

七
の
三
研
究
開
発
の
成
果
の
実
用
化
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
の

促
進
を
図
る
た
め
の
環
境
の
総
合
的
な
整
備
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関

す
る
こ
と
。

七
の
四
匿
名
加
工
医
療
情
報
（
医
療
分
野
の
研
究
開
発
に
資
す
る
た
め
の

匿
名
加
工
医
療
情
報
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
千
九
年
法
律
第
二
十
八

号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
施
策
に
関

す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
・

七
の
五
宇
宙
開
発
利
用
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す

プ
（
》
』
」
’
』
」
◎
。

七
の
六
宇
宙
開
発
利
用
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る

ぞ

も
の
を
除
く
。
）
・

七
の
七
多
様
な
分
野
に
お
い
て
公
共
の
用
又
は
公
用
に
供
さ
れ
る
人
工
衛

星
等
（
人
工
衛
星
及
び
人
工
衛
星
に
搭
載
さ
れ
る
設
備
を
い
う
。
）
で
政

令
で
定
め
る
も
の
及
び
そ
の
運
用
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
整
備
及
び

管
理
に
関
す
る
こ
と
。

七
の
八
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
宇
宙
開
発
利
用
に
関
す
る
施
策

に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
・

七
の
九
防
災
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

八
防
災
に
関
す
る
組
織
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
一
十
三
号
）
第
二
章
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
設
置
及
び
運
営

並
び
に
防
災
計
画
（
同
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）

に
関
す
る
こ
と
。

八
の
二
被
災
者
の
応
急
救
助
及
び
避
難
住
民
等
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

百
十
二
号
）
第
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
救
援

に
関
す
る
こ
と
。

九
激
甚
災
害
（
激
掻
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の

指
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
特
定
非
常
災
害
（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を

図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
人
年
法
律
第
八
十
五
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
当
該
特
定
非
常
災
害

廷
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に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
平
成
十
年

・
法
律
第
六
十
六
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
支

給
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
台
風
常
襄
地
帯
（
台
風
常
襲
地
帯
に
お
け
る
災
害
の
防
除
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
災
害
防
除
事
業
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
活
動
火
山
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る

基
本
的
な
指
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
火
山
災
害
警
戒
地
域
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
避
難

施
設
緊
急
整
備
地
域
及
び
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
降
灰
防

除
地
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三

号
）
に
基
づ
く
地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
の
二
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十

六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
第
七
項
第

一
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
原
子
力
災
害
を
含
む
。
）
に
対
す
る
対
策
に

関
す
る
こ
と
。

十
四
の
二
の
二
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第

三
条
の
三
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
会
議
の
事
務
局
長
に
対
す
る
協
力
に

ぞ

関
す
る
こ
と
。

十
四
の
二
の
三
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定

す
る
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
応
急

対
策
に
関
す
る
事
項
の
指
示
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
原
子
力
緊
急

事
態
解
除
宣
言
を
行
う
こ
と
並
び
に
同
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
の
三
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
基
づ
く
地
震
防
災
対
策

に
関
す
る
こ
と
。

十
四
の
四
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
に

基
づ
く
地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
の
四
の
二
首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
八
十
八
号
）
に
基
づ
く
地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
の
五
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
二
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
復
興
推
進
計
画
の
認
定
に
関
す

る
こ
と
、
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
の
指
定

及
び
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
、
同
法
第
四
十

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
整
備
計
画
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
同
法

第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業
計
画
に
関
す
る
こ

と
、
同
法
第
七
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
の
配
分
計
画
に

関
す
る
こ
と
並
び
に
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
復
興
推
進
事
業
、

同
法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
復
興
整
備
事
業
及
び
同
法

氏
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第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業
等
に
関
す
る
関
係
行

政
機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

十
五
第
七
号
の
九
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
災
に
関
す

る
施
策
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
・

十
六
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
十
三
条

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ

皿
〆
」
○

十
七
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

に
関
す
る
事
務
の
う
ち
他
省
の
所
掌
に
属
し
な
い
も
の
の
企
画
及
び
立
案

並
び
に
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

十
八
沖
縄
（
沖
縄
県
の
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
経
済
の

振
興
及
び
社
会
の
開
発
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
（
以
下
「
振
興
開
発
計

画
」
と
い
う
。
）
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

十
九
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
経
費
の

見
積
り
の
方
針
の
調
整
及
び
当
該
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
関
す
る

関
係
行
政
機
関
の
経
費
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
配
分
計
画

に
関
す
る
こ
と
（
文
部
科
学
省
及
び
環
境
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

少
尽
、
○
）
Ｏ

二
十
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
沖
縄
に
お
け
る
経
済
の
振
興
及
び

社
会
の
開
発
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。
）
・

二
十
一
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

二
士
一
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
け
る
位
置
境
界
不
明
地
域
内
の
各
筆
の
土

蒲

地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法

律
第
四
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
駐
留
軍
用
地
等
以
外
の
土
地
に
係
る
各
筆

の
土
地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
等
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三
北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の

国
民
世
論
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
四
北
方
地
域
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
に
対
す
る
援
護
措
置

そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
事
務
（
外
務
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
五
本
士
（
北
方
地
域
以
外
の
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
北
方

地
域
に
わ
た
る
身
分
関
係
事
項
そ
の
他
の
事
実
に
つ
い
て
の
公
の
証
明
に

関
す
る
文
書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六
本
士
と
北
方
地
域
と
の
間
に
お
い
て
解
決
を
要
す
る
事
項
に
つ
い

て
の
連
絡
、
あ
っ
せ
ん
及
び
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

一
干
六
の
二
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六
の
三
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

七
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進

大
綱
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す

る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
連
絡
調
整
及
び
こ
れ
に
伴
い
必
要
と
な
る
当

該
事
務
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七
の
二
食
品
安
全
基
本
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
十

望
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モ

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
健
康
影
響
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七
の
三
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
の
大
綱
（
少
子
化
社
会
対

策
基
本
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
七
条
に
規
定
す
る
も

の
を
い
う
。
）
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七
の
四
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五

号
）
に
規
定
す
る
子
ど
も
．
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
及
び
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る
こ
と
（
同
法
第
六
十

九
条
に
規
定
す
る
拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
・

二
十
七
の
五
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十

七
号
）
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
八
栄
典
制
度
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
栄
典
の
授
与
及
び
は

く
奪
の
審
査
並
び
に
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
九
外
国
の
勲
章
及
び
記
章
の
受
領
及
び
着
用
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
内
閣
総
理
大
臣
の
行
う
表
彰
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
一
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
二
元
号
そ
の
他
の
公
式
制
度
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
三
国
の
儀
式
並
び
に
内
閣
の
行
う
儀
式
及
び
行
事
に
関
す
る
事
務
に

関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
・

三
十
四
迎
賓
施
設
に
お
け
る
国
賓
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
賓
客
の
接
遇
に
関

す
る
こ
と
。

三
十
五
国
民
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
経
済
の
発
展
の
見
地
か
ら

の
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
消
費

導

者
庁
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
・

三
十
六
市
民
活
動
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
六
の
二
休
眠
預
金
等
（
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預

金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
一

号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
資
金
の
活
用

に
関
す
る
こ
と
（
金
融
庁
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
・

三
十
七
官
報
及
び
法
令
全
書
並
び
に
内
閣
所
管
の
機
密
文
書
の
印
刷
に
関

す
る
こ
と
。

三
十
八
政
府
の
重
要
な
施
策
に
関
す
る
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
九
世
論
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
九
の
二
公
文
書
等
（
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）

の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す

る
こ
と
。

四
十
公
文
書
館
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
こ
と
。

四
十
一
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法

律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
歴
史
公
文
書
等
（
国
又
は
独
立
行
政
法
人

国
立
公
文
書
館
が
保
管
す
る
も
の
に
限
り
、
現
用
の
も
の
を
除
く
。
）
の

保
存
及
び
利
用
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
機
関
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
・

四
十
一
の
二
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条

第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
及
び
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
番

（
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日
ひ

号
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
・

四
十
二
削
除

四
十
三
高
齢
社
会
対
策
の
大
綱
（
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
（
平
成
七
年
法

律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
及
び

推
進
に
関
す
る
こ
と
。

四
十
四
障
害
者
基
本
計
画
（
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八

十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
策
定
及
び

推
進
に
関
す
る
こ
と
。

四
十
四
の
二
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方

針
（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い

う
。
）
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

四
十
五
交
通
安
全
基
本
計
画
（
交
通
安
全
対
策
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年

法
律
第
百
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の

作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
国
土
交
通
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。
）
・

四
十
六
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

四
十
七
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
事

務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
安
全
の
確
保
の
う
ち
そ
の
実
施
に
関
す
る
も

の
を
除
く
。
）
・

四
十
八
地
方
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
係
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の

篭

五
十
三
科
学
に
関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
及
び
研
究
の
連
絡
に
関
す
る
こ

‐
ン
」
Ｏ

五
十
四
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
二
条
、
第
四
条
か
ら
第
六

条
ま
で
、
第
十
一
条
の
二
、
第
十
一
条
の
三
、
第
十
四
条
及
び
附
則
第
二

条
に
規
定
す
る
事
務
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）

五
十
四
の
二
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
に
関
す
る
こ
と
。

五
十
四
の
三
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
十

八
条
の
七
第
二
項
及
び
第
百
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務

五
十
四
の
四
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十

連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

四
十
九
選
挙
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
係
る
事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す

プ
（
》
一
」
Ⅱ
ン
」
Ｏ

五
十
国
会
等
（
国
会
等
の
移
転
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
九

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
移
転
先
の
候
補
地
の
選
定

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
項
に
係
る
事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

五
十
一
租
税
制
度
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
係
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務

の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

五
十
二
国
際
平
和
協
力
業
務
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協

力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
三
条
第
五
号
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
物
資
協
力
（
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
も

の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
。

（

－9－



4

二
号
）
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務

五
十
五
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

五
十
六
政
令
で
定
め
る
文
教
研
修
施
設
に
お
い
て
所
掌
事
務
に
関
す
る
研

修
を
行
う
こ
と
。

五
十
七
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す

る
事
務

五
十
八
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
事
務

五
十
九
・
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
条
第
四
項

及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
事
務

五
十
九
の
二
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五

十
七
号
）
第
六
十
一
条
に
規
定
す
る
事
務

六
十
金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
事
務

六
十
一
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

四
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務

六
十
二
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
律
（
法
律
に
基
づ
く
命
令
を

含
む
。
）
に
基
づ
き
内
閣
府
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務

（
平
二
法
一
五
六
・
平
二
法
一
六
○
（
平
三
法
一
五
六
）
・

平
二
法
一
六
一
・
平
一
四
法
五
，
平
一
四
法
四
一
・
平
一
四
法
九

二
・
平
一
四
法
一
四
三
・
平
一
四
法
一
八
九
・
平
一
五
法
二
三
・
平

一
五
法
四
八
・
平
一
五
法
五
七
・
平
一
五
法
六
一
・
平
一
五
法
一
三

三
・
平
一
六
法
二
七
・
平
一
六
法
二
九
・
平
一
六
法
八
○
・
平
一
六

《〆

法
一
六
一
・
平
一
七
法
二
四
・
平
一
七
法
六
三
・
平
一
八
法
五
一
・

平
一
八
法
五
四
・
平
一
八
法
五
○
・
平
一
八
法
八
五
・
平
一
八
法
一

一
六
・
平
一
八
法
二
八
・
平
一
九
法
一
五
・
平
一
九
法
五
三
・
平

一
九
法
一
○
八
・
平
一
九
法
二
四
・
平
二
○
法
三
六
・
平
二
○
法

七
九
・
平
一
二
法
四
九
・
平
一
二
法
六
六
・
平
二
一
法
七
一
・
平
二

二
法
六
・
平
二
三
法
四
・
平
二
三
法
三
七
・
平
二
三
法
八
一
・
平
二

三
法
九
○
・
平
二
三
法
三
三
・
平
二
四
法
三
五
・
平
二
四
法
四

七
・
平
二
四
法
七
四
・
平
二
五
法
二
八
・
平
二
五
法
五
四
・
平
二
五

法
六
四
・
平
二
四
法
六
七
（
平
二
五
法
五
四
・
平
二
五
法
六
四
）
・

平
二
五
法
六
五
・
平
二
五
法
八
七
・
平
二
五
法
八
八
・
平
二
五
法
一

○
七
・
平
二
六
法
二
二
・
平
二
六
法
三
一
・
平
二
六
法
一
二
三
・
平

二
七
法
五
二
・
平
二
七
法
五
六
・
平
二
七
法
六
五
・
平
二
七
法
六

六
・
平
二
五
法
一
○
九
（
平
二
七
法
六
六
）
・
平
二
七
法
七
六
・
平

二
八
法
二
九
・
平
二
八
法
三
○
・
平
二
八
法
四
三
・
平
二
八
法
五

五
・
平
二
八
法
一
○
一
・
平
二
九
法
二
八
・
平
二
九
法
七
一
・
平
二

九
法
七
五
・
平
三
○
法
三
七
・
一
部
改
正
）

第
三
章
組
織

第
一
節
通
則

（
組
織
の
構
成
）

第
五
条
内
閣
府
の
組
織
は
、
任
務
及
び
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
必
要
と
な
る

明
確
な
範
囲
の
所
掌
事
務
を
有
す
る
行
政
機
関
に
よ
り
系
統
的
に
構
成
さ
《

れ
、
か
つ
、
内
閣
の
重
要
な
課
題
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
も
の
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ゑ
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